
◎公共の場所で携帯電話をご利用の際は、周囲の方への心くばりを忘れずに。

古紙配合率100％再生紙を使用しています。 大豆油インキを使用しています。

環境保全のため、不要になった電池はNTT DoCoMo 
または代理店、リサイクル協力店などにお持ちください。

� ドコモの携帯電話、PHSからの場合

� 一般電話などからの場合

※ 携帯電話、PHSからもご利用になれます。

� ダイヤルの番号をよくご確認のうえ、お間違いのないように 
おかけください。

総合お問い合わせ先
〈DoCoMo インフォメーションセンター〉

故障お問い合わせ先

（局番なしの） 151（無料）

0120-800-000

※ 一般電話などからはご利用できません。

� ドコモの携帯電話、PHSからの場合

�  一般電話などからの場合

※ 携帯電話、PHSからもご利用になれます。

� ダイヤルの番号をよくご確認のうえ、お間違いのないように 
おかけください。

� なお、詳しくはFOMA端末などに添付の「全国サービス 
ステーション一覧」でご確認ください。

（局番なしの） 113（無料）

0120-800-000

※ 一般電話などからはご利用できません。

※ ｉ モードからご利用になる場合、「ネットワーク暗証番号」が必要となります。
※ ｉ モードからご利用いただく場合のパケット通信料は無料です。海外からのアクセスの場合は有料となります。 
※ パソコンからご利用になる場合、「DoCoMo ID／パスワード」が必要となります。
※ 「ネットワーク暗証番号」および「DoCoMo ID／パスワード」をお持ちでない方・お忘れの方は下記総合お問い合わせ先にご
相談ください。

※ ご契約内容によってはご利用いただけない場合があります。
※ システムメンテナンスなどにより、ご利用になれない場合があります。

「ドコモeサイト」では住所変更、料金プラン変更などの各種お手続き、資料請求を承っております。

TINSJA188AFZH
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 ｉモードから ｉMenu　  料金&お申込・設定　 ドコモeサイト   パケット通信料無料　 

 パソコンから  My DoCoMo（http://www.mydocomo.com/）　 各種手続き（ドコモeサイト）
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ドコモ　W-CDMA方式
このたびは、「FOMA SH902iS」を

お買い上げいただきまして、まことにありがとうございます。
ご利用の前に、あるいはご利用中に、この取扱説明書および電池パックなどの機器に添付の個別取扱
説明書をよくお読みいただき、正しくお使いください。取扱説明書に不明な点がございましたら、取扱
説明書裏面の「総合お問い合わせ先」までお問い合わせください。
FOMA SH902iSは、あなたの有能なパートナーです。大切にお取り扱いのうえ、末長くご愛用ください。

FOMA端末は無線を使用しているため、トンネル・地下・建物の中などで電波の届かないところ、屋外でも電波の
弱いところおよびFOMAサービスエリア外ではご使用になれません。また、高層ビル・マンションなどの高層階で
見晴らしのよい場所であってもご使用になれない場合があります。なお、電波が強くアンテナマークが３本表示
されている状態で、移動せずに使用している場合でも通話が切れる場合がありますので、ご了承ください。
公共の場所、人の多い場所や静かな場所などでは、まわりの方のご迷惑にならないようご使用ください。
FOMA端末は電波を利用している関係上、第三者により通話を傍受されるケースもないとはいえません。しかし、
W-CDMA方式では秘話機能をすべての通話について自動的にサポートしますので、第三者が受信機で傍受した
としても、ただの雑音としか聞きとれません。
FOMA端末は音声をデジタル信号に変換して無線による通信を行っていることから、電波状態の悪いところへ移
動するなど送信されてきたデジタル信号を正確に復元できない場合には、実際の音声と異なって聞こえる場合が
あります。
お客様ご自身でFOMA端末に登録された情報内容は、別にメモを取るなどして保管してくださるようお願いしま
す。万が一登録された情報内容が消失してしまうことがあっても、当社としては責任を負いかねますので、あらか
じめご了承ください。
お客様はSSLをご自身の判断と責任においてご利用することを承諾するものとします。お客様によるSSLのご利
用にあたり、ドコモおよび別掲の認証会社はお客様に対しSSLの安全性などに関し何ら保証を行うものではな
く、万が一何らかの損害が発生したとしても一切責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。
認証会社： 日本ベリサイン株式会社、サイバートラスト株式会社、日本ジオトラスト株式会社、

RSAセキュリティ株式会社、セコムトラストシステムズ株式会社
このFOMA端末は、FOMAプラスエリアに対応しております。
このFOMA端末は、ドコモの提供するFOMAネットワーク以外ではご使用になれません。
The FOMA terminal can be used only via the FOMA network provided by DoCoMo.

本FOMA端末が「はじめてのFOMA端末」という方は、まず、本書を以下の順序でお読みください。
FOMA端末をお使いいただくための準備と基本的な操作を、ひととおりご理解いただけます。

1. 電池パックをセットし、充電しましょう（nP.39、P.41）

2. 電源を入れ初期設定を行い、自分の電話番号を確認しましょう（nP.45、P.46、P.48）

3. 本体のボタンなどの役割を確認しましょう（nP.24）

4. 画面に表示されるアイコンなどの意味を確認しましょう（nP.28）

5. メニューの操作方法を確認しましょう（nP.32）

6. 電話のかけかた／受けかたを確認しましょう（nP.49）

FOMA端末のご使用にあたって

はじめてFOMA端末をお使いになる方へ

本書について、最新の情報は、ドコモのホームページよりダウンロードできます。
「取扱説明書（PDFファイル）」ダウンロード
http://www.nttdocomo.co.jp/support/manual/download/index.html

※ URLおよび掲載内容については、将来予告なしに変更することがあります。
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本書では、FOMA端末を正しくお使いいただくために、操作のしかたをイラストやマークを交えて説明し
ています。

本書では、次のような検索方法で、お客様の用途に応じて、機能やサービスの説明ページを探すことがで
きます。

この『FOMA SH902iS取扱説明書』の本文中においては、「FOMA SH902iS」を「FOMA端末」と表記させていただいて
おります。あらかじめご了承ください。
本書の中ではminiSDメモリーカードを使用した機能の説明をしていますが、その機能のご利用にあたっては、別途
miniSDメモリーカードが必要となります。miniSDメモリーカードについてnP.329
本書の内容の一部または全部を無断転載することは禁止されています。
本書の内容に関して、将来予告なしに変更することがあります。

本書の見かた／引きかたについて

本書の引きかたについて

目次から nP.6

機能ごとに分類された目次から探します。

特徴から nP.8

新機能や便利な機能など、FOMA SH902iSの特徴的な機能をご利用になりたい場合はここから探
します。

メニュー一覧から nP.422

FOMA SH902iSのメニューに表示されるメニューを一覧表でまとめています。

クイックマニュアルから nP.476

基本的な機能について簡潔に説明しています。切り離して外出の際にお持ちいただけます。

次ページで詳しく説明しています。

索引から nP.468

FOMA SH902iSのディスプレイに表示されている機能の名称や、あらかじめ機能
名・サービス名がわかっている場合はここから探します。

かんたん検索から nP.4

よく使う機能や知っていると便利な機能をわかりやすい言葉で探します。

表紙インデックスから n表紙

表紙のインデックスを使用して、本書をめくりながら探します。

?
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2 ＊ miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。（nP.329）

索引から nP.468

FOMA SH902iSのディスプレイに表示されている機能の名称や、あらかじめ機能の名称やサービス
の名称がわかっている場合はここから探します。

かんたん検索から nP.4

よく使う機能や知っていると便利な機能をわかりやすい言葉で探します。

表紙インデックスから n表紙

「表紙」→「章扉（章の最初のページ）」→「説明ページ」の順に設定したい機能の説明ページを探しま
す。章扉には詳しい目次を記載しています。

索引、かんたん検索、表紙インデックスからの引きかたをタイマー機能を例に説明します。
（本文中のページとは内容が異なります。）

P.372
「タイマー」

の説明ページへ
? ?

P.372
「タイマー」

の説明ページへ
?

P.372「タイマー」の説明ページへ

?

?
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※ 本文中のページとは内容が異なります。

お知らせ

お買い上げ時の設定については、P.422の「メニュー一覧」を参照してください。

本書ではminiSDメモリーカードを、「miniSDメモリーカード」または「miniSD」と記載しています。

本書では「ＩＣカード機能に対応したおサイフケータイ対応ｉアプリ」を、「おサイフケータイ対応ｉアプリ」と記

載しています。

ディスプレイの表示について

本書では、お買い上げ時の状態をもとに説明しています。お買い上げ後の設定変更などによっては、実際に表示さ

れる内容が本書と異なる場合があります。

Flash画像やアニメーション効果を持つアイコンなどが表示されている場合には、ディスプレイの表示が本書の表

記とは異なる場合があります。

372

n

1 t9293
.

2 t

n

n

n

1 t9294

.

2 1

t

v

3 2

t
t

i

H

? t3

O

n

1

ページ

操作を順番に説明
しています。

機能名称
索引には、この名称を
記載しております。

操作に関する補足事
項、注意事項やアド
バイスを記載してい
ます。

画面に表示される項
目名や操作内容を記
載しています。（操作
により実行できない
項目もあります。）

各項目の説明や操作
方法を記載していま
す。

インデックスか
ら章ごとに検索
できます。

各手順を操作する際
のポイントとなる画
面を表しています。
お使いのFOMA端末
と照らし合わせてご
覧ください。（数値や
設定、任意に入力す
る文字などはすべて
一例です。）

関連する機能の操作を、簡略化して
記載しています。

各機能を利用す
る場合に必要な
内容、注意事項
や参考となる内
容を示していま
す。青色の文字
は索引に記載が
あります。索引
から検索するこ
とができます。

お買い上げ時の設定
を記載しています。
また、「メニュー一
覧」にもお買い上げ
時の設定を一覧で記
載しています。

（nP.422）
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4 ＊ miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。（nP.329）

か
ん
た
ん
検
索
／

目
次
／
注
意
事
項

かんたん検索
知りたい機能から操作方法を調べたいときにご活用ください。

画面表示を変えたい／知りたい

画面とマークの意味を知りたい . . . . . . . . . . . . . . . 28（ディスプレイの見かた）

時計を合わせたい . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 47（日時設定）

待受画面（壁紙）を変えたい . . . . . . . . . . . . . . . . . . 137（メイン画面設定）

待受画面にカレンダーを表示させたい. . . . . . . . 138（カレンダー表示設定）

文字の太さを変えたい . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 149（文字表示設定）

隣の人に見られたくない . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 150（視野切替設定）

通話に便利な機能を知りたい

電話番号を知らせたい／知られたくない . . .48（発信者番号通知）

音声電話通話中にテレビ電話に切り替えたい. . . .51（テレビ電話切替）

相手の声の音量を変えたい. . . . . . . . . . . . . . . .66（受話音量）

携帯電話と向き合って通話をしたい . . . . . . .90（ハンズフリー）

通話を保留したい. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .81（通話保留）

テレビ電話中に音声通話に切り替えたい . . .82（音声電話切替）

出られない電話にこうしたい

応答を保留にしたい . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 66、84（応答保留）

音声電話の用件を録音したい . . . . . . . . . . . . . . 71（伝言メモ）

テレビ電話の用件を録画したい . . . . . . . . . . . . 85（テレビ電話伝言メモ）

公共モードを利用したい . . . . . . . . . . . . . . . 68、69（ドライブモード、電源OFF）

留守番電話に録音したい . . . . . . . . . . . . . . . . . 396（留守番電話サービス）

メロディやイルミネーションを変えたい

相手に合わせて着信音などを変えたい. . . . . . . 110（指定着信音選択）

着信メロディを変えたい. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 128（着信音選択）

着信の音量を変えたい . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 130（着信音量）

ボタン音を消したい . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 131（ボタン確認音）

着信を振動でも知りたい. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 133（バイブレータ設定）

マナーモードにしたい . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 135（マナーモード）

着信ランプの色／点灯を変えたい. . . . . . . . . . . 148（着信ランプ設定）
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か
ん
た
ん
検
索
／

目
次
／
注
意
事
項

※ お申し込みが必要な有料サービスです。

安心して電話を使いたい

電話帳の内容を知られたくない . . . . . . . . . . . .124（シークレット登録）

万が一のデータ消失にそなえ電話帳などを

保存しておきたい . . . . . . . . . . . . . . . . . 124、169（電話帳お預かりサービス）※

紛失したときなど、離れたところから

FOMA端末をロックしたい . . . . . . . . . . . . . .159（おまかせロック）

サイドボタンをロックしたい . . . . . . . . . . . . . .163（ボタン操作無効）

番号非通知の電話を受けたくない . . . . . . . . . .167（非通知理由別着信拒否）

電話帳にない人からの電話を受けたくない. .169（電話帳登録外着信拒否）

カメラを使いこなしたい

ライトを点灯したい . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 181（ピクチャーライト）

撮影するサイズを変えたい. . . . . . . . . . . . . . . . . 182（サイズ選択）

シャッター音を変えたい. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 188（シャッター音）

miniSDメモリーカードに直接保存したい . . . . 188（本体⇔miniSD切替）

撮影した画像を表示したい. . . . . . . . . . . . . . . . . 306（イメージビューア）

メールを使いこなしたい

画像を送りたい . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 239（添付ファイル）

デコメールを送りたい . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 235（デコメール）

メールを選択して受信したい . . . . . . . . . . . . . . . . 243（メール選択受信）

メールを自動で振り分けて保存したい. . . . . . . . 256（振分け条件設定）

こんなこともできます

電池を長持ちさせたい . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 141（省電力設定）

QRコードやバーコードを取り込みたい. . . . . . 190（バーコードリーダー）

miniSDメモリーカードを使いたい . . . . . . . . . . 329（miniSDメモリーカード）

タイマーとして使いたい. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 372（タイマー）

目覚ましとして使いたい. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 373（アラーム）

電卓として使いたい . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 388（電卓）

最新のソフトウェアにしたい. . . . . . . . . . . . . . . 454（ソフトウェア更新）

セキュリティを最新の状態にしたい. . . . . . . . . 460（スキャン機能）

よく使う機能などの操作手順をクイックマニュアルとしてまとめています。（nP.476）

dv35_j.book  5 ページ  ２００６年５月１６日　火曜日　午後６時５８分



6

か
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索
／

目
次
／
注
意
事
項

ご使用前の確認........................................................................................................................................................ 23

各部の名称と機能、ディスプレイの見かた、メニューの選択方法、サポートブック、FOMAカードを使う、電池パッ
ク、充電、電池残量確認、電源 ON／OFF、初期設定、日時設定、発信者番号通知、電話番号表示

電話のかけかた／受けかた............................................................................................................................. 49

電話をかける、テレビ電話切替、着もじ、リダイヤル、番号通知／非通知、ポーズダイヤル、WORLD CALL、サブアド
レス設定、再接続機能、ノイズキャンセラ、車載ハンズフリー、電話を受ける、エニーキーアンサー、クローズ動作設
定、着信履歴、受話音量、応答保留、応答保留音、保留音、公共モード（ドライブモード）、公共モード（電源 OFF）、不在
着信、伝言メモ、クイック伝言メモ、伝言メモ・音声メモ再生／削除

テレビ電話のかけかた／受けかた............................................................................................................. 77

テレビ電話について、テレビ電話をかける、テレビ電話を受ける、キャラ電を利用する、送信画像設定、テレビ電話ハ
ンズフリー設定、テレビ電話設定、テレビ電話の設定を変更する、テレビ電話切替機能通知、パケット通信中着信設
定、静止画メモ

プッシュトーク........................................................................................................................................................ 95

プッシュトークとは、プッシュトークをかける、プッシュトークを受ける、プッシュトーク電話帳登録、プッシュ
トーク電話帳を利用する、プッシュトーク電話帳削除、プッシュトーク設定

電話帳........................................................................................................................................................................... 105
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メール........................................................................................................................................................................... 227

FOMA端末のメール機能、ｉモードメールとは、メールメニュー、ｉモードメール作成・送信、デコメール、デコメー
ルテンプレート、添付ファイル、ｉモードメール保存、メール自動受信、メール選択受信、ｉモード問い合わせ、
ｉモードメール返信、ｉモードメール転送、電話帳登録、画像メール受信、ｉモーションメール受信、添付ファイル
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メール設定、チャットメール作成・送信、SMS 作成・送信、SMS 受信、SMS 設定、FOMAカードに SMS 保存、SMS 削
除

ｉアプリ..................................................................................................................................................................... 269

ｉアプリとは、ｉアプリ DX とは、ダウンロード、ｉアプリ実行、自動起動設定、ｉアプリ To 機能、ｉアプリ待受画
面設定、ｉアプリ管理、ｉ アプリ使用データ、ｉアプリのさまざまな機能

ｉチャネル................................................................................................................................................................ 285

ｉチャネルとは、ｉチャネルを表示する、ｉ チャネルテロップ設定

おサイフケータイ／トルカ.......................................................................................................................... 289

おサイフケータイとは、おサイフケータイ対応 ｉアプリ起動、トルカとは、トルカ取得、トルカビューア、トルカ
一覧画面・詳細画面、ＩＣ カードから取得、ＩＣ カードロック

フルブラウザ........................................................................................................................................................... 297

パソコン向けホームページの表示、フルブラウザ設定

データ表示／編集／管理／ 音楽再生................................................................................................... 305

イメージビューア、画像編集、ビデオプレーヤ、映像編集、コンテンツ移行対応、キャラ電プレーヤ、メロディプレー
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その他の便利な機能 .......................................................................................................................................... 367
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FOMAとは、第３世代移動通信システム（IMT-2000）の世界標準規格のひとつとして認定された

W-CDMA方式をベースとしたドコモのサービス名称です。

FOMA SH902iSの特徴

ｉモードはｉモード端末のディスプレイを利用して、ｉモードメニューサイト（番組）やｉモード対応ホームページから便利
な情報をご利用いただける他、手軽にメールのやりとりができるオンラインサービスです。

ｉモード（月額使用料：有料）
１画面最大100Kバイトの表示に対応。コンテンツの持つ豊
富な情報をより正確に再現できるようになりました。
nP.196

ｉショット対応nP.230

ｉモーションメール
内蔵カメラで撮影した動画や、サイトやインターネットから
取得したｉモーションをｉモードメールに添付して送れま
す。nP.246

大容量Flash対応
大容量Flashに対応。よりリッチな表現が楽しめるようにな
りました。Flash画像を待受画面に設定することもできます。
nP.202

ｉモードメール
最大500Kバイトの静止画／動画を添付できます。nP.228

ｉモーション対応
サイトやインターネットから映像や音楽を取得して楽しむ
ことができます。保存したｉモーションを「着モーション」と
して着信音や着信画像に設定することもできます。
nP.223

チャットメール対応nP.260

大容量ｉアプリ、ｉアプリDX対応
ｉアプリをサイトから取り込むことにより、より豊かな表現
でゲームを楽しんだり自動的に株価や天気情報などを更新
させたりすることができます。また、3D×3D対応コンテンツ
では、3Dグラフィックと3Dサウンドの相乗効果によって、
カーレースゲームなどのｉアプリを臨場感いっぱいで体感
することもできます。さらにｉアプリDXでは、電話帳やメー
ルなどｉモード端末内の情報と連動することで、よりｉア
プリの楽しみ方が広がります。nP.197

ｉモードだからスゴイ！

離れている相手と顔を見ながら会話をすることができます。メインカメラに切り替えて周囲の風景を相手に見せることができ
たり、自分の画像の代わりにキャラクタを表示させることが可能なキャラ電にも対応しています。また、通常の音声通話中でも
電話を切ることなくテレビ電話へ切り替えることができます。初期設定では相手の声がスピーカから聞こえるようになってい
るのですぐに会話を始めることができます。nP.78

各種ロック機能やセキュリティの設定で、FOMA端末を安心してお使いいただけます。

各種ロック機能nP.157
シークレットモードnP.164
PIMロックnP.160
発着信履歴表示nP.163
顔認証nP.154
おまかせロックnP.159
電話機を紛失した際に携帯電話にロックがかけられ、お申し出により解除ができます。お問い合わせ先については、取扱説
明書裏面をご覧ください。

電話帳お預かりサービスnP.125、P.169
携帯電話の電話帳、静止画、メールを、お預かりセンターに保存し、紛失時などにお預かりセンターに保存したデータを携帯
電話に復元できるサービスです。さらに、お預かりセンターに保存したデータをパソコンを利用して編集・管理することが
でき、編集したデータを携帯電話に反映することも可能です。
電話帳お預かりサービスご利用にあたっての注意事項およびご利用方法について詳しくは、『ご利用ガイドブック（ｉモー
ド＜FOMA＞編）』、お問い合わせ先については取扱説明書裏面をご覧ください。なお、本サービスはお申し込みが必要な有
料サービスです。

メール本文の文字の色、大きさや背景色を変えたり、デコ
メールピクチャや内蔵カメラで撮影した写真を本文中に挿
入できるなど、表現力豊かなメールを作成し、送信できます。
また、テンプレートに対応しているので、送られてきたデコ
メールやサイトからダウンロードしたデコメールの様式を
利用し、簡単にデコメールを作成できます。nP.235

電話をかけて相手を呼び出している間、着信画面にメッセー
ジを表示させることができます。用件や緊急度をあらかじめ
相手に伝えることができ、着信側はメッセージを見て相手の
用件や気持ちを事前に知ることができます。nP.52

デュアルネットワークサービス
（月額使用料：有料）nP.402
留守番電話サービス（月額使用料：有料）nP.396
キャッチホン（月額使用料：有料）nP.398
SMS（ショートメッセージ）nP.263
転送でんわサービスnP.399

テレビ電話

あんしん設定

デコメール

着もじ

豊富なネットワークサービス

フェイスtoフェイスコミュニケーション
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（記録画素数：320万画素（メインカメラ）、10万画素（サブカメラ））

オートフォーカス対応のデジタルカメラで静止画や動画の
撮影・再生を行うことができます。連写やフレーム付撮影も
可能です。また、有効画素数320万画素のCCD、11万画素の
CMOSサブカメラにより、自分撮りやテレビ電話を利用する
こともできます。nP.172

画面が見える範囲（視野）を狭くして、隣の人から見えにくく
します。nP.150

豊かな表現力で、撮影した静止画、動画や文字を表示します。
調光センサーにより、周囲の明るさに合わせてバックライト
の輝度を調整し、省電力に活かすことができます。nP.141

FOMA端末を閉じているときでも、電話やメールの着信を確
認したり、時計や着もじ、ｉチャネルテロップを表示するこ
とができます。モバイルオーディオ起動中は、タイトルや
アーティスト名などの情報が表示されます。

有効画素数320万画素CCDのカメラ搭載

Veil View（視野切替）機能

2.4型QVGA高精細大画面液晶

サブディスプレイ

有効画素数320万画素カメラと高精細ディスプレイ

多彩な機能

おサイフケータイ対応ｉアプリをダウンロードすることで、
サイトからFOMA端末内のＩＣカードに電子マネーを入金
したり、残高や利用履歴を確認したりできるようになりま
す。その他にも飛行機のチケットやポイントカードとして利
用できるなど、携帯電話が「おサイフケータイ」として実生活
の中でますます便利な道具になります。nP.290

ｉモードに対応していないインターネットホームページを
パソコンと同じようにFOMA端末で表示することができま
す。nP.298

直前に利用した機能やファイルを簡単な操作で呼び出すこ
とができます。nP.370

音声電話とパケット通信（ｉモードメールの受信およびパソ
コンをつないだデータ通信）の複数の通信を同時にご利用い
ただけます。また、複数のメニューを同時に使用できる「マル
チアシスタント」にも対応しています。nP.368、P.439

奥行きや動きのある3Dサウンド対応のメロディを、ステレ
オスピーカで楽しむことができます。nP.132

FOMA端末の電源を入れたときなどに、ドコモネットワーク
の時刻情報をもとに、自動的に時刻を補正します。nP.47

電話帳から相手を選んでプッシュトークボタンを押すだけ
の簡単操作で、複数の人（自分を含めて最大５人まで）と通信
することができます。
グループ内での連絡や、短い用件を伝えるときなどに便利に
ご利用いただけます。nP.96

トルカとはおサイフケータイで取得できる電子カードで、チ
ラシやレストランカード、クーポン券などとして便利にご利
用いただけます。トルカは読み取り装置やサイトなどから取
得が可能で、メールや赤外線、外部メモリを使って簡単に交
換できます。nP.291

※ お申し込みが必要な有料サービスです。

ニュースや天気などのグラフィカルな情報を受信できます。
定期的に情報を受信し、最新の情報が待受画面にテロップと
して流れたり、ｉチャネル対応ボタンを押すことで、見るこ
とができるチャネル一覧を表示できます。さらにチャネル一
覧でお好きなチャネルを選択することにより、Flash

（nP.202）で作られたリッチな詳細情報を取得できます。
また、ｉチャネルをお申し込みでない場合でも、一定期間
サービス利用料無料でおためしサービスを利用できます。
nP.286

最大約22時間の音楽の連続再生ができます。FOMA端末を閉
じたままでの、再生やスキップ操作も可能です。nP.362

おサイフケータイ　ｉモード FeliCa対応

フルブラウザ対応

アクティブマーカー

マルチアクセス

3Dサウンド対応

自動時刻補正

プッシュトーク

トルカ

ｉチャネル

モバイルオーディオ

パソコンとの連携

miniSDメモリーカードに保存したWord、Excel、PowerPointな
どのパソコン文書を携帯で持ち歩くことができます。なめら
かな拡大／縮小で、高精細大画面液晶に見やすく表示できま
す。nP.351

PDFの閲覧ができます。紙を持ち歩くように地図やカタロ
グ、時刻表などの便利な情報をサイトやインターネットなど
からダウンロードし、ｉモード端末で手軽に確認できます。
nP.346

コンパクトなminiSDメモリーカードに対応。FOMA端末とminiSDメモリーカードとの間で、データのやりとりをしたり、パソ
コンとの連携が可能です。miniSDメモリーカードへの直接保存による長時間の動画撮影&再生にも対応しています。外部機器
で作成した動画や音楽データをminiSDメモリーカードに保存することで、FOMA端末で再生することができます。（一部条件
下では再生できない場合があります。）nP.180、P.329、P.366

データ通信に関する詳細は添付のCD-ROM内に記載されています。

ドキュメントビューア PDF対応ビューア

miniSDメモリーカード対応
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ここでは、FOMA SH902iSの機能を紹介します。

FOMA SH902iSを使いこなす！

テレビ電話 nP.78 着もじ nP.52

サブカメラ使用でフェイスto
フェイスコミュニケーション

お互いの顔を見ながら会話できます。

メインカメラ使用でライブ中継
メインカメラとマイクを使うと、周囲の映像＋音声を
リアルタイムで相手の方にお届けできます。

ホームテレビ電話nP.360
テレビ電話の映像をテレビ画面に表示して大勢で楽
しむことができます。

電話の着信画面にメッセージ
が表示されます。用件や緊急度
などをあらかじめ伝えること
ができます。

プッシュトーク nP.96

電話帳から相手を選んでプッシュトークボタンを押す
だけの簡単操作で、複数の人（自分を含めて最大５人ま
で）と通信することができます。
グループ内での連絡や、短い用件を伝えるときなどに
便利にご利用いただけます。

コンテンツ移行対応 nP.282、P.323

サイトから取得したFOMA端末外への出力が禁止され
ているｉモーションを、miniSDメモリーカードに保存
できます。（ｉモーションによっては保存できない場合
もあります。）また、ｉアプリ使用データをminiSDメモ
リーカードに保存することもできます。

（ソフトによっては保存できない場合もあります。）

AV連携機能
映像をテレビ画面に表示nP.360

平型AV出力ケーブル（別売）を使って、テレビ電話、マ
イピクチャ、ｉモーション、ドキュメントビューア、
ｉアプリの映像を、テレビ画面に表示して大勢でお楽
しみいただけます。静止画のスライドショーを再生す
ることもできます。

音響拡張：3Dサウンド、ステレオ
ツインスピーカ対応nP.132

ステレオスピーカから流れる臨場感のある立体音響サ
ウンドをｉアプリやメロディで楽しむことができます。

PDF対応ビューア／ドキュメントビューア
PDF対応ビューア
nP.346

サイトからダウンロードしたり、
miniSDメモリーカードに記録し
たPDFデータをFOMA端末で表
示することができます。

ドキュメントビューアnP.351
miniSDメモリーカードに記録された、Word、Excel、PowerPoint、Text、画像

（JPEG、GIF、PNG、BMP）を、FOMA端末で表示することができます。

Wordファイルの例 PowerPointファイルの例Excelファイルの例

dv35_j.book  10 ページ  ２００６年５月１６日　火曜日　午後６時５８分
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Gガイド番組表リモコン nP.276

テレビ番組表とAVリモコン機能が１つになった便利アプリです。いつでもどこでも知りた
い時間のテレビ番組情報を簡単に取得できます。テレビ番組のタイトル・番組内容・開始／終
了時間などを知ることができます。
気になる番組があったら、インターネットを通じて番組をDVDレコーダーに録画予約するこ
ともできます。（リモート録画予約機能に対応しているDVDハードディスクレコーダーが必
要になります。ご利用の際には本アプリの初期設定が必要です。）さらにテレビ番組のジャン
ルや好きなタレントなどのキーワードで番組情報を検索することが可能です。また、テレビ・
ビデオ・DVDプレーヤのリモコン操作ができます。（一部対応していない機種もあります。）

※ 画面はイメージです。実際の画面とは異なります。お住まいの地域に応じた番組表が表示
されます。

デコメール nP.235

ｉモードメール本文の文字の大きさや背景の色を変えたり、画像を貼り付けたりして装飾したデコメールを簡単に
作成できます。

トルカ nP.291

トルカは読み取り装置やサイトなどから取得が可能で、メールや赤外線、外部メモリを使って簡単に交換できます。
取得したトルカは「LifeKit」メニューの「トルカ」内に保存されます。

ｉチャネル nP.286

自分で操作することなく、いろいろな情報を定期的に受信することができます。
また、ｉチャネル対応ボタンを押すことでチャネル一覧を表示することができ、さらにリッチな詳細情報を取得す
ることができます。

本文入力画面 パレット表示画面 プレビュー画面 送信画面

送信

おサイフケータイを読み取り
装置にかざしてトルカを取得。

トルカ一覧から取得したトルカを選択。「詳細」ボタンでより詳しい情報
を見ることができます。

ut
J
o

j01_dv35_7e.fm  11 ページ  ２００６年１０月１８日　水曜日　午後４時１９分
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ご使用の前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。

また、お読みになったあとは、大切に保管してください。

ここに示した注意事項は、お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防ぐための内容を記載してい

ますので、必ずお守りください。

次の表示内容の区分は、表示内容を守らず、誤った使用をした場合に生じる危害や損害
の程度を説明しています。

次の絵表示の区分は、お守りいただく内容を説明しています。

「安全上のご注意」は、下記の６項目に分けて説明しています。
FOMA端末・電池パック・アダプタ（充電器含む）・FOMAカードの取り扱いについて（共通） . . . . . . . .P.12

FOMA端末の取り扱いについて. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P.14

電池パックの取り扱いについて. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P.15

アダプタ（充電器含む）の取り扱いについて. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P.16

医用電気機器近くでの取り扱いについて. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P.17

FOMAカードの取り扱いについて. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .P.17

安全上のご注意（必ずお守りください）

危険 この表示は、取り扱いを誤った場合、「死亡または重傷を負う危険が切迫して生じることが想

定される」内容です。

警告 この表示は、取り扱いを誤った場合、「死亡または重傷を負う可能性が想定される」内容です。

注意 この表示は、取り扱いを誤った場合、「傷害を負う可能性が想定される場合および物的損害の

みの発生が想定される」内容です。

禁止（してはいけないこと）を示します。

分解してはいけないことを示す記号です。
水がかかる場所で使用したり、水に濡らし

たりしてはいけないことを示す記号です。

濡れた手で扱ってはいけないことを示す記

号です。

指示に基づく行為の強制（必ず実行していただくこと）を示します。

電源プラグをコンセントから抜いていただ

くことを示す記号です。

FOMA端末・電池パック・アダプタ（充電器含む）・FOMAカードの取り扱いについて（共通）

危険
FOMA端末に使用する電池パックおよびアダプタ（充電器含む）は、ドコモグループ各社が指定した

ものを使用してください。

指定品以外のものを使用した場合は、FOMA端末および電池パックやその他の機器を漏液、発熱、破

裂、発火、故障させる原因となります。

電池パック SH08 卓上ホルダ SH08 FOMA ACアダプタ01

FOMA DCアダプタ01 FOMA乾電池アダプタ 01 FOMA 充電機能付USB接続ケーブル 01

※ その他、互換性のある商品については、ドコモショップなど窓口までお問い合わせください。

j01_dv35_7e.fm  12 ページ  ２００６年１２月１８日　月曜日　午後４時１０分
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濡らさないでください。 分解、改造をしないでください。

また、ハンダ付けしないでください。水やペットの尿などの液体が入ると発

熱、感電、火災、故障、けがなどの原因とな

ります。使用場所、取り扱いにご注意くだ

さい。

火災、けが、感電などの事故または故障の

原因となります。また、電池パックを漏液、

発熱、破裂、発火させる原因となります。

火のそばや、ストーブのそば、直射日光の強いところや炎天下の車内などの高温の場所で使用、放置
しないでください。

機器の変形、故障や、電池パックの漏液、発熱、破裂、発火、性能や寿命の低下の原因となります。また、

ケースの一部が熱くなり、やけどの原因となることがあります。

警告
ガソリンスタンドなど引火性ガスが発生する場
所に立ち入る場合は必ず事前に携帯電話の電源

をお切りください。
また充電もしないでください。ガスに引火する恐

れがあります。

使用中、充電中、保管時に、異臭、発熱、変色、変形

など、いままでと異なるときは、直ちに次の作業

を行ってください。
1. 電源プラグをコンセントやシガーライ

タソケットから抜く。

2. FOMA端末の電源を切る。

3. 電池パックをFOMA端末から取り外す。

そのまま使用すると発熱、破裂、発火また

は電池パックの漏液の原因となります。

ガソリンスタンド構内などでおサイフ

ケータイをご利用になる際は必ず事前に

電源を切った状態で使用してください。

（ＩＣカードロックを設定されている場

合にはロックを解除した上で電源をお切

りください。）

電子レンジなどの加熱調理機器や高圧容器に、電
池パック、FOMA端末やアダプタ（充電器含む）、

FOMAカードを入れないでください。

強い衝撃を与えたり、投げ付けたりしないでくだ

さい。
電池パックの漏液、発熱、破裂、発火や機

器の故障、火災の原因となります。電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させ

たり、FOMA端末、アダプタ（充電器含む）

の発熱、発煙、発火や回路部品を破壊させ

る原因となります。

充電端子や外部接続端子に導電性異物（金属片、

鉛筆の芯など）が触れないようにしてください。

また、内部に入れないようにしてください。
ショートによる火災や故障の原因となり

ます。

注意
乳幼児の手の届かない場所に保管してください。 湿気やほこりの多い場所や高温になる場所には、

保管しないでください。誤って飲み込んだり、けがなどの原因と

なります。 故障の原因となります。

子供が使用する場合は、保護者が取り扱いの内容
を教えてください。また、使用中においても、指示

どおりに使用しているかをご注意ください。

ぐらついた台の上や傾いた場所など、不安定な場
所には置かないでください。

落下して、けがや故障の原因となります。

けがなどの原因となります。

充電、または動画撮影や再生、テレビ電話、ｉモード、ｉアプリの繰り返しや長時間連続使用などの場
合においてFOMA端末や電池パック・アダプタ（充電器含む）の温度が高くなることがあります。

温度の高い部分に直接長時間触れると、お客様の体質や体調によっては肌に赤みやかゆみ、かぶれな

どが生じるおそれがあります。

FOMA端末をアダプタ（充電器含む）に接続した状態で長時間連続使用される場合には特にご注意く

ださい。

危険

j01_dv35_7e.fm  13 ページ  ２００７年６月２２日　金曜日　午後４時３１分
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FOMA端末の取り扱いについて

警告
自動車などを運転中に使用しないでください。 ライトの発光部を人の目に近づけて点灯発光させ

ないでください。2004年11月１日から、運転中の携帯電話

の使用は罰則の対象となっております。

ハンズフリーキットをご利用の場合でも

車を安全な場所に停車してからご利用く

ださい。運転中は、公共モードまたは留守

番電話サービスをご利用ください。

視力障害の原因となります。また、目がく

らんだり驚いたりしてけがなどの事故の

原因となります。

航空機内や病院など、使用を禁止された区域で

は、FOMA端末の電源を切ってください。

高精度な制御や微弱な信号を取り扱う電子機器

の近くでは、FOMA端末の電源を切ってくださ

い。電子機器や医用電気機器に影響を与える

場合があります。また、自動的に電源が入

る機能（自動電源ON）が設定されている

場合は、設定を解除してから電源を切っ

てください。

医療機関内における使用については、各

医療機関の指示に従ってください。また、

航空機内での使用などの禁止行為をした

場合、法令により罰せられることがあり

ます。

電子機器が誤動作するなどの影響を与え

る場合があります。

ご注意いただきたい電子機器の例
補聴器、植込み型心臓ペースメーカおよ

び植込み型除細動器、その他医用電気機

器、火災報知器、自動ドア、その他の自動

制御機器など。

植込み型心臓ペースメーカおよび植込み

型除細動器、その他の医用電気機器をご

使用される方は、当該の各医用電気機器

メーカもしくは販売業者に電波による影

響についてご確認ください。

医用電気機器などを装着している場合は、胸ポ

ケットや内ポケットへの装着はおやめください。

赤外線ポートを目に向けて送信しないでください。

目に影響を与える可能性があります。ま

た、他の赤外線装置に向けて送信すると、

誤動作するなどの影響を与えることがあ

ります。

FOMA端末を医用電気機器などの近くで

使用すると、医用電気機器などの故障の

原因となるおそれがあります。

心臓の弱い方は、着信バイブレータ（振動）や着信

音量の設定に注意してください。

屋外で使用中に、雷が鳴り出したら、すぐに電源

を切って安全な場所に移動してください。

心臓に影響を与える可能性があります。 落雷、感電の原因となります。

エアバッグの近くのダッシュボードなど、エア

バッグの展開による影響が予想される場所に

FOMA端末を置かないでください。

ハンズフリーに設定して通話する際は、必ず

FOMA端末を耳から離してください。

難聴になる可能性があります。

エアバッグが展開した場合、FOMA端末が

本人や他の人などに当たり、けがなどの事

故や故障および破損の原因となります。

注意
自動車内で使用した場合、車種によっては、まれ

に車載電子機器に影響を与えることがあります。

磁気カードなどをFOMA端末に近づけたり、挟ん

だりしないでください。

安全走行を損なうおそれがありますの

で、その場合は使用しないでください。

キャッシュカード、クレジットカード、テ

レホンカード、フロッピーディスクなど

の磁気データが消えてしまうことがあり

ます。

dv35_j.book  14 ページ  ２００６年５月１６日　火曜日　午後６時５８分
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ストラップなどを持ってFOMA端末を振り回さ
ないでください。

お客様の体質や体調によっては、かゆみ、かぶれ、
湿疹などが生じることがあります。異状が生じた

場合は、直ちに使用をやめ、医師の診療を受けて

ください。
本人や他の人などに当たり、けがなどの事

故や故障および破損の原因となります。

下記の箇所に金属（クロムメッキ）を使用

しています。

決定ボタン、イヤホンマイク端子、外部接

続端子、充電端子、miniSDメモリーカード

スロットカバーを開けると金属がありま

す。

また、FOMA端末の表面にアルミニウム

のパネルを使用しています。

FOMA端末内のFOMAカード挿入口に水などの
液体や金属片、燃えやすいものなどの異物を入れ

ないでください。

火災、感電、故障の原因となります。

FOMA端末を開閉する際は、指やストラップなどを挟まないようご注意ください。

けがなどの事故や破損の原因となることがあります。

電池パックの取り扱いについて

電池パックのラベルに記載されている表示により、電池の
種類をご確認ください。

表　示 電池の種類

Li-ion リチウムイオン電池

危険
火の中に投下しないでください。 端子に針金などの金属類を接触させないでくだ

さい。また、金属製ネックレスなどと一緒に持ち
運んだり、保管しないでください。

電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させ

る原因となります。

電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させ

る原因となります。

電池パック内部の液が目の中に入ったときは、こ

すらず、すぐにきれいな水で洗ったあと、直ちに

医師の診療を受けてください。

電池パックをFOMA端末に取り付けるときに、う

まく取り付けできない場合は、無理に取り付けな

いでください。また、電池パックの向きを確かめ
てから取り付けてください。失明などの原因となります。

電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させ

る原因となります。

釘を刺したり、ハンマーで叩いたり、踏みつけたりしないでください。

電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させる原因となります。

警告
所定の充電時間を超えても充電が完了しない場

合は、充電をやめてください。

電池パック内部の液が皮膚や衣服に付着した場

合は、直ちに使用をやめてきれいな水で洗い流し
てください。電池パックを漏液、発熱、破裂、発火させ

る原因となります。 皮膚に傷害を起こす原因となります。

電池パックが漏液したり、異臭がするときは、直ちに使用をやめて火気から遠ざけてください。

漏液した液体に引火し、発火、破裂の原因となります。

注意

dv35_j.book  15 ページ  ２００６年５月１６日　火曜日　午後６時５８分
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注意
一般のゴミと一緒に捨てないでください。

発火、環境破壊の原因となることがあります。不要となった電池パックは、端子にテープなどを貼り、

絶縁してからドコモショップなど窓口にお持ちいただくか、回収を行っている市町村の指示に従っ

てください。

アダプタ（充電器含む）の取り扱いについて

警告
コンセントやシガーライタソケットにつながれ

た状態で充電端子をショートさせないでくださ

い。また、充電端子に手や指など、身体の一部を触

れさせないでください。

充電中は、充電器および卓上ホルダを安定した場

所に置いてください。また、充電器および卓上ホ

ルダを布や布団で覆ったり、包んだりしないでく

ださい。

火災、故障、感電、傷害の原因となります。 FOMA端末が外れたり、熱がこもり、火

災、故障の原因となります。

ACアダプタや卓上ホルダ、DCアダプタは、風呂場な

どの湿気の多い場所では、使用しないでください。

濡れた手でアダプタ（充電器含む）のコード、コン

セントに触れないでください。

感電の原因となります。感電の原因となります。

雷が鳴り出したら、FOMA端末、アダプタ（充電器

含む）には触れないでください。

アダプタ（充電器含む）のコードや電源コードが

傷んだら使用しないでください。

落雷、感電の原因となります。 感電、発熱、火災の原因となります。

DCアダプタのヒューズが万が一切れた場合は、

必ず指定のヒューズを使用してください。

指定の電源、電圧で使用してください。

誤った電圧で使用すると火災や故障の原

因となります。

海外で使用する場合は、FOMA海外兼用

ACアダプタ01を使用してください。

ACアダプタ：AC100V（国内の家庭用交流

100Vコンセントのみに接続すること）

DCアダプタ：DC12V・24V（マイナスアー

ス車専用）

誤ったヒューズを使用すると、火災、故障

の原因となります。指定ヒューズに関し

ては、個別の取扱説明書でご確認くださ

い。

プラグについたほこりは、拭き取ってください。 長時間使用しない場合は、電源プラグをコンセン

トから抜いてください。火災の原因となります。

感電、火災、故障の原因となります。

万が一、水などの液体が入った場合は、直ちにコ

ンセントやシガーライタソケットからプラグを

抜いてください。

DCアダプタはマイナスアース車専用です。プラ

スアース車には使用しないでください。

火災の原因となります。

感電、発煙、火災の原因となります。

ACアダプタをコンセントに差し込むときは、金属製ストラップなどの金属類を触れさせないように

注意し、確実に差し込んでください。

感電、ショート、火災の原因となります。

dv35_j.book  16 ページ  ２００６年５月１６日　火曜日　午後６時５８分
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本記載の内容は、「医用電気機器への電波の影響を防止するための携帯電話端末などの使用に関する指

針」（電波環境協議会）に準ずる。

注意
お手入れの際は、プラグをコンセントやシガーラ

イタソケットから抜いて、行ってください。

アダプタ（充電器含む）をコンセントやシガーラ

イタソケットから抜く場合は、アダプタ（充電器

含む）コードや電源コードを引っ張らず、プラグ

を持って抜いてください。
感電の原因となります。

コードを引っ張るとコードが傷つき、感

電、火災の原因となります。
アダプタ（充電器含む）のコードや電源コードの

上に重いものを載せたりしないでください。

感電、火災の原因となります。

医用電気機器近くでの取り扱いについて

警告
植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細

動器を装着されている場合は、装着部から

FOMA端末は22cm以上離して携行および使用し

てください。

医療機関の屋内では次のことを守って使用して

ください。

手術室、集中治療室（ICU）、冠状動脈疾

患監視病室（CCU）には、FOMA端末を

持ち込まないでください。

病棟内ではFOMA端末の電源を切って

ください。

ロビーなどであっても、付近に医用電

気機器がある場合は、FOMA端末の電

源を切ってください。

医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁

止などの場所を定めている場合は、その

医療機関の指示に従ってください。

自動的に電源が入る機能が設定されて

いる場合は、設定を解除してから電源

を切ってください。

電波により植込み型心臓ペースメーカお

よび植込み型除細動器の作動に影響を与

える場合があります。

満員電車の中など混雑した場所では、付近に植込

み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器

を装着している方がいる可能性がありますので、

FOMA端末の電源を切るようにしてください。

電波により植込み型心臓ペースメーカお

よび植込み型除細動器の作動に影響を

与える場合があります。

自宅療養など医療機関の外で、植込み型心臓ペー

スメーカおよび植込み型除細動器以外の医用電

気機器を使用される場合には、電波による影響に

ついて個別に医用電気機器メーカなどにご確認

ください。

電波により医用電気機器の動作に影響を

与える場合があります。

FOMAカードの取り扱いについて

注意
FOMAカード（ＩＣ部分）を取り外す際にご注意ください。

手や指を傷付ける可能性があります。

dv35_j.book  17 ページ  ２００６年５月１６日　火曜日　午後６時５８分
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りません。風呂場など、湿気の多い場所でのご使用や、雨などがかかることはおやめください。また、身に付けている

場合、汗による湿気により内部が腐食し故障の原因となります。調査の結果、これらの水濡れによる故障と判明した

場合、保証対象外となり修理できないことがありますのであらかじめご了承願います。なお、保証対象外ですので修

理を実施できる場合でも有償修理となります。

お手入れは、乾いた柔らかい布(めがね拭きなど)で拭いてください。

FOMA端末のディスプレイは、カラー液晶画面を見やすくするため、特殊コーティングを施してある場合がありま

す。お手入れの際に、乾いた布などで強く擦ると、ディスプレイに傷が付く場合があります。お取り扱いには十分ご

注意いただき、お手入れは乾いた柔らかい布（めがね拭きなど）で拭いてください。また、ディスプレイに水滴や汚れ

などが付着したまま放置すると、シミになったり、コーティングがはがれることがあります。アルコール、シンナー、

ベンジン、洗剤などで拭くと、印刷が消えたり、色があせたりすることがあります。

充電端子はときどき乾いた綿棒で清掃してください。

端子が汚れていると接触が悪くなり、電源が切れることがあります。また、充電不十分の原因となりますので、汚れ

たときは、端子を乾いた布、綿棒などで拭いてください。

エアコンの吹出し口の近くに置かないでください。急激な温度の変化により結露し、内部が腐食し故障の原因となります。

FOMA端末に無理な力がかかるような場所に置かないでください。

多くの物がつまった荷物の中に入れたり、衣類のポケットに入れて座ると、液晶画面、内部基板などの破損、故障の

原因となり、保証の対象外となります。

電池パックやアダプタ（充電器含む）に添付されている個別の取扱説明書をよくお読みください。

一般の電話機やテレビ・ラジオなどをお使いになっている近くで使用すると、影響を与える場合がありますので、な

るべく離れた場所でご使用ください。

お客様ご自身でFOMA端末に登録された情報内容は、別にメモを取るなどして保管してくださるようお願いしま

す。万が一、登録された情報内容が消失してしまうことがあっても、当社としては責任を負いかねますのであらかじ

めご了承ください。

ズボンやスカートのうしろポケットにFOMA端末を入れたまま、椅子などに座らないでください。また、鞄の底など

無理な力がかかるような場所には入れないでください。故障の原因となります。

ストラップなどを挟んだままFOMA端末を折りたたまないでください。故障、破損の原因となります。

FOMA端末の表面にアルミ材を使用しております。アルミは柔らかい素材のため、打痕・擦り傷が残りやすくなって

おりますので、ご注意ください。

極端な高温、低温は避けてください。FOMA端末は周囲温度５℃～35℃、湿度45％～85％の範囲でご使用ください。

使用中、充電中、FOMA端末は温かくなりますが、異常ではありません。そのままご使用ください。

カメラを直射日光に向けて放置しないでください。素子の退色・焼付きを起こす場合があります。

このFOMA端末はおまかせロック（nP.159)に対応しております。

おまかせロックは、ご契約者の方からのお申し出により、ロックがかかるサービスです。

ご契約者の方とFOMA端末をご利用されているお客様が異なる場合、ご契約者の方からのお申し出があればロック

がかかることがありますのでご了承ください。

電池パックは消耗品です。十分に充電しても使用状態などによっても異なりますが、使用時間が極端に短くなった

ときは電池パックの交換時期です。指定の新しい電池パックをお買い求めください。

はじめてお使いのときや長時間ご使用にならなかったときは、ご使用前に必ず充電してください。

電池パックの使用時間は、使用環境や電池パックの劣化度により異なります。

充電は、適正な周囲温度（５℃～35℃）の場所で行ってください。

直射日光が当たらず、風通しの良い涼しい場所に保管してください。長時間使用しないときは、使い切った状態で

FOMA端末から外し、電池パックを包装しているビニール袋などに入れて保管してください。

電池パックの使用条件により、寿命が近づくにつれて電池パックが膨れる場合がありますが問題ありません。

取り扱い上の注意について

共通のお願い

FOMA端末についてのお願い

電池パックについてのお願い

j01_dv35_7e.fm  18 ページ  ２００６年１０月１２日　木曜日　午後１時１５分
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充電中、アダプタ（充電器含む）が温かくなることがありますが異常ではありませんのでそのままご使用ください。

充電は、適正な周囲温度（５℃～35℃）の場所で行ってください。

次のような場所では、充電しないでください。

一般の電話機やテレビ・ラジオなどの近く

湿気、ほこり、振動の多い場所

DCアダプタを使用して充電する場合は、車のエンジンを切ったまま使用しないでください。車のバッテリーを消耗

させる原因となります。

抜け防止機構のあるコンセントを使用の場合、そのコンセントの取扱説明書に従ってください。

強い衝撃を与えないでください。また、充電端子、端子ガイドを変形させないでください。故障の原因となります。

極端な高温・低温は避けてください。

温度は５℃～35℃、湿度は45％～85％の範囲でご使用ください。

ＩＣ部分はいつもきれいな状態でご使用ください。

使用中、FOMAカードが温かくなることがありますが、異常ではありませんのでそのままご使用ください。

他のＩＣカードリーダーライターなどにFOMAカードを挿入して使用した結果として故障した場合は、お客様の責

任となりますので、ご注意ください。

環境保全のため、不要になったFOMAカードはドコモショップなど窓口にお持ちください。

お客様ご自身で、FOMAカードに登録された情報内容は、別にメモを取るなどして保管してくださるようお願いし

ます。万が一、登録された情報内容が消失してしまうことがあっても、当社としては責任を負いかねますのであらか

じめご了承ください。

お手入れは、乾いた柔らかい布（めがね拭きなど）で拭いてください。

ＩＣを傷付けたり、不用意に触れたり、ショートさせたりしないでください。データの消失、故障の原因となります。

FOMAカードを落としたり、衝撃を与えたりしないでください。故障の原因となります。

FOMAカードを曲げたり、重いものを載せたりしないでください。故障の原因となります。

FOMAカードの取り外しには、必要以上に力を入れないようにしてください。

ご使用になる端末への挿入には必要以上の負荷をかけないようにしてください。

アダプタ（充電器含む）についてのお願い

FOMAカードについてのお願い

dv35_j.book  19 ページ  ２００６年５月１６日　火曜日　午後６時５８分
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お客様が本製品を利用して撮影またはインターネット上のホームページからのダウンロードやテレビ、ビデオなど

により取得した文章、画像、音楽、ソフトウェアなど第三者が著作権を有するコンテンツは、私的使用目的の複製や

引用など著作権法上認められた場合を除き、著作権者に無断で複製、改変、公衆送信などすることはできません。

実演や興行、展示物などには、私的使用目的であっても撮影または録音を制限している場合がありますので、ご注意ください。

また、お客様が本製品を利用して本人の同意なしに他人の肖像を撮影したり、撮影した他人の肖像を本人の同意な

しにインターネット上のホームページに掲載するなどして不特定多数に公開することは、肖像権を侵害するおそれ

がありますのでお控えください。

お客様がFOMA端末を利用して公衆に著しく迷惑をかける不良行為などを行う場合、法律、条例（迷惑防止条例な

ど）に従い処罰されることがあります。

「FOMA」、「mova」、「おサイフケータイ」、「トルカ」、「プッシュトーク」、「プッシュトークプラス」、「ｉメロディ」、

「mopera」、「mopera U」、「ｉエリア」、「FirstPass」、「キャラ電」、「デコメール」、「着モーション」、「ｉショット」、

「ｉモーションメール」、「ｉアプリ」、「ｉアプリDX」、「ｉモーション」、「ｉモード」、「ｉチャネル」、「ｉアニメ」、「iD」、

「パケ・ホーダイ」、「ショートメール」、「WORLD WING」、「公共モード」、「DoPa」、「WORLD CALL」、

「デュアルネットワーク」、「ビジュアルネット」、「V ライブ」、「クイックキャスト」、「セキュリティスキャン」、「musea」、

「sigmarion」、「メッセージF」、「トクだねニュース便」、「My DoCoMo」、「マルチナンバー」、「おまかせロック」、

「電話帳お預かりサービス」、「着もじ」、「DCMX」、「i-mode」ロゴ、「FOMA」ロゴ、「i αppli」ロゴ、「DCMX」ロゴはNTTドコモ

の商標または登録商標です。

フリーダイヤルサービス名称およびフリーダイヤルロゴマークはＮＴＴコミュニケーションズ株式会社の商標です。

キャッチホンは日本電信電話株式会社の登録商標です。

NetFrontおよび は、株式会社ACCESSの日本ならびにその他の国における登録商標です。

本製品はインターネット機能として、株式会社ACCESSのNetFrontを搭載しています。

NetFrontは日本国およびその他の国における株式会社ACCESSの商標または登録商標です。

Copyright  1996-2006 ACCESS CO., LTD..

Windows、PowerPointは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。

（Windowsの正式名称は、Microsoft Windows operating systemです。）

Microsoft Excel、Microsoft Wordは、米国のMicrosoft Corporationの商品名称です。

JavaおよびすべてのJava関連の商標およびロゴは、米国およびその他の国における米国Sun Microsystems, Inc. の

商標または登録商標です。

QuickTimeは、米国Apple Computer, Inc. の米国およびその他の国における登録商標です。

QRコードは株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

Macromedia、Flash、Macromedia FlashはMacromedia, Inc. の米国およびその他の国における商標または登録商標です。

Powered by JBlend  2002-2006 Aplix Corporation. All rights reserved.

JBlendおよびJBlendに関連する商標は、日本およびその他の国における株式会社アプリックスの商標

または登録商標です。

この製品では、シャープ株式会社が液晶画面で見やすく、読みやすくなるよう設計したLCフォントが搭載されてい

ます。LCフォント／LCFONTおよび は、シャープ株式会社の登録商標です。

McAfee、マカフィーは米国法人McAfee, Inc. またはその関係会社の登録商標です。

ＦｅｌｉＣａは、ソニー株式会社が開発した非接触ＩＣカードの技術方式です。

ＦｅｌｉＣａは、ソニー株式会社の登録商標です。

bはフェリカネットワークスの登録商標です。

知的財産権について

著作権・肖像権について

商標について

本機には、Symbian Software Ltd よりライセンス供与されたソフトウェアが含まれています。
Symbian、Symbian OS、およびすべてのSymbian 関連の商標およびロゴはSymbian Software Ltd 
の商標または登録商標です。 1998-2006 Symbian Software Ltd. All rights reserved.

miniSDは、SDアソシエーションの商標です。

ドキュメントビューアはPicsel Technologiesにより実現しています。
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Gガイド、G-GUIDE、Gガイドモバイル、G-GUIDE MOBILE、およびGガイド関連ロゴは、米Gemstar-TV 

Guide International, Inc. およびその関係会社の日本国内における登録商標です。

マルチタスク／Multitaskは、日本電気株式会社の登録商標です。

IrSSまたはIrSimpleShotは、Infrared Data Associationの商標です。

その他の社名および商品名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。

本製品の一部分にIndependent JPEG Groupが開発したモジュールが含まれています。

本製品はMPEG-4 Visual Patent Portfolio Licenseに基づき、下記に該当するお客様による個人的で且つ非営利目的

に基づく使用がライセンス許諾されております。これ以外の使用については、ライセンス許諾されておりません。

・ MPEG-4ビデオ規格準拠のビデオ（以下「MPEG-4ビデオ」と記載します）を符号化すること。

・ 個人的で且つ営利活動に従事していないお客様が符号化したMPEG-4ビデオを複号すること。

・ ライセンス許諾を受けているプロバイダから取得したMPEG-4ビデオを復号すること。

その他の用途で使用する場合など詳細については、米国法人MPEG LA, LLCにお問い合わせください。

本製品はMPEG-4 Systems Patent Portfolio Licenseに基づき、MPEG-4システム規格準拠の符号化についてライセ

ンス許諾されています。ただし、下記に該当する場合は追加のライセンスの取得およびロイヤリティの支払いが必

要となります。

・ タイトルベースで課金する物理媒体に符号化データを記録または複製すること。

・ 永久記録および／または使用のために、符号化データにタイトルベースで課金してエンドユーザに配信すること。

追加のライセンスについては、米国法人MPEG LA, LLCより許諾を受けることができます。詳細については、米国法

人MPEG LA, LLCにお問い合わせください。

本製品は、AVCポートフォリオライセンスに基づき、お客様が個人的に、且つ非商業的な使用のために（ｉ）AVC規格

準拠のビデオ（以下「AVCビデオ」と記載します）を符号化するライセンス、および／または（ｉｉ）AVCビデオ（個人的

で、且つ商業的活動に従事していないお客様により符号化されたAVCビデオ、および／またはAVCビデオを提供する

ことについてライセンス許諾されているビデオプロバイダーから入手したAVCビデオに限ります）を復号するライ

センスが許諾されております。その他の使用については、黙示的にも一切のライセンス許諾がされておりません。更

に詳しい情報については、MPEG LA,L.L.C.から入手できる可能性があります。HTTP://WWW.MPEGLA.COMをご参照

ください。

下記の１件または複数の米国特許またはそれに対応する他国の特許権に基づき、QUALCOMM社よりライセンスさ

れています。

Licensed by QUALCOMM Incorporated under one or more of the following United States Patents and/or their 

counterparts in other nations ;

4,901,307 5,490,165 5,056,109 5,504,773 5,101,501 5,506,865

5,109,390 5,511,073 5,228,054 5,535,239 5,267,261 5,544,196

5,267,262 5,568,483 5,337,338 5,600,754 5,414,796 5,657,420

5,416,797 5,659,569 5,710,784 5,778,338

本製品はMacromedia, Inc.のMacromedia Flashテクノロジーを搭載しています。

Copyright  1995-2006 Macromedia, Inc. All rights reserved.

本製品はAdobe Systems Inc.のAdobe Readerを搭載しています。

Copyright  2006 Adobe Systems Incorporated.

All rights reserved. Patents pending.

Adobe, the Adobe logo and Reader are either registered trademarks or trademarks of Adobe Systems Incorporated.

AdobeおよびReaderは米国およびその他の国におけるAdobe Systems Incorporated（アドビシステムズ社）の商標

または登録商標です。

「CP8 PATENT」

Windows 98は、Microsoft Windows 98 operating systemの略です。

Windows 98SEは、Microsoft Windows 98 Second Edition operating systemの略です。

Windows Meは、Microsoft Windows Millennium Edition operating systemの略です。

Windows 2000 Professionalは、Microsoft Windows 2000 Professional operating systemの略です。

Windows XPは、Microsoft Windows XP Professional operating system、またはMicrosoft Windows XP 

Home Edition operating systemの略です。

本書では、Windows 98とWindows 98SEをWindows 98と記載しています。

本書では、Windows Millennium EditionをWindows Meと記載しています。

本書では、Windows 2000 ProfessionalをWindows 2000と記載しています。

本書では、Windows XP ProfessionalおよびWindows XP Home EditionをWindows XPと記載しています。

その他
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本体付属品

主なオプション品

その他のオプション品については、P.442を参照してください。

本体付属品および主なオプション品について

FOMA SH902iS本体
（保証書・リアカバーSH09含む）

FOMA SH902iS用CD-ROM
※PDF版「データ通信マニュアル」

を収録しています。

FOMA SH902iS取扱説明書（本書）
※P.476にクイックマニュアルを

記載しております。

SDオーディオ簡易操作ガイド

卓上ホルダ SH08
（取扱説明書付き）

電池パック SH08
（取扱説明書付き）

FOMA ACアダプタ01
（保証書・取扱説明書付き）
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ご使用前の確認

各部の名称と機能 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .24

ディスプレイの見かた . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .28

メニューの選択方法 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .32

便利に使うためのサポート情報を表示する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜サポートブック＞36

FOMAカードを使う . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜FOMAカード＞37

電池パックの取り付けかた／取り外しかた . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .39

携帯電話を充電する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .41

電池残量の確認のしかた . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜電池残量確認＞44

電源を入れる／切る . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .＜電源ON／OFF＞45

初期設定を行う  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜初期設定＞46

日付・時刻を合わせる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜日時設定＞47

相手に自分の電話番号を通知する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜発信者番号通知＞48

自分の電話番号を確認する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜電話番号表示＞48
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※ 表面のデザインが異なる場合があります。

各部の名称と機能
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内蔵アンテナ部分について

FOMA端末のアンテナは本体に内蔵されています。

内蔵アンテナ部分は、手で触れたり覆わないように

してお使いください。また、内蔵アンテナ部分に

シールなどを貼らないでください。通話品質が悪く

なります。

内蔵アンテナ部分

市販のストラップを取り付けるとき

FOMA端末を閉じた状態で、ストラップをストラッ

プ取付口に通し、反対側を輪になっているところへ

通します。

ストラップ取付口

調光センサー部分について

省電力設定の明るさ調整（nP.144）を［自動］に設定すると、周りの明るさを感知して自動的にディスプレイの

照明の明るさやボタンのバックライトの照明を点灯させるかどうかを調整します。センサー部分（2）にシールな

どを貼らないでください。明るさを検知できないことがあります。
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1受話口
相手の声がここから聞こえます。
待受中に伝言メモ／音声メモの録音内容が
ここから聞こえます。

2調光センサー
周囲の明るさを感知して自動的にディスプレ

イの照明の明るさやボタンのバックライトの
ON／OFFを調整します。

3メインディスプレイ（nP.28）

4マルチガイドボタン（４方向ボタン＆決定
ボタン）（nP.27）

TOPメニュー、リダイヤル、着信履歴、
ｉチャネル、アクティブマーカーを表示・
選択するときや操作を実行・決定するとき
に押します。
決定ボタンを１秒以上押すと、まとめて簡
単ロックを設定／解除します。解除すると
きは、端末暗証番号の入力が必要です。

（nP.162）

5ｉモード／操作ガイダンス用ボタンi
テレビ電話をかけたり受けたりするときに
押します。（nP.79、P.83）
ｉモードを利用するときに押します。

（nP.196）
画面左下の操作ガイダンスに表示される機
能を実行するときに押します。（nP.27）
１秒以上押すと、ｉアプリ画面が表示され
ます。（nP.272）

6メール／A／a／操作ガイダンス用ボタンm
メール機能を利用するときに押します。

（nP.232）
画面左下の操作ガイダンスに表示される機
能を実行するときに押します。（nP.27）
文字を入力中に大文字／小文字を切り替え
ます。（nP.415）
文字入力画面で１秒以上押すと、定型文挿
入画面が表示されます。（nP.416）
２回押すとｉモード問い合わせをします。

（nP.244）

7開始／ハンズフリーボタンs
音声電話をかけるときや受けるときに押し
ます。
音声電話の通話中に１秒以上押すとハンズ
フリーに切り替わります。（nP.50）
テレビ電話の通話中に押すとハンズフリー
を切り替えます。（nP.90）
プッシュトーク通信中に押すとハンズフ
リーを切り替えます。（nP.97)

8ダイヤル／文字入力ボタン
電話番号を入力するときに押します。

（nP.50）
文字を入力するときに押します。（nP.412）

9b／改行／公共モード（ドライブモード）ボ
タン*

［b］や、［゛］（濁点）、［゜］（半濁点）を入力したり
改行するときに押します。（nP.412）
１秒以上押すと、公共モード（ドライブ
モード）を設定／解除します。（nP.68）

aMULTIボタン$
マルチアシスタント起動：アプリ実行中に
押すと、電話帳やメールなど他の機能を利
用することができます。（nP.369）
サポートブック表示：待受画面で押すとサ
ポートブック（内蔵）が表示されます。

（nP.36）
ショートカットメニュー登録：画面に［m］
が表示されているときに１秒以上押すと、
ショートカットメニューに登録できます。

（nP.385）

bサブカメラ
自分を撮影（nP.172）したり、テレビ電話時

（nP.78）に自分側の映像を相手に送信する
ときに使用します。

cカメラ／操作ガイダンス用ボタンC
カメラモードを利用するときに押します。

（nP.176）
画面右下の操作ガイダンスに表示される機
能を実行するときに押します。（nP.27）
１秒以上押すと、データBOX画面を表示し
ます。（nP.306）

d電話帳／操作ガイダンス用ボタンa
電話帳を利用するときに押します。（nP.105）
画面右下の操作ガイダンスに表示される機
能を実行するときに押します。（nP.27）
入力する文字の種類を変更するときに押し
ます。（nP.414）
文字入力画面で１秒以上押すとインター
ネットに関連した定型文を利用できます。

（nP.416）

eクリア／ｉアプリ待受画面ボタンc
入力した電話番号や文字などを削除すると
きに使います。（nP.414）
前のメニューやページに戻るときに押します。
ｉアプリ待受画面起動：ｉアプリ待受画面
を設定しているときに押すと、ｉアプリが
起動します。（nP.280）
待受画面にGIFアニメーション、Flash画像
を設定しているときに押すと、再生／一時
停止できます。ｉモーションを設定してい
るときに押すと、再生／停止できます。

f電源／終了／応答保留ボタンH
電源を入れる／切るときに２秒以上押します。

（nP.45）
通話やｉモードを終了するとき、および着
信時の応答を保留するときに押します。

（nP.66）
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g#／マナーモード／カメラ切替ボタン#
［#］や［ー］（長音）、［、］（読点）、［。］（句点）、
［!］（感嘆符）、［?］（疑問符）、［・］（中点）を入
力するときに押します。
１秒以上押すと、マナーモードを設定／解
除します。（nP.135）
撮影時はメインカメラとサブカメラを切り
替えます。（nP.182）

h送話口
自分の声をここから伝えます。

i音楽／視野切替ボタンx（N）
視野切替ON（狭視野角）／OFF（広視野角）
を切り替えます。
FOMA端末を閉じているときに１秒以上押
すと、モバイルオーディオを起動／終了で
きます。（nP.363）

jサイド上ボタン／サイド下ボタン:／+
FOMA端末を閉じてモバイルオーディオを
再生中に押すと、音量を調節できます。前の
曲に戻す／頭出しをする・曲を送るときは
１秒以上押します。（nP.364）
待受画面や通話中に押すと、受話音量を調
節することができます。
待受画面の状態でFOMA端末を閉じている
ときに１秒以上押すと、ピクチャーライト
が点灯／消灯します。点灯中に押すとライ
トの色（白、赤、緑、青、黄色、紫、水色）が切り
替わります。点灯中に他のサイドボタンを
押すか、約30秒経過するか、またはFOMA
端末を開いても消灯します。

kプッシュトークボタン&
プッシュトーク電話帳を起動します。

（nP.99）
プッシュトークをかけるときに使用しま
す。プッシュトーク通信中に、話をしたいと
きに押したまま使用します。
１秒以上押すと、サイドボタン操作がロッ
ク／解除されます。

lスピーカ
着信音などが鳴ります。
音声電話／テレビ電話／プッシュトークの
ハンズフリー通信時に相手の声を聞くこと
ができます。

mサブディスプレイ（nP.28）

n赤外線ポート
赤外線を送受信する窓です。（nP.343）

ominiSDメモリーカードスロット
miniSDメモリーカードを挿入します。

（nP.330）

pAV出力／イヤホンマイク端子
平型スイッチ付イヤ
ホンマイク（別売）な
どを接続します。

（nP.391）
イヤホンジャック変
換アダプタ（別売）を
使用すると、従来の
スイッチ付イヤホン
マイクなども利用できます。
AV出力するときに平型AV出力ケーブル

（別売）を接続します。（nP.360）

q着信ランプ／充電ランプ／ピクチャーライト
暗い場所での撮影を補助するライトです。

（nP.181）
電話がかかってくると点滅します。充電中
は点灯します。

rメインカメラ（nP.172）
周囲を撮影したり、テレビ電話時に周囲の映

像を相手に送信するときに使います。

s FeliCaマークb
ＩＣカードが搭載されています。（取り外すこ
とはできません。）FeliCaマークを読み取り装

置（リーダー／ライター）（nP.291）にかざ
しておサイフケータイとして使います。

tリアカバー（nP.39）

u外部接続端子
ACアダプタ／DCアダプタ（nP.42）、FOMA 

USB接続ケーブル（別売）など外部機器を接続

するための端子です。

v充電端子
卓上ホルダで充電するための端子です。

（nP.43）
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FOMA端末を利用するときは、下図のようにFOMA端末を開きます。

マルチガイドボタンの操作方法
画面に表示されているメニューの選択や決定に
は、マルチガイドボタン（４方向ボタン＆決定ボ

タン）を使います。４方向ボタンでカーソルを移
動させ、決定ボタンで決定します。

操作ガイダンスの選択方法
画面下部に表示される操作ガイダンスのメ
ニューはそれぞれに割り当てられたボタンを

使って実行することができます。（場面によって
割り当てられる機能が異なります。）

FOMA端末の開き方

1 2

両手で持って軽く開く。

ディスプレイを最後まで開く。

3

お知らせ

AV出力／イヤホンマイク端子、miniSDメモリーカードスロットおよび外部接続端子のゴムカバーは、無理に引っ

張らないでください。破損する場合があります。

マルチガイドボタンの操作方法と操作ガイダンスの選択方法

1 2 3 4

765

ボタン操作

1 i
2 t
3 u
4 C
5 m
6 v
7 a
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電源を入れたときや機能の設定中などに、現在の状態を確認できます。

何かのボタンを押すと、一定時間ディスプレイの照明が点灯します。お買い上げ時は、［15秒］に設定さ

れています。（nP.142）

1電波状態表示]
電波の強さの目安を表示します。
] n o p
強 弱

［A］が表示されているときは、サービスエリ
ア外、または電波の届かない場所にいます。
電波マークは変更することもできます。

（nP.145）

2ｉモード／フルブラウザ表示7= A B 
A（nP.200、P.299）
ｉモードまたはフルブラウザの状態を表示します。

3SSL表示o（nP.201）
SSLに対応しているサイトやインターネット
ホームページを表示中に表示します。
マルチタスク動作時にoが表示されている
場合は、マルチタスクを利用してｉモード／
フルブラウザ／ｉアプリ／ソフトウェア更新
を実行中です。

4ｉアプリ表示（nP.272）
ｉアプリの状態を表示します。
G：ｉアプリ実行中

ｉアプリ待受画面実行中
N：ｉアプリ待受画面設定中※

I：ｉアプリDX起動中
ｉアプリDX待受画面起動中

Q：ｉアプリDX待受画面設定中※

※ ｉアプリが待受画面として表示されますが操作

できない状態です。

5ショートカットメニュー表示m（nP.385）
ショートカットメニューに登録できるときに

表示します。

6制限表示（nP.157、P.164）
各種制限の設定状態を表示します。
R：シークレットモード

S：シークレットデータ編集中
T：ダイヤル発信制限中

U：オールロック中

V：PIMロック中
W：ダイヤル発信制限とPIMロックを設定中

K ：シークレットモードとPIMロックまたは
ダイヤル発信制限を設定中

X：ボタン操作無効設定中

7miniSDメモリーカード表示 （̂nP.329）
miniSDメモリーカードを装着しているときに
表示します。

（̂グレー）：miniSDメモリーカードを挿入中

（̂ピンク）：miniSDメモリーカード内のデー
タを参照中

8電池残量／充電中表示
"#$%／{（nP.44）
電池パックの状態を表示します。

電池マークは変更することもできます。
（nP.145）

9時計表示（nP.47）
設定されている時刻を表示します。

aＩＣカードロック表示Y（nP.296）
ＩＣカードロック中に表示します。

ディスプレイの見かた

メインディスプレイ上部に表示されるマーク

qrst

j k l m

n

abcgh

321 4 5 6 7 8 9

e dfi

o p

メインディスプレイ下部に表示されるマーク

u

サブディスプレイに表示されるマーク

a 6k

j1 h e

9

t 87
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bアラーム／スケジュールアラーム／ToDoア
ラーム表示\（nP.373、P.378、P.383）
その日にスケジュールアラーム、ToDoアラー

ムまたはアラームが設定されているときに表

示します。

c伝言メモ表示]（nP.71）
音声電話伝言メモまたはテレビ電話伝言メモ

を設定しているときに表示します。伝言メモ

が録音されているときは、両方の件数を合わ

せ、［D］～［P］と表示されます。

dイヤホンマイク接続表示s（nP.393）
音声電話・テレビ電話のオート着信設定中に、

平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）を接続

しているときに表示します。プッシュトークの

オート着信設定中はスイッチ付イヤホンマイ

クを接続していなくても表示されます。

e公共モード（ドライブモード）表示_
（nP.68）
公共モード（ドライブモード）を設定している

ときに表示します。

fサイレント表示[（nP.130）
音声電話着信音量を［サイレント］に設定して

いるときに表示します。

gバイブレータ表示b（nP.133）
バイブレータを設定しているときに表示します。

hマナーモード表示Z（nP.135）
マナーモード設定中に表示します。

iUSBモード表示x（nP.336）
FOMA USB接続ケーブルを接続中に表示しま

す。

j FOMAカードエラー表示
FOMAカードのエラーを表示します。

R：FOMAカードが挿入されていないとき、ま

たはFOMAカードに異常があるときに表

示されます。

B：FOMAカード以外のカードを挿入したと

きに表示されます。

kセルフモード表示g（nP.160）
セルフモードを設定し、電話やプッシュトー

クの発信、着信、ｉモードメール／SMSの送受

信、ｉモード、赤外線通信の機能を使えないよ

うにしたときに表示します。

lプッシュトーク表示a（nP.96）
プッシュトーク起動中に表示します。

m赤外線通信／外部機器通信中表示
赤外線通信中や外部機器を接続して通信中に

表示します。

J：赤外線通信機能で他の機器とデータ通

信を行っているときに表示します。

（nP.342）

赤外線リモコンの送信中に点灯します。

（nP.345）

t（緑色）：外部機器を接続し、パケット通信中

t（赤色）：外部機器を接続し、パケットデータ

送受信中

u：外部機器を接続し、64Kデータ通信中

nハンズフリー表示（nP.50、P.60）
;（赤色）：ハンズフリー通話中

;（緑色）：ハンズフリー対応機器接続中

oメモリ警告表示（nP.341）
メモリの状態を表示します。

O（黄色）：メモリの空き容量が1.2Mバイト未

満になったときに表示されます。

P（赤色）：メモリの空き容量が100Kバイト未

満になったときに表示されます。

メモリ警告表示が表示されているときは、
視野切替が［ON］のときでも、視野切替表示
は表示されません。

p視野切替表示P（nP.150）
視野切替が［ON］のときに表示します。

qトルカ表示（nP.293）
Q（黄色）：未読のトルカがあるときに表示し

ます。

rｉモードメール／SMS受信表示
UhHWX[（nP.242）
ｉモードメール／SMSの受信状態、センター

の ｉモードメールの保管状態を表示します。

ただし、センター保管中でも表示されないこ

とがあります。また、受信メールを保存するメ

モリの状態を表示します。

sメッセージRアイコン、メッセージFアイコ

ン表示ABLMGIST（nP.217）
メッセージR／F受信状態、センターのメッ

セージR／F保管状態を表示します。ただし、セ

ンター保管中でも表示されないことがありま

す。

tマルチタスク表示（nP.369）
起動中の機能を表示します。

g：４つ以上のアプリが起動中

*：TV電話（64K）

/：TV電話（32K）

h：音声通話

i：ソフトウェア更新中

j：赤外線受信

k：プッシュトーク／プッシュトーク電話帳

l：ｉアプリ

m：ｉモード
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n：フルブラウザ

o：ｉチャネル

p：メール／SMS／ｉモード問い合わせ

q：メール／SMS作成中

r：メッセージ

s：モバイルオーディオ

t：電話帳

u：データBOX

2：カメラ（静止画）

3：カメラ（動画）

4：カメラ（OCR）

5：バーコードリーダー

v：ボイスレコーダー

w：スケジュール

x：ToDo

y：テキストメモ

z：電卓

6：ブックリーダー

7：ドキュメントビューア

>：トルカ

{：アラーム

8：タイマー

}：miniSD管理

9：各種設定

0：伝言メモ・音声メモ起動中

!：リダイヤル表示中

|：着信履歴表示中

"：電話番号表示中

#：モデム通信中（データ通信中に表示されます）

u操作ガイダンス
i、m、t、w、C、aなどのボタン操作で利用
できる機能を表示します。

その他のマークについて
次の機能をご利用時に表示されるマークについては、各機能のページを参照してください。

着信履歴（nP.64）
カメラモード（nP.174～P.175）
メール（nP.249～P.251）
SMS（nP.249～P.251）

電話帳（nP.107）
メッセージR／F（nP.217～P.220）
データBOXのマイピクチャ（nP.307）

かかってきた電話に出られなかったときや新着メールがあるときなどに、［着信あり］や［新着メールあ
り］などのメッセージとストックアイコンを表示してお知らせします。待受画面でストックアイコンを
選び、お知らせの内容を確認することができます。

お知らせ

FOMA端末上では、miniSDメモリーカードは［miniSD］または［SD］と表示されます。（nP.329）

メインディスプレイに待受画面以外を表示させたままFOMA端末を閉じると、サブディスプレイに［アプリ起動

中］と表示される場合があります。

本書内で記載しているディスプレイの表示は、一部変形・省略しているものもあります。

本FOMA端末のディスプレイは、非常に高度な技術を駆使して作られておりますが、ごくまれに点灯しないドット

（点）や常時点灯するドット（点）が存在する場合があります。故障ではありませんのであらかじめご了承ください。

照明時間設定に従ってサブディスプレイの表示が消えます。FOMA端末を開閉するかサイドボタンを押すと、再度

表示されます。

ストックアイコンからお知らせの内容を確認する

ストックアイコン

件数

ストックアイコン

アイコン メッセージ 内　容

B

着信あり かかってきた電話に出られなかったときに表示されます。
着信履歴の一覧が表示され、着信日時を確認できます。発
信者番号が通知されている場合は、相手の電話番号が表示
され、電話をかけられます。（nP.70）

C
新着メールあり 新着のｉモードメールやSMSがあるときに表示されます。

受信BOX のフォルダ一覧画面が表示され、未読メールを
表示できます。（nP.242）

D
新着トルカあり 新着のトルカがあるときに表示されます。

トルカフォルダ一覧画面が表示されます。（nP.293）

E

留守録音あり 留守番電話サービスセンターに伝言メッセージが録音さ
れたときに表示されます。
留守番電話サービスメッセージ確認画面が表示され、メッ
セージを再生できます。（nP.397）

F
伝言メモあり
テレビ伝言メモあり

伝言メモが録音されたときに表示されます。伝言メモ一覧
画面が表示され、伝言メモを再生できます。（nP.74）

G TOPメニュー TOPメニューを表示します。（nP.32）

メッセージ
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カレンダー表示を設定しているときに待受画面でHを押すと、待受画面表示とカレンダー表示が切

り替わります。（カレンダー表示設定nP.138）

1 待受画面にストックアイコンが表示されているときに、tを押す。

2 uでストックアイコンを選んでtを押す。
お知らせの内容を確認できます。

内容を確認するとストックアイコンとメッセージは消えます。

お知らせ

ズームメニューにしているときは、表示されるストックアイコンのメッセージが一部異なります。

待受画面に設定しているｉモーションの再生中や、ｉアプリ待受画面実行中は、ストックアイコンが表示されま

せん。

ディスプレイの表示を切り替える

［１ヶ月（大）］を設定しているときは、スケジュールが設定

されている日付の右側にアイコン表示されます。

待受画面表示 カレンダー表示の例

（２ヶ月表示）

H
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機能の設定や登録は、メニューを表示させてから行います。
メニューを表示させるには次の方法があります。

TOPメニューから順に機能を選択する

機能番号を入力して機能を呼び出す（nP.33）

ショートカットメニューから機能を選択する（nP.385）

よく使う機能を大きな文字表示で選択する（ズームメニュー）（nP.34）

操作ガイダンスに表示されるサブメニューから項目を選択する（nP.35）

TOPメニュー、ショートカットメニュー（nP.385）、ズームメニューはメニュー表示中にi［メニュー切替］を押し

て順に切り替えることができます。待受画面でtを押したときは、前回と同じメニューが表示されます。

９つのアイコンに分類されたメニューから機能の利用や設定を行うことができます。
（設定メニューについては、P.422～P.427を参照してください。）

アイコンは変更できます。（アイコン画像設定nP.146）

メニューの選択方法

TOPメニューから機能を選択する

アイコン メニュー 機　能 アイコン メニュー 機　能
7モード U 7Menu 電話帳 電話帳検索

V メッセージ

W Bookmark

X 7モード問い合わせ 設定 U 音

Y 画面メモ V 表示

Z Internet W 一般設定

[ 7モード設定 X NWサービス

\ ｉチャネルメニュー Y その他のNWサービス

] Internet（フルブラウザ） Z 通話・通信機能設定

7アプリ U ソフト一覧 [ セキュリティ

V 7アプリ音量設定 \ 初期設定

W ソフト情報表示設定 LifeKit U バーコードリーダー

X 自動起動設定 V 赤外線受信

Y 7アプリ使用データ W トルカ

Z エラー表示 X ＩＣカード一覧

[ トレース表示 Y miniSD管理

\ PIMロック Z 文字読み取り

カメラ U 静止画撮影 [ 電話帳お預かりサービス

V 動画撮影 \ スケジュール（スケ
ジュール、ToDoリスト）W 文字読み取り

X バーコードリーダー ] 便利機能（電卓、テキスト
メモ、タイマー、アラーム、
音声／伝言メモ）

メール
（１ページ目）

U 受信BOX

V 送信BOX

W 未送信BOX メディア
ツール

U モバイルオーディオ

X 新規メール作成 V ボイスレコーダー

Y 新規SMS作成 W ブックリーダー

Z チャットメール X ドキュメントビューア

[ 7モード問い合わせ Y PDF対応ビューア

\ SMS問い合わせ

] テンプレート

メール

（２ページ目）

U メール選択受信

V メール設定

データBOX U マイピクチャ

V 7モーション

W メロディ

X キャラ電

Y マイドキュメント

Z プリント指定（DPOF）
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待受画面でtを押し、wで目的のメニューやアイコンを選んでtを押します。さらにuで機能を選んで
tを押します。

本書では、TOPメニューから上記の機能を呼び出す操作方法を、「TOPメニューから+（データBOX）→［マイピク
チャ］→［カメラ撮影］の順に選択することもできます。」と説明しています。
機能を選び直すには、cを押すと１つ前の画面に戻ります。
待受画面でtを押したときに、ズームメニューやショートカットメニューが表示された場合は、i［メニュー切替］
を押してTOPメニューに切り替えてください。待受画面でtを押すと、前回と同じメニューが表示されます。
待受画面に［G］と、［B］、［C］、［D］、［E］、［F］のいずれかが表示されている場合は、tを押してからuで［G］を
選んでtを押してください。

機能番号を入力すると、すばやく目的の機能を呼び出すことができます。
本書では、メニューを選択する操作は機能番号を入力する方法を基準に説明しています。
機能番号の最初の番号は、各種設定が１～８、データBOXが91、LifeKitが92、メディアツールが93と
なっています。
各機能の機能番号（ボタン操作）については、P.422～P.427を参照してください。ここでは機能番号

［1211］の［音声電話着信音］を例に説明します。

例：機能番号［1211］の［音声電話着信音］の場合

機能番号を入力して機能を呼び出す

1 待受画面でt1211を押す。
指定した機能（音声電話着信音）の画面が表示されます。

お知らせ

ショートカットメニュー、ズームメニューのとき、機能番号を入力して機能を呼び出すことはできません。

t wt

ut

待受画面 ［データBOX］
を選んだ場合

［マイピクチャ］
を選んだ場合

ut

［カメラ撮影］
を選んだ場合

TOPメニュー

dv35_j.book  33 ページ  ２００６年５月１６日　火曜日　午後６時５８分



34

メ
ニ
ュ 
I 

の
選
択
方
法

ご
使
用
前
の
確
認

ズームメニューとは、よく使う機能を見やすく大きい文字で表示したメニューです。ズームメニューを

使うと、大きい文字表示で基本的な操作ができます。

お買い上げ時は、待受画面でtを押し、i［メニュー切替］を２回押すとズームメニューが表示されま

す。uで機能を選んでtを押します。
ズームメニューにしているときは、待受画面でi、m、aを押すとズームメニューのｉモードメニュー、メールメ

ニュー、電話帳検索画面が表示されます。

ズームメニューから機能を選択する＜ズームメニュー＞

メニュー 機　能 表示される画面 ページ

電話

電話帳の表示 電話帳検索画面 P.118

リダイヤル １件表示画面 P.54

着信履歴 １件表示画面 P.64

伝言メモ メモ画面 P.74

電話帳の登録 電話帳入力画面 P.112

自分の電話番号 電話番号表示画面 P.48

メール

メールの作成 メール作成の画面 P.233

メールの受信 ｉモード問い合わせ P.244

全受信メール 受信BOX

P.249～P.251全送信メール 送信BOX

全未送信メール 未送信BOX

7モード

7Menu ｉMenu P.200

全Bookmark表示 Bookmark一覧画面 P.207

画面メモの表示 画面メモ一覧画面 P.209

ラストURL ラストURL表示画面 P.201

カメラ

写真を撮る 静止画撮影画面 P.176

写真を見る データBOXのマイピクチャのフォルダ一覧（本体） P.306

映像を撮る 動画撮影画面 P.176

映像を見る データBOXのｉモーションのフォルダ一覧（本体） P.315

バーコードリーダー バーコードリーダーモード P.190

設定

着信音の設定
音声電話着信音量／音声電話着信音／メール着信

音量／メール着信音の選択画面
P.128

待受画面の設定 待受画面設定画面 P.137

通話時間／料金 通話明細表示画面 P.389

留守番電話 留守番電話設定画面 P.396

便利機能

ボイスレコーダー ボイスレコーダー P.345

スケジュール カレンダー画面 P.376

電卓 電卓 P.388

ブックリーダー ブックリーダーフォルダ一覧画面 P.354

アラーム アラーム登録画面 P.373

テキストメモ　 テキストメモ一覧画面 P.390

tii ut

ズームメニュー
画面

待受画面 ［メール］を
選んだ場合
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i［メニュー切替］を押すたびに、TOPメニュー→ショートカットメニュー→ズームメニューの順に切り替わりま

す。待受画面でtを押すと、前回と同じメニューが表示されます。

操作ガイダンスに［TOP MENU］が表示されているときに、iを押すとTOPメニューが表示されます。

機能を選び直すには、cを押してください。

ズームメニュー画面でC［サポート］を押すと、サポートブックが表示されます。

操作ガイダンスに［サブメニュー］が表示されているときは、Cを押すと、その画面で使用できる機能
（サブメニュー）が表示されます。
サブメニューに複数のページがある場合は、vでページを切り替えます。
本書では、サブメニューを選択する操作は機能番号で入力する方法で説明しています。
ただし、機能番号のないサブメニューもあります。そのときは、uで機能を選んでtを押してください。

例：画像一覧画面の見かたを［16分割］に切り替えた場合

機能を選び直すときは、cを押してサブメニュー画面に戻ります。

お知らせ

カメラ撮影時の操作については、P.177以降を参照してください。

サブメニューから機能を選択する

サブメニュー画面
（選択できない項目は
グレーになっています。）

8または

ut

1または

ut

［16分割］
を選んだ場合

［マイピクチャ設定］
を選んだ場合

C

2または

ut

［表示切替］
を選んだ場合

通話中にサブメニューを利用する
通話中にCを押すと、通話中でも利用できる下記の機能が表示されます。

通話保留（nP.50） 通話中音声メモ（nP.387）

電話番号表示（nP.48） 電話帳登録（nP.108）

テレビ電話切替（nP.51）

操作終了後、cを数回押すと、通話画面に戻ります。
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ブックリーダー機能を利用した、FOMA端末上の簡単な操作ガイドです。FOMA端末の操作方法がわか
らないときに利用してください。（nP.354）
マルチアシスタント機能を使ってメールの作成中などの操作中に$を押して、サポートブック（内
蔵）を呼び出すこともできます。（nP.369）

すばやく使いこなすためのコツや、知っておくと便利な機能の説明が表示されます。

サポートブックで調べた機能を直接起動することもできます。

例：自分のアドレスを確認するには

サポートブック

便利に使うためのサポート情報を表示する

1 待受画面で$を押す。
TOPメニューから?（メディアツール）→［ブックリーダー］→［プリインストール］→

［サポートブック（内蔵）］の順に選択することもできます。（miniSDメモリーカード

を挿入していないときは、［プリインストール］の選択は不要です。）

2 ［Aメール］を選んでtを押す。

3［A自分のアドレスを確認するには？］を選んでtを押す。
タイトルの下に説明文が表示されます。

サポートブックから機能を起動する
サポートブックの内容表示画面で起動項目を選ぶ ? t ? ［はい］ ? t

お知らせ

サポートブック以外の機能を同時に使用している場合、サポートブックから機能を起動することはできません。
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FOMAカードは、お客様の電話番号などの情報が記録されているＩＣカードです。FOMAカードには、
電話帳のデータやSMSを保存することもできます。FOMAカードを差し替えることにより、用途に合わ
せて複数のFOMA端末を使い分けることができます。

FOMAカードを取り付けないと、FOMA端末で音声電話やテレビ電話、プッシュトーク通信、ｉモード、ｉモード
メールやSMSの送受信、メッセージＲ／Ｆ受信、データ通信などの通信機能を利用できません。

※ P.45「電源を切る」の操作１を参照して電源を切ってから背面を上向にして電池パックを取り外し、FOMAカードの

取り付けや取り外しを行ってください。

取り付けかた
FOMAカードを取り付けるときは、FOMA端末を閉じてから手で持って、行ってください。

取り外しかた
FOMAカードを取り外すときは、FOMA端末を閉じてから手で持って、行ってください。

FOMAカード

FOMAカードを使う

FOMAカードの取り付けかた／取り外しかた

1 FOMAカードのＩＣ面（金色）を
下に向けて、左図のように
FOMAカードを差し込む。

2 FOMAカードをゆっくりとスラ
イドさせ、ストッパーがカチッと
音がするまで押し込む。

奥まで差し込むと、カードが中で固定されます。

1 ストッパーを押しながら、もう片方
の手の指でFOMAカードをスライ
ドさせる。

2 FOMAカードが少し出てきたら、
まっすぐにゆっくり抜く。

取り外す際は、FOMAカードが落ちないように

ご注意ください。

お知らせ

無理に取り付けようとしたり、取り外そうとするとFOMAカードが破損するおそれがありますので、ご注意ください。

FOMAカードの詳しい取り扱いについては、FOMAカードの取扱説明書を参照してください。

FOMAカード

切り欠き

ストッパー

正しくセットされた状態

切り欠き

IC（金色）
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FOMAカードには「PIN1コード」「PIN2コード」という２つの暗証番号があります。
ご契約時はどちらも「0000」に設定されていますが、４～８桁の任意の数字に変更できます。（nP.155）

FOMA端末には、お客様のデータやファイルを保護するためのセキュリティ機能として、FOMAカード

動作制限機能が搭載されています。
FOMA端末にFOMAカードを挿入した状態で、次のいずれかの方法でデータやファイルを取得したり、ｉアプリを

実行したりすると、取得したデータやファイルにはFOMAカード動作制限機能が自動的に設定されます。

サイトやインターネットホームページから画像やメロディ、PDFなどのファイルをダウンロードしたとき

サイトやインターネットホームページを画面メモとして保存したとき（ただし、画像の含まれない画面メモは除く）

ファイルが添付されているｉモードメールを受信したとき

ｉアプリを実行したとき

FOMAカード動作制限機能が設定されたデータやファイル、ソフトは、取得時に挿入していたFOMAカードが挿入

されているときのみ、表示／再生／ｉモードメールへの添付／ソフトの起動／赤外線通信機能によるデータの送

信、miniSDメモリーカードへのコピーなどを実行できます。

FOMAカード動作制限が設定されるデータは次のとおりです。

FOMAカードに保存される設定は次のとおりです。

データ、ファイルの取得時やｉアプリの実行時に挿入していたFOMAカードを、別のFOMAカードに差し替えると、

これらの操作が実行できなくなります。

※ 以降、データやファイルの取得時に挿入していたFOMAカードを「お客様のFOMAカード」、それ以外のFOMAカー

ドを「他の人のFOMAカード」として説明しています。

FOMAカードの取り付け、取り外しをする際には、ＩＣに不用意に触れたり、傷を付けたりしないようにご注意ください。

FOMAカードを他のｉチャネル対応端末に差し替えた場合、テロップは表示されません。最新の情報を受信する

か、チャネル一覧を表示すると、ｉチャネルテロップ設定が自動的に［ON］になります。

取り外したFOMAカードは、なくさないようにご注意ください。

FOMAカードのＩＣ部分が汚れていると接触が悪くなり、電源が切れることがありますので、ご注意ください。汚

れたときは、乾いた布などで拭いてください。

FOMAカードの暗証番号について

FOMAカード動作制限機能について＜FOMAカード動作制限機能＞

デコメール本文中の画像

ｉモードメールに添付されているファイル

画像やメロディ

メッセージR／F本文中の画像

キャラ電

テレビ電話静止画メモ

画面メモ

ｉモーション

ｉアプリ

ダウンロード辞書

電話番号表示

SMSセンター設定

PIN設定

バイリンガル

SMS有効期間設定

SSL証明書

お知らせ

ダウンロードしたデータ
やメールに添付されてい
るファイル、一度実行した
ｉアプリには、お客様の
FOMAカード動作制限機
能が設定され、データの閲
覧や再生ができます。

他の人のFOMAカードを
挿入しても、お客様の
FOMAカード動作制限機
能が設定されたデータの
閲覧や再生はできません。

お客様のFOMAカード

他の人のFOMAカード

FOMAカードの差し替え
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FOMA端末で「FOMAカード（青色）」をご使用になる場合、「FOMAカード（緑色／白色）」とは次のよう
な違いがありますので、ご注意ください。

電池パックは、FOMA端末専用の電池パック SH08をご利用ください。
また、取り付け／取り外しは、必ず電源を切って、FOMA端末を閉じてから手で持って、行ってください。

電池パックの取り付けかた

お知らせ

他の人のFOMAカードに差し替えたときに、FOMAカード動作制限機能が設定されたデータやファイルを待受画

面や着信音選択などに設定できません。

FOMAカードを他の人のFOMAカードに差し替えると、FOMAカード動作制限機能がはたらき、サイトなどからダ

ウンロードしたデータやファイルを待受画面や着信音選択などに設定してあった場合、お買い上げ時の設定で動

作します。お客様のFOMAカードを挿入し直すと、設定した状態に戻ります。

＜例：FOMAカード動作制限機能が設定された［メロディA］を着信音に設定したとき＞
お客様のFOMAカードを抜いたり、他の人のFOMAカードに差し替えたときに着信音選択で表示される設定内容は

お買い上げ時に設定されていた着信音になります。お客様のFOMAカードを挿入し直すと、［メロディA］の着信音に

戻ります。

赤外線通信機能やデータの送受信機能を使って受信したデータ、FOMA端末で撮影した静止画／連続画像／動画

には、FOMAカード動作制限機能が設定されません。

他の人のFOMAカードを挿入した状態でも、FOMAカード動作制限機能が設定されたデータやファイルを移動し

たり削除することはできます。

ｉモードメールのメール表示画面で反転表示されている文字などを選択して、ｉアプリを起動する場合、FOMAカー

ド動作制限機能が設定されていると、起動や取得ができません。

ｉアプリ待受画面を設定後、他の人のFOMAカードに差し替えると、設定したｉアプリを待受で起動できないた

め、待受画面設定で設定した画像が表示されます。

FOMAカードの機能差分について

機　能 FOMAカード（青色） FOMAカード（緑色／白色） ページ

FOMAカードの電話帳に
登録できる電話番号の桁数

最大20桁 最大26桁 P.113

FirstPassを利用するための
ユーザ証明書操作

利用不可 利用可 P.221

WORLD WINGの利用 利用不可 利用可 P.39

サービスダイヤル 利用不可 利用可 P.403

WORLD WINGについて
WORLD WINGとは、FOMAカード（緑色／白色）をサービス対応のFOMA端末や海外用携帯電話（W-CDMAまたはGSM方式）
に差し替えることにより、海外でも同じ携帯電話番号で発信や着信ができる、ドコモのFOMA国際ローミングサービスです。

2005年９月１日以降にFOMAサービスをご契約いただいた方は、お申し込み不要です。ただし、FOMAサービスご
契約時に不要である旨お申し出いただいた方や途中でご解約された方は、再度お申し込みが必要です。
2005年８月31日以前にFOMAサービスをご契約で「WORLD WING」をお申し込みいただいていない方はお申し込
みが必要です。
一部ご利用になれない料金プランがあります。
万が一、FOMAカード（緑色／白色）を海外で紛失・盗難された場合には、速やかにドコモへご連絡いただき、利用中断
の手続きを行ってください。お問い合わせ先については、取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」をご覧ください。
なお、紛失・盗難されたあとに発生した通話・通信料もお客様のご負担となりますのでご注意ください。

電池パックの取り付けかた／取り外しかた

1 リアカバーを矢印の方向（1）に
軽く押しながら約２mmスライ
ド（2）させる。

2 矢印の方向（3）にリアカバーを
持ち上げ、取り外す。

1

3

2
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電池パックの取り外しかた
必ず電源を切って、FOMA端末を閉じてから手で持って、行ってください。

3 電池パックを取り付ける。（4）
電池パックには取り付け用のツメがついてい

ます。電池パックの商品名（SH08）を上に向け

て取り付けてください。

4 リアカバーを取り付ける。（5）
本体とリアカバーを図の位置に合わせて、リア

カバーを押しながらスライドさせます。

1 P.39の操作１～２の手順でリア
カバーを取り外す。

2 電池パックを取り外す。
電池パックには取り外し用のツメがついてい

ます。ツメの部分に無理な力を加えないよう指

などをかけて上方向に取り外してください。

お知らせ

無理に取り付けたり、取り外したりすると、FOMA端末の電池パックとの接続端子（充電端子）が破損することがあ

ります。

詳しくは、電池パック SH08の取扱説明書をご覧ください。

リアカバーはしっかりと閉めてください。不十分だと、リアカバーが外れ、振動で電池パックが外に飛び出すおそ

れがあります。

電池パック接続端子面やFOMA端末の電池パックとの接続端子（充電端子）が汚れていると接触が悪くなり、電源

が切れることがあります。また、充電不十分の原因ともなりますので、汚れたときは乾いた布、綿棒などで拭いてく

ださい。

電池パックを取り外すと編集中のデータは、削除されます。また、取り外したままにして置いたり、電池残量のない

ままで放置すると日時設定は、お買い上げの状態に戻ります。

はじめてお使いになるときや電池パックを交換したときは、必ず充電してください。お買い上げの際には、電池

パックは完全に充電された状態ではありません。

4

文字面
（商品名SH08を上向き）

ツメ

ツメ

電池パック
接続端子面

電池パック

5

ツメ
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お買い上げ時は、電池パックは十分に充電されていません。必ず専用のACアダプタ（別売）、DCアダプタ
（別売）で充電してからご使用ください。

充電時間の目安とランプ表示について
FOMA端末の電源を切り、電池パックを電池残量のない状態から充電したときの充電時間の目安は次
のとおりです。

充電中は充電ランプ（ピクチャーライト）が赤色で点灯し、充電が完了すると消えます。
充電ランプが赤色で点滅したときは、電池パックが正しく取り付けられているか確認してください。また、電池パッ
クが寿命のときも赤色で点滅します。
FOMA端末の電源を入れておいても充電できます。（充電中は、ディスプレイの［{］が黄色で点滅します。）充電が
完了すると、充電ランプが消灯し、ディスプレイの［{］が［"］に変わります。
電池温度が高くなった場合、充電完了前でも自動的に充電を停止する場合があります。充電ができる温度になると
自動的に充電を再開します。充電停止中は、充電ランプは消灯し、ディスプレイの電池マークは点灯に変わります。

十分に充電したときの利用可能時間（目安）

連続通話時間は、電波を正常に送受信できる状態で使用できる時間の目安であり、連続待受時間は、FOMA端末を折
りたたんで、電波を正常に受信できる状態で移動した場合の目安です。なお、電池の充電状態、待受画面や省電力
モードなどの機能設定状況、気温などの使用環境、利用場所の電波状態（電波が届かないまたは弱い場所）などによ
り、通話・待受時間は半分程度になる場合があります。ｉモード通信を行うと、通話（通信）・待受時間は短くなりま
す。ｉチャネルをご契約の場合は、情報を自動的に受信して更新しますので、通話（通信）・待受時間は短くなります。
また、通話やｉモード通信を行わなくても画像を撮影したり、編集したり、ｉモードメールを作成したり、ダウン
ロードしたｉアプリを作動させたり待受画面設定やAV出力を行うと、通話（通信）・待受時間は、短くなります。ｉア
プリのソフトによって、ダウンロードしたあとも通信を行う場合があります。あらかじめ設定することによって、接
続を行わないようにすることもできます。
実際のご利用時間は、待受と通話の組み合わせとなり、通話時間が長くなると待受時間が短くなります。

電池パックの寿命は
電池パックは消耗品です。充電をくり返すごとに１回で使える時間が、次第に短くなっていきます。
１回で使える時間がお買い上げ時に比べて半分程度になったら、電池パックの寿命が近づいていますので、早めに
交換することをおすすめします。また、電池パックの使用条件によって、寿命が近づくにつれて電池パックが膨れる
場合がありますが問題ありません。
電池パックの寿命の目安は約１年です。ただし、短時間の充電／放電をくり返したり高温になる環境で充電を行っ
たり、長時間充電状態を継続したりすると電池パックの寿命が短くなることがあります。
環境保全のため、不要になった電池パックはNTT DoCoMoまたは代理店、リサイクル協力店などに
お持ちください。

充電時のご注意
電源を入れたまま長時間充電しないでください。充電完了後、FOMA端末の電源が入っていると電池パックの充電
量が減少します。
このような場合、ACアダプタやDCアダプタは再び充電を行います。ただし、ACアダプタやDCアダプタから
FOMA端末を取り外す時期により、電池パックの充電量が少ない、電池警告音が鳴る、短時間しか使えない、などの
現象が起こることがあります。
電池が切れた状態で充電開始時に、充電ランプ（ピクチャーライト）がすぐに点灯しない場合がありますが、充電は
始まっています。
警告音が鳴ったあと、電源が入らない場合は、しばらく充電してください。
電池切れの表示がされ、警告音が鳴ってから60秒以内に充電を始めると、通常の状態に復帰します。
充電中に充電ランプが赤色で点灯していても、電源を入れることができない場合があります。このときは、しばらく
充電してから電源を入れてください。
電池残量が十分ある状態で、頻繁に充電をくり返すと、電池の寿命が短くなる場合がありますので、ある程度使用し
てから（電池残量が減ってからなど）充電することをおすすめいたします。
電池パック単体での充電はできません。
充電しながらｉアプリなどを操作し長時間充電状態を継続すると、電池パックの寿命が短くなることがありますの
でお控えください。

携帯電話を充電する

充電時のご注意

充電器名 充電時間

FOMA ACアダプタ01 約110分

FOMA DCアダプタ01 約110分

条　件 電池パック SH08

連続待受時間 約500時間（静止時）／約400時間（移動時）

連続通話（通信）時間 約140分（音声電話）／約90分（テレビ電話）
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［必ずFOMA ACアダプタ01（別売）／FOMA DCアダプタ01（別売）の取扱説明書を参照
してください］

FOMA端末を開いた状態でも充電できます。

ACアダプタ／DCアダプタを使って充電する

1 外部接続端子のカバーを開く。

2 ACアダプタまたはDCアダプタ
の向き（裏表）をよく確かめ、外部
接続端子に水平に差し込む。

コネクタの向きを確かめ、FOMA端末に水平

になるようにして、「カチッ」と音がするまで

しっかりと差し込んでください。

3 ACアダプタの場合、プラグを起
こし、AC100Vコンセントに差し
込む。
DCアダプタの場合は、プラグを
車のシガーライタソケットに差
し込む。

充電開始音が鳴り、充電ランプ（ピクチャーライ

ト）が赤色で点灯します。充電中に着信した場合

は、設定した着信ランプの色で点滅します。

4 充電完了音が鳴り、充電ランプが
消灯すると、充電が完了する。

コネクタを取り外す場合は、必ずコネクタの両

側にあるリリースボタンを押した状態（①）で、

コネクタを水平に抜いてください（②）。無理に

引っ張ると故障の原因になります。

外部接続端子のカバーを閉じてください。

長時間使用しないときは、アダプタをコンセントま

たはシガーライタソケットから抜いてください。

お知らせ

ACアダプタなどのコネクタは、正しい向き（裏表）や角度で、無理な力がかからないように、ゆっくり確実に接続し

てください。無理に差し込んだり抜いたりすると、外部接続端子が破損する場合がありますので、ご注意ください。

AV出力／イヤホンマイク端子および外部接続端子のゴムカバーは、無理に引っ張らないでください。破損する場

合があります。

充電時FOMA端末の周りに物などを置かないでください。FOMA端末に傷を付けるおそれがあります。

コネクタ
（矢印面を上）

外部接続端子

AC 100V
コンセント

ACアダプタの場合

3

2

リリース
ボタン

DCアダプタの場合

シガーライタ
ソケット

3

1
カバー

①

②①

コネクタ
（矢印面を上）
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［必ず卓上ホルダ SH08（別売）の取扱説明書を参照してください］
FOMA端末を開いた状態でも充電できます。

DCアダプタのとき
車のエンジンを切ったままで使用しないでください。車のバッテリーを消耗させる場合があります。

DCアダプタはマイナスアース車専用です。（DC12V・24V両用）

DCアダプタの電源は、自動車のキースイッチに連動しますが、自動車の種類によっては連動しない場合もありま

す。自動車から離れるときは、電源が切れていることを確認してください。

FOMA端末の電源を入れても、イグニッションをOFFにしたり、DCアダプタをシガーライタソケットから抜いた

りすると、電源が切れますので注意してください。通話および待受状態を継続したい場合は、FOMA端末に差して

いるコネクタを先に抜いてください。

DCアダプタのヒューズ（２A）は消耗品ですので、交換の際はお近くのカー用品店などでお買い求めください。

卓上ホルダを使って充電する

1 ACアダプタのコネクタの矢印面
を下に向け、卓上ホルダの接続端
子に差し込む。

コネクタが卓上ホルダに水平になるようにし

て、「カチッ」と音がするまでしっかりと差し込

んでください。

卓上ホルダの接続端子は裏側にあります。

2 ACアダプタのプラグを起こし、
AC100Vコンセントに差し込む。

3 FOMA端末を卓上ホルダに置く。
左図1のようにFOMA端末を置いたあと、

2の矢印の方向に「カチッ」と音がするまで押

し下げてください。

充電開始音が鳴り、ランプ確認部が赤色で点灯

します。充電中に着信した場合は、設定した着

信ランプの色で点滅します。

4 充電完了音が鳴り、充電ランプが
消灯すると、充電が完了する。

卓上ホルダを押さえながら、FOMA端末を持ち

上げます。

長時間使用しないときは、ACアダプタをコン

セントから抜いてください。

お知らせ

充電開始音が鳴らないとき（充電開始音量を［サイレント］に設定、またはマナーモードに設定している場合や、電

源を切っている場合を除く）や、充電ランプ（ピクチャーライト）が点灯しないときは、FOMA端末が卓上ホルダに

正しく置かれていない場合がありますので、正しく置き直してください。

FOMA端末を卓上ホルダに置くとき、ストラップを挟まないようにご注意ください。

お知らせ

3

コネクタ
（矢印面を下）

1

2

FOMA AC
アダプタ01

AC 100V
コンセント

1

2

接続端子

コードをミゾに
入れる

矢印面

ランプ確認部
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電池残量の目安は、ディスプレイで確認できます。

電源が切れそうになると、約80秒前に［電池がありません　保存していないデータは

失われます　動作中の機能は終了します］と表示されます。（tを押すと表示は消え

ます。）約20秒経過すると、警告音が「ピピピ…」と鳴ります。右の画面が表示され、端

末の操作ができなくなり、約60秒後に電源が切れます。

音声電話やテレビ電話の通話中は、警告音が「ピピピ…」と鳴り、約20秒後に通話が切れると同時に上の画面が表示

され、約60秒後に電源が切れます。

Hを押すと、通話中の場合は電話が切れます。電源を切って充電してください。

電池残量確認

電池残量の確認のしかた

お知らせ

マークのデザインを変更した場合（nP.145）、上記の表示と異なる場合があります。

電池残量を音と表示で確認する

1 待受画面でt313を押す。
TOPメニューから_（設定）→［一般設定］→［確認］→［電池残量確認］の順に選択することもできます。

電池残量のグラフィックが表示されます。（残量に応じた音も鳴ります。）

電池残量確認音は、ボタン確認音で設定した音量で鳴ります。（nP.131）

約２秒間経過するかcを押すと、１つ前の画面に戻ります。

電池が切れたら

お知らせ

マナーモードや公共モード（ドライブモード）を設定しているときは、警告音は鳴りません。（通話中を除く）

" ：電池残量が十分残っています

# ：電池残量が少なくなっています

$ ：電池残量がほとんどありません　充電してください

% ：電池残量がありません（しばらくすると電源が切れます）

{ ：電池パック充電中です

グラフィック

音 ピーピーピー ピーピー ピー

状　態

十分残っています 少なくなっています 電池残量がほとんど

ありません

充電してください
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電源を入れるとディスプレイのバックライトが点灯し、電話をかけたり、受けたりできる状態（待受状

態）になります。
電源を入れる前にFOMAカードが正しく取り付けられていることを確認してください。（nP.37）

電源ON／OFF

電源を入れる／切る

電源を入れる

1 H（電源）を２秒以上押す。
ウェイクアップ画面が表示され、初期設定の画面が表示されます。続けて、初期設定

（nP.46）の操作を行ってください。

初期設定が完了していないときは、電源を入れるたびに設定画面が表示されます。

初期設定が完了しているときは、電源を入れると、右のような

画面が表示されます。この画面を「待受画面」といいます。

［PIN1コードを入力してください］と表示されたときは、PIN1

コード（nP.155）を入力します。

［A］が表示されているときは、サービスエリア外、または電

波の届かない場所にいます。表示が消えるところまで移動し

てください。

［g］が表示されているときは、セルフモード中（nP.160）です。

お知らせ

FOMAカードが挿入されていない場合［FOMAカード（UIM）を挿入してください］と表示され、FOMAカードエ

ラーが表示されます。（nP.29）

電波が強く［]］が表示されていて移動せずに通話をしているときでも、通話が切れることがあります。

FOMAカードを差し替えたときは、電源を入れたあと４～８桁の端末暗証番号を入力する必要があります。正しく

入力されると待受画面が表示されます。５回誤った端末暗証番号を入力した場合は、電源が切れます。（ただし再度

電源を入れることは可能です。）

電源を切る

1 H（電源）を２秒以上押す。
電源が切れるまで時間がかかることがあります。（電源が切れるまでディスプレイに終了画面が表示されます。）

お知らせ

外部機器との接続は、通信が終了していることを確認したうえで、FOMA端末の電源を切ってから行ってくださ

い。

待受画面
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はじめてFOMA端末の電源を入れると自動的に初期設定画面が表示され、次の項目を設定できます。

（初期設定が完了しているときは、待受画面が表示されます。）

設定されていない項目があるときは、FOMA端末の電源を入れるたびに、設定画面が表示されます。

初期設定

初期設定を行う

設定項目 内　容 ページ

日時設定 FOMA端末の日付と時刻を合わせます。自動的に日時を補正するように設

定できます。

P.47

端末暗証番号変更 FOMA端末の各機能を利用するときに必要な端末暗証番号を登録します。 P.153

ボタン確認音設定 ボタンを押したときに音を鳴らすかどうかを設定します。 P.131

プッシュトーク番号通

知設定

プッシュトーク通信時に自分とメンバーの番号を通知するかどうかを設定

します。

P.104

ソフトウェア更新確認 ソフトウェア更新が必要かどうかを選択します。 P.455

1 日付・時刻を設定する。
TOPメニューから_（設定）→［初期設定］の順に選択することもできます。

2 端末暗証番号（４～８桁の数字）を登録する。（nP.153）
お買い上げ時は、［0000］に設定されています。

3 ボタン確認音を設定する。

4 プッシュトーク番号通知を設定する。
プッシュトーク番号の［通知］／［非通知］を選んでtを押します。

5 ソフトウェア更新確認を設定する。
［はい］を選んでtを押します。

ソフトウェア更新が起動し、ソフトウェア更新が必要かどうかをチェックします。（nP.454）

お知らせ

待受画面でt8を押すと、初期設定することができます。

日時は、2001年１月１日 00:00から2050年12月31日 23:59まで設定できます。

初期設定を中止するとき

設定中にHを押します。日時設定は中止しても必ず設定されます。

自動的に日時を補正するとき ［自動時刻補正］→t→［ON］→t→i
日時を入力するとき ［自動時刻補正］→t→［OFF］→t→［日付］→t→日

付を入力→t→［時刻］→t→時刻を入力→t→i
24時間制で入力します。また、月日・時刻が１桁

（１～９）のときは、01～09のように前に「０」を

付けます。

uで数字を選ぶこともできます。また、入力を間

違えたときは、vでカーソルを移動して、入力し

直してください。

ボタン確認音を鳴らす 1
ボタン確認音を鳴らさない 2
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FOMA端末の日付と時刻を設定します。自動的に日時を補正するように設定することもできます。

日時設定

お買い上げ時

自動時刻補正：ON日付・時刻を合わせる

1 待受画面でt34を押す。
TOPメニューから_（設定）→［一般設定］→［日時設定］の順に選択することもできま

す。

2 ［自動時刻補正］を選んでtを押し、［ON］／［OFF］を選ぶ。

Hを押すと待受画面に戻ります。

お知らせ

時刻は24時間制で表示されます。

設定した日付・時刻は、電池パックを交換する場合にも保持されますが、約２週間以上電池パックを外すか、電池残

量のない状態で放置するとリセットされることがあります。そのときは、充電してから再び設定し直してくださ

い。

日付・時刻を正しく設定しないと、リダイヤル、着信履歴、音声電話伝言メモ、テレビ電話伝言メモ、カメラ画像のタ

イトル・撮影日時などで日時が正しく記録されません。また自動電源ON／OFF、アラーム、スケジュール、SSL通信

（認証）、ｉアプリ自動起動、ｉアプリDX起動など時計を利用する機能が正しくご利用になれません。

料金上限通知設定が［有効］に設定されている場合は、日時設定の際に端末暗証番号の入力が必要です。

料金上限通知設定のリセット通知を設定中に日時設定を翌月以降に変更した場合、待受画面に［リセット時刻経

過］と表示されます。

自動時刻補正について

ドコモネットワークの時刻情報をもとに、自動的に時刻を補正します。

自動時刻補正を［ON］にしたとき、しばらく時刻が補正されない場合があります。自動時刻補正を有効にするには、

電源を入れ直してください。

電波状況によっては時刻を補正できない場合があります。

数秒程度の誤差が生じる場合があります。

自動的に日時を補正するとき ［ON］→t→i
日時を入力するとき ［OFF］→t→［日付］→t→日付を入力→t→［時刻］→t→時刻を入力→

t→i
24時間制で入力します。また、月日・時刻が１桁（１～９）のときは、01～

09のように前に「０」を付けます。

uで数字を選ぶこともできます。また、入力を間違えたときは、vで

カーソルを移動して、入力し直してください。
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音声電話やテレビ電話をかけるときに、相手の電話機（ディスプレイ）に自分の電話番号（発信者番号）を

表示させることができます。
発信者番号はお客様の大切な情報です。通知するかしないかの設定については、十分にご注意ください。

お客様の電話番号を通知するかどうかを設定する方法は、次のとおりです。

発信者番号通知は、［A］で設定することはできません。

発信者番号通知の設定を確認するときは、TOPメニューから_（設定）→［NWサービス］→［発信者番号通知］→［設定

確認］の順で選択します。

発信者番号通知の設定内容より、電話をかけるときの指定が優先されます。電話をかけるときに何も指定しないと、

発信者番号通知の設定内容に従います。

電話をかけるとき指定する方法は、プッシュトークをかけるときにも有効です。ただし、電話番号の前に「186」や

「184」を付ける方法では設定できません。プッシュトークの番号通知設定はP.104を参照してください。

自分の電話番号を確認できます。

発信者番号通知

お買い上げ時

通知しない相手に自分の電話番号を通知する

設定方法 番号を通知する 番号を通知しない

あらかじめ設定しておく方法 待受画面でt452を押し、

ネットワーク暗証番号（４桁の数字）

を入力する（nP.152）

［はい］に設定する ［いいえ］に設定する

電話をかけるときに指定

する方法

電話番号の前に「186」／「184」を付け

る

「186」を付ける 「184」を付ける

電話番号を入力して、サブメニューか

ら選ぶ（nP.55）

C21を押す C22を押す

お知らせ

発信者番号通知をお願いする旨のガイダンスが聞こえたときは、発信者番号通知を設定してから、おかけ直しくだ

さい。（nP.402）

発信者番号通知機能は、相手の電話機が発信者番号表示が可能な場合のみ、利用できます。

電話番号表示

自分の電話番号を確認する

1 待受画面でt0を押す。

電話番号表示画面

TOPメニューから_（設定）→［一般設定］→［確認］→［所有者情報］の順に選択するこ

ともできます。

音声電話中はC4、テレビ電話中はCr1を押します。

電話帳のPIMロック中は、端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力してtを押します。

電話番号以外の所有者情報を確認するには、t［詳細］を押し、端末暗証番号（４～８

桁の数字）を入力してtを押します。

所有者情報の登録・変更については、P.386を参照してください。
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電話のかけかた

電話をかける. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .50

音声電話からテレビ電話へ切り替える . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .51

着もじを設定する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜着もじ＞52

前にかけた相手にかけ直す . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜リダイヤル＞54

１回の通話ごとに発信者番号を通知／非通知にする . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜番号通知／非通知＞55

プッシュホン信号を手早く送り出す . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜ポーズダイヤル＞56

国際電話を利用する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜WORLD CALL＞57

サブアドレスを指定して電話をかける . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜サブアドレス設定＞59

途切れた通話を自動的に再接続する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜再接続機能＞60

周囲の騒音を抑えて通話を明瞭にする . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜ノイズキャンセラ＞60

車の中で手を使わずに話す . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜車載ハンズフリー＞60

電話の受けかた

電話を受ける. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .61

ダイヤルボタンを押して電話に出られるようにする . . . . . . . . . . . . . . . ＜エニーキーアンサー＞63

FOMA端末を閉じて通話を終了／保留する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜クローズ動作設定＞63

着信履歴を利用する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜着信履歴＞64

通話中に相手の声の音量を調節する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜受話音量＞66

電話に出られないとき／出られなかったとき

すぐに電話に出られないときに保留にする . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜応答保留＞66

応答保留音を設定する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜応答保留音＞67

通話保留音を設定する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜保留音＞67

公共モード（ドライブモード）を利用する . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜公共モード（ドライブモード）＞68

公共モード（電源OFF）を利用する  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .＜公共モード（電源OFF）＞69

不在着信を確認する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜不在着信＞70

電話に出られないときに用件を録音する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜伝言メモ＞71

着信中の電話に出られないときに用件を録音する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜クイック伝言メモ＞74

伝言メモ・音声メモを再生／削除する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜伝言メモ・音声メモ再生／削除＞74
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電池残量および受信レベルが十分であることを確認してください。
［A］が表示されているときは、サービスエリア外、または電波の届かない場所にいます。表示が消えるところまで

移動してください。

電波が強く［]］が表示されていて移動せずに通話をしているときでも、通話が切れることがあります。

［g］が表示されているときは、セルフモード中（nP.160）です。

電話をかける

1 待受画面で電話番号を市外局番からダイヤルする。
同一市内でも、必ず市外局番からダイヤルしてください。

電話番号は80桁まで入力できます。13桁を超えると２行で表示されます。26桁を超

えた場合、最後から26桁が２行表示されます。

2 sを押す。

電話帳に名前と
静止画を登録
している場合

携帯電話は一般の電話と違い、「ルルル……」という呼出音の前に「プップップッ」と

いう発信音が入ります。

音声電話中は［h］が表示されます。

電話帳に登録しているときは、電話番号と名前が表示されます。また、画像を設定し

ているときは、画像も併せて表示されます。

相手が話し中のときは、「ツーツー」という話中音が聞こえます。Hを押していった

ん電話を切り、しばらくしてからかけ直してください。

発信者番号通知をお願いする旨のガイダンスが聞こえたときは、通話先の方が番号

通知をお願いする旨のサービスを［開始］に設定しています。発信者番号を通知して

かけ直してください。（nP.48、P.55）

3 通話が終わったらHを押す。

お知らせ

操作１と２の手順を逆にしても電話をかけることができます。この場合、ダイヤルしてから約５秒間何も操作しな

いと発信します。

通話中は通話時間が表示されますが、通話時間の表示は目安です。

通話時間は最長９時間59分59秒まで表示され、これを超えると０分00秒に戻ります。

連続通話するとFOMA端末が温かくなることがありますが、異常ではありません。

電話をかけるときは、内蔵アンテナ部分を覆わないようにしてご利用ください。

ハンズフリーで話す＜ハンズフリー＞

音声電話通話中に s（１秒以上）
受話音量を調節するとき：o／p
解除するとき：s（１秒以上）

通話中に保留する＜通話保留＞

1 音声電話通話中にC1
2 保留中の電話に出るときはC

携帯電話にかける 電話番号11桁（090-XXXX-XXXX、080-XXXX-XXXX）を入力

PHSにかける 電話番号11桁（070-XXXX-XXXX）を入力

国際電話をかける

（［+］入力）

0（１秒以上）→電話番号の入力

先頭に［+］が入力された場合、［+］以降の電話番号への発

信・通話動作を行います。

ダイヤルを間違えた

とき

c（最後の１桁が消えます。）

すべての桁を消すときはcを１秒以上押します。

（待受画面に戻ります。）
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自分から電話をかけたときに、音声電話⇔テレビ電話を切り替えできます。
相手のFOMA端末のテレビ電話切替機能通知（nP.93）を［開始］に設定している必要があります。

電話を受けたときは切り替えることができません。相手から切り替えてもらってください。

相手側が切り替え可能な端末の場合、画面右下の操作ガイダンスに［テレビ電話］が表示され、音声電話中にテレビ

電話へ切り替えることができます。（音声電話⇔テレビ電話切り替え対応機種にてご利用いただけます。）

発信番号を選択して電話をかける＜マルチナンバー選択＞

電話番号設定でマルチナンバー登録を行っていない場合は番号を選択できません。マルチナンバー登録を

行ってください。（nP.405）

1 待受画面で相手先電話番号を入力 ? C4
2 発信番号を選ぶ ? t ? s

お知らせ

ハンズフリーについて

ハンズフリー中は［M］が表示されます。

送話口から20～40cm程度が最も通話しやすい距離です。なお、周囲の騒音が大きい場所では、音声が途切れる

など良好な通話ができないことがあります。

屋外や騒音が大きい場所でハンズフリー通話を行う場合は、別売りの平型スイッチ付イヤホンマイクをご利

用ください。

着信中は操作できません。

受話音量を大きくすると会話しづらくなることがあります。その場合は、pを押して音量を下げてください。

通話を終了すると、ハンズフリーは解除されます。

通話保留について

保留中は保留音がスピーカから流れます。

マナーモード設定中はFOMA端末から保留音は聞こえません。

相手には保留音が流れ、電話はつながった状態のまま保留されます。

保留中にFOMA端末を閉じても、保留状態は続きます。クローズ動作設定とは連動していません。

マルチナンバー選択について

マルチナンバーをご契約の場合、登録しているマルチナンバーを選択してから電話をかけることができます。

（nP.405）

音声電話からテレビ電話へ切り替える

1 音声電話の通話中にa［テレビ電話］を押し、［はい］を選んでtを押す。
通話中にC5を押しても操作できます。

［いいえ］を選ぶと、音声通話中の画面に戻ります。

切り替え中は、［しばらくお待ちください］と表示され、音声ガイダンスが流れます。

テレビ電話に切り替わり、自分側のカメラ映像が送信されます。

音声電話⇔テレビ電話の切り替えは、通話中何度でも可能です。切り替えるたびに、通話時間表示が０秒か

ら開始されます。

お知らせ

相手が映像を表示しないように選択した場合、相手側のカメラ映像は表示されません。
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音声電話やテレビ電話をかけるときに同時にメッセージ（着もじ）を送信して、呼び出し中の相手の電話
機に表示し、あらかじめ用件を伝えることができます。

あらかじめ着もじメッセージを登録しておくことができます。また、着もじを受信したときに表示する

かどうかを設定することもできます。
全角・半角・絵文字・記号問わず10文字まで送信できます。

送信側は料金がかかります。受信側は料金がかかりません。

送信画面および受信画面の着もじメッセージの前には、［e］が表示されます。

着もじが表示されるのは着信中（呼出中）のみです。通話を開始したら着もじは消えます。

対応機種：902iSシリーズ、SH902iSL、P702iD、SH702iS、N902iX HIGH-SPEED

着もじを受信したときの着信画面

受信した着もじは、着信履歴詳細画面でもメッセージの内容を確認できます。（nP.64）

着もじメッセージを登録する＜メッセージ作成＞
着もじメッセージは最大10件まで登録できます。

通話中でも、サブメニューやマルチアシスタントから他の画面を表示したときや保留中などには、テレビ電話に切

り替えできません。

切り替えには、約５秒かかります。電波状況によっては、切り替えに時間がかかる場合があります。

切り替え中は、通話時間としてカウントされますが、料金は加算されません。

パケット通信中の場合は、パケット通信を切断してテレビ電話に切り替えます。

相手がパケット通信中の場合は、［切替できません］と表示され、音声電話からテレビ電話に切り替わらず、音声通

話を継続します。

電波状況によっては、音声電話からテレビ電話に切り替わらず、接続が切れる場合があります。

お買い上げ時のテレビ電話ハンズフリー設定は［ON］に設定されています。（nP.90）切り替え前の通話状態にか

かわらず、テレビ電話に切り替えるとハンズフリー通話になります。

テレビ電話の通話中にsを押すと、ハンズフリーへの切替・解除ができます。

［しばらくお待ちください］と表示されている間は、ハンズフリーへの切替・解除ができません。

テレビ電話から音声電話への切り替え方法については、P.82を参照してください。

キャッチホンでの通話中に、音声電話からテレビ電話に切り替えることはできません。

着もじ

着もじを設定する

着もじとは

着もじメッセージの編集や設定をする

1 待受画面でt571を押す。
TOPメニューから_（設定）→［その他のNWサービス］→［着もじ］→［メッセージ作成］の順に選択すること

もできます。

お知らせ

メインディスプレイ サブディスプレイ

音声電話の場合

メインディスプレイ サブディスプレイ

テレビ電話の場合
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着もじを表示するかどうかを設定する＜メッセージ表示設定＞
お買い上げ時設定（番号通知ありのみ）

2 番号を選んでi［編集］を押し、メッセージを入力してtを押す。
登録している着もじメッセージを確認するときは、番号を選んでtを押します。

1 待受画面でt572を押す。
TOPメニューから_（設定）→［その他のNWサービス］→［着もじ］→［メッセージ表

示設定］の順に選択することもできます。

2 表示方法を選ぶ。

着もじメッセージをつけてダイヤルする＜着もじ＞

1 待受画面で相手先電話番号を入力し、C6［着もじ］を押す。

2 着もじメッセージを選ぶ。

3 s［音声電話］／i［テレビ電話］を押す。

お知らせ

電話帳から着もじをつけて発信するときは、P.120を参照してください。

送信メッセージ履歴は、最後に送信したものから最大10件まで記憶されます。

着もじが相手に届いた場合［送信しました］と表示され、送信料金がかかります。

呼出動作開始時間設定で設定した時間より呼出時間が短い着信でも、着もじは表示され、送信料金がかかります。

着もじが相手に届かなかった場合は［送信できませんでした］と表示されます。このとき送信料金はかかりません。

相手が対応端末でないとき

メッセージ受信設定で許容している着信以外の着信のときなど

電波状態によって、相手側の端末に着もじが届いていても発信側に送信結果が表示されない場合があります。この

場合、送信料金はかかります。

着もじは、海外に送信することはできません。

音声自動再発信時には、テレビ電話発信時の着もじが自動で送信されます。

すべての着もじを表示する 1
電話帳に登録されている相手からの着もじのみを表示する 2
発信者番号通知ありの相手からの着もじのみを表示する 3
着もじを表示しない 4

着もじメッセージを新規作成する 1→着もじメッセージを入力する→t
登録している着もじメッセージから選ぶ 2→着もじメッセージを選ぶ→t
送信メッセージ履歴から選ぶ 3→着もじメッセージを選ぶ→t

送信メッセージ履歴を１件削除するときは、着もじメッセージ

を選んでC1を押します。すべての送信メッセージ履歴を削

除するときはC2を押します。
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以前にかけた電話番号（リダイヤル）は、最後にかけた電話番号から最大30件（プッシュトークを含む）

までFOMA端末に記憶されます。
記憶できる件数を超えたときは、古い電話番号から順に削除されます。

同じ電話番号に複数回かけたときは、最新の１件だけが記憶されます。ただし、複数の相手にプッシュトーク発信し

た場合や、プッシュトークプラスを利用して発信した場合は、毎回記憶されます。

着もじはプッシュトークに対応していません。

着もじメッセージの入力/選択中に着信やアラームが動作すると、着もじの操作はクリアされます。

着信側が以下の設定・状態の場合には、着もじをつけて発信しても着もじは表示されず、送信料金がかかりません。

（着信履歴にも保存されません。）また、送信側の画面には送信結果が表示されません。

圏外のときや電源が入っていないとき

公共モード（ドライブモード）を設定しているとき

伝言メモの呼出時間を０秒に設定しているときなど

リダイヤル

前にかけた相手にかけ直す

1 待受画面でr（I）を押す。

リダイヤル一覧画面

電話番号と日時が、新しい順に一覧表示されます。

電話帳に登録しているときは、名前が表示されます。電話帳に同じ電話番号が重複し

て登録されているときは、メモリ番号の若い方の名前が表示されます。

プッシュトークの場合、相手の名前か、プッシュトークグループのグループ名が表示

されます。

リダイヤルの種類
B：テレビ電話 w：国際電話 表示なし：音声電話

ab：プッシュトーク（１対１の通信） ac：プッシュトーク（１対多の通信）

ad：プッシュトーク（プッシュトークプラス利用）

1～3：マルチナンバー発信（マルチナンバー設定時のみ）

2 電話番号を選んで電話をかける。

表示されている電話番号に発信します。

「184」や「186」を付けて電話をかけたときは、別のリダイヤルとして記憶されます。

お知らせ

リダイヤルの種類は、通話中に音声電話⇔テレビ電話を切り替えても、発信時の種類が表示されます。

発着信履歴表示のリダイヤル表示が［OFF］に設定されているときも履歴は記憶されていますが、リダイヤルは表

示されません。

複数の相手に発信したプッシュトークのリダイヤルを選んだ場合、&またはtを押すと全員に発信します。音声電

話やテレビ電話をかけることはできません。

お知らせ

リダイヤル詳細画面を表示する 電話番号を選ぶ→t
着信履歴一覧画面に切り替える q

音声電話をかける s
テレビ電話をかける t→i
プッシュトークをかける \
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自分の電話番号を相手に「通知する」または「通知しない」を、そのつど選んで発信できます。

発信者番号を通知しないとき
相手先電話番号を入力してC22［番号非通知］を押し、s［音声電話］またはi［テレビ電話］を

押す。

発信者番号を通知するとき
相手先電話番号を入力してC21［番号通知］を押し、s［音声電話］またはi［テレビ電話］を押

す。

サブメニューでできること

リダイヤル一覧画面や詳細画面でCを押すと、サブメニュー画面が表示され、次の操作を選択できます。

リダイヤルのサブメニュー

リダイヤルを削除する＜削除＞

1 待受画面でr（I）? 電話番号を選ぶ ? C21［１件削除］
すべてのリダイヤルを削除するとき：C22

2 ［はい］ ? t

お知らせ

リダイヤルの削除について

電源を切ってもリダイヤルは削除されません。他の人に見られたくないときは、リダイヤルを削除してくださ

い。

リダイヤルを全件削除すると、着もじの送信メッセージ履歴も削除されます。

次の操作を行うと、リダイヤルはすべて削除されます。

ダイヤル発信制限 電話帳のPIMロック ユーザデータ削除

番号通知／非通知

１回の通話ごとに発信者番号を通知／非通知にする

お知らせ

電話帳やリダイヤル、着信履歴の詳細画面で、サブメニューを表示して、番号通知／番号非通知を選び電話をかけ

ることもできます。

「186」を入力してから相手先番号を入力してC22［番号非通知］を押した場合、発番号は通知されます。

相手番号を入力し、プレフィックス選択から［186］を付けた場合は発番号は通知されます。

「184」を入力してから相手先番号を入力してC21［番号通知］を押した場合、発番号は通知されません。

お知らせ

リダイヤル一覧画面で

のメニュー項目

リダイヤル詳細画面で

のメニュー項目
内　容

U電話帳登録 U電話帳登録 電話番号を電話帳に登録する。

V削除 V１件削除 記憶している電話番号を削除する。（nP.55）

─ W番号通知設定 発信する際の番号の通知／非通知を設定する。

─ X番号付加設定 プレフィックス選択、国際電話発信、付加番号削除を行う。

─ Yマルチナンバー選択 マルチナンバーに登録している発信番号を選択する。
（nP.405）

─ Zテレビ電話設定 テレビ電話画像設定、通信速度設定を行う。

─ [着もじ メッセージ作成、メッセージ選択、送信メッセージ履歴表示
を行う。

\メール作成 \メール作成 メールを作成する。電話帳にメールアドレスが登録されてい
ない場合は、発信した電話番号が宛先に入力される。

rUスケジュール作成 rUスケジュール作成 電話番号とリダイヤル日時をスケジュールに登録する。
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ポケットベル※の電話番号と送信するメッセージ（番号）や、チケットの予約や銀行の残高照会サービス
の電話番号と送信するメッセージ（番号）などの組み合わせを電話帳に登録しておくと、簡単な操作で送
信できます。

通話中にダイヤルボタンを押すと、プッシュホン信号を１つずつ送信できます。

相手番号を入力し、プレフィックス選択から［184］を付けた場合は発番号は通知されません。

「184」や「186」を付けて電話をかけたときは、別のリダイヤルとして記憶されます。

「186」を付けてダイヤルする（発信者番号を通知する）
186 ? 電話番号 ? s［音声電話］／i［テレビ電話］

「184」を付けてダイヤルする（発信者番号を通知しない）
184 ? 電話番号 ? s［音声電話］／i［テレビ電話］

お知らせ

通話ごとの発信者番号通知について

ネットワークサービスの発信者番号通知設定にかかわらず有効です。

ポーズダイヤル

プッシュホン信号を手早く送り出す

電話帳にプッシュホン信号を登録する

1 電話帳に電話番号を入力（nP.108）し、oを押して送信する番号を入力す
る。

oを押すとポーズ［Ｐ］が入力されます。

番号を入力してから、oを押し、さらに番号を追加できます。

2 tを押し、電話帳の他の項目を入力する。
詳しくは、P.108～P.109を参照してください。

プッシュホン信号を利用してメッセージを送る

1 プッシュホン信号を登録した電話帳から電話をかける。
詳しくは、P.118～P.120を参照してください。

電話がつながると、登録した［Ｐ］以降の番号が表示されます。

2 タイミングを合わせてi［PB送信］を押す。
［Ｐ］以降の番号がプッシュホン信号で送信されます。

［Ｐ］で区切った複数の番号を登録しているときは、i［PB送信］を押すたびに送信されます。

受信側の機器によっては、信号を受信できない場合があります。

通話中にダイヤルボタンで送信する

1 電話をかけ、つながったら送信する番号のダイヤルボタンを押す。
押したボタンの番号が、プッシュホン信号として送信されます。

プッシュホン信号でメッセージを送るときは、80桁以上入力できます。（最初に入力した順に消去されます。）

お知らせ
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WORLD CALLは、ドコモの携帯電話からご利用いただける国際電話サービスです。

FOMAサービスをご契約のお客様は、ご契約時に併せて「WORLD CALL」もご契約いただいています。

（ただし、不要のお申し出をされた方を除きます。）

通話先は世界約240の国と地域です。

「WORLD CALL」の料金は毎月の携帯電話の通話料金と合わせてご請求いたします。

申込手数料・月額使用料は無料です。

WORLD CALLをご利用された場合は、直前の通話時間の概算がFOMA端末の画面で確認できます。（nP.389）

電話帳、着信履歴、リダイヤルを利用するときは、「009130010」を自動的に付加して電話をかけることができます。

国際電話ダイヤル手順の変更について

携帯電話などの移動体通信は、「マイライン」サービスの対象外であるため、WORLD CALLについても「マイライン」

サービスをご利用いただけませんが、「マイライン」サービスの導入に伴い携帯電話などから国際電話をご利用にな

る場合のダイヤル手順が変更となりました。従来のダイヤル手順（上記ダイヤル手順から「010」を除いたもの）では

ご利用いただけませんので、ご注意ください。

WORLD CALLについては、本書裏面の「総合お問い合わせ先」までお問い合わせください。

ドコモ以外の国際電話サービス会社をご利用になる場合は、各国際電話サービス会社に直接、お問い合わせくださ

い。

一部ご利用できない料金プランがあります。

※2001年１月から、ドコモのポケットベルは、「クイックキャスト」に名称が変わりました。

WORLD CALL

国際電話を利用する

ドコモの国際電話サービス「WORLD CALL」

［通話方法］009130 O 010 O 国番号 O 地域番号（市外局番） O 相手先電話番号 O s
※ 上記の操作方法を、FOMA端末の電話帳に登録できます。
※ 地域番号（市外局番）が「０」で始まる場合には、「０」を除いてダイヤルしてください。

（ただし、イタリアの一般電話などにおかけになる場合は、「０」が必要です。）

海外の特定3G携帯端末をご利用のお客様に対し、上記ダイヤル方法のあとにテレビ電話モードで発信すれば「国際テ

レビ電話」がご利用いただけます。

接続可能な国および通信事業者などの情報についてはドコモのホームページをご覧ください。

国際テレビ電話の接続先の端末により、FOMA端末に表示される相手側の画像が乱れたり、接続できない場合がご

ざいます。

簡単な方法で国際電話をかける＜プレフィックス選択＞
お買い上げ時

［009130-010］

国番号、地域番号（市外局番）、相手先電話番号のみを入力して、国際電話をかけるこ
とができます。

1 待受画面で国番号、地域番号（市外局番）、相手先電話番号を入力し、
C31［プレフィックス選択］を押す。

2  1［009130-010］を押し、sを押す。
ドコモ以外の国際電話サービス会社をご利用になる場合は、あらかじめプレフィックス設定で登録したうえで

選択します。

入力した電話番号に発信します。
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プレフィックス設定をする＜プレフィックス設定＞
国際電話用の付加番号を最大５件まで登録できます。電話帳、着信履歴、リダイヤルからの発信時に付加
されます。

1 待受画面でt691を押し、新規に登録する［--------------------］を選
んでtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［通話・通信機能設定］→［その他の設定］→

［プレフィックス設定］の順に選択することもできます。

2 付加番号を入力してtを押す。
0を１秒以上押すと［+］を入力できます。

最大16桁まで入力できます。

ダイヤル発信制限中（nP.161）には、番号の登録や変更、削除はできません。

お知らせ

設定リセットを行うと、付加番号は［009130-010］のみになります。

電話帳から発信する
電話帳の詳細画面でC421 ? 付加番号を選ぶ ? t ? s

着信履歴やリダイヤルから発信する
着信履歴、リダイヤルの詳細画面でC41 ? 付加番号を選ぶ ? t ? s

WORLD CALL以外の番号を設定する＜国際電話設定＞ お買い上げ時

WORLD CALL
［009130-010］WORLD CALL以外の国際電話番号の名称と番号を最大10件登録できます。

1 待受画面でt6932を押し、新規に登録する［--------------------］を
選んでtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［通話・通信機能設定］→［その他の設定］→［国際ダイヤ

ル設定］→［国際電話設定］→番号の順に選択することもできます。

2 名称を入力してtを押す。
最大半角14文字まで入力できます。

3 付加番号を入力してtを押す。
0を１秒以上押すと［+］を入力できます。

最大16桁まで入力できます。

ダイヤル発信制限中（nP.161）には、番号の登録や変更、削除はできません。

お知らせ

設定リセットを行うと、付加番号は［009130-010］のみになります。

すでに登録されている番号を変更する 番号を選ぶ→t→1
すでに登録されている番号を削除する 番号を選ぶ→t→2→［はい］→t

すでに登録されている番号を変更する 番号を選ぶ→t→1
すでに登録されている番号を削除する 番号を選ぶ→t→2→［はい］→t
登録した番号を自動付加対象に設定する 番号を選ぶ→t→3

名称の右に［w］が表示されます。

自動付加を解除するときは、再び同様

の操作を行います。
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国際電話番号を付けて国際電話をかける＜国際電話発信＞

国際電話設定で自動付加対象に設定した番号を、国際電話発信時に自動的に付加するかどうかを設定し
ます。

自動付加を設定すると
先頭に［+］を入力してダイヤルすると、国際電話番号を自動付加して発信します。

0を１秒以上押すと［+］を入力できます。

サブアドレスを指定して電話をかけられるように設定します。サブアドレスを使用すると、ISDN端末に
電話をかけるときに、特定の端末を呼び出すことができます。

サブアドレスとは、１つのISDN回線に接続された複数のISDN端末を呼び分けるために付けられた番号です。

Vライブでコンテンツを選択するときにも利用します。

サブアドレスを指定して電話をかける
電話番号とサブアドレスは相手にお問い合わせください。

1 待受画面で国番号、地域番号（市外局番）、相手先電話番号を入力し、
C32［国際電話発信］を押す。

2 付加番号を選んでtを押す。
付加した番号を削除するときは、C33を押します。

国際電話番号を自動的に付加する＜自動付加設定＞
お買い上げ時

自動付加

1 待受画面でt6931を押し、1［自動付加］を押す。
TOPメニューから_（設定）→［通話・通信機能設定］→［その他の設定］→［国際ダイヤル設定］→［自動付加設

定］の順に選択することもできます。

1 待受画面で［+］、国番号、地域番号（市外局番）、相手先電話番号を入力し、
sを押す。

2 ［はい］を選んでtを押す。
国際電話を発信します。

サブアドレス設定

お買い上げ時

ONサブアドレスを指定して電話をかける

1 待受画面でt692を押し、1［ON］を押す。
TOPメニューから_（設定）→［通話・通信機能設定］→［その他の設定］→［サブアドレス設定］の順に選択す

ることもできます。

サブアドレスが指定可能になります。

待受画面で電話番号、*、サブアドレスの順にダイヤルし、sを押す。

お知らせ

電話番号の先頭に「b」を入力したり、「184」、「186」、プレフィックス設定で付加された番号のあとに「b」を入力す

ると、「b」以降は電話番号とみなされます。
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トンネルやビルの陰などでは一時的に電波の状態が悪くなり、通話が途切れることがあります。すぐに

電波状態がよくなった場合に自動的に再接続して、通話を継続できるようにします。再接続時はアラー

ム音でお知らせします。
アラーム音は、［アラームあり（高音）］、［アラームあり（低音）］、［アラームなし］から選ぶことができます。

再接続機能はテレビ電話中・プッシュトーク通信中も有効です。

FOMA端末を車載ハンズフリーキット01（別売）やカーナビなどのハンズフリー対応機器と接続するこ

とにより、ハンズフリー対応機器から音声電話の発着信などの操作ができます。

ハンズフリー対応機器の操作については、各ハンズフリー対応機器の取扱説明書をご覧ください。なお、

車載ハンズフリーキット01（別売）をご利用時には、FOMA 車載ハンズフリー接続ケーブル01（別売）が

必要です。

再接続機能

お買い上げ時

アラームあり（高音）途切れた通話を自動的に再接続する

1 待受画面でt612を押し、アラーム音を選ぶ。
TOPメニューから_（設定）→［通話・通信機能設定］→［通話中設定］→［再接続機能］の順に選択することも

できます。

お知らせ

電波の状態により再接続可能な時間は異なります。目安は約10秒間です。

再接続されるまでの間（最長10秒間）、相手は無音状態になります。また、この間も通話料金がかかります。

ノイズキャンセラ

お買い上げ時

ON周囲の騒音を抑えて通話を明瞭にする

1 待受画面でt611を押し、1［ON］を押す。
TOPメニューから_（設定）→［通話・通信機能設定］→［通話中設定］→［ノイズキャンセラ］の順に選択する

こともできます。

お知らせ

通常は、［ON］でのご使用をおすすめします。

ノイズキャンセラでは、通話を明瞭にするために音声の加工処理をしています。周囲のノイズ状態や、話しかたに

より、音声の聞こえかたが変わることがあります。

ノイズキャンセラはテレビ電話中も有効です。

車載ハンズフリー

車の中で手を使わずに話す

お知らせ

着信時の画面表示や着信音などの動作、公共モード（ドライブモード）設定中の着信動作は、FOMA端末の設定に従

います。

ハンズフリー対応機器から音を鳴らすように設定している場合、FOMA端末でマナーモード中や着信音量を［サイ

レント］に設定していても、電話の着信時にハンズフリー対応機器から着信音が鳴ります。

ハンズフリー対応機器から電話帳やリダイヤルを利用してテレビ電話をかけた場合、ハンズフリー対応機器から

の通信速度設定に従います。設定していない場合は、64Kでテレビ電話を発信します。

ハンズフリー対応機器からテレビ電話をかけたり受けたりする場合、相手には代替画像が送信されます。

アラーム音（高音）を鳴らす 1
アラーム音（低音）を鳴らす 2
アラーム音を鳴らさない 3
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音声電話の着信は、着信音、着信ランプ（ピクチャーライト）、バイブレータなどで確認できます。

FOMA端末から音を鳴らすように設定している場合、通話中にFOMA端末を閉じたときはクローズ動作設定に従
います。ハンズフリー対応機器から音を鳴らすように設定している場合は、クローズ動作設定にかかわらず
FOMA端末を閉じても通話は継続されます。

伝言メモ設定中は、ハンズフリー対応機器と接続中でも伝言メモの設定に従います。

ハンズフリー対応機器の特性や仕様によっては、FOMA端末の一部の通話操作ができないことがあります。

電話を受ける

1 音声電話がかかってくると、着信音が鳴り、着信ランプ（ピクチャーライ
ト）が点滅する。

2 sを押す。
相手と通話できます。

エニーキーアンサーが［ON］に設定されている場合、HC#以外のボタンで、電話を受けることができ

ます。（nP.63）

3 通話が終わったらHを押す。

お知らせ

ビル電話などダイヤル市外通話のできない電話機から、FOMA端末へ電話をかけることはできません。

電話帳に登録されていない相手や電話番号を通知してこない相手から着信があったときに、設定した秒数後に着

信音が鳴るようにできる呼出動作開始時間設定や、電話帳に登録されていない相手からの電話をつながらないよ

うに設定できる電話帳登録外着信拒否を設定することもできます。

特定の電話帳をリストに登録して、着信拒否／着信許可を設定することもできます。

留守番電話サービスの着信通知を利用すると、FOMA端末の電源が入っていないときや圏外のときに着信があっ

た場合、再び電源を入れたときや圏内になったときに着信があったことを知らせるSMSを受信します。その場合は

電話帳に登録されている相手からの着信のときは、本文に名前が表示されます。

お知らせ

電話帳に名前と静止画を登録している場合

メインディスプレイ サブディスプレイ

着もじを受信した場合

メインディスプレイ サブディスプレイ

発信者番号が通知されたときは、電話番号が表示され

ます。電話帳に相手の名前と電話番号が登録されてい

るときは、名前も併せて表示されます。

電話帳にピクチャーコール（静止画または動画／ｉモー

ション）が設定されているときは（nP.110）、名前や電

話番号に加えて、設定された画像が表示されます。（音声

電話着信音にｉモーションを設定した場合は、音声電話

着信音の画像が優先されます。）発信者番号が通知され

ないときは、表示されません。

着もじを受信したときは、メッセージが表示されます。

（nP.52）

発信者番号が通知されないときは、非通知理由のメッ

セージが表示されます。

［非通知設定］、［公衆電話］、［通知不可能］（nP.167）

着信中に着信音やバイブレータを止めたいときは、

#を押します。（クイックサイレント）
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相手（発信側）の操作で音声電話⇔テレビ電話を切り替えます。
自分（着信側）から切り替えることはできません。（音声電話⇔テレビ電話切り替え対応機種にてご利用いただけます。）

自分のFOMA端末のテレビ電話切替機能通知（nP.93）を［開始］に設定しておく必要があります。

プッシュトーク通信中に音声電話がかかってきたとき、PT通信中着信設定を［通常着信］に設定している場合は、

sを押して音声電話に出ることができます。

通話中に「ププ…ププ…」という通話中着信音が聞こえたとき

留守番電話サービス、転送でんわサービス、キャッチホンのいずれかをご契約いただき、留守番電話サービスと転

送でんわサービスは通話中着信設定を［開始］に設定し、着信動作選択を［通常着信］に設定すると、通話中に別の電

話がかかってきたときに「ププ…ププ…」という通話中着信音が聞こえ、以下の動作が可能です。

留守番電話サービス . . . . . . .着信中にC3［留守転送］を押して留守番電話サービスセンターへ転送できま

す。（nP.396）

転送でんわサービス . . . . . . .着信中にC2［着信転送］を押して登録転送先へ転送できます。（nP.399）

キャッチホン . . . . . . . . . . . . .通話中の電話を保留にし、かかってきた電話に応答できます。（nP.398）

着信中のボタン操作

編集中に電話がかかってきたとき

電話帳や送信メッセージ（ｉモードメール・SMS）などの編集中に、電話の着信があると、編集はいったん中断されま

す。このとき、編集中のデータは自動保存され、通話が終わったあと、着信前の画面に戻り編集を続けることができ

ます。ただし、変換途中で確定前の文字については、正しく保存されていない場合がありますので、ご注意ください。

編集画面に戻ったときにHを押すと、［編集中の内容が失われます　終了しますか？］と表示されます。［はい］を

選んでtを押すと、待受画面に戻り、編集中のデータは削除されます。

着もじメッセージの入力/選択中に着信やアラームが動作すると、着もじの操作はクリアされます。

登録しているマルチナンバーに着信があると

マルチナンバーの名称を登録している場合、着信した番号に応じて［着信中］の文字の右に名称が表示されます。

音声電話からテレビ電話に切り替えて電話を受ける

1 音声電話の通話中に相手がテレビ電話に切り替える。
音声ガイダンスが流れたあと、左の画面が表示されます。

テレビ電話中に相手が音声電話に切り替えたときは、音声ガイダンスが流れたあと

音声電話に切り替わります。

2 ［はい］を選んでtを押す。
自分側のカメラ映像が送信されます。

［いいえ］を選ぶと、自分側のカメラ映像は送信されません。相手側の画面には、［カメラオフ］と表示されます。

お知らせ

切り替えには、約５秒かかります。切り替え中は、右の画面が表示されます。電波状況に

よっては、切り替えに時間がかかる場合があります。

パケット通信中の場合は、切り替えできません。

電波状況によっては、音声電話からテレビ電話に切り替わらず、接続が切れる場合があります。

テレビ電話から音声電話へ切り替えて電話を受ける方法については、P.86を参照してくだ

さい。

お知らせ

スタイル
応答保留

（nP.66）

クイック

サイレント

伝言メモ応答

（nP.74）

伝言メモ録音／

着信転送／留守

転送／着信拒否

マナーモード

設定（nP.135）

開いているとき H # 1（１秒以上） C #（１秒以上）

閉じているとき － x － － x（１秒以上）
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0、*、1～9のボタンを押しても、音声電話やプッシュトークを受けることができるように

設定します。
音声電話は、twimac$でも電話を受けることができます。

プッシュトークは、iCmac$でも電話を受けることができます。

テレビ電話をsやi以外のボタンで受けることはできません。

通話中にFOMA端末を閉じたときの動作を設定できます。
音声電話、テレビ電話の場合は、［保留］（保留音を流す）、［終話］（通話を終了する）、［ミュート］（保留音を流さずに通

話を保留する）のいずれかを選択できます。

プッシュトークの場合は、［終話］、［スピーカ通話］（相手の声をスピーカから聞こえるようにする）のいずれかを選

択できます。ただし、発信中の場合は、設定によらず[終話]となります。

エニーキーアンサー

お買い上げ時

ONダイヤルボタンを押して電話に出られるようにする

1 待受画面でt631を押し、1［ON］を押す。
TOPメニューから_（設定）→［通話・通信機能設定］→［着信時設定］→［エニーキーアンサー］の順に選択す

ることもできます。

クローズ動作設定
お買い上げ時

音声電話、テレビ電話：終話
プッシュトーク：スピーカ通話FOMA端末を閉じて通話を終了／保留する

1 待受画面でt67を押し、クローズ動作を選ぶ。
TOPメニューから_（設定）→［通話・通信機能設定］→［クローズ動作設定］の順に選択することもできます。

お知らせ

［保留］に設定しているときは、保留音が流れます。保留音は変更（nP.67）できます。テレビ電話の場合、相手には

保留画像設定で設定した画像が送信されます。

［ミュート］に設定しているときは、保留音は鳴りません。テレビ電話の場合、代替画像設定で静止画を設定したと

きは、相手には設定した静止画が送信されます。キャラ電を設定したときは、相手には現在設定中のキャラ電が送

信されます。

[保留]または[ミュート]に設定している場合、再び通話するときは、FOMA端末を開きます。

平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）などを接続しているときは、［保留］、［ミュート］、［終話］の設定にかかわら

ず、FOMA端末を閉じても通話が継続されます。

テレビ電話の場合、代替画像設定で設定した代替画像が相手に送信されます。そのあと、FOMA端末を開くとカ

メラ画像が相手側に送信されます。（nP.88）

音声電話／テレビ電話の場合、FOMA端末を閉じた状態でイヤホンマイクを抜くと、［ミュート］、［終話］に設定中

はミュート状態になり、［保留］に設定中は保留状態になります。再びイヤホンマイクを接続するか、FOMA端末を

開くと、通話できます。プッシュトークの場合、FOMA端末を閉じた状態でイヤホンマイクを抜くと［終話］に設定

しているときは終話、［スピーカ通話］に設定しているときはスピーカ通話となります。

プッシュトークの場合、［スピーカ通話］に設定しているときは、FOMA端末を開くと通常の通信に戻ります。

音声電話、テレビ電話 1→1 閉じたときに保留する

1→2 閉じたときに通話を終了する

1→3 閉じたときにミュートする

プッシュトーク 2→1 閉じたときに通信を終了する

2→2 閉じたときに相手の声がスピーカから聞こえるようにする
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かかってきた電話の履歴（着信履歴）は、最後にかかってきた電話番号から最大30件（プッシュトークを
含む）までFOMA端末に記憶されます。

記憶できる件数を超えたときは、古い電話番号から順に削除されます。

着信履歴

着信履歴を利用する

着信履歴で電話をかける

1 待受画面でq（M）を押す。

着信履歴一覧画面

電話番号と日時が、新しい順に一覧表示されます。

電話帳に登録しているときは、名前が表示されます。電話帳に同じ電話番号が重複し

て登録されているときは、メモリ番号の若い方の名前が表示されます。

履歴の種類
g：電話に出たものや、応答保留したもの

I：伝言メモで用件録音されたもの

D：電話に応答しなかったもの、転送先や留守番電話サービスセンターに転送したも

の、電話帳指定着信拒否（nP.166）、電話帳指定着信許可（nP.164）、電話帳登録

外着信拒否（nP.169）、非通知理由別着信拒否（nP.167）、公共モード（ドライブ

モード）（nP.68）の設定により着信が拒否されたもの

電話の種類
B：テレビ電話 x：64Kデータ通信 w：国際電話 表示なし：音声電話

e：着もじ

ab：プッシュトーク（１対１の通信）

ac：プッシュトーク（１対多の通信）

ad：プッシュトーク（プッシュトークプラス利用）

1～3： マルチナンバー着信（マルチナンバー設定時のみ）

2 電話番号を選んで電話をかける。

表示されている電話番号に発信します。

お知らせ

着信履歴の電話の種類は、通話中に音声電話⇔テレビ電話を切り替えても、応答時の種類が表示されます。

ダイヤル発信制限中は、着信履歴から電話をかけることができません。

複数の相手に発信されたプッシュトークの着信履歴を選んだ場合、音声電話やテレビ電話をかけることはできま

せん。

電話帳のPIMロック中は、電話番号のみ表示されます。PIMロックを解除すると、電話帳に登録されている名前が表

示されます。

呼出動作開始時間設定が［ON］で、不在着信履歴表示が［OFF］に設定されているときに電話がかかってきた場合、

呼出動作開始時間内に電話が切断されたり、電波の状況が悪いために切断されると、着信履歴には表示されませ

ん。ただし、着信履歴一覧画面でCr21［全表示］を押して全表示を行うと、このような場合の着信履歴も表

示されます。

電話に出られなかった場合は、着信履歴詳細画面でCr22［呼出時間表示］を押すと、かかってきた電話の呼出

時間を表示できます。呼出時間は電話帳指定着信拒否、電話帳指定着信許可、電話帳登録外着信拒否、非通知理由別着

信拒否、公共モード（ドライブモード）の設定により着信が拒否された場合は［0:00］と表示されます。

なお、［g］が表示されているもの（かかってきた電話に出たものや、応答保留中に切断されたり切断したもの）につい

ては呼出時間が表示されません。

待受画面に［着信あり］と表示

されているとき（不在着信）

待受画面でt→［B着信あり］を選ぶ→t
最新の着信履歴が表示されます。（nP.70）

着信履歴詳細画面を表示する 電話番号を選ぶ→t
リダイヤル一覧画面に切り替える r

音声電話をかける s

テレビ電話をかける t→i

プッシュトークをかける &
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ダイヤルインをご利用の相手からの着信の場合、相手のダイヤルイン番号とは異なる番号が表示される場合があ

ります。

発着信履歴表示の着信履歴表示が［OFF］に設定されているときも履歴は記憶されていますが、着信履歴は表示さ

れません。

着信履歴一覧画面でiを押すと、メール受信履歴一覧画面が表示されます。

画面の見かた、メール受信履歴の利用のしかたについては、P.255を参照してください。

着もじを受信した着信履歴の場合、着信履歴詳細画面にメッセージの内容が表示されます。

着もじの着信履歴から発信しても、受信した着もじは送信されません。

サブメニューでできること

着信履歴の一覧画面や詳細画面でCを押すと、サブメニュー画面が表示され、次の操作を選択できます。

着信履歴のサブメニュー

着信履歴を削除する＜削除＞

1 待受画面でq（M）? 電話番号を選ぶ ? C21［１件削除］
すべての着信履歴を削除するとき：C22

2 ［はい］ ? t

お知らせ

着信履歴の削除について
電源を切っても着信履歴は削除されません。他の人に見られたくないときは、着信履歴を削除してください。

次の操作を行うと、着信履歴はすべて削除されます。

ダイヤル発信制限 電話帳のPIMロック ユーザデータ削除

お知らせ

着信履歴一覧画面での
メニュー項目

着信履歴詳細画面での
メニュー項目

内　容

U電話帳登録 U電話帳登録 電話番号を電話帳に登録する。

V削除 V１件削除 記憶している電話番号を削除する。

─ W番号通知設定 発信する際の番号の通知／非通知を設定する。

─ X番号付加設定 プレフィックス選択、国際電話発信、付加番号削除を行う。

─ Yマルチナンバー選択 マルチナンバーに登録している発信番号を選択する。
（nP.405）

─ Zテレビ電話設定 テレビ電話画像設定、通信速度設定を行う。

─ [着もじ メッセージ作成、メッセージ選択、送信メッセージ履歴表示を
行う。

\メール作成 \メール作成 メールを作成する。電話帳にメールアドレスが登録されてい
ない場合は、着信した電話番号が宛先に入力される。

rUスケジュール作成 rUスケジュール作成 電話番号と着信日時をスケジュールに登録する。

rV表示設定 rV表示設定 全表示／限定表示、呼出時間表示を行う。
※ 着信履歴一覧画面の場合、 呼出動作開始時間設定が［ON］

で、不在着信履歴表示が［OFF］に設定されているときに電
話帳に登録されていない番号からかかってきた電話が呼出
動作開始時間内に切れたり、転送などされたときに表示さ
れます。

※ 着信履歴詳細画面の場合、電話に出たり、呼出動作開始時間
設定を［OFF］に設定している場合は表示されません。

dv35_j.book  65 ページ  ２００６年５月１６日　火曜日　午後６時５８分



66

受
話
音
量

電
話
の
か
け
か
た
／
受
け
か
た

通話中に相手の声の大きさを10段階で調節できます。
待受中の受話音量調節については、P.131を参照してください。

かかってきた電話にすぐに出られないときは、保留にできます。
応答保留中も、相手に通話料金がかかります。

受話音量

お買い上げ時

音量５通話中に相手の声の音量を調節する

1 通話中にoまたはpを押す。

受話音量調節画面

:／+を押しても、受話音量を調節することができます。

2 o（上げる）／p（下げる）を押して音量を調節し、tを押す。
音量調整後、t／cを押す、または、約２秒経過すると元の画面に戻ります。

お知らせ

通話中や待受中に調節した音量は、電源を切ったり、電池パックを取り外しても保持されます。

応答保留

すぐに電話に出られないときに保留にする

1 着信音が鳴っている間にHを押す。
かけてきた相手には、応答保留音が流れ、電話はつながった状態のまま保留されます。

応答保留中に電話を切るときは、Hを押します。（着信履歴に記憶されます。）

応答保留中に相手が電話を切ったときも着信履歴に記憶されます。

2 電話に出られるようになったら、sを押す。

お知らせ

転送電話サービスや留守番電話サービスをご契約されている場合は、着信中にC2［着信転送］またはC3
［留守転送］で、転送先への転送や留守番電話サービスセンターへの接続ができます。
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応答保留中に相手へ流れるガイダンスを設定します。
［応答保留音１］（日本語）と［応答保留音２］（英語）、または録音した音声メモを選択できます。

応答保留音１… ただいま電話に出ることができません。そのままお待ちになるか、しばらくたってからおかけ直し

ください。

応答保留音２… I can't take your call now. Please hold the line for a moment or call me back later, thank you.

通話を保留中に相手へ流れる保留音を設定します。
［保留メロディ1］、［保留メロディ2］、または録音した音声メモを選択できます。

通話中の保留音は受話音量と同じ音量で流れます。

応答保留音

お買い上げ時

応答保留音１応答保留音を設定する

1 待受画面でt181を押し、応答保留音を選ぶ。
TOPメニューから_（設定）→［音］→［保留・応答保留音］→［応答保留音］の順に選択

することもできます。

［応答保留音１］または［応答保留音２］を選んでiを押すと、応答保留音が再生され

ます。もう一度iを押すと再生が停止され、元の画面に戻ります。

お知らせ

録音した音声メモを応答保留音に設定している場合、設定した音声メモを削除すると、お買い上げ時の設定に戻り

ます。

保留音

お買い上げ時

保留メロディ１通話保留音を設定する

1 待受画面でt182を押し、保留音を選ぶ。
TOPメニューから_（設定）→［音］→［保留・応答保留音］→［保留音］の順に選択する

こともできます。

［保留メロディ１］または［保留メロディ２］を選んでiを押すと、保留音が再生され

ます。もう一度iを押すと再生が停止され、元の画面に戻ります。

お知らせ

録音した音声メモを保留音に設定している場合、設定した音声メモを削除すると、お買い上げ時の設定に戻りま

す。

日本語のガイダンスを設定する 1
英語のガイダンスを設定する 2
音声メモを録音してから設定する 31→録音する→ t→2［再生］→メモ

を選ぶ→i
録音した待受中音声メモを設定する 32→メモを選ぶ→i
音声メモにPIMロックを設定する 33→端末暗証番号（４～８桁の数字）を

入力→t→1
PIMロックを解除するとき：2

保留メロディ１にする 1
保留メロディ２にする 2
音声メモを録音してから設定する 31→録音する→t→2［再生］→メモ

を選ぶ→i
録音した待受中音声メモを設定する 32→メモを選ぶ→i
音声メモにPIMロックを設定する 33→端末暗証番号（４～８桁の数字）を

入力→t→1
PIMロックを解除するとき：2
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公共モードは、公共性の高い場所でのマナーを重視した自動応答サービスです。公共モードを設定する
と、電話をかけてきた相手に運転中もしくは通話を控える必要のあるような場所（電車、バス、映画館な
ど）にいるため、電話に出られない旨のガイダンスが流れ、通話を終了します。

公共モードの設定／解除は、待受中のみできます。（画面に［A］が表示されているときでも可能です。）

公共モード設定中でも、通常どおり電話をかけることができます。

本機能は、データ通信時はご利用できません。

番号通知お願いサービスを「開始」に設定中に「非通知設定」の着信をした場合、番号通知お願いガイダンスが流れま

す。（公共モードのガイダンスは流れません。）

公共モード（ドライブモード）を設定すると
お客様のFOMA端末に音声電話やテレビ電話がかかってきても、着信音は鳴りません。ディスプレイに
は［着信あり］と表示され、着信履歴に記憶されます。（nP.64）

音声電話をかけてきた相手の方には、運転中もしくは携帯電話の利用を控えなければならない場所にいる旨のガイダンス

が流れ、通話を終了します。テレビ電話をかけてきた相手の方には、公共モードの映像ガイダンスが流れたあと、切断され

ます。ただし、電源が入っていない場合や電波が届かないところにいる場合は、運転中もしくは携帯電話の利用を控えなけ

ればならない場所にいる旨のガイダンスは流れず、圏外時と同じガイダンスが流れます。

ｉモードメール、SMSやメッセージR／Fは、着信バイブレータを設定しても振動しません。また、着信音も鳴りませ

んが自動的に受信し着信のマークが表示されます。

データ通信を着信したときも着信バイブレータ・着信音・着信ランプは動作しません。

プッシュトークを着信した場合は応答を行なわず、［接続できませんでした］と画面に表示されます。３人以上の会

話では、参加メンバーに対して、運転中であることが伝わります。

公共モード（ドライブモード）設定中の着信と各サービスとの関係

公共モード（ドライブモード）

公共モード（ドライブモード）を利用する

1 待受画面で*を１秒以上押す。
公共モードが設定され、［_］が表示されます。

着信時に、運転中もしくは携帯電話の利用を控えなければならない場所にいる旨のガイダンスが流れます。

マナーモードを同時設定しているときは、公共モードの設定が優先されます。

公共モード（ドライブモード）を解除する

1 待受画面で*を１秒以上押す。
公共モードが解除され、［_］が消えます。

サービス名 音声電話を着信した場合 テレビ電話を着信した場合

留守番電話サービス

（nP.396）

着信音は鳴らず、運転中もしくは携帯電話
の利用を控えなければならない場所にい
るため留守番電話サービスに接続する旨
のガイダンスが流れ、自動的に留守番電話
サービスセンターに接続されます。着信履
歴には記憶されます。※１

相手に公共モードの映像ガイダンスは表
示されず、留守番電話サービスセンターに
接続されます。

転送でんわサービス

（nP.399）

接続されず、運転中もしくは携帯電話の利
用を控えなければならない場所にいるた
め転送する旨のガイダンスが流れ、指定し
た転送先に転送されます。着信履歴には記
憶されます。※２

接続されず、すぐに転送されます。ただし、
転送先が3Ｇ-324Ｍに準拠したテレビ電
話（nP.78）以外の場合は切断されます。
着信履歴には記憶されます。

キャッチホン（nP.398） 着信音は鳴らず、運転中もしくは携帯電話
の利用を控えなければならない場所にい
る旨のガイダンスが流れ、通話を終了しま
す。着信履歴には記憶されます。

着信音は鳴らず、公共モードの映像ガイダ
ンスが流れたあと、切断されます。着信履
歴には記憶されます。

迷惑電話ストップサービス

（拒否登録した電話番号から

着信した場合）（nP.401）

接続されず、相手に接続できなかった旨の
ガイダンスが流れ、通話を終了します。着
信履歴にも記憶されません。

相手に接続できなかった旨の映像ガイダ
ンスが流れたあと、切断されます。着信履
歴にも記憶されません。
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※１ 留守番電話サービスの呼出時間を［０秒］に設定している場合は、ガイダンスは流れず、すぐに留守番電話サービ

スセンターに接続されます。着信履歴にも記憶されません。

※２ 転送でんわサービスの呼出時間を［０秒］に設定している場合は、ガイダンスは流れず、すぐに転送されます。着

信履歴にも記憶されません。

公共モード（電源OFF）は、公共性の高い場所でのマナーを重視した自動応答サービスです。公共モード
（電源OFF）を設定すると、電源をOFFにしている場合の着信時に、電話をかけてきた相手に電源を切る

必要がある場所（病院、飛行機、電車の優先席付近など）にいるため、電話に出られない旨のガイダンスが
流れ、通話を終了します。

公共モード（電源OFF）を解除する

公共モード（電源OFF）の設定を確認する

公共モード（電源OFF）を設定すると
公共モード（電源OFF）を解除するまで設定は継続されます。電源をONにするだけでは設定は解除され

ません。サービスエリア外または電波が届かないところにいる場合も、公共モード（電源OFF）ガイダン
スが流れます。電話をかけてきた相手には電源を切る必要がある場所にいる旨のガイダンスが流れ、通

話を終了します。プッシュトークを着信した場合は応答を行なわず、［接続できませんでした］と画面に

表示されます。３人以上の会話では、参加メンバーに対して、不参加であることが伝わります。

番号通知お願

いサービス

（nP.402）

電話番号を通知

していない場合

接続されず、番号通知お願いのガイダンス
が流れ、通話を終了します。着信履歴にも
記憶されません。

番号通知お願いの映像ガイダンスが流れ
たあと、切断されます。着信履歴にも記憶
されません。

電話番号を通知

している場合

着信音は鳴らず、運転中もしくは携帯電話
の利用を控えなければならない場所にい
る旨のガイダンスが流れ、通話を終了しま
す。着信履歴には記憶されます。

公共モードの映像ガイダンスが流れたあ
と、切断されます。着信履歴には記憶され
ます。

お知らせ

公共モード設定中にアラーム時刻になったときは、アラーム音は鳴りません。ピクチャーライト、バイブレータ、

サブディスプレイも動作しません。

公共モード（電源OFF）

公共モード（電源OFF）を利用する

1 待受画面で*25251sを押す。
公共モード（電源OFF）が設定されます。（待受画面上の変化はありません。）

公共モード（電源OFF）設定後、電源を切った際の着信時に、携帯電話の電源を切る必要がある場所にいる旨

のガイダンスが流れます。

待受画面で*25250sを押す。
公共モード（電源OFF）が解除されます。

待受画面で*25259sを押す。
現在の設定状況を確認できます。

サービス名 音声電話を着信した場合 テレビ電話を着信した場合
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公共モード（電源OFF）に設定中の着信と各サービスとの関係

※１ 留守番電話サービスの呼出時間を［０秒］に設定している場合は、ガイダンスは流れず、すぐに留守番電話サービ

スセンターに接続されます。着信履歴にも記憶されません。

※２ 転送でんわサービスの呼出時間を［０秒］に設定している場合は、ガイダンスは流れず、すぐに転送されます。着

信履歴にも記憶されません。

かかってきた電話に出られなかったとき、待受画面には

［着信あり］と着信件数が表示されます。（不在着信表示）
不在着信を確認するか、cを１秒以上押すと、［着信あり］の表

示が消えます。

サービス名 音声電話を着信した場合 テレビ電話を着信した場合

留守番電話サービス

（nP.396）

携帯電話の電源を切る必要がある場所に

いるため留守番電話サービスセンターに

接続する旨のガイダンスが流れ、自動的に

留守番電話サービスセンターに接続され

ます。※１

相手に公共モードの映像ガイダンスは表

示されず、留守番電話サービスセンターに

接続されます。

転送でんわサービス

（nP.399）

携帯電話の電源を切る必要がある場所に

いるため転送する旨のガイダンスが流れ、

指定した転送先に転送されます。公共モー

ド（電源OFF）のガイダンスは、転送でんわ

サービスのガイダンス有無設定に従いま

す。（nP.400）※２

公共モード（電源OFF）の映像ガイダンス

は流れず、すぐに転送されます。転送先が

テレビ電話に対応していない電話機の場

合は、転送されずに切断されます。

迷惑電話ストップサービス

（拒否登録した電話番号から

着信した場合）（nP.401）

相手に接続できなかった旨のガイダンス

が流れたあと、切断されます。

相手に接続できなかった旨の映像ガイダ

ンスが流れたあと、切断されます。

番号通知お願

いサービス

（nP.402）

電話番号を通知

していない場合

番号通知お願いのガイダンスが流れたあ

と、切断されます。

番号通知お願いの映像ガイダンスが流れ

たあと、切断されます。

電話番号を通知

している場合

公共モード（電源OFF）のガイダンスが流

れたあと、切断されます。

公共モード（電源OFF）の映像ガイダンス

が流れたあと、切断されます。

不在着信

不在着信を確認する

1 待受画面に［着信あり］が表示されているときに、tを押す。
q（M）を押しても、着信履歴を確認できます。（nP.64）

2 ［B着信あり］を選んでtを押す。
不在着信には［D］が表示されます。

3 電話番号を選んでtを押す。
不在着信の内容が表示されます。

着信履歴と同様の操作で、電話をかけたり、他の着信履歴を確認できます。

メインディスプレイ サブディスプレイ
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伝言メモを設定しておくと、電話に出られないときにFOMA端末が応答して伝言を預かることができ

ます。音声電話がかかってきた場合は、音声ガイダンスを流して相手の用件を録音します。テレビ電話が

かかってきた場合は、応答画像で応対して相手の画像と音声を録画します。
伝言メモはFOMA端末の電源が切れていたり、電波の届かない場所にいるときには使用できません。ネットワーク

サービスの留守番電話サービスを併せてご利用になると便利です。

音声伝言メモは３件（１件あたり約15秒）まで録音できます。通話中音声メモや待受中音声メモを録音したときは、

それらの件数も含めて３件です。

テレビ電話伝言メモは２件（１件あたり約15秒）まで録画できます。

待受画面に表示される伝言メモの件数は、音声伝言メモとテレビ電話伝言メモの合計です。

伝言メモ／音声メモをPIMロックしている場合は、伝言メモを設定していても録音されません。

伝言メモを解除する

伝言メモ

電話に出られないときに用件を録音する

伝言メモを設定する＜伝言メモ設定＞

1 待受画面でt651を押し、1［ON］を押す。
TOPメニューから_（設定）→［通話・通信機能設定］→［伝言メモ設定］→［伝言メモ設

定］の順に選択することもできます。

伝言メモが設定されます。

Hを押すと待受画面に戻ります。（［I］表示）

伝言があると、［D］（１件の場合）［E］（２件の場合）…のように件数を表すマーク

が表示されます。５件目が録音されると、［I］は自動的に消えます。

［音声伝言メモがすでに３件録音されています］と表示されたときは、音声伝言メモ

３件、テレビ電話伝言メモ２件未満、録音済みです。

［テレビ電話伝言メモがすでに２件録画されています］と表示されたときは、音声伝

言メモ３件未満、テレビ電話伝言メモ２件録音済みです。

［これ以上録音できません］と表示されたときは、音声伝言メモ３件、テレビ電話伝言

メモ２件録音済みです。不要な伝言メモを削除してからやり直してください。

（nP.75）

お知らせ

留守番電話サービスを利用すると、１件あたり３分間、20件まで録音できます。設定しているときは、音声伝言メ

モが３件録音されていても留守番電話サービスセンターで用件をお預かりします。

通話中音声メモ、待受中音声メモについては、P.387を参照してください。

待受画面でt651を押し、2［OFF］を押す。
伝言メモが解除されます。Hを押すと待受画面に戻り［I］が消えます。

マナーモード設定時の伝言メモの設定／解除は、マナーモード設定（nP.135）で行ってください。

伝言メモ表示
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伝言メモを設定したときは

1 電話がかかってくると、伝言応答時間（nP.73）のあとに伝言メモが応
答する。

2 相手の用件を録音または録画する。

音声電話伝言メモ応答中

メインディスプレイ サブディスプレイ

音声電話をかけてきた相手には、音声ガイダンスが流

れます。

テレビ電話がかかってきたときは、［伝言メモ準備中　

お待ち下さい］と表示されたあと、テレビ電話伝言メモ

用の応答画像が表示されます。

テレビ電話をかけてきた相手には、伝言メモメッセー

ジが流れ、応答画像が送信されます。

伝言メモ応答中、録音中、録画中に次の操作で電話に出

ることができます。

音声電話に出る s
テレビ電話

に出る

自分側のカメラ

映像を送信する

s

代替画像を

送信する

i
代替画像設定

（nP.89）で設定し

た画像が送信されま

す。

テレビ電話伝言メモ応答中

メインディスプレイ サブディスプレイ

音声電話伝言メモ録音中

メインディスプレイ サブディスプレイ

インジケータ

テレビ電話伝言メモ録画中

インジケータは目安です。

用件の録音が終わると、待受状態になります。

音声伝言メモのときは、録音中は相手の声が受話口か

ら聞こえます。（マナーモード設定時は、受話口から相

手の声は聞こえません。）録音を開始するときに、相手

に「ピー」と発信音が流れます。

テレビ電話伝言メモのときは、録画中は画面に相手の画

像は表示されませんが、実際は相手の画像も録画してい

ます。

電話に出るまでの間に録音または録画された内容は記

憶されます。

メインディスプレイ サブディスプレイ
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お知らせ

音声伝言メモが３件、テレビ電話伝言メモが２件になると［I］が消え、それ以降、音声電話やテレビ電話がかかっ

てきても伝言メモで応答しません。

伝言メモが設定されている場合は、不要な用件を削除すると、伝言メモが再び有効になります。

伝言メモ・テレビ電話伝言メモが３秒以下の場合、録音されないことがあります。

FOMA端末の故障・修理やその他取り扱いによって録音内容が消失する場合があります。当社としては、責任を負

いかねますので、万が一に備え、音声伝言メモ、テレビ電話伝言メモの内容は、メモなどに控えをお取りくださるよ

うお願いします。

電波の状態により録音内容が途切れたりすることがあります。

テレビ電話伝言メモの応答画像を設定できます。（nP.85）

テレビ電話伝言メモの応答中、相手には、本FOMA端末で設定した応答画像に［伝言メモ］という文字が重なって表

示されます。

伝言メモ録音・録画中は第三者から電話がかかってきても受けることができません。第三者には話中音が流れま

す。

伝言メモを設定していなくても、着信中のボタン操作で伝言メモを設定し、用件を録音・録画できます。

（nP.74、P.85）

圏外通知や番号変更案内、留守番電話開始などのガイダンスは録音できません。

公共モード（ドライブモード）を設定しているときは、伝言メモは動作しません。

応答メッセージが始まるまでの時間を設定する＜伝言応答時間＞

待受画面でt652 ? 応答時間（３桁：000～120秒）を入力 ? t
着信音を鳴らさずに、伝言メモが応答するようにするとき：応答時間に［000秒］を入力

応答メッセージを設定する＜応答メッセージ＞

1 待受画面でt653
2 メッセージの種類を選ぶ ? t

オリジナルの応答メッセージを設定するとき：32 ? メモを選ぶ ? i
オリジナルの応答メッセージを録音するとき：31 ? 録音する ? t ? 2 ? メモを選ぶ ? i
応答メッセージを再生／停止するとき：i

お知らせ

伝言応答時間について

伝言応答時間は、音声伝言メモとテレビ電話伝言メモに共通の設定です。

お買い上げ時は、［８秒］に設定されています。

オート着信の設定と同じ時間には設定できません。

留守番電話サービスや転送でんわサービスを伝言メモと同時に設定しているときは、留守番電話サービスや

転送でんわサービスの呼出時間の設定により、優先順位が異なります。

伝言メモを優先させるためには、留守番電話サービスや転送でんわサービスの呼出時間よりも伝言メモの呼

出時間を短く設定してください。

応答メッセージについて

お買い上げ時は、応答メッセージは［応答メッセージ１］、テレビ電話時応答画像は［テレビ電話代替］に設定さ

れています。

お買い上げ時には、［応答メッセージ１］と［応答メッセージ２（英文）］が登録されています。

応答メッセージ１ . . . . . . . . . ただいま電話に出ることができません。ピーッと言う発信音のあとに、お名前と

ご用件をお話しください。

応答メッセージ２（英文）. . . I can't take your call now. Please leave your message, thank you.

オリジナルの応答メッセージは「伝言メモ・音声メモを削除する」（nP.75）で削除すると、お買い上げ時の設

定に戻ります。
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音声電話がかかってきたときに、伝言メモを設定していない場合も、その着信に限り用件を録音できます。

伝言メモの用件、通話中音声メモや待受中音声メモの内容を再生したり、削除できます。

再生時の音量は、受話音量調節（nP.66）の設定に従います。

クイック伝言メモ

着信中の電話に出られないときに用件を録音する

1 音声電話着信中に1を１秒以上押す。
音声電話着信中にC1［伝言メモ録音］を押しても操作できます。

音声ガイダンスが流れたあと、録音が始まります。

テレビ電話着信中に伝言メモを録画する方法については、P.85を参照してください。

［音声伝言メモがすでに３件録音されています］と表示されたときは、音声伝言メモ

３件、テレビ電話伝言メモ２件未満録音済みです。不要な伝言メモを削除してからや

り直してください。（nP.75）

［これ以上録音できません］と表示されたときは、音声伝言メモ３件、テレビ電話伝言

メモ２件録音済みです。不要な伝言メモを削除してからやり直してください。

（nP.75）

お知らせ

FOMA端末の故障・修理やその他取り扱いによって録音内容が消失する場合があります。当社としては、責任を負

いかねますので、万が一に備え、伝言メモの内容は、メモなどに控えをお取りくださるようお願いします。

伝言メモ・音声メモ再生／削除

伝言メモ・音声メモを再生／削除する

伝言メモ・音声メモを再生する

1 待受画面でt9295を押し、2［再生］を押す。

伝言メモ未再生の
メモリスト画面

待受画面で1を１秒以上押し、2を押しても操作できます。

［伝言メモあり　○件　テレビ伝言メモあり　○件］と表示されているとき
待受画面でtを押し、［F］を選んでtを押します。

未再生のメモには、［w］が表示されます。

メモ種別
g：通話中音声メモ

I：伝言メモ

(：待受中音声メモ

電話種別
B：テレビ電話

表示なし：音声電話
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2 メモを選んでt［再生］を押す。
インジケータは目安です。

非通知着信および待受中音声メモの場合、電話番号や名前は表示されません。

お知らせ

音声メモの録音については、P.387を参照してください。

伝言メモ・音声メモの再生／削除について

伝言メモ・音声メモの再生中に電話がかかってくると、再生は自動的に止まります。

伝言メモ・音声メモの再生中にアラームの指定時刻になると、再生は自動的に止まり、アラームが動作します。

着信履歴表示を［OFF］に設定しているときは、メモリスト画面は表示されず、伝言メモ・音声メモは再生／削除で

きません。

伝言メモ・音声メモのPIMロック中の場合（nP.160）
端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力すると、PIMロックは一時解除され、音声／伝言メモが起動します。

操作を終了して待受画面に戻ると再びロックされます。

伝言メモ・音声メモを削除する

1 メモリスト画面（nP.74）でメモを選び、削除方法を選ぶ。

伝言メモ・音声メモをPIMロックする＜PIMロック＞

待受画面でt9295 ? 3 ? 端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力 ? t ? 1

インジケータ

音声電話
伝言メモの場合

再生を途中で止める t
再生中のメモを最初から聞く t→t
再生中に他のメモを聞く t→メモを選ぶ→t

メモを１件削除する C1→［はい］→t
すべてのメモを削除する C2→［はい］→t
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音声電話とテレビ電話の切り替えについて設定する . . . . . . . . . . . ＜テレビ電話切替機能通知＞93

ｉモード中にテレビ電話がかかってきたときの応答方法を設定する

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜パケット通信中着信設定＞94

相手の画像を静止画として保存する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜静止画メモ＞94
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画面に映ったお互いの映像を見ながら通話できます。
テレビ電話は64K（kbps）または32K（kbps）で通信できます。

64Kまたは32Kのどちらの通信速度でも、接続したときのデジタル通信料は同じです。

自画像の代わりに代替画像やキャラ電を送受信して通話する場合も、デジタル通信料がかかりますので、ご注意く

ださい。

ドコモの国際電話サービス「WORLD CALL」を利用して国際テレビ電話を利用できます。（nP.57）

テレビ電話通信機能は、ドコモのテレビ電話に対応した端末どうしで利用できます。

ドコモのテレビ電話は、「国際基準の3GPP※１で標準化された、3G-324M※２」に準拠しています。異なる方式を利用

しているテレビ電話とは接続できません。

※１ 3GPP（3rd Generation Partnership Project）：第３世代移動通信システム（IMT-2000）に関する共通技術仕様開発

のために設置された地域標準化団体です。

※２ 3G-324M：第３世代携帯テレビ電話の国際規格です。

テレビ電話について

テレビ電話中の画面の見かた

映像＋音声

1 親画面：相手側のカメラ映像（お買い上げ時）
2 子画面：自分側のカメラ映像（お買い上げ時）
3 テレビ電話中表示

テレビ電話の通信速度の状態を表示します。
*：テレビ電話通信中（64K）
/：テレビ電話通信中（32K）

4 カメラの明るさ：Q R S T U
−2 −1 ±0 +1 +2

5 送信画像マーク
送信している画像の種類や状態を表示します。
5：カメラ映像送信中
6：代替画像送信中
9：データBOXのマイピクチャの画像を送信中
0：カメラ映像の一時停止中
7：キャラ電（全体アクションモード）を送信中
8：キャラ電（パーツアクションモード）を送信中

6 ハンズフリー表示
ハンズフリー中に表示します。
;（赤色）：ハンズフリー中

7 受信画像マーク
!：相手側の画像を撮影、保存するときに表示します。

8 通信時間：通信時間を最長９時間59分59秒まで表示します。９時間59分
59秒を超えると、０秒に戻ってカウントします。

3

4 5

画面はイメージで、実際に同じ

画面は表示されません。

8

7
2

1

6
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テレビ電話中、自分の映像の代わりにキャラクタを表示して相手に送信できます。キャラクタが音に反

応して口を動かしたり、ボタン操作によって手足などを動かしたりできます。（nP.86）

電池残量および受信レベルが十分であることを確認してください。
自分側のカメラ映像の代わりに、代替画像やキャラ電を相手に送信することもできます。

テレビ電話をかけるときは、お互いの映像を見ながら通話できるように、別売りの平型スイッチ付イヤホンマイク

（nP.391）を利用するか、ハンズフリー（nP.90）を利用してください。

テレビ電話の映像をテレビ画面に出力することができます。（nP.360、P.362）

キャラ電

テレビ電話をかける

1 待受画面で電話番号を市外局番からダイヤルする。
同一市内でも、必ず市外局番からダイヤルしてください。

電話番号は80桁まで入力できます。13桁を超えると２行で表示されます。26桁を超

えた場合、最後から26桁が２行表示されます。

2 i［テレビ電話］を押す。
電話帳に登録しているときは、電話番号と名前が表示されます。

代替画像を送信してテレビ電話をかけるときは、C512を押して、キャラ電

からお好みのキャラ電を選んでiを押し、iを押します。

着もじを送信する方法については、P.53を参照してください。

BVIG

携帯電話にかける 電話番号11桁（090-XXXX-XXXX、080-XXXX-XXXX）を入力

PHSにかける 電話番号11桁（070-XXXX-XXXX）を入力

国際電話をかける

（［+］入力）

0（１秒以上）→電話番号の入力

先頭に［+］が入力された場合、［+］以降の電話番号への発

信・通話動作を行います。

ダイヤルを間違えたとき c（最後の１桁が消えます。）

すべての桁を消すときはcを１秒以上押します。（待受

画面に戻ります。）
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3 相手が電話に出たら通話する。
相手が電話に出ると、［テレビ電話接続　lを押すとハンズフリーへの切替・解除が

できます］と表示されます。この時点からデジタル通信料がかかります。

相手側の映像が親画面に表示され、自分側のカメラ映像は子画面に表示されます。

お買い上げ時は、テレビ電話ハンズフリー設定が［ON］に設定されていますので、通

話開始時からハンズフリーでお話できます。

4 通話が終わったらHを押す。

お知らせ

FOMA端末から緊急通報番号（110番、119番、118番）へテレビ電話をかけることはできません。

テレビ電話に対応していない端末にテレビ電話をかけた場合は接続できません。音声自動再発信が［ON］に設定さ

れている場合は、自動的に音声電話で発信し直します。その場合、通信料金は音声通話料となります。なお、ISDNの

同期64KやPIAFSのアクセスポイント、3G-324M（nP.78）に対応していないISDNのテレビ電話など（2006年12

月現在）や間違い電話をかけたときなどは、このような動作にならないことがあります。また、通信料金が発生する

場合もありますので、ご注意ください。

相手がテレビ電話に対応したFOMA端末の場合は、64Kでかけることをおすすめします。ネットワーク状況によっ

て64Kが利用できないPHSなどの機器と接続する場合は、32Kに設定してください。（nP.93）64Kでテレビ電話

をかけても、相手が32Kエリアなどの通信環境の場合、自動的に32Kに切り替えて再発信します。

自分側のカメラ映像を送信する場合、光量が少ない場所では映像に白い線などのノイズが増えます。また、太陽や

ランプなどの強い光源がじかに入る場所では、映像が暗くなったり、乱れることがあります。適切な場所でテレビ

電話をご利用ください。

キャッチホンをご契約いただいている場合、テレビ電話中に音声電話やテレビ電話がかかってくると、着信履歴に

記憶され、待受画面に［着信あり］と表示されます。

テレビ電話中は、ｉモードメールやメッセージR／Fは受信されず、ｉモードセンターに保管されます。ｉモードセ

ンターに保管されたｉモードメールやメッセージR／Fは、テレビ電話終了後、ｉモード問い合わせを行うと受信

できます。

テレビ電話中でも、SMSは自動的に受信します。

音声や映像の送受信に失敗した場合、自動的に復旧しません。もう一度テレビ電話をかけ直してください。

テレビ電話の通信が開始されると、音声自動再発信は行いません。

テレビ電話は［テレビ電話通話時間］としてカウントされます。（nP.389）

テレビ電話中に音声電話をかけたり、ｉモードを利用することはできません。

イヤホンマイク接続中は、テレビ電話ハンズフリー設定にかかわらず、イヤホンマイクによる通話となります。

ハンズフリーのON／OFFを切り替える

（nP.90）

s

通話中に代替画像を送信する i
代替画像設定（nP.89）で設定した

画像やキャラ電が表示されます。

プッシュホン信号を

送信する

＜DTMF送信モード＞

カメラ映像を送信中 送信する番号を入力

キャラ電を送信中 C7→1→送信する番号を入力

自分の電話番号を表示する Cr1

ダイヤル入力時の設定速度 音声自動再発信 発信順序

64K
ON 64K発信→32K発信→音声発信

OFF 64K発信→32K発信

32K
ON 32K発信→音声発信

OFF 32K発信
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テレビ電話の通話中に相手の声の大きさを10段階で調節できます。

テレビ電話がつながらなかったとき

テレビ電話がつながらなかったときは、接続できなかった理由をメッセージで表示します。なお、相手の電話機の

種類やネットワークサービスのご契約の有無により、実際の相手の状況とは異なることがあります。

マルチナンバー選択について

マルチナンバーをご契約の場合、登録しているマルチナンバーを選択してからテレビ電話をかけることができま

す。（nP.405）

テレビ電話の通話中に保留にする＜通話保留＞

1 テレビ電話の通話中にt［保留］またはC1［通話保留］を押す。
保留状態になり、保留用の代替画像が表示されます。（nP.90）

かけてきた相手には保留音（nP.67）が流れ、保留の代替画像が送信されます。

マナーモード設定中はFOMA端末から保留音は聞こえません。

2 電話に出られるようになったら、sを押す。
代替画像を送信して通話するときは、iを押します。

お知らせ

保留中、相手には、本FOMA端末で設定した代替画像に［保留］という文字が重なって表示されます。

テレビ電話の通話中に相手の声の音量を調節する＜受話音量＞
お買い上げ時

音量５

1 テレビ電話の通話中にoまたはpを押す。
テレビ電話の通話中にC2を押しても操作できます。

2 o（上げる）／p（下げる）を押して音量を調節し、tを押す。
音量調整後、t／cを押す、または、約２秒経過すると元の画面に戻ります。

お知らせ

※ 相手の端末によっては、パケット通信中の場合にも表示されることがあります。

メッセージ 理　由

番号をご確認の上、おかけ直し
ください

使われていない電話番号にかけた場合に表示されます。

お話中です 相手が通話中に表示されます。※

転送致しますのでお待ち下さい 相手が転送設定している場合に表示されます。

電波の届かない所にいるか、
電源が切れています

相手が圏外にいるか、または電源を入れていません。 

発信者番号通知をONにしてく
ださい

発信者番号非通知で接続した場合に表示されます。
（Vライブやビジュアルネットなどへの発信時）

音声電話でおかけ直しください 転送でんわサービスを設定していて転送先がテレビ電話非対応端末の場合

表示されます。

パケット通信中です 相手がパケット通信中に表示されます。

接続できませんでした 上記以外の場合に表示されます。
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自分から電話をかけたときに、テレビ電話⇔音声電話を切り替えできます。
相手のFOMA端末のテレビ電話切替機能通知（nP.93）を［開始］に設定している必要があります。

電話を受けたときは切り替えることができません。相手から切り替えてもらってください。

相手側が切り替え可能な端末の場合、画面右下の操作ガイダンスに［音声電話］が表示され、テレビ電話中に音声電

話へ切り替えることができます。（音声電話⇔テレビ電話切り替え対応機種にてご利用いただけます。）

お知らせ

受話音量を上げて通話すると、周囲の状況により雑音が発生することがあります。適切な音量でご使用ください。

通話中に調節した音量は、電源を切ったり、電池パックを取り外しても保持されます。

テレビ電話から音声通話に切り替える

1 テレビ電話の通話中にa［音声電話］を押す。
通話中にC6を押しても操作できます。

2 ［はい］を選んでtを押す。
切り替え中は、［しばらくお待ちください］と表示され、音声ガイダンスが流れます。

［いいえ］を選ぶと、テレビ電話の画面に戻ります。

テレビ電話⇔音声電話の切り替えは、通話中何度でも可能です。切り替えるたびに、通話時間表示が０秒か

ら開始されます。

お知らせ

音声電話切替を行っても、相手のFOMA端末の状況によっては［切替できません］と表示され、切り替えできない場

合があります。（nP.86）

切り替えには、約５秒かかります。電波状況によっては、切り替えに時間がかかる場合があります。

電波状況によっては、テレビ電話から音声電話に切り替わらず、接続が切れる場合があります。

切り替え中は、料金は加算されません。

ハンズフリー通話中に音声電話に切り替えた場合、ハンズフリーは解除されます。

32Kでのテレビ電話中は、音声電話に切り替えることはできません。

音声電話からテレビ電話への切り替え方法については、P.51を参照してください。
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テレビ電話に出ると、ディスプレイに相手側のカメラ映像と自分側のカメラ映像が表示されます。

自分側のカメラ映像の代わりに代替画像やキャラ電を相手に送信して、電話を受けることもできます。

テレビ電話を受けるときは、お互いの映像を見ながら通話できるように、別売りの平型スイッチ付イヤホンマイク

（nP.391）を利用するか、ハンズフリー（nP.90）を利用してください。

テレビ電話を受ける

1 テレビ電話がかかってくると、着信音が鳴り、着信ランプ（ピクチャーラ
イト）が点滅する。

2 sを押す。
相手側のカメラ映像が親画面に表示され、自分側のカメラ映像は子画面に表示され
ます。

代替画像を送信して電話を受けるときは、着信中にiを押します。

代替画像にキャラ電を設定（nP.89）しておくと、キャラ電で電話を受けることが
できます。

お買い上げ時は、テレビ電話ハンズフリー設定が［ON］に設定されていますので、通
話開始時からハンズフリーでお話できます。

3 通話が終わったらHを押す。

お知らせ

送信する代替画像の種類は、代替画像設定で設定できます。

音声通話中にテレビ電話がかかってきた場合、キャッチホンなど（ネットワークサービス）のお申し込み状況によ

り、テレビ電話を受けることができます。テレビ電話を選択した場合は、通話中の音声電話は切断されます。

留守番電話サービスを[開始]に設定しているときにテレビ電話対応機種からテレビ電話がかかってきた場合、設定

した呼出時間が経過すると、留守番電話サービスに接続し、メッセージ録音／録画が開始されます。また、設定した

呼出時間内に応答すると、留守番電話サービスに接続せずに、そのまま通話できます。

着信側で転送でんわサービスを［開始］に設定しても、転送先が3G-324M（nP.78）に準拠したテレビ電話対応機

でないと、テレビ電話は転送されません。転送先をあらかじめご確認のうえ、転送設定してください。

公共モード（ドライブモード）設定中にテレビ電話がかかってきたときは、着信音が鳴らず、着信ランプ（ピク

チャーライト）も点滅しません。着信履歴には記憶されます。

相手側から映像が送信されてこないときには、黒い画面が表示されます。

電話帳に名前と静止画を登録している場合

メインディスプレイ サブディスプレイ

発信者番号が通知されたときは、電話番号が表示され

ます。電話帳に相手の名前と電話番号が登録されてい

るときは、名前も併せて表示されます。

着もじを受信したときは、メッセージが表示されます。

（nP.52）

着もじを受信した場合

メインディスプレイ サブディスプレイ
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かかってきたテレビ電話にすぐに出られないときは、保留にできます。
応答保留中でも、相手にデジタル通信料がかかります。

着信中のボタン操作

テレビ電話の場合、エニーキーアンサーを［ON］に設定していても、上記以外のボタン操作は無効です。

平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）を利用するとき

平型スイッチ付イヤホンマイク接続中にテレビ電話がかかってきた場合、イヤホンのスイッチを２秒以上押すと、

FOMA端末を開いているときは自画像で、FOMA端末を閉じているときは代替画像でテレビ電話を受けることが

できます。テレビ電話中に代替画像とカメラ映像を切り替えることもできます。（nP.88）

オート着信設定を［ON］に設定すると、平型スイッチ付イヤホンマイク接続中にテレビ電話がかかってきた場合、

指定した着信時間後に代替画像を送信して応答します。テレビ電話中に代替画像とカメラ映像を切り替えること

もできます。（nP.88）

登録しているマルチナンバーに着信があると

マルチナンバーの名称を登録している場合、着信した番号に応じて［テレビ電話着信中］の文字の右に名称が表示

されます。

すぐに電話に出られないときに保留にする＜応答保留＞

1 着信音が鳴っているときにHを押す。
［テレビ電話接続］と表示され、応答保留用の代替画像が表示されます。（nP.90）

かけてきた相手には、電話はつながった状態のまま、応答保留音（nP.67）が流れ、

代替画像が送信されます。

応答保留中に電話を切るときは、Hを押します。（着信履歴に記憶されます。）

応答保留中に相手が電話を切ったときは、電話が切れます。（着信履歴に記憶されます。）

2 電話に出られるようになったら、sを押す。
代替画像を送信して通話するときは、iを押します。

お知らせ

応答保留中、相手には、本FOMA端末で設定した応答保留画像に［応答保留］という文字が重なって表示されます。

お知らせ

スタイル
自画像で

応答

代替画像で

応答

応答保留

（nP.66）

クイック

サイレント

テレビ電話

伝言メモ応答

（nP.85）

着信拒否／

テレビ電話

伝言メモ／着信

転送／留守転送

マナー

モード設定

（nP.135）

開いて

いるとき
s i H #

1
（１秒以上）

C
#

（１秒以上）

閉じて

いるとき
－ － － x － － x（１秒以上）
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テレビ電話がかかってきたときに、伝言メモを設定していない場合も、その着信に限り用件を録画でき

ます。
FOMA端末の電源が切れていたり、電波の届かない場所にいるときは使用できません。

２件（１件あたり約15秒）まで録画できます。

伝言メモの設定については、P.71を参照してください。

着信中のテレビ電話に出られないときに用件を録画する＜テレビ電話伝言メモ＞

1 テレビ電話の着信中に1を１秒以上押す。
テレビ電話の着信中にC2［テレビ電話伝言メモ］を押しても操作できます。

［伝言メモ準備中　お待ち下さい］と表示されたあと、テレビ電話伝言メモ用の応答

画像が表示されます。

送信する代替画像は、テレビ電話時応答画像で設定できます。

テレビ電話伝言メモがすでに２件録画されているときは、［テレビ電話伝言メモがす

でに２件録画されています］または［これ以上録画できません］（音声伝言メモも３件

登録されているとき）と表示され、動作しません。

かけてきた相手には伝言メモメッセージ（nP.71）が流れ、テレビ電話伝言メモ用の

応答画像が送信されます。

2 用件を録画する。
録画中、相手の画像は表示されませんが、実際は相手の画像も録画されます。

用件の録画が終わると、待受画面に戻ります。

テレビ電話伝言メモ録画中に電話に出る場合、自分側のカメラ映像を送信して通話するときはs、代替画

像を送信して通話するときはiを押します。

お知らせ

テレビ電話伝言メモの再生と削除については、P.74を参照してください。

伝言メモ設定またはマナーモード設定により伝言メモを設定しているときは、伝言メモが自動的に応答します。

FOMA端末の故障・修理やその他取り扱いによって録画内容が消失する場合があります。当社としては、責任を負

いかねますので、万が一に備え、伝言メモの内容は、メモなどに控えをお取りくださるようお願いします。

テレビ電話伝言メモの応答画像は、テレビ電話時応答画像で設定できます。

テレビ電話伝言メモの応答中、相手には、本FOMA端末で設定した応答画像に［伝言メモ］という文字が重なって表

示されます。

テレビ電話伝言メモの静止画を設定する＜テレビ電話時応答画像＞

待受画面でt654 ? フォルダを選ぶ ? t ? 静止画を選ぶ ? i
静止画を確認するとき：静止画を選ぶ ? t

お知らせ

テレビ電話時応答画像について

データBOXのマイピクチャに保存されているJPEG画像またはGIF画像で、「QCIF：176×144」（横×縦）サイズ

の静止画を利用できます。（GIFアニメーションは利用できません。）

FOMA端末以外への出力が禁止されている静止画は利用できません。

お買い上げ時は、［テレビ電話代替］に設定されています。
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相手（発信側）の操作でテレビ電話⇔音声電話を切り替えます。
自分（着信側）から切り替えることはできません。（音声電話⇔テレビ電話切り替え対応機種にてご利用いただけます。）

自分のFOMA端末のテレビ電話切替機能通知（nP.93）を［開始］に設定しておく必要があります。

キャラ電については、P.323も併せて参照してください。

テレビ電話中の操作で、自分のカメラ映像の代わりにキャラ電を相手に送信できます。

お買い上げ時には、以下のキャラ電が登録されています。

ブンブン（Dimo）
ブンブンが喜びや怒りの感情を表し、体全体のアクションで応対します。

テレビ電話から音声電話に切り替えて電話を受ける

1 テレビ電話の通話中に相手が音声電話に切り替える。
切り替え中は、左の画面が表示され、音声ガイダンスが流れます。

お知らせ

切り替えには、約５秒かかります。電波状況によっては、切り替えに時間がかかる場合があります。

電波状況によっては、テレビ電話から音声電話に切り替わらず、接続が切れる場合があります。

通話中でも、サブメニューから他の画面を表示しているときや、保留中、AV出力中などの場合は音声電話に切り替

えできません。また、FOMA端末を閉じているときも切り替えできません。

音声電話からテレビ電話へ切り替えて電話を受ける方法については、P.62を参照してください。

キャラ電を利用する

キャラ電を代替画像として送信する＜送信画像切替＞
お買い上げ時

ブンブン（Dimo）

1 テレビ電話中にC33［キャラ電］を押し、フォルダを選んでtを押
し、キャラ電を選んでi［決定］を押す。

キャラ電が代替画像として送信されます。

お知らせ

あらかじめ代替画像としてキャラ電を設定（nP.89）しておくと、テレビ電話中にi［代替画像］を押すだけで

キャラ電を送信できます。テレビ電話がかかってきたときは、i［代替画像］を押すだけでキャラ電で電話を受ける

ことができます。

DTMF送信モードを［ON］に設定した場合は、ダイヤルボタンでプッシュホン信号が送出されるため、キャラ電の

ボタン操作ができません。

［ブンブン（Dimo）］を削除したあとで、設定リセットを行うと［テレビ電話代替］になります。

お買い上げ時に登録されているキャラ電

全体アクションモードでのアクション一覧

BVIG

ブンブン（Dimo）は、パーツアクションに対応していません。

番号（ボタン操作） アクション 番号（ボタン操作） アクション

1 嬉しい 6 酔っぱらい

2 ごめんなさい 7 着ぐるみ

3 びっくり 8 拾ってください

4 ラブラブ 9 成金

5 病気
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キャラ（女性）
OL風のキャラクタです。喜びや哀しみの感情を表したり、手を振ったり、頭を傾け
るなどのさまざまなアクションで対応します。

テレビ電話中にキャラ電を送信しているとき、別のキャラ電に切り替えることができます。

表示中のキャラ電の動作を、全体アクションかパーツアクションに切り替えることができます。

キャラ電にアクションをさせることができます。
全体アクションモードにすると、［喜ぶ］や［怒る］などの感情を選ぶことができます。

パーツアクションモードにすると、体の一部を動かしたり、ジャンプやダンスなどをさせることができます。

パーツアクションの中には、別のアクションと組み合わせて実行できるものもあります。

キャラ電によっては、マイクからの音に合わせて口を動かすものもあります。

キャラ電によりアクションの種類は異なります。

キャラ電によっては、アクションしないものがあります。

全体アクションモードでのアクション一覧 パーツアクションモードでのアクション一覧

テレビ電話中にキャラ電を切り替える＜キャラ電切替＞

1 代替画像でキャラ電を送信中に、Cr31［キャラ電切替］を押し、
フォルダを選んでtを押し、キャラ電を選んでi［決定］を押す。

全体アクションとパーツアクションを切り替える＜アクション切替＞

1 代替画像でキャラ電を送信中に、oを１秒以上またはCr32［アク
ション切替］を押す。

全体アクションモードとパーツアクションモードが交互に切り替わります。

キャラ電にアクションをさせる

1 代替画像でキャラ電を送信中に、m［アクションリスト］を押すか、pを１
秒以上またはCr33［アクション一覧］を押す。

番号（ボタン操作） アクション

1 喜ぶ

2 怒る

3 哀しむ

4 投げキッス

5 驚く

6 ゴメン

7 恥ずかしー

8 ずっこけ

9 バーン！

番号（ボタン操作） アクション

11 （右腕）手を振る（ループ）

12 （左腕）手を振る（ループ）

13 （顔）うなずく

14 （右腕）おいでおいで（ループ）

15 （左腕）おいでおいで（ループ）

16 （顔）左右ブルブル

17 （顔）右に傾ける

18 （顔）左に傾ける

アクションをさせる アクションを選ぶ→t
アクション一覧を表示せずに、アクションの番号

（1～9）を押してアクションをさせることも

できます。

あらかじめ登録されているキャラ電のアクション

については、P.86～P.87を参照してください。

アクションを中止する 0
アクションの詳細を表示する i
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自分側のカメラ映像の代わりに、あらかじめ設定した代替画像を送信できます。

お知らせ

キャラ電によっては、操作しなくてもアクションを行うものがあります。

相手側に送信する映像について設定する

送信する画像を通話中に切り替える＜送信画像切替＞

1 テレビ電話中にi［代替画像］を押す。またはC32［代替画像］を押
し、フォルダを選んでtを押し、代替画像を選んでi［決定］を押す。

BVIG

設定されている代替画像が送信されます。

自画像のズームアップ／ズームダウンを行う＜ズームアップ／ズームダウン＞

1 テレビ電話の通話中にrまたはq
2 r（ズームアップ）またはq（ズームダウン）

最大ズーム：a
最小ズーム：m

メインカメラとサブカメラを切り替える＜カメラ切替＞

テレビ電話の通話中にmまたはCr2
サブカメラに切り替えるとき：もう一度 m またはCr2

データBOXの静止画を送信する＜ファイル再生＞

テレビ電話の通話中にC34 ? フォルダを選ぶ ? t ? 静止画を選ぶ ? i
自分側のカメラ映像に戻すとき：iまたは C31

明るさを調整する＜明るさ調整＞

テレビ電話の通話中にo（１秒以上）（明るくする）またはp（１秒以上）（暗くする）

お知らせ

ズームアップ／ズームダウンについて

最大18段階（メインカメラ）、２段階（サブカメラ）のズームを設定できます。

キャラ電や代替画像を送信しているときは、画像をズームできません。

相手の映像はズームできません。

カメラを切り替えたり、テレビ電話を終了するとズームは解除されます。

カメラ切替について

テレビ電話を終了すると、サブカメラに戻ります。

メインカメラを使用中にメインカメラの周辺の温度が高くなる、または電池残量が［$］以下になった場合、

［ただいまメインカメラを利用できません］と表示され、代替画像に切り替わります。メインカメラに切り替え

できません。

メインカメラの周辺の温度が高い、または電池残量が［$］の状態で、サブカメラからメインカメラに切り替え

ようとした場合、［ただいまメインカメラを利用できません］と表示され、メインカメラに切り替えできません。

DTMF送信モードを［OFF］に設定しているときは、#を押して切り替えます。

テレビ電話中は、メインカメラを使用していてもオートフォーカスは動作しません。

自分側のカメラ映像に戻す iまたはC31
キャラ電を選択する C33→フォルダを選ぶ→t→キャラ電を選ぶ

→i
ここで選択したキャラ電は、テレビ電話を終了する

と解除されます。
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テレビ電話中の代替画像に、静止画やキャラ電（nP.323）を設定できます。
データBOXのマイピクチャに保存されているJPEG画像またはGIF画像で、「QCIF：176×144」（横×縦）サイズの静

止画を利用できます。（GIFアニメーションは利用できません。）

FOMA端末以外への出力が禁止されている静止画は利用できません。

お知らせ

ファイル再生について

データBOXのマイピクチャに保存されているJPEG画像またはGIF画像で、「QCIF：176×144」（横×縦）のサイ

ズの静止画を利用できます。（GIFアニメーションは利用できません。）

FOMA端末以外への出力が禁止されている静止画は利用できません。ただし、FOMA端末で撮影した画像は

ファイル制限設定に関係なく利用できます。（静止画メモで撮影した画像は利用できません。）

miniSDメモリーカード内の静止画は直接利用できません。あらかじめFOMA端末（本体）マイピクチャの［外部

取得データ］フォルダにコピーしてご利用ください。

マルチメディアのPIMロック中はファイルが表示されません。端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力すると、

PIMロックが一時解除され、ファイルが表示されます。

明るさ調整について

ディスプレイ上部に［Q］、［R］、［S］、［T］、［U］が表示されます。

テレビ電話を終了すると、明るさは元に戻ります。

代替画像を送信しているときは、明るさを調整できません。

相手に送信する代替画像を発信時に変更する＜テレビ電話画像設定＞

1 電話番号を入力してC51［テレビ電話画像設定］を押し、送信する
画像を選ぶ。

電話帳内容表示画面やリダイヤル詳細画面、着信履歴詳細画面から発信するときは、C61を押します。

代替画像を設定する＜代替画像設定＞
お買い上げ時

ブンブン（Dimo）

1 待受画面でt6421を押し、代替画像を選ぶ。
TOPメニューから_（設定）→［通話・通信機能設定］→［テレビ電話設定］→

［送信画像設定］→［代替画像設定］の順に選択することもできます。

画像を確認するときは、画像を選んでtを押します。戻るときは、cを押します。

お知らせ

テレビ電話中にiを押すと、設定した代替画像が送信されます。

代替画像を送信中、相手には、本FOMA端末で設定した静止画に［カメラオフ］という文字が重なって表示されま

す。キャラ電を設定している場合、［カメラオフ］は表示されません。

代替画像は次の優先順位で送信されます。

自分側のカメラ映像を送信する 1
キャラ電を送信する 2→フォルダを選ぶ→t→キャラ電を選ぶ→i

キャラ電を確認するときは、キャラ電を選んでtを押します。戻る

ときは、cを押します。

代替画像を設定する 1→フォルダを選ぶ→t→静止画を選ぶ→i
キャラ電を設定する 2→フォルダを選ぶ→t→キャラ電を選ぶ→i

優先順位（高→低）

画像 電話帳のキャラ電設定→テレビ電話設定の代替画像設定
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テレビ電話中に送信する自画像の画質を設定できます。

テレビ電話の通話開始時に自動的にハンズフリーに切り替えるかどうかを設定できます。ハンズフリー
にすると、相手の声をスピーカから流して、映像を見ながら通話できます。

他の人の迷惑にならないような場所でご利用ください。

応答保留や通話保留の画像を変更する＜応答保留画像設定／保留画像設定＞

1 待受画面でt642
2 応答保留画像設定するときは2

保留時の代替画像を設定するとき：3
3 フォルダを選ぶ ? t ? 画像を選ぶ ? i

お知らせ

お買い上げ時は、どちらも［テレビ電話代替］が設定されています。

データBOXのマイピクチャに保存されているJPEG画像またはGIF画像で、「QCIF：176×144」（横×縦）サイズ

の静止画を利用できます。（GIFアニメーションは利用できません。）

FOMA端末以外への出力が禁止されている静止画は利用できません。

送信画質を設定する＜送信画質設定＞
お買い上げ時

標準

1 待受画面でt645を押し、画質を選ぶ。
TOPメニューから_（設定）→［通話・通信機能設定］→［テレビ電話設定］→

［送信画質設定］の順に選択することもできます。

テレビ電話通話中に設定するときは、C53を押します。

お知らせ

テレビ電話中の送信画質設定は一時的なものです。テレビ電話を終了すると、待受画面からt645で設定

した画質に戻ります。

テレビ電話中の送信側と受信側の画質設定は異なります。

テレビ電話ハンズフリー設定

お買い上げ時

ONテレビ電話のハンズフリーについて設定する

1 待受画面でt647を押し、1［ON］を押す。
TOPメニューから_（設定）→［通話・通信機能設定］→［テレビ電話設定］→［テレビ電話ハンズフリー設定］

の順に選択することもできます。

通話中にハンズフリーのON／OFFを切り替える

1 テレビ電話の通話中にsを押す。
sを押すたびにハンズフリーのON／OFFが切り替わります。

ハンズフリー中は［;］が表示されます。 

画質優先 1 撮影対象の形や色などを中心に伝えたいとき

標準 2 画質の美しさと動きのバランスをとるとき

動き優先 3 撮影対象の動きを中心に伝えたいとき
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テレビ電話の通話中にディスプレイの画像表示を変更できます。
設定できる項目は次のとおりです。操作方法については、P.88、P.91を参照してください。

テレビ電話の画面を設定する＜テレビ電話画面設定＞
次の４種類から選ぶことができます。

お知らせ

送話口から20～40cm程度が最も通話しやすい距離です。なお、周囲の騒音が大きい場所では、音声が途切れるな

ど良好な通話ができないことがあります。

屋外や騒音が大きい場所でハンズフリー通話を行う場合は、別売りの平型スイッチ付イヤホンマイクをご利用く

ださい。

ハンズフリー通話中、音が割れて聞きとりにくいときは、受話音量を下げてください。

テレビ電話設定

テレビ電話中の映像を設定する

項 目 設定内容 お買い上げ時の設定

明るさ調整 カメラ映像の明るさを５段階で調整できます。 ±０

テレビ電話画面設定 相手側の映像と自分側の映像の表示方法を変更できます。 相手大／自分小

子画面表示位置 子画面の表示位置を設定できます。 左上

テレビ電話中照明設定 テレビ電話中のディスプレイの照明時間を設定できます。 常にON

自画像設定 自分側の映像を、正像、鏡像、または一時停止に設定できます。 鏡像

項 目 設定内容

相手大／自分小 相手側の映像を大きく、自分側の映像を小さく表示します。

相手のみ 相手側の映像のみを表示します。

自分大／相手小 自分側の映像を大きく、相手側の映像を小さく表示します。

自分のみ 自分側の映像のみを表示します。

1 テレビ電話の通話中にC51［テレビ電話画面設定］を押す。
待受画面でt643を押しても操作できます。

2 表示方法を選んでtを押す。

お知らせ

テレビ電話画面設定は、テレビ電話を終了しても保持されます。

相手大／自分小 相手のみ 自分大／相手小 自分のみ
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テレビ電話の子画面を設定する＜子画面表示設定＞

1 テレビ電話の通話中にC52［子画面表示設定］を押す。
待受画面でt644を押しても操作できます。

2 表示位置を選んでtを押す。

お知らせ

子画面を［右下］に設定すると、通話時間や送信、受信画像アイコンは左下に表示されます。

子画面表示位置は、テレビ電話を終了しても保持されます。

照明を設定する＜テレビ電話中照明＞

1 テレビ電話の通話中にC54
待受画面から：t27413（nP.142）

2 2［常にON］
通常時と同じにするとき：1

自分側の画像を静止画にして送信する＜一時停止＞

テレビ電話の通話中にC351
元に戻すとき：i またはc

自分側の画像を正像にする＜正像／鏡像切替＞

テレビ電話の通話中にC352

お知らせ

テレビ電話中照明設定について

［通常時と同じ］に設定すると、照明時間設定の通常時で設定した点灯時間になります。

点灯時間を長くすると、連続待受時間が短くなりますので、ご注意ください。

テレビ電話中照明設定は、テレビ電話を終了しても保持されます。

自画像設定（一時停止、正像・鏡像切替）について

設定にかかわらず相手側には常に正像が表示されます。

カメラ映像が停止した状態の静止画を送信することもできます。

［正像］は見たとおりの向きに、［鏡像］は左右逆向きに表示されます。

キャラ電や代替画像を送信しているときは、自画像設定できません。

一時停止中、相手には、本FOMA端末の映像に［停止中］という文字が重なって表示されます。

テレビ電話を終了すると、自画像設定は元に戻ります。

左上 右下
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相手に自分のFOMA端末が音声電話とテレビ電話の切り替えが可能かどうかを通知する設定です。
テレビ電話切替機能通知を［停止］に設定すると、相手から切り替えることはできません。

音声通話中、テレビ電話中、および圏外時にテレビ電話切替機能通知を変更することはできません。

テレビ電話の設定を変更する

通信速度を32Kに切り替える＜通信速度設定＞ お買い上げ時

64K

1 電話番号を入力してC52［通信速度設定］を押す。
電話帳内容表示画面やリダイヤル詳細画面、着信履歴詳細画面から発信するときは、C62を押します。

2 2［32K］を押し、i［テレビ電話］を押す。
［/］が表示されます。

64Kにするときは、1を押します。

お知らせ

64K／32Kの通信速度変更は、その発信に限り有効です。

音声電話で自動的にかけ直す＜音声自動再発信＞
お買い上げ時

OFF

1 待受画面でt641を押し、1［ON］を押す。
TOPメニューから_（設定）→［通話・通信機能設定］→［テレビ電話設定］→［音声自動再発信］の順に選択す

ることもできます。

お知らせ

音声電話で再発信した場合の通話料金は、テレビ電話通話料ではなく、音声通話料になります。

テレビ電話通信が開始された場合、音声自動再発信は行いません。

ISDNの同期64KやPIAFSのアクセスポイント、3G-324M（nP.78）に対応していないISDNのテレビ電話など

（2006年12月現在）や間違い電話をかけたときなどは、音声自動再発信を行わないことがあります。また、通信料金

が発生することもありますので、ご注意ください。

テレビ電話切替機能通知

お買い上げ時

開始音声電話とテレビ電話の切り替えについて設定する

1 待受画面でt646を押し、切替機能通知を開始・停止する。
TOPメニューから_（設定）→［通話・通信機能設定］→［テレビ電話設定］→［テレビ電話切替機能通知］の順

に選択することもできます。

切替機能通知を開始する 1→［はい］→t
切替機能通知を停止する 2→［はい］→t
切替機能通知設定を確認する 3
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パケット通信中にテレビ電話がかかってきたときの動作を設定します。
プッシュトーク通信中、ソフトウェア更新中、パターンデータ更新中、パケット通信を利用したデータ通信中にテレ

ビ電話がかかってきた場合は、着信拒否されます。

テレビ電話中に、相手の画像を静止画撮影できます。
撮影できるサイズは「QCIF：176×144」（横×縦）です。

パケット通信中着信設定

お買い上げ時

テレビ電話優先

ｉモード中にテレビ電話がかかってきたとき
の応答方法を設定する

1 待受画面でt648を押し、着信動作を選ぶ。
TOPメニューから_（設定）→［通話・通信機能設定］→［テレビ電話設定］→［パケット通信中着信設定］の順

に選択することもできます。

［留守番電話］や［転送でんわ］に設定するには、留守番電話サービスや転送でんわサービスのお申し込みが

必要です。

お知らせ

［テレビ電話優先］に設定していても、テレビ電話に出ないとパケット通信は継続されます。（テレビ電話に出ると、

パケット通信は切断されます。）

静止画メモ

相手の画像を静止画として保存する

1 テレビ電話中にC4［静止画メモ］を押し、t［=］を押す。
静止画撮影中、相手には、本FOMA端末の映像に［撮影中］という文字が重なって表示されます。

シャッター音は鳴りません。

静止画が撮影され、［保存中］が表示されます。

撮影した静止画はデータBOXのマイピクチャの［カメラ撮影］フォルダに保存されます。

撮影した静止画はFOMA端末以外へ出力できません。

お知らせ

テレビ電話画面設定を［自分のみ］に設定している場合、静止画メモを選択できません。

テレビ電話優先 1 かかってきたテレビ電話に出ることができます。

パケット通信優先 2 テレビ電話着信を拒否します。

留守番電話 3 自動的に留守番電話サービスに接続します。

転送でんわ 4 自動的に転送でんわサービスに接続します。
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プッシュトークボタンを押してプッシュトーク用電話帳を呼び出し、相手を選んでプッシュトークボタ
ンを押すだけの簡単操作で複数の人（自分を含めて最大５人まで）と通信することができます。ボタンを
押し発言するたびにプッシュトーク通信料が課金されます。
ボタンを押し続けている間だけ発言することができ、発言者以外のメンバーはその間は聞くだけになり
ます。また、画面では誰が発言しているかなどメンバーの状態が確認できます。グループ内での連絡や、
短い用件を伝えるときなどに便利にご利用いただけます。

対応機種：902iシリーズ、902iSシリーズ、903iシリーズ、SO902iWP+、SH902iSL、N902iX HIGH-SPEED、P702i、P702iD、SH702iS

なお、下記機種※では通信中にメンバーを追加したり、不参加だったメンバーを再度呼び出すことがで
きます。
※ 903iシリーズ

プッシュトークプラスについて
プッシュトークプラスとは、あらかじめ登録されたネットワーク上の電話帳を利用し、自分も含め最大
20人まで通信できるサービスです。さらに、メンバーの状態を確認できるなど、プッシュトークをより
便利にご利用いただけます。プッシュトークプラスをご利用いただくには別途ご契約が必要です。

プッシュトークプラスの操作方法などの詳細については、お申し込み時にお渡しするご案内をご覧ください。

プッシュトーク通信中の画面の見かた

プッシュトークとは

1 a：プッシュトーク通信中
2 発言者名欄：話している最中の人の名前（電話帳に登録されていない場合は電話番号）

自分：自分が話す人のとき（発言可能）
表示なし：話す人がいないとき
？：発言者が特定できなかったとき
FOMA端末（本体）電話帳に登録されているときは、名前が表示されます。電話帳の
ピクチャーコールを設定しているときは、画像も表示されます。ネットワーク上の
電話帳から発信されたときは、ネットワーク上の電話帳の名前で表示され、ピク
チャーコールを設定していても画像は表示されません。

3 グループ名：プッシュトーク電話帳のグループ名またはネットワーク上の電話
帳に登録されているグループ名が表示されます。

4 参加メンバー：FOMA端末（本体）電話帳に登録されている場合は名前が表示されま
す。ネットワーク上の電話帳から発信された場合は、ネットワーク上の電話帳の名
前で表示されます。電話帳に登録されていない場合は、電話番号が表示されます。

5 ;（赤色）：ハンズフリー通信中
6 メンバー状態表示：各メンバーの通信状態が表示されます。通信中に通信状態が

変わった場合、参加音や終了音（プッシュトークから抜けるとき）が鳴り、表示が
変わります。

メンバーが複数で画面内にすべてを表示できない場合にスクロールバーが表
示されます。vでスクロールしてメンバーを確認できます。

7 参加：プッシュトークに参加しています。
8 不参加※：応答がない、相手がプッシュトークを終了している、相手が圏外にい

る、または相手が電源を切っています。
9 運転中※：相手が公共モード（ドライブモード）を設定しています。
a 呼出中※：相手を呼び出し中です。
※ ３人以上のプッシュトーク通信の場合のみ表示されます。

1

2

7

5

8
9
a

63 

4 
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パケット通信を利用し、プッシュトークボタンを押すだけの簡単操作で通信することができます。１対

１または１対多の会話が可能です。
話せるのは常に１人です。話すときは&を押して発言権を取得する必要があります。

発言権を取得している間だけ話すことができます。なお、自分が&を押している間、相手の声は聞こえません。

&を押し発言権を取得すると同時に、発言者に対してプッシュトーク通信料が課金されます。

プッシュトーク電話帳に登録すると、簡単な操作で登録したメンバーと通信できます。

プッシュトーク発信する

1 待受画面で電話番号をダイヤルする。
プッシュトーク電話帳からプッシュトーク発信することもできます。（nP.101）

2 &を押す。
発信中は画面左上の［a］が点滅します。

相手が応答すると参加音が鳴って画面左上の［a］が点灯に変わり、プッシュトーク

通信中画面が表示されます。

ハンズフリーに切り替えるときはsまたはCを押します。なお、&を押していると

きは切り替えできません。

3 発言者名欄に何も表示されていないときに&を押し、［自分］と表示され
たら&を押したまま話す。

発言権を取得すると発言権取得音が鳴り、発言者名欄に［自分］と表示されます。

他の人が話している最中に&を押すと、エラー音が鳴ります。

自分が話し終わったら&を離してください。発言権開放音が鳴ります。

4 通信を終わるときはHを押す。
発言権取得回数が表示され、待受画面に戻ります。

お知らせ

プッシュトークを使用して緊急通報番号（110番、119番、118番）へ電話をかけることはできません。

１回の発言でお話しできる時間には限りがあります。制限時間に達すると発言時間満了予告音が鳴り、発言権が解
除されます。

音声電話中・テレビ電話中・データ通信中にプッシュトーク発信することはできません。

ｉモード中にプッシュトーク発信すると、ｉモード通信は切断されます。

プッシュトーク通信中に音声電話がかかってきたとき、PT通信中着信設定を［通常着信］に設定している場合は、
sを押して音声電話に出ることができます。「PT通信中着信設定」に関しては、「通信中に電話がかかってきたと
きの対応方法を選ぶ」（nP.104）を参照してください。

ハンズフリー通信中に音声電話着信があり音声電話にでた場合、ハンズフリーは解除されます。

プッシュトーク通信中にｉモードはご利用できません。

一定時間発言権の取得者がいない場合には、プッシュトーク通信が自動的に終了します。

プッシュトークの発信者が番号通知設定を［通知］に設定して発信した場合（nP.102）、着信したメンバー全員に発信者や
全メンバーの電話番号が通知されます。電話番号はお客様の大切な情報です。通知する場合は十分ご注意ください。

プッシュトーク通信終了時に発言権取得回数が表示されますが、発言権取得回数の表示は目安です。発言権取得回
数は最大999回まで表示され、これを超えると［***］と表示されます。

プッシュトーク
発信中画面
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FOMA端末（本体）電話帳を使ってプッシュトーク発信する
待受画面でa ? 名前を選ぶ ? &

着信履歴を利用してプッシュトーク発信する
待受画面でq ? 着信履歴を選ぶ ? &

複数メンバーとのプッシュトーク切断後に再参加する
複数メンバー宛のプッシュトークに応答後、自分だけがプッシュトークを切断した場合や、かかってきたプッ

シュトークに出られなかったときなどは、そのプッシュトーク通信が続いている場合のみ、該当する着信履歴か

ら発信するとそのメンバーとの通信に途中参加できます。

プッシュトーク通信が終了している場合は、そのメンバーへの新たな発信となります。

発信者側で通信を切断した場合は、参加者全員が切断されます。

待受画面でq ? 着信履歴を選ぶ ? &
リダイヤルを利用してプッシュトーク発信する

待受画面でr ? リダイヤルを選ぶ ? &

プッシュトーク着信する

1 プッシュトークを受信すると、着信音が鳴り、着信ランプが点滅する。

2 &またはsを押す。
画面左上の［a］が点灯に変わり、プッシュトーク通信中画面が表示されます。

通信方法は、「プッシュトーク発信する」（nP.97）と同様です。

3 通信を終わるときはHを押す。

お知らせ

オート着信設定を［ON］に設定すると、プッシュトーク着信した場合、自動的にハンズフリーで応答できます。ただし、マ
ナーモード中は、オート着信設定を［ON］に設定していても自動的に応答できません。

プッシュトークは応答保留できません。

エニーキーアンサーが［ON］に設定されている場合、&s以外のボタンで、プッシュトークの着信に応答するこ
とができます。（nP.63）
電話帳指定着信許可、電話帳指定着信拒否、電話帳登録外着信拒否の設定はプッシュトークにも有効です。
ただし、プッシュトークプラスからのネットワーク接続を利用した発信には無効です。

音声電話中・テレビ電話中・データ通信中にプッシュトーク着信した場合は接続されません。音声電話中の場合は
着信履歴に記憶され、待受画面に［着信あり］と表示されます。テレビ電話中・データ通信中の場合は着信履歴に記
憶されません。

プッシュトーク通信中に、音声電話やテレビ電話、64Kデータ通信、別のプッシュトークの着信があった場合は着
信履歴に記憶され、プッシュトーク通信が継続されます。

ｉモード中にプッシュトーク着信した場合、ｉモード通信中着信設定を［プッシュトーク着信優先］に設定してい
るときはｉモード通信が切断され、プッシュトークに応答することができます。［ｉモード優先］に設定している
ときはプッシュトーク着信しても接続されず、着信履歴にも記憶されません。お買い上げ時は、［プッシュトーク着
信優先］に設定されています。

公共モード（ドライブモード）設定中で、かつ電源が入っているときにプッシュトーク着信した場合は接続されず、
着信履歴に記憶され、待受画面に［着信あり］と表示されます。相手の通信中画面のメンバー状態表示には［運転中］
と表示されます。１対１の場合は、運転中であることが表示されません。

着信中のボタン操作

スタイル 不参加 クイックサイレント マナーモード設定（nP.135）

開いているとき H # #（１秒以上）

閉じているとき x（１秒以上） x －
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プッシュトーク電話帳に登録すると、FOMA端末（本体）電話帳にも登録されます。

FOMA端末（本体）電話帳への登録を行い、そのうち、名前・フリガナ・電話番号１件のみをプッシュトー

ク電話帳に登録します。FOMA端末（本体）電話帳へ登録済みの電話帳を、プッシュトーク電話帳に登録

することもできます。プッシュトーク電話帳には最大750件まで登録できます｡（nP.106）

登録できる内容

プッシュトーク電話帳にプッシュトークグループを設定すると、簡単な操作で同じプッシュトークグ

ループのメンバーと通信することができます。（１グループ19人までメンバーの登録が可能です。同時

に発信できるのは、４人までとなります。）

設定したグループには、グループごとの名前を設定し、最大９つのグループが登録できます。グループ名

は、お買い上げ時に登録されているグループ１からグループ９のグループ名を編集したりできます。グ

ループを新規に作成するには、グループ１～９の中から事前にグループを削除してください。（nP.103）

プッシュトークグループを新規作成する＜グループ新規作成＞

プッシュトーク電話帳登録

プッシュトーク電話帳を登録する

アイコン 項　目 内　容

= 名前 名前を入力します。最大全角16文字（半角32文字）まで入力できます。

C
フリガナ フリガナが自動的に入力されます。修正することもできます。最大半角カタ

カナ32 文字まで入力できます。

%
プッシュトークグループ 所属するプッシュトークグループを登録できます。１～９のグループがあ

り、グループ名を変更することもできます。

$
プッシュトーク電話番号 プッシュトークに使う電話番号を登録できます。それぞれの電話番号を７

つのアイコンで分類することもできます。

1 待受画面で&を押す。
FOMA端末（本体）電話帳が表示されます。

2 メンバーリスト画面（nP.101）でC2［新規作成］を押す。
グループリスト画面が表示されたときは、m［メンバー］を押します。

3 登録方法を選び、電話帳を登録する。

プッシュトークグループに登録する＜プッシュトークグループ＞

1 メンバーリスト画面（nP.101）で、C61［グループ新規作成］を押
す。

グループリスト画面のときは、C11を押します。

2 プッシュトークグループ名を入力してtを押す。
プッシュトークグループ名は最大全角10文字（半角20文字）まで入力できます。

電話帳から選ぶ 1→名前を選ぶ→t
電話番号が複数登録されている場合は、プッシュトークで使用する電話番号を１つ選

んでtを押します。

直接入力する 2→名前を入力→t→電話番号を入力→t→電話種別アイコンを選ぶ→t→i→t
FOMA端末（本体）電話帳の名前入力画面が表示されます。

登録方法の詳細については、P.107（FOMA端末（本体）電話帳登録）を参照してください。

電話番号を複数登録した場合は、FOMA端末（本体）電話帳への登録後、プッシュトー

クで使用する電話番号を１つ選んでtを押します。
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プッシュトークグループに登録する＜プッシュトークグループ登録＞
登録済みのプッシュトーク電話帳を、プッシュトークグループのメンバーとして登録します。

プッシュトーク電話帳を修正する＜データ編集＞
プッシュトーク電話帳に登録されている電話番号やグループを変更できます。

プッシュトークグループ名を編集する＜グループ名編集＞

1 メンバーリスト画面でC62
グループリスト画面のとき：C12

2 グループを選ぶ ? t ? グループ名を編集する ? t

1 メンバーリスト画面（nP.101）で、名前を選んでi［チェック］を押す。
チェックを１つも入れないときは、カーソル位置の電話帳を１件だけ選んだことになります。

2 C5［プッシュトークグループ登録］を押す。

3 プッシュトークグループを選んでtを押し、登録位置を選んでtを押す。
登録済みのメンバーを選ぶと、上書き登録されます。また、グループ内に同じ電話番号が登録されている場

合、重複して登録することはできません。

操作１で複数のメンバーを選んだ場合は、登録位置を選ぶ必要はありません。

1 メンバーリスト画面（nP.101）で、名前を選んでC3［データ編集］を
押す。

2 項目を選んでtを押し、編集する。
FOMA端末（本体）電話帳に登録されている別の電話番号を選択できます。

グループ変更のときは変更後のグループを選んでtを押し、登録先を確認してtを押します。

3 i［完了］を押し、［はい］を選んでtを押す。
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プッシュトーク電話帳から電話をかけます。あらかじめプッシュトーク電話帳にメンバーを登録してお

いてください。

プッシュトーク電話帳について
プッシュトーク電話帳に登録した相手に発信する場合は、グループリストからグループを選択する方法

と、メンバーリストからメンバーを選択する方法があります。mを押すとグループリスト画面とメン
バーリスト画面を切り替えることができます。

メンバーリストからメンバーを選択するには、フリガナ検索、メモリ番号検索とグループ検索に登録されたメン

バーから選択することができます。検索方法を変更するときは、検索画面でC1［検索方法選択］を押し、検索方法

を選択します。

プッシュトークグループから発信する
最大４人の相手と通信できます。

相手を選んで発信する
プッシュトーク電話帳のメンバーリスト画面から相手を選んで通信します。

プッシュトーク電話帳を利用してプッシュトーク発信する

1 待受画面で&を押し、相手を選ぶ。
メンバーリスト画面が表示されたときは、m［グループ］を押します。

2 &を押す。
通信方法は、「プッシュトーク発信する」（nP.97）と同様です。

５人以上のメンバーがグループに登録されている状態で発信した場合、［同時に通話できる人数４人を超えて

います］と表示されます。登録メンバーが５人以上設定されていた場合、４人まで選択して発信してください。

1 待受画面で&を押す。
グループリスト画面が表示されたときは、m［メンバー］を押します。

（メンバーリスト画面）

グループリスト画面

t

m

フリガナ検索
（メンバーリスト画面）

グループ検索 メモリ番号検索
（メンバーリスト画面）

グループメンバー画面

&

t

グループを選ぶ（グループのメンバー全員

に電話をかける場合）

u

グループの一部のメンバーを選ぶ u→t→名前を選ぶi［チェック］（くり返し可）（H→E）

チェックを１つも入れないと、カーソル位置の相手を１人だ

け選んだことになります。
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2 相手を選ぶ。
詳しい検索方法は、電話帳の検索方法を参照してください。

3 &を押して発信する。

自動で着信する＜オート着信設定＞

メンバーリスト画面でC71 ? 1

PT通信中着信設定を開始／停止する＜PT通信中着信設定＞

メンバーリスト画面でC72
留守番電話サービスに接続するとき：1
転送でんわサービスに接続するとき：2
着信拒否するとき：3
通常着信するとき：4

着信音の鳴動時間を設定する＜着信鳴動時間設定＞

1 メンバーリスト画面でC73
2 1［ON］ ? 着信音を鳴らす時間（２桁：01～60秒）を入力 ? t

プッシュトーク通信中に折りたたんだときの動作を設定する＜クローズ動作設定＞

メンバーリスト画面でC74
通信を終了するとき：1
相手の声がスピーカから聞こえるようにするとき：2

メンバーの番号を通知する＜番号通知設定＞

メンバーリスト画面でC75 ? 1

お知らせ

オート着信設定について

お買い上げ時は、［OFF］に設定されています。

オート着信すると自動的にハンズフリーに切り替わります。また、マナーモード設定時はオート着信できません。

プッシュトーク電話帳のオート着信設定とオート着信設定のプッシュトーク設定は連動しており、どちらかを

［ON］にすると同時に設定されます。

PT通信中着信設定について
お買い上げ時は、［着信拒否］に設定されています。

着信鳴動時間設定について

お買い上げ時は、［ON］に設定されています。

設定した時間内に応答しなかった場合、相手の通信中画面のメンバー状態表示には［不参加］と表示されます。

オート着信設定を［ON］に設定した場合、着信鳴動時間設定は選択できません。

クローズ動作設定について

お買い上げ時は、［スピーカ通話］に設定されています。

FOMA端末を閉じたときに通信を終了するか、相手の声がスピーカから聞こえるようにするか選択できます。

ただし、発信中の場合は、設定によらず［終話］となります。（nP.63）

番号通知設定ついて

お買い上げ時は、［非通知］に設定されています。

ネットワーク接続について

ネットワーク接続をご利用の場合は、プッシュトークプラスのご契約が必要です。

フリガナ検索、メモリ番号検索のとき 名前を選ぶi（くり返し可）

グループ検索のとき グループを選ぶ→t→名前を選ぶi（くり返し可）
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プッシュトーク電話帳を削除する

1 メンバーリスト画面（nP.101）で、名前を選んでC4［削除］を押す。
グループリスト画面が表示されたときは、m［メンバー］を押します。

グループ内全件削除、全件削除をするときは、メンバーを選ぶ必要はありません。

2 削除方法を選ぶ。

3 FOMA端末（本体）電話帳の削除方法を選び、［はい］を選んでtを押す。

プッシュトークグループを削除する＜削除＞

1 グループリスト画面（nP.101）で、グループを選んでC2［削除］を押
す。

メンバーリスト画面が表示されたときは、m［グループ］を押します。

2 削除方法を選び、［はい］を選んでtを押す。

プッシュトークグループからメンバーを削除する＜グループから削除＞

1 グループリスト画面（nP.101）で、グループを選んでtを押す。
メンバーリスト画面が表示されたときは、m［グループ］を押します。

2 メンバーを選んでC1［グループから削除］を押し、削除方法を選ぶ。

データを１件削除する 1
複数のデータをまとめて削除する 2→メンバーを選ぶt（くり返し可）→C

すべてのデータを選択するとき、iで［全選択］／［全解除］できます。

選んだFOMA端末（本体）電話帳グルー

プ内のすべてのデータを削除する

3→グループを選ぶ→t→端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力

→t
プッシュトーク電話帳のすべての

データを削除する

4→端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力→t

プッシュトーク電話帳のみ削除する 1
FOMA端末（本体）電話帳からも削除

する

2
FOMA端末（本体）電話帳とプッシュトーク電話帳を削除します。

グループを１件削除する 1
すべてのグループを削除する 2

メンバーを１件削除する 1→［はい］→t
複数のメンバーをまとめて削除する 2→メンバーを選ぶt（くり返し可）→C→［はい］→t

i［全選択］／［全解除］を押して、すべてのデータを選択できます。

グループ内のすべてのメンバーを

削除する

3→［はい］→t
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設定できる項目は次のとおりです。

プッシュトーク通信中に音声電話がかかってきたときの動作を設定します。

プッシュトーク設定

プッシュトークの発着信について設定する

項　目 設定内容 ページ

番号通知設定 プッシュトーク発信時、自分やグループのメンバーの電話番号を相手に通知するかどう

かを設定します。

P.104

着信鳴動時間設定 プッシュトークの着信音を鳴らす時間を設定します。 P.134

オート着信設定 プッシュトーク着信時、自動応答するかどうかを設定します。 P.393

PT通信中着信設定 プッシュトーク通信中に音声電話がかかってきたときの動作を設定します。 P.104

ｉモード通信中

着信設定

ｉモード通信中にプッシュトーク着信を受けるかどうかを設定します。 P.216

クローズ動作設定 通信中にFOMA端末を閉じたときの動作を［終話］、［スピーカ通話］（相手の声をスピー

カから聞こえるようにする）に設定します。

P.63

呼出動作開始時間

設定

電話帳に登録されていない相手や電話番号を通知してこない相手からの着信時、設定し

た秒数後に着信音が鳴るように設定します。音声電話・テレビ電話と共通の設定です。

P.168

再接続機能 電波の状態などで通信が途切れたときに自動的に再接続して通信を継続できるように

します。音声電話・テレビ電話と共通の設定です。

P.60

自分やメンバーの電話番号を通知する＜番号通知設定＞
お買い上げ時

非通知

1 待受画面でt661を押し、1［通知］を押す。
TOPメニューから_（設定）→［通話・通信機能設定］→［プッシュトーク設定］→［番号通知設定］の順に選択

することもできます。

お知らせ

プッシュトークの発信者が番号通知設定を［通知］に設定して発信した場合、着信したメンバー全員に発信者や全

メンバーの電話番号が通知されます。［非通知］に設定して発信した場合、着信側には発信者やメンバーの欄にすべ

て［非通知］と表示されます。

プッシュトークを発信する際に、 複数の番号通知方法を同時に設定・操作した場合、次の優先順位で番号通知動作

が行われます。

① 発信時に発信条件で番号通知方法を設定した場合

② プッシュトーク番号通知設定を設定した場合

通信中に電話がかかってきたときの対応方法を選ぶ
＜PT通信中着信設定＞

お買い上げ時

着信拒否

1 待受画面でt662を押し、着信動作を選ぶ。
TOPメニューから_（設定）→［通話・通信機能設定］→［プッシュトーク設定］→［PT通信中着信設定］の順に

選択することもできます。

留守番電話や転送でんわに設定するには、留守番電話サービスや転送でんわサービスのお申し込みが必要

です。

留守番電話サービスや転送でんわサービスが未契約の場合、設定しても音声電話が通常着信となります。

留守番電話 1 自動的に留守番電話サービスに接続します。

転送でんわ 2 自動的に転送でんわサービスに接続します。

着信拒否 3 着信を拒否します。

通常着信 4 プッシュトーク通信を続けるか、終了してかかってきた音声電話に出るか選択できます。

話している最中に音声電話がかかってきた場合、発言は中断されます。
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FOMA端末（本体）電話帳とFOMAカード電話帳の両方を使用できます。FOMA端末（本体）電話帳と
FOMAカード電話帳では登録できる項目や件数などが異なります。

プッシュトーク用にプッシュトーク電話帳も用意されています。

FOMA端末（本体）電話帳とFOMAカード電話帳のそれぞれに、名前、電話番号、メールアドレスなどを

登録できます。
FOMA端末（本体）電話帳への新規登録時、続けてプッシュトーク電話帳にも登録できます。

お客様のFOMAカードを他のFOMA端末にセットしても、FOMAカード電話帳のデータを利用できます。複数の

FOMA端末で電話帳を共用したい場合は、FOMAカード電話帳に登録しておくと便利です。

－：登録不可

FOMA端末で使用できる電話帳について

FOMA端末（本体）電話帳とFOMAカード電話帳とプッシュトーク電話帳の違い

FOMA端末（本体）電話帳 FOMAカード電話帳

件数 750件 ドコモのFOMAカード：50件

名前の登録文字数 最大全角16文字（半角32文字） 半角英数のみ：最大21文字

全角のみ、全角／半角混在、半角カタカ

ナのみ：最大10文字

フリガナ 半角カタカナ（最大32文字） 全角カタカナ（最大12文字）

グループの設定 20グループ 11グループ

アイコン 電話番号：７種類

メールアドレス：４種類
－

メモリ番号の設定 000～749 －

電話番号 １つの電話帳に３件（電話帳全体で登録

可能な電話番号は2250件まで）

１つの電話帳に１件

メールアドレス １つの電話帳に３件（電話帳全体で登録可

能なメールアドレスは2250件まで）

１つの電話帳に１件

郵便番号 １つの電話帳に１件 －

住所 １つの電話帳に１件 －

誕生日 １つの電話帳に１件 －

メモ １つの電話帳に１件 －

指定着信音選択 １つの電話帳に１件 －

指定メール着信音選択 １つの電話帳に１件 －

指定着信ランプ設定 １つの電話帳に１件 －

指定メール着信ランプ設定 １つの電話帳に１件 －

画像（ピクチャーコール設定） １つの電話帳に１件 －

キャラ電設定 １つの電話帳に１件 －

プッシュトーク電話帳

件数 750件

名前の登録文字数 最大全角16文字（半角32文字）

フリガナ 半角カタカナ（最大32文字）

電話番号 １つの電話帳に１件

プッシュトークグループ ９グループ（nP.99）
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よくおかけになる電話番号を、名前やメールアドレスなどと併せて電話帳に登録すると、簡単な操作で
電話をかけたり、ｉモードメールやSMSを送信したりできます。

カメラで撮影した静止画や動画／ｉモーションなどを、電話帳に登録できます。画像を登録した相手から電話がか

かってきたときは、名前や電話番号と登録した画像が表示されます。

FOMA端末（本体）電話帳への新規登録時、続けてプッシュトーク電話帳にも登録できます。

登録できる内容

電話帳登録

FOMA端末（本体）電話帳に登録する

アイコン 項　目 内　容 ページ

=
名前 名前を入力します。最大全角16文字（半角32文字）

まで入力できます。

P.108

C
フリガナ フリガナが自動的に入力されます。修正することも

できます。最大半角カタカナ32文字まで入力でき

ます。

P.108

Q
グループ グループに分けて登録できます。20のグループが

あり、グループ名を変更することもできます。

P.110

9

電話番号 ３件の電話番号を登録できます。それぞれの電話番

号を７つのアイコンで分類することもできます。

１件の電話番号はプッシュトーク電話帳にも登録

できます。

P.108

S
メールアドレス ３件のメールアドレスを登録できます。それぞれ

のメールアドレスを４つのアイコンで分類するこ

ともできます。

P.109

N 郵便番号 郵便番号を登録できます。 P.110

O
住所 住所を登録できます。最大全角50文字（半角100文

字）まで入力できます。

P.110

P
誕生日 誕生日を登録できます。1900年１月１日～2099

年12月31日まで入力できます。

P.110

G
メモ メモを登録できます。最大全角100文字（半角200

文字）まで入力できます。

P.110

;
シークレット

登録

電話帳を表示しないようにできます。電話帳を他

人に見られたくない場合に設定します。

P.124

F
シークレット

コード

相手から指定されたシークレットコードを入力し

ます。メールを送信するときに使います。

P.110

<
指定着信音

選択

電話がかかってきたときに、専用の着信音や着

モーションで相手を識別できます。

P.110

V
指定メール

着信音選択

メールを受信したときに、専用のメール着信音で

相手を識別できます。

P.110

q
指定着信

ランプ設定

電話がかかってきたときに、専用のランプ色で相

手を識別できます。

P.110

:
指定メール

着信ランプ設定

メールを受信したときに、専用のランプ色で相手

を識別できます。

P.110

8

ピクチャー

コール設定

電話をかけたり、電話がかかってきたときに、画像

で相手を識別できます。また、電話帳リストに専用

の画像が表示されます。カメラで撮影した静止画

や動画／ｉモーションを１件登録できます。

P.110

1
キャラ電設定 テレビ電話中に代替画像を送信する場合のキャラ

電を設定できます。

P.111

お知らせ

ドコモショップなど窓口にて機種変更時など新機種へコピーする際は、仕様によっては、FOMA端末に登録した
データをコピーできない場合もありますので、あらかじめご了承ください。

ピクチャーコール設定でｉモーションを設定している場合、発信時には発着信画面設定で設定した画像が表示さ

れます。

FOMA端末
（本体）電話帳

入力画面
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電話帳に相手の名前、電話番号、メールアドレスを登録します。

電話帳に登録した内容は、別にメモを取るか、パソコンをお持ちの場合はminiSDメモリーカード（nP.329）やデー
タリンクソフト（nP.443）をご利用いただき、パソコンに転送・保管することをおすすめします。
また、電話帳お預かりサービス（nP.124、P.125）をご契約いただくことで、FOMA端末の電話帳をお預かりセン
ターに保存することもできます。 

FOMA端末の故障・修理やその他取り扱いによって登録内容が消失する場合があります。万が一、電話帳に登録し

てある内容が消失しても、当社としては責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

基本的な登録のしかた

1 待受画面でaを１秒以上押し、1［本体新規］を押す。
待受画面でaC21を押しても表示できます。

2 名前を入力してtを押す。

FOMA端末
（本体）電話帳

入力画面

［C］の行に、入力した名前のフリガナが自動的に入力されます。名前の入力後に修正

した場合、フリガナには自動で反映されません。

名前に記号や絵文字を入力したときや、ワンタッチ変換で入力したとき、フリガナは

自動的に入力されません。

フリガナが違っているときは、［C］を選んでtを押し、正しいフリガナに修正しま

す。

3［9］を選んでtを押し、電話番号を入力してtを押す。
登録先が一般電話の場合でも、必ず市外局番から入力してください。

電話番号は26桁まで入力できます。

電話番号には、「b」や「#」も入力できますが、正しく発信できない場合があります。

「186」を付けて電話帳に登録すると、電話番号をｉモードメールやSMS送信時の宛

先に選択した場合、正しく送信できません。

4 電話種別アイコンを選ぶ。

電話番号を複数登録するときは、操作３～４をくり返します。

お知らせ

国際電話をかける（［+］入力） 0（１秒以上）→電話番号の入力

ポーズ［P］を入力する o
入力をやり直す c（最後の１桁またはカーソル位置の文字が消え

ます。）

cを１秒以上押すと、カーソルが最後の位置

にあるときは番号がすべて消えます。カーソル

がそれ以外の位置にあるときはカーソル以降の

番号がすべて消えます。正しい番号を入力して

ください。

9 一般の電話 1 T 会社の電話 5
y 携帯電話 2 Y 自宅のFAX 6
A テレビ電話 3 Z 会社のFAX 7
3 自宅の電話 4
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5［S］を選んでtを押し、メールアドレスを入力してtを押す。
半角の英字、数字、一部の記号を最大で半角50文字まで入力できます。

メールアドレスに、絵文字は入力できません。

6 メールアドレス種別アイコンを選ぶ。

メールアドレスを複数登録するときは、操作５～６をくり返します。

7 i［完了］を押し、メモリ番号（３桁：000～749）を入力する。
メモリ番号を入力せずにtを押すと、［010］～［749］の空いているメモリ番号の中で、最も小さい番号に登

録されます。空いていないときは、［000］～［009］の中で最も小さい番号に登録されます。

メモリ番号に登録後、［プッシュトーク電話帳に登録しますか？］と表示されます。

8 プッシュトーク電話帳に登録するかどうかを選ぶ。

お知らせ

シークレット登録を［ON］に設定しているときは、シークレットモードを［ON］に設定しないと電話帳を上書き登

録できません。

すでにFOMA端末（本体）電話帳に750件登録されているときに、電話番号またはメールアドレスを登録しようと

した場合、メモリ番号を指定すると、すでに登録されている電話帳に上書き登録されます。（FOMAカード電話帳の

場合には上書き登録されません。）

電話帳の登録および残り件数を確認するには、P.341「メモリの使用状況を確認する」を参照してください。

操作ガイダンスに［完了］が表示されないとき

名前を入力してください。

メモリ番号について

メモリ番号［000］～［099］に登録した相手には、ツータッチダイヤルで電話をかけることができます。（nP.125）

メモリ番号にはこんな指定方法もあります

百の位の数字を１桁入力してtを押します。

空いているメモリ番号（1の場合、［100］～［199］）の中で、最も小さい番号に登録されます。

百の位と十の位の２桁を入力してtを押します。

空いているメモリ番号（12の場合、［120］～［129］）の中で、最も小さい番号に登録されます。

編集中にｉモードメールやSMS、メッセージR／Fを受信すると
メール受信表示設定を［操作優先］に設定した場合は、受信結果は表示されず、編集を続けることができます。

FOMAカードへのコピーについて
FOMA端末（本体）に登録した電話帳をFOMAカードにコピーしたり（nP.114）、FOMAカードに登録した電話帳

をFOMA端末（本体）にコピー（nP.114）できます。

miniSDメモリーカードについて
FOMA端末（本体）に登録した電話帳をminiSDメモリーカードにコピーしたり（nP.332）、miniSDメモリーカー

ド内の電話帳を表示（nP.334）できます。

miniSDメモリーカード内の電話帳をFOMA端末（本体）にコピー（nP.335）できます。

［＠］や［.］（ピリオド）を入力する 1（数回）

インターネットに関連した定型

文を入力する

a（１秒以上）

メールアドレスの一部を簡単に入力できます。

（nP.416）

m（１秒以上）5［インターネット］を押しても

操作できます。

S 携帯電話のメールアドレス 1 B 会社のメールアドレス 3
7 自宅のメールアドレス 2 U メールアドレス 4

登録する ［はい］→t
電話番号が２件以上登録されている場合は、プッシュトークで使用する電話番号を

１つ選んでtを押します。

登録しない ［いいえ］→t
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赤外線通信について

FOMA端末（本体）に登録した電話帳を赤外線通信で送信したり、赤外線通信で電話帳を受信できます。

（nP.344）

記号や絵文字の使用について

FOMA端末（本体）電話帳の［名前］、［メモ］、［住所］には、記号や絵文字も入力できますが、赤外線通信などでｉモー

ド端末以外の携帯電話やパソコンなどに送信した場合、正しく表示されないことがあります。

グループを設定する＜グループ選択＞

電話帳入力画面（nP.108）で［Q］ ? t ? グループを選ぶ ? t

郵便番号を登録する
電話帳入力画面（nP.108）で［N］ ? t ? 郵便番号を入力 ? t

住所を登録する
電話帳入力画面（nP.108）で［O］ ? t ? 住所を入力 ? t

誕生日を登録する
電話帳入力画面（nP.108）で［P］ ? t ? 誕生日を入力 ? t

メモを登録する
電話帳入力画面（nP.108）で［G］ ? t ? メモを入力 ? t

シークレット登録する＜シークレット登録＞

電話帳入力画面（nP.108）で［|］ ? t ? 1
メールアドレスにシークレットコードを設定する＜シークレットコード＞

1 電話帳入力画面（nP.108）で［F］ ? t ? 端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力 ? t
2 1［コード設定］

設定済みのシークレットコードを確認するとき：2
シークレットコードを解除するとき：3

3 ｉモードメールアドレスを選ぶ ? t ? シークレットコード（４桁）を入力 ? ［はい］ ? t

着信音や着モーションを設定する＜指定着信音選択／指定メール着信音選択＞

1 電話帳入力画面（nP.108）で［< 指定着信音選択］ ? t
指定メール着信音を設定するとき：［V 指定メール着信音選択］ ? t

2 1［通常着信音］
着モーションを設定するとき：2
設定を解除するとき：3

3 フォルダを選ぶ ? t ? 着信音を選ぶ ? i

着信ランプの色を設定する＜指定着信ランプ設定／指定メール着信ランプ設定＞

1 電話帳入力画面（nP.108）で［q 指定着信ランプ設定］ ? t
指定メール着信ランプを設定するとき：［: 指定メール着信ランプ設定］ ? t

2 着信ランプの色を選ぶ ? t
設定を解除するとき：1

画像を設定する＜ピクチャーコール設定＞

1 電話帳入力画面（nP.108）で［8 ピクチャーコール設定］ ? t
2 1［マイピクチャ］

動画／ｉモーションを設定するとき：2
カメラで静止画を撮影するとき：3 ? 撮影

カメラで動画を撮影するとき：4 ? 撮影

画像の設定を解除するとき：5
3 フォルダを選ぶ ? t ? 画像を選ぶ ? i

お知らせ
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キャラ電を設定する＜キャラ電設定＞

1 電話帳入力画面（nP.108）で［1 キャラ電設定］ ? t
2 1［キャラ電］

キャラ電の設定を解除するとき：2
3 フォルダを選ぶ ? t ? キャラ電を選ぶ ? i

キャラ電を確認するとき：キャラ電を選ぶ ? t（cで戻る）

お知らせ

指定着信音選択／指定メール着信音選択について

データBOXのメロディから着信音、ｉモーションから着モーションを選択できます。

映像のみ、またはテロップを付けた動画／ｉモーション、再生制限のある動画／ｉモーションは、着モーショ

ンに設定できません。

映像と音声を含んだ動画／ｉモーションを着モーションに設定した場合、自動的にピクチャーコールに設定

されます。

着信音設定が［不可］の動画／ｉモーションは着モーションに設定できません。（nP.340）

miniSDメモリーカードからFOMA端末（本体）にコピーした動画／ｉモーションは着モーションに設定できま
せん。撮影した動画を着モーションに設定する場合は、FOMA端末（本体）に録画してください。

発信者番号を通知しない電話がかかってきたときは、着信音選択の非通知設定着信音で設定した着信音が鳴

ります。設定していないときは、通常の着信音が鳴ります。

シークレット登録した相手から電話がかかってきたりメールを受信すると、通常の着信音が鳴ります。指定着

信音選択／指定メール着信音選択の設定を有効にするには、シークレットモードを［ON］に設定してください。

電話帳のPIMロック中に、電話がかかってきたりメールを受信すると、通常の着信音が鳴ります。

指定メール着信音を利用するときは、相手のメールアドレスをドメイン名まで登録する必要があります。

ただし、相手のメールアドレスが「携帯電話番号@docomo.ne.jp」のときは、電話番号のみをメールアドレスと

して登録してください。

メール着信音に映像と音声を含んだ動画／ｉモーションを着モーションとして設定した場合、待受画面以外

でメールを受信したときに音声のみしか再生されない場合があります。

複数の着信音が設定されているときの優先順位については、P.128を参照してください。

指定着信ランプ設定／指定メール着信ランプ設定について

発信者番号を通知しないで電話がかかってきたときは、通常の着信ランプの色で点滅します。

［ランダム］では、相手の発信者番号と日付に応じてランダムに点灯します。［レインボー］では、各色がグラ

デーション状に発光します。［ミックス］では、各色が連続発光します。［サイクロン］では、色の切り替えがだん

だん速くなりながら発光します。

メール着信ランプに［ランダム］は設定できません。

シークレット登録した相手から電話がかかってきたりメールを受信すると、通常の着信ランプの色で点滅し

ます。指定着信ランプ設定／指定メール着信ランプ設定を有効にするには、シークレットモードを［ON］に設

定してください。

電話帳のPIMロック中に、電話がかかってきたりメールを受信すると、通常の着信ランプの色で点滅します。

指定メール着信ランプを利用するときは、相手のメールアドレスをドメイン名まで登録する必要があります。

ただし、相手のメールアドレスが「携帯電話番号@docomo.ne.jp」のときは、電話番号のみをメールアドレスと

して登録してください。

複数の着信ランプが設定されているときの優先順位については、P.149を参照してください。

シークレット登録について

シークレット登録については、P.124を参照してください。

シークレットコードについて

シークレットコードは、メールアドレスが「携帯電話番号@docomo.ne.jp」の場合のみ有効です。シークレット

コードについては、P.229を参照してください。

シークレットコードに［0000］は設定できません。

シークレットコードは、電話帳データ１件につき、メールアドレス１～３のうち１つのメールアドレスに対し

てのみ設定できます。

メールアドレスにシークレットコードを設定しても、メール作成画面（nP.233）の宛先欄にシークレット

コードは表示されません。

自分のシークレットコードの登録については、『ご利用ガイドブック（ｉモード＜FOMA＞編）』をご覧くださ

い。
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ズームメニューから登録する
ズームメニューからFOMA端末（本体）電話帳に登録できます。

登録できる内容は次のとおりです。

名前 フリガナ 電話番号：１件 メールアドレス：１件

登録後の電話帳をズームメニューの［電話帳の表示］で表示させたり、サブメニューから電話帳のすべての項目を編

集（nP.122）することもできます。

お知らせ

メールアドレスにシークレットコードを含めて、「携帯電話番号＋シークレットコード@docomo.ne.jp」の形式

で電話帳に登録している場合は、メール送信できないことがあります。メールアドレスを「携帯電話番号
@docomo.ne.jp」に変更してから、シークレットコードを登録してください。

ピクチャーコール設定について

音声のみのｉモーション（歌手の歌声など映像のないｉモーション）、またはテロップを付けた動画／ｉモー

ション、再生制限のある動画／ｉモーションは、ピクチャーコールに設定できません。
ピクチャーコールに設定した静止画のデータサイズによっては、画像展開に時間がかかることがあります。

ピクチャーコールに動画／ｉモーションを設定したときは、電話帳リスト画面に画像を表示した場合、最初の

１コマ目が表示されます。

ピクチャーコールを設定した相手から、キャッチホンで着信した場合、設定した画像は表示されます。

miniSDメモリーカードからFOMA端末（本体）にコピーしたり、赤外線通信やデータリンクソフトなどを使用

して転送した動画／ｉモーションは、ピクチャーコールに設定できません。撮影した動画をピクチャーコール
に設定する場合は、FOMA端末（本体）に録画してください。

ピクチャーコールに設定した画像をデータBOXから削除するときは、［１件削除］を選択します。削除の確認画

面で［はい］を選択すると削除されます。

カメラ撮影後のプレビュー画面で、C32［電話帳］を押すと、撮影した画像をピクチャーコールに設定で

きます。

指定着信音に映像と音声を含んだ動画／ｉモーションを設定している場合、ピクチャーコールに静止画を設

定すると、指定着信音の設定は解除されます。また、ピクチャーコールに映像と音声を含んだ動画／ｉモー

ションを設定すると、指定着信音の設定にも反映されます。

複数のピクチャーコールが設定されているときの優先順位については、P.141を参照してください。

1 待受画面でtを押し、［電話］を選んでtを押す。
TOPメニューやショートカットメニューが表示されたときは、i［メニュー切替］を押してズームメニュー

に切り替えます。

2 ［電話帳の登録］を選んでtを押す。

3 名前を入力してtを押し、フリガナを確認してtを押す。
フリガナは自動的に入力されます。フリガナが違っているときは、正しいフリガナに修正してください。

4 電話番号を入力してtを押す。

5［U］を選んでtを押し、メールアドレスを入力してtを押す。

6 i［完了］を押す。
メモリ番号は、［010］～［749］の空いているメモリ番号の中で、最も小さい番号に登録されます。空いていな

いときは、［000］～［009］の中で最も小さい番号に登録されます。

電話種別アイコンは［9］、メールアドレス種別アイコンは［U］が自動的に登録されます。
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FOMAカード内の電話帳にも登録できます。FOMA端末（本体）電話帳と登録できる項目が一部異なり
ます。

FOMAカード電話帳には、最大50件まで登録できます。

１件の電話帳に１件の電話番号と１件のメールアドレスを登録できます。

登録できる内容

FOMAカード電話帳登録

FOMAカード電話帳に登録する

アイコン 項　目 内　容

=

名前 名前を入力します。半角英数のみの場合は最大21文字まで、全角のみや全角／半角が混

在している場合、半角カタカナのみの場合は最大10文字まで入力できます。

半角英数のみで10文字以上入力してから全角／半角カタカナを入力した場合、全角／

半角カタカナ以降に入力した文字は登録されません。また、全角／半角混在で10文字以

上入力した場合、11文字目以降の文字は登録されません。

C

フリガナ フリガナが自動的に入力されます。修正することもできます。全角カタカナのみで最

大12文字、半角英数のみで最大25文字まで入力できます。全角／半角が混在している

場合は最大12文字まで入力できます。半角で12文字以上入力してから全角カタカナ

を入力した場合、全角カタカナ以降に入力した文字は登録されません。

Q
グループ グループに分けて登録できます。11のグループがあり、グループ名を変更することも

できます。

S 電話番号 電話番号を１件登録できます。

T メールアドレス メールアドレスを１件登録できます。

基本的な登録のしかた

1 待受画面でaを１秒以上押し、2［FOMAカード（UIM）新規］を押す。
待受画面でaC22を押しても表示できます。

2 名前を入力してtを押す。
［C］の行に、入力した名前のフリガナが自動的に入力されます。名前の入力後に修正

した場合、フリガナには自動で反映されません。

名前に記号や絵文字を入力したときや、ワンタッチ変換で入力したとき、フリガナは

自動的に入力されません。

フリガナが違っているときは、［C］を選んでtを押し、正しいフリガナに修正しま

す。

3［Q］を選んでtを押し、設定するグループを選んでtを押す。

4 ［S］を選んでtを押し、電話番号を入力してtを押す。
FOMAカード（緑色／白色）をご使用のときは26桁、FOMAカード（青色）をご使用のときは20桁まで入力で

きます。

電話番号を間違えたときは、cを押すと、最後の１桁またはカーソル位置の文字が消えます。また、cを

１秒以上押すと、カーソルが最後の位置にあるときは番号がすべて消えます。カーソルがそれ以外の位置に

あるときはカーソル以降の番号がすべて消えます。正しい番号を入力してください。

5［T］を選んでtを押し、メールアドレスを入力してtを押す。
半角の英字、数字、一部の記号を最大で半角50文字まで入力できます。

メールアドレスに、絵文字は入力できません。

［＠］や［.］（ピリオド）を入力する 1（数回）

インターネットに関連した定型文を

入力する

a（１秒以上）

メールアドレスの一部を簡単に入力できます。（nP.416）

m（１秒以上）5を押しても操作できます。
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FOMA端末（本体）とFOMAカードの間で、電話帳のデータをコピーできます。

6 i［完了］を押す。

FOMA端末（本体）電話帳をFOMAカード内の電話帳にコピーする

1 待受画面でaを押し、名前を選んでC51［FOMAカードへコピー］
を押す。

2 コピー方法を選ぶ。

お知らせ

FOMAカードが挿入されていない場合は、この機能を利用できません。

FOMA端末（本体）とFOMAカードでは、１つの電話帳に登録できる電話番号／メールアドレスの件数が異なるた

め、FOMA端末（本体）に登録された２件目以降の電話番号／メールアドレスはFOMAカードにコピーできません。

また、使える文字や文字数も異なるため、コピーできないことがあります。コピーできないデータがあるときは、

［一部コピーできない項目がありますが、コピーしますか？］と表示されます。［はい］を選択すると、１件目の電話

番号／メールアドレスがコピーされます。

シークレット登録した電話帳は、シークレットモードを［ON］に設定しないとコピーできません。

FOMA端末（本体）に登録した電話帳をFOMAカードにコピーすると、各項目は次のように登録されます。

名前は全角10文字（半角21文字）を超えた文字は破棄されます。
フリガナは全角カタカナで登録され、12文字を超えた文字は破棄されます。さらに、FOMAカードにコピーした

電話帳をFOMA端末（本体）にコピーすると、フリガナは半角カタカナで登録されます。
FOMA端末（本体）電話帳のグループ名と同じグループ名がFOMAカード電話帳にあるときは、そのまま登録さ

れます。同じグループ名がないときは［（指定なし）］となります。なお、全角記号と半角記号は別の文字として扱
われます。

FOMA端末（本体）とFOMAカードでは、利用できる文字の種類が異なるため、一部の利用できない文字がスペース

に変換される場合があります。

電話帳データをコピーしてもコピー元のデータは残ります。

データのコピー中に転送先の最大登録（保存）件数を超えたときは、［メモリがいっぱいです　これ以上登録できま

せん］と表示されます。すでに登録（保存）されているデータの中で、不要なものを削除したあと、コピーされなかっ

たデータのコピーをやり直してください。

FOMAカード内の電話帳をFOMA端末（本体）電話帳にコピーする

1 待受画面でaを押し、名前を選んでC51［本体へコピー］を押す。

2 コピー方法を選ぶ。

１件コピーする 1→［はい］→t
選択コピーする 2→名前を選ぶt（くり返し可）→C→［はい］→t
電話帳の内容を確認してコピーする 操作１で名前を選んでt→C32→［はい］→t

１件コピーする 1→［はい］→t
選択コピーする 2→名前を選ぶt（くり返し可）→C→［はい］→t
電話帳の内容を確認してコピーする 操作１で名前を選んでt→C32→［はい］→t
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リダイヤルや着信履歴、カメラのバーコードリーダーや文字読み取り、メールなどからも電話帳に登録
できます。

例：着信履歴から登録する場合

お知らせ

FOMAカードに登録した電話帳をFOMA端末（本体）にコピーすると、各項目は次のように登録されます。

フリガナは半角カタカナで登録されます。
FOMAカード電話帳の電話番号、メールアドレスは、FOMA端末（本体）電話帳のそれぞれ１件目に保存されま

す。
FOMAカード電話帳のグループ名と同じグループ名がFOMA端末（本体）電話帳にあるときは、そのまま登録さ

れます。同じグループ名がないときは、［（指定なし）］となります。

メモリ番号は［010］～［749］→［000］～［009］の順で、使用していないメモリ番号が割り当てられます。

他のFOMA端末で登録したFOMAカードのデータを本FOMA端末にコピーする場合、半角英数記号以外のラテン

文字、ギリシャ文字、一部の記号または区点コード一覧にない全角文字はスペースで表示されます。

コピーできないデータがあるときは、［一部コピーできない項目がありますが、コピーしますか？］と表示されま

す。［はい］を選択すると、電話番号／メールアドレスがコピーされます。

リダイヤルや着信履歴などから電話帳に登録する

1 待受画面でq（M）を押し、電話番号を選んでC1［電話帳登録］を押
す。

2 登録方法を選ぶ。

電話帳入力画面に、選択した電話番号が入力されています。電話帳登録の操作を続けます。（nP.108）

［プッシュトークグループ登録］は、プッシュトーク発着信履歴のみ選択可能です。（１対多でプッシュトー

ク発信を行った履歴が対象になります。また、多側の電話番号がプッシュトーク電話帳に登録されていると

きにプッシュトークグループに登録できます。）

FOMA端末（本体）電話帳に登録する 1
FOMAカード電話帳に登録する 2
追加／上書き登録する 3
プッシュトーク電話帳に登録する 4
プッシュトークグループに登録する 5
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116 ＊ miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。（nP.329）

電
話
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ル
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設
定

電話帳にグループを設定して、グループごとの名前、着信音や着信ランプ、電話がかかってきたときの画
像を設定することができます。

FOMAカード電話帳の場合、グループ名編集のみ設定できます。

グループ名を変更できます。
［U（指定なし）］は変更できません。

お買い上げ時設定（FOMA端末（本体）電話帳：［（指定なし）］、［グループ１］～［グループ１９］

FOMAカード電話帳：［（指定なし）］、［グループ１］～［グループ１０］）

グループ設定

グループを設定する

グループ名を変更する＜グループ名編集＞
お買い上げ時

下記参照

1 待受画面でaを押し、設定するグループを選ぶ。

グループ設定画面

2 1［グループ名編集］を押し、グループ名を入力／修正してtを押す。
グループ名の入力文字数は次のとおりです。

FOMA端末（本体）電話帳：最大全角10文字（半角20文字）

FOMAカード電話帳：半角英数のみの場合は最大21文字

全角のみや全角／半角が混在している場合、半角カタカナのみの場合は最大10文字

お買い上げ時のグループ名に戻すときは、cを１秒以上押してtを押します。

3 i［完了］を押す。

グループごとの着信音や着モーションを設定する＜指定着信音選択／指定メール着信音選択＞

1 グループ設定画面（nP.116）で2
グループ指定メール着信音を設定するとき：3

2 1［通常着信音］
着モーションを設定するとき：2
設定を解除するとき：3

3 フォルダを選ぶ ? t ? 着信音を選ぶ ? i ? i

グループごとの着信ランプの色を設定する＜指定着信ランプ設定／指定メール着信ランプ設定＞

1 グループ設定画面（nP.116）で4
グループ指定メール着信ランプの色を設定するとき：5

2 着信ランプの色を選ぶ ? t ? i
グループごとの画像を設定する＜ピクチャーコール設定＞

1 グループ設定画面（nP.116）で6
2 1［マイピクチャ］

動画／ｉモーションを設定するとき：2
カメラで静止画を撮影するとき：3 ? 撮影

カメラで動画を撮影するとき：4 ? 撮影

画像の設定を解除するとき：5
3 フォルダを選ぶ ? t ? 画像を選ぶ ? i ? i

電話帳リスト画面のとき C8→グループを選ぶ→t
グループリスト画面のとき グループを選ぶ→C3
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お知らせ

指定着信音選択／指定メール着信音選択について

映像のみ、またはテロップを付けた動画／ｉモーション、再生制限のある動画／ｉモーションは、着モーショ

ンに設定できません。

着信音設定が［不可］の動画／ｉモーションは着モーションに設定できません。（nP.340）

miniSDメモリーカードからFOMA端末（本体）にコピーした動画／ｉモーションは、着モーションに設定でき

ません。撮影した動画を着モーションに設定する場合は、FOMA端末（本体）に録画してください。

発信者番号を通知しないで電話がかかってきたときは、通常の着信音が鳴ります。

グループ内のシークレット登録した相手から電話がかかってきたりメールを受信すると、通常の着信音が鳴

ります。グループ指定着信音選択／グループ指定メール着信音選択の設定を有効にするには、シークレット

モードを［ON］に設定してください。

グループメール着信音を設定するときは、相手のメールアドレスをドメイン名まで登録する必要があります。

ただし、相手のメールアドレスが「携帯電話番号@docomo.ne.jp」のときは、電話番号のみをメールアドレスと

して登録してください。

映像と音声を含む動画／ｉモーションを着モーションとして設定した場合は、グループのピクチャーコール

設定もそのｉモーションが自動的に設定されます。

複数の着信音が設定されているときの優先順位については、P.128を参照してください。

指定着信ランプ設定／指定メール着信ランプ設定について

発信者番号を通知しないで電話がかかってきたときは、通常の着信ランプの色で点滅します。

グループ内のシークレット登録した相手から電話がかかってきたりメールを受信すると、通常の着信ランプ

の色で点滅します。グループ指定着信ランプ／グループ指定メール着信ランプの設定を有効にするには、シー

クレットモードを［ON］に設定してください。

グループ指定メール着信ランプを利用するときは、相手のメールアドレスをドメイン名まで登録する必要が

あります。ただし、相手のメールアドレスが「携帯電話番号@docomo.ne.jp」のときは、電話番号のみをメールア

ドレスとして登録してください。

指定メール着信ランプに［ランダム］は設定できません。

複数の着信ランプが設定されているときの優先順位については、P.149を参照してください。

ピクチャーコール設定について

グループピクチャーコールを設定すると、グループ選択画面に［8］が表示されます。

ピクチャーコールを設定した相手から、キャッチホンで着信した場合、設定した画像は表示されます。

音声のみのｉモーション（歌手の歌声など映像のないｉモーション）、またはテロップを付けた動画／ｉモー

ション、再生制限のある動画／ｉモーションは、ピクチャーコールに設定できません。

miniSDメモリーカードからFOMA端末（本体）にコピーした動画／ｉモーションは、ピクチャーコールに設定

できません。撮影した動画をピクチャーコールに設定する場合は、FOMA端末（本体）に録画してください。

発信者番号を通知しないで電話がかかってきたときは、通常の電話着信画面が表示されます。

グループ内のシークレット登録した相手から電話がかかってくると、通常の電話着信画面が表示されます。グ

ループピクチャーコールの設定を有効にするには、シークレットモードを［ON］に設定してください。

複数のピクチャコールが設定されているときの優先順位については、P.141を参照してください。
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118 ＊ miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。（nP.329）
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登録した電話帳を呼び出して電話をかけたり、メールを送信できます。また、シークレット登録した電話
帳は、シークレットモード（nP.164）を［ON］に設定すると検索することができます。

電話帳のPIMロック中は、端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力すると電話帳から電話をかけることができます。

電話帳の検索のしかたには、フリガナ検索、グループ検索、メモリ番号検索があります。

FOMAカード電話帳にはメモリ番号がないため、メモリ番号では検索できません。

待受画面でaを押すと、前回選択した検索方法で表示されます。

電話帳検索

電話帳から電話をかける

電話帳の検索方法を選択する＜検索方法選択＞

1 待受画面でaを押し、C1［検索方法選択］を押して検索方法を選ぶ。

選んだ検索方法で、電話帳が表示されます。

音声電話中に電話帳を表示する
音声電話中に$ ? -（電話帳）? t

miniSDメモリーカード内の電話帳を表示する＜miniSDデータ参照＞

待受画面でa ? Cr3
グループ検索のとき：待受画面でa ? グループを選ぶ ? t ? Cr3

電話帳をPIMロックする＜PIMロック＞

1 待受画面でa ? Cr5
グループ検索のとき：待受画面でa ? グループを選ぶ ? t ? Cr5

2 端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力 ? t ? 1

お知らせ

miniSDデータ参照について
miniSDメモリーカード内の電話帳データの検索方法は、選択できません。

名前で検索する＜フリガナ検索＞

1 待受画面でaを押す。

電話帳リスト画面
（カ～コ行）

TOPメニューから-（電話帳）を選択しても電話帳を表示できます。

フリガナ検索の電話帳リスト画面が表示されないときは、C11を押します。

2 名前を選ぶ。

フリガナ検索 1 FOMA端末（本体）電話帳とFOMAカード電話帳の両方がフリガナ順に表示されます。

グループ検索 2 FOMA端末（本体）電話帳のあとにFOMAカード電話帳が表示されます。

メモリ番号検索 3 FOMA端末（本体）電話帳のみが表示されます。FOMAカード電話帳にはメモリ番号

がないため、表示されません。

五十音順の前の行／次の行を表示する v
１件ずつ選択する u
フリガナを入力（スピーディーサー

チ）する

フリガナを１文字ずつ入力するたびに、入力した文字以降で最も近い

フリガナの電話帳が順次表示されます。
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3 tを押す。

電話帳
内容表示画面

vで各アイコンを選んでtを押すと、次の動作を行います。

4 電話をかける。

表示されている電話番号に発信します。

お知らせ

電話帳リスト画面で、m［▲ページ］を押すとページ単位で上にスクロールし、a［▼ページ］を押すとページ単位で

下にスクロールします。

フリガナ検索は次の順番で表示されます。

カタカナ（50音→濁点・半濁点）→英字→数字→スペース→記号→フリガナなし

（フリガナの１文字目にスペースが入力されている場合は、数字のあと、記号より前に表示されます。）

グループで検索する＜グループ検索＞

1 待受画面でaを押す。

グループ選択画面

TOPメニューから-（電話帳）を選択しても電話帳を表示できます。

グループ選択画面が表示されないときは、C12を押します。

2 グループを選んでtを押す。

電話帳リスト画面
（グループ１）

フリガナ順（カタカナ（50音→濁点・半濁点）→英字→数字→スペース→記号→フリ

ガナなし）に表示されます。

グループ設定していない電話帳は［指定なし］にグループ分けされています。

3 名前を選ぶ。

引き続き、P.118「名前で検索する」の操作３以降を参照してください。

9 y A 3 T Y Z 登録している電話番号に発信します。

S 7 B U
登録しているメールアドレス宛のメール作成画面が表示

されます。

O 登録している住所を確認できます。

G 登録しているメモの内容を確認できます。

< V 設定している着信音または着モーションを再生します。

q : 設定している着信ランプが点滅します。

8 設定している静止画、動画／ｉモーションを表示します。

1 設定しているキャラ電を再生します。

音声電話をかける sまたはt
テレビ電話をかける i
プッシュトークをかける &またはm

前のグループ／次のグループを表示

する

v

１件ずつ選択する u
フリガナを入力（スピーディーサー

チ）する

フリガナを１文字ずつ入力するたびに、現在のグループ内で最も近い

フリガナの電話帳が順次表示されます。
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120 ＊ miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。（nP.329）
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メモリ番号［000］～［099］に登録した相手には、ツータッチダイヤルで電話をかけることができます。（nP.125）

メモリ番号で検索する＜メモリ番号検索＞

1 待受画面でaを押す。

FOMA端末（本体）
電話帳リスト画面

（メモリ番号010～019）

TOPメニューから-（電話帳）を選択しても電話帳を表示できます。

メモリ番号検索の電話帳リスト画面が表示されないときは、C13を押します。

2 メモリ番号を選ぶ。

引き続き、P.118「名前で検索する」の操作３以降を参照してください。

発信方法を選択して電話をかける
1 待受画面でa ? 名前を選ぶ ? t
2 テレビ電話をかけるときはi

音声電話をかけるとき：sまたはt
国際電話をかけるとき：C422 ? 国際電話番号を選ぶ ? t ? sまたはt
プレフィックス番号を付けるとき：C421 ? プレフィックス番号を選ぶ ? t ? sまたはt
発信者番号非通知でかけるとき：C412 ? sまたはt
発信者番号通知でかけるとき：C411 ? sまたはt
マルチナンバーを選択するとき：C5 ? マルチナンバーを選ぶ ? t ? sまたはt

画像を指定してテレビ電話をかける＜テレビ電話画像設定＞

1 待受画面でa ? 名前を選ぶ ? t
2 C612? フォルダを選ぶ ? t ? キャラ電を選ぶ ? i ? i

自分側のカメラ映像を送信するとき：C611 ? i

通信速度を指定してテレビ電話をかける＜通信速度設定＞

1 待受画面でa ? 名前を選ぶ ? t
2 C62
3 1［64K］または2［32K］ ? i

着もじメッセージをつけて電話をかける＜着もじ＞

1 待受画面でa ? 名前を選ぶ ? C7
グループ検索のとき：待受画面でa ? グループを選ぶ ? t ? 名前を選ぶ ? C7

2 1［メッセージ作成］ ? 着もじメッセージを入力 ? t
登録している着もじメッセージから選ぶとき：2 ? 着もじメッセージを選ぶ ? t
送信メッセージ履歴から選ぶとき：3 ? 着もじメッセージを選ぶ ? t

3 音声電話をかけるときはs／t
テレビ電話をかけるとき：i

前の10番台／次の10

番台を表示する

v
表示されている電話帳の前後10番台の先頭から表示されます。

１件ずつ選択する u
メモリ番号を入力（ス

ピーディーサーチ）する

メモリ番号を１桁ずつ入力するたびに、該当する電話帳が順次表示されます。た

とえば、「085」を入力すると次のようになります。

１桁目「０」を入力：メモリ番号［000］～［009］の電話帳が表示されます。

２桁目「８」を入力：メモリ番号［080］～［089］の電話帳が表示されます。

３桁目「５」を入力：メモリ番号［085］の電話帳が選択されます。

入力したメモリ番号が登録されていない場合は、入力したメモリ番号より大きくて

一番近いメモリ番号の電話帳が表示されます。ただし、入力したメモリ番号より大

きいメモリ番号の電話帳が登録されていない場合は、メモリ番号「000」から順次検

索し、最も小さいメモリ番号の電話帳を表示します。
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電話帳のピクチャーコールに設定した画像を、電話帳リスト画面に表示できます。

お知らせ

テレビ電話画像設定について

静止画は設定できません。

テレビ電話を終了すると、テレビ電話画像設定は元に戻ります。

通信速度設定について

お買い上げ時は、［64K］に設定されています。

テレビ電話を終了すると、通信速度設定は元に戻ります。

相手がテレビ電話に対応したFOMA端末の場合は、64Kでかけることをおすすめします。ネットワーク状況に

よって64Kが利用できないPHSなどの機器と接続する場合は、32Kに設定してください。

64Kでテレビ電話をかけても、相手が32Kエリアなどの通信環境の場合、自動的に32Kに切り替えて再発信し

ます。

着もじについて

着もじについて詳しくは、P.52を参照してください。

電話帳リスト画面の表示を変更する＜画像表示切替＞

1 待受画面でaを押し、Cr1［画像表示切替］を押す。
miniSDメモリーカード内のデータを表示している場合は、表示切り替えできません。

お知らせ

電話帳リスト画面に静止画を表示しているときは、一番先頭の電話番号やメールアドレスのみを表示、選択できま

す。登録されている他の電話番号やメールアドレスを選択するときは、電話帳内容表示画面から選択してくださ
い。

グループ設定のピクチャーコールを設定した場合、設定した画像が、グループ内のメンバー全員の画像として表示

されます。ただし、個人ごとに設定した画像があるときは、その画像が表示されます。

グループ検索のとき a→グループを選ぶ→t→Cr1
電話帳内容表示画面の

表示を切り替えるとき

a→名前を選ぶ→t→Cr1
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122 ＊ miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。（nP.329）
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電話帳をminiSDメモリーカードにコピーしたり、赤外線通信で送信するときに、ピクチャーコールに設

定した画像を転送しないように設定できます。
miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。miniSDメ

モリーカードをお持ちでない場合は、家電量販店などでお買い求めいただけます。（nP.329）
画像転送設定を［する］に設定している場合、miniSDメモリーカードに電話帳をコピーしたり、赤外線通信で送信す

るときに時間がかかることがあります。

画像転送設定を［する］に設定しても、取得元がカメラ以外の画像は転送できません。

電話帳に登録・設定した内容を、項目ごとに編集できます。
オールロック、ダイヤル発信制限を設定しているときは、編集できません。

指定着信許可／指定着信拒否に設定されている電話帳は編集できません。

画像を転送しないように設定する＜画像転送設定＞
お買い上げ時

転送する

1 待受画面でaを押し、Cr2［画像転送設定］を押す。
グループ検索のときは、グループを選んでtを押し、Cr2を押します。

2 2［しない］を押す。
画像を転送するときは、1を押し、［はい］を選んでtを押します。

電話帳編集

電話帳を修正する

1 待受画面でaを押し、名前を選んでC31［修正］を押す。

FOMA端末（本体）
電話帳入力画面

電話帳内容表示画面から編集するときは、C11を押します。

2 項目を選んでtを押し、編集する。
編集方法は、新規登録時と同様です。

名前を修正してもフリガナは自動で反映されません。

複数の電話番号を登録している場合、１件目の電話番号を削除したときは［（未登録）］となりますが、他の電
話番号は変更されません。

3 i［完了］を押し、登録する。

プッシュトーク電話帳に電話番号が登録されている電話帳を編集して上書き登録するときは、プッシュ

トーク電話帳の内容も変更される旨のメッセージが表示されます。［はい］を選んでtを押すと、上書き登録

されます。

FOMA端末（本体）電話

帳のとき

上書き登録する t→［はい］→t
別のメモリ番号

に登録する

メモリ番号を入力

cを１秒以上押し、メモリ番号を消去してtを押すと、空い

ているメモリ番号に登録できます。（nP.109）

FOMAカード電話帳のとき ［はい］→t
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電話帳に登録されているデータを削除します。
オールロック、ダイヤル発信制限を設定しているときは、削除できません。

指定着信許可／指定着信拒否に設定されている電話帳は削除できません。（グループ内全件削除、全件削除では削除

できます。）

FOMA端末（本体）電話帳に登録されている電話帳データを削除すると、プッシュトーク電話帳からも削除されます。

登録内容をコピーする＜項目コピー＞

待受画面でa ? 名前を選ぶ ? t ? 項目を選ぶ ? C31

プッシュトーク電話帳に登録する＜プッシュトーク電話帳登録＞

待受画面でa ? 名前を選ぶ ? C32
電話帳内容表示画面から編集するとき：C12

お知らせ

登録内容のコピーについて

コピーできる項目は、FOMA端末（本体）電話帳内の、［名前］、［電話番号１～３］、［メールアドレス１～３］、［メ

モ］、［住所］とFOMAカード電話帳内の、［名前］、［電話番号］、［メールアドレス］です。

電話帳からコピーした内容の貼り付け方法については、P.418の「文字を貼り付ける」を参照してください。

電話帳削除

電話帳を削除する

1 待受画面でaを押し、名前を選んでC4［削除］を押す。

2 削除方法を選ぶ。

プッシュトーク電話帳に登録されている電話番号があるときは、プッシュトーク電話帳の削除確認画面で
［はい］を選んでtを押すと、プッシュトーク電話帳とFOMA端末（本体）電話帳のデータが削除されます。

電話帳の内容表示画面から削除する＜１件削除＞

電話帳の内容表示画面でC2 ? ［はい］ ? t

電話帳データを１件削除する 1→［はい］→t
複数の電話帳データをまとめて削除

する

2→名前を選ぶt（くり返し可）→C→［はい］→t

選んだグループ内のすべての電話帳

データを削除する

3→グループを選ぶ→t→端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力

→t→［はい］→t
FOMA端末（本体）電話帳のすべての

電話帳データを削除する

41→端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力→t→［はい］→t

FOMAカード電話帳のすべての電話

帳データを削除する

42→端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力→t→［はい］→t
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124 ＊ miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。（nP.329）
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電話帳をシークレット登録すると、そのデータはFOMA端末のシークレットモードを［ON］に設定しな
い限り呼び出せなくなり、他の人に見られるのを防げます。

FOMAカード電話帳には、シークレット登録することができません。

電話帳お預かりサービス

電話帳をお預かりセンターに保存する

1 待受画面でaを押し、電話帳リスト画面（nP.118）でCr4［お預か
りセンターに接続］を押す。

2 ［はい］を選んでtを押し、端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力してt
を押す。

保存が完了すると、完了お知らせ画面が表示され、待受画面に戻ります。

お知らせ

FOMAカード電話帳やminiSDメモリーカード内の電話帳は保存できません。

シークレット登録

知られたくない電話帳を守る

電話帳にシークレット登録する＜シークレット登録＞

1 電話帳入力画面（nP.108）で、［;］を選んでtを押し、1［ON］を押
す。

2 i［完了］を押し、登録する。

［プッシュトーク電話帳に登録しますか？］と表示されます。登録するときは［はい］を選んでtを押します。

お知らせ

メモリ番号［000］～［099］に登録した電話帳をシークレット登録した場合、シークレットモードを［ON］に設定し

ないとツータッチダイヤルで電話をかけることはできません。

シークレット登録した電話帳のメールアドレスも、シークレットモードを［ON］に設定しないと呼び出せません。

シークレットデータを呼び出すとき

シークレットモードを［ON］に設定した状態で、通常の電話帳と同様の操作で呼び出します。（電話帳リスト画面で

シークレットデータを選ぶと、［R］が点滅します。）

呼び出したあとは、発信や編集など、通常の電話帳と同様の操作ができます。

リダイヤル、着信履歴、送信メッセージ履歴、メール送信履歴、メール受信履歴、スケジュールでの表示について

シークレット登録した電話帳の電話番号やメールアドレスの場合、名前は表示されず、電話番号やメールアドレス
が表示されます。名前を表示させるには、シークレットモードを［ON］に設定してください。

シークレット登録した相手から電話がかかってきたりメールを受信すると、通常の着信音と着信ランプでお知らせし

ます。電話帳で設定した着信音、着信ランプを有効にするには、シークレットモードを［ON］に設定してください。

新規に登録する（nP.109） メモリ番号を入力

上書き登録する t→［はい］→t
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FOMA端末（本体）電話帳のメモリ番号000～099に登録した相手には、簡単な操作で電話をかけたり、
ｉモードメールを作成して送信することができます。

電話帳に複数の電話番号／メールアドレスが登録されている場合は、１件目に登録されている電話番号／メールア

ドレスに発信／送信します。

FOMA端末（本体）電話帳をお預かりセンターに保存します。
すでに電話帳を保存している場合は、最新の内容に更新されます。

本サービスはお申し込みが必要な有料サービスです。（お申し込みにはｉモード契約が必要です。）

ツータッチダイヤル／ツータッチメール

少ないボタン操作で電話発信やメール送信をする

1 待受画面で、メモリ番号の下１桁または下２桁の数字を押す。
メモリ番号000～009：下１桁の数字に対応する0～9を押します。

メモリ番号010～099：下２桁の数字に対応する10～99を押します。

2 機能を選ぶ。

指定したメモリ番号に登録されている相手に発信、またはメール作成画面が表示されます。

メールの作成および送信方法は、P.233の操作２～４を参照してください。

お知らせ

電話帳のPIMロック中は、ツータッチダイヤルやツータッチメールを利用することはできません。

電話帳お預かりサービスを利用する

FOMA端末（本体）電話帳をお預かりセンターに保存する＜お預かりセンターに接続＞

1 待受画面でt9271［お預かりセンターに接続］を押す。
TOPメニューから.（LifeKit）→［電話帳お預かりサービス］→［お預かりセンターに

接続］の順に選択することもできます。

2 ［はい］を選んでtを押し、端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力してt
を押す。

保存が完了すると、完了お知らせ画面が表示され、待受画面に戻ります。

お知らせ

電話帳お預かりサービスのご利用方法の詳細については、『ご利用ガイドブック（ｉモード＜FOMA＞編）』をご覧

ください。

お預かりセンターへ保存できる電話帳のピクチャーコール設定画像の制限について

画像種別はGIF、JPEGのみです。

１枚あたり最大300Kバイトの画像まで保存可能です。(300Kバイト以上の画像はセンターへ保存されません。）

再配布不可の画像はセンターへ保存されません。

所有者情報について

所有者情報もお預かりセンターへ保存されます。

音声電話をかける s
テレビ電話をかける i
メールを作成する m
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電話帳やメール、静止画を保存／更新した通信履歴を、最新のものから最大30件まで確認できます。

通信履歴が30件を超えた場合は、最も古い履歴から順に削除されます。
ユーザデータ削除を行うと通信履歴はすべて削除されます。

電話帳をお預かりセンターに保存するときに、ピクチャーコールに設定した画像も送信するかどうかを

設定できます。
電話帳内画像送信を［ON］に設定している場合、送信に時間がかかることがあります。

電話帳の更新履歴を表示する＜電話帳通信履歴表示＞

1 待受画面でt9272を押す。

2 履歴を選んでtを押す。
元の画面に戻るときは、cを押します。

電話帳の画像を送信するかどうかを設定する＜電話帳内画像送信＞ お買い上げ時

OFF

1 待受画面でt9273を押し、［ON］／［OFF］を選ぶ。
画像を送信する 1→［はい］→t
画像を送信しない 2
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音／画面／照明設定

音の設定

携帯電話から鳴る音を変える . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜音の設定＞128

携帯電話から鳴る音の音量を変える . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜音量調節＞130

着信やアラームを振動で知らせる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜バイブレータ設定＞133

通話が途切れそうなときにアラームで知らせる . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜通話品質アラーム＞133

メールやプッシュトークの着信音を鳴らす時間を設定する . . . . . . . . . . ＜着信鳴動時間設定＞134

イヤホンだけから着信音を鳴らす . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜着信音出力切替＞134

電話から鳴る音を消す . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜マナーモード＞135

マナーモードを変更する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜オリジナルマナーモード＞136

画面／照明の設定

メインディスプレイの待受画面の表示を変える . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜メイン画面設定＞137

発着信時の画像を変更する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜発着信画面設定＞139

メール送受信時の画像を変更する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜メール送受信画面設定＞140

電話帳に登録した画像を着信時に表示するかどうかを設定する

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜ピクチャーコール設定＞141

サブディスプレイを設定する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜サブ画面設定＞141

バッテリーを節約する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜省電力設定＞141

オリジナルの省電力モードを設定する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜ユーザ設定＞142

ディスプレイをアレンジする . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜画面カスタマイズ設定＞144

TOPメニューのデザインを変更する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜テーマ設定＞145

イルミネーションの色を設定する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜着信ランプ設定＞148

文字の表示（太さ）を変更する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜文字表示設定＞149

画面を英語表示に切り替える . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜Bilingual＞149

画面表示を認識できる角度を変更する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜視野切替設定＞150
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128 ＊ miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。（nP.329）

音
／
画
面
／
照
明
設
定

音
の
設
定

電話やプッシュトークの着信を知らせる着信音や着モーションを変更したり、音にステレオ効果

（nP.132）を設定することができます。内蔵メロディ、miniSDメモリーカードから読み込んだメロ

ディ、ｉモードメールで受信したメロディやｉモードでダウンロードしたメロディから選択できます。
ｉモードメールやSMS、チャットメール、メッセージR／Fの受信を知らせる着信音を変更することもで

きます。
ｉモードで取得したｉモーション、FOMA端末で記録した映像や音声を設定することもできます。

お買い上げ時設定（音声電話着信音：着信音１　テレビ電話着信音、公衆電話着信音、非通知設定着信音、通知不可能着

信音：音声電話着信音に従う　メール着信音：着信音２　チャットメール着信音：着信音２　プッシュトーク着信音：着

信音１　メッセージR／F着信音、SMS着信音：メール着信音に従う）

音の設定

携帯電話から鳴る音を変える

着信音や着モーションを変更する＜着信音選択＞
お買い上げ時

下記参照

1 待受画面でt121を押し、項目を選ぶ。

テレビ電話着信音を
変更する場合

TOPメニューから_（設定）→［音］→［音選択］→［着信音選択］の順に選択することも

できます。

2 着信音を選ぶ。

お知らせ

着信音を変更した場合、着信画面も変更されることがあります。（nP.223）
複数の着信音が設定されているとき、着信音やメール着信音は次の優先順位で鳴ります。

発信者番号が通知されないテレビ電話着信は、［テレビ電話着信音］が優先されます。

音声のみの動画／ｉモーション（歌手の歌声など映像のないｉモーション）を着モーションとして設定した場合、

着信画面は電話帳のピクチャーコール設定→グループのピクチャーコール設定→発着信画面設定の優先順位で表

示されます。

データ通信時の着信音は、音声電話着信音で設定した音と同じです。着信画面は、音声電話着信音で設定した画面の

アニメーションと同じです。動画／ｉモーションが設定されているときは動画／ｉモーション画面となります。

音声電話着信音を変更する 1
テレビ電話着信音を変更する 2
公衆電話着信音を変更する 3
非通知設定着信音を変更する 4
通知不可能着信音を変更する 5

メロディを設定する 1→フォルダを選ぶ→t→着信音を選ぶ→i
着信音を確認するときは、着信音を選んでtを押します。停止するときは
iを押します。

ｉモーションを設定する 2→フォルダを選ぶ→t→着モーションを選ぶ→i
動画／ｉモーションを確認するときは、動画／ｉモーションを選んでtを押
します。戻るときは、aを押します。
映像のみ、またはテロップを付けた動画／ｉモーションや再生制限のある動
画／ｉモーションは、設定できません。
着信音設定が［不可］のｉモーションは設定できません。（nP.340）
miniSDメモリーカードからFOMA端末（本体）にコピーしたｉモーション
は設定できません。撮影した動画を着モーションに使用する場合は、
FOMA端末（本体）に保存してください。
着信音・着信画面の組み合わせについては、P.223を参照してください。

テレビ電話着信音、公衆電話
着信音、非通知設定着信音、
通知不可能着信音を音声電
話着信音と同じ音にする

3

優先順位（高→低）

着信音 マルチナンバー着信音→電話帳指定着信音→グループ指定着信音→通常の着信音

メール着信音 電話帳指定メール着信音→グループ指定メール着信音→通常のメール着信音
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お買い上げ時に内蔵されているメロディ

ｉモードメール、チャットメール、プッシュトークの着信音を変更する
＜メール着信音選択／チャットメール着信音選択／プッシュトーク着信音選択＞

1 待受画面でt1221［メール着信音選択］
チャットメールのとき：待受画面でt123
プッシュトークのとき：待受画面でt124

2 1［メロディ］
動画／ｉモーションを設定するとき：2

3 フォルダを選ぶ ? t ? 着信音を選ぶ ? i

SMS、メッセージR／Fの着信音を変更する＜メール着信音選択＞

1 待受画面でt1224［SMS着信音］
メッセージRのとき：待受画面でt1222
メッセージFのとき：待受画面でt1223

2 1［メロディ］
動画／ｉモーションを設定するとき：2
メール着信音と同じ音にするとき：3

3 フォルダを選ぶ ? t ? 着信音を選ぶ ? i

お知らせ

プッシュトーク着信音について

プッシュトーク着信音に設定できる動画／ｉモーションは、音声のみのｉモーション（歌手の歌声など映像の

ないｉモーション）です。

曲　名 作曲者名 3D情報 曲　名 作曲者名 3D情報

着信音１ ー ー Simple Life ー 有

着信音２ ー ー ラヴァ－ズコンツェルト J.S.BACH 有

鳴き声（ヒヨコ） ー 有 Siesta ー 有

鳴き声（犬） ー 有 OP（標準音） ー 有

水槽 ー 有 OP（ロボット） ー ー

バー ー 有 OP（HipHop） ー ー

マウス＆キーボード ー 有 OP（電子音） ー ー

Smily Tap ー 有 OP（OPEN） ー ー

Sunrise ー ー CL（標準音） ー 有

Sunset ー ー CL（ロボット） ー ー

Feelin' Groovy ー 有 CL（HipHop） ー ー

Beat On Motion ー 有 CL（電子音） ー ー

Ride On ー 有 CL（CLOSE） ー ー

Skyscraper ー 有 サイレント ー ー

月の光 DEBUSSY 有 TI（標準音） ー ー

Ave Maria ー 有 TI（時間です） ー ー

My Journey ー 有 TI（It's time） ー ー

お知らせ

指定着信音を設定すると、電話帳に登録した電話番号から電話がかかってきたときに、設定した指定着信音が鳴り

ます。また、指定メール着信音を設定すると、電話帳に登録したメールアドレスからのメールを受信したときに、設

定した指定着信音が鳴ります。

発信者番号を通知しない電話がかかってきたときは、非通知設定着信音が鳴ります。

登録したｉメロディは、パソコンをお持ちの場合は、miniSDメモリーカード（nP.329）をご利用いただき、
パソコンに転送・保管することをおすすめします。（ファイル制限ありのメロディは転送できません。）

FOMA端末の故障・修理やその他取り扱いによって登録内容が消失する場合があります。万が一、登録してある内

容が消失しても、当社としては責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

メロディごとのアイコンについては、P.328「 メロディマークの見かた」を参照してください。
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FOMA端末を開閉したときの音（オープン音、クローズ音）やタイマー音の音色を変更できます。
ｉモーションを待受画面に設定しているとき、オープン音、クローズ音は鳴りません。

オープン音、クローズ音はデータBOXのメロディから選択することもできます。

お買い上げ時設定（オープン音：OP（標準音）　クローズ音：CL（標準音）　鳴動時間（オープン音／クローズ音のとき）：

３秒　タイマー音：TI（標準音）　鳴動時間（タイマー音のとき）：15秒）

音声電話やテレビ電話の着信、ｉモードメール、SMS、メッセージR／Fの受信を知らせる着信音量を変
更できます。また、ボタン確認音、FOMA端末開閉音、タイマー音や充電開始／完了の音量も変更できま

す。

音声電話やテレビ電話の着信音の音量を変更できます。また、ｉモードメールやSMS、チャットメール、
プッシュトーク、メッセージR／Fの着信音の音量を変更することもできます。

音を消したり（サイレント）、だんだん大きな音になるように（ステップトーン）設定することもできます。

FOMA端末の開閉音、タイマーの音を変更する
＜オープン音／クローズ音／タイマー音＞

お買い上げ時

下記参照

1 待受画面でt125を押し、項目を選ぶ。
TOPメニューから_（設定）→［音］→［音選択］→［各種設定音選択］の順に選択することもできます。

2 音色を選ぶ。

鳴動時間の設定画面が表示されたときは、音を鳴らす時間（00～99秒）を入力します。

お知らせ

動画／ｉモーションは、オープン音、クローズ音、タイマー音に設定できません。

シャッター音の設定については、P.188を参照してください。

操作２で標準音またはメロディを再生すると、各音量選択で設定した音量で再生されます。なお、標準音では音量

設定が［サイレント］のときは［音量１］で再生されます。メロディは再生中にuを押して調整できます。

オープン音、クローズ音の音色に、標準音または［プリインストール］フォルダ内の効果音のメロディを選んだ場

合、鳴動時間は設定できません。

音量調節

携帯電話から鳴る音の音量を変える

着信音の音量を調節する＜着信音量＞
お買い上げ時

すべて音量５

1 待受画面でt111を押し、項目を選ぶ。
TOPメニューから_（設定）→［音］→［音量選択］→［着信音量選択］の順に選択するこ

ともできます。

オープン音を変更する 1
クローズ音を変更する 2
タイマー音を変更する 4

標準音にする 1
標準音を確認するときは、i［再生］を押します。停止するときはiを押しま

す。

メロディを設定する 2→フォルダを選ぶ→t→メロディを選ぶ→i
メロディを確認するときは、メロディを選んでtを押します。停止するとき

はiを押します。

音声電話着信音量を調節する 1
テレビ電話着信音量を調節する 2
公衆電話着信音量を調節する 3
非通知設定着信音量を調節する 4
通知不可能着信音量を調節する 5
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受話音量を10段階で調節できます。

FOMA端末のボタンを押したときの音（ボタン確認音）の音量を調節します。また、FOMA端末を開閉した

ときの音（オープン音、クローズ音）、タイマー音、充電開始／完了音の音量を調節することもできます。
［サイレント］に設定すると、電池残量確認音やボタン確認音、オープン音、クローズ音、充電開始／完了音、タイマー

音も鳴りません。

マナーモード設定中は、この機能の設定にかかわらず、音は鳴りません。

オリジナルマナーモードでは、ボタン確認音の［ON］／［OFF］を設定できます。

2 o（上げる）／p（下げる）を押して音量を調節し、tを押す。
［音量１］が最小で、［音量10］が最大の音量です。

［ステップトーン］に設定するときは、［音量10］のときにoを押します。設定すると、［音量１］～［音量９］

の順で３秒ごとに音量が上がり、以降は［音量10］で鳴ります。

着モーションを設定しているときもステップトーンで再生されます。

［サイレント］に設定するときは、［音量１］のときにpを押します。設定すると、着信音が鳴りません。（音声

電話着信音を［サイレント］に設定したときは、待受画面に［[］が表示されます。）

お知らせ

調節した音量は、電源を切ったり、電池パックを取り外しても保持されます。

データ通信時の着信音量は、音声電話着信音で設定した音量と同じです。

ｉモードメール、メッセージR／F、SMSの着信音量を調節する＜メール着信音量選択＞

1 待受画面でt1121［メール着信音］
メッセージRのとき：待受画面でt1122
メッセージFのとき：待受画面でt1123
SMSのとき：待受画面でt1124

2 o（上げる）／p（下げる）? t

チャットメール、プッシュトークの着信音量を調節する
＜チャットメール着信音量選択／プッシュトーク着信音量選択＞

1 待受画面でt113［チャットメール着信音］
プッシュトークのとき：待受画面でt114

2 o（上げる）／p（下げる）? t

受話音量を調節する＜受話音量＞
お買い上げ時

音量５

1 待受画面でoまたはpを１秒以上押す。
:／+を押しても、受話音量を調節することができます。

カレンダーが表示されているときは、Hを押しカレンダー表示を解除してから操作してください。

2 o（上げる）／p（下げる）を押して音量を調節し、tを押す。
音量調整後、t／cを押す、または、約２秒経過すると元の画面に戻ります。

ボタン確認音の音量を調節する＜ボタン確認音＞
お買い上げ時

音量５

1 待受画面でt1151を押す。
TOPメニューから_（設定）→［音］→［音量選択］→［各種設定音量選択］→［ボタン確認音］の順に選択するこ

ともできます。

2 o（上げる）／p（下げる）を押して音量を調節し、tを押す。
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設定した着信音などを、次のとおり設定できます。

※１ 音に臨場感・立体感を出す再生方式。

※２ 立体音が再生されない再生方式。

［OFF］に設定すると立体的な音で再生されません。

ｉモーションを設定した場合、サラウンド効果は無効となります。

お知らせ

キャラ電発信中、キャラ電再生中、キャラ電撮影中のキャラクタ操作では、ボタン確認音が鳴りません。

開閉音の音量を調節する＜オープン音／クローズ音＞

1 待受画面でt1152［オープン音］
クローズ音の音量を調節するとき：待受画面でt1153

2 o（上げる）／p（下げる）? t
充電開始音／完了音の音量を調節する＜充電開始音／充電完了音＞

1 待受画面でt1154［充電開始音］
充電完了時の音量を調節するとき：待受画面でt1155

2 o（上げる）／p（下げる）? t
タイマー音の音量を調節する＜タイマー音＞

待受画面でt1156 ? o（上げる）／p（下げる）? t

3Dサウンド／サラウンドを設定する＜ステレオ効果設定＞ お買い上げ時

ステレオ／3DサウンドON

ステレオ／3DサウンドON 3Dサウンドを３次元の立体音響でステレオスピーカから再生できます。3D情報が含
まれていない着信音はステレオサウンドで鳴ります。

サラウンド※１ 3D情報が含まれていてもこの情報を無視して、着信音がサラウンドで鳴ります。3D情
報が含まれていない場合も着信音がサラウンドで鳴ります。

OFF 着信音の種類にかかわらず、モノラル※２で再生されます。

1 待受画面でt19を押し、ステレオ効果を選ぶ。
TOPメニューから_（設定）→［音］→［ステレオ効果設定］の順に選択することもでき

ます。

3Dサウンドとは
3Dサウンド機能とは、ステレオスピーカ（またはステレオイ

ヤホンセット）を使用して、立体的に広がりのある音や空間

的に移動する音を作り出す機能です。3Dサウンド対応の
ｉアプリによるゲームや着信音を臨場感あふれるサウンド

でお楽しみいただけます。
迫力ある3Dサウンドを最も効果的にお楽しみいただくには、FOMA

端末をおよそ40cm離し、正面に向けてお持ちください。

正面から左右にずらした位置で聞く場合や、正面でも近すぎたり

遠すぎたりした場合には効果が薄れてしまいますのでご注意くだ

さい。

個人差により、立体感が異なる場合があります。違和感を感じる場

合は、ステレオ効果設定を［ＯFF］にしてください。

ステレオ／3Dサウンド 1
サラウンド 2
ステレオ効果を設定しない 3
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バイブレータを設定すると、電話やプッシュトーク着信、メール受信、アラームを、振動やメロディとの

連動でお知らせできます。
アラーム動作時のバイブレータは、ここで設定した着信バイブレータの設定に従います。

バイブレータと音量の設定は連動していません。着信音やアラーム音を鳴らしたくないときは、音量を［サイレン

ト］に設定してください。バイブレータ設定中でも音量は別途設定できます。（nP.130、P.374）

メロディに設定されているバイブレータを利用することもできます。（メロディ連動）

電波状態が悪いなど通話が途中で切れそうなとき、直前にアラーム音でお知らせします。
通話品質アラームは音声電話のみに対応しています。

アラーム音は、［アラームあり（高音）］、［アラームあり（低音）］、［アラームなし］から選ぶことができます。

バイブレータ設定
お買い上げ時

着信バイブレータ：OFF
メール着信バイブレータ：OFF着信やアラームを振動で知らせる

1 待受画面でt13を押し、項目を選ぶ。
TOPメニューから_（設定）→［音］→［バイブレータ設定］の順に選択することもできます。

2 バイブレータの種類を選ぶ。

バイブレータが設定され、待受画面に［b］が表示されます。ただし、メールのバイブレータのみを設定した

ときは表示されません。

uでパターン１～３を選ぶと、バイブレータの振動を確認することができます。（着信ランプ（ピクチャーラ

イト）も点滅します。）

お知らせ

バイブレータを設定した場合、机の上などにFOMA端末を置いておくと、着信があったとき落下するおそれがあり

ますので、ご注意ください。

バイブレータを設定しても、Flash画像からのバイブレータ動作には反映されません。

マナーモード中（通常マナーモードや、オリジナルマナーモードでバイブレータを［ON］にしている場合）は、バイ

ブレータ設定を［OFF］に設定していても、バイブレータは［パターン１］で振動します。

メロディ連動に設定しても、主旋律と連動していません。

通話品質アラーム

お買い上げ時

アラームあり（高音）通話が途切れそうなときにアラームで知らせる

1 待受画面でt613を押し、アラーム音を選ぶ。
TOPメニューから_（設定）→［通話・通信機能設定］→［通話中設定］→［通話品質アラーム］の順に選択する

こともできます。

お知らせ

電波が強く［]］が表示されている状態で、移動せずに使用している場合でも、通話品質アラームが鳴ることがあ

ります。

着信バイブレータを設定する 1
メールの着信バイブレータを設定する 2

OFF 1 バイブレータは動作しません。

パターン１ 2 約0.8秒振動→約0.8秒停止のくり返し

パターン２ 3 約0.3秒振動→約0.3秒停止→約0.3秒振動→約１秒停止のくり返し

パターン３ 4 連続振動

メロディ連動 5 バイブレータが動作するように作成されているメロディを着信音に設定している

とき、メロディと連動させる（メロディ連動）こともできます。

バイブレータが動作するように作成されていないメロディを着信音に設定する

と、［パターン１］で振動します。

アラーム音（高音）を鳴らす 1
アラーム音（低音）を鳴らす 2
アラーム音を鳴らさない 3
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メール着信音やプッシュトーク着信音を鳴らす時間を設定できます。
お買い上げ時設定（メール着信鳴動時間：ON、３秒　プッシュトーク着信鳴動時間：ON、30秒）

平型スイッチ付イヤホンマイク（別売）などを接続したとき、FOMA端末のスピーカから着信音を出さ

ず、イヤホンだけから聞こえるように設定できます。
平型スイッチ付イヤホンマイクなどが接続されていないときは、［イヤホンのみ］に設定していても、スピーカから

着信音が鳴ります。

急に通話品質が悪くなったときは、アラーム音が鳴らずに通話が切れてしまうこともあります。

着信鳴動時間設定

お買い上げ時

下記参照

メールやプッシュトークの着信音を鳴らす
時間を設定する

1 待受画面でt16を押し、項目を選ぶ。
TOPメニューから_（設定）→［音］→［着信鳴動時間設定］の順に選択することもでき

ます。

メールの場合、［OFF］に設定するとメール着信音は鳴りません。プッシュトークの場

合、［OFF］に設定するとプッシュトーク着信鳴動時間が30秒に設定されます。

2 着信音を鳴らす時間を入力してtを押す。
メール着信音は01～30秒、プッシュトーク着信音は01～60秒の間で入力できます。

お知らせ

通話中、ｉアプリ実行中、カメラ起動中にメールを受信した場合、メール着信音は鳴りません。

着信音出力切替

お買い上げ時

イヤホン＋スピーカイヤホンだけから着信音を鳴らす

1 待受画面でt15を押し、着信音の出力方法を選ぶ。
TOPメニューから_（設定）→［音］→［着信音出力切替］の順に選択することもできます。

お知らせ

イヤホンマイクからの着信音量は着信音量選択で設定されている音量で聞こえます。着信音量を［サイレント］に

設定している場合、着信音はイヤホンから聞こえません。

イヤホンマイクのコードをFOMA端末に巻き付けないでください。内蔵アンテナが正しく働かないことがありま

す。

イヤホンマイクのプラグは確実に差し込んでください。差し込みが不完全で途中で止まっていると、音が途切れた

り、雑音や大きな音がすることがあります。

次の場合は故障ではありません。

通話中にイヤホンマイクのプラグの差し込みが不完全で、音が途切れたり雑音がすることがある。

電源を入れた瞬間に、「パチッ」という音がする。

お知らせ

メール着信鳴動時間を設定する 1→1
プッシュトーク着信鳴動時間を設定する 2→1

イヤホンだけから着信音を鳴らす 1
イヤホンとスピーカから着信音を鳴らす 2

dv35_j.book  134 ページ  ２００６年５月１６日　火曜日　午後６時５８分



135

音
／
画
面
／
照
明
設
定

マ
ナ
Ｉ
モ
Ｉ
ド

公共の場所などで電話の音を周囲に出したくないときは、マナーモードを利用しましょう。FOMA端末

から音を出さないように、簡単に切り替えることができます。
マナーモードは、通常マナーモード、サイレントマナーモード、オリジナルマナーモードの３種類から選択できます。

マナーモードの種類によって、各機能の設定内容が以下の表のように異なります。

※ オリジナルマナーモードの設定は変更できます。（nP.136）

マナーモード設定中も、カメラのシャッター音、動画の撮影開始音／停止音は鳴ります。ただし、キャラ電撮影

（nP.325）のときは鳴りません。

マナーモード

お買い上げ時

通常マナーモード電話から鳴る音を消す

機　能 通常マナーモード サイレントマナーモード オリジナルマナーモード※

伝言メモ ON OFF ON

着信音 サイレント サイレント サイレント

メール着信音 サイレント サイレント サイレント

アラーム音 OFF OFF OFF

バイブレータ ON OFF ON

ボタン確認音 OFF OFF OFF

マイク感度アップ ON ON ON

電池残量警告音 OFF OFF OFF

マナー再生 OFF OFF OFF

マナーモードを設定する

1 待受中に#を１秒以上押す。
着信中にマナーモードを設定するときは、着信中に#を１秒以上押します。前回と

同じマナーモードが設定されます。（FOMA端末を閉じているときは、着信中にxを１

秒以上押します。）

着信中に操作したときは、着信音が止まり、マナーモードが設定されます。通話が終了

してもこの設定は有効です。電話に出られなかったときは、相手の用件が録音されま

す。ただし、すでに３件の伝言メモ／音声メモ、２件のテレビ電話伝言メモが録音され

ている場合、伝言メモは設定されません。sを押すと電話に出ることができます。

待受画面でt14を押して1を押し、マナーモードの種類を変更することも

できます。マナーモード中に操作した場合は、設定中のマナーモードの種類が変更さ

れます。マナーモード解除中に操作した場合は、マナーモードが設定されます。

2 マナーモードの種類を選んでtを押す。
［通常マナーモード設定しました］、［サイレントマナーモード設定しました］、または

［オリジナルマナーモード設定しました］と表示され、マナーモードが設定されます。

（［Z］表示）

操作１のあと、約２秒間何も操作しないでそのままにしておくと、選択中のマナー

モードで設定されます。

マナーモード設定時の待受中や着信中は（通常マナーモード）
ボタン確認音、警告音、メロディ再生音（確認画面を表示）、ｉアプリのメロディ／効

果音、オープン音、クローズ音、充電開始／完了音、電池残量確認音、通話保留音、バー

コード認識音、料金上限通知アラーム音などの音は鳴りません。

各種着信音、アラーム音、タイマー音などはバイブレータによるお知らせに変わります。

伝言メモが自動的に設定されます。また、メニュー操作による伝言メモの設定／解除

（nP.71）はできません。

マナーモードを解除する

1 待受中、着信中に#を１秒以上押す。
マナーモードが解除されます。
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オリジナルマナーモード選択時に設定される各機能の設定内容を変更できます。
お買い上げ時設定（伝言メモ：ON　着信音：サイレント　メール着信音：サイレント　アラーム音：OFF　

バイブレータ：ON　ボタン確認音：OFF　マイク感度アップ：ON　電池残量警告音：OFF　マナー再生：OFF）

お知らせ

マイク感度アップについて

マイク感度アップを［ON］に設定している場合は、通話中にマイクの感度が高くなり、小さな声で通話できます。た

だし、ハンズフリーでの通話中は、マイク感度は変わりません。

指定した時刻にマナーモードを自動的に解除する＜マナーモード自動解除＞

待受画面で解除時刻（４桁：24時間制）を入力 ? #（１秒以上）またはt5
マナーモードを設定していないときに着信音を止める＜クイックサイレント＞

着信中に#

お知らせ

マナーモード自動解除について

解除時刻は、設定した時刻から24時間以内です。解除時刻に待受画面以外の画面を表示していたり、電源が

入っていない場合は、待受画面に戻ったときにマナーモードが解除されます。

クイックサイレントについて

クイックサイレントは、その着信に限り、着信音を止めることができます。

オリジナルマナーモード

お買い上げ時

下記参照マナーモードを変更する

1 待受画面でt14を押し、1［ON］を押す。
TOPメニューから_（設定）→［音］→［マナーモード設定］の順に選択することもできます。

2 3［オリジナルマナーモード］を押す。

3 機能と設定内容を選ぶ。

お知らせ

オリジナルマナーモードの伝言メモを［OFF］に設定していても、伝言メモを［ON］に設定していると、伝言メモが

動作します。

オリジナルマナーモード設定中は、モバイルオーディオ起動時のマナー再生はオリジナルマナーモードの設定に

従います。

電池残量警告音を［ON］に設定したあと、電池残量が少なくなると、警告音が「ピピピ…」と鳴ります。

マナーモード設定中でも、オリジナルマナーモードの設定内容を変更できます。

伝言メモを設定する 1→1［ON］／2［OFF］

着信音を設定する 2→o（上げる）／p（下げる）→t
メール着信音を設定する 3→o（上げる）／p（下げる）→t
アラーム音を設定する 4→1［ON］／2［OFF］

バイブレータを設定する 5→1［ON］／2［OFF］

ボタン確認音を設定する 6→1［ON］／2［OFF］

マイク感度アップを設定する 7→1［ON］／2［OFF］

電池残量警告音を設定する 8→1［ON］／2［OFF］

マナー再生を設定する 9→1［ON］／2［OFF］
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あらかじめ登録されている静止画やカメラで撮影した静止画、動画、サイトでダウンロードした静止画

やFlash画像、ｉモーション、ｉモードメールで受信した画像など、データBOXに保存されている画像

を、待受画面に表示できます。
FOMA端末にはあらかじめ待受画面が登録されています。（nP.428）

データBOXのマイピクチャのJPEG画像、GIF画像、GIFアニメーション、Flash画像、ｉモーション内の動画／ｉモー

ションを利用できます。

音声のみの動画／ｉモーション（歌手の歌声など映像のないｉモーション）、再生制限のある動画／ｉモーション

は待受画面に設定できません。ASFファイルも設定できません。

外部機器接続中に外部機器から音を鳴らすように設定したときは、マナーモードを設定していても外部機器から

音が鳴ります。

メイン画面設定

メインディスプレイの待受画面の表示を変える

画像を表示する＜待受画面設定＞
お買い上げ時

待受画面６

1 待受画面でt211を押す。
TOPメニューから_（設定）→［表示］→［メイン画面設定］→［待受画面設定］の順に選択することもできます。

2 画像を選ぶ。

お知らせ

音声のあるFlash画像を待受画面設定しても、音は鳴りません。

miniSDメモリーカード内の静止画や動画／ｉモーションは直接、待受画面に設定できません。FOMA端末にコ

ピーしてから設定してください。

保存したFlash画像は、サイトでの見えかたと異なる場合があります。

お知らせ

静止画を設定する 1→フォルダを選ぶ→t→静止画を選ぶ→i→［はい］→t
静止画を確認するときは、静止画を選んでtを押します。戻るときは、cを

押します。「待受：240×320」より小さいサイズの静止画（JPEG画像、GIF画

像、GIFアニメーション）の場合、［等倍］または［拡大］を選択し、待受画面に表

示されるサイズを設定できます。

動画／ｉモーションを設定

する

2→フォルダを選ぶ→t→動画／ｉモーションを選ぶ→i→［はい］→t
動画／ｉモーションを確認するときは、動画／ｉモーションを選んでtを

押します。戻るときは、aを押します。

再生を一時停止するときはt［ポーズ］を押します。続きを再生するときは、

tを押します。

「sQCIF：128×96」、「QCIF：176×144」（横×縦）サイズの動画／ｉモーショ

ンの場合は、［等倍］または［拡大］を選択し、待受画面に表示されるサイズを

選択します。（sQCIFサイズ、QCIFサイズ以外は［等倍］または［拡大］を選択で

きません。）

動画／ｉモーションの音量は、オープン音の音量に従います。（１回再生す

ると停止します。）待受画面でｉモーションを再生中に$を１秒以上押す

と、音声の有無を切り替えることができます。

ｉアプリを設定する 3
ｉアプリの設定方法については、P.280を参照してください。
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ディスプレイの待受画像に重ねて、今月または、今月と次月の２ヶ月分、４ヶ月分のカレンダーを表示で

きます。休日設定日、祝日（nP.379）は赤色で表示されます。
お買い上げ時は、カレンダーには「国民の祝日に関する法律及び老人福祉法の一部を改正する法律（平成17年法律第

43号）」に基づいた祝日が登録されています（2006年12月現在）。（春分の日、秋分の日の日付は前年の２月１日の官

報で発表されるため異なる場合があります。）

待受画面にGIFアニメーションやFlash画像およびｉモーションを設定しているとき、カレンダーに切り替えると、

待受画面の画像が停止します。

英語表示に設定したときは、カレンダー表示も英語表示になります。

uを押すと、前後の月のカレンダーが表示されます。［４ヶ月］の場合は、前後２ヶ月分のカレンダーが表示されます。

カレンダー表示を設定しているときに、待受画面でHを押すと、待受画面表示とカレンダー表示が切り替わります。

カレンダー表示を設定している、かつｉチャネルテロップ設定を［ON］に設定しているときに、待受画面でHを押す

と、カレンダー表示とｉチャネルテロップ表示が切り替わります。

Flash画像やGIFアニメーション、動画／ｉモーションを待受画面に設定した場合は下記のように動作します。

※ 符号化方式について詳しくは、P.315を参照してください。

待受画面に設定している画像を削除した場合、お買い上げ時の画像に戻ります。

ｉモーション待受画面から、Phone To（AV Phone To）機能、Mail To機能、Web To機能はご利用になれません。

設定したGIFアニメーションは、コマ落ちなど、サイトやインターネットホームページでの見えかたと異なる場合

があります。

カレンダーを表示する＜カレンダー表示設定＞
お買い上げ時

OFF

1 待受画面でt213を押し、表示方法を選ぶ。
TOPメニューから_（設定）→［表示］→［メイン画面設定］→［カレンダー表示設定］の順に選択することもで

きます。

１ヶ月（大）表示 １ヶ月表示 ２ヶ月表示 ４ヶ月表示

お知らせ

Flash画像やGIFアニメーション 最初の１コマ目から再生され、再生終了後は停止したコマが待受画面と

して表示されます。再生中にcを押すと、一時停止し、再度cを押す

と再生が再開されます。

動画／ｉモーション（H.264以外※） 最初の１コマ目から再生され、再生終了後は１コマ目が待受画面として

表示されます。再生中にcを押すと、１コマ目に戻り停止し、再度c
を押すと再生が再開されます。

動画／ｉモーション（H.264※） 待受画面としては何も表示されません。

１ヶ月（大）表示 1
スケジュールが設定されている日付にアイコンが表示されます。

スケジュールが設定されている日付にアンダーラインが表示されます。

１ヶ月表示 2→1［左上］／2［右上］／3［左下］／4［右下］

スケジュールが設定されている日付にアンダーラインが表示されます。

２ヶ月表示 3→1［上］／2［下］

今月と次月のカレンダーが表示されます。

スケジュールが設定されている日付にアンダーラインが表示されます。

４ヶ月表示 4
今月を先頭に、４ヶ月分のカレンダーが表示されます。

スケジュールが設定されている日付にアンダーラインが表示されます。

OFF 5
カレンダーを表示しません。
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待受画像に重ねて、日時を表示できます。
時計表示を［ON（大）］や［OFF］に設定すると、待受画面上部の時刻は表示されません。（待受画面以外では表示され

ます。）［ON（小）］に設定すると、待受画面上部の時計が表示されます。

英語表示に設定したときは、日時も英語表示になります。

お買い上げ時設定（時計表示：ON（大）　画像：待受時計１　表示位置：下）

電話をかけるときや、電話がかかってきたときに表示される画像を変更できます。
データBOXのマイピクチャのJPEG画像、GIF画像、GIFアニメーション、Flash画像を利用できます。着信画面には

ｉモーションも表示できます。（音声のみのｉモーション（歌手の歌声など映像のないｉモーション）を除く。）

横240×縦144ドットより大きいサイズの画像は、縮小して表示されます。

お買い上げ時設定（発信画面：電話発信１　音声電話着信画面、公衆電話着信画面、非通知設定着信画面、

通知不可能着信画面：電話着信１　テレビ電話着信画面：電話着信２）

時計を表示する＜待受時計表示設定＞
お買い上げ時

下記参照

1 待受画面でt212を押す。
TOPメニューから_（設定）→［表示］→［メイン画面設定］→［待受時計表示設定］の順に選択することもでき

ます。

2 ［時計表示］を選んでtを押し、時計の種類を選ぶ。

3［時計グラフィック設定］を選んでtを押し、フォルダを選んでtを押し、
画像を選んでi［決定］を押す。

画面下部に時計の見本が表示されます。

マイピクチャから画像を選択するときは、横160×縦160ドットのGIF画像を利用できます。（Flash画像、GIF

アニメーション、JPEG画像は利用できません。）

4 ［表示位置設定］を選んでtを押し、表示位置を選ぶ。

5 i［完了］を押す。

お知らせ

時計（小）の画像はマーク表示設定で変更できます。

画像によっては、Bilingualで日本語表示／英語表示を切り替えたときに正しく表示されない場合があります。

発着信画面設定

お買い上げ時

下記参照発着信時の画像を変更する

1 待受画面でt251を押す。
TOPメニューから_（設定）→［表示］→［画面カスタマイズ設定］→［発着信画面設定］の順に選択することも

できます。

時計（大）を表示する 1
時計（小）を表示する 2

操作５に進みます。

時計を表示しない 3
操作５に進みます。

上 1
下 2
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メール送信時、メール受信時の画像を変更できます。
データBOXのマイピクチャのJPEG画像、GIF画像、GIFアニメーション、Flash画像を表示できます。（動画／ｉモー

ションは表示できません。）

2 項目を選び、画像を選ぶ。

項目を選択すると、設定されている画像のプレビュー画面が表示されますが、動画／ｉモーションを設定し

ている場合は表示されません。

画像を確認するときは、画像を選んでtを押します。cを押すと元の画面に戻ります。あらかじめ登録さ

れているGIFアニメーションの場合、tを押すと再生され、約15～30秒経過すると、自動的に停止します。

動画／ｉモーションの場合、再生を一時停止するときはt［ポーズ］を押します。続きを再生するときはtを

押します。元の画面に戻るときは、aを押します。

着信画面にｉモーションを設定する場合については、P.223を参照してください。

お知らせ

着信画面を変更した場合、着信音も変更されることがあります。（nP.223）

発信画面・着信画面に設定した元の画像を削除すると、お買い上げ時の設定に戻ります。

発信画面・着信画面に設定できない画像は表示されません。

発信者番号が通知されないテレビ電話着信は、［テレビ電話着信画面］が優先されます。

miniSDメモリーカード内の画像は、発信画面・着信画面には設定できません。FOMA端末にコピーしてから設定し

てください。

ピクチャーコール設定を［ON］に設定している場合は、ピクチャーコール設定が優先されます。

メール送受信画面設定
お買い上げ時

メール送信画面：メール送信１
メール受信画面：メール受信１メール送受信時の画像を変更する

1 待受画面でt252を押す。
TOPメニューから_（設定）→［表示］→［画面カスタマイズ設定］→［メール送受信画面設定］の順に選択する

こともできます。

2 項目を選び、画像を選ぶ。

設定できない画像は表示されません。

画像を確認するときは、画像を選んでtを押します。cを押すと元の画面に戻ります。あらかじめ登録さ

れているGIFアニメーションの場合、tを押すと再生され、約15秒経過すると、自動的に停止します。

お知らせ

メール送信画面・メール受信画面に設定した元の画像を削除すると、お買い上げ時の設定に戻ります。

miniSDメモリーカード内の静止画は、メール送信画面・メール受信画面には設定できません。FOMA端末にコピー

してから設定してください。

電話発信画面を設定する 2→i→フォルダを選ぶ→t→画像を選ぶ→i
音声電話着信画面を設定する 3→i→1［マイピクチャ］／2［ｉモーション］→フォルダを選ぶ

→t→ 画像を選ぶ→i
テレビ電話着信画面を設定する 4→i→1［マイピクチャ］／2［ｉモーション］→フォルダを選ぶ

→t→ 画像を選ぶ→i
公衆電話着信画面を設定する 5→i→1［マイピクチャ］／2［ｉモーション］→フォルダを選ぶ

→t→ 画像を選ぶ→i
非通知設定着信画面を設定する 6→i→1［マイピクチャ］／2［ｉモーション］→フォルダを選ぶ

→t→ 画像を選ぶ→i
通知不可能着信画面を設定する 7→i→1［マイピクチャ］／2［ｉモーション］→フォルダを選ぶ

→t→ 画像を選ぶ→i

メール送信画面を設定する 1→i→フォルダを選ぶ→t→画像を選ぶ→i
メール受信画面を設定する 2→i→フォルダを選ぶ→t→画像を選ぶ→i
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ピクチャーコール設定（nP.110）されている電話番号からの着信があったとき、ピクチャーコールの
画像を表示するかどうかを設定できます。

相手の発信者番号が通知されない場合や、電話帳にピクチャーコール（画像）を設定していないときは、ピクチャー

コール設定を［ON］に設定してもピクチャーコールの画像は表示されません。（nP.110）

電話がかかってきたとき、相手の電話番号や名前をサブディスプレイに表示できます。
電話帳のPIMロック中、相手の名前は表示されません。

サブディスプレイに表示する時計のデザインを変更できます。

ディスプレイの表示時間などを調整してバッテリーの消耗を抑えることができます。
省電力設定は、通常モード（明るさ自動）、通常モード（明るさ固定）、節約モード、ユーザ設定モードの４種類から選

択できます。

省電力設定の種類によって、表示時間などが以下の表のように異なります。

ピクチャーコール設定

お買い上げ時

ON

電話帳に登録した画像を着信時に表示する
かどうかを設定する

1 待受画面でt2511を押し、1［ON］を押す。
TOPメニューから_（設定）→［表示］→［画面カスタマイズ設定］→［発着信画面設定］→［ピクチャーコール

設定］の順に選択することもできます。

お知らせ

画像は次の優先順位で表示されます。

サブ画面設定

サブディスプレイを設定する

着信時に相手の名前などを表示する＜相手表示設定＞
お買い上げ時

ON

1 待受画面でt221を押し、1［ON］を押す。
TOPメニューから_（設定）→［表示］→［サブ画面設定］→［相手表示設定］の順に選択することもできます。

サブディスプレイの時計のデザインを変更する＜時計表示設定＞
お買い上げ時

待受時計（大）

1 待受画面でt222を押し、時計の種類を選ぶ。
TOPメニューから_（設定）→［表示］→［サブ画面設定］→［時計表示設定］の順に選択することもできます。

省電力設定
お買い上げ時

通常モード
（明るさ自動）バッテリーを節約する

通常モード

（明るさ自動）

通常モード

（明るさ固定）
節約モード ユーザ設定モード

照明時間設定 約15秒 約15秒 約５秒 約15秒

画面表示時間設定 約２分 約２分 約30秒 約２分

明るさ調整※ 自動 12 １ 自動

ボタン照明設定 点灯 点灯 消灯 点灯

優先順位（高→低）

画像 電話帳のピクチャーコール設定→グループのピクチャーコール設定→発着信画面設定

待受時計（大） 1
待受時計（小） 2
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※［自動］に設定すると、調光センサー（nP.25）が周囲の明るさによって自動的にディスプレイの照明の明るさやボ

タンのバックライトの照明を点灯させるかどうかを調整します。携帯電話を開いた直後、急に暗いところや明るい

ところに移動した場合などは、明るさの調整に時間がかかることがあります。明るさを検知するためのセンサー部

分（nP.24）にはシールなどを貼らないでください。明るさを検知できないことがあります。

省電力設定の［ユーザ設定］には、照明時間設定、画面表示時間設定、明るさ調整、ボタン照明設定をそれ
ぞれ設定できます。

ディスプレイとボタンのバックライトの照明が点灯している時間を、以下の場合についてそれぞれ設定
できます。設定した時間を過ぎると、微灯になります。

ユーザ設定モードで設定した照明時間設定、画面表示時間設定、明るさ調整、ボタン照明設定は、［省電力設定］の種

類を［通常モード（明るさ自動）］、［通常モード（明るさ固定）］、［節約モード］に設定すると無効になります。

お買い上げ時設定（通常時：15秒　充電時、ｉモード時：通常時と同じ　テレビ電話時：常にON）

1 待受画面でt27を押し、省電力設定の種類を選ぶ。
TOPメニューから_（設定）→［表示］→［省電力設定］の順に選択することもできます。

ユーザ設定

オリジナルの省電力モードを設定する

ディスプレイとボタンの照明時間を設定する＜照明時間設定＞
お買い上げ時

下記参照

通常時 電源を入れたとき、ボタンを押したとき、FOMA端末を開閉したとき、電話がかかってきたときなど

に照明が点灯する時間を、１～99秒の間で設定できます。

充電時 ACアダプタ（別売）、DCアダプタ（別売）を接続しているときに照明が点灯する時間を［通常時と同

じ］または［常にON］に設定できます。

テレビ電話時 テレビ電話の通話中に照明が点灯する時間を［通常時と同じ］または［常にON］に設定できます。

ｉモード時 ｉモード中に照明が点灯する時間を［通常時と同じ］または［常にON］に設定できます。

1 待受画面でt2741を押す。
TOPメニューから_（設定）→［表示］→［省電力設定］→［ユーザ設定］→［照明時間設

定］の順に選択することもできます。

2 項目を選び、照明時間を設定する。

お知らせ

点灯時間（秒数）は［通常時］のみに設定できます。

点灯時間を長くすると、連続待受時間が短くなりますので、ご注意ください。

通常時の照明時間設定と画面表示時間設定を同時に設定している場合は、画面表示時間設定が優先されます。

通常モード（明るさ自動）にする 1
通常モード（明るさ固定）にする 2
節約モードにする 3
ユーザ設定モードにする 4

ユーザ設定モードの設定は変更できます。

通常時の照明を設定する 1→点灯時間（01～99秒）を入力→t
充電時の照明を設定する 2→1［通常時と同じ］／2［常にON］

テレビ電話時の照明を設定する 3→1［通常時と同じ］／2［常にON］

ｉモード時の照明を設定する 4→1［通常時と同じ］／2［常にON］
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ボタンのバックライトの照明を点灯させるかどうかの設定をすることができます。

一定時間FOMA端末を使用しなかったときに、ディスプレイの表示を消してバッテリーの消費を抑え
ます。

充電時、ｉモード時の照明時間設定を［常にON］に設定しても、画面表示時間設定で設定した時間が経過すると、

ディスプレイの表示はOFFになります。

Flash画像、動画の再生は、バックライト点灯時間に従います。

Flash画像やGIFアニメーションを待受画面に設定している場合、省電力モードから復帰したときは先頭から再生

されます。

イメージビューア、ビデオプレーヤ、キャラ電プレーヤでバックライト点灯時間を［照明設定に従う］に設定した場

合、照明時間設定の［通常時］の設定が反映されます。

スライドショー、静止画撮影では、ここでの設定にかかわらず、常に点灯します。

複数の照明時間が設定されているとき、次の優先順位で点灯します。ただし、テレビ電話時またはｉモード時の照

明時間設定を［常にON］に設定すると、充電しながらテレビ電話やｉモードを利用する場合、充電時の設定にかか

わらず、［常にON］になります。

ボタンの照明を点灯させる＜ボタン照明設定＞
お買い上げ時

点灯

1 待受画面でt2744を押し、1［点灯］を押す。
TOPメニューから_（設定）→［表示］→［省電力設定］→［ユーザ設定］→［ボタン照明設定］の順に選択するこ

ともできます。

ボタンのバックライトの照明が点灯します。

お知らせ

［点灯］に設定したときの点灯時間は、照明時間設定に従います。

点灯にすると、連続待受時間が短くなりますので、ご注意ください。

画面表示時間を設定する＜画面表示時間設定＞
お買い上げ時

表示時間：２分

1 待受画面でt2742を押し、省電力モードになるまでの時間を
選ぶ。

TOPメニューから_（設定）→［表示］→［省電力設定］→［ユーザ設定］→［画面表示時間設定］の順に選択する

こともできます。

お知らせ

省電力モードになっているときに、いずれかのボタンを押すとディスプレイ表示が点灯します。

音声電話中は、画面表示時間設定の設定時間にかかわらず、照明時間設定（通常時）に従ってディスプレイのバック

ライトが消灯します。

ｉチャネルテロップ再生中は画面表示時間設定に従って省電力モードになりますが、画面表示時間設定が30秒に

設定されている場合は、ｉチャネルテロップ再生開始から60秒間は省電力モードになりません。

テレビ電話中、プッシュトーク通信中、ｉモード通信中、メール通信中、カメラの起動中、ｉモーション再生中、スライ

ドショー再生中、外部機器とのデータ転送中は、画面表示時間設定した時間が経過しても省電力モードになりません。

お知らせ

優先順位（高→低）

照明時間 充電時→テレビ電話時／ｉモード時→通常時

30秒 1 ２分 3 ５分 5 15分 7
１分 2 ３分 4 10分 6 20分 8
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周囲の明るさによって自動的にディスプレイの明るさを調整します。また、ボタン照明設定を［点灯］に

設定しているときは、周囲の明るさによって自動的にボタンの照明の［点灯］／［消灯］も調整されます。

サブメニューの上下の枠のデザインを変更できます。
横218×縦10ドットのJPEG画像、GIF画像、GIFアニメーションを利用できます。（Flash画像は利用できません。）

確認メッセージやエラーメッセージを表示するお知らせウィンドウの画像を設定できます。
横212×縦42ドットのJPEG画像、GIF画像、GIFアニメーションを利用できます。（Flash画像は利用できません。）

ディスプレイの濃淡を調整する＜明るさ調整＞
お買い上げ時

自動

1 待受画面でt2743を押す。
TOPメニューから_（設定）→［表示］→［省電力設定］→［ユーザ設定］→［明るさ調整］

の順に選択することもできます。

2 明るさを選ぶ。

お知らせ

明るくすると、連続待受時間が短くなりますので、ご注意ください。

画面カスタマイズ設定

ディスプレイをアレンジする

サブメニュー枠のデザインを変更する
＜サブメニュー画像設定＞

お買い上げ時

上枠：メニュー枠１（上）
下枠：メニュー枠１（下）

1 待受画面でt253を押し、i［画像選択］を押す。
TOPメニューから_（設定）→［表示］→［画面カスタマイズ設定］→［サブメニュー画像設定］の順に選択する

こともできます。

上枠と下枠の画像は別々に設定できます。mを押すと下枠の画面設定に切り替わります。

2 フォルダを選んでtを押し、画像を選んでi［決定］を押す。
画像を確認するときは、画像を選んでtを押します。cを押すと元の画面に戻ります。

お知らせウィンドウのアニメーションを設定する
＜お知らせウィンドウアニメ＞

お買い上げ時

お知らせアニメ１

1 待受画面でt254を押し、i［画像選択］を押す。
TOPメニューから_（設定）→［表示］→［画面カスタマイズ設定］→［お知らせウィンドウアニメ］の順に選択

することもできます。

2 フォルダを選んでtを押し、画像を選んでi［決定］を押す。
画像を確認するときは、画像を選んでtを押します。cを押すと元の画面に戻ります。

明るさを自動調整する 1
明るさを手動で調整する 2→o（明るくする）／p（暗くする）→t

明るさを調節するたびに設定した明るさが表示されます。
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ディスプレイに表示される電波状態表示マーク、電池残量表示マーク、時計表示マークを変更できます。
お買い上げ時設定（電波マーク：電界強度１　電池マーク：電池残量１　小時計マーク：時計表示１）

登録されているマーク

マイピクチャから画像を選択するときは、電波状態表示マークが横48×縦60ドット、電池残量表示マークが横72×

縦40ドット、時計表示マークが横49×縦40ドットのGIF画像を利用できます。（Flash画像、GIFアニメーション、

JPEG画像は利用できません。）

画面の配色パターンを設定できます。

TOPメニューのアイコンや順番、背景画像、アイコン名の有無を設定できます。

TOPメニューに設定されているアイコンの位置や画像を、統一されたイメージに変更できます。
お買い上げ時、４件のテーマが登録されています。ｉアプリからダウンロードしたアイコン一括画像（nP.212）を

設定することもできます。また、自分でアイコンと背景に設定した画像の組み合わせを、テーマとして［ユーザ設定

１］～［ユーザ設定３］に登録することもできます。

マークのデザインを変更する＜マーク表示設定＞
お買い上げ時

下記参照

電界強度１ 電界強度２ 電界強度３ 電池残量１ 電池残量２ 電池残量３ 時計表示１ 時計表示２ 時計表示３

1 待受画面でt255を押し、マークの種類を選ぶ。
TOPメニューから_（設定）→［表示］→［画面カスタマイズ設定］→［マーク表示設定］の順に選択することも

できます。

2 i［画像選択］を押し、フォルダを選んでtを押し、画像を選んでi［決定］
を押す。

画像を確認するときは、画像を選んでtを押します。cを押すと元の画面に戻ります。

画面の配色を変更する＜テーマカラー設定＞
お買い上げ時

Groovy

1 待受画面でt24を押し、テーマカラーを選ぶ。
TOPメニューから_（設定）→［表示］→［テーマカラー設定］の順に選択することもできます。

テーマカラーを選ぶと、画面が選択中の配色パターンで表示されます。

2 ［はい］を選んでtを押す。

テーマ設定

TOPメニューのデザインを変更する

TOPメニューのデザインを変える＜テーマ設定＞ お買い上げ時

テーマ：Groovy

電波状態表示マークを変更する 1
電池残量表示マークを変更する 2
時計表示マークを変更する 3

Groovy 1 Girlish 5
Skyscraper 2 CafeStyle 6
Sunnyday 3 Bakery 7
JapaneseModern 4 SilverSky 8
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お買い上げ時に登録されているテーマを利用すると、次の設定が変更されます。

アイコン設定、背景設定、アイコン位置、ショートカットメニューの背景画像の設定、アクションフォーカス、テーマ

カラー設定、サブメニュー画像設定、お知らせウィンドウアニメ

ｉアプリからダウンロードしたアイコン一括画像や、［ユーザ設定１］～［ユーザ設定３］を利用すると、アイコン設

定と背景設定が変更されます。

テーマ設定用の画像を一括保存する
アイコン画像設定や背景設定でTOPメニューに表示した画像や、ｉアプリからダウンロードしてテーマ

に設定したアイコン一括画像を、テーマとして最大３件まで登録できます。

TOPメニューのアイコンを変更できます。
横76×縦76ドットのJPEG画像、GIF画像、GIFアニメーションを利用できます。サイトでダウンロードした画像も利

用できます。

１つのアイコンに対して非選択時用、選択時用の２枚の画像を設定できます。

GIFアニメーションの場合は最大３シーンが切り替わります。選択時用の画像は設定できません。

1 TOPメニュー（nP.32）でC1［テーマ設定］を押す。

2 テーマを選んでtを押し、［はい］を選んでtを押す。
テーマの画像を確認するときは、テーマを選んでaを押します。tを押すと元の画面に戻ります。

［設定中］と表示されます。画像展開に時間がかかることがあります。

1 アイコン画像設定や背景設定を行い、TOPメニュー（nP.32）でC1
［テーマ設定］を押す。

2 テーマの番号を選んでm［一括保存］を押し、［はい］を選んでtを押す。
［ユーザ設定１］～［ユーザ設定３］に保存できます。

登録したテーマを削除するときは、テーマを選んでiを押し、［はい］を選んでtを押します。

お知らせ

マルチメディアのPIMロック中にテーマを設定したり削除するときは、端末暗証番号（４～８桁の数字）の入力が

必要です。

お買い上げ時に登録されているテーマは削除できません。

電源を切るなどしてテーマの設定を途中で終了させると、変更が途中まで反映された状態で設定されます。この場

合は再び設定をやり直してください。お買い上げ時の状態に戻したいときは［テーマ：Groovy］を選択します。

TOPメニューのアイコンを設定する＜アイコン画像設定＞

1 TOPメニュー（nP.32）でアイコンを選んでC21［アイコン画像
設定］を押す。

2 フォルダを選んでtを押し、非選択時用の静止画を選んでi［決定］を押す。
メニューアイコンに設定できない画像は表示されません。

GIFアニメーションを選択したときは、TOPメニュー画面に戻ります。

静止画を確認するときは、静止画を選んでtを押します。cを押すと元の画面に戻ります。

3 選択時用の静止画を選ぶ。

選択時用の静止画を別に設定する ［はい］→t→フォルダを選ぶ→t→静止画を選ぶ→i
非選択時用と同じ静止画を設定する ［いいえ］→t
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TOPメニューのアイコンにアクションフォーカスを設定できます。
アクションフォーカスを設定すると、TOPメニューで選択したアイコンのみアクションが実行されます。

GIFアニメーションが設定されている場合は、最後に表示される画像にアクションフォーカスを設定します。

JPEG画像、GIF画像を利用できます。（Flash画像、GIFアニメーションは利用できません。）サイトでダウンロードし

た画像も利用できます。

お知らせ

データBOXのマイピクチャの画像をメニューアイコンに設定した場合、元の画像を削除しても、メニューアイコン

の設定を変更するまで画面は保持されます。

アイコン名を表示するかどうかを設定する＜アイコン名表示＞

TOPメニュー（nP.32）でC23 ? 1
TOPメニューのアイコンを移動する＜アイコン移動＞

TOPメニュー（nP.32）でアイコンを選ぶ ? C22 ? 移動先の位置を選ぶ ? t

お知らせ

アイコン表示名について
お買い上げ時は、［OFF］に設定されています。

お買い上げ時に登録されているアイコン画像の場合、画像の中にアイコン名が入っているため、アイコン名表
示を［ON］に設定すると、文字が二重に表示されます。

TOPメニューのアイコンにアクションフォーカスを設定する
＜アクションフォーカス＞

お買い上げ時

スターダスト

1 TOPメニュー（nP.32）でC3［アクションフォーカス］を押し、アク
ションフォーカスの種類を選ぶ。

TOPメニューの背景を設定する＜背景設定＞ お買い上げ時

メニュー背景１

1 TOPメニュー（nP.32）でC4［背景設定］を押す。

2 フォルダを選んでtを押し、静止画を選んでi［決定］を押す。
背景画像に設定できない静止画は表示されません。

静止画を確認するときは、静止画を選んでtを押します。cを押すと元の画面に戻ります。

お知らせ

データBOXのマイピクチャの静止画を背景画像に設定した場合、元の静止画を削除しても、背景画像の設定を変更

するまで画面は保持されます。

グローブ 1 円が速度を変えながら回転します。

ターゲット 2 大きい四角形から小さい四角形になります。

ミスト 3 霧のような光の幕がかかります。

スターダスト 4 光がきらきら輝きます。

ウィンドミル 5 ３本の棒が次々に現れ、アイコンの下で回転します。

リップル 6 丸い枠が広がっていきます。

OFF 7 設定しません。
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TOPメニューのアイコン設定、アイコン位置、アクションフォーカス、アイコン名表示、および背景画像
設定をお買い上げ時の状態に戻すことができます。

操作ガイドブックを呼び出して、TOPメニューのアイコンや、待受画面でのボタンの操作方法を調べる

ことができます。

音声電話やテレビ電話、プッシュトークの着信やメール受信があったときの着信ランプ（ピクチャーライ
ト）の色を設定します。また、着信ランプが動作するように設定されているメロディを着信音に設定して
いるときは、メロディと連動させる（メロディ連動）こともできます。
お買い上げ時設定（音声電話着信ランプ、テレビ電話着信ランプ：グリーン　プッシュトーク着信ランプ：イエロー

メール着信ランプ：ブルー　着信ランプ動作設定：メロディ非連動　メール着信ランプ動作設定：メロディ非連動）

TOPメニューをお買い上げ時の状態に戻す＜メニューリセット＞

1 TOPメニュー（nP.32）でC5［メニューリセット］を押し、［はい］を
選んでtを押す。

操作ガイドを表示する＜操作ガイド＞

1 TOPメニュー（nP.32）でC6［操作ガイド］を押し、確認したい機能
を選ぶ。

選択した機能の操作ガイドブックが表示されます。

着信ランプ設定

イルミネーションの色を設定する

着信ランプの色を設定する＜着信ランプ色設定＞
お買い上げ時

下記参照

1 待受画面でt26を押し、項目を選ぶ。
TOPメニューから_（設定）→［表示］→［着信ランプ設定］の順に選択することもできます。

2 着信ランプの色を選ぶ。
色を選ぶたびに、着信ランプ（ピクチャーライト）の色が変わります。

アイコンの操作方法を調べる 1
待受画面でのボタンの操作方法を調べる 2

音声電話着信時のランプの色を設定する 11
テレビ電話着信時のランプの色を設定する 12
プッシュトーク着信時のランプの色を設定する 13
メール受信時のランプの色を設定する 2

レインボー 赤、紫、青、水色、緑、黄のグラデーションで点灯します。

ミックス 赤、水色、青、紫、緑、黄の順で点滅します。

サイクロン 赤、黄、緑、水色、青、紫が順不同で点滅します。色の切り替えはだんだん速くなります。

ランダム ご自分の電話番号・相手の発信者番号と日付によって、異なる色のグラデーションで点灯

します。発信者番号が通知されないときは、赤のグラデーションで点灯します。

メール着信ランプに、［ランダム］は設定できません。

ホワイト 白で点滅します。

レッド 赤で点滅します。

グリーン 緑で点滅します。

ブルー 青で点滅します。

イエロー 黄で点滅します。

パープル 紫で点滅します。

ライトブルー 水色で点滅します。
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メインディスプレイに表示される文字の太さを変更できます。
設定できる文字の種類は３種類です。

ディスプレイに表示される各機能名やメッセージ、およびメニュー項目名などを日本語表示／英語表示

に切り替えます。

お知らせ

データ通信時の着信ランプは、音声電話着信ランプで設定したランプ色と同じです。

複数の着信ランプが設定されているとき、着信ランプやメール着信ランプは次の優先順位で点灯します。

着信ランプをメロディに連動させる＜着信ランプ動作設定＞

1 待受画面でt263［着信ランプ動作設定］
メール着信ランプ動作設定のとき：t264

2 1

文字表示設定

お買い上げ時

太字文字の表示（太さ）を変更する

1 待受画面でt23を押し、文字の太さを選ぶ。
TOPメニューから_（設定）→［表示］→［文字表示設定］の順に選択することもできま

す。

文字を選ぶと、見本が表示されます。

Bilingual

お買い上げ時

日本語画面を英語表示に切り替える

1 待受画面でt35を押し、表示方法を選ぶ。

日本語表示

英語表示

TOPメニューから_（設定）→［一般設定］→［Bilingual］の順に選択することもできま

す。

お知らせ

FOMAカードを挿入している場合、FOMAカードに保存されます。Bilingual設定は、FOMA端末と挿入された

FOMAカードに保存されますが、それぞれの設定が異なる場合は、FOMAカードの設定が優先されます。

優先順位（高→低）

着信ランプ 電話帳指定着信ランプ→グループ指定着信ランプ→通常の着信ランプ

メール着信ランプ 電話帳指定メール着信ランプ→グループ指定メール着信ランプ→通常のメール着信ランプ

細字 1
太字 2
極太字 3

日本語表示 1
英語表示 2
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マナーモードを設定したときに、自動的に視野切替が［ON］に切り替わるように設定します。

視野切替設定

画面表示を認識できる角度を変更する

ディスプレイを隣の人から見えにくくする（Veil View）＜視野切替＞

1 待受中や操作中にx（N）を押す。
視野切替が［ON］に設定され、待受画面に［P］が表示されます。

［OFF］に設定するときは、もう一度xを押します。

お知らせ

オールロック中およびユーザデータ削除中は視野切替できません。

マナーモード連動設定が［OFF］の場合、電源を切っても設定は保持されます。

マナーモード連動設定が［ON］のとき、マナーモード中に電源を切った場合は、電源を入れたときに視野切替が

［ON］になります。マナーモード解除中に電源を切った場合は、電源を入れたときに視野切替が［OFF］になります。

画面表示時間設定により、ディスプレイ表示が消えている間は視野切替は［OFF］になります。

視野切替を［ON］にすると、正面から見たときでも両目の視差により、視野切替画面が見えることがあります。

マナーモードに連動して視野切替をする＜マナーモード連動設定＞
お買い上げ時

OFF

1 待受画面でt281を押し、1［ON］を押す。
TOPメニューから_（設定）→［表示］→［視野切替設定］→［マナーモード連動設定］の順に選択することもで

きます。

お知らせ

マナーモード中でも、視野切替の［ON］／［OFF］を設定できます。

視野切替画面を変更する＜視野切替画面設定＞
お買い上げ時

幾何学パターン（濃）

1 待受画面でt282を押し、パターンを選ぶ。
TOPメニューから_（設定）→［表示］→［視野切替設定］→［視野切替画面設定］の順に選択することもできます。

視野切替を［ON］にすると、選択したパターンが画面に表示されます。

隣の人から見えにくくする効果は、選択したパターンによってそれぞれ異なります。

視野切替画面を表示させることにより、画面が見える範囲（視野角）を狭くして隣の人（左右）から見えにく

くします。

幾何学パターン（濃） 1 濃い幾何学模様のパターンが表示されます。

幾何学パターン（薄） 2 薄い幾何学模様のパターンが表示されます。

文字パターン（濃） 3 濃い文字パターンが表示されます。

文字パターン（薄） 4 薄い文字パターンが表示されます。

連続パターン切替 5 幾何学模様のパターンが一定時間で切り替わって表示されます。
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FOMA端末には、便利にお使いいただくための各種機能に、暗証番号の必要なものがあります。各種端

末操作用の端末暗証番号の他に、ネットワークサービスでお使いになるネットワーク暗証番号、ｉモー

ドパスワードなどがあります。用途ごとに上手に使い分けて、FOMA端末を活用してください。

端末暗証番号は、お買い上げ時は［0000］に設定されていますが、お客様ご自身で番号を変更できます。

（nP.153）
端末暗証番号入力の画面が表示された場合は、４～８桁の端末暗証番号を入力し、tを押します。

間違った端末暗証番号を入力した場合は、「端末暗証番号が違います」が表示されたあと、端末暗証番号入力の前の

画面に戻ります。正しい端末暗証番号を確認してから、もう一度操作してください。

端末暗証番号入力時は、［b］で表示されます。

ドコモｅサイトでの各種手続き時や、各種ネットワークサービスご利用時にお使いいただく数字４桁の
番号で、ご契約時に任意の番号を設定いただきますが、お客様ご自身で番号を変更できます。

パソコン向け総合サポートサイト「My DoCoMo」の「DoCoMo ID/パスワード」をお持ちの方は、パソコ
ンから新しいネットワーク暗証番号への変更手続きができます。

なお、ｉモードからは、ドコモｅサイト内の「各種手続き」からお客様ご自身で変更ができます。
※「My DoCoMo」、「ドコモｅサイト」については、取扱説明書裏面をご覧ください。

マイメニューの登録・削除、メッセージサービス、ｉモードの有料サービスのお申し込み・解約などを行
う際には４桁の「ｉモードパスワード」が必要になります。

（この他にも各情報サービス提供者が独自にパスワードを設定していることがあります。）
ｉモードパスワードは、ご契約時は［0000］に設定されていますが、お客様ご自身で番号を変更できます。

ｉモードから変更される場合は、「ｉMenu」⇒「料金＆お申込・設定」⇒［オプション設定］⇒「ｉモードパスワード変

更」から変更ができます。

ｉモードパスワード入力時は、［b］で表示されます。

FOMAカードには、PIN1コード、PIN2コードという２つの暗証番号を設定できます。これらの暗証番号

は、ご契約時は［0000］に設定されていますが、お客様ご自身で番号を変更できます。（nP.156）
PIN1コードは、第三者による無断使用を防ぐため、FOMAカードをFOMA端末に差し込むたびに、または

FOMA端末の電源を入れるたびに使用者を確認するために入力する４～８桁の暗証番号（コード）です。
PIN1コードを入力することにより、発着信および端末操作が可能となります。PIN2コードは、積算料金リ

セット、ユーザ証明書利用時や発行申請を行うときなどに使用する４～８桁の暗証番号（コード）です。
新しくFOMA端末を購入されて、現在ご利用中のFOMAカードを差替えてお使いになる場合は、以前にお客様が設

定されたPIN1コード、PIN2コードをご利用ください。

PIN1コード／PIN2コード入力時は、［b］で表示されます。

FOMA端末で利用する暗証番号について

端末暗証番号（各種機能用の暗証番号）

ネットワーク暗証番号

ｉモードパスワード

PIN1コード・PIN2コード

各種暗証番号に関するご注意
設定する暗証番号は「生年月日」、「電話番号の一部」、「所在地番号や部屋番号」、「1111」、「1234」などの他人にわ

かりやすい番号はお避けください。また、設定した暗証番号はメモを取るなどしてお忘れにならないようお気を

つけください。

暗証番号は、他人に知られないように十分ご注意ください。万が一、暗証番号が他人に知られ悪用された場合、そ

の損害については、当社は一切の責任を負いかねます。

ドコモからお客様の暗証番号をうかがうことは一切ございません。

各種暗証番号を忘れてしまった場合は、契約者ご本人であることが確認できる書類（運転免許証など）やFOMA

端末、FOMAカードをドコモショップ窓口までご持参いただく必要があります。

詳しくは取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」までご相談ください。
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PINロック解除コードは、PIN1コード、PIN2コードがロックされた状態を解除するための８桁の番号で

す。PINロック解除コードを入力することによりロック状態を解除できます。なお、お客様ご自身では変
更することはできません。PINコードやPINロック解除コードは、控えを取るなどしてお忘れにならない

よう、ご注意ください。
PIN1コード、PIN2コードの入力を、３回連続して間違えると自動的にロックされます。

PINロック解除コードの入力を、10回連続して間違えるとFOMAカードが完全にロックされます。

顔認証設定を［ON］に設定して顔認証画像を登録すると、端末暗証番号の入力の代わりに顔認証を利用
できます。端末暗証番号と異なり、暗証番号を忘れる心配がありません。（nP.154）

お客様自身の端末暗証番号（４～８桁の数字）に変更してください。

PINロック解除コード

顔認証について

端末暗証番号変更

お買い上げ時

0000端末暗証番号を変更する

1 待受画面でt77を押し、現在の端末暗証番号（４～８桁の数字）を
入力してtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［セキュリティ］→［端末暗証番号変更］の順に選択する

こともできます。

2 新しい端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力してtを押す。

3 もう一度、新しい端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力してtを押す。
端末暗証番号が変更されます。

電源を入れたときの暗証番号による
セキュリティ

PIN1コードの入力

ユーザ証明書操作
FirstPass対応サイトに接続

PIN2コードの入力

PINロック解除コードの入力

新しいPINコードの入力

新しいPINコードの再入力

新しいPINコード（PIN1、PIN2）
設定完了

ドコモショップ窓口までご持参くだ
さい

３回連続入力ミス

10回連続入力ミス

３回連続入力ミス

入力OK
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顔認証の利用について設定します。また、セキュリティレベルも設定できます。
以下の場合は、端末暗証番号入力画面になり、顔認証を利用できません。

端末暗証番号変更（nP.153）やオールロックの解除（nP.158）をする場合

ソフトウェア更新（nP.454）関連の機能の場合

テレビ電話などでカメラを使用中の場合

電池残量が少なくてカメラを使用できない場合

カメラが汚れていたりすると誤動作の原因となります。柔らかい布などで汚れを拭き取ってからご使用ください。

顔に光が当たり顔全体が白くなる場合などは正しく認識できないことがあります。

強く光が当たり、顔の明るい部分と暗い部分の差が大きくなる環境では顔を識別しにくくなり、登録が困難になっ

たり、認証率（本人として正しく認証される確率）が低下することがあります。光が一定に当たる環境で操作してく

ださい。

顔の状態が次の場合には、顔認証画像の登録ができなかったり、認証率が低下することがあります。

髪がかかっていたり、レンズに色の付いた眼鏡やマスクをつけている、暗い場所など、顔の特徴（目、口、鼻、眉な

ど）がはっきり見えない

暗い場所の電灯下など、顔に当たっている光の明暗が大きい

このような場合は、目、鼻、口、眉がはっきり見えるように髪をあげたり、眼鏡やマスクを取る、顔に当たる光が均

一になるような場所に移動することで、認証の状態が改善されることがあります。

顔認証用画像は７件まで登録できます。認証精度が高くなるように、ご本人の画像を３件以上登録することをおす

すめします。

顔認証に失敗した場合、［認証できませんでした　エラーが続く場合は顔認証用画像登録を再度行ってください］と

表示されます。エラーが続く場合は、端末暗証番号入力を行い、再度、顔認証画像の登録を行ってください。また、エ

ラー発生日時がエラー履歴に記録され、確認することができます。最新のものから最大９件まで記録されます。

顔認証技術は複数の方のご利用を想定していません。ご利用になるときはご本人のデータを登録してください。

顔認証技術は完全に本人認証を保証するものではありません。当社では本製品を第三者に使用されたこと、また顔

認証の誤認証により使用できなかったことによって生じる損害に関しては、一切責任を負いかねますのであらかじ

めご了承ください。

顔認証設定

お買い上げ時

OFF顔認証を利用する

1 待受画面でt78を押し、端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力し
てtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［セキュリティ］→［顔認証設定］の順に選択することもできます。

2 顔認証利用設定の［ON］／［OFF］を選ぶ。

3 顔認証画像を登録する。
画像が１件も登録されていない状態でi［完了］を押すと、［顔認証画像登録をしてください］と表示されます。

顔認証画像登録中は正面を向き、顔全体がファインダー枠内に入るようにしてください。登録時と認証時の顔

の位置の違いによる認証失敗を減らすことができます。また、顔を動かさないようにして撮影してください。

顔認証画像登録に使用できるのはサブカメラのみです。o（明るくなる）／p（暗くなる）を押すと、明るさを

調整できます。登録するときはシャッター音が鳴ります。

顔認証を利用する 1
操作３に進みます。

顔認証を利用しない 2
設定が完了します。

顔認証画像を新規に登録する 顔認証用画像登録番号1～7→サブカメラを自分に向ける→t
［認識できませんでした　再度登録してください］と表示されたとき

は、もう一度登録してください。

すでに登録した顔認証画像を

上書き登録する

顔認証用画像登録番号1～7→1→サブカメラを自分に向ける→t
［認識できませんでした　再度登録してください］と表示されたとき

は、もう一度登録してください。

登録した顔認証画像を確認する 顔認証用画像登録番号1～7→2
確認を終了するときはtを押します。

登録した顔認証画像を削除する 顔認証用画像登録番号1～7→2→i→［はい］→t
エラー履歴を確認する 9

確認を終わるときはtを押します。
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FOMAカードのPIN1コード、PIN2コードを変更できます。
PIN1コードは、FOMAカードを不正に使用されないための、４～８桁の暗証番号です。

PIN2コードは、サイトやインターネット接続などのオンラインサービスなどで個人認証が必要なときに入力する４

～８桁の暗証番号です。ユーザ証明書操作時（FirstPassを利用するためのユーザ証明書の発行）や、FirstPass対応サ

イトに接続するとき（nP.221）に入力します。

PIN1コード、PIN2コードは、FOMAカードに保存されます。

FOMA端末を不正に使用されないために、電源を入れたときにPIN1コードを入力しないと使えないよ
うに設定します。

4 8［セキュリティレベル設定］を押し、レベルを選ぶ。

［レベル３（高）］を選択すると認識精度が高くなり、登録本人および本人以外の認識基準が厳しくなります。

［レベル２（中）］は、［レベル３（高）］および［レベル１（低）］の中間の認識精度になります。［レベル１（低）］を

選択すると認識精度は低くなります。

5 i［完了］を押す。
［登録された顔画像で認証を行う簡易なセキュリティです］と表示されます。

6 tを押す。

顔認証を実行する

1 顔認証画面でサブカメラを自分に向ける。
o（明るくなる）／p（暗くなる）を押すと、明るさを調整できます。

認証中は、顔を動かさないでください。

［認証が成功しました］と表示され、目的の機能を利用できます。

端末暗証番号入力に切り替えるときはi［暗証番号］を押します。

約３秒たっても認証できなかった場合は、メッセージが表示されます。もう一度認証する場合は［再認証］を

選んでtを押し、サブカメラを自分に向けます。端末暗証番号を入力する場合は、［端末暗証番号入力］を選

んでtを押し、端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力します。

FOMAカード（UIM）設定
お買い上げ時

PIN1コード：0000
PIN2コード：0000PINコードを設定する

電源を入れたときにPINコードを入力するように設定する
＜PIN1コード入力設定＞ お買い上げ時

OFF

1 待受画面でt72を押し、端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力し
てtを押す。

FOMAカード設定画面

TOPメニューから_（設定）→［セキュリティ］→［FOMAカード（UIM）設定］の順に選

択することもできます。

レベル３（高） 1
レベル２（中） 2
レベル１（低） 3
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電源を入れたときにPIN1コードを入力する
PIN1コード入力設定を［ON］に設定すると、電源を入れたときに、PIN1コードの入力画面が表示されます。

PIN1コードを入力しないとFOMA端末を操作できません。FOMA端末が無断で使用されるのを防ぐことができます。

PIN1コード／PIN2コードを変更できます。

2 1［PIN1コード入力設定］を押し、［ON］／［OFF］を選ぶ。

PIN1コードは３回まで入力できます。PIN1コード入力画面には［残存入力回数］が表

示されます。

お知らせ

PIN1コード入力画面で入力を３回間違えると、PIN1コードがロックされます。PINロックを解除してください。PIN

ロック解除時に、新しいPIN1コードを入力する必要があります。（nP.157）

H（電源）を２秒以上押して電源を入れ、PIN1コード（４～８桁の数字）
を入力してtを押す。

PIN1コードは３回まで入力できます。PIN1コード入力画面には［残存入力回数］が表示されます。

PIN1コードを正しく入力すると、待受画面が表示されます。

PIN1コード／PIN2コードを変更する
＜PIN1コード変更／PIN2コード変更＞

お買い上げ時

PIN1コード：0000
PIN2コード：0000

1 待受画面でt72を押し、端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力し
てtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［セキュリティ］→［FOMAカード（UIM）設定］の順に選択することもできます。

PIN1コード入力設定が［OFF］に設定されている場合、PIN1コードは変更できません。

2 変更するPINコードを選び、現在のPINコード（４～８桁の数字）を入力し
てtを押す。

PINコードは３回まで入力できます。PINコード入力画面には［残存入力回数］が表示

されます。

3 新しいPINコード（４～８桁の数字）を入力してtを押す。

4 もう一度、新しいPINコード（４～８桁の数字）を入力してtを押す。
［変更しました］と表示されます。

お知らせ

PIN1コード／PIN2コード入力画面で、PIN1コード／PIN2コードの入力を３回間違えると、PIN1コード／PIN2コー

ドがロックされます。PINロックを解除してください。PINロック解除時に、新しいPIN1コード／PIN2コードを入力

する必要があります。

設定する 1→PIN1コード（４～８桁の数字）を入力→t
解除する 2→PIN1コード（４～８桁の数字）を入力→t

PIN1コードを変更する 2
PIN2コードを変更する 3
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PIN1／PIN2がロックされた画面
［残存入力回数10回］と表示されます。

PINロック解除コードは10回まで入力できます。

電話帳の呼び出し、登録、削除やダイヤルボタンでの発信などの機能を制限できます。
ロックの設定／解除には、端末暗証番号が必要です。

設定できる項目は次のとおりです。

※ セルフモード、ボタン操作無効のとき、端末暗証番号の入力は不要です。

PINロックを解除する

PIN1ロックを解除するとき

1 PINロック中にPINロック解除コード入力画面で、PINロック解除コード
（８桁の数字）を入力してtを押す。

2 新しいPIN1コード（４～８桁の数字）を入力してtを押す。

3 もう一度、新しいPIN1コード（４～８桁の数字）を入力してtを押す。
［変更しました］と表示されます。

お知らせ

PIN2コードのロックを解除するときも、同様の操作で解除します。

PIN2コードの３回連続入力ミスによってFOMA端末がロックされた場合でも、電話の発着信、メールの送受信など

の通信は可能ですが、PIN1コードの３回連続入力ミスによってFOMA端末がロックされた場合には、通信が必要な

機能の操作はできなくなります。

各種ロック機能について

ロック機能 動作・制限内容 ページ

オールロック 電源のON／OFF以外の操作ができないようにして、FOMA端末の無断使用を防ぎます。 P.158

おまかせロック FOMA端末内のすべてのデータにアクセスできないように、遠隔操作でロックします。

自動的にＩＣカードロックも設定されます。

P.159

セルフモード※ 音声電話やテレビ電話の発着信、ｉモードメールやSMSの送受信、メッセージＲ／Ｆの

受信、ｉモードの機能を使えないように設定します。電話がかかってきた場合、相手に

は、電波が届かないか電源が入っていない旨のガイダンスが流れます。

P.160

PIMロック ｉモード／ｉチャネル、ｉアプリ、マルチメディア、メール、電話帳（プッシュトーク電

話帳含む）、音声・テレビ電話伝言メモ／音声メモ、テキストメモ／スケジュール／

ToDoリスト、トルカの表示や編集・操作ができないようにして、個人情報の閲覧や書

換えを防止します。項目ごとに設定が可能です。マルチメディアをロックするとカメ

ラ機能、ドキュメントビューア機能もロックされます。

P.160

ダイヤル発信制限 ダイヤル入力による発信や電話帳の編集ができないようにします。電話帳かリダイヤ

ルを使った発信だけが可能です。

P.161

ＩＣカードロック FeliCaのＩＣカード機能を使えないように設定します。 P.296

まとめて簡単ロック ダイヤル発信制限・PIMロック・ＩＣカードロックをワンタッチ操作で設定します。 P.162

まとめて簡単ロック

設定

ディスプレイの表示がOFFになったときに、ダイヤル発信制限・PIMロック・ＩＣカー

ドロックが自動で設定されるようにします。

P.162

ボタン操作無効※ 音楽／視野切替ボタンなどのサイドボタンを操作できないようにして、誤作動を防ぎます。 P.163
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電源ON／OFF以外の操作ができないようにします。
オールロックを解除するときは、端末暗証番号の入力が必要です。

オールロック

お買い上げ時

解除他の人が使用できないようにする

オールロックを設定する

1 待受画面でt76を押し、端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力し
てtを押す。

ロック設定画面

TOPメニューから_（設定）→［セキュリティ］→［ロック設定］の順に選択することも

できます。

2 1［オールロック］を押し、［はい］を選んでtを押す。
オールロックが設定されます。待受画面に［オールロック］と表示されます。（［U］表

示）

オールロックを解除する

1 オールロック中に、待受画面で端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力し
てtを押す。

待受画面の［オールロック］の文字と［U］が消え、オールロックが解除されます。

お知らせ

オールロック中は待受画面設定にかかわらず、［待受画面６］の画像が表示されます。

オールロックを設定しても、FeliCaのＩＣカード機能はロックされません。

オールロック中に着信した場合、相手には話中音が流れます。オールロックを解除すると［着信あり］が表示されま

す。

オールロック中は音声電話やテレビ電話をかけることも受けることもできません。ただし、緊急通報番号（110番、

119番、118番）には発信できます。発信する場合は、端末暗証番号入力画面で電話番号を入力してsを押します。

電話番号は＊＊＊で表示されます。

オールロック中は、設定した時刻になってもアラーム音は鳴りません。また、ディスプレイにも表示されません。

オールロック中も、ｉモードメール／SMSやメッセージR／Fの自動受信ができますが、画面には表示されません。

オールロック解除後に、ｉモードメールやSMS、メッセージR／Fのアイコンが表示されます。

オールロックの解除に５回続けて失敗すると、FOMA端末の電源が切れます。再び電源を入れて、正しい端末暗証

番号（４～８桁の数字）を入力してください。
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FOMA端末を紛失した際などに、ドコモにご連絡いただくか、またはMy DoCoMoからの操作により、遠

隔操作でFOMA端末にロックをかけることができるサービスです。お客様の大切なプライバシーとお
サイフケータイを守ります。

お客様からのお電話などによりロックを解除することができます。

※ おまかせロックのご利用方法の詳細については『ご利用ガイドブック（手続き・アフターサービス編）』をご覧いただ

くか、取扱説明書裏面の「総合お問い合わせ先」までお問い合わせください。

おまかせロックを設定すると

［おまかせロック中です］と表示され、おまかせロックが設定されます。

おまかせロックはお客様がご契約中のFOMAカードが挿入されているFOMA端末に対してロックをかけるサービ

スです。

おまかせロック中は、音声／テレビ電話の着信に対する応答と電源ON／OFFの操作を除いて、すべてのボタン操作

がロックされ、各機能（ＩＣカード機能を含む）を使用することができなくなります。

音声／テレビ電話の着信は可能ですが、この場合、電話帳に登録されている氏名、画像などは画面に表示されず、電

話番号だけが表示されます。

おまかせロック中に受信したメールは、メールセンターに保存されます。

電源ON／OFFは可能ですが、電源OFFを行ってもロックは解除されません。

FOMAカードや外部メモリ（miniSDメモリーカードなど）にはロックがかかりませんので、予めご了承ください。

おまかせロック

お買い上げ時

解除おまかせロックを利用する

おまかせロックとは

おまかせロックの設定／解除
s 0120-524-360　受付時間　24時間
※ パソコンなどでMy DoCoMoのサイトからも設定／解除ができます。

お知らせ

他の機能が起動中の場合でも、当該機能を終了してロックをかけます。

他のロック機能の設定中でも、おまかせロックを使用することができます。

圏外、セルフモード中や電源OFF中の場合はロックがかかりません。

公共モード（ドライブモード）を設定した状態でおまかせロックをかけると、公共モード（ドライブモード）のガイ

ダンスが流れ、通話を終了します。

デュアルネットワークサービスをご契約のお客様が、movaサービスをご利用中の場合は、ロックはかかりません。

おまかせロックはFOMA端末に挿入されているFOMAカードのご契約者の方からのお申し出によりロックをかけ

るサービスです。

ご契約者の方とFOMA端末を使用している方が異なる場合でも、ご契約者の方からのお申し出があればロックが

かかります。

おまかせロックの解除は、おまかせロックをかけた時と同じFOMAカードをFOMA端末に挿入している場合のみ

行うことができます。解除できない場合は、取扱説明書裏面に記載の「総合お問い合わせ先」までお問い合わせくだ

さい。
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音声電話やテレビ電話の発着信、ｉモードメールやSMSの送受信、メッセージR／Fの受信、ｉモードな

ど、通信が必要なすべての機能を使えないように設定できます。
セルフモード中に電話がかかってきた場合、相手には電波が届かないか電源が入っていないことを通知するガイダ

ンスが流れます。なお、ドコモの留守番電話サービス（nP.396）、転送でんわサービス（nP.399）をご利用の場

合、FOMA端末の電源を切っているときと同様にサービスをご利用になれます。

セルフモード中でも、110番、119番、118番へはダイヤルできます。発信後にセルフモードの設定は解除されます。

赤外線通信、赤外線リモコン操作もできません。

個人情報を他の人が見たり、無断で書換えられたりするのを防ぐため、メール、電話帳などへのアクセス

を制限します。
ロックできる項目

ｉモード／ｉチャネル、ｉアプリ、マルチメディア、メール、電話帳、伝言メモ／音声メモ、メモ／スケジュール／

ToDo、トルカ

項目ごとにロックを設定できます。

メモ／スケジュール／ToDoをロックするとアラーム機能もロックされます。

マルチメディアをロックするとカメラ機能、モバイルオーディオ機能、ボイスレコーダー機能、ドキュメントビューア

機能、PDF対応ビューア機能もロックされます。

セルフモード

お買い上げ時

OFF発信や着信ができないようにする

1 待受画面でt68を押し、セルフモードの［ON］／［OFF］を選ぶ。
TOPメニューから_（設定）→［通話・通信機能設定］→［セルフモード］の順に選択することもできます。

セルフモードを設定すると、ディスプレイ上部の［]］が消え［g］が表示されます。

お知らせ

ｉモード待機中（［7］点滅）は、セルフモードを設定できません。

セルフモード中は

セルフモード設定前に送受信したｉモードメールやSMS、メッセージR／Fを読んだり、新規作成や編集して保存

することはできますが、送信はできません。

送信されてきたｉモードメールやメッセージR／Fはｉモードセンターで、SMSはSMSセンターで、お預かりしま

す。受信する場合はセルフモードを解除して、ｉモード問い合わせ、SMS問い合わせを行ってください。

PIMロック

お買い上げ時

OFF電話帳やスケジュールなどを表示できないようにする

1 待受画面でt76を押し、端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力し
てtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［セキュリティ］→［ロック設定］の順に選択することもできます。

2 3［PIMロック］を押す。

設定する 1→［はい］→t
解除する 2
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電話帳（miniSDメモリーカード内の電話帳を除く）、リダイヤル以外で電話をかけられないように制限
します。

ダイヤル発信制限を設定中に、ダイヤルボタンを使って電話をかけようとすると、［ダイヤル発信制限設定中です］

と表示され、待受画面に戻ります。

ダイヤル発信制限を設定していても、110番、119番、118番へはダイヤルできます。

ダイヤル発信制限を設定すると、設定前のリダイヤルと着信履歴、送信メッセージ履歴、メール送信履歴、メール受

信履歴が削除されます。ただし、設定後に発信するとリダイヤルに新たに記憶され、リダイヤルで電話をかけること

ができます。

3 ロックまたは解除する項目を選んでtを押し、C［完了］を押す。
Eはロック、Hは解除の状態です。

tを押すと、ロックと解除を交互に切り替えることができます。

PIMロックが設定されると、ディスプレイ上部に［V］が表示されます。

i［全選択］を押すとすべての項目をロックできます。また、チェックがすべての項目に入っている場合は、

i［全解除］を押すとすべての項目を解除できます。

各機能のメニューからPIMロックを設定してもチェックボックスに反映されます。

お知らせ

PIMとは「個人情報管理プログラム」を意味します。

PIMロック中は、ロックがかかっている項目の赤外線受信はできません。

電話帳登録外着信拒否を設定しているときは、電話帳をPIMロックできません。

電話帳のPIMロック、ユーザデータ削除を行うと、それまでのリダイヤルと着信履歴、送信メッセージ履歴、メール

送信履歴、メール受信履歴は削除されます。ただし、操作後の発信や着信でリダイヤルや着信履歴が新たに記憶さ

れ、それを利用して電話をかけることができます。また、電話帳に登録されていても名前や画像は表示されません。

電話帳のPIMロックを設定すると、次の機能も禁止されます。

ツータッチダイヤル、ツータッチメール、イヤホン発信

指定着信音、指定メール着信音、指定着信ランプ設定、指定メール着信ランプ設定

ｉモードメールやSMS送信時の電話帳を利用した宛先入力

電話帳指定着信許可・拒否の［OFF］以外の設定

アラーム、スケジュール、ToDoリストの電話帳を利用した連絡先設定

スケジュールの連絡先別表示

電話帳登録外着信拒否

メールのPIMロックを設定すると、設定前のメール送信履歴、メール受信履歴は削除されます。設定後のメール送信

履歴、メール受信履歴は、PIMロックを解除しても保持されます。

メモ／スケジュール／ToDoのPIMロック中は、アラームやスケジュールアラーム、ToDoアラームは鳴りません。

メールのPIMロック中、ｉモードメール／SMS／メッセージR／Fを自動受信したときに画面には表示されません

がアイコンは点滅します。また、待受画面に［新着メールあり　○件］と表示されます。

テレビ電話時にキャラ電などの代替画像を送信する場合は、マルチメディアがPIMロック中でも、設定したテレビ

電話代替画像を送信できます。

PIMロック中の機能を利用しようとすると、端末暗証番号入力画面が表示されます。正しい端末暗証番号を入力す

ると、PIMロックは一時解除され、機能操作を終了すると再びロックされます。miniSDメモリーカードのPIMデータ

（電話帳、テキストメモ、スケジュール、ToDoリスト、ブックマーク、メール）は各機能の［miniSDデータ参照］から

参照できます。

マルチメディアのPIMロックを設定すると電話帳の指定着信音、指定メール着信音は鳴らず、音選択で設定してい

る着信音が鳴ります。また、ピクチャーコール設定した画像や、10001バイト以上の画像が添付されているメールの

画像は表示されません。カメラを起動することもできなくなります。アラームやスケジュールアラーム、ToDoア

ラームは、デフォルト画像を表示し、［着信音１］が鳴ります。

ダイヤル発信制限

お買い上げ時

OFFダイヤルボタンでの発信を禁止する

1 待受画面でt76を押し、端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力し
てtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［セキュリティ］→［ロック設定］の順に選択することもできます。
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ダイヤル発信制限・PIMロック・ＩＣカードロックの３つのロックを一度に設定できます。（まとめて簡

単ロック）

待受中に省電力モードでディスプレイの表示がOFFになったとき、またはFOMA端末を閉じたときに、

ダイヤル発信制限・PIMロック・ＩＣカードロックの３つのロックが自動的に設定されるようにします。

2 2［ダイヤル発信制限］を押し、［ON］／［OFF］を選ぶ。

ダイヤル発信制限を設定すると、ディスプレイ上部に［T］が表示されます。

お知らせ

ダイヤル発信制限を設定すると、次の機能も禁止されます。

直接アドレス入力によるSMSおよびｉモードメール

の送信（電話帳からのアドレス入力の場合は可能）

電話帳の登録／修正／削除

アラームからの発信（電話帳に登録されている場合

は可能）

電話帳データの赤外線送受信

プレフィックス設定（国際電話設定）

電話帳データの本体⇔FOMAカード間

データ転送（もしくは、コピー）

Phone To（AV Phone To）機能

Mail To機能

バーコードリーダー、文字読み取りでの発信

電話帳データの本体⇔miniSD間データ転送

電話帳（プッシュトーク電話帳を含む）以外からの

プッシュトーク発信

まとめて簡単ロック

ダイヤル発信制限・PIMロック・ＩＣカードロックを
ワンタッチで設定する

1 待受画面でtを１秒以上押す。
ダイヤル発信制限・PIMロック・ＩＣカードロックが設定され、［W］と［Y］が表示されます。

お知らせ

PIMロックが設定されることにより、それまでのリダイヤルと着信履歴、送信メッセージ履歴、メール送信履歴、メール受信履

歴が削除されます。各ロック機能の詳細については、ダイヤル発信制限、PIMロック、ＩＣカードロックをご参照ください。

まとめて簡単ロックを解除する

1 待受画面でtを１秒以上押し、端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力し
てtを押す。

ダイヤル発信制限・PIMロック・ＩＣカードロックが解除されます。

ロック設定画面（nP.158）から各ロック機能を選択して、個別にロックを解除することもできます。

まとめて簡単ロック設定

お買い上げ時

OFF自動的にまとめて簡単ロックを設定する

1 待受画面でt76を押し、端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力し
てtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［セキュリティ］→［ロック設定］の順に選択することもできます。

2 5［まとめて簡単ロック設定］を押し、［ON］／［OFF］を選んでtを押す。

設定する 1
解除する 2
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FOMA端末を閉じているときにはサイドボタンを操作できないようにして、誤作動を防ぎます。

着信履歴とリダイヤルを表示しないように設定できます。

メール送信履歴、メール受信履歴（nP.255）を表示しないように設定できます。

お知らせ

まとめて簡単ロック設定でロックされた場合、「まとめて簡単ロックを解除する」と同じ操作で解除することができます。

ボタン操作無効

サイドボタンの誤動作を防止する

1 &を１秒以上押す。
ボタン操作無効が設定され、［X］が表示されます。

解除するときは、もう一度&を１秒以上押します。

電源を切ると、ボタン操作無効は解除されます。

発着信履歴表示

お買い上げ時

ON（表示する）リダイヤルや着信履歴の表示を設定する

1 待受画面でt74を押し、端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力し
てtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［セキュリティ］→［発着信履歴表示］の順に選択することもできます。

2 発着信履歴表示の［ON］／［OFF］を選ぶ。

お知らせ

着信履歴表示を［OFF］に設定しているときは、伝言メモを再生できません。

発着信履歴表示を［OFF］に設定している間も、着信履歴、リダイヤルは記録されます。

［ON］に設定したときに、［OFF］に設定していた間の履歴も確認できます。

リダイヤル表示を［OFF］に設定しているときは、送信メッセージ履歴も表示されません。

メール履歴の表示を設定する＜メール履歴表示＞ お買い上げ時

ON（表示する）

1 待受画面でt75を押し、端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力し
てtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［セキュリティ］→［メール履歴表示］の順に選択することもできます。

2 メール履歴表示の［ON］／［OFF］を選ぶ。

お知らせ

メール履歴表示を［OFF］に設定している間も、メール送信履歴、メール受信履歴は記録されます。［ON］に設定した

ときに、［OFF］に設定していた間の履歴も確認できます。

着信履歴を表示する 1→1
着信履歴を表示しない 1→2
リダイヤルを表示する 2→1
リダイヤルを表示しない 2→2

メール送信履歴を表示する 1→1
メール送信履歴を表示しない 1→2
メール受信履歴を表示する 2→1
メール受信履歴を表示しない 2→2
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シークレットモードを設定すると、電話帳、スケジュール、ToDoリストを表示したときに、通常のデー

タとシークレットデータとして登録したデータの両方が表示されます。
シークレットモードを解除すると、通常の電話帳、スケジュール、ToDoリストだけが表示されます。

待受中に省電力モードでディスプレイの表示がOFFになったとき、または待受中にFOMA端末を閉じたとき、自動

的にシークレットモードが解除されるように設定できます。

電源を切ると、シークレットモードは解除されます。

シークレットデータの登録方法については、電話帳はP.124、スケジュールはP.379、ToDoリストはP.383を参照して

ください。

指定した相手からの電話だけをつながるようにできます。それ以外の電話番号からの電話（相手が電話

番号を通知してこない場合も含む）はつながらなくなります。
電話帳指定着信許可を設定するには、登録されている電話帳から着信許可するすべての相手先電話番号

をリストに登録し、そのあとで一括して設定します。
電話帳指定着信許可に設定している相手が発信者番号を通知してこなかった場合、電話はつながりませんので、番

号通知お願いサービス（nP.402）も併せて設定することをおすすめします。

電話帳指定着信拒否、電話帳登録外着信拒否、非通知設定着信拒否、公衆電話着信拒否、通知不可能着信拒否を設定

しているときは、電話帳指定着信許可は設定できません。

着信許可以外の相手へは、話中音が流れます。このとき、ディスプレイに［着信あり］と表示され、着信履歴に名前ま

たは電話番号が記憶されます。

電話帳のPIMロック中は電話帳指定着信許可の設定は無効となるため、許可していない相手からの電話もつながります。

SMSやｉモードメールは、この機能に関係なく受信されます。

FOMAカード電話帳の電話番号は設定できません。FOMA端末（本体）電話帳に登録された電話番号のみ設定できます。

電話帳指定着信許可の相手先電話番号は、最大20件まで登録できます。

シークレットモード

お買い上げ時

OFF（解除）シークレット登録されている情報を表示する

1 待受画面でt71を押し、端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力し
てtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［セキュリティ］→［シークレットモード］の順に選択することもできます。

2 シークレットモードの［ON］／［OFF］を選ぶ。

シークレットモードに設定すると、ディスプレイ上部に［R］が表示されます。

電話帳指定着信許可

指定した電話番号からの電話だけを受ける

着信を許可する電話番号を登録する

1 待受画面でt73を押し、端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力し
てtを押す。

着信拒否／許可
設定画面

TOPメニューから_（設定）→［セキュリティ］→［着信拒否／許可設定］の順に選択す

ることもできます。

設定する 自動解除しない 1→1
自動解除する 1→2→ t

解除する 2
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2 1［電話帳指定着信許可］を押す。
［電話帳指定拒否を解除してください］と表示されたときは、電話帳指定着信拒否が設定されています。解除

してからやり直してください。（nP.167）

［着信拒否設定を解除してください］と表示されたときは、電話帳登録外着信拒否、非通知設定着信拒否、

公衆電話着信拒否、通知不可能着信拒否のいずれかの着信拒否が設定されています。解除してからやり直

してください。

3 3［リスト登録］を押す。
すでに他の方を登録しているときは、名前が表示されます。

［PIMロック中です］と表示されたときは、電話帳のPIMロックが設定されています。解除してからやり直し

てください。（nP.160）

4 リストの番号を選んでtを押し、名前を選んでtを押す。

リスト登録画面

電話帳指定着信許可の相手先電話番号として、電話帳の電話番号と名前が登録され

ます。（nP.118）

続けて、他の相手先電話番号を登録するときは、操作４をくり返します。

電話帳指定着信許可を利用するには、このあと、電話帳指定着信許可を設定します。

（nP.165）

お知らせ

電話帳指定着信許可のリストに登録した電話帳を修正・削除すると、登録した内容も修正・削除されます。ただし、電

話帳指定着信許可に設定している場合は、電話帳を修正・削除（グループ内全件削除・全件削除は可能）できません。

電話帳から登録する＜着信許可リスト登録＞

待受画面でa ? 名前を選ぶ ? C331 ? 端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力 ? t ? リ
スト番号を選ぶ ? t

リストの電話番号を削除する＜削除＞

登録リスト画面で名前を選ぶ ? t ? 2 ? ［はい］ ? t
電話帳指定着信許可を設定したあと、リスト登録した電話帳をすべて削除すると設定は解除されます。

リストの電話番号を変更する＜変更＞

登録リスト画面で名前を選ぶ ? t ? 1 ? 名前を選ぶ ? t

指定した番号からの着信を許可する お買い上げ時

OFF

1 待受画面でt73を押し、端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力し
てtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［セキュリティ］→［着信拒否／許可設定］の順に選択することもできます。

2 1［電話帳指定着信許可］を押し、［ON］／［OFF］を選ぶ。

［PIMロック中です］と表示されたときは、電話帳のPIMロックが設定されています。解除してからやり直し

てください。（nP.160）

設定する 1
リスト登録をしていないときはリスト登録画面が表示されます。リスト登録が終わると電話

帳指定着信許可が設定されます。

解除する 2
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指定した相手からの電話をつながらないようにできます。それ以外の電話番号からの電話（相手が電話
番号を通知してこない場合も含む）はつながります。
電話帳指定着信拒否を設定するには、登録されている電話帳から着信拒否するすべての相手先電話番号
をリストに登録し、そのあとで一括して設定します。

電話帳指定着信拒否に設定している相手が発信者番号を通知してこなかった場合、電話はつながります。番号通知

お願いサービス（nP.402）や非通知理由別着信拒否も併せて設定することをおすすめします。

電話帳指定着信許可を設定しているとき、電話帳指定着信拒否は設定できません。

拒否した相手へは、話中音が流れます。このとき、ディスプレイに［着信あり］と表示され、着信履歴に名前が記憶さ

れます。

電話帳のPIMロック中は電話帳指定着信拒否の設定は無効となるため、拒否している相手からの電話もつながります。

SMSやｉモードメールは、この機能に関係なく受信されます。

FOMAカード電話帳の電話番号は設定できません。FOMA端末（本体）電話帳に登録された電話番号のみを設定でき

ます。

電話帳指定着信拒否の相手先電話番号は、最大20件まで登録できます。

電話帳指定着信拒否

指定した電話番号からの電話を受けない

着信を拒否する電話番号を登録する

1 待受画面でt73を押し、端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力し
てtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［セキュリティ］→［着信拒否／許可設定］の順に選択することもできます。

2 2［電話帳指定着信拒否］を押す。
［電話帳指定許可を解除してください］と表示されたときは、電話帳指定着信許可が設定されています。解除

してからやり直してください。（nP.165）

3 3［リスト登録］を押す。
すでに他の方を登録しているときは、名前が表示されます。

［PIMロック中です］と表示されたときは、電話帳のPIMロックが設定されています。解除してからやり直し

てください。（nP.160）

4 リストの番号を選んでtを押し、名前を選んでtを押す。

リスト登録画面

電話帳指定着信拒否の相手先電話番号として、電話帳の電話番号と名前が登録され

ます。（nP.118）

続けて、他の相手先電話番号を登録するときは、操作４をくり返します。

電話帳指定着信拒否を利用するには、このあと、電話帳指定着信拒否を設定します。

（nP.167）

お知らせ

電話帳指定着信拒否のリストに登録した電話帳を修正・削除すると、登録した内容も修正・削除されます。ただし、電

話帳指定着信拒否に設定している場合は、電話帳を修正・削除（グループ内全件削除・全件削除は可能）できません。

非通知理由別着信拒否については、P.167を参照してください。

電話帳から登録する＜着信拒否リスト登録＞

待受画面でa ? 名前を選ぶ ? C332 ? 端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力 ? t ? リ
スト番号を選ぶ ? t
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発信者番号が通知されない着信があった場合、電話番号が通知されない理由（非通知理由）が通知されま

す。非通知理由によって、電話を受けないように設定できます。
着信拒否として指定した非通知理由に該当する相手から電話がかかってきた場合、電話はつながらなくなります。

それ以外の非通知理由の場合はつながります。着信拒否の相手へは、話中音が流れます。このとき、［着信あり］と表

示され、着信履歴に非通知理由が記憶されます。

番号通知お願いサービス（nP.402）も併せて設定することをおすすめします。

電話帳指定着信許可を設定しているときは、非通知理由別着信拒否は設定できません。

SMSやｉモードメールは、この機能に関係なく受信されます。

プッシュトークは、この機能の設定に従います。ただし、プッシュトークプラスからの発信はこの機能に関係なく受

信します。

電話帳登録外着信を拒否に設定している場合は、この機能に関係なく発信者番号のわからない電話は拒否されます。

非通知理由別の種類

リストの電話番号を削除する＜削除＞

登録リスト画面で名前を選ぶ ? t ? 2 ? ［はい］ ? t
電話帳指定着信拒否を設定したあと、リスト登録した電話帳をすべて削除すると設定は解除されます。

リストの電話番号を変更する＜変更＞

登録リスト画面で名前を選ぶ ? t ? 1 ? 名前を選ぶ ? t

指定した番号からの着信を拒否する お買い上げ時

OFF

1 待受画面でt73を押し、端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力し
てtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［セキュリティ］→［着信拒否／許可設定］の順に選択することもできます。

2 2［電話帳指定着信拒否］を押し、［ON］／［OFF］を選ぶ。

［PIMロック中です］と表示されたときは、電話帳のPIMロックが設定されています。解除してからやり直し

てください。（nP.160）

非通知理由別着信拒否

お買い上げ時

すべて許可発信者番号のわからない電話を受けない

非通知設定 発信者の意思により発信者番号を通知しないで発信した場合。

公衆電話 公衆電話などから発信した場合。

通知不可能 海外からの着信や一般電話から各種転送サービスを経由しての着信など、発信者番号を通知で

きない相手から発信した場合。（ただし、経由する電話会社などにより発信者番号が通知される

場合もあります。）

1 待受画面でt73を押し、端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力し
てtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［セキュリティ］→［着信拒否／許可設定］の順に選択することもできます。

設定する 1
リスト登録をしていないときはリスト登録画面が表示されます。リスト登録が終わると電話

帳指定着信拒否が設定されます。

解除する 2

dv35_j.book  167 ページ  ２００６年５月１６日　火曜日　午後６時５８分



168

あ
ん
し
ん
設
定

呼
出
動
作
開
始
時
間
設
定

電話帳に登録されていない相手（相手が電話番号を通知してこない場合も含む）から電話がかかってき

たとき、設定した秒数後に着信音が鳴るように設定できます。
迷惑電話を防ぐ対策の１つです。

呼出動作開始時間を設定した場合、呼出開始前に切れた電話を着信履歴に表示するかどうかも設定できます。

2 非通知理由の種類を選び、［許可］／［拒否］を選ぶ。

［電話帳指定許可を解除してください］と表示されたときは、電話帳指定着信許可が設定されています。解除

してからやり直してください。（nP.165）

お知らせ

非通知理由別着信拒否と公共モード（ドライブモード）を同時に設定した場合、非通知理由別着信拒否が優先され

ます。

呼出動作開始時間設定

お買い上げ時

OFF電話帳未登録の相手の着信音を無音にする

1 待受画面でt17を押し、1［ON］を押す。
TOPメニューから_（設定）→［音］→［呼出動作開始時間設定］の順に選択することも

できます。

2 呼出動作開始時間（２桁：01～99秒）を入力してtを押す。

3 不在着信履歴表示を設定する。

お知らせ

伝言メモや留守番電話サービスを設定しているとき、呼出動作開始時間設定を優先させるためには、伝言メモや留

守番電話サービスの呼出時間より短く設定してください。

電話帳のPIMロック中は、電話帳登録している相手からの電話でも呼出動作開始時間設定に従って動作します。

呼出動作開始時間設定と電話帳登録外着信拒否を同時に設定することはできません。

呼出動作開始時間設定と公共モード（ドライブモード）を同時に設定した場合は、公共モード（ドライブモード）が

優先されます。

呼出動作開始時間設定とマナーモードを同時に設定した場合は、設定した時間が経過したあとにマナーモードの

設定に従って動作します。

呼出動作開始時間設定は、プッシュトーク着信のときも呼出動作開始時間設定に従って動作します。ただし、プッ

シュトークプラスご利用時、ネットワーク上の電話帳からのプッシュトーク着信は呼出動作開始時間設定には従

いません。

非通知設定を設定する 4→1［許可］／2［拒否］

公衆電話を設定する 5→1［許可］／2［拒否］

通知不可能を設定する 6→1［許可］／2［拒否］

着信履歴に表示する 1
着信履歴に表示しない 2

着信履歴でCr21を押すとすべての履歴を確認できます。もう一度

同じ操作をすると元の表示に戻ります。
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電話帳に登録されていない相手からの電話がつながらないように設定します。
相手には、話中音が流れます。このとき、［着信あり］と表示され、着信履歴に記憶されます。

番号通知お願いサービス（nP.402）も併せて設定することをおすすめします。

電話帳登録外着信を拒否に設定している場合は、公衆電話や非通知の相手からの着信はつながらなくなります。

SMSやｉモードメールは、この機能に関係なく受信されます。

プッシュトークは、この機能の設定に従います。ただし、プッシュトークプラスからの発信はこの機能に関係なく受

信します。

FOMA端末（本体）に保存されている電話帳やメール、静止画はお預かりセンターに保存できます。

電話帳お預かりサービスとは、お客様のFOMA端末に保存されている電話帳・静止画・メール（以下「保存

データ」といいます。）を、ドコモのお預かりセンターに預けることができるサービスです。

万が一の紛失や水濡れなどで保存データが消失しても、ｉモードで操作することにより、お預かりセン
ターに預けている電話帳などのデータを新しいFOMA端末に復元させることができます。さらに、お預

かりセンターに預けている保存データを簡単にパソコンからMy DoCoMoのページで編集したり、編集
した保存データをFOMA端末内に保存させることができます。
※ 電話帳お預かりサービスのご利用方法の詳細などについては、『ご利用ガイドブック（ｉモード＜FOMA＞編）』をご

覧ください。

※ 電話帳お預かりサービスはお申し込みが必要な有料サービスです。（お申し込みにはｉモード契約が必要です。）

FOMAカードの電話帳は保存できません。

電話帳登録外着信拒否

お買い上げ時

許可電話帳未登録の相手からの電話を受けない

1 待受画面でt73を押し、端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力し
てtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［セキュリティ］→［着信拒否／許可設定］の順に選択することもできます。

2 3［電話帳登録外］を押し、［許可］／［拒否］を選ぶ。

［電話帳指定許可を解除してください］と表示されたときは、電話帳指定着信許可が設定されています。解除

してからやり直してください。（nP.165）

［PIMロック中です］と表示されたときは、電話帳のPIMロックが設定されています。解除してからやり直してく

ださい。（nP.160）

［呼出動作開始時間設定を解除してください］と表示されたときは、呼出動作開始時間が設定されています。

呼出動作開始時間を［OFF］に設定してからやり直してください。（nP.168）

お知らせ

電話帳登録外着信拒否と公共モード（ドライブモード）を同時に設定した場合、電話帳登録外着信拒否が優先され

ます。

電話帳お預かりサービス

電話帳お預かりサービスを利用する

電話帳お預かりサービスとは

許可する 1
拒否する 2
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圏外の場合はお預かりセンターと接続できません。

電話帳の保存方法についてはP.124、P.125、メールの保存方法についてはP.251、静止画の保存方法についてはP.314

を参照してください。

電話帳お預かりサービスをご契約いただいていない場合は、その旨をお知らせする画面が表示されます。

FOMA端末を安心してお使いいただくため、次の設定や機能を利用することもできます。

お知らせ

電話帳の自動更新時に他機能を起動していた場合は自動更新されません。

お預りセンターからFOMA端末に電話帳を保存中、FOMA端末の容量がいっぱいになり保存できなかった場合は、

保存を終了し、メッセージが表示されます。

その他の「あんしん設定」について

目　的 機能／サービス名称 参照先

大量に届くメールの中から、必要なメールのみを受

信したい 。

メール選択受信 
P.243

メールアドレスを変更したい。 アドレス変更 

『ご利用ガイドブッ

ク（ｉモード

＜FOMA＞編）』を

ご覧ください。 

指定したドメインからのメールを受信／拒否したい。 迷惑メール対策（受信/拒否設定）

ｉモードどうしのメールだけを受信／拒否したい。 

指定したアドレスからのメールを受信／拒否した

い。

SMSを受信したくない。 迷惑メール対策（SMS拒否設定）

災害時にｉモードを利用して安否情報を登録／確認

したい。

「ｉモード災害伝言板」サービス

FeliCaのＩＣカード機能を利用できないようにした

い。

ＩＣカードロック
P.296

特定の相手からの電話を着信しないように、電話番

号を登録したい。

迷惑電話ストップサービス（ドコモの

ネットワークサービス）
P.401

FOMA端末のソフトウェアを更新する必要があるか

どうかをチェックし、必要な場合はダウンロードし

てソフトウェアを更新したい。

ソフトウェア更新

P.454

外部からFOMA端末にデータやプログラムを取り込

む際に、問題を引き起こす可能性がないかどうかを

調べたい。

スキャン機能

P.460

ユーザ証明書を利用して、SSLに対応したサイトに接

続したい。（FirstPass対応のサイトに限ります。）

FirstPass（ドコモの電子認証サービス）
P.221
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FOMA端末はメインカメラ（外部）とサブカメラ（内

部）の２つのカメラを搭載しています。カメラを利用

すると、静止画や動画を撮影できます。また、テレビ

電話時に、サブカメラを利用して自分側の映像を送

信したり、メインカメラに切り替えてFOMA端末の

外側の状況などを送信できます。

miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途

miniSDメモリーカードが必要となります。miniSDメ

モリーカードをお持ちでない場合は、家電量販店な

どでお買い求めいただけます。（nP.329）
カメラで撮影した画像は、実際の被写体と色味や明るさ

が異なる場合があります。

自分側を撮影するときはサブカメラを、他の人や風景を

撮影するときは、メインカメラを利用すると便利です。

画像の利用方法に応じた、画質・サイズの設定

（nP.182）

最大の撮影サイズと最高画質（こだわりモード）で撮影

（nP.183）

多彩な連続撮影（nP.178）

フレーム付き（nP.185）や色合いやタッチを変えた撮

影（nP.185）

撮影した画像をメールに添付して送信（nP.190）

オートフォーカスで撮影（nP.184）

セルフタイマーで撮影（nP.184）

レンズ部に指紋や油脂などが付くとピントが合わなくな

ります。また、画像がぼやけたり、強い光源からすじを引

くことなどがあります。撮影前に、柔らかい布で拭いてく

ださい。
充電中でも、電池残量が少ないと画像が暗くなったり、画

像が乱れることがあります。充電中は撮影しないでくだ

さい。

FOMA端末を閉じるときなど、取り扱い時にはレンズ部

に力がかからないように注意してください。故障の原因

となります。

カメラは非常に精密度の高い技術で作られていますが、

常時明るく見える画素や線、暗く見える画素や線もあり

ます。また、特に光量が少ない場所での撮影では白い線な

どのノイズが増えますので、ご了承ください。

FOMA端末を暖かい場所に長時間置いていたあとで撮影

したり、保存したときは、画質が劣化することがありま

す。

カメラのレンズに直射日光が長時間当たると、内部のカ

ラーフィルターが変色して映像が変色することがありま

す。

太陽やランプなどの強い光源をじかに撮影しようとする

と、画像が暗くなったり画像が乱れることがありますの

で、ご注意ください。

太陽を直接撮影すると、CCD（撮影素子）の性能を損なう

場合がありますので、ご注意ください。

画質を最優先して撮影したいときには、［SUPER FINE］に

設定して撮影してください。データ量は多くなりますが

画質がよくなります。

画質を優先すると保存枚数は減り、ｉモードメールに添

付して送信する場合の送信時間が長くなったり、送信時

に縮小されることがあります。用途に合わせて設定して

ください。（nP.182）

静止画を連続撮影したり、動画を長時間撮影することに

よりFOMA端末が温かくなることがありますが、異常で

はありません。

メインカメラを使用中に、メインカメラの周辺の温度が

高くなると［ただいまカメラを利用できません］と表示さ

れ、カメラが終了します。

電池残量が少ないと、画像が暗くなったり、画像が乱れる

ことがあります。

撮影時の留意事項
カメラで撮影した画像は、実際の被写体と色味や明るさ

が異なる場合があります。

撮影時は、カメラのレンズに指や髪、ストラップなどがか

からないようにしてください。

カメラ撮影中は電池の消費が早いため、撮影が終わった

らHを押してカメラモードを終了させることをおすす

めします。

静止画撮影のプレビュー画面や動画の撮影中画面で、着

信やアラームが動作すると、撮影が中止されてそれらの

画面に切り替わります。そのあと、切り替わった画面を終

了させるとカメラの画面に戻り、着信前に撮影したデー

タを保存できます。

静止画モード、動画モード起動時はボタン確認音は鳴り

ません。

シャッター音の音量は変更できません。また、マナーモー

ドや公共モード（ドライブモード）設定中や平型スイッチ

付イヤホンマイク（別売）接続中でも鳴ります。

撮影時は、ピクチャーライトを点灯させて撮影できます。

撮影時にFOMA端末が動くと、画像がぶれる原因となり

ます。なるべく動かないようにしっかりと固定して撮影

してください。動画撮影時は手ぶれ補正撮影機能を使っ

てください。

撮影サイズを大きくすると情報量が多くなるため、

FOMA端末に表示される画像の動きが遅くなることがあ

ります。

室内で撮影する場合、蛍光灯などの影響で画面がちらつ

いたり、すじ状の濃淡が発生する場合があります。室内の

照明条件や明るさを変更したり、カメラの明るさを調整

することにより、画面のちらつきや濃淡を軽減できる場

合があります。

メインカメラからサブカメラに切り替えた直後は、明る

さや色あいなどが最適に表示されるまでに時間がかかる

ことがあります。

カメラをご利用になる前に

カメラのはたらき

多彩な撮影方法について

カメラのご使用について

サブカメラ
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セルフタイマー動作中に、着信やアラームが動作すると、

セルフタイマーは中止されます。

著作権・肖像権について
お客様がFOMA端末で撮影または録音したものは、個人

で楽しむなどの他は、著作権法上、権利者に無断で使用で

きません。また、他人の肖像や氏名を無断で使用、改変な

どすると、肖像権の侵害となる場合がありますので、その

ようなご利用もお控えください。撮影したものをイン

ターネットホームページなどで公開する場合も、著作権

や肖像権には十分にご注意ください。

なお、実演や興行、展示物などのうちには、個人として楽

しむなどの目的であっても、撮影を制限している場合が

ありますので、ご注意ください。

著作権にかかわる画像の伝送は、著作権法の規定による

範囲内で使用する以外はご利用になれませんので、ご注

意ください。

FOMA SH902iSで撮影（保存）できる静止画と動画

の撮影サイズ（画像サイズ）は次のとおりです。
※ 本書でのサイズ名：サイズ表記はすべて横×縦です。

※ サブカメラ撮影時は、設定できません。

静止画モード
撮影枚数は、同じ画像サイズ、画質で撮影して、FOMA 

SH902iSに保存したときの目安です。FOMA SH902iSに

他の画像やｉアプリのソフトなどが保存されている場

合、撮影できる静止画枚数は少なくなります。また、撮影

環境や被写体などの条件により、撮影できる静止画枚数

が少なくなることがあります。

FOMA SH902iSへの各画質別の撮影枚数の目安は、次の

とおりです。16Mバイト／32MバイトのminiSDメモリー

カードへの各画質別の撮影枚数の目安については、P.463

を参照してください。

t カメラ付き携帯電話を利用して撮影や画像送信を
行う際は、プライバシーなどにご配慮ください。

撮影サイズについて

サイズ
静
止
画

動
　

画
説　明

アイコン：
76×76

○ ー

FOMA SH902iSのアイコンと
同じサイズです。メニューアイ
コンに設定する静止画を撮影す
るときなどに便利です。

sQCIF：
128×96

○ ○
QCIFよりひと回り小さいサイ
ズで、メール添付などに適した
サイズです。

QCIF：
176×144

○ ○

テレビ電話の親画面のサイズで
す。代替画像用の静止画を撮影
するときなどに便利です。お買
い上げ時、動画撮影サイズとサ
ブカメラ静止画撮影サイズは

「QCIF：176×144」に設定され
ています。

hQVGA：
240×176

ー ○
パソコンでの再生に適したサイ
ズです。

待受：
240×320

○ ー

FOMA SH902iSのディスプレ
イと同じサイズです。待受画面
に設定する静止画を撮影すると
きなどに便利です。ｉモード端
末に送信するのに適したサイズ
です。お買い上げ時、メインカメ
ラ静止画撮影サイズは「待受：
240×320」に設定されていま
す。

QVGA：
320×240

ー ○

FOMA SH902iSで動画撮影で
きる最も大きなサイズです。パ
ソコンでの再生に適したサイズ
です。

CIF：
352×288

○ ー
パソコンでの表示に適したサイ
ズです。

VGA：
480×640※ ○ ー

パソコンでの表示に適したサイ
ズです。

1.2M：
960×1280※ ○ ー

パソコンでの表示やプリントに
適したサイズです。

UXGA：
1200×1600※ ○ ー

パソコンでの表示やプリントに
適したサイズです。

３M：
1536×2048※ ○ ー

FOMA SH902iSで静止画撮影
できる最も大きなサイズです。
パソコンでの表示やプリントに
適したサイズです。

撮影／保存できる目安

ECONOMY NORMAL
SUPER 
FINE

アイコン：76×76 ー 約590枚 ー

sQCIF：128×96 約1000枚 約520枚 約360枚

QCIF：176×144 約670枚 約360枚 約230枚

待受：240×320 約470枚 約250枚 約100枚

CIF：352×288 約390枚 約220枚 約100枚

VGA：480×640 約250枚 約150枚 約100枚

1.2M：960×1280 約100枚 約50枚 約30枚

UXGA：1200×1600 約50枚 約30枚 約20枚

３M：1536×2048 約30枚 約20枚 約10枚

お知らせ

パソコンをお持ちの場合、FOMA端末（本体）に保存した

静止画はminiSDメモリーカードを利用してパソコンに

転送し、保存できます。

タイトルについて
撮影（保存）した静止画には、自動的に撮影日時をもとに

したタイトル名が付けられます。

例：2006年6月22日午後１時５分７秒に撮影した場合→

［060622_130507］

連続撮影を行った場合、末尾に連番（［_01］、［_02］…）が

付きます。データBOXに保存されると、画像一覧画面で

のタイトル表示で、半角14文字を超える場合、12文字目

以降が「…」の表示となり末尾の連番は表示されません。

タイトルは、［情報表示］のファイル名で確認することが

できます。（nP.340）

タイトルの編集については、P.339を参照してください。

サイズ
静
止
画

動
　

画
説　明
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174 ＊ miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。（nP.329）
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動画モード
撮影時間は、FOMA SH902iSに保存するときに１回に撮

影できる目安です。FOMA SH902iSに他の画像やｉアプ

リのソフトなどが保存されている場合、撮影できる時間

や件数は少なくなります。また、撮影環境や被写体などの

条件により、撮影できる時間が少なくなることがありま

す。

FOMA SH902iSへの各画質別の撮影時間の目安は、次の

とおりです（映像＋音声の場合）。16Mバイト／32Mバイ

トのminiSDメモリーカードへの各画質別の撮影時間の目

安については、P.463を参照してください。

※ ファイルサイズ制限を［制限なし］に設定してFOMA 

SH902iSに保存する場合は、800Kバイトにファイルサイ

ズが制限されます。

カメラモードでは、ディスプレイに次のマークが表

示されます。
撮影サイズが待受：240×320、VGA：480×640、1.2M：

960×1280、UXGA：1200×1600、３M：1536×2048の場

合、全画面表示にするとマークは表示されません。

ディスプレイ上部に表示されるマーク
（全モード共通）

1モード表示（nP.180）
カメラモードを表示します。

2 ：静止画モード

3 ：動画モード

4 ：文字読み取りモード

5 ：バーコードリーダーモード

2miniSDメモリーカード表示
miniSDメモリーカードが挿入されているときに表示さ

れます。

（̂グレー）： 本体へ保存

（̂ピンク）：miniSDメモリーカードへ保存

3メモリ警告表示
メモリの空きがないときに表示します。

表示は目安です。マークが表示されていても保存できる

ことがあります。

O（黄色）： メモリの空き容量が1.2Mバイト未満になっ

たときに表示

P（赤色）： メモリの空き容量が100Kバイト未満に

なったときに表示

4メール着信表示
メール着信を表示します。

U ：ｉモードメールが着信

[ ：SMSが着信

h ：ｉモードメールおよびSMSが着信

ディスプレイ下部に表示されるマーク

静止画モード

動画モード

文字読み取りモード

バーコードリーダーモード

ECONOMY NORMAL FINE
SUPER 
FINE

sQCIF：
128×
96

メール
用（短）

約90秒 約61秒 約30秒 ー

メール
用（長）

約152秒 約103秒 約51秒 ー

制限
なし

約249秒 約169秒 約83秒 ー

QCIF：
176×
144

メール
用（短）

約77秒 約45秒 約16秒 約11秒

メール
用（長）

約131秒 約77秒 約28秒 約19秒

制限
なし

約215秒 約126秒 約45秒 約31秒

お知らせ

動画の画像サイズの設定方法については、P.182を参照

してください。

パソコンをお持ちの場合、保存した動画はminiSDメモ

リーカードを利用してパソコンに転送し、保存できます。

撮影画面の見かた

2

4 3

1

5 6 987 a cb d

5 6 g hcfe7 i j8

7 5 k

7 5 l
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5AFモード／フォーカスロック表示
（nP.184、P.187）
AFモードやフォーカスロックの状態を表示します。

C ：標準

P ： 接写

Q ：人物（静止画モード・動画モードのみ）

S ：風景（静止画モード・動画モードのみ）

T ：マニュアルフォーカス（静止画モード・動画モード

のみ）

L（緑色）：フォーカスロックされたときに表示

L（赤色）：フォーカスを合わせているときに表示

6ピクチャーライト表示（nP.181）
ピクチャーライトの状態を表示します。

M ：ピクチャーライト［オート］

N ：ピクチャーライト［ON］

7画像の明るさ表示（nP.181）
画像の明るさを表示します。

Q R S T U
暗い← 標準 →明るい

8セルフタイマー表示（nP.184）
セルフタイマーの設定状態を表示します。

0：２秒 9 ： ５秒 : ：10秒

9静止画シーン別撮影表示（nP.186）
シーン別撮影の設定状態を表示します。

F ：オート H ：スポーツ
5 ：人物 I ：文字
8 ：夜景 2 ：逆光
1 ：風景

a連続撮影表示（nP.178）
連続撮影の設定状態を表示します。

g ：高速、標準、マニュアル（25枚用）
h ：高速、標準、マニュアル（９枚用）
i ：標準、マニュアル（６枚用）
m ：ブラケット（９枚）
n ：高速オーバーラップ、標準オーバーラップ、

マニュアルオーバーラップ（５枚）
o ：４コマ分割、マニュアル４コマ分割
k～q：連写枚数共通（２～25枚）

b静止画エフェクト撮影表示（nP.185）
エフェクトの設定状態を表示します。

4：モノクロ M ：波紋
J ：セピア N ：万華鏡（大）
K：きらきら O ：万華鏡（小）
7：色えんぴつ P ：魚眼
L ：円ソフトフレーム

c画質表示（nP.182）
画質の設定状態を表示します。

a ：ECONOMY
b ：NORMAL
c ：FINE（動画モードのみ）
d ：SUPER FINE
# ：こだわりモード

d静止画画像サイズ表示（nP.182）
画像サイズの設定状態を表示します。

q ：アイコン：76×76 v ：VGA：480×640
p ：sQCIF：128×96 x ：1.2M：960×1280
t ：QCIF：176×144 i ：UXGA：1200×1600
s ：待受：240×320 * ：３M：1536×2048
u ：CIF：352×288

e動画シーン別撮影表示（nP.186）
シーン別撮影の設定状態を表示します。

F ：オート
5 ：人物
} ：風景（ソフト）
1 ：風景（シャープ）

f動画エフェクト撮影表示（nP.186）
エフェクトの設定状態を表示します。

4：モノクロ M ：波紋
J ：セピア N ：万華鏡（大）
K：きらきら O ：万華鏡（小）
7：色えんぴつ P ：魚眼
$：残像

g動画画像サイズ表示（nP.182）
画像サイズの設定状態を表示します。

1 ：sQCIF：128×96
2 ：QCIF：176×144
3 ：hQVGA：240×176
4 ：QVGA：320×240

h動画ファイルサイズ制限表示（nP.183）
ファイルサイズ制限の設定状態を表示します。

C ：290Kバイト［メール用（短）］
D ：490Kバイト［メール用（長）］

i手ぶれ補正撮影表示（nP.186）
手ぶれ補正の設定状態を表示します。

j ：手ぶれ補正［ON］

j映像・音声切替表示（nP.185）
動画の種類別を表示します。

A ：映像のみ
B ：音声のみ
AB：映像＋音声

k反転モード表示（nP.193）
反転モードの状態を表示します。

i ：［自動］のときに表示
j ：［通常文字］のときに表示
k ：［反転文字］のときに表示

lQRコード連結番号表示（nP.191）
\～e：分割されたデータを読み取るときに、何枚目を

読み取っているかを表示

ズーム利用時（静止画モード、動画モード）
静止画モードでvを押すと下の画面が表示され、

ズームを調整できます。動画モードの場合はすでに

表示されています。（nP.181）

静止画モード

動画モード

現在のズーム位置

最大倍率

瞬間ズームマーク

現在のズーム位置

最大倍率

dv35_j.book  175 ページ  ２００６年５月１６日　火曜日　午後６時５８分



176 ＊ miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。（nP.329）
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マニュアルフォーカス利用時
静止画撮影画面でC42［AFモード］／動画撮

影画面でC32［AFモード］を押し、AFモード

画面で［マニュアルフォーカス］を選ぶと下の画面が

表示されます。vでフォーカスを調整できます。

（nP.184）

スポットAF利用時
静止画撮影画面でC42［AFモード］を押し、

AFモード画面で［スポットAF］を選ぶと下の画面が

表示され、wでエリアを選んでフォーカスを合わせ

ることができます。（nP.184）

一括設定変更時
撮影画面でi［設定］を押すと下の画面が表示され、

現在の設定内容を確認しながら変更することができ

ます。（nP.188）

1 待受画面でCを押す。
ピクチャーライトが１回点滅して、静止画撮影画

面が表示されます。カメラからの画像がディスプ

レイに表示されます。

終了するときはHまたはcを押します。

動画モードを起動するとき

静止画撮影画面でC12［動画］を
押す。

ピクチャーライトが１回点滅して、動画撮影画面

が表示されます。カメラからの画像がディスプレ

イに表示されます。

終了するときはHまたはcを押します。

ショートカットキーについて
各モードでよく使う操作は以下のボタンに割り当て

られ、ワンタッチで操作可能です。
静止画や動画の撮影、文字読み取り、バーコードリーダー

は、カメラモードを切り替えて操作します。

miniSDメモリーカードを装着していない場合、［こだわり

モード］は設定できません。

カメラを起動する／終了する

現在のフォーカス位置

フォーカスバー

※ 画面はイメージです。

お知らせ

お好みの撮影モードで起動するには
TOPメニューから;（カメラ）→撮影モードを選択しま

す。

カメラを起動したあと、撮影モードを切り替えるとき：

nP.180

ボタン
静止画
モード

動画
モード

文字読み取
りモード

バーコード
リーダー
モード

r ズームアップ － －

q ズームダウン － －

a 瞬間ズームアップ － －

m 瞬間ズームダウン － －

o 明るさアップ

p 明るさダウン

# カメラ切替 － －

* 本体⇔miniSD切替 － －

s フォーカスロック

1 カメラモード切替

2 データBOX表示 読み取り
対象選択

保存データ

3 AFモード AFモード切替

4 セルフタイマー 反転モード
切替

－

5 サイズ選択 － －

6 画質 － －

7 シーン別撮影 － －

8 こだわりモード － －

9 ピクチャー
ライト

手ぶれ
補正

－ －

0 操作ガイド － －

静止画撮影 動画撮影

文字読み取り バーコードリーダー
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操作ガイドについて
撮影時に操作ガイドブックを呼び出して、操作方法

を調べることができます。

静止画撮影画面または動画撮影画面で
Cを押し、［操作ガイド］を選んでtを
押す。

FOMA端末で静止画を撮影します。
撮影した静止画はデータBOXのマイピクチャの［カメラ

撮影］フォルダか、miniSDメモリーカード（nP.188）に

保存されます。（静止画の保存には時間がかかる場合があ

ります。）

1 カメラを起動する。（nP.176）
ズームを利用したり、メニュー画面を表示できま

す。（nP.181）

2 撮影する。

シャッター音が鳴り、撮影した静止画を確認する

ためのプレビュー画面が表示されます。

AFモードを［標準］に設定している場合、撮影前や

撮影中に常時オートフォーカスが動作し、自動的

にピントを調整します。

シャッター音、フォーカスロック音は、マナーモー

ドや公共モード（ドライブモード）設定中、平型ス

イッチ付イヤホンマイク（別売）接続中でも鳴りま

す。

シャッター音は、変更できます。（nP.188）

シャッター音、フォーカスロック音の音量は変更

できません。

自動保存モードが［ON］に設定されているときは、

撮影した静止画が自動的に保存されます。（プレ

ビュー画面は表示されません。）（nP.189）

3 保存する。

FOMA端末（本体）のメモリの空き容量がない場合

は、不要なファイルを選択削除し、メモリの空き容

量を増やして保存できます。（nP.341）

miniSDメモリーカードのメモリの空き容量がな

い場合は、保存先をminiSDメモリーカードに設定

しても、自動的に保存先がFOMA端末（本体）内の、

データBOXのマイピクチャの［カメラ撮影］フォ

ルダに切り替わります。

自分を撮影するとき
サブカメラで自分を撮影することができます。

1 静止画撮影画面（nP.176）で#を
押す。

サブカメラに切り替わります。

C61を押しても切り替えできます。

2 カメラを自分に向け、tを押す。
撮影については、P.177「静止画を撮影する」の操作

２を参照してください。

3 t［保存］を押す。
保存については、P.177「静止画を撮影する」の操作

３を参照してください。

静止画撮影

静止画を撮影する

オートフォーカス
で撮影する

t
中央の被写体に自動的にピ
ントを合わせて撮影しま
す。

フォーカスロック
をかけて撮影する

（nP.187）

s→フォーカスロックをか
ける→t

保存する t
サブカメ
ラで撮影
したとき

正像（見た
とおりの
向き）で
保存する

t
ディスプレイには鏡像

（左右逆向き）で表示され
ますが、正像（見たとおり
の向き）で保存されます。

正像を確認
してから
保存する

C4→t

鏡像（左右
逆向き）で
保存する

C5
フレームを設定して撮影
した場合は（nP.185）、
鏡像のまま保存すること
はできません。

保存先を変更する i
保存先を本体または
miniSDメモリーカード
に切り替えます。

撮影した静止画を
削除して撮影し直す

c

ｉモードメールで
送信する（nP.190）

m

撮影した画像を編
集／利用する

C
撮影した静止画を利用し
て、画像編集（nP.310
～P.314）、プチエステ

（nP.314）、画面設定
（nP.309）や全画面表
示切替（nP.188）がで
きます。

カメラモードを
終了する

H

お知らせ

撮影前のファインダーが表示されている状態で

FOMA端末を閉じると、カメラモードが終了します。

電池残量が少なくなっている場合に、ピクチャーライト

は強く発光しません。

静止画保存中に着信があると
着信画面が表示され、電話に出ることができます。撮影

した静止画は保持されます。

自動終了について
カメラモードで、撮影前のファインダーが表示されてい

る状態で約２分間何も操作しないと、カメラモードが自

動的に終了し待受画面に戻ります。未保存の静止画があ

る場合、または、サブメニューや一括設定変更画面を表

示している場合、カメラモードは終了しません。
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複数の静止画を連続して撮影できます。連続撮影の

方法は９種類あります。

連続撮影できる撮影サイズは次のとおりです。

※１ 高速撮影はできません。

※２ ４コマ分割撮影、マニュアル４コマ分割撮影の場合以

外は、フレーム撮影との組み合わせはできません。

「1.2M：960×1280」、「UXGA：1200×1600」、「3M：1536

×2048」での連続撮影はできません。

サブカメラでのブラケット・オーバーラップ連続撮影は

できません。

高速、標準、マニュアル
高速連続撮影では約0.1秒間隔、標準連続撮影では約

0.2秒間隔で、静止画を連続して自動的に撮影しま

す。マニュアル連続撮影では、自分のシャッター操作

で静止画を連続して撮影します。
最大連続撮影枚数は撮影サイズにより異なります。

ブラケット
ブラケット連続撮影では、９枚の静止画を明るさや

ピクチャーライトの色を自動的に変えて連続して撮

影します。

1 画像の明るさ［−2］
2 画像の明るさ［−1］
3 画像の明るさ［±0］
4 画像の明るさ［+1］
5 画像の明るさ［+2］
6 ピクチャーライトの色［ホワイト］
7 ピクチャーライトの色［イエロー］
8 ピクチャーライトの色［レッド］
9 ピクチャーライトの色［パープル］

高速オーバーラップ、標準オーバーラッ
プ、マニュアルオーバーラップ

高速オーバーラップ連続撮影では５枚の静止画を約0.1

秒間隔で撮影し、標準オーバーラップ連続撮影では約0.2

秒間隔で撮影し、５枚を合成した６枚目画像を自動的に

作成します。マニュアルオーバーラップ連続撮影では、５

枚の静止画を自分のシャッター操作で撮影し、５枚を合

成した６枚目画像を自動的に作成します。

オーバーラップ連続撮影中にカメラを動かすと正しく撮

影できません。両手でFOMA端末をしっかり持って手ぶ

れがおきないように撮影してください。

撮影後は、５枚を重ね合わせた画像が１枚目に、重ねる前

の画像が２～６枚目に表示されます。

1 合成画像（１枚目から５枚目の合成）
2 １枚目の静止画
3 ２枚目の静止画
4 ３枚目の静止画
5 ４枚目の静止画
6 ５枚目の静止画

連続撮影する＜連続撮影＞

アイコン：
76×
76

sQCIF：
128×

96

QCIF：
176×
144

待受：
240×
320

CIF：
352×
288

VGA：
480×
640

高速、標準、
マニュアル
連続撮影

○ ○ ○ ○ ○※１ ○※１

ブラケット × ○ ○ ○ × ×

高速オーバー
ラップ、標準
オーバーラッ
プ、マニュアル
オーバーラップ

× ○ ○ ○ ○※１ ○※１

４コマ分割、
マニュアル
４コマ分割

× ○ ○ ○ ○ ○

フレーム撮影と
の組み合わせ

× ○ ○ ○ ○※１ ○※２

アイコン：
76×
76

sQCIF：
128×

96

QCIF：
176×
144

待受：
240×
320

CIF：
352×
288

VGA：
480×
640

最大連続
撮影枚数

25枚 25枚 25枚 ９枚 ９枚 ６枚

4
6
5

2 31

987

撮影画像一覧画面

1 2 3

4

5

1合成画像

6
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４コマ分割、マニュアル４コマ分割
４コマ分割撮影では、４枚の静止画を約２秒間隔で

撮影し、１枚の静止画内に４分割で配置します。マ

ニュアル４コマ分割撮影では、４枚の静止画を自分

のシャッター操作で撮影し、１枚の静止画内に４分

割で配置します。

連続撮影をする
撮影サイズによっては、［連続撮影］や［高速］、［ブラケッ

ト］、［高速オーバーラップ］がグレー表示になり撮影でき

なかったり、連続撮影最大枚数が限られるものもありま

す。

1 静止画撮影画面（nP.176）で
C46［連続撮影］を押し、連続撮
影の種類を選ぶ。

vを押すと前後の画面を表示できます。

2 撮影する。

全枚数撮影すると、撮影画像一覧画面が表示され

ます。

3 保存する。

自動保存モード（nP.189）が［ON］のときは、自

動的に一括保存されます。

連続撮影した静止画の保存と削除が終わると、静

止画撮影画面に戻ります。

高速 r1
標準 r2
マニュアル r3
ブラケット r4
高速オーバーラップ r5
標準オーバーラップ r6
マニュアルオーバーラップ r7
４コマ分割 r8
マニュアル４コマ分割 1
OFF（連続撮影を解除する） 2

撮影する t
１枚目が撮影され、以降
自動的に撮影されます。
sを押してからフォー
カスロックをかけて、撮
影することもできます。

マニュアル撮影に設
定しているとき

連続撮影最大枚数までt
sを押してからフォー
カスロックをかけて、撮
影することもできます。

撮影中に中断する C
それまで撮影した画像が
表示されます。C1［全
件保存］またはC3［１
件保存］を押すと画像が
保存できます。（オーバー
ラップ（高速、標準、マ
ニュアル）、４コマ分割、
マニュアル４コマ分割撮
影時は、中断される前に
撮影した画像は保存でき
ません。ファインダーが
表示されている状態に戻
ります。）
マニュアル連続撮影、マ
ニュアルオーバーラップ
連続撮影、およびマニュ
アル４コマ分割撮影中に
cを押すと、最後に撮
影した１枚が無効になり
ます。

撮影した静止画を
すべて保存する

C1

撮影した静止画の
中から１件選んで
保存する

静止画を選ぶ→C3
他の静止画を追加保存する
ときは、静止画を選んでt
を押し、tを押します。

４コマ分割撮影を
保存する

t

連続撮影した画像
を連結保存して１
枚の画像として保
存する

C5
画像連結保存すると、１枚
ずつ保存できません。

撮影した静止画を
すべて削除する

C2

選択している静止
画を一覧から削除
する

静止画を選ぶ→C4
静止画を確認してから削除
するときは、静止画を選ん
でtを押し、Cを押します。

ｉモードメールで
送信する

（nP.190）

静止画を選ぶ→i
静止画を確認してから
ｉモードメールで送信する
ときは、静止画を選んでt
を押し、mを押します。

お知らせ

連続撮影を設定しているときに、撮影サイズを変更した

り、エフェクト撮影、こだわりモードを設定したり、サブ

カメラに切り替えると、連続撮影は解除されます。

カメラ設定保持が［ON］に設定されているときでも、カ

メラモードを終了すると、連続撮影は解除されます。

連続撮影時のご注意
オートでの連続撮影中は、vによるズームの利用や、u
による明るさを調整できません。

オーバーラップ連続撮影中は、マニュアルでもズーム操

作できません。

連続撮影中に着信やアラームが動作すると、撮影中の静

止画は保持され、連続撮影は中止されます。オーバー

ラップ連続撮影や４コマ分割撮影時は、撮影中の静止画

が保持されません。

電池残量が少なくなっている場合に、ピクチャーライト

は強く発光しません。

画像連結保存は「QCIF：176×144」サイズの場合のみ保

存できます。また、画像連結保存したあとは静止画撮影

画面に戻り、個々の撮影画像の保存はできません。画像

連結保存中に着信やアラームが動作すると、連結保存画

像が保存されない場合があります。

連続撮影中あるいはセルフタイマーカウントダウン中

にFOMA端末を閉じたり、Hを押すと、撮影を中止し

てカメラモードを終了します。
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180 ＊ miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。（nP.329）
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FOMA端末で動画を撮影（録画）します。
撮影した動画はデータBOXのｉモーションの［カメラ撮

影］フォルダか、miniSDメモリーカード（nP.188）に保

存されます。

電池残量が少ない場合は撮影できません。電池残量を確

かめてから操作してください。

FOMA端末で撮影した「QCIF：176×144」、「sQCIF：128×

96」サイズの動画（Mobile MP4）は、メール送信できます。

（nP.174、P.183）

撮影した動画を着モーション（nP.197）に使用する場

合は、本体に保存してください。

カメラモードを切り替えたとき、カメラのレンズが動作

する音が聞こえますが、異常ではありません。

1 動画モードを起動（nP.176）する。

2 撮影する。

カメラ撮影開始音が鳴り、撮影が開始されます。

（ただし、撮影されるまでに時間がかかることがあ

ります。）

カメラ撮影開始音は、マナーモードや公共モード

（ドライブモード）設定中、平型スイッチ付イヤホ

ンマイク（別売）接続中でも鳴ります。

カメラ撮影開始音の音量は変更できません。

撮影を開始すると、ピクチャーライトが自動的に

点灯します。撮影を終了すると、自動的に消灯しま

す。（撮影中は消灯できません。）

AFモードを［標準］に設定している場合、撮影前や

撮影中に常時オートフォーカスが動作し、自動的

にピントを調整します。

3 撮影を止めるときは、tを押す。
カメラ撮影終了音が鳴ります。

動画撮影確認メニュー画面が表示されます。

残時間表示が［00:00:00］になったとき（撮影中に

ファイルサイズが制限に達したときや、miniSDメ

モリーカードの空き容量がなくなったとき）は、自

動的に撮影が停止します。操作４に進みます。

4 保存する。

miniSDメモリーカードに空き容量がない場合、保

存先をminiSDメモリーカードに設定して撮影を

開始すると［録画処理に失敗しました］と表示さ

れ、カメラモードは終了し待受画面に戻ります。

FOMA端末（本体）に保存するときに、メモリの空

き容量がない場合は、不要なファイルを選択削除

し、メモリの空き容量を増やして保存できます。

（nP.341）

静止画、動画、文字読み取り、バーコードリーダーの

各モードを切り替えます。
電池が切れて警告音が鳴ったときに充電を開始してすぐ

カメラモードを切り替えようとすると［電池残量が足り

ません］と表示され、カメラモードを起動できません。

カメラモードを切り替えたとき、カメラのレンズが動作

する音が聞こえますが、異常ではありません。

動画撮影

動画を撮影する

オートフォーカスで
撮影する

t
中央の被写体に自動的に
ピントを合わせて撮影し
ます。

撮影中にフォーカス
ロックをかける

（nP.187）

撮影中にs→フォーカス
ロックをかける

メインカメラとサブ
カメラを切り替える

C51または#

保存する 1

撮影した動画を再生する 3
撮影した動画を取り消す 4→［はい］→t
ｉモーションメールで
送信する（nP.190）

2
対応していないファイ
ルサイズの動画／
ｉモーションは送信で
きません。（nP.183）

お知らせ

撮影残時間表示は目安であり、撮影対象により、

00:00:00より以前に撮影が自動的に停止する場合もあ

ります。

撮影中にFOMA端末を閉じると撮影が自動的に停止し、

動画撮影確認メニュー画面が表示されます。ただし、撮

影開始から１秒未満の場合は、撮影を停止し、カメラ

モードを終了します。

動画撮影中にボタン操作を行うと、操作音が録音される

場合がありますので、ご注意ください。

撮影中や動画撮影確認メニュー画面表示中に着信があ

ると
着信画面が表示され、電話に出ることができます。通話

終了後、動画撮影確認メニュー画面が表示されます。

1［保存］を押すと動画が保存され、動画撮影画面に戻

ります。4［取消］を押すと動画が削除され、動画撮影

画面に戻ります。

撮影中に着信を受けたくないときは、セルフモードに設

定することをおすすめします。

自動終了について
動画撮影画面で、約２分間何も操作しないと、カメラ

モードが自動的に終了し、待受画面に戻ります。

撮影時の設定を変える

カメラを切り替える＜カメラモード切替＞
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1 撮影画面でC1［カメラモード切替］
を押し、カメラモードを選ぶ。

明るさを５段階で調整できます。
お買い上げ時設定（明るさ０）

1 静止画撮影画面または動画撮影画面
（nP.176）でo（明るくなる）／p（暗
くなる）を押して調整する。

バーコードリーダー（nP.190）、文字読み取り

（nP.192）でもuで明るさを調整できます。

ディスプレイのマークで確認できます。

（nP.175）

カメラモードを終了すると、［S］（標準）に戻りま

す。

サブカメラも同様の方法で調整できます。

1 静止画撮影画面（nP.176）でqまた
はrを押し、ズームを切り替える。

ズームバーが表示されます。

動画撮影画面（nP.176）の場合は、すでにズーム

バーが表示されています。

ズームできる範囲（倍率）は撮影サイズによって異

なります。

※ 手ぶれ補正が［OFF］の場合

撮影サイズ変更、メイン／サブカメラ切替、こだわ

りモードの設定変更、手ぶれ補正の設定変更、エ

フェクト撮影の設定変更、映像・音声切替を行った

り、カメラモードを終了すると、等倍に戻ります。

お買い上げ時設定（オート）

1 静止画撮影画面（nP.176）でC 
41［ピクチャーライト］を押す。

動画撮影画面（nP.176）のときは、C31
を押します。

バーコードリーダー（nP.190）、文字読み取り

（nP.192）のときはiを押します。iを押すた

びに［ON］／［OFF］が切り替わります。

静止画モード 1
動画モード 2
文字読み取りモード 3
バーコードリーダーモード 4

明るさを設定する＜明るさ調整＞

デジタルズームを利用する＜ズーム切替＞

ズームアップ（被写
体が大きくなる）す
る

r

ズームダウン（被写
体が小さくなる）す
る

q

徐々にズームアップ
する

r（押し続ける）

徐々にズームダウン
する

q（押し続ける）

瞬間ズームアップす
る

a
瞬間ズームマーク位置に
なります。静止画の場合
は、さらにaやrを押す
と２倍に拡大されます
が、画像は少し粗くなり
ます。

等倍（元の大きさ）に
戻す

m

カメラ
モード

撮影サイズ
ズームの段階
（最大倍率）

メイン
カメラ

サブ
カメラ

メイン
カメラ

サブ
カメラ

静止画 アイコン：76×76 31段階
（約40倍）

３段階
（約４倍）

sQCIF：128×96 26段階
（約26倍）

QCIF：176×144 23段階
（約17倍）

待受：240×320 20段階
（約12倍）

－

CIF：352×288 16段階
（約8.7倍）

－

VGA：
480×640

－ 13段階
（約6.4倍）

－

1.2M：
960×1280

－ ６段階
（約3.2倍） 

－

UXGA：
1200×1600

－ ４段階
（約2.5倍）

－

３M：
1536×2048

－ －
（等倍）

－

動画 sQCIF：128×96 25段階
（約12倍）※

２段階
（約２倍）

QCIF：176×144 18段階
（約5.7倍）※

hQVGA：240×176 15段階
（約4.2倍）※

－

QVGA：320×240 16段階
（約4.7倍）※

－

お知らせ

撮影時のご注意
手ぶれに注意してください。撮影サイズが大きくなった

り、撮影画質が高画質になるほど、手ぶれしやすくなり

ます。撮影するときにFOMA端末が動くと、画像がぶれ

る原因となります。FOMA端末が動かないようしっかり

持って撮影してください。動画撮影時は手ぶれ補正撮影

機能を使ってください。（nP.186）

ピクチャーライトを利用する
＜ピクチャーライト＞
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2 点灯方法を選ぶ。

1 静止画撮影画面（nP.176）で
C61［カメラ切替］を押す。

動画撮影画面（nP.176）のときは、C51
を押します。

静止画や動画の撮影サイズを設定できます。
メインカメラとサブカメラについてそれぞれ設定できま

す。

各サイズについては、P.173、P.174を参照してください。

お買い上げ時設定（静止画　メインカメラ　（待受）：240×

320、サブカメラ　（QCIF）：176×144　動画　メインカメ

ラ・サブカメラ　（QCIF）：176×144）

1 静止画撮影画面（nP.176）で、C5
［サイズ選択］を押し、サイズを選ぶ。

動画撮影画面（nP.176）のときは、C4を押

します。

設定したサイズに応じたマークが表示されます。

（nP.175）

静止画や動画の画質を設定できます。

静止画には、［ECONOMY］、［NORMAL］、［SUPER 

FINE］を設定できます。動画には、［ECONOMY］、

［NORMAL］、［FINE］、［SUPER FINE］を設定できま

す。

［ECONOMY］→［NORMAL］→［FINE］…の順に画質

がきれいになりますが、データ量が多くなり登録で

きる枚数、撮影できる時間は少なくなります。
各画質の撮影枚数、撮影時間の目安については、P.173、

P.174、P.463を参照してください。

お買い上げ時設定（静止画：NORMAL　動画：NORMAL）

オート 1
［M］が表示されます。

ON 2
［N］が表示されます。

OFF 3

お知らせ

ライトを［オート］に設定すると、まわりの明るさに応じ

てピクチャーライトが自動的に点灯（発光）します。

ピクチャーライトの色を設定しておくこともできます。

（nP.187）

カメラ起動時や、プレビュー画面移行時も、ピクチャー

ライトが点灯します。

ピクチャーライトを［OFF］に設定しても、動画モードで

撮影を開始すると、ピクチャーライトが点灯します。

蛍光灯の下などで白い部分が多い印刷物などを接写す

る場合、撮影角度とピクチャーライトの［ON］／［OFF］

により、FOMA端末の色や影が映りこむ場合があります

が異常ではありません。

メインカメラとサブカメラを切り替え
る＜カメラ切替＞

お知らせ

ボイスレコーダーとして起動、または映像・音声切替が

［音声のみ］の場合は切り替えできません。

メインカメラ
他の人や動物、風景などを撮影するときに使うと便利で

す。また、文字読み取り（OCR）やバーコードリーダーを

利用するときに使います。ディスプレイには、正像（見た

とおりの向き）で表示されます。（表示どおり撮影されま

す。）

サブカメラ
自分を撮影するときに使うと便利です。ディスプレイに

は鏡像（左右逆向き）で表示されます。（ディスプレイ表

示とは左右が逆に撮影されます。）

撮影サイズを設定する＜サイズ選択＞

静止画撮影

アイコン（76×76） 1
sQCIF（128×96） 2
QCIF（176×144） 3
待受（240×320） 4
CIF（352×288） 5
VGA（480×640） 6
1.2M（960×1280） 7
UXGA（1200×1600） 8
３M（1536×2048） r1

動画撮影

sQCIF（128×96） 1
QCIF（176×144） 2
hQVGA（240×176） 3
QVGA（320×240） 4

お知らせ

静止画撮影の場合、撮影サイズを変更すると、フレーム

撮影、エフェクト撮影、連続撮影の設定は［OFF］になり

ます。

カメラ設定保持が［OFF］の場合、カメラモードを終了す

ると、サイズ選択の設定はお買い上げ時の状態に戻りま

す。カメラ設定保持が［ON］の場合、ここで設定した内容

が保持されます。

画像をｉモードメールに添付して送信する場合、サイズ

選択や画質により通信料金は異なります。

ボイスレコーダーとして起動（nP.345）、または映像・

音声切替が［音声のみ］の場合、撮影サイズを選択できま

せん。

サブカメラ撮影時は、サイズ選択を「VGA：480×640」、

「1.2M：960×1280」、「UXGA：1200×1600」、「３M：

1536×2048」に設定できません。

サイズ選択を「アイコン：76×76」にすると、画質は

［NORMAL］に設定されます。

動画撮影時、保存先がFOMA端末（本体）に設定されてい

る場合、「hQVGA：240×176」「QVGA：320×240」に設

定できません。

こだわりモードが［ON］に設定されている場合、撮影サ

イズを変更できません。

画質を設定する＜画質＞
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1 静止画撮影画面（nP.176）で、
C43［画質］を押し、画質を選ぶ。

動画撮影画面（nP.176）のときは、C33
を押します。

設定した画質に応じてマークが表示されます。

（nP.175）

静止画や動画を最大の撮影サイズと高画質で撮影

し、miniSDメモリーカードに保存します。
あらかじめminiSDメモリーカードを装着してください。

miniSDメモリーカードを装着していない場合、［こだわり

モード］は設定できません。また、あらかじめ保存先を

miniSDメモリーカードに設定してください。（nP.188）

お買い上げ時設定（OFF）

1 静止画撮影画面（nP.176）で、
C44［こだわりモード］を押す。

動画撮影画面（nP.176）のときはC34を

押す。

2 1［ON］を押す。
［#］が表示されます。

動画を撮影する前に、保存するファイルサイズを制

限しておくことができます。
ｉモーションメールで送信する場合は、［メール用（短）］、

［メール用（長）］を選択してください。メール添付可能な

サイズで撮影できます。

保存先がFOMA端末（本体）に設定されている場合、［制限

なし］に設定するとファイルサイズは800Kバイトに制限

されます。

お買い上げ時設定（メール用（短））

1 動画撮影画面（nP.176）で
C36［ファイルサイズ制限］を押
し、ファイルサイズを選ぶ。

静止画撮影 動画撮影

ECONOMY 1 ECONOMY 1
NORMAL 2 NORMAL 2
SUPER FINE 3 FINE 3

SUPER FINE 4

お知らせ

画質を優先して撮影したいときは、［FINE］または

［SUPER FINE］に設定してください。

「待受：240×320」より大きいサイズの画像をｉモード

メール送信する場合、「待受：240×320」以下に縮小でき

ます。また、撮影した静止画のファイルサイズが500Kバ

イトを超える場合、500Kバイト以下になるように圧縮

されます。

画像サイズが「アイコン：76×76」の場合、画質を選択で

きません。

ボイスレコーダーとして起動、または映像・音声切替が

［音声のみ］の場合、画質を選択できません。

こだわりモードが［ON］に設定されている場合、画質を

選択できません。

動画モードの場合、エフェクト撮影を設定しているとき

は画質を選択できません。

きれいな画質で保存する＜こだわりモード＞

撮影サイズ 画　質 保存先

静止画 ３Ｍ
（1536×2048）

SUPER FINE miniSDメモリー
カード

動画 QVGA
（320×240）

SUPER FINE miniSDメモリー
カード

お知らせ

こだわりモードを［ON］に設定すると、撮影サイズ、画質

は選択できません。静止画撮影の場合、連続撮影、エフェ

クト撮影、フレーム撮影も選択できません。

こだわりモードを［ON］に設定中に、保存先を切り替え

たり、メインカメラとサブカメラを切り替えると、こだ

わりモードは解除されます。

こだわりモードを解除したとき、撮影サイズ、画質は、こ

だわりモードを［ON］に設定する前の状態に戻ります。

映像・音声切替が［音声のみ］の場合は設定できません。

ファイルサイズ制限を設定する
＜ファイルサイズ制限＞

290Kバイトに制限する 1［メール用（短）］

490Kバイトに制限する 2［メール用（長）］

制限しない 3

お知らせ

撮影サイズが「hQVGA：240×176」または「QVGA：320

×240」の場合、［メール用（短）］、［メール用（長）］に設定

できません。また、保存先をFOMA端末（本体）に設定で

きません。

撮影サイズが「sQCIF：128×96」または「QCIF：176×

144」で、ファイルサイズ制限が［制限なし］に設定され

ている場合、撮影直後にメール送信を実行すると、先頭

から約500Kバイト以内のデータを切り出して送信しま

す。

保存先をminiSDメモリーカードに設定し、ファイルサ

イズ制限を［制限なし］に設定した場合、撮影時間は最長

約１時間になります。（映像・音声切替が［音声のみ］の場

合を除く）
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セルフタイマーを使って撮影できます。自分も入っ

た画像を撮影するときなどに便利です。
お買い上げ時設定（OFF）

1 静止画撮影画面（nP.176）で
C4r2［セルフタイマー］を押
し、セルフタイマーを設定する。

動画撮影画面（nP.176）のときは、

C3r2を押します。

［0］、［9］または［:］が表示されます。

2 tを押す。
タイマー音が鳴り、セルフタイマーが動作します。

設定した時間（約２秒／約５秒／約10秒）が経過

すると、撮影開始音が鳴り、自動的に撮影されま

す。

（［0］、［9］または［:］とピクチャーライトが

点滅）

撮影を中止するときは、cを押します。このと

き、セルフタイマーは設定されたままです。

撮影後もセルフタイマーは解除されません。

被写体に合わせて、AF（オートフォーカス）モードの

切り替えができます。
静止画撮影の場合、AFモードの状態はカメラモードを起

動したり、撮影サイズ、こだわりモード、カメラ切替の設

定を変更すると［標準］に戻ります。また、［スポットAF］

の場合は、撮影後に［標準］に戻ります。

サブカメラではAFモードの切り替えができません。

文字読み取り、バーコードリーダーの場合は［接写］、［標

準］の切り替えとなります。

スポットAFに切り替えができる画像サイズは、「待受：

240×320」、「VGA：480×640」、「1.2M：960×1280」、

「UXGA：1200×1600」、「３M：1536×2048」です。

お買い上げ時設定（静止画、動画：標準　文字読み取り、バー

コードリーダー：接写）

1 静止画撮影画面（nP.176）で
C42［AFモード］を押し、AF
モードを選ぶ。

動画撮影画面（nP.176）のときは、C32
を押します。

セルフタイマーを使って撮影する
＜セルフタイマー＞

２秒に設定する 1
５秒に設定する 2
10秒に設定する 3
解除する 4

お知らせ

カメラモードを終了すると、セルフタイマーが解除され

ます。カメラ設定保持が［ON］に設定されていても、同様

です。

セルフタイマー動作中のご注意
tを押すと、その時点で撮影されます。

着信やアラームが動作すると、撮影は中止されます。

静止画モードでは、セルフタイマー動作中は、vによる

ズームの利用や、uによる明るさの調整はできません。

メインカメラとサブカメラを切り替えると、セルフタイ

マーは解除されます。

cを押すと、セルフタイマーは中断されますが、設定

は保持されます。

FOMA端末を開閉したり、Hを押すと、撮影を中断し

てカメラモードを終了します。

AFモードを設定する＜AFモード＞

標準 常時オートフォーカスが動作し、中央の被
写体に自動的にピントを合わせます。

スポットAF ファインダー上でエリアを選んでピントを
合わせることができます。

接写 近距離（約10cm）の撮影に適したモードで
す。

人物 人物を撮影するときに適したモードです。

風景 景色を撮影するときに適したモードです。

マニュアル
フォーカス

手動でピントを合わせることができます。

標準 1
スポットAF

（静止画モードのみ）
2→wでフォーカスエリ
アを選ぶ

全画面表示に切り替わ
ります。
オートフォーカスで撮
影するときは、フォーカ
スエリアを選んだあと、
tを押します。
フォーカスロックをか
けて撮影するときは、
フォーカスエリアを選
んだあと、sまたは
0を押してフォーカ
スロックをかけてから
tを押します。
スポットAF中は、ズーム
や明るさ調整の操作は
できません。

接写 静止画モード 3
動画モード 2

人物 静止画モード 4
動画モード 3

風景 静止画モード 5
動画モード 4

マニュ
アル
フォー
カス

静止画モード 6→フォーカス調整バー
表示→vでピント調整→t

バーが最も青い色にな
るように調整してくだ
さい。
もう一度マニュアル
フォーカスでピントを
調整したいときは、AF
モード画面で再びマ
ニュアルフォーカスを
選んでください。

動画モード 5→フォーカス調整バー
表示→vでピント調整→t

バーが最も青い色にな
るように調整してくだ
さい。
もう一度マニュアル
フォーカスでピントを
調整したいときは、AF
モード画面で再びマ
ニュアルフォーカスを
選んでください。
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動画撮影の種類を［映像＋音声］、［映像のみ］、［音声

のみ］に設定できます。
お買い上げ時設定（映像＋音声）

1 動画撮影画面（nP.176）で
C37［映像・音声切替］を押し、映
像と音声の組み合わせを選ぶ。

撮影する静止画にフレームを設定し、フレーム付き

で撮影できます。
FOMA端末にはあらかじめフレームが登録されていま

す。（nP.428）

連続撮影でも利用できます。（それぞれの静止画にフレー

ムが付きます。）（nP.178）

カメラ撮影時にフレームを付けられる画像サイズは、

「sQCIF：128×96」、「QCIF：176×144」、

「待受：240×320」、「CIF：352×288」、

「VGA：480×640」です。

撮影サイズとフレームの縦横が異なるときは、フレーム

が左に90度回転します。

サイトやインターネットホームページなどからダウン

ロードしたフレームを利用してフレーム撮影できます。

お買い上げ時設定（OFF）

1 静止画撮影画面
（nP.176）で
C4r1［フ
レーム撮影］を押し、
フレームを選ぶ。

選択したフレームと被写体の合成された画面が表

示されます。

2 tを押す。
フレーム付きの静止画が撮影されます。

撮影する静止画や動画にエフェクトを設定し、色あ

いやタッチを変えて撮影できます。
静止画撮影時にエフェクト効果を付けられるサイズは、

「アイコン：76×76」、「sQCIF：128×96」、「QCIF：176×

144」、「待受：240×320」、「CIF：352×288」です。

サブカメラ使用時、エフェクト撮影はできません。

お買い上げ時設定（OFF）

静止画にいろいろな効果を付けて撮影する

1 静止画撮影画面（nP.176）で
C48［エフェクト撮影］を押し、
エフェクトの種類を選ぶ。

vを押すと前後の画面を表示できます。

エフェクトの種類

2 tを押す。

お知らせ

ボイスレコーダーとして起動、映像・音声切替が［音声の

み］およびサブカメラ撮影時はAFモードを切り替えで

きません。

フォーカスロック中（sを押した状態）に撮影の設定

を変更した場合、フォーカスロックは解除されます。

AFモードを切り替えたとき、カメラのレンズが動作す

る音が聞こえますが、異常ではありません。

映像と音声の組み合わせを設定する
＜映像・音声切替＞

映像＋音声を撮影する 1
映像のみを撮影する 2
音声のみを録音する 3

フレームを重ねて撮影する
＜フレーム撮影＞

あらかじめ登録
されている

フレームの場合

フレームを利用
する

1→フォルダを選ぶ→t→
フレームを選ぶ→i

フレームを確認するときは、フ
レームを選んでtを押します。
戻るときは、cを押します。

フレームを解除
する

2

お知らせ

撮影サイズを変更すると、フレーム撮影が解除されます。

いろいろな効果を付けて撮影する
＜エフェクト撮影＞

モノクロ r1 モノトーンで濃淡を表現

セピア r2 セピア色で濃淡を表現

きらきら r3 光輝部をさらに輝かせる効
果を表現

色えんぴつ r4 色つきの線画で表現

円ソフト
フレーム

r5 画面の周りにぼかしの効果
を付ける

波紋 r6 波紋効果を付ける

万華鏡
（大）

r7 万華鏡の効果を表現（模様
が大きい）

万華鏡
（小）

r8 万華鏡の効果を表現（模様
が小さい）

魚眼 1 魚眼レンズでの効果を表現

OFF 2 エフェクトを解除します。

お知らせ

エフェクト撮影を設定しているときに、撮影サイズを変

更したり、連続撮影、こだわりモードを設定すると、エ

フェクト撮影は解除されます。

こだわりモードを［ON］に設定している場合、エフェク

ト撮影はできません。
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動画にいろいろな効果を付けて撮影する

1 動画撮影画面（nP.176）で
C38［エフェクト撮影］を押し、
エフェクトの種類を選ぶ。

vを押すと前後の画面を表示できます。

エフェクトの種類

2 tを押す。

手ぶれ補正を設定すると、動画撮影時に手ぶれを補

正できます。
サブカメラ使用時、エフェクト撮影時は、手ぶれ補正撮影

できません。

お買い上げ時設定（ON）

1 動画撮影画面（nP.176）で
C52［手ぶれ補正］を押し、1
［ON］を押す。

自然な色合いやピントで撮影できるよう、撮影環境

や被写体に応じた撮影モードを設定できます。
サブカメラ使用時、シーン別撮影はできません。

お買い上げ時設定（オート）

1 静止画撮影画面（nP.176）で
C47［シーン別撮影］を押し、
シーンを選ぶ。

動画撮影画面（nP.176）のときは、

C3r1を押します。

静止画撮影時のシーンの種類

動画撮影時のシーンの種類

設定したシーンに応じてマークが表示されます。

（nP.175）

モノクロ r1 モノトーンで濃淡を表現

セピア r2 セピア色で濃淡を表現

きらきら r3 光輝部をさらに輝かせる効
果を表現

色えんぴつ r4 色つきの線画で表現

残像 r5 動きの残像を表現

波紋 r6 波紋効果を付ける

万華鏡（大） r7 万華鏡の効果を表現（模様が
大きい）

万華鏡（小） r8 万華鏡の効果を表現（模様が
小さい）

魚眼 1 魚眼レンズでの効果を表現

OFF 2 エフェクトを解除します。

お知らせ

エフェクト撮影を設定しているときに、撮影サイズを変

更すると、エフェクト撮影は解除されます。また、画質を

変更することはできません。画像サイズが「QVGA：320

×240」の場合は［SUPER FINE］、それ以外のサイズの場

合は［FINE］に自動的に設定されます。

こだわりモードを［ON］に設定している場合は、エフェ

クト撮影できません。

エフェクト撮影を設定すると、手ぶれ補正が自動的に

［OFF］になります。

手ぶれを補正して動画を撮影する
＜手ぶれ補正＞

お知らせ

カメラ設定保持が［OFF］の場合、カメラモードを終了す

ると、手ぶれ補正の設定は［ON］に戻ります。カメラ設定

保持が［ON］の場合、ここで設定した内容が保持されま

す。

手ぶれ補正の効果は、被写体や撮影時の条件によって異

なります。

撮影環境や被写体に応じた設定を行う
＜シーン別撮影＞

オート 1 通常の撮影に適しています。

人物 2 人物を撮影する場合に適した設
定です。

夜景 3 夜景など光の少ない場所を撮影
する場合に適した設定です。

風景 4 自然や街並みなどきめ細かな被
写体を撮影する場合に適した設
定です。

スポーツ 5 屋外でのスポーツなど動きの多
い被写体を撮影する場合に適し
た設定です。

文字 6 白と黒などコントラストのはっ
きりした被写体を撮影する場合
に適した設定です。

逆光 7 逆光により顔などが暗くなって
しまう被写体を撮影する場合に
適した設定です。

オート 1 通常の撮影に適しています。

人物 2 人物を撮影する場合に適した設
定です。

風景
（ソフト）

3 自然や街並みなどの風景をソフ
トなイメージで撮影する場合に
適した設定です。

風景
（シャー
プ）

4 自然や街並みなどの風景を
シャープなイメージで撮影する
場合に適した設定です。

お知らせ

カメラモードを終了すると、［オート］に戻ります。

静止画撮影時に夜景など光の少ない場所を撮影する場

合は、手ぶれに注意して撮影してください。
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動画撮影時、バックライトの点灯時間を設定できます。
お買い上げ時設定（照明設定に従う）

1 動画撮影画面（nP.176）で
C54［バックライト点灯時間］を
押し、点灯時間を選ぶ。

静止画撮影時や動画撮影時のピクチャーライトの色

をそれぞれ設定できます。
ピクチャーライトの点灯方法については、P.181を参照し

てください。

お買い上げ時設定（ホワイト）

1 静止画撮影画面（nP.176）で
C4r3［ピクチャーライト色変
更］を押し、ピクチャーライトの色を選
ぶ。

動画撮影画面（nP.176）のときはC3r3
を押します。

選択された色でピクチャーライトが点灯します。

動画撮影画面で、音声用のノイズキャンセラを設定

できます。
お買い上げ時設定（ON）

1 動画撮影画面（nP.176）で
C53［ノイズキャンセラ］を押
し、1［ON］を押す。

ピントを合わせた状態でフォーカスをロックして、

構図を変えて撮影できます。

1 静止画撮影画面（nP.176）で被写体
にピントを合わせてsを押し、構図
を変える。

フォーカスがロックされます。

L（赤色）フォーカスを合わせているとき
L（緑色）フォーカスがロックされたとき

動画撮影時は、撮影中にsを押してフォーカス

ロックをかけることができます。

フォーカスがロックされると音が鳴ります（動画

撮影時を除く）。

FOMA端末を閉じると、フォーカスロックは解除

されます。

フォーカスロックをやり直すときはsを押して

フォーカスロックを解除し、再度sを押します。

2 tを押す。
被写体との距離は変えないでください。

撮影時のバックライトの点灯時間を設
定する＜バックライト点灯時間＞

照明設定
に従う

1
照明時間設定に従ってバックライト
が点灯します。（nP.142）

常にON 2
常時点灯します。（ただし、ファイン
ダー以外の画面ではバックライトの点
灯時間は照明時間設定に従います。）

ピクチャーライトの色を設定する
＜ピクチャーライト色変更＞

ホワイト 1 イエロー 5
レッド 2 パープル 6
グリーン 3 ライトブルー 7
ブルー 4

お知らせ

映像・音声切替が［音声のみ］やサブカメラ撮影時の場合

は設定できません。

ピクチャーライトは、暗い場所での撮影を補助するもの

であり、通常のカメラのストロボのような光量はありま

せんので、ご注意ください。

ピクチャーライトは、色あいが個々に多少異なる場合が

ありますが、故障ではありません。補助光としてお使い

ください。

カメラ設定保持が［OFF］の場合、カメラモードを終了す

るとピクチャーライトの色は［ホワイト］に戻ります。カ

メラ設定保持が［ON］の場合、ここで設定した内容が保

持されます。

音声のノイズを少なくする
＜ノイズキャンセラ＞

お知らせ

映像・音声切替が［映像のみ］の場合、ノイズキャンセラ

を設定できません。

ノイズキャンセラでは、音声を明瞭にするために音声の

加工処理をしています。周囲のノイズ状態や、話しかた

により、音声の聞こえかたが変わることがあります。

フォーカスロックで撮影する
＜フォーカスロック＞

お知らせ

ボイスレコーダーとして起動、または映像・音声切替が

［音声のみ］の場合、サブカメラ撮影時の場合は設定でき

ません。

AFモードがマニュアルフォーカス以外のとき
フォーカスがすでにロックされている状態でtを押し

た場合、オートフォーカスは作動しません。

動画撮影中にsを押すと、再度フォーカスロックをか

けることができます。撮影中に被写体との距離が変化し

てピントが合わなくなったときにご使用ください。ただ

し、フォーカスロックするときに雑音が入ることがあり

ますのでご注意ください。
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撮影時によく使う機能の設定内容を一覧表示した

り、一括して変更することができます。

1 静止画撮影画面（nP.176）または動
画撮影画面（nP.176）でi［設定］を
押す。

設定を変更するときはwで項目を選び、t［変更］

を押します。

シャッター音を、あらかじめ登録されている５種類

のパターンから選択できます。
お買い上げ時設定（標準音）

1 待受画面でt1253を押

し、シャッター音を選ぶ。
TOPメニューから_（設定）→［音］→［音選択］→

［各種設定音選択］→［シャッター音］の順に選択す

ることもできます。

シャッター音を確認するときは、シャッター音を

選んでi［再生］を押します。止めるときはi［停

止］を押します。

カメラモードで表示されるマークを消し、静止画を

ディスプレイいっぱいに表示できます。

「待受：240×320」、「VGA：480×640」、「1.2M：960×

1280」、「UXGA：1200×1600」、「３M：1536×2048」

サイズで撮影するときに全画面表示できます。

1 静止画撮影画面（nP.176）でC3
［全画面表示］を押す。

もう一度操作すると、全画面表示を解除できます。

撮影した静止画や動画をminiSDメモリーカードに

保存できます。

miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途

miniSDメモリーカードが必要となります。miniSDメ

モリーカードをお持ちでない場合は、家電量販店な

どでお買い求めいただけます。（nP.329）
お買い上げ時設定（FOMA端末（本体））

撮影時の設定を一括変更する
＜一括設定変更＞

静止画撮影 動画撮影

1 AFモード 1 AFモード

2 こだわりモード 2 こだわりモード

3 連続撮影 3 映像・音声切替

4 画質 4 画質

5 サイズ選択 5 サイズ選択

6 明るさ調整 6 明るさ調整

7 エフェクト撮影 7 エフェクト撮影

8 シーン別撮影 8 シーン別撮影

9
フレーム撮影

9
ファイルサイズ
制限

a ピクチャーライト a ピクチャーライト

b セルフタイマー b 手ぶれ補正

c 本体⇔miniSD切替 c 本体⇔miniSD切替

1 3
4 5 6

2

7 9
a b c

8

一括設定変更画面
（静止画撮影）

カメラの設定を変える

カメラのシャッター音を変える
＜シャッター音＞

標準音 1
デジタルカメラ 2

ピンポーン 3
トゥインクル 4
人の声 5

お知らせ

シャッター音の音量は変更できません。（マナーモード

設定中も鳴ります。）

画像をディスプレイいっぱいに表示する
＜全画面表示＞

お知らせ

カメラモードを終了すると、全画面表示は解除されます。

miniSDメモリーカードに保存する
＜本体⇔miniSD切替＞
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1 静止画撮影画面（nP.176）でC7
［本体⇔miniSD切替］を押す。

動画撮影画面（nP.176）のときは、C6を押

します。

保存先が変更され、静止画撮影画面に戻ります。

静止画撮影のときは、撮影後にi［保存先］を押し

て切り替えることもできます。

設定内容に応じてminiSDメモリーカードマーク

の色が変わります。

（̂グレー）： 保存先がFOMA端末（本体）
のとき

（̂ピンク）： 保存先がminiSDメモリー
カードのとき

miniSDメモリーカードに保存できる動画の撮影

時間はminiSDメモリーカードのメモリにより異

なります。映像が含まれる動画の場合、最長約１時

間です。

撮影した静止画を自動的に保存するように設定でき

ます。
撮影した静止画はminiSDメモリーカードか、本体に自動

的に保存されます。

miniSDメモリーカードに保存するときは、撮影前に保存

先を切り替えておきます。（nP.188）

お買い上げ時設定（OFF）

1 静止画撮影画面（nP.176）で
C62［自動保存モード］を押し、
1［ON］を押す。

カメラモードを終了したときに各設定を記憶してお

くことができ、次回静止画や動画の撮影モードにし

たときも同じ状態で利用できます。
設定を保持できる項目は、次のとおりです。

静止画の場合、「サイズ選択」「画質」はメインカメラとサ

ブカメラについてそれぞれの設定を保持します。

お買い上げ時設定（ON）

1 静止画撮影画面（nP.176）で
C63［カメラ設定保持］を押す。

動画撮影画面（nP.176）のときはC55を

押します。

2 1［ON］を押す。

お知らせ

静止画モードでは、保存先がminiSDメモリーカードに

設定されていても、miniSDメモリーカードの空き容量

が不足した場合、保存先がFOMA端末（本体）に切り替わ

ります。動画モードでは、miniSDメモリーカードに空き

容量がない場合、保存先をminiSDメモリーカードに設

定して撮影を開始すると［録画処理に失敗しました］と

表示され、カメラモードは終了し待受画面に戻ります。

miniSDメモリーカードに保存した静止画の確認につい

ては、P.334を参照してください。

保存先フォルダの静止画が400枚より多くなると新し

いフォルダが自動的に作成され、新しいフォルダに静止

画が保存されます。

保存先がminiSDメモリーカードに設定されている場

合、撮影画像は［カメラフォルダxxx］（フォルダが複数

ある場合は「xxx」の数字が最も大きなフォルダ）に保存

されます。

撮影画像をminiSDメモリーカードに保存するときは、

DCF1.0準拠（ExifVer.2.2、JPEG準拠）の形式で保存され

ます。

「DCF」とは、（社）電子情報技術産業協会（JEITA）で主と

して、デジタルカメラなどの画像ファイルなどを、関連

機器間で便宜に利用しあえる環境を整えることを目的

に標準化された規格「Design rule for Camera File 

system」の略称です。ただし、「DCF規格」は、機器間の完

全な互換性を保証するものではありません。

「Exif」とは、（社）電子情報技術産業協会（JEITA）にて制

定された、撮影情報などの付帯情報を追加できる静止画

用のファイルフォーマットです。

自動保存モードを設定する
＜自動保存モード＞

お知らせ

カメラ設定保持が［OFF］の場合、カメラモードを終了す

ると、自動保存モードの設定は［OFF］に戻ります。カメ

ラ設定保持が［ON］の場合、ここで設定した内容が保持

されます。

自動保存モードを［ON］に設定すると、撮影直後の画像

編集や画面設定などの操作はできなくなります。

静止画撮影／動画撮影の設定をお買い
上げ時の状態に戻さないようにする
＜カメラ設定保持＞

静止画 サイズ選択、画質、ピクチャーライトの色設定、本
体⇔miniSD切替、自動保存モード、こだわりモード

動画 サイズ選択、画質、ファイルサイズ制限、バックラ
イト点灯時間、ノイズキャンセラ設定、ピクチャー
ライトの色設定、本体⇔miniSD切替、手ぶれ補正、
こだわりモード
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静止画または動画撮影後、保存前のプレビュー画面

から、撮影した静止画や動画を添付したｉモード

メールを送信できます。
撮影した動画はｉモーションメールとして送信します。

保存先をminiSDメモリーカードに設定していた場合、撮

影した画像はminiSDメモリーカードに保存されたあと、

データBOXの［マイピクチャ］フォルダ（静止画）または

［ｉモーション］フォルダ（動画）に保存され、メール作成

画面が表示されます。また、本体のメモリ容量が少ない

と、上書き確認画面が表示されることがあります。データ

を削除してから保存してください。

動画の撮影サイズが「hQVGA：240×176」「QVGA：320×

240」のときは、ｉモードメールに添付できません。

1 静止画プレビュー画面（nP.177の操
作２）でm［メール］を押す。

動画のときは、撮影終了

後の画面で2［メール

作成］を押します。

撮影した動画のファイルサイズがメール添付可能

なサイズを超えている場合、［動画データをメール

添付用に切り出しますか？］と表示されます。［は

い］を選んでtを押すと、先頭からメール送信可能

なサイズに切り出して添付します。

2 ｉモードメールを作成し、送信する。
詳しくは、P.233の操作２～４を参照してくださ

い。

カメラを使ってバーコード（JANコード、QRコード）

を読み取ると、Phone To（AV Phone To）、Mail To、

Web To、ブックマーク登録、電話帳登録、文字表示、

ｉアプリToを利用できます。読み取った文字のコ

ピーや貼り付け、メロディの再生や保存、画像の表示

や保存を行うこともできます。
読み取り結果をminiSDメモリーカードに保存することは

できません。

JANコードとQRコード以外のバーコード・二次元コード

は読み取りできません。

分割されたQRコードも読み取りできます。

バーコード（JANコード、QRコード）から読み取った

文字を利用して、ｉモード接続、ｉモードメール作

成、音声電話やテレビ電話、プッシュトークの発信、

ｉアプリの起動などを行うことができます。
バーコードリーダー起動時、AFモードは［接写］に設定さ

れています。（nP.184）

接写撮影の焦点距離は約10cmです。

サイトを表示中に、バーコードリーダーを利用してJAN

コード、QRコードの情報をテキストボックスに入力でき

ます。（nP.203）

バーコードの種類やサイズによっては、読み取れないこ

とがあります。

傷、汚れ、破損、印刷の品質、光の反射、QRコードのバー

ジョンによっては読み取れない場合があります。

カメラモードを切り替えたとき、カメラのレンズが動作

する音が聞こえますが、異常ではありません。

1 待受画面でt921を押す。
TOPメニューから;（カメラ）または.（LifeKit）

→［バーコードリーダー］の順に選択することもで

きます。

静止画撮影画面（nP.176）でC14を押し

ても切り替えることができます。

バーコード（JAN コード、QR コード）の真正面か

らカメラまでを10cm以上離して、バーコードや

FOMA端末をできるだけ固定すると認識されやす

くなります。

メール送信

撮影後すぐに静止画または動画
を送る

［待受サイズ
（240×320）
以下に縮小
しますか？］
と表示され
たとき

縮小
する

［はい］→t
静止画の縦横比を保った
まま「待受：240×320」サ
イズ以下に縮小して添付
します。

縮小
しない

［いいえ］→t
静止画のファイルサイズ
を500Kバイト以下に調整
して（画像サイズは変わ
りません。）添付します。

お知らせ

メール添付時に切り出された動画は、FOMA端末（本体）

に保存されます。元の動画は、本体⇔miniSD切替で設定

した保存先に保存されます。

静止画の場合

バーコードリーダー

バーコードリーダーを利用する

バーコード（JANコード、QRコード）か
ら文字を読み取って利用する

約10cm
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2 ディスプレイの中央に読み取るバー
コード（JANコード、QRコード）を表示
する。

被写体がJANコードか

QRコードかは、FOMA端

末が自動的に判断しま

す。

光沢のある用紙の場合

は、読み取りにくいこと

があります。照明が直接

反射しないように角度を

調節してください。

3 t［読取］を押す。
読み取り開始時にフォーカスロックされていない

ときは自動的にフォーカスロックがかかります。

バーコード（JANコード、QRコード）の読み取りが

開始されます。読み取りが完了すると、完了音が鳴

り、読み取り結果画面が表示されます。

読み取りを開始してから１分経過しても読み取れ

なかったときは、［読み取りできませんでした］と

表示され、操作２の画面に戻ります。

読み取りを中止するときは、i［中断］またはc
を押します。読み取りを中断して操作２の画面に

戻ります。

4 読み取った文字を選んでtを押す。
読み取った文字や数字に下線が付いている場合

は、その部分を選択できます。

読み取った文字の内容に応じて、ｉモード接続確

認画面（URLのとき）、メール作成確認画面（メール

アドレスのとき）、電話（テレビ電話）確認画面（電

話番号のとき）が表示されます。

電話帳データやメールデータ、ブックマークデー

タ、ｉアプリデータの場合は、電話帳登録確認画

面やメール作成確認画面、Bookmark登録確認画

面、ｉアプリ起動確認画面が表示されます。

読み取った文字や数字に下線が付いていない場合

は、tを押しても表示が変わりません。

1 QRコードを読み取る。（nP.190の操
作１～３）

読み取り結果が画像データの場合は結果画面に

［画像］、メロディの場合は結果画面に［メロディ］

と表示されます。

2 tを押し、表示・再生する。

ピクチャーライト
を点灯する

i

フォーカスロック
をかける

s
認識しにくいコードでも
認識できることがありま
す。焦点が合ったときは

「ピッピッ」と鳴ります。

保存データを見る C2
フォーカスモード
を切り替える

C3

読み取った文字を
すべてコピーする

i

読み取った文字の
一部をコピーする

C3→始点を選ぶ→t［開
始］→終点を選ぶ→t

読み取ったデータ
を保存する

C4→保存先を選ぶ→t
５件まで保存できます。

お知らせ

URL入力画面や、サイトを表示中（nP.200の操作１～

３）の文字入力画面で、C63［バーコードリーダー］

を押してもバーコードリーダーを起動できます。

電話帳のPIMロック中、電話帳登録はできません。端末

暗証番号（４～８桁の数字）を入力するとPIMロックは

一時的に解除され、読み取った結果から電話帳登録でき

ます。電話帳登録が終了すると、再びロックされます。

フォーカスロック音、読み取り完了音は、マナーモード

や公共モード（ドライブモード）設定中は鳴りません。

JANコードとは

QRコードとは

分割されたデータについて

（　）には残り個数／全連結数が表示されています。［は
い］を選択すると次のQRコードの読み取り画面に進み
ます。次のQRコードをディスプレイの中央に表示させ
ると、自動的に次のQRコードを読み取ります。操作をく
り返し、すべての分割されたデータを読み取ると読み取
り結果が表示されます。

QRコードから画像やメロディを読み
取って再生する

画像を表示する 1
ファイル形式によっては表
示できないものもあります。

メロディを再生
する

1
ファイル形式によっては再
生できないものもあります。
再生を中止するときはtま
たはcを押します。

幅の異なる縦の線（バー）で

数字を表現しているバー

コードです。

左図を読み取ると

［4942857119022］と表示

されます。

縦・横方向でデータを表現し

ている二次元コードの１つ

です。データとは、文字列（英

数字・漢字・カナ・絵文字）や

画像データ、メロディデータ

などを含みます。

左図を読み取ると［FOMA 

SH902iS］と表示されます。

QRコードには、分割された
データ（最大16個）を読み
取って１つのデータとなる
ものがあります。分割され
たデータを読み取った場
合、操作３のあとで左の画
面が表示されます。
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192 ＊ miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。（nP.329）

カ
メ
ラ

文
字
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り

読み取ったメールアドレスや電話番号、URLを電話帳に

登録できます。

URLをブックマークに登録することもできます。

1 バーコードを読み取り（nP.190の操
作１～３）、読み取り結果画面でCを押
す。

2 読み取り結果を利用する。

保存データを利用するとき
読み取り開始画面（nP.191の操作２）でC2［保存

データ］を押し、保存データを選んでtを押します。

このあと、上記の操作１～２に進みます。

紙などに印刷されたURL、メールアドレス、電話番

号、英単語をFOMA端末で撮影し、FOMA端末で扱

える文字に変換します。

読み取った文字を利用して、サイトやインターネッ

トホームページに接続したり、ｉモードメールを送

信したりできます。音声電話やテレビ電話、プッシュ

トーク発信や、辞書検索することもできます。また、

電話帳やブックマークに登録することもできます。
読み取れる文字は、次のものです。URL、メールアドレス、

電話番号、英単語などのカテゴリは、読み取った文字に

よって自動的に識別されます。漢字やひらがななど、全角

の文字は認識できません。

読み取り結果をminiSDメモリーカードに保存することは

できません。

傷、汚れ、破損、印刷の品質、光の反射、文字サイズによっ

ては、正しく読み取れない場合があります。

カテゴリ（URL、メールアドレス、電話番号、英単語）

を自動的に識別して、文字を読み取り、ｉモード接

続、ｉモードメール作成、音声電話やテレビ電話、

プッシュトークの発信、辞書検索、電話帳の登録、

ブックマーク登録などを行うことができます。
文字読み取り起動時、AFモードは［接写］に設定されてい

ます。

カメラモードを切り替えたとき、カメラのレンズが動作

する音が聞こえますが、異常ではありません。

1 待受画面でt926を押す。
TOPメニューから;（カメラ）または.（LifeKit）

→［文字読み取り］の順に選択することもできま

す。

静止画撮影画面（nP.176）でC13を押し

ても切り替えることができます。

2 読み取る文字をディスプレイの中央に
表示する。

光沢のある用紙の場合

は、読み取りにくいこと

があります。照明が直接

反射しないように角度を

調節してください。

ディスプレイの〔　〕枠内

の中央に入るように調整

してください。〔　〕の端

の文字は読み取りにくい

場合があります。

メロディや画像を
保存する

2
画像はデータBOXのマイピ
クチャの［外部取得データ］
フォルダに保存されます。
メロディはデータBOXのメ
ロディの［外部取得データ］
フォルダに保存されます。

メロディや画像を
保存しない

3

読み取った文字を電話帳やブックマー
クに登録する

電話帳
登録

FOMA端
末（本体）
電話帳に
新規登録
する

11→［はい］→t
読み取った文字が各項目に
入力されています。このあ
と、電話帳登録の操作を続
けます。（nP.107、P.108）
あらかじめテレビ電話用電
話番号としてバーコードに
設定されているときは、テ
レビ電話用電話番号として
登録されます。

FOMAカ
ード電話
帳に新規
登録する

12→［はい］→t
読み取った文字が各項目に
入力されています。このあ
と、電話帳登録の操作を続
けます。（nP.113）

電話帳に
追加／上
書き登録
する

13→［はい］→t→名前
を選ぶ→t

読み取った文字は対応した
項目に上書き登録されま
す。このあと、電話帳登録の
操作を続けます。

（nP.108）
ただし、URLの場合は、メモ
の項目（nP.107）に上書
き登録されます。

ブックマークに登
録する（URLのみ）

（nP.207）

2→［はい］→t→フォルダ
を選ぶ→t→［OK］→t

お知らせ

保存データは再保存できません。

文字読み取り（OCR）

文字を読み取る

URL 半角英字、半角数字、半角記号［. -（ハイ
フン）_ : / ̃］

メールアドレス 半角英字、半角数字、半角記号［. @ -（ハ
イフン）_ :］

電話番号 半角数字、半角記号［-（ハイフン）+ P # 
＊］

英単語 半角英字、半角数字、半角記号［-（ハイフ
ン）/ ? ! @ + * ' ( ) , . &］

文字を読み取って利用する
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193
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読み取り文字の真正面からカメラまでの焦点距離

を約10cmにして、文字やFOMA端末をできるだけ

固定すると認識されやすくなります。表示される

文字は小さくて見づらくなりますが、被写体表示

の下にあるバーが最も青い色になるように、撮影

する印刷物などとの距離を調整してください。

一度の操作で読み取る文字数は、60文字以内を目

安にしてください。

3 tを押す。
静止画として撮影され、読み取る内容が表示され

ます。

複数の行を撮影したときは、uで読み取る行を指

定します。（文字の読み取りは、１行単位で行いま

す。）

4 t［読取］を押す。
文字の読み取りが開始されます。

読み取りが完了すると、文字読み取りの候補選択

画面になり、読み取った文字の内容が表示されま

す。

5 tを押す。
文字読み取り結果が表示されます。

6 tを押し、［はい］を選んでtを押す。
読み取った文字のカテゴリに応じて、ｉモード接

続確認画面（URLのとき）、メール作成確認画面

（メールアドレスのとき）、電話（テレビ電話）確認

画面（電話番号のとき）、辞書検索確認画面（英単語

のとき）が表示されます。

ピクチャーライト
を点灯する

i

フォーカスロック
をかける

s

読み取り対象の
カテゴリを選ぶ

C2→カテゴリを選ぶ→t
文字読み取り起動時は、

［オート］に設定されてい
ます。

フォーカスモード
を切り替える

C3→2［標準］
大きな文字を読み取ると
きに使用します。
名刺など小さな文字を読
み取るときは、［接写］のま
まご使用ください。

反転文字（黒地に白
の文字）を読み取る

C4→反転モードの種類を
選ぶ→t

文字読み取り起動時は、
［自動］に設定されていま
す。うまく読み取れないと
きは、［通常文字］または

［反転文字］に設定してく
ださい。

読み取り結果を
修正する

vで修正する文字を選ぶ→
uで候補を選ぶ

１文字ずつの修正候補が、
画面下部に表示されます。
修正候補がない場合はダ
イヤルボタンで入力しま
す。
１文字ずつ削除するとき
は、cを押します。

読み取った文字を
削除して読み取り
をやり直す

i→［はい］→t

読み取った文字を
削除して読み取り
をやり直す

i→［はい］→t

続けて文字を読み
取る

C1
文字読み取り画面が表示
されます。
先に読み取った文字につ
なげて、１つの文として利
用できます。数行に分かれ
ているURLやメールアド
レスを読み取るときなど
に便利です。最大256文字
まで読み取りできます。

読み取りを追加す
る

C2
文字読み取り画面が表示
されます。
最大３回に分けて読み
取った文字を、１つのグ
ループとして関連づけま
す。電話帳の項目を続けて
読み取り、まとめて電話帳
に登録するときなどに便
利です。

読み取った文字を
編集する

C6

読み取った文字を
すべてコピーする

C7
他の画面に貼り付けて使
用できます。

読み取った文字を
削除する

C8→［はい］→t

読み取り結果のカ
テゴリを変更する

v
読み取り結果がURL、メー
ルアドレス、英単語のとき
は、カテゴリを変更できま
す。

お知らせ

電話帳のPIMロック中、電話帳登録はできません。端末

暗証番号（４～８桁の数字）を入力するとPIMロックが

一時的に解除され、電話番号、URL、メールアドレス、英

単語を電話帳登録できるようになります。電話帳登録が

終了すると、再びロックされます。

読み取る文字のカテゴリが、電話番号の場合、（　）は -

（ハイフン）となります。

また、電話帳に登録するときや電話をかけるときには、-

（ハイフン）は削除されます。

読み取る文字のカテゴリがURLの場合、対象のURLの

「http://」が一部省略されていても、読み取り結果に追加

されます。
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194 ＊ miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。（nP.329）
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読み取った文字は、認識したカテゴリに応じて、電話

帳の各項目やブックマークに登録できます。
認識したカテゴリに応じて、電話帳の項目に登録されます。

1 文字の読み取り後の画面（nP.193の
操作５）でCを押す。

2 読み取り結果を利用する。

電話帳に登録する場合、登録できないデータがあ

るときは［一部登録できないデータがあります　

登録しますか？］と表示されます。［はい］を選択す

ると、登録されます。

読み取った文字を辞書で検索できます。
操作の前に、電子辞書が入っているminiSDメモリーカー

ドを挿入してください。

1 文字の読み取り後の画面（nP.193の
操作５）でC5［辞書検索］を押し、
［はい］を選んでtを押す。

辞書の検索方法については、P.357を参照してくだ

さい。

検索終了後、Hを押すか、cを数回押すと、文

字読み取り後の画面に戻ります。

読み取った文字を電話帳やブックマー
クに登録する

カテゴリ
電話帳の

項目
カテゴリ

電話帳の
項目

URL［URL］ メモ 電話番号［Tel］ 電話番号

メールアドレス
［Mail］

メールア
ドレス

英単語［Word］ 名前（姓）・
フリガナ

（姓）

電話帳
登録

FOMA端
末（本体）
電話帳に
新規登録
する

31→［はい］→t
電話帳入力画面に読み取っ
た文字が各項目に入力され
ています。このあと、電話帳
登録の操作を続けます。

（nP.108）

FOMAカ
ード電話
帳に新規
登録する

32→［はい］→t
電話帳入力画面に読み取っ
た文字が各項目に入力され
ています。このあと、電話帳
登録の操作を続けます。

（nP.113）

電話帳に
追加／上
書き登録
する

33→［はい］→t→名前
を選ぶ→t

読み取った文字は対応した
項目に上書き登録されます。
このあと、電話帳登録の操作
を続けます。（nP.108）
ただし、URLの場合は、メモ
の項目（nP.107）に上書き
登録されます。

URLをブックマー
クに登録する

（nP.207）

4→［はい］→t→フォルダ
を選ぶ→t→［OK］→t

読み取った文字を辞書で検索する
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195

ｉモード／ｉモーション

ｉモード
ｉモードとは . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜ｉモード＞196

サイトを表示する
サイトを表示する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜サイト表示＞200

サイトの見かたと操作 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 202

マイメニューに登録する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜マイメニュー＞205

ｉモードパスワードを変更する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜ｉモードパスワード変更＞205

インターネットホームページを表示する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜インターネット接続＞206

ホームページやサイトを登録してすばやく表示する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜ブックマーク＞207

サイトの内容を保存する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜画面メモ＞209

サイトから画像やメロディなどをダウンロードする
サイトやメッセージから画像を取得する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜画像保存＞210

サイトからｉメロディをダウンロードする . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜ｉメロディ＞211

サイトからPDFデータをダウンロードする . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜PDFダウンロード＞211

サイトからアイコンを一括でダウンロードする . . . . . . . . . . . . ＜アイコン一括ダウンロード＞212

サイトから辞書をダウンロードする . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜ダウンロード辞書＞212

サイトからキャラ電をダウンロードする . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜キャラ電ダウンロード＞213

サイトからトルカをダウンロードする . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜トルカダウンロード＞213

ｉモードの便利な機能
Phone To（AV Phone To）・Mail To・Web To機能を使う

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .＜Phone To（AV Phone To）・Mail To・Web To機能＞213

ｉモードの設定を行う
ｉモードの設定を行う . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 215

メッセージサービスを利用する
メッセージR／Fとは . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .＜メッセージR／F＞217

メッセージR／Fを受信したときは. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .＜メッセージR／F受信＞217

メッセージR／Fがあるかどうかを問い合わせる. . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜ｉモード問い合わせ＞218

メッセージBOXのメッセージ R／Fを表示する. . . . . . . . . . . . . . . . . . .＜メッセージR／F表示＞219

証明書を利用する
SSL証明書を操作する. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 220

ｉモーション
ｉモーションとは . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜ｉモーション＞223

サイトからｉモーションを取得する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜ｉモーション取得＞224

ｉモーションを自動再生するかどうかを設定する. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜自動再生設定＞225

取得するｉモーションのタイプを設定する . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜ｉモーションタイプ設定＞225

※ 掲載している画面はイメージのため、実際の画面とは異なる場合があります。
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ｉモードでは、ｉモード対応FOMA端末（以下ｉモー

ド端末）のディスプレイを利用して、サイト（番組）接

続、インターネット接続、ｉモードメールなどのオン

ラインサービスをご利用いただけます。

サイト（番組）接続
ｉモードメニューからメニュー／検索を選択して、

天気、ニュースなどIP（情報サービス提供者）が提供

する各種オンラインサービスをご利用いただけま

す。さらにゲームや待受画像をダウンロードして楽

しめます。

インターネット接続
ｉモード端末にホームページアドレス（URL）を直接

入力することで、ｉモード対応のさまざまなホーム

ページを見ることができます。

ｉモードメール
ｉモード端末どうしをはじめ、インターネットの

メールアドレスを持っている人となら誰とでも

e-mailのやりとりが最大全角5000文字までできま

す。さらにデコメールや静止画像、動画を送受信して

楽しいメールのやりとりができます。

ｉモードは、お申し込みが必要な有料サービスで

す。お申し込みに関するお問い合わせは、取扱説明書

裏面をご覧ください。

簡単なボタン操作でサイトに接続して、IPが提供す

る各種オンラインサービスをご利用いただけます。

たとえば銀行の残高照会・振込、チケット予約、ニュー

ス、辞書検索、着信メロディのダウンロードなどさまざ

まなオンラインサービスがあります。

サイトを表示するには

ｉモードセンターに接続する

と、最初にｉMenuが表示され

ます。ここから、各サイト（番

組）や［週刊ｉガイド］などへア

クセスします。

サイトの表示方法nP.200

ｉモード

ｉモードとは

サービスのしくみ

お知らせ

新規でFOMAサービスのご契約をいただいた場合は、当日

よりすべてのサービスがご利用になれます。

movaサービス（ｉモードをご契約）からFOMAサービス

へ契約を変更された場合、movaサービスでご利用いた

だいていた「マイメニュー」の内容は引継がれます。サイ

トによって、FOMAに「マイメニュー」が引継がれないサ

イトもございますので、その場合は再登録をお願いしま

す。なお、「マイメニュー」引継対応サイトについては、

ｉMenu内「お知らせ」でご確認できます。

ｉモードは送受信した情報量（パケット数）に応じて課金

されるサービスです。本取扱説明書においては、料金に関

する情報は記載しておりません。ご利用料金などにつき

ましては、ｉモードご契約時にお渡しする『ご利用ガイド

ブック（ｉモード＜FOMA＞編）』をご覧ください。

ｉモードのサービス内容は変更することがありますの

で、詳しくは最新の『ご利用ガイドブック（ｉモード

＜FOMA＞編）』をご覧ください。

サイト（番組）接続

マイ
メニュー

よく利用するサイトを登録しておくと、次
回から簡単にサイトに接続できます

（nP.205）。ｉMenu内の有料サイトなど
は自動的に登録されます。登録可能な件数
は45件です。

メニュー／
検索

「メニュー／検索」内の検索BOXにキーワー
ドを入力することで、目的のサイトを検索
することができます。さらに、さまざまな検
索サイトと連携し、一般サイト検索を行う
ことができます。

週刊ｉガイド 新着サイトやおすすめサイトなど最新のサ
イト情報を毎週月曜日から金曜日までの毎
日更新して掲載します。また、ミュージック
とゲームの特集コーナーも用意されていま
す。

とくする
メニュー

楽しいキャンペーン情報、プレゼントやお
得な割引クーポン情報などが掲載されてい
ます。毎週情報が更新されます。（提供：D2
コミュニケーションズ）
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※ 画面はイメージです。設定によっては、表示が異なる場合

があります。

こんなこともできます

ｉチャネル
ニュースや天気などのグラフィカルな情報をドコモ

またはIPがｉモード端末に配信するサービスです。

定期的に情報を受信し、最新の情報が待受画面にテ

ロップとして流れたり、ｉチャネル対応ボタンを押

すことで見られるチャネル一覧に表示されます。更

にチャネル一覧でお好きなチャネルを選択すること

により、リッチな詳細情報を取得できます。
※ 対応機種・・・ｉチャネル対応機種でご利用いただけます。

詳しくは、『ご利用ガイドブック（ｉモード＜FOMA＞

編）』をご覧ください。

ｉモーション
ｉモードのサイトから映像や音をｉモード端末に

取得し、再生したり、待受画面として楽しむことがで

きます。nP.223
ｉモーションを取得するにはnP.224

ｉモーションを再生するにはnP.224

ｉモーションを自動再生設定するにはnP.225

着モーション／着うた

ｉモードのサイトからｉモーションをｉモード端

末に取得し、着信音や着信画像に設定できます。メロ

ディだけではなくお好きな歌手などの歌声なども着

信音としてご利用いただけます。

（一部の対応していないｉモーションは着モーショ

ンに設定できません。）
着モーションを設定するにはnP.110、P.128

「着うた」は株式会社ソニー・ミュージックエンタテイン

メントの登録商標です。

ｉアプリ
ｉアプリをサイトからダウンロードすることによ

り、ｉモード端末をより便利に活用いただけます。た

とえばｉモード端末にいろいろなゲームをダウン

ロードして楽しんだり、株価情報のｉアプリをダウ

ンロードすることにより、株価を定期的に自動チェッ

クするなどが可能です。さらに、地図のｉアプリでは

必要なデータだけをダウンロードするため、スムーズ

なスクロールが可能です。
ｉアプリをダウンロードするにはnP.271

ｉアプリを実行するにはnP.272

ｉアプリを自動実行するにはnP.278

ｉアプリ待受画面
ｉアプリ待受画面ではｉアプリを待受画面として

利用することができ、そのままメールを受信したり、

電話をかけることも可能です。ニュースや天気の最

新情報を待受画面に表示させたり、お好みのキャラ

クタがメール受信やアラームを知らせてくれたり、

より便利な待受画面にすることも可能です。
ｉアプリ待受画面を設定するにはnP.280

ｉアプリDX
ｉアプリDXでは、ｉモード端末の情報（メールや発着
信履歴、電話帳データなど）と連動することにより、お
好みのキャラクタ画面でメールを作成したり、着信時
にキャラクタのコメントで誰からの着信か知らせた
り、メールと連動して、株価などの欲しい情報やゲー
ムの進行がよりリアルタイムに更新されるなど、ｉア
プリをより便利に楽しく利用することが可能です。

ｉアプリDXとはnP.270

楽オクb
-オークション-

簡単に入札したり、出品ができるオーク
ションサイトです。また、オークションに出
品している商品から、おすすめ商品などの
情報も提供しています。（提供：楽天オーク
ション）

ｉエリア
-周辺情報-

今いる場所やその周辺に関する天気・地図・
タウン情報などを簡単にご利用になれます。

マイボックス サービスを提供するお店やサイトにあらか
じめ登録することにより簡単にアクセスで
きる会員向けのサービスです。

料金＆お申
込・設定

料金の確認やお支払い、また、ご契約内容の
変更・各種サービスのお申し込みができる
ほか、ｉモードメールの設定やｉモードパ
スワードの変更などを行います。

お知らせ ドコモからのお知らせや、ｉモードの利用
方法やご利用規則を掲載しています。

TOPICS 最新のトピックスを紹介しています。

English ｉMenu ｉMenuを英語表記に変更できます。

お知らせ

サイトによっては、ご利用になるために情報料が必要な

もの（ｉモード有料サイト）があります。

IPが提供するサービスには、ご利用の際に別途お申し込

みが必要なものがあります。

ｉモードアイコンが点滅していても、ｉモードセンター

との通信中以外は、パケット通信料はかかりません。

デュアルネットワークサービスご契約の場合、ｉMenu

画面などが一部異なります。
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3Dサウンド
3Dサウンド対応ｉモード端末では、ステレオスピー
カ（またはステレオヘッドホン）により立体的に広が
りのある音や空間的に移動する音を作り出すことが
でき、臨場感あふれるｉアプリのゲーム、ｉモー
ションや着信音などをお楽しみいただけます。（3D
サウンド対応のコンテンツの場合となります。）

キャラ電
テレビ電話利用時に相手のテレビ電話端末に自分の
映像を映す代わりにキャラクタを表示させ、キャラ
クタが音に反応して口を動かしたり、ボタン操作で
キャラクタを動作させたりできます。お好きなキャ
ラクタをダウンロードし、そのキャラ電を撮影した
静止画・動画ファイルを待受画像に設定したり、メー
ルに添付して送ることもできます。（メール添付や
FOMA端末外への出力が禁止されている画像ファイ
ル・動画ファイルは送信できません。）

キャラ電をダウンロードするにはnP.213

キャラ電の確認nP.327

キャラ電を設定するにはnP.324

キャラクタの操作方法nP.324

キャラ電の撮影nP.325

赤外線通信機能
赤外線通信機能が搭載された携帯電話、パソコンな
どと電話帳やメール、ブックマークなどを送受信す
ることができます※。
また、ｉアプリで赤外線通信を利用することによ
り、赤外線通信機能が搭載された機器と連動して、よ
り広がった使いかたができます。たとえば携帯電話
をテレビのリモコンや会員証などとして利用するこ
とが可能です。
※ 相手の機器によっては、赤外線通信機能が搭載されてい

ても通信できないデータがあります。

赤外線通信モードにするにはnP.343

SSL通信
SSLとは、認証／暗号技術を使用して、プライバシーを

守ってより安全にデータ通信を行う方式のことです。

SSLページではデータを暗号化して送受信することに

より、通信途中での盗聴、なりすましや書き換えを防止

し、クレジットカード番号や住所などお客様の個人情

報をより安全にやりとりできるようにしています。

SSL通信には、ｉモード端末から特別な操作なしに、

端末内のCA証明書を利用し、SSLに対応したサイト

（SSLページ）を表示するものと、FirstPassセンター

からダウンロードしたユーザ証明書を利用し、SSLに

対応したサイト（SSLページ）を表示するものと２つ

あります。なお、サイトによって、使用する証明書は

異なります。nP.220
ｉモード端末に保存されているCA証明書を利用するに

はnP.220

FirstPassのユーザ証明書を利用するにはnP.221

FOMAカード動作制限機能
お客様情報〔電話番号・電話帳（一部）など〕を格納し

ているFOMAカードを、ｉモード端末に挿入して、サ

イトからダウンロードしたり、メールにて取得した

メロディ・静止画・動画などのファイルを動作制限し

ます。また、別のFOMAカードを差し替えたり、また

は未挿入の状態で電源ONした場合、取得したファイ

ルの再生・表示を不可にする機能です。
※ カメラ機能によりお客様が撮影した静止画・動画、外部メ

モリからｉモード端末内に保存したファイルについて

は、本機能の対象外となります。

※ 着信音や待受画面設定など、ｉモード端末に設定してい

た場合、本機能により設定がリセットされます。

ｉメロディ
サイトから最新の曲やお好みの曲をｉモード端末

にダウンロードし、着信音として利用できます。

nP.211

ｉアニメ
サイトからお好みのアニメーション画像をｉモー

ド端末にダウンロードし、待受画面や着信画面に表

示できます。nP.137、P.139
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Flash

Flashとは、絵や音を利用したアニメーション技術で

す。多彩なアニメーションや表現力豊かなサイトを

利用できます。また、Flash画像を利用した画像を

ｉモード端末にダウンロードし、待受画面に設定す

ることもできます。nP.137

Flash画像によっては、お客様のｉモード端末の端末

情報データを参照できるものがあります。nP.216

利用する登録データには次のものがあります。
電池残量 効果音設定

受信レベル バイリンガル設定

時刻情報 機種情報

メッセージサービス
メッセージサービスは、欲しい情報（メッセージ）が

自動的にお客様のｉモード端末に届くサービスで

す。メッセージサービスにはメッセージR（リクエス

ト）とメッセージF（フリー）があります。

メッセージサービスの受信方法はnP.217

メッセージF（フリー）の設定について、2004年10月１日

以降にFOMAの新規ご契約と同時にｉモードをお申し込

みの場合は、メッセージF設定のお買い上げ時の設定が

「受信する」となっております。お客様が受信を希望され

ない場合は、メッセージF設定をお客様ご自身で「受信し

ない」設定にご変更いただく必要がございますので、ご了

承ください。

※上記の場合以外のお客様がメッセージFをご利用にな

るには、あらかじめオプション設定からの受信設定が

必要です。お買い上げ時には、「受信しない」設定に

なっております。

電源が入っていないとき、圏外などで受信できないとき

は、メッセージR／Fはｉモードセンターに保管されま

す。

ｉモードセンターでのメッセージの保管件数、保管期間

は次のとおりです。最大保管件数、最大保管期間を超えた

場合は、最も古いメッセージから順に削除されます。

ｉモードセンターに保管されたメッセージR／Fは、

ｉモード問い合わせにより受信できます。（nP.218）

トクだねニュース便
メッセージR（リクエスト）機能を利用し、ニュース

や天気などの情報をｉモード端末にドコモが配信

するサービスです。

トクだねニュース便はお申し込みが必要な有料サー

ビスです。お申し込み完了後、自動的にマイメニュー

登録され、マイメニューからアクセスしても同じ情

報を見ることができます。
メッセージRの画面の見かたはnP.219

ｉモードパスワード
マイメニューの登録・削除、ｉモードメールの設定

などを行うときには「ｉモードパスワード」が必要

です。ご契約時は［0000］に設定されていますので、

お客様独自の４桁の数字に変更してください。

nP.205

ｉモードパスワードは他人に知られないよう十分

にご注意ください。

インターネットホームページのアドレス（URL）を入

力することにより、インターネットに接続し、

ｉモード対応のインターネットホームページを表

示することができます。
表示方法はnP.206

メッセージR
（リクエスト）

メッセージサービスを提供するサイト
でお申し込みいただくと欲しい情報が
自動的に届けられるメッセージです。

メッセージF
（フリー）

パケット通信料無料で届けられるメッ
セージです。

最大保管件数 最大保管期間

メッセージR 300件 72時間

メッセージF 300件 72時間

インターネット接続

お知らせ

ｉモード対応のインターネットホームページ以外は正し

く表示されない場合があります。

ｉモード対応のホームページとは、ｉモード対応のタグ

などで作成されたホームページのことです。

詳しくはnP.206

パソコン上での表示とは異なる場合があります。

URLが512文字を超えるインターネットホームページ

は表示できない場合があります。

ｉモードのご使用にあたって
サイト（番組）やインターネット上のホームページ

（インターネットホームページ）の内容は、一般に著

作権法で保護されています。これらサイト（番組）や

インターネットホームページからｉモード端末にダ

ウンロードした文章や画像などのデータを、個人と

して楽しむ以外に、著作権者の許可なく一部あるい

は全部をそのまま、または改変して販売、再配布する

ことはできません。

ｉモード端末に保存されている内容（メール、メッ

セージ、画面メモ、ｉアプリ、ｉモーション）やブック

マークなどの登録内容は、ｉモード端末の故障、修理

やその他の取り扱いによっても消失する場合があり

ますので、登録内容や重要な内容は控えを取ってお

くことをおすすめします。万が一、保存されている内

容や登録した内容が消失した場合、当社としては責

任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

ｉモード端末の修理などを行った場合、ｉモード・

ｉアプリ・ｉモーションにて取得した情報は、一部を

除き著作権法により新しい携帯電話への移行を行っ

ておりません。また、別のFOMAカードを差し替えた

り、FOMAカードを未挿入のまま電源ONにした場

合、機種によってサイトからダウンロードした静止

画・動画・メロディやメールで送受信した添付ファイ

ル（静止画・動画・メロディ）、「画面メモ」および「メッ

セージR／F」などを表示・再生できません。

FOMAカードにより表示・再生が制限されているファ

イルを待受画面・指定着信音などに設定されている場

合、別のFOMAカードを差し替えたり、FOMAカードを

未挿入のまま電源ONにすると、設定内容はお買い上げ

時の状態にリセットされます。
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IP（情報サービス提供者）が提供する各種サービスを

ご利用いただけます。

FOMA端末のディスプレイ上で、銀行の残高照会や

各種チケットの予約などができます。

（サイトによりサービス内容が異なります。また、別

途申し込みが必要なことがあります。）

1 待受画面でiを押す。
TOPメニューから*（ｉモード）で選択することも

できます。

2 1［ｉMenu］を押す。
接続を中止するときは、

接続中（［=］点滅）に、i
［中止］を押します。

ｉモード中に表示されるマーク
7： ｉモード待機中です。（点滅）

=： ｉモード接続中です。（点滅）

o： SSLページ表示中です。

z： 画像読み込み中と、画像表示設定が［OFF］の場

合に表示されます。

R： 画像読み込みに失敗した場合、表示できない形

式の画像の場合に表示されます。

D： URLが正しくないため画像が読み込めない場

合に表示されます。

A： ｉアプリダウンロード中です。

3 項目を選んでtを押す。
この操作をくり返し、目的のサイトを表示します。

4 終了するときはHを押し、［はい］を
選んでtを押す。

携帯電話／FOMAカード（UIM）の製造番
号送信について

サイトやインターネットホームページを表示すると

きに、携帯電話情報通知画面が表示されることがあ

ります。［携帯電話／FOMAカード（UIM）の製造番号

を送信します］と表示された場合、携帯電話情報を送

信するときは［はい］を選んでtを押します。送信し

ないときは［いいえ］を選んでtを押します。送信せ

ずに元の画面に戻るには、cを押すか、［戻る］を選

んでtを押します。

サイト表示

サイトを表示する

画面を上下にスクロールする 下：p 上：o
１画面単位でスクロールする 下：a［▼ページ］

上：m［▲ページ］

お知らせ

サイト表示時に、画像を読み込まないように設定するこ

ともできます。（nP.216）

サイトによっては、文字が正しく表示されなかったり、

実際のサイトの画面と同じ表示ができない場合があり

ます。文字が正しく表示されない場合は、文字コード変

換を行うと正しい文字に変換して表示できることがあ

ります。（nP.206）

サイトなどからダウンロードしたファイル形式により、

FOMA端末の持っている最大表示色数で発色できない

場合があります。

サイト表示中にi［ｉモードメニュー］を押すと、

ｉモード終了確認画面が表示されます。［はい］を選択す

ると、ｉモードメニュー画面が表示されます。

電話帳指定着信許可／拒否、非通知理由別着信拒否、電

話帳登録外着信拒否を設定している場合、着信を許可し

ない相手からｉモード中やｉモード待機中に電話がか

かってきたときも、着信音が鳴りません。相手の電話番

号や電話帳に登録した名前が着信履歴に残ります。相手

には話中音が聞こえます。

文字コードを変換する＜文字コード変換＞

サイト表示中にC73

サイトのサーバー証明書を参照する＜証明書参照＞

サイト表示中にC72

Flash画像やGIFアニメーションを再び再生する
＜リトライ＞

サイト表示中にC74

フルブラウザ表示に切り替える
＜フルブラウザ切替＞

サイト表示中にC8 ? ［はい］ ? t

ｉモードをPIMロックする＜PIMロック＞

待受画面でi76 ? 端末暗証番号（４～８桁の
数字）を入力 ? t ? 1

お知らせ

携帯電話／FOMAカード（UIM）の製造番号が送信され

る前に必ず、送信確認画面が表示されます。自動的に送

信されることはありません。

送信される「携帯電話／FOMAカード（UIM）の製造番号」

は、IP（情報サービス提供者）がお客様を識別し、お客様に

カスタマイズした情報を提供したり、IP（情報サービス提

供者）の提供するコンテンツが、お客様の携帯電話で使

用できるかどうかを判定するために用いられます。

送信するお客様の「携帯電話／FOMAカード（UIM）の製

造番号」は、インターネットを経由してIP（情報サービス

提供者）に送信されるため、場合によっては第三者に知

得されることがあります。なお、この操作によりご使用

の電話番号、お客様の住所や年齢、性別が、IP（情報サー

ビス提供者）などに通知されることはありません。

お知らせ
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サイトなどでの画像表示について
サイトやインターネットホームページ、画像メール

やメッセージR／Fの画面には、画像が表示されるこ

とがあります。

FOMA端末では、GIF形式や

JPEG形式の画像、Flash画像を

表示できます。（ただし、一部表

示できないJPEG形式の画像も

あります。）

画像を受信中は、［z］が表示さ

れ、受信が終わると画像を表示

します。

画像を表示するかしないかを画

像表示設定（nP.216）で設定できます。［OFF］に設定す

ると、画像の代わりに［z］が表示されます。

FOMA端末では、SSL通信に対

応したサイトや「https://」から

始まるインターネットホーム

ページ（SSLページ）を表示で

きます。SSL対応のページを表

示しようとしているときは、右

のような画面が表示されます。

SSL通信を中止するときはi［中止］を押します。

SSL対応のページを表示するときは、以下のいずれ

かの証明書を使用します。（nP.220）

SSL対応のページを表示しているときは、［o］が表示さ

れます。

SSL対応のページから通常の

ページへ移動するときは、SSL

を終了するかどうかを確認す

る旨のメッセージが表示され

ます。

ｉモードを終了すると、最後に表示していたページ

のURLがラストURLとして記憶されます。ラスト

URLを利用すると、最後に表示したページに簡単に

接続できます。
URLが半角2000文字を超えるページは表示できない場合

があります。メロディのダウンロード完了の画面など、ペー

ジによってはラストURLに記憶されない場合があります。

1 待受画面でi61を押す。

TOPメニューから*
（ｉモード）→［Internet］

→［ラストURL］の順に選

択することもできます。

最後に表示したページの

URLが表示されます。

2 t［接続］を押す。

お知らせ

保存したFlash画像は、サイトやインターネットホーム

ページでの見えかたと異なる場合があります。

インターネット接続でGIF形式、JPEG形式の画像データ

やFlash画像も表示できます。ただし、受信したｉモード

メールにGIF形式、JPEG形式の画像データやFlash画像

のURLが記載されていても、画像メールとしては表示で

きません。この場合は、対象のURLをクリックすると

「Web To機能」を利用してGIF形式、JPEG形式の画像

データやFlash画像が表示されます。

画像を取得できなかったときは、［R］が表示されます。

再読み込みを行うと、取得可能な場合があります。

GIF形式、JPEG形式、Flash画像以外の画像を受信したと

きは、画像の代わりに［R］が表示され、画像は表示でき

ません。

SSL対応のページを表示するとき

CA証明書 ドコモ証明書 ユーザ証明書

お知らせ

［このサイトは安全でない可能性があります。接続しま

すか？］、［このサイトの安全性が確認できません。接続

しますか？］、［この接続先の安全性が確認できません。

接続しますか？］と表示されたときは、ページのSSL証

明書が期限切れになっているか、FOMA端末が使用して

いるSSL証明書と異なる証明書を使用しているページ

を表示しようとしています。

この場合、クレジットカード番号や住所などお客様の個

人情報を安全に送信できませんので、ご注意ください。

続けてページを表示させるときは［はい］を選択します。

ページを表示させないときは［いいえ］を選択します。

最後に表示したページに再接続する
＜ラストURL＞

ラストURLを削除する＜削除＞

「最後に表示したページに再接続する ＜ラストURL＞」
の操作１の画面でC1 ? ［はい］ ? t

ラストURLをブックマークに登録する
＜Bookmark登録＞

「最後に表示したページに再接続する ＜ラストURL＞」
の操作１の画面でC2 ? フォルダを選ぶ t ? ［OK］ 
? t

ラストURLをコピーする＜コピー＞

「最後に表示したページに再接続する ＜ラストURL＞」
の操作１の画面でC3

関連操作のお知らせ

ブックマーク登録について
ブックマークの登録方法については、P.207の操作１～

２を参照してください。

コピーについて
コピーは最大半角2000文字まで可能です。
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サイトやインターネットホームページ、画面メモの

文字サイズを設定できます。
お買い上げ時設定（標準）

1 待受画面でi732を押し、文
字サイズを選ぶ。

TOPメニューから*（ｉモード）→［ｉモード設定］

→［Internet設定］→［文字サイズ設定］の順に選択

することもできます。

文字サイズの種類

サイトやインターネットホームページ、画面メモの

メロディの再生音量を設定できます。
お買い上げ時設定（音量５）

1 待受画面でi737を押す。
TOPメニューから*（ｉモード）→［ｉモード設定］

→［Internet設定］→［効果音設定］の順に選択する

こともできます。

2 o（上げる）／p（下げる）を押して音
量を調節し、tを押す。

サイトやインターネットホームページでは、表示さ

れている画面から他の画面に移動したり、情報をも

う一度読み込むことができます。表示中のURLを確

認したり、電話番号などを電話帳に登録することも

できます。

FOMA端末ではFlash画像を表示できます。Flashと

は絵や音を利用したアニメーション技術です。Flash

画像によりサイトの表現力がより豊かになります。

また、Flash画像をデータBOXのマイピクチャに保存

し、待受画面に設定することもできます。

（nP.137、P.309）

1 Flash画像のあるサイト、インター
ネットホームページや保存している画
面メモを表示する。（nP.200の操作
１～３、P.206の操作１～２、P.209の
操作１～２）

Flash画像が自動的に再生されます。

文字サイズを変更する＜文字サイズ設定＞

大きい文字 1
標準 2
小さい文字 3

お知らせ

サイトによっては、［文字サイズ設定］を変更すると正し

く表示されない場合があります。

メロディの再生音量を設定する
＜効果音設定＞

お知らせ

サイトやインターネットホームページを表示中に

C75で音量変更することができます。

［標準］に
設定した場合

［小さい文字］に
設定した場合

［大きい文字］に
設定した場合

サイトの見かたと操作

Flash画像を表示する＜Flash画像表示＞

Flash画像内にリン
クなどが設定され
ているとき

opt0～9*#
で、Flash画像内のリンクなど
を選ぶことができます。

［*］が表示されていない場
合でも、操作できることが
あります。

Flash画像の効果音
の音量を設定する

（nP.215）

Flash画像を表示中にC→［表
示／設定］→t→［効果音設
定］→t→o（上げる）／
p（下げる）

Flash画像を再び再
生する

Flash画像を表示中にC→［表
示／設定］→t→［リトライ］
→t

お知らせ

送信される「携帯電話／FOMAカード（UIM）の製造番

号」は、IP（情報サービス提供者）がお客様を識別し、お客

様にカスタマイズした情報を提供したり、IP（情報サー

ビス提供者）の提供するコンテンツが、お客様の携帯電

話で使用できるかどうかを判定するために用いられま

す。

送信するお客様の「携帯電話／FOMAカード（UIM）の製

造番号」は、インターネットを経由してIP（情報サービス

提供者）に送信されるため、場合によっては第三者に知

得されることがあります。なお、この操作によりご使用

の電話番号、お客様の住所や年齢、性別が、IP（情報サー

ビス提供者）などに通知されることはありません。

画像表示設定を［OFF］に設定しているときは、Flash画

像は表示されません。

着信バイブレータを設定しても、Flash画像の効果音に

合わせて振動することはありません。

Flash画像を再生中に30秒以上操作しなかった場合は、

一時停止します。再生を再開するにはtを押します。（他

のボタンでも再開できます。）

待受画面や発着信画面に設定されたFlash画像のメロ

ディは再生されません。
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サイトやインターネットホームページでは、表示さ

れている画面から、他の画面に移動できる場合があ

ります。これを「リンク」といいます。リンク設定され

ている文字列は通常、青色で表示されます。選択され

ているリンクは、反転表示されます。
リンクは画像に設定されていることもあります。選択す

ると、画像が実線で囲まれます。

リンクを選んで画面を移動する

pを押すと、次のリンクが反転され、oを押すと、前のリ

ンクが反転表示されます。

番号をダイヤルボタンで指定して画面を
移動する

選択できるリンクの先頭に［1］、［2］、［3］などの

番号が付いていることがあります。先頭に付いてい

る番号と同じダイヤルボタン（0～9、*、

#）を押すと、移動できます。

※ 一部ご利用になれないサイトやインターネットホーム

ページもあります。

サイトやインターネットホームページ内
の項目選択や文字入力

サイトやインターネットホームページ内で、次の方

法で項目を選択したり、文字入力を行う場合があり

ます。

Flash画像によっては、画面メモとして保存しても、画像

の一部が保存されないなど、サイトでの見えかたと異な

る場合があります。

再生中にエラーが発生したFlash画像は保存できませ

ん。

Flash画像によっては、再生中にFOMA端末を振動させ

るものがあります。バイブレータを［OFF］に設定してい

ても振動しますので、ご注意ください。

Flash画像によっては、端末情報データを利用するもの

があります。お買い上げ時は、［利用する］に設定されて

います。（nP.216）

Flash画像が表示されていても、正しく動作しない場合

があります。

Flash画像の保存については、P.210の操作１～３を参照

してください。

リンク先や項目を選択する

お知らせ

u

t

リンク先へ

名　称 表示例 内　容

ラジオ
ボタン

4 ： 非選択状態
B ： 選択状態

項目などの選択に使用し
ます。１つの項目のみ選
択できます。

チェック
ボックス

2： 未選択状態
E ： 選択状態

項目などの選択に使用し
ます。複数の項目を選択
できます。

プルダウン
メニュー

項目などの選択に使用し
ます。プルダウンメ
ニューを選ぶと、選択で
きる項目の一覧が表示さ
れます。

テキスト
ボックス

文字を入力できます。文
字入力画面で、サブメ
ニューから「バーコード
リーダー」を利用して
JANコード／QRコードの
文字情報を読み取ってテ
キストボックスに入力で
きます。（メロディと画像
は入力できません。文字
情報として表示されま
す。また、テキストボック
スに入力できない文字を
読み取っても表示されま
せん。）

2

リンク先へ
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FOMA端末はサイトやインターネットホームページ

の画面と表示してきた経路を、最大10件記憶してい

ます。これを「キャッシュ」といいます。通信を行わず

にキャッシュとして記憶されたページをvを押し

て、前のページ／次のページの表示ができます。

Flash画像が表示されている場合は、表示動作が異な

ることがあります。

qを押して前のページを表示したあとは、rを押して次

のページを表示できます。

キャッシュに記憶されたページを表示するときは、以前

入力した文字や設定などの情報は表示されません。

履歴に10件記憶されている状態で、新たなページを表示

すると、古い履歴から順に削除されます。

vを押して前、または次のページを表示するときに、

キャッシュ内にそのページが残っていない場合や、

FOMA端末のキャッシュサイズをオーバーしている場

合、必ず最新情報を読み込むように設定（作成）されたサ

イトのページを表示する場合は、サイトからダウンロー

ドして表示します。

キャッシュに保存した画面を切り替えているとき、画面

の表示に時間がかかることがあります。

履歴とキャッシュの情報は、ｉモードを終了するとリ

セットされます。

qを続けて押すと、これまで表示してきたページをさか

のぼって表示できます。ただし、途中でqを押して前の

ページを表示させ（「C」から「B」に戻る）、そのページから

他のページ（「D」）を表示させたときは、「D」からqを２回

押しても「C」は表示されません。「B」→「A」の順で前の

ページを表示します。

〈画面「A」→「B」→「C」→「B」→「D」の順番でページを

表示させたとき〉

サイトやインターネットホームページの情報が正常

に受信できなかったとき（［R］が表示されたとき）な

どに、もう一度そのサイトやインターネットホーム

ページに接続して、情報をもう一度読み込むことが

できます。
この操作はサイトやインターネットホームページの情報

のダウンロードが完全に終わってから行ってください。

1 サイトやインターネットホームページ
を表示中（nP.200の操作１～３、
P.206の操作１～２）に、C1［再読
み込み］を押す。

再読み込みを開始します。

再読み込みを中止するときは、接続中（［=］点滅）

に、i［中止］を押します。

表示中のサイトやインターネットホームページの

URLを確認できます。

URLとは、「http://www.xxx.△△.jp」などで表示さ

れるアドレスです。URLは最大半角2048文字（http:/

/などを含む）まで表示できます。
表示したURLを編集することはできません。

1 サイトやインターネットホームページ
を表示中（nP.200の操作１～３、
P.206の操作１～２）に、C71
［URL表示］を押す。

画面メモ（nP.209）のURLを表示するときは、画

面メモ一覧画面でC4を押します。

ブックマーク（nP.207）のURLを表示するとき

は、ブックマーク一覧画面でC3を押します。

前のページに戻る／進む（キャッシュ、
履歴について）

１つ前のページ

現在表示しているページ

前のページに戻
れることを示し
ます。

次のページに進
めることを示し
ます。

r
q

r
q

2つ前のページ

情報を再読み込みする＜再読み込み＞

お知らせ

再読み込みを行っても、サイトやインターネットホーム

ページの情報が正常に受信できない場合もあります。

画面メモは、再読み込みできません。

URLを参照する＜URL表示＞

URLをコピーする C
画面を上下にスクロールする 下：p 上：o

… ページの表示の順

… 前のページを表示させたときの順番

q

q

q
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サイトやインターネットホームページで反転表示さ

れた電話番号やメールアドレスを、電話帳に登録で

きます。

1 サイトやインターネットホームページ
を表示中（nP.200の操作１～３、
P.206の操作１～２）に、電話番号や
メールアドレスを選んでC34
［電話帳登録］を押し、登録方法を選ぶ。

電話帳入力画面に、選択した電話番号やメールア

ドレスが入力されています。電話帳登録の操作を

続けます。（nP.108）

ｉMenu、メニューリストの中のよく利用するサイ

トをマイメニューに登録すると、次回からそのサイ

トに簡単に接続できます。
マイメニューは最大45件まで登録できます。マイメ

ニューに登録できないサイトもあります。

インターネットホームページは登録できません。簡単に

接続するにはブックマークをご利用ください。

（nP.207）

1 登録したいサイトを表示（nP.200の
操作１～３）し、マイメニュー登録用の
メニュー（例：［kマイメニュー登録］）
を選んでtを押す。

2［ｉモードパスワード入力］の入力欄
を選んでtを押し、ｉモードパスワー
ド（４桁の数字）を入力してtを押す。

入力したパスワードは、［b］で表示されます。

3［>］を選んでtを押す。

1 待受画面でi1［ｉMenu］を押し、
［マイメニュー］を選んでtを押す。

2 サイトを選んでtを押す。

マイメニューの登録／削除、メッセージR／Fや

ｉモード有料サイトの申し込み／解約、メール設定

を行うときには、ｉモードパスワード（４桁の数字）

が必要です。
ｉモードパスワードの変更は、ｉモードをご契約後に可

能となります。なお、ｉモードパスワードは他人に知られ

ないよう十分にご注意ください。

ｉモードパスワードをお忘れのときは、ご契約いただい

たご本人であるかどうか確認できるもの（運転免許証な

ど）をドコモショップ窓口にご持参いただき、ｉモードパ

スワードを［0000］にリセットさせていただきます。

お買い上げ時設定（0000）

1 待受画面でi1を押し、［料金＆お申
込・設定］を選んでtを押し、［オプショ
ン設定］を選んでtを押す。

2［ｉモードパスワード変更］を選んで
tを押す。

3［現在のパスワード］の入力欄を選んで
tを押し、現在のｉモードパスワード
（４桁の数字）を入力してtを押す。

4［新パスワード］の入力欄を選んでtを
押し、新しいｉモードパスワード（４桁
の数字）を入力してtを押す。

5［新パスワード確認］の入力欄を選んで
tを押し、もう一度新しいｉモードパ
スワード（４桁の数字）を入力してtを
押す。

電話番号やメールアドレスを電話帳に
登録する＜電話帳登録＞

FOMA端末（本体）電話帳に新規登録する 1
FOMAカード電話帳に新規登録する 2
電話帳に追加／上書き登録する 3

お知らせ

画面メモで反転表示される電話番号やメールアドレス

も、電話帳に登録できます。（nP.209）

反転表示される電話番号やメールアドレスでも、電話帳

に登録できないことがあります。

マイメニュー

マイメニューに登録する

マイメニューに登録する

お知らせ

各サイトによってページ構成が異なります。

有料サイトに申し込むと、自動的にマイメニューに登録

されます。

詳しくは最新の『ご利用ガイドブック（ｉモード

＜FOMA＞編）』をご覧ください。

マイメニューに登録したサイトを表示
する

お知らせ

デュアルネットワークサービスをご利用の方は、

mova端末で登録したマイメニューをFOMA端末で、

FOMA端末で登録したマイメニューをmova端末でご利

用になれない場合があります。

ｉモードパスワード変更

ｉモードパスワードを変更する
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6［>］を選んでtを押す。

インターネットホームページのアドレス（URL: 

http://などで始まるアドレス）を入力して、接続でき

ます。
ｉモードに対応していないインターネットホームページ

や、情報量の多いインターネットホームページは正しく

表示されないことがあります。

1 待受画面でi63を押す。
TOPメニューから*（ｉモード）→［Internet］→

［URL入力］の順に選択することもできます。

URLの入力画面が表示されます。（「http://」が入力

されています。）

以前にURLを入力したことがある場合には、その

URLが表示されます。

サイトやインターネットホームページ表示中に他

のホームページに接続するときは、サイト表示中

にC52を押します。

2 URLを入力してtを押す。
最大半角512文字まで入力できます。（「http://」な

どを含む。）

表示中の操作はサイトの場合と同様です。

インターネットホームページの文字が正しく表示さ

れないときは、正しい文字に変換して再表示します。

1 サイトやインターネットホームページ
を表示中（nP.200の操作１～３、
P.206の操作１～２）にC73［文
字コード変換］を押す。

インターネットホームページを正しい文字に変換

して再表示します。

正しく表示されないときは、同じ操作をくり返し

ます。

FOMA端末には、ｉモードメニューの［Internet］から

接続したインターネットホームページの履歴を最大

９件まで記憶しています。

この履歴を利用して、インターネットホームページ

へ再接続できます。

1 待受画面でi62を押す。
TOPメニューから*（ｉモード）→［Internet］→

［URL履歴］の順に選択することもできます。

2 URLを選んでtを押す。

インターネット接続

インターネットホームページを
表示する

バーコードリーダーで
URLを読み取るとき

（nP.190）

URLの入力画面で
C63

URLを間違えたとき URLの入力画面でc
最後の一文字または
カーソルのあたってい
る文字が消えます。
すべての文字を消すと
きは、カーソルが最初
の１文字、または最後
の１文字の後にあると
きにcを１秒以上押
します。

接続を中止する 接続中（［=］点滅）にi
接続を終了する H→［はい］→t

お知らせ

文字が何も入力されていない状態でcを２回押すと、

ｉモードメニューに戻ります。

受信したデータが、１ページの最大サイズを超えた場

合、［最大サイズを超えたので中断しました］と表示さ

れ、受信を中断し取得したところまでのデータを表示し

ます。

インターネットホームページを正しい
文字で表示し直す＜文字コード変換＞

お知らせ

正しく表示されているときに文字コードを変換すると、

正しく表示できない場合があります。

文字コード変換をくり返しても、正しく表示できない場

合があります。

文字コード変換を４回くり返すと、元の表示に戻ります。

正しい文字で表示し直したあと、ページの更新、進む、戻

るなどの操作を行った場合、文字表示は元に戻ります。

URL履歴を使ってページを表示する
＜URL履歴＞

お知らせ

URL履歴が９件を超えたときは、古いものから順に自動

的に上書きされます。

サイトやインターネットホームページ表示中に他の

ホームページに接続するとき
C51を押すと、URL履歴一覧画面が表示されま

す。以降は操作２と同様です。

URL履歴を削除する＜１件削除＞

1 「URL履歴を使ってページを表示する ＜URL履

歴＞」の操作１のURL履歴一覧画面でC1
すべてのURL履歴を削除するとき：C2 ? 端末

暗証番号（４～８桁の数字）を入力 ? t
2 ［はい］ ? t

URL履歴のURLをすべて表示する＜URL表示＞

「URL履歴を使ってページを表示する ＜URL履歴＞」
の操作１のURL履歴一覧画面でC3

URLをコピーするとき：C
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よく見るサイトやインターネットホームページの

URLをブックマークに登録しておくと、すぐに見た

いページを表示できます。
フォルダを追加して、ブックマークを種類ごとに分けて

管理できます。（nP.208）

画像やメロディが保存されているサイトやインターネッ

トホームページのURLをブックマークに登録したとき、サ

イトやインターネットホームページによってはブック

マークから表示できない場合もあります。

ブックマークはフォルダ全体で最大100件まで登録

できます。
１件あたりのURLの文字数は、最大半角256文字までです。

URLの文字数が256文字を超えるときは登録できません。

1 サイトやインターネットホームページ
を表示中（nP.200の操作１～３、
P.206の操作１～２）に、C21
［Bookmark登録］を押す。

タイトルまたはURLの先頭から全角12文字分（半

角24文字分）までが登録されます。タイトルの文

字数が全角12文字（半角24文字）を超えるときは、

超えた部分が削除されて登録されます。タイトル

がないときは、先頭から24文字のURLが登録され

ます。

2 フォルダを選んでtを押し、登録する。

1 待受画面でi3を押す。

TOPメニューから*
（ｉモード）→

［Bookmark］の順に選択

することもできます。

サイトやインターネット

ホームページ表示中に

ブックマークを利用する

ときは、サイト表示中に

C22を押します。

2 フォルダを選んでtを押し、ブック
マークを選んでtを押す。

ブックマークのURLを確認するときは、ブック

マークを選んでC3を押します。

ブックマークのURLをコピーするときは、ブック

マークを選んでC4を押します。

接続を中止するときは、接続中（［=］点滅）にi
［中止］を押します。

ブックマーク

ホームページやサイトを登録し
てすばやく表示する

ブックマークに登録する

すでにブック
マークが100件
登録されている
とき

［Bookmarkがいっぱいです。他の
Bookmarkを上書きしますか？］
→［はい］→t→フォルダを選ぶ
→t→上書きするブックマーク
を選ぶ→t

すでに同じURL
が登録されて
いるとき

［同じURLが登録されています。
上書きしますか？］→［はい］→t

［いいえ］を選択すると、サイト
やインターネットホームペー
ジの表示画面に戻ります。

URLが長すぎる
とき

［URLが長すぎて登録できませ
ん］と表示され、登録できません。

登録する ［OK］→t
タイトルを変えて
登録する

［タイトル編集］→t→タイ
トルを編集→t

全角12文字（半角24文
字）まで入力できます。

保存するフォルダを
変更して登録する

［フォルダ変更］→t→フォ
ルダを選ぶ→t→［OK］→t

お知らせ

サイトやインターネットホームページ上で、ラジオボタ

ン、チェックボックス、プルダウンメニューで選択した

り、テキストボックスに入力した状態でブックマークに

登録しても、選択した項目や入力した文字はブックマー

クに登録されません。

サイトやインターネットホームページによっては、ブッ

クマークに登録できない場合があります。

miniSDメモリーカードについて
FOMA端末（本体）に登録したブックマークをminiSDメ

モリーカードにコピーしたり（nP.332）、miniSDメモ

リーカード内のブックマークを表示（nP.334）できま

す。

miniSDメモリーカードに保存されているブックマーク

をFOMA端末（本体）にコピー（nP.335）できます。

miniSDメモリーカード内のブックマーク一覧画面で

は、ｉモードのブックマークとフルブラウザのブック

マークが混在して表示されます。ｉモードのブックマー

クには［S］が、フルブラウザのブックマークには［T］

が表示されます。

赤外線通信について
FOMA端末（本体）に登録したブックマークを赤外線通

信で送信したり、赤外線通信でブックマークを受信でき

ます。（nP.344）

ブックマークに登録した内容は、別にメモを取るか、パ

ソコンをお持ちの場合はminiSDメモリーカード
（nP.329）やデータリンクソフト（nP.443）をご利
用いただき、パソコンに転送・保管することをおすすめ

します。
FOMA端末の故障・修理やその他取り扱いによって登録

内容が消失する場合があります。万が一、登録してある

内容が消失しても、当社としては責任を負いかねますの

で、あらかじめご了承ください。

ブックマークからサイトやインター
ネットホームページを表示する

登録しているすべ
てのブックマーク
一覧を表示する

C3［全Bookmark表示］

miniSDメモリー
カード内のブック
マークを利用する

C6［miniSDデータ参照］
再びFOMA端末（本体）の
ブックマークを利用すると
きは、cを２回押します。

お知らせ

Bookmarkフォルダ
一覧画面
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ブックマークを最大20個（［Bookmark］フォルダ含

む）のフォルダに分けて管理できます。

作成したフォルダはフォルダ名を編集したり、削除

できます。（ただし、あらかじめ登録されている

［Bookmark］フォルダは、フォルダ名を編集したり、

削除することはできません。）

フォルダを作成する＜フォルダ新規作成＞

1 Bookmarkフォルダ一覧画面
（nP.207）でC11［フォルダ新

規作成］を押す。

2 フォルダ名を入力してtを押す。
「新しいフォルダ」名を削除するときは、c（１秒

以上）を押します。

フォルダ名を編集する＜フォルダ名編集＞

1 Bookmarkフォルダ一覧画面
（nP.207）で、フォルダを選んで
C12［フォルダ名編集］を押す。

2 フォルダ名を編集し、tを押す。
フォルダ名を削除するときは、c（１秒以上）を

押します。

フォルダを削除する＜削除＞

1 Bookmarkフォルダ一覧画面
（nP.207）でフォルダを選んで
C2［削除］を押す。

2 削除方法を選ぶ。

ブックマークのタイトルを変更する
＜タイトル編集＞

1 Bookmarkフォルダ一覧画面
（nP.207）で、フォルダを選んでtを
押す。

2 ブックマークを選んでC1［タイト

ル編集］を押す。

3 タイトルを編集し、tを押す。
タイトルを削除するときは、c（１秒以上）を押

します。

ブックマークを別のフォルダに移動する
＜移動＞

1 Bookmarkフォルダ一覧画面
（nP.207）で、フォルダを選んでtを
押す。

2 ブックマークを選んでC5［移動］を

押す。

3 移動方法を選ぶ。

ブックマークを削除する＜削除＞

1 Bookmarkフォルダ一覧画面
（nP.207）でフォルダを選んでtを
押す。

2 ブックマークを選んでC2［削除］を
押す。

3 削除方法を選ぶ。

お知らせ

Bookmark一覧は利用した順に表示されます。

FOMA端末のBookmark一覧では、フルブラウザのブッ

クマークは表示されません。

コピーしたURLはメールやテキストメモの本文などに

貼り付けることができます。

フォルダを管理する

お知らせ

最大全角９文字（半角18文字）まで入力できます。

［Bookmark］フォルダ名は変更できません。

フォルダを１件削除
する

1→端末暗証番号（４
～８桁の数字）を入力→
t→［はい］→t

複数のフォルダを
まとめて削除する

2→端末暗証番号（４
～８桁の数字）を入力→
t→フォルダを選ぶt

（くり返し可）→C→
［はい］→t

フォルダは残してフォル
ダ内に限らず、すべての
ブックマークを削除する

3→端末暗証番号（４
～８桁の数字）を入力→
t→［はい］→t

お知らせ

［Bookmark］フォルダは削除できません。

ブックマークを管理する

お知らせ

最大全角12文字（半角24文字）まで入力できます。

ブックマークを１件移動
する

1→フォルダを選ぶ
→t

フォルダ内のすべての
ブックマークを移動する 

2→フォルダを選ぶ
→t

複数のブックマークを
まとめて移動する

3→ブックマークを選
ぶt（くり返し可）→C
→フォルダを選ぶ→t

ブックマークを１件
削除する

1→［はい］→t

フォルダ内のすべての
ブックマークを削除する

2→端末暗証番号（４
～８桁の数字）を入力→
t→［はい］→t

複数のブックマークをま
とめて削除する

3→ブックマークを
選ぶt（くり返し可）→
C→［はい］→t
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お好きなサイトやインターネットホームページの画

面を、画面メモとして保存しておくことができます。
画面メモ内の画像を、データBOXのマイピクチャに保存し

直すと待受画面に設定することもできます。（nP.210）

画面メモは最大400件まで保存できます。保存・登録でき

る最大件数はデータ量によって変わります。保存・登録し

た画面メモのデータ量が大きいときは、保存・登録できる

最大件数は少なくなります。

保存できる容量分の保護設定ができます。保護した画面

メモは、全削除時に削除されません。

1 サイトやインターネットホームページ
を表示中（nP.200の操作１～３、
P.206の操作１～２）に、C31［画
面メモ保存］を押す。

タイトルの全角12文字分（半角24文字分）までが

登録されます。タイトルが設定されていないとき

は、［無題］と表示されます。

画面メモを登録するメモリの空き容量がない場合

は、［画面メモがいっぱいです。上書きしますか？］

と表示されます。

［はい］を選択して上書きする画面メモを選択する

と、保存確認の画面に進みます。また、登録する画

面メモの容量が指定した画面メモよりも大きい場

合、［容量が不十分です。他の画面メモを上書きし

ますか？］と表示されます。［はい］を選択して上書

きする画面メモを選択します。選択した時点で、そ

の画面メモは削除されます。

［いいえ］を選択すると、サイトやインターネット

ホームページの表示画面に戻ります。

2 保存する。

1 待受画面でi5を押す。

TOPメニューから*
（ｉモード）→［画面メ

モ］の順に選択すること

もできます。

2 画面メモを選んでtを押す。

画面メモ

サイトの内容を保存する

画面メモを保存する

保存する ［OK］→t
タイトルを変えて
保存する

［タイトル編集］→t→タイト
ルを編集→t

全角12文字（半角24文字）
まで入力できます。

お知らせ

画像表示設定を［OFF］に設定しているときは、画面メモ

に画像は保存されません。

サイトやインターネットホームページ上で、ラジオボタ

ン、チェックボックス、プルダウンメニューで選択した

り、テキストボックスに入力した状態で画面メモを保存

しても、選択した項目や入力した文字は画面メモに保存

されません。

画面メモ保存時に、１件あたりの最大サイズ分(160Kバ

イト)の空き容量がない場合、［容量が不十分です。他の

画面メモを上書きしますか？］が表示されます。

画面メモを表示する

K（画面メモ） 通常の状態です。

|（画面メモ） 保護されています。

y（画面メモ） FOMAカード動作制限（nP.38）
が設定されています。

画面を上下にスクロールする 下：p 上：o
１画面単位でスクロールする 下：a［▼ページ］

上：m［▲ページ］

前後の画面メモを表示する 次：r 前：q
画面メモ一覧画面に戻るとき i［リスト］

お知らせ

画面メモに登録された情報は登録した時点の情報です。

最新のサイトやインターネットホームページの情報と

異なる場合があります。

画面メモのURLを確認する＜URL表示＞

画面メモ表示画面でC61
画面メモ一覧画面から：画面メモを選ぶ ? C4
URLをコピーするとき：URLが表示されている状態でC

画面メモの詳細な情報を確認する＜情報表示＞

画面メモ表示画面でC62
画面メモ一覧画面から：画面メモを選ぶ ? C5
確認を終わるとき：tまたはc

画面メモ内の静止画をデータBOXのマイピクチャ
にダウンロードする

画面メモ表示画面でC41

画面メモのURLを記載したｉモードメールを作成
する＜メール作成＞

画面メモ表示画面でC51

画面メモ内の静止画を添付したｉモードメールを
作成する＜画像メール作成＞

画面メモ表示画面でC52 ? t ? 1［URL貼
り付け］／2［画像添付］

画面メモ内の電話番号やメールアドレスを電話帳に
登録する＜電話帳登録＞

画面メモ表示画面でC43

画面メモ内のFlash画像の効果音量を調節するとき
＜効果音設定＞

画面メモ表示画面でC66 ? o（上げる）／p
（下げる）? t

画面メモ一覧画面
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画面メモを保護／削除したり、タイトルを変更でき

ます。画面メモの情報を表示することもできます。

画面メモのタイトルを変更する
＜タイトル編集＞

1 画面メモ一覧画面（nP.209）で、画面
メモを選んでC2［タイトル編集］を
押す。

画面メモ表示画面のときは、C2を押します。

2 タイトルを編集し、tを押す。
タイトルを削除するときは、c（１秒以上）を押

します。

画面メモを保護する＜保護設定＞

1 画面メモ一覧画面（nP.209）で、画面
メモを選んでC3［保護設定］を押す。

画面メモ表示画面のときは、C3を押します。

2［ON］／［OFF］を選ぶ。

画面メモを削除する＜削除＞

1 画面メモ一覧画面（nP.209）で、画面
メモを選んでC1［削除］を押す。

画面メモ表示画面のときは、C1を押します。

2 削除方法を選ぶ。

サイト、インターネットホームページやメッセージ
R／Fのお好みの画像やFlash画像、フレームやスタ
ンプを取得して保存できます。保存した画像は待受
画面などに設定できます（nP.137）。また、デコ
メールのテンプレートを提供しているサイトからデ
コメールテンプレートをダウンロードし、メール作
成に利用することもできます。

保存した画像はデータBOXのマイピクチャの［ｉモード］、

［アイテム］または作成したフォルダに保存できます。画像

の種別やサイズによって、保存先として選択できるフォル

ダが変わります。デコメールテンプレートはメールメ

ニューの［テンプレート］に保存されます。（nP.238）

画像の保存件数は、FOMA端末（本体）に保存する場合は

最大1000件です。メモリの使用状況によっては、少なく

なることがあります。

保存できる画像のファイルサイズや種類は、GIF画像

（100Kバイト）、JPEG画像（100Kバイト）、SWF画像

（Flash）（100Kバイト）です。

例：サイトやインターネットホームページの
場合

1 サイトやインターネットホームページ
を表示中（nP.200の操作１～３、
P.206の操作１～２）に、C32［画
像保存］を押す。

2 画像を選んでtを押し、フォルダを選
んでtを押す。

3［はい］を選んでtを押し、設定先の画
面を選んでtを押す。

画像のファイル形式に

よって、設定できる項目

が異なります。設定でき

ない項目はグレーで表示

されます。

待受画面に設定するとき

は、［待受画面に設定しま

すか？］と表示されます。

［はい］を選んでtを押します。

画面メモ内のFlash画像を再び再生する＜リトライ＞

画面メモ表示画面でC65

関連操作のお知らせ

静止画の取得について
P.210を参照してください。

画像メール作成について
ｉモードメール添付やFOMA端末外への出力が禁止さ

れているファイルは送信できません。

P.214を参照してください。

電話帳登録について
P.205の「電話番号やメールアドレスを電話帳に登録す

る」を参照してください。

画面メモを管理する

お知らせ

最大全角12文字（半角24文字）まで入力できます。

保護する 1
解除する 2

お知らせ

保護された画面メモには、［|］が表示されます。

画面メモを１件
削除する

1→［はい］→t

すべての画面メモ
を削除する

2→端末暗証番号 （４～８
桁の数字）を入力→t→

［はい］→t
複数の画面メモを
まとめて削除する

3→画面メモを選ぶt（く
り返し可）→C→［はい］→t

お知らせ

全件削除では、保護されていない画面メモだけを削除し

ます。

画像保存

サイトやメッセージから画像を
取得する
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サイトやインターネットホームページからメロディ

をダウンロードして保存できます。ｉメロディは最

大500件まで保存できます。（メロディのサイズに

よって、保存できる件数が変わります。）

保存したメロディは着信音に設定したり、ｉモード

メールに添付したりできます。
保存できるメロディのファイルサイズや種類は、SMF

（100Kバイト）、MFi（100Kバイト）です。

1 サイトやインターネットホームページ
を表示中（nP.200の操作１～３、
P.206の操作１～２）に、メロディを選
んでtを押す。

ダウンロードが終了すると、［完了しました］と表

示されます。

ダウンロードを中止するときは、ダウンロード中

にtまたはcを押します。

2 保存する。

サイトやインターネットホームページからPDFデー

タをダウンロードして、表示・保存できます。
ダウンロードできるPDFデータのファイルサイズは、最

大２Mバイトまでです。２Mバイト以上のファイルをダ

ウンロードすることはできません。また、ダウンロードし

たPDFデータが表示できない場合もあります。

500Kバイト以上のPDFデータをダウンロードする場合

には、［500KBを超えるデータです　ダウンロードします

か？］の確認画面が表示されます。

PDFデータは最大50件までFOMA端末（本体）に保存でき

ます。（PDFデータのサイズによって、保存できる件数が

変わります。）

ファイルサイズが不明のPDFデータは、ダウンロードで

きません。

ダウンロードしたPDFデータをminiSDメモリーカードに

保存したときは、¥PRIVATE¥DOCOMO¥DOCUMENT￥

PUDxxxフォルダに保存されます。（フォルダ名の「xxx」

は、001～999の３桁の半角数字）（nP.332）

お知らせ

保存したFlash画像は、サイトやインターネットホーム

ページでの見えかたと異なる場合があります。

ダウンロードした画像のサイズによっては、待受画面な

どに設定した場合、すべて表示できない場合があります。

サイトやインターネットホームページ、メッセージR／

Fやｉモードメールから画像を取得する場合は、メモリ

マークにご注意ください。メモリマークが表示されてい

るときに、画像を取得すると上書き保存される場合があ

ります。

あらかじめ、データBOXの不要な画像を削除して、メモ

リマークの表示を消すことをおすすめします。（画面メ

モ保存はできます。）

デコメールのテンプレートをダウンロードしてデコ
メールを作成する

1 サイトやインターネットホームページを表示中

に、デコメールテンプレートを選ぶ ? t
2 2を押す

プレビューするとき：1
保存しないとき：4

3 3 ? メール作成

サイトや画面メモの背景画像を保存する
＜背景画像保存＞

1 サイトやインターネットホームページを表示中

に、C33
画面メモのとき：画面メモ表示画面でC42

2 フォルダを選ぶ ? t

関連操作のお知らせ

デコメールテンプレートについて
テンプレートを保存しないと、メール作成を選択できま

せん。

メモリの空き容量がない場合は、テンプレートを保存で

きません。不要なファイルを選択削除し、メモリの空き

容量を増やしてから保存してください。（nP.341）

ｉメロディ

サイトからｉメロディをダウン
ロードする

O（黄色） メモリの空き容量が1.2Mバイト未
満になったときに表示されます。

P（赤色） メモリの空き容量が100Kバイト未
満になったときに表示されます。

メロディを保存する 2
メロディを再生する 1

再生を中止するときは、t
またはcを押します。
音声電話着信音

（nP.130）の音量で再生
されます。音声電話着信音が

［サイレント］、［ステップ
トーン］のときは、［音量１］
で再生されます。

保存しない 3
すでにメロディが
500件保存されてい
るとき

上書きするメロディのメロ
ディマークを選ぶ→t→［は
い］→t

お知らせ

登録したｉメロディは、パソコンをお持ちの場合は、

miniSDメモリーカード（nP.329）を利用してパソコ
ンに転送・保管することをおすすめします。

FOMA端末の故障・修理やその他取り扱いによって登録

内容が消失する場合があります。万が一、登録してある

内容が消失しても、当社としては責任を負いかねますの

で、あらかじめご了承ください。

（ｉモードメール添付やFOMA端末外への出力ができな

いようにファイル制限されているメロディは転送でき

ません。）

PDFダウンロード

サイトからPDFデータをダウン
ロードする
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1 サイトやインターネットホームページ
を表示中（nP.200の操作１～３、
P.206の操作１～２）に、PDFデータを
選んでtを押す。

ファイル全体をダウンロードしたPDFデータには

［U］、ページ単位で部分的にダウンロードした

PDFデータには［V］、ダウンロードに失敗した

PDFデータには［W］が表示されます。

ダウンロードに失敗したPDFデータでも再度ダウ

ンロードすると表示できます。ただし、再度ダウン

ロードしても表示できない場合もあります。

ページ単位でダウンロードしたPDFデータは、

miniSDメモリーカードに保存できません。

2 ダウンロードが完了したらCr2
［保存］を押す。

3 保存する。

保存が完了すると、PDFデータが表示されます。

パスワードが設定されているときは、パスワードを

入力してtを押すと、PDFデータが表示されます。

FOMA端末（本体）のメモリの空き容量がない場合

は、不要なファイルを選択削除して、メモリの空き

容量を増やしてから保存します。

ｉアプリのソフト実行中に、TOPメニュー用のアイ
コン画像９個と背景画像１枚を一括してサイトから
ダウンロードし、保存できます。保存した画像はテー
マ設定（nP.145）で利用できます。

アイコン・背景画像の一括ダウンロード

に対応したソフトは、ｉMenu内のサイト

［SH-MODE］からダウンロードできます。

［ｉMenu］→［メニュー／検索］→

［ケータイ電話メーカー］→

［SH-MODE］

1 アイコン一括ダウンロードに対応した
ｉアプリのソフト実行中にアイコン
一括画像を選んでtを押す。

ダウンロードが終了すると、保存画面が表示され

ます。

2 保存する。

サイトやインターネットホームページからダウン
ロード辞書をダウンロードし、FOMA端末に登録し
て利用できます。

ダウンロード辞書ファイルは最大10件まで登録できま

す。（ただし、使用できる辞書は最大５件です。）

保存できるダウンロード辞書のファイルサイズは、最大

６Kバイトです。

ｉMenu内のサイト［SH-MODE］から、

FOMA端末で利用できるダウンロード辞

書をダウンロードできます。

［ｉMenu］→［メニュー／検索］→

［ケータイ電話メーカー］→

［SH-MODE］

1 サイトやインターネットホームページ
を表示中（nP.200の操作１～３、
P.206の操作１～２）に、ダウンロード
辞書を選んでtを押す。

ダウンロードが終了する

と、［完了しました］と表

示されます。

分割ダウン
ロードに対応
しているPDF
データのとき

１ページ目がダウンロードされ
るとPDF対応ビューアが起動し、
PDFデータが表示されます。残り
のページのダウンロードも継続
されます。
リンクを選んで他のページに移
動することもできます。このと
き、［続きのページをダウンロー
ドしますか？］と表示されたら

［はい］を選んでtを押します。

保存してから
表示するタイ
プのPDFデー
タのとき

［ダウンロード保存しますか？］→
［はい］→t

PDFデータを表示する前にファ
イル全体をダウンロードします。
このあと、操作３に進みます。

FOMA端末（本体）
に保存する

フォルダを選ぶ→t

miniSDメモリー
カードに保存する

［→miniSD］→フォルダを選ぶ
→t

あらかじめminiSDメモリー
カードを装着してください。
ファイル制限のあるPDF
データはminiSDメモリー
カードに保存できません。

お知らせ

保存や終了の際に、しおりやマークがそれぞれ10件を

超える場合、［しおり情報が10件を超えました　削除し

ますか？］または［マーク情報が10件を超えました　削

除しますか？］と表示されます。しおりやマークを選択

して削除すると、PDFデータの保存や終了ができます。

アイコン一括ダウンロード

サイトからアイコンを一括でダ
ウンロードする

保存する ［はい］→フォルダを選ぶ→t
保存しない ［いいえ］→t
画像を確認する ［画像確認］→t

元の画面に戻るときはtを押
します。

ダウンロード辞書

サイトから辞書をダウンロード
する

サイト接続用
QRコード

サイト接続用
QRコード
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2 保存する。

3 辞書の使用を設定する。

すでに使用辞書設定に５件登録されているときは、

使用辞書登録の確認画面は表示されません。現在設

定されている辞書を解除してから、やり直してくだ

さい。解除方法については、P.419「使用辞書を設

定／解除する」の操作１～２を参照してください。

サイトやインターネットホームページからキャラ電

をダウンロードし、FOMA端末に保存できます。
ダウンロードできるキャラ電は最大100Kバイトです。

キャラ電は最大50件まで保存できます。（メモリの使用状

況によっては、少なくなることがあります。）

ダウンロードしたキャラ電は、データBOXのキャラ電の

［ｉモード］フォルダに保存されます。

お買い上げ時に登録されているキャラ電

は、ｉMenu内のサイト［SH-MODE］から

ダウンロードできます。

［ｉMenu］→［メニュー／検索］→

［ケータイ電話メーカー］→

［SH-MODE］

1 サイトやインターネットホームページ
を表示中（nP.200の操作１～３、
P.206の操作１～２）に、キャラ電を選
んでtを押す。

ダウンロードが終了すると、［完了しました］と表

示されます。

2 保存する。

1 サイトやインターネットホームページ
を表示中（nP.200の操作１～３、
P.206の操作１～２）に、トルカを選ん
でtを押す。

ダウンロードが終了すると、［完了しました］と表

示されます。

ダウンロードを中止するときは、ダウンロード中

にtまたはcを押します。

サイトからダウンロードできるトルカは最大１K

バイト、トルカ（詳細）は最大100Kバイトです。

2 保存する。

サイト、インターネットホームページ、メッセージ

R／F、メールやトルカ内で反転表示された情報（電

話番号、メールアドレス、URLなど）を利用して、簡単

な操作で電話をかけたり、メールを送信したり、イン

ターネットホームページを表示できます。
パソコンなどから装飾されたメールを受信すると、

Phone To（AV Phone To）、Mail To、Web To機能が使用

できない場合があります。

サイト、インターネットホームページ、メッセージR／

F、メールやトルカの中に表示されている電話番号に、

音声電話やテレビ電話をかけることができます。
一部ご利用になれないサイトやインターネットホーム

ページがあります。

ダイヤル発信制限中は、Phone To（AV Phone To）機能を

使って電話をかけることはできません。

1 サイト、インターネットホームページ、
メッセージR／F、メールやトルカ表示
中に、電話番号を選んでtを押し、［は
い］を選んでtを押す。

電話帳に登録されている電話番号の場合、電話番

号と登録されている名前が表示されます。

2 電話をかける。

ダウンロード辞書
を表示する

1

ダウンロード辞書
を保存する

2→登録先番号を選ぶ→t
すでに登録されている番号を
選んだときは、上書きするか
どうかを確認する旨のメッ
セージが表示されます。［は
い］を選んでtを押します。

ダウンロード辞書
を保存しない

3

ダウンロード辞書を使用する ［はい］→t
ダウンロード辞書を使用しない ［いいえ］→t

キャラ電ダウンロード

サイトからキャラ電をダウン
ロードする

データを表示する 1
キャラ電プレーヤが表示
されます。

データを保存する 2
データを保存しない 3

サイト接続用
QRコード

トルカダウンロード

サイトからトルカをダウンロー
ドする

トルカを保存する ［はい］→t
トルカを保存しない ［いいえ］→t
プレビュー画面を表示する ［プレビュー］→t

Phone To（AV Phone To）・Mail To・Web To
機能

Phone To（AV Phone To）・Mail 
To・Web To機能を使う

Phone To（AV Phone To）機能を使う

音声電話をかける s／t
テレビ電話をかける i
プッシュトークをかける m／&
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サイト、インターネットホームページ、メッセージ

R／F、メールやトルカ内に表示されているメールア

ドレスに、ｉモードメールを送ることができます。
一部ご利用になれないサイトやインターネットホーム

ページがあります。

メールアドレスが２つ以上続けて表示されているとき

は、Mail To機能をご利用できない場合があります。

メールアドレスとして使える文字数は半角50文字までで

す。51文字以上のアドレスを選択した場合は、50文字で

削除されます。

1 サイト、インターネットホームページ、
メッセージR／F、メールやトルカ表示中
に、メールアドレスを選んでtを押す。

メール作成画面が表示されます。選択したメール

アドレスが入力されています。

サイトやインターネットホームページから操作し

たときは、題名や本文が入力されていることもあ

ります。

2 ｉモードメールを作成し、送信する。
詳しくは、P.233の操作２～４を参照してください。

サイトやインターネットホームページで表示されて
いる画像のURLを貼り付けた、ｉモードメールを作
成します。

画像を添付したｉモードメールを作成することもできま

す。

1 サイトやインターネットホームページ
を表示中（nP.200の操作１～３、
P.206の操作１～２）に、C42［画
像メール作成］を押す。

2 画像を選んでtを押し、メールの作成
方法を選ぶ。

複数の画像がある場合

は、画像を選んでtを押

します。

3 ｉモードメールを作成し、送信する。
詳しくは、P.233の操作２～４を参照してくださ

い。

サイト、インターネットホームページ、メールや画面
メモの中に表示されているURLから、ｉアプリを起
動します。

ｉアプリTo設定が［許可する］に設定されているときに、

ｉアプリを起動できます。

URLが半角512文字を超える場合は、ｉアプリを起動で

きません。

1 サイト、インターネットホームページ、
メールや画面メモ表示中に、ｉアプリ
のアドレス（URL）を選んでtを押し、
［はい］を選んでtを押す。

ｉアプリを起動します。

サイト、インターネットホームページ、メッセージ
R／F、メール、トルカ内に表示されているURLから
ｉモード接続でインターネットホームページを表
示できます。ｉモードメールの場合は、フルブラウ
ザ接続することもできます。

メール本文に静止画のURLが記載されているときは、静

止画を保存することもできます。

メール本文にｉモーションのURLが記載されているとき

は、ｉモーションを取得することができます。

一部ご利用になれないサイトやインターネットホーム

ページがあります。

URLが半角2048文字を超える場合は、インターネット

ホームページを表示できません。

1 サイト、インターネットホームページ、
メッセージR／F、メールやトルカ表示
中に、アドレス（URL）を選んでtを押
す。

以降は、ｉモードのインターネット接続と同様で

す。（nP.200）

トルカ表示中は上記の手順に加えて、［はい］を選

んでtを押します。

お知らせ

サイトやインターネットホームページの場合、電話番号

自体は表示されず、［電話番号はこちら］などの文字が反

転表示されることがあります。

メールの本文中に次の条件を満たす数字列が表示され

ている場合は、電話番号として認識されてPhone To

（AV Phone To）機能を利用できます。

「０」または「+」で始まる「0」と「＋」を含めて10～26
桁の数字列

「#」または「b」で始まる「#」と「b」を含めて５～26桁
の数字列

「tel:」または「TEL:」で始まる３～26桁の数字列
「tel-av:」または「TEL-AV:」で始まる３～26桁の数字
列（テレビ電話）

※ 上記の数字列内に「-」（ハイフン）、「（」、「）」が含まれ
ているときも、電話番号として認識されます。（ただ
し、これらの記号が連続した場合は、連続した記号の
前までが、電話番号として認識されます。）

Mail To機能を使う

お知らせ

サイトやインターネットホームページの場合、メールア

ドレス自体は表示されず、［メールはこちら］などの文字

が反転表示されることがあります。

画像メールを作成する

URLを貼り付けたｉモード
メールを作成する

1

画像を添付したｉモードメー
ルを作成する

2→t

お知らせ

送信できるのは、GIF形式またはJPEG形式の画像ファイ

ルです。Flash画像は送信できません。

ｉモードメール添付やFOMA端末外への出力が禁止さ

れているファイルは送信できません。

ｉアプリTo機能を使う

Web To機能を使う
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ｉモードメール表示中にWebTo機能を
使う

メール本文のURLを選択したときは、ｉモード接続
とフルブラウザ接続を選択できます。

ｉモードメール本文のアドレス
（URL）を選んでtを押し、接続方法を
選ぶ。

ｉモード接続に関する各種の機能を設定します。

Flash画像の効果音量を設定できます。
お買い上げ時設定（音量５）

1 サイトやインターネットホームページ
を表示中（nP.200の操作１～３、
P.206の操作１～２）にC75［効
果音設定］を押す。

待受画面でi737を押しても操作でき

ます。

2 o（上げる）／p（下げる）を押して音
量を調節し、tを押す。

効果音を鳴らさないときは、［サイレント］を選ん

でtを押します。

サイトやインターネットホームページが混み合って
いてデータの送受信ができなかったときに、自動的
にデータの送受信を中止するまでの時間を［60秒
間］、［90秒間］、［無制限（設定なし）］のいずれかに設
定できます。
お買い上げ時設定（60秒間）

1 待受画面でi711を押し、接
続待ち時間を選ぶ。

TOPメニューから*（ｉモード）→［ｉモード設定］

→［共通設定］→［接続待ち時間設定］の順に選択す

ることもできます。

ISP接続通信とは
ドコモのFOMA端末の接続先を切り替えることで、

各種プロバイダ（ISP）への接続が可能になります。

ISP接続通信のご利用に際しては、パケット通信サー

ビスのお申し込みが必要です。なお、ISP接続通信に

はパケット通信料がかかります。

※ｉモードをご契約しているお客様はお申し込み

不要です。
ドコモ以外の接続先を選択した際のパケット通信はパ

ケ・ホーダイの対象とはなりませんので、あらかじめご了

承ください。

プロバイダ契約について
ISP接続通信をご利用いただくには、別途プロバイダへのお

申し込みが必要です。各プロバイダのサービス内容（サイト

接続、インターネット接続、メール機能など）、お申し込み方

法については、各プロバイダにお問い合わせください。

プロバイダが提供するサービス内容によっては、別途情

報料などがかかる場合があります。

お客様が閲覧されるサイトによっては、お客様が実際に

閲覧されるサイトを提供するプロバイダにお客様の電話

番号や位置情報が通知される場合があります。

本FOMA端末に登録できる接続先は、最大10件です。

（「ｉモード（FOMAカード）」を含まず）

「ｉモード（FOMAカード）」以外の接続先にすると、

ｉモードをご利用できなくなります。

ｉモード接続する i
フルブラウザ接続する a

お知らせ

サイトやインターネットホームページの場合、URL自体

は表示されず、インターネットホームページの名称など

の文字が反転表示されることがあります。

メール本文のURLから静止画を保存する
＜画像保存＞

URL ? t ? i ? C32 ? t ? フォルダを選ぶ 
? t

関連操作のお知らせ

保存した静止画は、データBOXのマイピクチャの

［ｉモード］フォルダに保存できます。

ｉモードの設定を行う

Flash画像の効果音量を調節する
＜効果音設定＞

お知らせ

マナーモード設定中は、効果音を設定しても効果音は鳴

りません。

Flashによっては効果音の鳴らないものもあります。

接続待ち時間を設定する
＜接続待ち時間設定＞

60秒間 1
90秒間 2
無制限

（設定なし）
3

ｉモードセンターとの切断時間を
設定しません。（ただし、電波状況
などにより切断される場合があり
ます。）

お知らせ

設定されている接続待ち時間が経過した場合、［設定時

間内に接続できませんでした］と表示され、元の画面に

戻ります。

ｉモードから接続先を変更する（ISP接
続通信）＜ｉモード接続先選択＞

※ ドコモのｉモードサービスをご利用の場合、設定を
変更する必要はありません。
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接続先を登録する
最大10件（「ｉモード（FOMAカード）」を含まず）ま

で登録できます。

1 待受画面でi712を押す。
TOPメニューから*（ｉモード）→［ｉモード設定］

→［共通設定］→［接続先選択］の順に選択すること

もできます。

2 登録する番号を選んでtを押し、2
［編集］を押す。

3 端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力
してtを押す。

4 接続先名称を入力してtを押す。
新規登録のときは［接続先○］と表示されます。（○

には操作２で選択した接続先の番号が表示されま

す。）

表示されている接続先名称を消すときは、cを

１秒以上押します。

最大全角８文字（半角16文字）まで入力できます。

5 接続先番号を入力してtを押す。
半角英数字と記号を、最大半角99文字まで入力で

きます。

6 接続先アドレスを入力してtを押す。
半角英数字と記号を、最大半角30文字まで入力で

きます。

7 ｉチャネルの接続先アドレスを入力
してtを押す。

半角英数字と記号を、最大半角30文字まで入力で

きます。

接続先を変更する
あらかじめ、接続先を登録しておく必要があります。

1 待受画面でi712を押す。

2 接続先の番号を選んでtを押し、1
［設定］を押す。

［ｉモード（FOMAカード）］を選んでtを押した

場合は、［ｉモード（FOMAカード）を選択しまし

た］と表示され、接続先が変更されます。

お買い上げ時設定（利用する）

1 待受画面でi736を押し、
1［利用する］を押す。

TOPメニューから*（ｉモード）→［ｉモード設定］

→［Internet設定］→［端末情報データ利用設定］の

順に選択することもできます。

サイトやインターネットホームページ、メッセージ

R／F本文内の画像や画面メモの静止画を表示しな

いように設定できます。
お買い上げ時設定（ON（表示する））

1 待受画面でi731を押し、
2［OFF］を押す。

TOPメニューから*（ｉモード）→［ｉモード設定］

→［Internet設定］→［画像表示設定］の順に選択す

ることもできます。

サイト表示中にC76を押しても操作でき

ます。

ｉモード中にプッシュトーク着信を受けないよう

に設定できます。
お買い上げ時設定（プッシュトーク着信優先）

1  待受画面でi74を押し、2
［ｉモード 優先］を押す。

TOPメニューから*（ｉモード）→［ｉモード設定］

→［ｉモード通信中着信設定］の順に選択するこ

ともできます。

お知らせ

ドコモのｉモードサービスをご利用の場合、設定を変更

する必要はありません。

お買い上げ時の接続の情報を変更することはできませ

ん。

登録内容をリセットする＜リセット＞

「接続先を登録する」の操作１の画面で、接続先の番
号を選ぶ ? t ? 3 ? 端末暗証番号（４～８桁の数
字）を入力 ? t

関連操作のお知らせ

現在設定されている接続先をリセットすると、接続先は

「ｉモード（FOMAカード）」になります。

Flash再生時に端末情報を利用するかどう
かを設定する＜端末情報データ利用設定＞

画像を表示しないようにする
＜画像表示設定＞

お知らせ

画像表示設定を、［OFF］に設定すると、静止画の表示位

置に［z］が表示されます。

この場合、表示されている静止画を画面メモに登録して

も、静止画は保存されません。（nP.209）

画像表示設定を、［OFF］に設定すると、Flash画像も表示

されません。

ｉモードメールやメッセージR／Fの添付画像は、画像

表示設定を［OFF］に設定していても表示されます。

ｉモード通信中にプッシュトーク着信
を受けるかどうかを設定する
＜ｉモード通信中着信設定＞
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ｉモードに関する設定をお買い上げ時の状態に戻

します。リセットされる項目と、お買い上げ時の状態

は次のとおりです。

1 待受画面でi75を押し、端末暗
証番号（４～８桁の数字）を入力してt
を押す。

TOPメニューから*（ｉモード）→［ｉモード設定］

→［ｉモード設定リセット］の順に選択すること

もできます。

2［はい］を選んでtを押す。

メッセージサービスを提供するサイトに申し込みい

ただくことにより、欲しい情報（メッセージ）が自動

的にお客様のFOMA端末に届くサービスです。メッ

セージにはメッセージR（リクエスト）とメッセージ

F（フリー）があります。

メッセージR／Fの受信方法は「メッセージR／Fを受信し

たときは」（nP.217）を参照してください。

圏外、セルフモード中、電源が入っていないときなどで受

信できないときは、メッセージR／Fはｉモードセンター

に保管されます。

［ｉMenu］→［料金＆お申込・設定］→［オプション設

定］→［メッセージF設定］→［受信する］を選択後、

ｉモードパスワード（４桁の数字）を入力し［>］

FOMA端末がｉモード圏内にあるときは、ｉモード

センターからメッセージR／Fを自動的に受信しま

す。
メッセージR／Fは、それぞれ最大50件までFOMA端末に

保存できます。（メッセージのサイズによって、保存でき

る件数が変わります。）

FOMA端末が以下のようなときに送られてきたメッセー

ジR／Fは、ｉモードセンターに保管されます。

電源が入っていないとき

セルフモード中

圏外

テレビ電話の通話中

プッシュトーク通信中

赤外線通信中

FirstPassセンター接続中

保護や未読のメッセージR／Fがいっぱいで空き容量

がないとき

ｉモード機能の設定をお買い上げ時の
状態に戻す＜ｉモード設定リセット＞

設定項目
お買い上げ時の

設定

共通
設定

接続待ち時間設定 60秒間

接続先選択 ｉモード
（FOMAカード）

Internet
設定

画像表示設定 ON

文字サイズ設定 標準

証明書設定 ドコモ証明書１
～２、ユーザ証明
書、CA証明書す
べて有効

ｉモーション
設定

自動再生設定 する

ｉモーション
タイプ設定

標準タイプ

セキュア通信
サービス設定

センター接続
先設定

ドコモ

端末情報データ利用設定 利用する

効果音設定 音量５

ｉモード通信中着信設定 プッシュトーク
着信優先

メッセージR／F

メッセージR／Fとは

メッセージR
（リクエスト）

メッセージサービスを提供する
サイトでお申し込みいただくと
欲しい情報が自動的に届けられ
るメッセージです。

メッセージF
（フリー）

パケット通信料無料で届けられ
るメッセージです。

メッセージF（フリー）の設定方法

メッセージR／F受信

メッセージR／Fを受信したときは

お知らせ

マークの意味

ALGS：リクエスト、BMIT：フリーの意味で
す。

メッセージR／Fを受信したときに、メモリの空き容量

がない場合、保護されていない一番古い既読のメッセー

ジR／Fから順に自動的に上書きされます。上書きされ

たくないメッセージR／Fを保護できます。（nP.220）

ｉモードセンターでメッセージR／Fが保存されていて

も、［G］／［I］、［S］／［T］が表示されない場合があ

ります。

［S］／［T］が表示された場合、ｉモードセンターのメッ

セージR／Fが上書きされることがあります。

通話中、ｉアプリ実行中、カメラ起動中にメッセージを

受信した場合、メッセージ着信音は鳴りません。

マーク 意　味

A／B
未読メッセージR／Fがあります。
メッセージR／Fの確認については、P.219
を参照してください。

L／M

FOMA端末の受信メッセージR／Fがいっ
ぱいです。
未読メッセージの確認（nP.219）、メッ
セージR／Fの保護解除（nP.220）、不要
なメッセージR／Fの削除（nP.220）を
行ってください。

G／I

センターでメッセージR／Fをお預かりし
ています。
メッセージR／Fを受信したいときは、
ｉモード問い合わせ（nP.218）を行って
ください。

S／T

センターでお預かりしているメッセージ
R／Fがいっぱいです。
ｉモード問い合わせ（nP.218）を行って
ください。
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メッセージR／Fが届くと、最新の１件が自動的に表

示されます。

ただし、メッセージ自動表示設定を［自動表示なし］

に設定している場合、受信したメッセージR／Fは表

示されません。
自動表示を行うメッセージの種類や、別の種類のメッセー

ジR／Fを同時に受信したときの優先順位を設定できま

す。

1 メッセージR／Fが届くと自動的に受
信する。

メッセージR受信中は［A］が、メッセージF受信中

は［B］が点滅します。

受信終了後、メッセージR／Fの受信結果が表示さ

れ、メッセージ着信音が鳴ります。（［A］／［B］表

示）

2 受信したメッセージR／Fを約15秒間表
示し、自動的に待受画面に戻る。（自動
表示するように設定している場合）

メッセージR／Fの表示を続けるときは、メッセー

ジR／Fを表示中にuを押して、スクロールなどの

操作を行います。

自動表示を行うメッセージの種類と、優先順位を設

定できます。
お買い上げ時設定（メッセージR優先）

1 待受画面でmr27を押し、表示
方法を選ぶ。

TOPメニューから:（メール）→［メール設定］→

［メッセージ自動表示設定］の順に選択することも

できます。

圏外、セルフモード中、電源が入っていないときなど

（nP.217）に送られてきたメッセージR／Fは

ｉモードセンターに保管されています。

ｉモードセンターに問い合わせて受信できます。
ｉモード問い合わせを行う種類（ｉモードメール、メッ

セージR／F）を設定できます。（nP.258）

メール選択受信設定を［ON］に設定しているときも、

ｉモード問い合わせをすると、ｉモードメールやメッ

セージR／Fを受信します。

お買い上げ時は、すべての種類の問い合わせをするよう

に設定されています。

SMSの問い合わせについては、P.266を参照してくださ

い。

1 待受画面でi4またはm7を押
す。

TOPメニューから*（ｉモード）または:（メー

ル）→［ｉモード問い合わせ］の順に選択すること

もできます。

待受画面でmを２回押しても問い合わせできます。

ｉモード問い合わせ設定（nP.258）の設定に従

い、［ｉモードメール］→［メッセージR］→［メッ

セージF］の順でｉモード問い合わせを行います。

（問い合わせをしているマーク（［U］、［A］、

［B］）が順次表示されます。）

受信を中止するときは、受信中にtを押します。

受信を中止したメッセージR／Fは、ｉモードセン

ターに保管されます。（［G］／［I］表示）

受信を中止するタイミングにより、メッセージ

R／Fを受信してしまう場合もあります。

2 新しく届いたメッセージR／Fがある場
合は、メッセージR／F着信音が鳴る。

センターにメッセージR／Fが保管されていない

ときは、件数が［０］と表示されます。

ｉモードメールとメッセージR／Fを同時に受信

した場合は、最後に受信したメールまたはメッ

セージR／Fに設定されている着信音が鳴ります。

着信音を途中で止めるときは、cを押します。他

のボタンでも止めることができます。（nP.243）

新着メッセージR／Fを表示する

すぐにメッセージ
R／Fの内容を確
認する

受信結果画面で［メッセージ
R］／［メッセージF］を選ぶ→t
→メッセージR／Fを選ぶ→t

着信音を止める cまたはH
着信音が止まり、受信結果画
面が消えます。uを押すと、
受信結果画面のまま着信音
が止まります。

メッセージR／Fを自動的に表示する
＜メッセージ自動表示設定＞

メッセージR
優先

1 未読のメッセージR、メッ
セージFを同時に受信した
ときに、メッセージRを自
動表示します。

メッセージF
優先

2 未読のメッセージR、メッ
セージFを同時に受信した
ときに、メッセージFを自
動表示します。

メッセージR
のみ

3 未読のメッセージRのみ自
動表示します。

メッセージF
のみ

4 未読のメッセージFのみ自
動表示します。

自動表示なし 5 自動表示しません。

お知らせ

自動表示を行うように設定しているときは、次の場合に

最新の未読メッセージR／Fを約15秒間表示します。

受信結果画面から待受画面に戻るとき

次の場合は、メッセージ自動表示の設定にかかわらず、

自動表示されません。

オールロック中
メールのPIMロック中
おまかせロック中

ｉモード問い合わせ

メッセージR／Fがあるかどうか
を問い合わせる
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3 受信結果画面で［メッセージR］または
［メッセージF］を選んでtを押す。

すぐに表示しないときは、受信結果画面で、何も操

作せずにそのままにしておくと、約30秒後に待受

画面に戻ります。

ｉモード問い合わせで受信したメッセージR／F

は、自動表示されません。

4 表示したいメッセージR／Fを選んで
tを押す。

1 待受画面でi2を押し、メッセージ
R／Fを選ぶ。

TOPメニューから*（ｉモード）→［メッセージ］の

順に選択することもできます。

メッセージ一覧画面の見かた

1 未読／保護マーク
a／[ ：未読メッセージR／F
9／N：保護されていない既読メッセージR／F
O／J：保護されている既読メッセージR／F

2 メッセージR／F一覧画面のページ番号／総ページ数
3 メロディ／画像／トルカの有無

メロディ／画像／トルカが添付されているメッセージに
は、［*］／［A（青色）］または［C（青色）］／［i］が表示さ
れます。

4 題名
メッセージR／Fの題名が表示されます。

5 受信日時
当日の場合は時間、当日以外の場合は日付が表示されま
す。

メッセージ表示画面の見かた

1 メッセージの種別
2 保護マーク

保護されているときに表示されます。
（メッセージFでは［J］が表示されます。）

3 メッセージ番号
4 受信日時
5 題名
6 本文

文末には［-END-］が表示されます。
7 画面操作

メッセージR／Fにメロディが添付されているときは、本

文の上の行に［*］とメロディのタイトルが表示されま

す。

メロディ自動再生を［ON］に設定しているときは、メロ

ディが自動演奏されます。

メッセージR／Fに画像が添付されているときは、本文の

上に画像と種別マーク、ファイル名が表示されます。

メッセージR／Fに添付されている画像やメロディ

ファイルを、確認・保存することができます。画像は

データBOXのマイピクチャの［ｉモード］、メロディ

はデータBOXのメロディの［ｉモード］フォルダに

保存されます。

1 メッセージ一覧画面（nP.219）で、
メッセージR／Fを選んでtを押し、
C2［添付ファイル確認］を押す。

メッセージR／F表示

メッセージBOXのメッセージ
R／Fを表示する

メッセージＲを
表示する

1→メッセージＲを選ぶ→t

メッセージＦを
表示する

2→メッセージＦを選ぶ→t

お知らせ

本文に挿入された画像については、画像を読み込まない

ように設定することもできます。（nP.216）

メッセージ一覧画面／表示画面の見かた

1 2

3

5 4

画面を上下にスクロールする 下：p 上：o
１画面単位でスクロールする 下：a 上：m
前後のメッセージ内容を表示する 次：r 前：q

メッセージR／F内の電話番号やメールアドレスを
電話帳に登録する＜電話帳登録＞

メッセージ表示画面でC5

関連操作のお知らせ

以降の操作については、P.205「電話番号やメールアドレ

スを電話帳に登録する＜電話帳登録＞」を参照してくだ

さい。

添付ファイルを確認・保存する
＜添付ファイル確認＞

1 3

5

6

7

4

2
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2 添付ファイルを選んで確認する。

メッセージR／Fの本文に挿入されているGIF画像・

JPEG画像や、背景画像を確認・保存することができ

ます。
画像は、データBOXのマイピクチャの［ｉモード］フォル

ダに保存されます。

1 メッセージ一覧画面（nP.219）で、
メッセージR／Fを選んでtを押し、
C3［本文中画像確認］を押す。

2 画像を選んで確認する。

メッセージR／Fを上書きできないように保護した

り、削除できます。

メッセージR／Fを保護する＜保護設定＞
受信したメッセージR／Fを保護したり、保護されて

いるメッセージR／Fの保護を解除できます。保護す

ると上書きできません。
保存するメモリの空き容量がない場合、すでに読んだ同

じ種類のメッセージのうち、古いものから順に自動的に

削除されます。

メッセージR／Fはそれぞれ25件まで保護できます。（た

だし、メッセージのサイズによって、保護できる件数が少

なくなります。）

1 メッセージ一覧画面またはメッセージ
表示画面（nP.219）で メッセージ
R／Fを選んでC1［保護設定］を押
す。

2［ON］／［OFF］を選ぶ。

メッセージR／Fを削除する＜削除＞

1 メッセージ一覧画面（nP.219）で、
メッセージR／Fを選んでC2［削
除］を押す。

メッセージ表示画面から削除するときは、メッ

セージ表示画面でC4を押し、［はい］を選んで

tを押します。

2 削除方法を選ぶ。

SSLページを表示する際は以下の証明書が必要で
す。

CA証明書…認証会社が発行した証明書で、お買い上げ時

は、FOMA端末内に保存されています。

ドコモ証明書…FirstPassセンターやFirstPass対応サイト

に接続するために必要な証明書で、FOMAカード（緑色／

白色）内に保存されています。

ユーザ証明書…FOMA端末内のFirstPassセンターのメ

ニュー（nP.221）を選択してFirstPassセンターからダ

ウンロードした証明書です。FOMAカード（緑色／白色）

内に保存されます。

各証明書の内容は、表示できます。また、万が一、CA
証明書自体の安全性に問題が生じた場合は、CA証明
書を無効にできます。

CA証明書を無効にすると、そのCA証明書を使用するSSL

ページは表示できません。

お買い上げ時設定（すべて有効）

1 待受画面でi733を押し、証
明書を選んでC［有効／無効］を押す。

TOPメニューから*（ｉモード）→［ｉモード設定］

→［Internet設定］→［証明書設定］の順に選択する

こともできます。

有効な証明書には［E］が、無効な証明書には［H］

が表示されます。

有効／無効が切り替わります。

証明書の内容を表示するときは、証明書を選んで

t［表示］を押します。

添付ファイルを確認する t
添付ファイルを保存する i→［はい］→t

挿入された画像を確認・保存する
＜本文中画像確認＞

画像を確認する t
画像を保存する i→［はい］→t

お知らせ

添付された画像については、「添付ファイル確認」で確

認・保存を行ってください。

メッセージR／Fを管理する

保護する 1
解除する 2

メッセージＲ／F
を１件削除する

1→［はい］→t

複数のメッセージ
R／Fをまとめて
削除する

2→メッセージＲ／Ｆを選ぶ
t（くり返し可）→C→［はい］
→t

すべてのメッセー
ジR／Fを削除す
る

3→端末暗証番号 （４～８桁
の数字）を入力→t→［はい］→
t

SSL証明書を操作する

CA証明書の有効／無効を設定する
＜CA証明書設定＞
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FirstPass対応のサイトやインターネットホーム
ページに接続する際は、ユーザ証明書が必要です。
ユーザ証明書は、お客様がFOMAと契約されている
ことを証明するもので、FirstPassセンターからユー
ザ証明書の発行を要求したり、ダウンロードしたり
できます。ダウンロードしたユーザ証明書は
FOMAカード（緑色／白色）に保存され、クライアン
ト認証に対応しているサイトやインターネットホー
ムページで利用できます。

FOMAカード（青色）ではご利用になれません。

FOMAデータプランではご利用になれません。（ISP接続

通信でご利用の場合は料金プランにかかわらずご利用い

ただけます。）

FirstPassセンターに接続するには、日付・時刻設定をして

ください。（nP.47）

FirstPassセンターで表示される画面や操作方法は、変更

されることがあります。

FirstPassセンター接続中は、メールの送受信やメッセー

ジR／Fの受信はできません。

FirstPassセンターに接続する
ユーザ証明書の操作はFirstPassセンターから行い

ます。FirstPassセンターで表示される画面や操作方

法は変更されることがあります。

1 待受画面でi7351を押
す。

TOPメニューから*
（ｉモード）→［ｉモード

設定］→［Internet設定］→

［セキュア通信サービス

設定］→［ユーザ証明書操

作］の順に選択すること

もできます。

2［}］を選んでtを押す。

ユーザ証明書の発行を申請して、ダウン
ロードする

ユーザ証明書のダウンロードを行う前に必ずユーザ

証明書の発行を申請し、ユーザ証明書をダウンロー

ドします。

1 FirstPassセンターに接続（nP.221
「  FirstPassセンターに接続する」の
操作１～２）し、［証明書発行］を選んで
tを押す。

FirstPassの設定を行う
＜ユーザ証明書操作＞

お知らせ

FirstPassのご使用にあたって
FirstPassとはドコモの電子認証サービスです。

FirstPassを利用することにより、サイト側とFOMA端

末側がお互いの証明書を送付し合い、受け取った相手の

証明書を検証してお互いの認証を行うクライアント認

証が可能となります。

ユーザ証明書の発行要求をする際は、画面に表示される

「FirstPassご利用規則」をよくお読みになり、ご同意の

うえ、要求してください。

ユーザ証明書のご利用にはPIN2コードの入力が必要で

す。（nP.155）

PIN2コード入力後になされたすべての行為がお客様に

よるものとみなされますので、FOMAカードまたはPIN2

コードが他人に使用されないよう十分にご注意くださ

い。

FOMAカードの紛失、盗難にあった場合などは、取扱説

明書裏面の「総合お問い合わせ先」でユーザ証明書の失

効を行うことができます。

FirstPass対応サイトによって提供されるサイトや情報

については、ドコモは、何らの義務もないものとし、一切

の責任を負いません。お客様とFirstPass対応サイトとの

間で解決をお願いいたします。

FirstPassおよびSSLのご利用にあたり、ドコモおよび認

証会社は安全性などに関し保証を行うものではありま

せんので、お客様ご自身の判断と責任においてご利用く

ださい。

ｉモード通信によるFirstPass対応サイトへのアクセス

に発生するパケット通信料は、パケ・ホーダイに含まれ

ます。

クライアント認証について
FOMA端末では、より安全にデータをやりとりするため

に、サーバー認証とクライアント認証を行います。サイ

ト側とFOMA端末側がお互いの証明書を送付し合い、受

け取った相手側の証明書を検証して、確実にお互いの認

証を行います。クライアント認証をうけることで、より

安全に通信サービスを受けられます。

お知らせ

FirstPassを利用する前には、操作２の画面で、［ご利用

規則］を選択し、記載内容をよくお読みください。

FirstPassセンターに接続した際のパケット通信料は無

料です。

FirstPassセンターへ接続中は、次の機能を利用できま

せん。

テレビ電話（音声電話は利用可）
ｉモードメールの送受信（SMSの受信／返信は利用
可）
ｉモード問い合わせ（SMS問い合わせ）
メッセージR／Fの受信
ｉモーションの取得
Web To機能
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2［!］を選んでtを押す。

3 PIN2コード（４～８桁の数字）を入力
してtを押す。

PIN2コードについては、

P.155を参照してくださ

い。

4［ダウンロード］を選んでtを押す。

5［!］を選んでtを押す。
終了するときは、Hを

押し［はい］を選んでt
を押します。

ユーザ認証でサイトに接続する
ユーザ証明書を用いてFirstPass対応のサイトやイン

ターネットホームページに接続します。

1 サイトやインターネットホームページ
に接続し、SSL対応のサイトを表示す
る。（nP.200の操作１～３、P.206の
操作１～２）

サイト表示中にサーバー証明書を参照するとき

は、C72を押します。

2［はい］を選んでtを押し、PIN2コード
（４～８桁の数字）を入力してtを押
す。

PIN2コードについては、P.155を参照してくださ

い。

ユーザ証明書の失効を申請する
一度ダウンロードしたユーザ証明書を無効にします。

1 FirstPassセンターに接続（nP.221
「  FirstPassセンターに接続する」の
操作１～２）し、［その他］を選んでtを
押し、［証明書失効］を選んでtを押す。

2［はい］を選んでtを押し、PIN2コード
（４～８桁の数字）を入力してtを押す。

PIN2コードについては、P.155を参照してくださ

い。

3［!］を選んでtを押し、［}］を選
んでtを押す。

4［!］を選んでtを押す。
［証明書の失効申請が完了しました。］の画面が表

示されます。

終了するときは、Hを押し［はい］を選んでtを

押します。

ユーザ証明書をダウンロードするときの接続先を設

定します。

お買い上げ時設定（ドコモ）

1 待受画面でi7352を押
す。

TOPメニューから*
（ｉモード）→［ｉモード

設定］→［Internet設定］→

［セキュア通信サービス

設定］→［センター接続先

設定］の順に選択するこ

ともできます。

2 2［接続先］を押す。
接続先をドコモにするとき：1

お知らせ

ユーザ証明書を新規でダウンロードする場合と更新で

ダウンロードする場合、どちらの場合も必ずユーザ証明

書の発行申請を行ってください。発行の申請をしていな

いユーザ証明書はダウンロードできません。

お知らせ

ユーザ証明書がない状態でFirstPass対応のサイトやイ

ンターネットホームページに接続した場合、［ユーザ証

明書がありません　継続しますか？］と表示されます。

［いいえ］を選ぶとSSL通信が切断されます。FirstPassセ

ンターからユーザ証明書をダウンロードしてから再び

接続してください。

ユーザ証明書の有効期限が切れている場合、［ユーザ証

明書の有効期限が切れています　継続しますか？］と表

示されます。［NO］を選択すると元のページに戻ります。

FirstPassセンターでユーザ証明書を更新してから再び

接続してください。

お知らせ

失効申請が完了すると、FirstPass対応サイトは表示で

きなくなります。

失効が完了したユーザ証明書を有効にする場合には、再

びユーザ証明書の発行申請とダウンロードを行ってく

ださい。

ダウンロードしたユーザ証明書を見る方法については、

P.220を参照してください。

証明書発行接続先を変更する

※ 通常は設定を変更する必要はありません。

お知らせ
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3 2［編集］を押し、端末暗証番号（４～
８桁の数字）を入力してtを押す。

リセットするときは、3を押し、端末暗証番号

（４～８桁の数字）を入力してtを押します。お買

い上げ時の設定に戻ります。

4 接続先情報を入力してtを押す。
半角英数字と記号を、最大半角99文字まで入力で

きます。

5 接続先アドレスを入力してtを押す。
半角英数字と記号を、最大半角100文字まで入力

できます。

ｉモーションとは、映像や音声、音楽のデータです。

ｉモーション対応サイトやインターネットホーム

ページから、FOMA端末に取得することができます。

取得したｉモーションは、その場で再生したり、

FOMA端末に保存して楽しむことができます。

ｉモーション対応サイトは、ｉMenuのメニュー／検

索から探すこともできます。
ｉモーションには、標準タイプとストリーミングタイプ

があります。

標準タイプ（最大500Kバイト）

FOMA端末に保存できます。次の２つのタイプがあり

ます。

取得したあとで再生するタイプ

取得しながら再生可能なタイプ

ｉモーションによっては、標準タイプでも保存できな

いものがあります。

ストリーミングタイプ（最大２Mバイト）

ストリーミングタイプとは、データを取得しながら同

時に再生する方式で、再生し終わったデータは破棄さ

れ、くり返し再生したり、FOMA端末に保存すること

はできません。なお、自動再生設定（nP.225）を［し

ない］に設定しても、ストリーミングタイプのｉモー

ションは自動再生されます。

取得したｉモーションがどちらのタイプであるかは、サ

イトやインターネットホームページによって異なります。

ｉモーションは最大100件まで保存できます。（ｉモー

ションのサイズによって、保存できる件数が変わります。）

サイトから取得したFOMA端末外への出力が禁止されて

いるｉモーションを、miniSDメモリーカードに保存でき

ます。ただし、取得元のサイトによっては保存できない場

合もあります。

着信音・着信画面の組み合わせ
着信音・着信画面にｉモーションを設定した場合の

組み合わせと動作は次のとおりです。

※ Flash画像の効果音は再生されません。

ｉモーション

ｉモーションとは

設定した着信
音の種類

設定した着信
画面の種類

着信したときに動作する
着信音と着信画面の種類

メロディ JPEG画像、
GIF画像、音声
のないｉモー
ション、Flash
画像

着信音：メロディ
着信画像：設定した着信
画像※

映像と音声を
含む
ｉモーション

JPEG画像、GIF
画像、ｉモー
ション（音＋映
像）、音声のな
いｉモーショ
ン、Flash画像

着信音：映像と音声を含む
ｉモーション
着信画像：映像と音声を含
むｉモーション

音声のみの
ｉモーション

（歌手の歌声
など映像のな
いｉモーショ
ン）

JPEG画像、
GIF画像

着信音：音声のみのｉモー
ション（歌手の歌声など映
像のないｉモーション）
着信画像：設定した着信
画像

音声のない
ｉモーション、
Flash画像

着信音：音声のみのｉモー
ション（歌手の歌声など映
像のないｉモーション）
着信画像：お買い上げ時に
設定されている画像

着信音量
サイレント

JPEG画像、
GIF画像、音声
のないｉモー
ション、Flash
画像

着信音：サイレント
着信画像：設定した着信
画像※

お知らせ

音声のみのｉモーション（歌手の歌声など映像のない
ｉモーション）は着信画像に設定できません。

音声のないｉモーションは着信音に設定できません。

着信音に映像と音声を含むｉモーションを設定した場合
は、着信画像もそのｉモーションに自動的に変更されま
す。ただし、音声のみのｉモーション（歌手の歌声など映像
のないｉモーション）の場合は、着信画像は変更されず、設
定した画像が表示されます。

着信画像に映像と音声を含むｉモーションを設定した
場合は、着信音もそのｉモーションに自動的に変更され
ます。ただし、映像のみのｉモーションの場合は、次の優
先順位に設定した着信音が再生されます。

着信音は、電話帳指定着信音→グループ指定着信音→通
常の着信音の優先順位で鳴ります。

設定した画像は、電話帳のピクチャーコール設定→グ
ループのピクチャーコール設定→発着信画面設定の優先
順位で表示されます。いずれも設定していない場合は、お
買い上げ時に設定されている画像が表示されます。

テレビ電話着信音、公衆電話着信音、非通知設定着信音、
通知不可能着信音を［音声電話着信音に従う］に設定し
ていた場合の動作は次のとおりです。

着信音にメロディ、音声のみのｉモーション（歌手の
歌声など映像のないｉモーション）を設定すると着
信画面はお買い上げ時の設定に戻ります。
着信画面にJPEG画像、GIF画像、GIFアニメーション、
Flash画像、映像のみのｉモーションを設定すると着
信音は［着信音１］に戻ります。
着信画面も音声電話着信画面に従って表示されます。

ｉモーションによっては設定できないものがあります。

設定した着信
音の種類

設定した着信
画面の種類

着信したときに動作する
着信音と着信画面の種類
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サイトやインターネットホームページからｉモー

ションを取得して再生します。

1 サイトやインターネットホームページ
を表示中（nP.200の操作１～３、
P.206の操作１～２）に、ｉモーション
を選んでtを押す。

取得を中止するときは、取得中にcまたはtを

押します。

再生を中止するときは、aを押します。

再生中に一時停止するときは、t［ポーズ］を押し

ます。

再生期間が設定されたｉモーション
再生期間が設定されているｉモーションを取得し

て再生しようとすると、右の画面が表示されます。
再生期間前には再生できませ

ん。

再生期間が過ぎているｉモー

ションを取得しようとしたとき

は、［再生制限データに誤りがあ

るため、取得できません］と表示されます。

再生期限が設定されたｉモーション
再生期限が設定されているｉモーションを取得し

て再生しようとすると、右の画面が表示されます。
再生期限が過ぎているｉモー

ションを取得しようとしたとき

は、［再生制限データに誤りがあ

るため、取得できません］と表示

されます。

再生回数が設定されたｉモーション
再生回数が設定されているｉモーションを取得し、

FOMA端末（本体）に保存してから再生しようとする

と、右の画面が表示されます。
再生回数が０回のｉモーション

を取得しようとしたときは、［こ

のデータは保存できません。 取

得しますか？］と表示されます。

取得するときは［はい］を選んで

tを押します。

取得したｉモーションを保存しておくことができます。
ｉモーションはデータBOXのｉモーションの［ｉモー

ド］フォルダへ保存されます。miniSDメモリーカードに保

存できるｉモーションは、［移行可能コンテンツ］フォル

ダ内の［ｉモーション］フォルダに保存できます。

1 取得したｉモーションの再生または
停止（一時停止）中に、C1［保存］を
押す。

ｉモーション取得

サイトからｉモーションを取得
する

サイトからｉモーションを取得し再生
する

ストリーミング
タイプのとき

［はい］→t
取得しながら再生されます。

標準
タイプ
のとき

自動再生
設定

［する］

ｉモーションを取得し、準備が
できたら再生します。

自動再生
設定

［しない］

再生・保存などの選択画面が表
示されます。1を押すと再生
し、2を押すと保存し、3
を押すと情報が表示されます。

ｉモーションが保存されて
いない場合に4［戻る］を
押すと［このｉモーション
を保存しますか？］と表示
されます。［はい］を選んで
tを押すと保存されます。

お知らせ

ｉモーションによっては、データ取得中の再生ができな

いものもあります。

ｉモーションタイプ設定が［標準タイプ］に設定されて

いるとき、ストリーミングタイプのｉモーションを取得

しようとすると、［このｉモーションを再生するために

は、ｉモーションタイプ設定を変更してください。変更

しますか？］と表示されます。［はい］を選択すると、

ｉモーションタイプ設定が変更され、取得することがで

きます。

データを取得しながら再生できるｉモーションの場

合、電波状況などにより再生できなくなったときでも、

ｉモーションの取得完了後に再生できます。

ｉモーションのデータ取得中に、電波状況により再生が

停止したり、画像が乱れたりすることもあります。

長い期間電池パックを外していると、FOMA端末の日

付・時刻情報がリセットされることがあります。その場

合、再生期限／再生期間が決められているｉモーション

は、再生できません。

ｉモーションによっては、データを取得しても正しく再

生できないことがあります。

ｉモーションは着モーション（nP.128）、待受画面

（nP.137）に設定できます。（設定できないｉモーショ

ンもあります。）

ｉモーションを保存する

お知らせ

保存したｉモーションは、ビデオプレーヤで再生できま

す。

ｉモーションによっては、取得したデータをFOMA端末

に保存できない場合があります。
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ｉモーション再生中のテロップにリンクが設定さ

れていた場合、Phone To（AV Phone To）機能、Mail 

To機能、Web To機能を利用できることがあります。

また、表示される電話番号、メールアドレスは電話帳

に登録できます。

1 取得したｉモーションを再生後、ダイ
ヤル発信画面（Phone To（AV Phone 
To）の場合）、メール作成画面（Mail To
の場合）、サイト接続画面（Web Toの
場合）が表示される。

2 操作を選んでtを押す。
以降の操作については、P.213～P.214を参照して

ください。

元の画面に戻るときは、cを押します。

ｉモーションの詳細情報を表示できます。

1 取得したｉモーションの再生または
停止（一時停止）中に、C3［情報表
示］を押す。

データBOXからｉモーションを再生したときは、

C4を押します。

ストリーミングタイプのｉモーションのときは、

取得中または一時停止中に、C2を押します。

確認を終わるときは、tまたはcを押します。

ｉモーションを取得した際に、自動再生するかどう

かを設定できます。
お買い上げ時設定（する）

1 待受画面でi7341を押
し、1［する］を押す。

TOPメニューから*（ｉモード）→［ｉモード設定］

→［Internet設定］→［ｉモーション設定］→［自動

再生設定］で選択することもできます。

ｉモーションを取得するときに、標準タイプの

ｉモーションのみを取得するか、標準タイプとスト

リーミングタイプ両方のｉモーションを取得する

かを設定できます。
お買い上げ時設定（標準タイプ）

1 待受画面でi7342を押
し、ｉモーションのタイプを選ぶ。

TOPメニューから*（ｉモード）→［ｉモード設定］

→［Internet設定］→［ｉモーション設定］→

［ｉモーションタイプ設定］で選択することもで

きます。

テロップ中にリンクが設定されていた
とき

ｉモーションの詳細情報を表示する

自動再生設定

ｉモーションを自動再生するかどう
かを設定する

お知らせ

ストリーミングタイプのｉモーションは自動再生の設

定にかかわらず、常に自動再生されます。

自動再生を［する］に設定しても、ｉモーションによって

は自動再生されない場合があります。

自動再生を［しない］に設定すると、ｉモーションの取得

完了後、再生や保存操作を選択する画面が表示されま

す。

ｉモーションタイプ設定

取得するｉモーションのタイプ
を設定する

標準タイプのみを取得する 1
標準タイプとストリーミングタイプを取
得する

2

お知らせ

ストリーミングタイプのｉモーションを取得する場合

は、ｉモーションタイプ設定を［標準／ストリーミング

タイプ］に設定する必要があります。

［標準タイプ］に設定したまま、ストリーミングタイプの

ｉモーションを取得しようとすると、［このｉモーショ

ンを再生するためには、ｉモーションタイプ設定を変更

してください。変更しますか？］と表示されます。［はい］

を選択すると、ｉモーションタイプ設定が変更され、取

得することができます。
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FOMA端末はｉモードメールとSMS（ショートメッセー

ジ）を送受信できるメール機能を持っています。ｉモード

メールをご利用いただくには、ｉモードのご契約が必要

です。

ｉモードメールの送信、受信方法については、P.233、

P.241を参照してください。

ｉモードを契約しなくても、FOMA端末との間でSMSの

送受信（文字メッセージのやりとり）ができます。SMSの

送信、受信方法については、P.263、P.265を参照してくだ

さい。

３種類のメール機能で送受信できる相手は次のとお

りです。
FOMA端末→FOMA端末へ

FOMA端末→movaサービスのｉモード端末へ

FOMA端末から送信したSMSは、movaサービスのｉモー

ド端末ではｉモードメールとして受信されます。

SMS送達通知設定（nP.267）が［要求する］に設定され

ている場合には、mova端末へ送ることはできません。

movaサービスのｉモード端末→FOMA端末へ

movaサービスのｉモード端末から送信したショート

メール※は、FOMA端末ではSMSとして受信できます。

※ ショートメールとは、ドコモの携帯電話で文字メッセー

ジをやりとりできるサービスです。

ｉモードを契約するだけで、ｉモード端末（mova含

む）間はもちろん、インターネットを経由してe-mail

とのメールのやりとりができます。

ｉモードご契約時のメールアドレスは次のように

なります。

ｉモード端末（mova含む）間でメールをやりとりする場

合は、@マークより前の部分のみのアドレスで送信可能

です。

パソコンなどのe-mailからメールを受信する場合は、

＠docomo.ne.jpも含めたアドレス全体を使用します。

FOMA端末のメール機能について

メール機能の送受信について

SMS

FOMA端末 FOMA端末

（最大全角・半角70文字／
半角英数字のみ160文字）

（最大全角5000文字／
半角10000文字）

SMS

ｉモード
メール

ｉモード
メール

SMS

ｉモード
メール

FOMA端末

（最大全角2000文字／
半角4000文字）

ｉモード
メール

movaサービスの
ｉモード端末

ｉモード
メール

（最大全角・半角70文字／
半角英数字のみ160文字）

お知らせ

ｉモードメールやSMSの内容は、別にメモを取るか、パ

ソコンをお持ちの場合はminiSDメモリーカードやデー

タリンクソフトをご利用いただき、パソコンに転送・保

管することをおすすめします。

ｉモードメール

ｉモードメールとは

新規にｉモードをご契約の場合
@マークの前がランダムな英数字の組み合わせになってい
ますので、ｉモードご契約後にお客様のメールアドレスを
ご確認ください。

例）abc1234～789xyz@docomo.ne.jp
〈お客様のメールアドレスの確認方法〉
［ｉMenu］O［料金＆お申込・設定］O［メール設定］O［アド
レス確認］

ショート
メール SMS

（最大全角・
半角50文字）

（最大全角250文字／
半角500文字）

FOMA端末movaサービスの
ｉモード端末

ｉモード
メール

ｉモード
メール
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メールの送信方法はnP.233

メールの受信方法はnP.241

メール選択受信
ｉモードセンターに保管されているメールの題名

などを確認し、受信するメールを選択したり、受信前

にｉモードセンターでメールを削除することがで

きます。nP.243

メール設定を行う
下記の各種設定を行うことができます。

詳細はｉモードご契約時にお渡しする『ご利用ガイド

ブック（ｉモード＜FOMA＞編）』をご覧ください。

メールアドレス変更（メールアドレス設定
＜アドレス変更＞）
たとえば「docomo.△△_ab1234yz@docomo.ne.jp」の

ように、メールアドレスの「@」より前の部分を、お好

みのアドレスに変更することができます。

メールアドレス確認（メールアドレス設定

＜アドレス確認＞）
現在設定されているメールアドレスを確認すること

ができます。

シークレットコード登録（メールアドレス設定
＜その他設定＞O シークレットコード登録）
電話番号のアドレス利用時に、メールアドレスに加

えて４桁のシークレットコードを登録できます。

シークレットコードを指定していないメールは受信

されなくなるため、不要なメールの受信を避けられ

ます。

メールアドレスリセット（メールアドレス設定

＜その他設定＞O アドレスリセット）
メールアドレスを「携帯電話番号@docomo.ne.jp」に

することができます。

迷惑メール対策
以下のいずれかの方法でメールの受信／拒否設定を

行うと、メールの受信を制限することができます。

① 受信／拒否設定（メール受信設定＜迷惑メール対

策＞O受信／拒否設定）
ドコモ・au・ソフトバンク・ツーカー・ウィルコムのうち、

指定する会社からのメールの受信ができます。

また、上記の会社以外から送信されたメールのうち、指定

するドメインまたはアドレスから受信できます。そして、

インターネットからの携帯・ＰＨＳドメインになりすま

したメールを拒否することもできます。

② SMS拒否設定（メール受信設定

＜迷惑メール対策＞OSMS拒否設定）
受信するSMSを制限することができ、「SMS一括拒否」「非

通知SMS拒否」「国際SMS拒否」「非通知SMS及び国際

SMS拒否」の４つの中からいずれか１つを選択いただけ

ます。また設定の状況を確認することができます。

③ ｉモードメール大量送信者からのメール受信制

限（メール受信設定＜その他設定＞O ｉモード

メール大量送信者からのメール受信制限）
１日に１台のｉモード端末（mova含む）から送信される

200通目以降のｉモードメールを受信拒否します。

お買い上げ時には［拒否する］に設定されていますので、

大量送信者からのメールを拒否したい場合は設定する必

要はありません。

④ 未承諾広告※メール拒否（メール受信設定＜その

他設定＞O 未承諾広告※メール拒否）
受信者の同意なしに一方的に広告・宣伝を行うために送

信される、メール件名欄の最前部に「未承諾広告※」と記

載されているメールを受信拒否します。お買い上げ時に

は［拒否する］に設定されていますので、「未承諾広告※」

メールを拒否したい場合は設定する必要はありません。

（送信者はメール件名欄の最前部に「未承諾広告※」（全角

６文字）と記載することが法律で義務づけられていま

す。）

メールサイズ制限（メール受信設定

＜メールサイズ制限＞）
あらかじめ指定したサイズによって、受信する

ｉモードメールを制限することができます。

設定状況確認（メール受信設定＜設定状況確認＞）
現在設定されているメール受信／拒否などの設定状

況を確認できます。

〈設定方法〉
［ｉMenu］O［料金＆お申込・設定］O［メール設定］O［各設定］
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メール機能停止（メール機能停止）
メール機能を利用されない場合、ｉモードセンター

でのメール機能停止を行うことができます。

送受信できる文字数
ｉモードメールで送受信できる文字数は次のとお

りです。

メールを受信できないとき
ｉモードセンターに届いたメールは、すぐにお客様
のｉモード端末に送信されます。ただし、お客様の
ｉモード端末の電源が入っていない場合やｉモード
圏外などで受信できないときは、メールはｉモード
センターに保管されます。ｉモードセンターで保管
しているときは、一定の時間をおいて最大３回まで
再送します。
また、メール選択受信設定により、ｉモードセンター
でｉモードメールを選んで受信することができま
す。

こんなこともできます

ファイル添付メール
■メロディ添付メール

サイトやインターネットホームページからダウン

ロードしたメロディファイルを、ｉモードメールに

添付して送受信できます。（メール添付やFOMA端末

外への出力が禁止されているメロディファイルは送

信できません。）
送信するにはnP.239

受信したときはnP.247

■画像添付メール

サイト、インターネットホームページ、または外部メ

モリから取得した静止画ファイルをｉモードメー

ルに添付して送受信できます。（メール添付や

FOMA端末外への出力が禁止されている静止画ファ

イルは送信できません。）
送信するにはnP.239

受信したときはnP.247

ｉショット
カメラ機能付き端末で撮影した静止画ファイルを添

付ファイルとしてｉモード端末（mova含む）および

パソコンや他社携帯電話の間で送受信できます。受

信側には添付ファイル形式または、画像閲覧用URL

（またはアイコン）および画像の保存期限が記載され

たメールとして送信され、そのURLを押下すること

で画像を取得できます。

mova端末へ送れるメール本文は最大全角184文字

（369バイト）で、複数ファイルを添付した場合、添付

ファイルは削除され、メール本文のみ通知されます。
送信するにはnP.239

受信したときはnP.247

項　目
全角文字

（漢字、ひらがな、絵
文字など）

半角文字
（英字、数字、
カタカナなど）

題名 15文字 30文字

メールアドレス － 50文字

本文 5000文字 10000文字

お知らせ

ｉモードメールの本文は全角5000文字（10000バイト）

まで送受信できますが、添付ファイルのデータ量により

送受信できる文字数が少なくなります。

本文が受信可能な文字数を超えた場合、本文の最後に

［/］または［//］が挿入され、超えた分が自動的に削除さ

れます。

movaサービスへｉモードメールを送信する場合、本文

として送信できるのは最大全角2000文字までです。ま

た、ｉショット・ｉモーションメールはURLの記載され

たメールとして送信され、それ以外の添付ファイルは削

除されます。

題名が受信可能な文字数を超えた場合、超えた文字は削

除されます。

他の携帯電話会社（au／ソフトバンク／ツーカー）に絵

文字入りのｉモードメールを送ると、自動的に送信先の

類似絵文字に変換されます。

※ 送信先の携帯電話の機種、機能により、正しく表示
されない場合があります。

※ 送信先に該当する絵文字がない場合は、文字または
「＝」に変換されます。

お知らせ

ｉモードセンターでのメールの最大保管件数、保管期間

は次のとおりです。

保管期間が超過したメールは自動的に削除されます。

最大保管件数 最大保管期間

ｉモードメール
207～1000件

（約２メガバイ
トまで）

720時間

最大保管件数は、メールのデータサイズにより異なりま

す。保管件数を超えた場合は、ｉモードセンターでは

メールを受信せず送信者にエラーメッセージとともに

返信します。このときｉモード端末には、［X］が表示さ

れます。（nP.242）

なお、メール選択受信設定を「ON」に設定しているとき

は、保管件数を超えても［X］は表示されません。

ｉモードセンターに保管されているメールは、ｉモー

ド問い合わせやメール選択受信により受信できます。ま

た、新しいメールが届いたときは、保管されている他の

メール、メッセージも合わせて受信できます。

ｉモード端末でメールを受信するとｉモードセンター

に保管されていたメールは削除されます。受信したメー

ルはｉモード端末に保存されます。（nP.241）

極端に容量の大きいメールはｉモードセンターで受け

付けないことがあります。

お知らせ
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※ 添付画像のURLを記載したメールを受信した場合

ｉショットセンターでは最大10日間画像が保存され、保

存期間経過後、自動的に削除されます。

ｉモード端末が送信できるのは、最大500Kバイトまでの

静止画となります。また、20Kバイトより大きい画像を添

付してｉモード端末に送信した場合は、受信側では自動

的にサイズの圧縮された画像を取得します。

ｉモーションメール
ｉモーションメール対応端末で撮影した動画やサ

イトから取得した動画をｉモーションメール対応

端末およびパソコンや他社携帯電話の間で送受信で

きます。（メール添付やFOMA端末外への出力が禁止

されている動画ファイルは送信できません。）
ｉモーションメールを送信するにはnP.239

ｉモーションメールを受信したときはnP.246

サービスのしくみ
ｉモーションメールに添付された動画ファイルは

ｉモーションメールセンターに送信され、そこで保

存されます。（送信先がパソコンなどの場合は、直接

添付ファイルとして送信されます。）

ｉモーションメール対応端末で受信した場合、メー

ル本文中に表示されているURLを押下して動画を取

得することができます。

ｉモーションメール非対応端末へ送信した場合は、

ｉモーションが連続静止画に変換され、URLの記載

されたメールとして受信されます。受信者は表示さ

れているURLを押下し、連続静止画を取得します。

ｉモーションメールセンターでは最大10日間まで画像が

保管され、保管期間経過後、自動的に削除されます。

ｉモーションメール対応端末が受信できるのは、最大

500Kバイトまでの動画となります。また、取得した動画

はｉモーションメール対応端末の画面に合わせて画像サ

イズを自動的に変換します。
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デコメール
ｉモードメール編集時に文字の大きさや背景の色

などを変えたり、画像を本文中に貼り付けることに

よって、自分のオリジナルメールを作成して送信し

たり、装飾された楽しいメールを受信することが可

能になります。（パソコンから装飾したメールを受信

する場合、ｉモード端末では非対応の装飾があるた

め、パソコン上と同じ動作にならない場合もありま

す。）

デコメールを非対応端末へ送信した場合は、URLが

記載されたメールとして受信されます。受信者は表

示されているURLを押下し、デコメールを閲覧でき

ます。
デコメール編集方法nP.235

デコメール送信方法nP.235

対応機種…デコメール対応機種でご利用いただけます。詳

しくは、『ご利用ガイドブック（ｉモード＜FOMA＞編）』を

ご覧ください。

メール同報送信
同じｉモードメールを、一度に複数の宛先（最大５

件）に送信できます。nP.234
通信料は、１通のみ送信した場合と同じです。（ただし、追

加した宛先の情報量については、通信料が増えます。）

Cc、Bcc送受信
パソコンと同じように、ｉモードメール編集時に宛

先をTo、Cc、Bccから選択できます。ただし、Toが１

件もない場合は、メールを送信できません。

nP.233

チャットメール
複数の相手と会話をするような感覚でメールの交換

ができます。nP.260
通信料は、相手が複数の場合メール同報送信したときと

同じです。

ｉモードを契約しなくても、FOMA端末どうしで

SMSの送受信（文字メッセージのやりとり）ができま

す。
SMSセンターでのSMSの最大保管期間は72時間です。

保管期間を過ぎたSMSは自動的に削除されます。

SMSセンターに保管されているSMSは、SMS問い合わせ

（nP.266）により受信できます。

FOMA端末でSMSを受信するとSMSセンターに保管され

ていたSMSは削除されます。受信したSMSはFOMA端末

に保存されます。（nP.265）FOMA端末が受信したSMS

は、FOMAカードにコピーすることもできます。

（nP.267）

SMS一括拒否、非通知SMS拒否、国際SMS拒否、非通知

SMS拒否+国際SMS拒否を設定できます。（nP.229）

SMSの宛先
SMSの宛先は「ご契約の携帯電話番号」です。

ｉモードメールの作成、受信メールや送信メールの

表示などは、メールメニューから行います。

1 待受画面でmを押す。
TOPメニューから:

（メール）で選択すること

もできます。

SMS（ショートメッセージ）

メールメニュー

メールメニューを表示する

メニュー 機　能 ページ

U受信BOX 受信したメールの表示や
返信、転送などを行いま
す。

P.241、
P.248

V送信BOX 送信したメールの表示や
再送信などを行います。

P.241、
P.248

W未送信
BOX

未送信メールの編集や送
信を行います。

P.241、
P.248

X新規
メール作成

新規にメールを作成して
送信や保存を行います。 P.233

Y新規SMS
作成

新規にSMSを作成して送
信や保存を行います。

P.263、
P.264

Zチャット
メール

チャットメールの設定や
送信などを行います。 P.260

[7モード
問い合わせ

ｉモードセンターにメー
ルやメッセージR／Fが保
管されていないか問い合
わせます。

P.244

\SMS
問い合わせ

SMSセンターにSMSが保
管されていないか問い合
わせます。

P.266

]テンプ
レート

デコメールテンプレート
の表示や編集などを行い
ます。

P.238

r
Uメール
選択受信

ｉモードセンターで保管
されているメールのうち、
受信したいメールのみを
選んで受信します。

P.243

r
Vメール
設定

ｉモードメールやSMSに
関係する各種機能を設定
します。

P.256
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ｉモードメールを作成して、送信します。
ｉモード端末以外の相手にｉモードメールを送信する場

合は、題名や本文に半角カタカナ、絵文字を使用しないで

ください。受信側で正しく表示されないことがあります。

movaサービスのｉモード端末へｉモードメールを送信

する場合、本文は最大全角2000文字（半角4000文字）まで

送信できます。

ｉモードメールの送信先を［To］、［Cc］、［Bcc］に分けて送

信できます。［宛先］に入力したアドレスへは［To］で送信

されます。

表示される文字サイズは、文字サイズ設定（nP.256）で

変更できます。

1 待受画面でm4を押す。
TOPメニューから:

（メール）→［新規メール

作成］の順に選択するこ

ともできます。

待受画面でmを１秒以

上押しても表示できま

す。

［未送信BOXがいっぱい

のため起動できません］

が表示されたときは、

ｉモードメールを作成できません。

未送信メールを削除してください。（nP.254）

2［宛先］を選んでtを押し、入力方法を
選ぶ。

3［題名］や［本文］を選んでtを押し、入
力してtを押す。

メール本文入力画面では、

画面中央の文字入力エリ

アで文字を決定したあと、

tを押して本文のカーソ

ル位置に入力します。

題名は最大全角15文字

（半角30文字）まで、本文

は最大全角5000文字（半

角10000文字）まで入力

できます。

以下の場合は、本文入力画面において全角5000文

字（半角10000文字）以上のサイズとなり、入力可

能な残バイト数はマイナス表示になります。マイ

ナス表示となった場合は、10000バイト以下（残バ

イト数が０以上）になるように編集してください。

貼り付けした文字数と、すでに入力されている

メール本文の合計サイズが10001バイト以上

になる場合

本文入力済みのｉモードメールを、装飾操作に

よりデコメールに変更した場合

改行［K］は全角１文字としてカウントします。全

角、半角のスペース（空白）もそれぞれ全角１文字、

半角１文字としてカウントします。（題名に改行

［K］は入力できません。）

本文入力画面の文末でpを押すと［K］（改行）され

ます。また、cを押すと［K］は削除されます。

本文に何も入力されていない状態でcを押す

と、メール作成画面に戻ります。

ｉモードメール作成・送信

ｉモードメールを作成して送信
する

電話帳から
選ぶ

1→相手を選ぶ→t
登録されている他のメールアドレ
スを選ぶときは、相手を選んでi
を押し、メールアドレスを選んで
tを押します。

［U］、［S］、［7］、［B］のいずれも
表示されない場合、メールアドレ
スは登録されていません。
FOMAカード電話帳の場合は、
メールアドレスが登録されてなく
ても［T］が表示されます。

直接入力
する

2→宛先を入力→t
半角の英字、数字、一部の記号を最
大50文字まで入力できます。
ｉモード端末にｉモードメールを
送信する場合は、「@docomo.ne.jp」
を省略できます。
記号入力（nP.416）、インター
ネットに関連した定型文

（nP.416）を利用できます。

メール送信
履歴から
選ぶ

3→相手を選ぶ→t→t
ｉモードメールのメール送信履歴
がある場合に選択できます。

メール受信
履歴から
選ぶ

4→相手を選ぶ→t→t
ｉモードメールのメール受信履歴
がある場合に選択できます。

メールメン
バーから
選ぶ

5→メールメンバーを選ぶ→t
あらかじめメールメンバーを登録
しておいてください。（nP.258）

メール作成画面

複数の宛先
に送信する

（nP.234）

［宛先］を入力すると「同報」の入力
欄が追加されます。

「同報」の入力欄を選ぶ→t→送信
種別を選ぶ→t→入力方法を選ぶ
→t
メールメンバーを設定した場合は
メンバー全員が必ず［To］で入力さ
れます。
最大４件まで宛先を追加できま
す。

宛先を変更
する

宛先を選ぶ→t→入力方法を選ぶ→
t

［電話帳検索］、［メール送信履歴］、
［メール受信履歴］を選んだとき
は、［アドレスを上書きします
か？］と表示されます。［はい］を選
んでtを押すと、メールアドレス
を選択できます。

［メールメンバー］を選んだとき
は、［アドレスを全件上書します　
よろしいですか？］と表示されま
す。［はい］を選んでtを押すと、
メールメンバーを選択できます。

［直接入力］を選んだときは、アド
レス入力画面が表示されます。

宛先を削除
する

宛先を選ぶ→C5［アドレス削除］
→［はい］→t
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4 i［送信］を押す。
送信が完了すると、［7
モードメール送信しまし

た］と表示され、メール作

成前の画面に戻ります。

送信を中止するときは、

送信中の画面でt［中

止］を押します。

Hまたはcを押し

ても中止できます。

ただし、タイミングによってはｉモードメールが

送信される場合があります。

送信を中止したｉモードメールは、未送信メール

として保存されます。

FOMA端末では同じ内容のｉモードメールを複数

の宛先に同時に送信できます。最大５人の相手に送

信できます。
「同報」の入力欄では送信種別（To／Cc／Bcc）を選択でき

ます。

Cc ：［To］宛に送信したメールを第三者に知らせ

るときに使います。

Bcc ：［Cc］と同じように第三者に知らせるときに使

いますが、［Bcc］で指定したアドレスは、［To］

や［Cc］の相手には表示されません。

最大５人までのアドレスをメールメンバーに登録してお

くと、複数のアドレスを簡単に指定することができます。

（nP.258）

宛先に入力したアドレスは［Bcc］にしたものを除き、受信

した相手に表示されます。ただし、相手の機種によっては

表示されない場合もあります。

複数の宛先に送信しても、１件の送信メールとして保存

されます。送信メール表示画面では、送信に成功した宛先

がすべて表示されます。

送信に失敗した宛先があったときは、送信メール１件と

未送信メール１件が保存されます。未送信メールには、送

信されていない宛先がすべて表示されます。

同じメールアドレスを宛先や同報として複数設定すると

［重複するアドレスがあります］と表示され、送信できま

せん。重複するアドレスを削除して送信してください。

定型文を利用する 本文入力画面でC7→分類
を選ぶ→t→定型文を選ぶ→
t→t

定型文については、P.434を
参照してください。

署名を貼り付ける メール作成画面でC8また
は本文入力画面でCr2

あらかじめ署名を登録して
おきます。（nP.258）
自動署名貼付が［ON］に設定
されている場合、署名は自動
的に貼り付けられます。
署名の文字数は、本文の文
字数に含まれます。本文と
署名の合計文字数が送信で
きる文字数を超える場合、
入力可能な残バイト数はマ
イナス表示になります。残
バイト数が０以上になるよ
うに編集してください。

デコメールを作成
する（nP.235）

本文入力画面でC1

お知らせ

画像やメロディなどを添付すると、本文に入力できる文

字数が少なくなります。

宛先や同報が入力されている状態でメールメンバーか

ら宛先を指定すると上書きされます。上書きする場合は

［はい］を選択してください。

宛先にメールメンバーを設定すると、１人目のアドレス

は［宛先］に入力され、２人目以降は同報の入力欄に［To］

で入力されます。（［Cc］、［Bcc］への変更も可能です。）

宛先を削除した場合、同報欄の一番上に表示されている

アドレスの送信種別が［To］の場合は、［宛先］に入力さ

れます。

電波状況などにより、送信できない場合があります。送

信できなかったｉモードメールは、未送信メールとして

保存されます。

送信できていても、電波状況などによっては、［送信でき

ませんでした］と表示される場合があります。

電波状況などにより、受信側で文字が正しく表示されな

い場合があります。

送信メールは送信SMSと合わせて最大200件まで保存

できます。送信メールが200件保存されている状態で新

しいｉモードメールを送信すると、保護されていない一

番古い送信メールから順に自動的に上書きされます。

（上書き確認のメッセージは表示されません。）必要な

ｉモードメールは保護することをおすすめします。

メール履歴表示を［OFF］に設定しているときは

（nP.163）、宛先入力で［メール送信履歴］、［メール受

信履歴］を選択できません。

ダイヤル発信制限中は、電話帳に登録されている宛先以

外へｉモードメールを送信できません。

オールロック中、セルフモード中はｉモードメールを送

信できません。

メールのPIMロック中は、端末暗証番号（４～８桁の数字）

を入力するとｉモードメールを作成し、送信できます。

［宛先］、［To］、［Cc］に入力したメールアドレスは、受信

側に表示されます。ただし、受信側の端末や機器、メール

ソフトなどによっては、表示されない場合があります。

編集中に電話がかかってくると
通話後、着信前の画面に戻り編集を続けることができま

す。

相手がシークレットコードを登録しているとき
「＠」の前に、相手のシークレットコード（４桁の数字）を

入力します。電話帳に相手のシークレットコードを登録

しているときは、入力する必要はありません。

（nP.110）

宛先が「携帯電話番号」または「携帯電話番号

@docomo.ne.jp」のときは、電話帳にシークレットコー

ドが設定されているかどうかを自動的に調べ、シーク

レットコードが設定されているときは、シークレット

コードを付けて送信します。（nP.110）

メールアドレスを「携帯電話番号＋シークレットコード

@docomo.ne.jp」として電話帳に登録している場合は、

ｉモードメール送信や返信ができないことがあります。

「携帯電話番号@docomo.ne.jp」に変更してから、シーク

レットコードを登録してください。

ドコモ以外のアドレスにメール送信を行った場合に宛

先不明などのエラーメッセージを受信できないことが

あります。

同報送信について

お知らせ
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送信種別を変更する
入力した宛先や同報の送信種別を変更できます。

ｉモードメールの作成中（nP.233
の操作１～３）に、２件目以降の宛先の

入力欄を選んでt6［送信種別変更］
を押し、送信種別を選ぶ。

ｉモードメール作成時、本文の色や文字サイズを変

更したり、画像を挿入する、背景に色を付けるなどの

装飾を行うことができます。

装飾の種類と効果
作成できるデコメールのサイズは、添付ファイルも含め

て最大10000バイトです。残バイト数が０またはマイナ

ス表示されている場合、本文に装飾できません。

パソコンなどから送信された装飾付きのメールを受信す

ると、装飾が正しく表示されない場合があります。

パレットについて
本文入力画面で、C1［デコレーション］を押すとパ

レットが表示されます。wで装飾の種類を選んでtを押

すか、Cを押してサブメニューから装飾の種類を選択で

きます。（nP.237）

［To］にする 1
［Cc］にする 2
［Bcc］にする 3

デコメール

デコメールを作成して送信する

現在有効な
装飾の種類

本文入力画面

文字色・
文字サイズ
文字位置

背景色

ライン挿入

テロップ

スウィング

画像挿入

点滅

プレビュー画面

サブメニュー
の番号

装飾の種類

1 文字色　

装飾内容：
文字に色を付けます。なお、絵文字に対して
文字の色を設定すると、設定した色で表示さ
れます。通常の絵文字色にしたいときは、［指
定なし］に設定してください。
装飾指定：
色→t

2 文字サイズ　

装飾内容：
文字の大きさを、大、標準、小のいずれかに変
更します。
装飾指定：
1（大）／2（標準）／3（小）

3 画像挿入　

装飾内容：
本文中に画像を表示します。GIFアニメー
ションなど動きがある画像は、一定時間たつ
と止まります。（文字位置が画像の位置に反
映されます。画像や文字の位置は変更できま
す。）なお、デコレーション変更時は、画像挿
入できません。
装飾指定：
挿入する位置でt→フォルダを選ぶ→t→
画像を選ぶ→i

4 点滅　

装飾内容：
文字を点滅させます。一定時間がたつと、点
滅が自動的に止まります。
装飾指定：
1（設定）／2（解除）

小

標準

大
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5 テロップ　

装飾内容：
文字を流して表示（テロップ表示）します。一
定時間がたつと、文字の流れが止まります。
装飾指定：
1（設定）／2（解除）

6 スウィング　

装飾内容：
文字を左右に揺らして表示（スウィング表示）
します。一定時間がたつと、文字の揺れが止ま
ります。
装飾指定：
1（設定）／2（解除）

7 文字位置　

装飾内容：
文字の配置を、左寄せ、センタリング、右寄せ
のいずれかに変更します。
装飾指定：
1（左寄せ）／2（センタリング）／
3（右寄せ）

8 ライン挿入　

装飾内容：
本文中にライン（罫線）を挿入して表示しま
す。（１行分のラインが挿入されます。挿入し
た位置の文字色がラインの色に反映されま
す。ラインの色（文字色）は変更できます。）な
お、デコレーション変更時は、ライン挿入で
きません。
装飾指定：
挿入する位置で t

r1 背景色　

装飾内容：
メール本文の背景に色を付けます。なお、デ
コレーション変更時は、背景色を変更できま
せん。
装飾指定：
背景の色→t

サブメニュー
の番号

装飾の種類

右寄せ

センタリング

左寄せ

r2 デコレーション変更　
装飾内容：
範囲を指定して装飾を行ったり、指定済みの
装飾を変更します。
装飾指定：
開始位置でt→終了位置でt→装飾を指定

［画像挿入］、［ライン挿入］、［背景色］は選
択できません。

r3 元に戻す　
装飾内容：
直前に行った編集を取り消します。

r4 デコレーションなし　
装飾内容：
装飾されていない通常の文字を入力します。
すでに挿入しているすべての装飾は解除さ
れません。

r5 全解除
装飾内容：
すべての装飾を解除します。挿入した画像も
削除され、テキストメールに戻ります。

ボタン操作 装飾の種類 装飾の内容

i 文字入力 文字入力するときに押します。

a カーソル切替
／装飾選択

本文中のカーソル移動とパ
レット選択中のカーソル移動
を切り替えます。

m 範囲選択 装飾する範囲を選択するとき
に押します。

お知らせ

画像挿入について
FOMA端末にはあらかじめ画像（デコメールピクチャ）

が登録されています。（nP.429）

本文入力画面中に挿入できる画像は10000バイトまで

です。異なる画像の場合は最大10個、同一画像を続けて

挿入した場合は10個以上の入力も可能です。ただし、

いったんメール作成画面に戻って再び本文入力画面に

移行した場合、すでに入力済みの画像に関しては、コ

ピーして貼り付けした場合のみ同一画像として取り扱

われます。

デコメールの背景色によっては、画像やｉモーション取得

先URLの文字色と重なり、URLが見えない場合があります。

デコメール対応機種からデコメール非対応機種（mova

および900iシリーズより前のFOMA）にデコメールを送

信した場合に、メール本文にデコメール参照用URLを付

けて送信し、受信者はURLをクリックすることによって

Web上でデコメールを閲覧することができます。

対応機種…デコメール対応機種でご利用いただけます。
詳しくは、『ご利用ガイドブック（ｉモード＜FOMA＞
編）』をご覧ください。

他のアプリケーションがすでに起動している場合（例え

ば、音声通話中）のメール作成においては、画像選択時の

画像プレビューができない場合があります。［決定］によ

る画像選択確定のみとなります。

挿入した画像の情報を表示させるには、カーソルを画像

の直前に移動して、サブメニューから［情報表示］を選択

すると、挿入画像の情報が表示できます。

サブメニュー
の番号

装飾の種類
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装飾しながら本文を作成する
装飾方法を指定してから文字を入力したり、指定し

た装飾方法で入力済みの文字を装飾できます。

1 ｉモードメールを作成し、宛先、題名
を入力する。（nP.233の操作
１～３）

2［本文］を選んでtを押す。
装飾方法を指定してから文字を入力する場合は操

作３に進みます。文字を入力してから装飾する場

合は、本文を入力します。

3 C1［デコレーション］を押し、wでパ
レットを選んでtを押し、装飾を指定す
る。

パレットを表示している

ときに本文中のカーソル

を移動する場合は、a
［カーソル切替］を押しま

す。もう一度a［装飾選

択］を押すと、パレットの

選択に戻ります。

各装飾の詳しい操作方法

については、P.235～

P.236の表「パレットにつ

いて」を参照してくださ

い。

続けて別の装飾を指定できます。パレットが表示

されているときはC1［デコレーション］を押

す操作は不要です。

パレット設定が［OFF］のときは、C1［デコレー

ション］を押し、サブメニューから装飾の種類を選

んでtを押し、装飾を指定します。

4 装飾の指定が終わったら、本文を入力
する。

すでに入力している文字

を装飾するときは、装飾

の指定が終わったらm
［範囲選択］を押し、始点

を選んでt［始点］を押

し、終点を選んでt［終

点］を押します。m［全選

択］を押すと、すべての範

囲が装飾されます。選択

を取り消すときはC［取消］を押します。

パレット設定が［OFF］の場合は、装飾の指定が終

わったらiを押し、本文を入力します。

本文を入力すると、装飾が反映されます。

メールサイズが10000バイトを超えると、バイト

数がマイナス表示されます。

10000バイト以内になるように編集してくださ

い。

装飾した文字を削除しても、装飾データのみが残

り、入力文字数が少なくなる場合があります。装飾

した文字を削除するときは、装飾の解除を行って

から文字を削除してください。なお、cを１秒以

上押して文字を削除した場合は、文字と文字にか

かっている装飾データが削除されます。

本文の変更を１つ前の状態に戻すときは、

Cr1を押します。連続して複数の装飾を指定

したあとで、装飾範囲を指定した場合、元に戻すこ

とはできません。

5 Cr7［プレビュー］を押す。
uで画面をスクロール

できます。

プレビュー画面では、受

信した相手に表示される

メールと同じものを確認

できます。

続けて装飾をするとき

は、tを押してプレ

ビュー画面を閉じたあ

と、操作３～４をくり返します。

6 t［確認］を押す。
装飾を全解除するときは、C1［デコレーショ

ン］Cr5を押します。パレット設定が［OFF］

のときは、C1r5を押します。挿入した画

像も削除されます。

挿入した画像の詳細情報を表示するときは、画像の

前にカーソルを移動してCr3を押します。

7 tを押し、i［送信］を押す。
本文のみのサイズが10000バイトを超えていると

きは、［最大サイズを超えているため一部のデータ

が失われる可能性があります　編集終了します

か？］と表示されます。［はい］を選んでtを押す

と、メール作成画面が表示されますが、超過してい

るデータは削除され、［y］が表示されます。メール

の内容（文字、画像など）によっては、削除されない

場合もあります。編集し直すときは、［いいえ］を選

んでtを押すと本文入力画面に戻ります。10000

バイト以内になるように編集してください。

点滅を指定する
とき

［点滅］→t→1→i→文字を
入力

テロップを指定
するとき

［テロップ］→t→1→i→文
字を入力

スウィングを指
定するとき

［スウィング］→t→1→i→
文字を入力

プレビュー画面
を表示する

Cr7
tを押すと元の画面に戻りま
す。

パレット表示画面
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範囲を指定して装飾する
本文の一部を指定して装飾を行ったり、指定済みの

装飾を変更できます。

1 パレット表示画面（nP.237）でm［範
囲選択］を押す。

パレット表示画面でCr2を押しても操作で

きます。

2 装飾開始位置にカーソルを移動してt
［開始］を押す。

すべての文章を選択するときは、mを押します。

選択を取り消すときは、iを押します。

3 装飾終了位置にカーソルを移動してt
［終了］を押す。

4 wでパレットを選んでtを押し、装飾
を指定する。

指定した範囲が装飾されます。

１つ前の状態に戻すときはCr3［元に戻す］

を押します。

［画像挿入］、［ライン挿入］、［背景色］、［デコレー

ション変更］、［デコレーションなし］は選ぶことが

できません。

パレット設定が［OFF］のときは、サブメニューから

装飾の種類を選んでtを押し、装飾を指定します。

同じ範囲を続けて装飾するときは、操作４をくり

返します。

5 装飾の指定が終わったら、i［文字入
力］を押す。

以降の操作については、P.237の操作５～７を参照

してください。

テンプレートを利用してデコメールを作成できます。

テンプレートとは、レイアウトや装飾がすでに決めら

れているデコメール用の雛形です。テンプレートを利

用することにより、簡単にデコメールを作成／送信で

きます。

また、作成したデコメールをテンプレートとして保

存したり、テンプレートをサイトからダウンロード

（nP.210）することもできます。
テンプレートは最大30～100件まで保存できます。

お買い上げ時、17件のテンプレートが登録されています。

1 待受画面でm9を押す。
TOPメニューから:（メール）→［テンプレート］

の順に選択することもできます。

メール作成中にテンプレートを呼び出すときは、

メール作成画面でC3または、本文入力画面で

C2を押します。本文が入力されているとき

は、編集中の内容が失われる旨のメッセージが表

示されます。［はい］を選んでtを押すと、本文の

内容が削除されます。

2 テンプレートを選んでt［確認］を押
し、i［メール］を押す。

テンプレートが本文入力

画面に反映されます。

デコメール作成と同様に

編集できます。詳しくは、

P.235を参照してくださ

い。

1 デコメールの作成が終わったら
（nP.237の操作１～６）tを押し、
メール作成画面でC4［テンプレー
ト保存］を押す。

2［はい］を選んでtを押す。
テンプレートを呼び出して作成したデコメールの

場合は、［新規保存］または［上書き保存］を選んで

tを押します。

お知らせ

受信したデコメールを引用返信、または転送した場合、

装飾や挿入した画像も引用されます。

デコメール対応FOMA端末以外から送信された装飾

メールは装飾が正しく表示されないことがあります。

装飾決定すると、状態アイコンが［U］に変わります。

デコメール非対応機種からデコメール閲覧用のURL付

きメールを転送された場合、そのURLを直接入力して

も、該当するデコメールは閲覧できません。

パレットを表示しないように設定する
＜パレット設定＞

1 P.237の操作２のあとCr4
2 2

パレットを表示させるとき：1

お知らせ

装飾を指定したあとで、範囲を指定したときは、元に戻

すことはできません。

テンプレートを利用して送信する

テンプレートを利用してデコメールを
作成する＜テンプレート呼出＞

お知らせ

テンプレートにファイル制限ありの画像が挿入されている

場合、メッセージが表示され、画像を削除して表示されます。

サイズが超過しているテンプレートは呼び出しできま

せん。

作成したメールをテンプレートとして
保存する＜テンプレート保存＞

BVIG
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1 待受画面でm9を押し、テンプレー
トを選んでC1［編集］を押す。

2 デコメールを編集し（nP.237の操作
３～６）、tを押し、［新規保存］または
［上書き保存］を選んでtを押す。

FOMA端末で撮影した静止画や動画、サイトやイン

ターネットホームページからダウンロードした画

像、ｉモーション、メロディやトルカをｉモード

メールに添付して送信できます。
１つのメールに通常添付ファイルと大容量添付ファイル

を同時に添付できます。

１つのメールに添付できるファイルのサイズや

個数
通常添付ファイルの場合

大容量添付ファイルの場合

※１ 添付ファイルサイズと本文サイズの合計です。添付

ファイルのサイズの分だけ、本文に入力できる文字数

が少なくなります。ただし、大容量添付ファイルを添

付すると、通常添付ファイルサイズと本文サイズの合

計は最大9800バイト（デコメールの場合は最大9600

バイト）になります。

※２ 添付するトルカデータによっては、このサイズ内でも

送信できないことがあります。

※３ 添付ファイルサイズが大きいと、添付できる件数が少

なくなります。

※４ GIF画像は添付できません。

※５ movaサービスのｉモード端末へ送信する場合、自動

的にｉショット送信（画像閲覧用URLと画像保存期限

が自動的に付与される）となります。なお、添付できる

データは１個、本文は最大全角184文字までです。も

し、この条件にあてはまらないファイルや、複数の

ファイルを添付した場合は、添付ファイルが削除さ

れ、本文のみが送信されます。

※６ 10000バイトを超えるGIF画像はメールに添付できま

せん。

※７ 大容量添付ファイルのみを添付した場合のサイズで

す。

※８ ｉモード端末へ送信する場合、ｉショットセンターで

ｉモード端末に送るのに適したサイズに変換されま

す。

※９ 動画／ｉモーションをｉモード端末へ送信する場合、

ｉモーションメール（動画閲覧用URLと動画保存期限

が自動的に付与される）となります。送信先のｉモー

ド端末の種類によっては画像が粗くなったり、連続静

止画に変換されることがあります。

お知らせ

保存したテンプレートには、自動的に保存日時をもとに

したタイトル名が付けられます。

例：2006年6月22日午後１時５分７秒に保存した場合→

［060622_130507］

作成したデコメールに添付ファイルがあっても、添付

ファイルなしで保存されます。

メモリが不足している場合、テンプレートを保存できま

せん。不要なファイルを選択削除し、メモリの空き容量

を増やしてから保存してください。（nP.341）

テンプレートを編集する＜編集＞

テンプレートのタイトルを編集する＜タイトル編集＞

1 待受画面でm9を押し、テンプレートを選ぶ ? 
C2

2 タイトルを編集 ? t

テンプレートを削除する＜削除＞

1 待受画面でm9を押し、テンプレートを選ぶ ? 
C3

2 1［１件削除］
複数のテンプレートをまとめて削除するとき：2 

? テンプレートを選ぶt（くり返し可）? C
すべてのテンプレートを削除するとき：3 ? 端
末暗証番号（４～８桁の数字）を入力 ? t

3 ［はい］ ? t

テンプレートの詳細情報を表示する＜情報表示＞

待受画面でm9を押し、テンプレートを選ぶ ? 
C4

確認を終わるとき：tまたはc

関連操作のお知らせ

テンプレートの情報表示について
タイトル、ファイル名、ファイル形式、ファイル制限が表

示されます。

添付ファイル

ファイルを添付する

データの種類 メロディ 静止画 トルカ

ファイル形式 SMF GIF画像、
JPEG画像

―

ファイルサイズ １～10000バイト※１ 1～1024
バイト※２

添付可能件数 合計最大10個※３

送付先
ごとの
送付可
否

FOMA端末 ○ ○ ○

movaサービ
スのｉモー
ド端末

× ○※４、５ ×

e-mail ○ ○ ×

データの種類 静止画 動画／
ｉモーション

ファイル形式 JPEG画像※６ Mobile MP４

ファイルサイズ 10001～500K
（512000）バイト※７

１～500K
（512000）バイト※７

添付可能件数 どちらか１個

送付先
ごとの
送付可
否

FOMA端末 ○※８ ○※９

movaサービ
スのｉモー
ド端末

○※５、８ ○※９

e-mail ○ ○
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1 ｉモードメールを作成し（nP.233
の操作１～３）、uで添付の入力欄を
選んでtを押す。

2 添付するファイルを選ぶ。

メール作成画面に戻ります。添付欄に選択した

ファイル名とファイルサイズが表示されます。

本文入力欄の上に表示される残バイト数表示は、添

付ファイルのサイズを引いた値です。

「待受：240×320」より大きいサイズのJPEG画像

を選んだときは、［待受サイズ（240×320）に縮小

しますか？］と表示されます。［はい］を選んでt
を押すと縮小して添付されます。［いいえ］を選ん

でtを押すと、500Kバイト以下になるように圧縮

して添付されます。

「待受：240×320」サイズはｉモード端末に送信

するのに適したサイズです。

3 i［送信］を押す。

静止画を添付
する

1→フォルダを選ぶ→t→静止
画を選ぶ→i

静止画を確認するときは、静止
画を選んでtを押します。

メロディを添
付する

2→フォルダを選ぶ→t→メロ
ディを選ぶ→i

メロディを再生するときは、メ
ロディを選んでtを押します。
再生を止めるときは、iを押し
ます。

動画／ｉモー
ションを添付
する

3→フォルダを選ぶ→t→
動画／ｉモーションを選ぶ→i

動画／ｉモーションを再生す
るときは、動画／ｉモーション
を選んでtを押します。再生を
止めるときは、aを押します。

トルカを添付
する

4→フォルダを選ぶ→t→トル
カを選ぶ→i

トルカを確認するときは、トル
カを選んでtを押します。

撮影した静止
画を添付する

5→t［Y］→t
撮影した静止画は、［カメラ撮
影］フォルダに圧縮して保存さ
れます。

撮影した動画
を添付する

6→t［録画］→t→1

お知らせ

ファイルサイズが500Kバイトを超える静止画を選択し

た場合は、自動的に圧縮して添付されます。圧縮された

ファイルは、マイピクチャの取得元のフォルダに元の

ファイル名＋「_M」の名前で保存されます。

データBOXのマイピクチャやｉモーションの取得元の

フォルダに保存されている圧縮された画像を削除した

場合、未送信BOXに保存されている未送信メールに添付

されている画像が削除されることがあります。

Flash画像、フレーム、スタンプ、FOMA端末にあらかじ

め内蔵されているメロディは添付できません。

相手の機種がFOMA SH900iより前に発売された機種の

場合、送ったメロディを正しく再生できないことがあり

ます。

ｉモードメール添付やFOMA端末外への出力が禁止さ

れているファイルは送信できません。

FOMA端末で撮影した画像にファイル制限を設定して

いる場合、添付して送信できますが、受け取った方はそ

のファイルを外部へ送信できません。

ｉモーションによっては、添付できないものもあります。

また、送信相手側機種によって、画像が粗くなったり、連

続静止画に変換されて表示される場合があります。

メール添付可能なメロディ一覧には、メール本文と合わ

せるとデータ量がオーバーしてしまうメロディも表示

されます。

トルカ（詳細）をメールに添付して送信した場合、トルカ

（詳細）取得前の状態で送信されます。ただし、送信され

た先で再度詳細を取得することが可能です。

次の場合はメロディや静止画を添付できません
メロディまたは静止画を添付すると、本文（添付したメ

ロディ、画像を含む）のデータ量が10000バイトを超え

る場合。

すでにメロディまたは画像が、合計で10個添付されて

いる場合。

次の場合は10000バイトを超える静止画またはｉモー
ションを添付できません

ｉモーションのデータ量が500Kバイト（512000バイ

ト）を超える場合。

本文（添付したメロディ、画像を含む）の残りのデータ量

が200バイト未満の場合。ただし、デコメールは400バイ

ト未満の場合。

すでに10000バイトを超える静止画、またはｉモーショ

ンが添付されている場合。

撮影した静止画の添付について
自動保存モードを［ON］に設定している場合、撮影後の

プレビュー画面は表示されません。

すでに添付できる最大件数分のファイルが添付されて

いる場合、または残バイト数が０バイトの場合は、カメ

ラ起動は選択できません。

添付ファイルを確認する場合
メール作成画面で確認したいファイルが添付されてい

る添付欄を選んでC6を押します。

貼り付けられたデータについて
メールに貼り付けられたメロディ（MFi）は、メールの返

信や転送をする際に引用できません。

ｉモードやｉアプリから取得したトルカについて
トルカのデータサイズによっては、メールに添付して送

信することができない場合があります。

トルカが添付されたメールを赤外線やminiSDメモリー

カードで転送した場合、トルカデータは削除されます。
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ｉモードメールの作成中に操作を中断しなければな
らないときや、作成したｉモードメールを保存して
おきたいときは、FOMA端末（本体）に一時保存して
おくことができます。また、保存したｉモードメール
を編集して送信することもできます。

ｉモードメールの作成については、P.233～P.234を参照

してください。

1 ｉモードメールの作成中（nP.233の操
作１～３）に、C2［保存］を押す。

作成中のｉモードメー

ルが、未送信メールとし

て保存されます。

通常のｉモードメール

では、本文サイズと添付ファイルを合わせて

10000バイトまで保存できます。

大容量添付ファイル（静止画およびｉモーショ

ン）を添付する場合は、メール本文と合わせて

521800バイトまで保存できます。ただし、デコ

メールに大容量添付ファイルを添付する際の最大

保存サイズは、521600バイトとなります。

送信したｉモードメールを編集・再送す
る

1 待受画面でm2を押す。
TOPメニューから:

（メール）→［送信BOX］

の順に選択することもで

きます。

2 フォルダを選んでtを押し、ｉモード
メールを選んでtを押す。

vを押すと、前または次のメール表示画面が表示

されます。

cを押すと、送信メール一覧画面に戻ります。

メール一覧画面で、メールを選んでiを押しても

編集できます。mを押すと、再送できます。

メロディが添付されているときは、メロディが再

生されます。メロディ自動再生（nP.259）を［自

動再生しない］に設定しているときは、再生されま

せん。メロディを止めるときは、tを押します。他

の画面に移動してもメロディは止まります。

画像が添付されているときは、本文の下に画像と

添付種別マーク、ファイル名が表示されます。

（nP.250）

3 編集・再送する。

保存したｉモードメールを編集・送信す
る

1 待受画面でm3を押す。
TOPメニューから:（メール）→［未送信BOX］の

順に選択することもできます。

2 フォルダを選んでtを押し、ｉモード
メールを選んでtを押す。

3 項目を選んでtを押し、編集してi
［送信］を押す。

新規作成時と同様に編集できます。詳しくは、

P.233の操作２～３を参照してください。

ｉモードメールが送信されます。

未送信メールは１件ずつ選択して、送信します。

送信したｉモードメールは［送信トレイ］に保存

されます。ただし、振分け条件設定（nP.257）の

条件に合致していた場合は、設定したフォルダに

保存されます。

メール選択受信設定（nP.243）が［OFF］に設定さ

れている場合、ｉモードメールを自動的に受信しま

す。
受信メールはｉモードメールとSMSを合わせて最大100

～1000件まで保存できます。（受信メールのサイズに

よって、保存できる件数が異なります。）

保存するメモリの空き容量がない場合、保護されていな

い保存日時の一番古い既読メールに上書きされます。必

要なｉモードメールは保護することをおすすめします。

（上書き確認のメッセージは表示されません。）

添付ファイルを解除する＜添付解除＞

操作２のメール作成画面で、添付欄のファイルを選
ぶ ? t ? 7

ｉモードメール保存

ｉモードメールを保存しておき、
あとで送信する

ｉモードメールを保存する

お知らせ

メール作成中で宛先、題名、本文、添付ファイルのいずれ

かが入力されている場合、Hを押すと、終了確認画面

が表示されます。［はい］を選択すると、メールの作成を

中止できます。ただし、作成を中止したメールは保存さ

れません。

送信／保存したｉモードメールを編集・
送信する

編集する iまたはC1→メールを編集→i
新規作成時と同様に編集できます。詳
しくは、P.233の操作２～３を参照し
てください。

再送する C2

メール自動受信

ｉモードメールを受信したときは
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FOMA端末が次のいずれかの状態のとき、送信されてきた

ｉモードメールは、ｉモードセンターに保管されます。

電源が入っていないとき

セルフモード中

圏外

テレビ電話の通話中

赤外線通信中

メール選択受信設定が［ON］のとき

保護や未読のｉモードメールがいっぱいで空き容量

がないとき

FirstPassセンター接続中

プッシュトーク通信中（nP.440） 1 ｉモードメールが届くと、自動的に受
信する。（［U］点滅）

受信を中止するときは、

受信中にtを押します。

受信を中止したｉモー

ドメールは、ｉモードセ

ンターに保管されます。

（［W］（青色）表示）

受信を中止するタイミン

グにより、ｉモードメー

ルを受信してしまう場合

もあります。

2 受信終了後、ｉモードメールの受信結
果が表示され、ｉモードメール着信音
が鳴る。（［U］表示）

FOMA端末を閉じている

ときは、ｉモードメール

とSMSの合計の件数が

サブディスプレイに表示

されます。

メール着信音にｉモー

ションを設定していると

きは、受信結果が画面下

側に表示されます。

受信したｉモードメールは、［受信トレイ］に保存

されます。ただし、振分け条件設定（nP.257）の

条件に合致していた場合は、設定したフォルダに

保存されます。

複数のｉモードメール、メッセージR／Fを同時に

受信したときは、最後に受信したｉモードメー

ル、または設定されているメッセージR／Fの着信

音がなります。

3 受信結果画面で［メール］を選んでtを
押す。

未読のメールが保存され

ているフォルダは、ピン

ク色で表示されていま

す。

SMSを受信したときも、

受信BOXに保存されま

す。

受信結果画面で、何も操

作せずにそのままにして

おくと、約30秒後、自動的に受信前の画面に戻り

ます。待受画面に戻ると［新着メールあり　○件］

と表示されます。

メッセージR／Fを受信したときは、メッセージ自

動表示設定（nP.218）に従い、メッセージR／F

が自動表示されます。

お知らせ

本文が全角5000文字（半角10000文字）を超えるｉモー

ドメールを受信した場合、文末に［/］または［//］が表示さ

れ、超えた部分が自動的に削除されます。削除された部

分は確認できません。

通話中、ｉアプリ実行中、カメラ起動中、アラーム鳴動中

にメールを受信した場合、メール着信音は鳴りません。

FOMA端末（本体）のメールをminiSDメモリーカードに

コピーしたり、miniSDメモリーカード内のメールを

FOMA端末（本体）にコピーできます。

文字サイズの設定によって、画面に表示される文字数が

変わります。

マークの意味

マーク 状　態

U
（青色）

未読ｉモードメールがあります。
（nP.242）

h 未読ｉモードメールと未読SMSの両
方があります。（nP.242、P.265）

H
FOMA端末内の受信ｉモードメール
やSMSがいっぱいです。
未読メールの確認（nP.242、
P.266）、保護解除（nP.254）、不要な
メールの削除（nP.254、P.268）を
行ってください。

U
（赤色）

FOMA端末内の受信ｉモードメール
やSMS、FOMAカード内のSMSがいっ
ぱいです。
未読メールの確認（nP.242、
P.266）、保護解除（nP.254）、不要な
メールの削除（nP.254、P.268）を
行ってください。

[
（赤文字）

未読SMSがあります。（nP.265）

[
（青文字）

FOMAカード内のSMSがいっぱいで
す。不要なメールの削除（nP.268）
を行ってください。

W
（青色）

センターでメールをお預かりしてい
ます。（メール選択受信設定が［OFF］
のとき）
ｉモードメールを受信したいときは、
ｉモード問い合わせ（nP.244）を
行ってください。

X
センターでお預かりしているｉモー
ドメールがいっぱいです。
ｉモード問い合わせ（nP.244）を
行ってください。

V
PIMロックが設定されています。メー
ルのPIMロック中にｉモードメール
を確認したいときは、端末暗証番号の
入力が必要です。（nP.160）

ｉモードセンターにｉモードメールが保管されていて

も、［W］（青色）が表示されない場合があります。

メール選択受信設定を［ON］に設定しているときは、

［W］（青色）や［X］は表示されません。

新着ｉモードメールを表示する

お知らせ
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4 フォルダを選んでtを押し、ｉモード
メールを選んでtを押す。

受信メールの見かたについては、P.250を参照して

ください。

ｉモードセンターに保管されているｉモードメー
ルのタイトルなどを確認し、受信するメールを選択
したり、受信前にｉモードセンターでメールを削除
できます。メール選択受信をご利用になるためには、
あらかじめ［メール選択受信設定］を［ON］に設定し
ます。なお、［ON］に設定した場合は、自動的にｉモー
ドメールを受信できません。

メール選択受信設定を［ON］

に設定しているときにｉモー

ドセンターにｉモードメール

が届くと、待受画面には右の

画面が表示されます。（メール

選択受信通知）

t、Hまたはcを押すと、

表示が消えます。ｉモードメールを選択受信すると

きは、表示を消してから行ってください。
右上の画面が表示されているときに、電話がかかってき

てsやHを押しても、通話終了後、再び右上の画面に

戻ります。

右上の画面が表示されるときは、メール着信音は鳴らず、

バイブレータも振動しません。

1 待受画面でmr1を押す。
TOPメニューから:

（メール）→［メール選択

受信］の順に選択するこ

ともできます。

ｉモードセンターに接

続され、ｉモードセン

ターに保管されている

ｉモードメールが表示

されます。

メール選択受信設定を［OFF］に設定しているとき

は、［メール選択受信をご利用になる場合は「メー

ル設定」から「メール選択受信設定」をONにしてく

ださい］と表示されます。tを押すと、メール選択

受信設定画面が表示されます。1［ON］を押し、

［はい］を選んでtを押してから、操作１を行って

ください。

2 ｉモードメールごとに［受信］、［削除］
または［保留］を選んでtを押す。

表示されていない部分を

確認するときは、uを押

します。

お知らせ

ｉモードメールでは、メロディや動画、静止画を添付

ファイルとして送受信できます。対応していない添付

ファイルは、ｉモードセンターで削除されます。添付

ファイルを削除した場合は、本文に［添付ファイル削除］

の文字が追加されます。

メロディ自動再生が［ON］に設定されているときは、メ

ロディが再生されます。tを押したり、他の画面に移動

すると、メロディが止まります。

画像が添付されているときは、本文の下に画像と添付種

別マーク、ファイル名が表示されます。

ｉモードメールに大容量の画像ファイルが添付されて

いて、自動的に取得できなかったときは、本文に表示さ

れている［K］を選択すると画像が取得され、

データBOXのマイピクチャの［ｉモード］フォルダに保

存されます。メモリの空き容量がない場合は、不要な

ファイルを選択削除して、メモリの空き容量を増やして

から保存します。

メロディとｉアプリToの両方が貼り付けられている場

合は、両方のデータが無効となります。

あらかじめ受信するｉモードメールのサイズ（本文+添

付ファイルまたは貼付データ）を制限できます。（ｉモー

ドメニューから［ｉMenu］→［料金＆お申込・設定］→

［メール設定］→［メールサイズ制限］）設定した文字数

（データ量）を超えた場合、添付ファイル、貼付データは

ｉモードセンターで削除されます。削除された添付ファ

イルや貼付データを再度受信することはできません。

画像が貼り付けられているデコメールの場合、添付ファ

イル受信で画像を受信しないように設定しているとき

は、［R］（画像取得失敗）が表示されます。

To、Cc、Bccを設定できるFOMA端末やパソコンなどか

ら送信されたｉモードメールは、自分がTo、Cc、Bccの

どれに当てはまるかを、FOMA端末で確認できます。

（nP.250）

メールのPIMロック中、ｉモードメールやメッセージ

R／Fを受信しても、受信結果の表示とメッセージR／F

の自動表示は行われません。また、メール着信音も鳴り

ません。

保存先メモリの空き容量がなく、保護されていない既読

メールが１件もないときにｉモードメールを受信した

場合、［メッセージがいっぱいです］と表示されます。受

信結果画面には件数［０］と表示されます。

正しく表示できない文字はスペースなどで表示されま

す。

着信音を止めるとき
次のボタンを押します。

t . . . . . . . . . . .着信音が止まり、受信BOX一覧画面が

表示されます。

c、H . . . .着信音が止まり、待受画面または受信

前の画面に戻ります。

u . . . . . . . . . . .受信結果画面のまま着信音が止まり

ます。

待受中以外の状態で受信したとき
メール受信表示設定を［通知優先］に設定している場合、

メール着信音が鳴り、ディスプレイに［U］と受信完了

画面が表示されます。

メール選択受信

ｉモードメールを選択して受信
する

ｉモードメールが届いたときは

ｉモードメールを選択受信する
＜メール選択受信＞
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ファイルが添付されているときはサイズの右側に

次のアイコンが表示されます。

Y ：画像ファイルが添付されています。

< ：メロディファイルが添付されています。

S ：ｉモーションが添付されています。

s ：トルカが添付されています。

ｉモードセンターのｉモードメールをすべて削

除するときは、メール選択受信画面の最下部にあ

る［(］を選んでtを押します。確認画面で

［>］を選んでtを押すと、ｉモードセンターの

ｉモードメールがすべて削除されます。

3［|］を選んでtを押し、
［>］を選んでtを押す。

受信／削除したいｉモードメールを選び直すと

きは、［)］を選んでtを押します。

4 受信したｉモードメールを表示する。
（nP.242の操作３～４）

圏外、セルフモード中、電源が入っていないときなど

に送られてきたｉモードメールはｉモードセン

ターに保管されています。（nP.241）ｉモードセン

ターに問い合わせて受信できます。
ｉモード問い合わせをする種類（ｉモードメール、メッ

セージR／F）を設定できます。（nP.258）

お買い上げ時は、すべての種類の問い合わせをするよう

に設定されています。（nP.258）

メール選択受信設定を［ON］に設定していても、ｉモード

問い合わせをすると、すべてのｉモードメールを受信し

ます。

ｉモード問い合わせをしたあと、［7］が点滅している間

に再びｉモード問い合わせの操作をしても、実際には問

い合わせを行いません。すべての種類について０件と表

示されます。

SMSの問い合わせについては、P.266を参照してください。

1 待受画面でm7またはi4を押す。
TOPメニューから:（メール）または*（ｉモー

ド）→［ｉモード問い合わせ］の順に選択すること

もできます。

待受画面でmを２回押しても、ｉモード問い合わ

せを行います。

ｉモード問い合わせ設定（nP.258）の設定に従

い［ｉモードメール］→［メッセージR］→［メッ

セージF］の順でｉモード問い合わせを行います。

（問い合わせをしているマーク（［U］、［A］、

［B］）が順次表示されます。）

受信を中止するときは、受信中にtを押します。

受信を中止したｉモードメールは、ｉモードセン

ターに保管されます。（［W］（青色）表示）

受信を中止するタイミングにより、ｉモードメー

ルを受信してしまう場合もあります。

2 問い合わせ結果が表示され、ｉモード
メールがある場合は、ｉモードメール
着信音が鳴る。

センターにｉモードメールが保管されていない

ときは、件数が［０］と表示されます。

複数のｉモードメール、メッセージR／Fを受信し

たときは、最後に受信したｉモードメール、メッ

セージR／Fに設定されている着信音が鳴ります。

着信音を途中で止めるときは、cを押します。他

のボタンでも止めることができます。（nP.243）

3 受信結果画面で、［メール］を選んでt
を押す。

未読のメールが保存され

ているフォルダは、ピン

ク色で表示されます。

受信結果画面で、何も操

作せずにそのままにして

おくと、約30秒後に元の

画面に戻ります。

ｉモード待機中の状態

（［7］が点滅）のままで

す。

ｉモード問い合わせで受信したメッセージR／F

は、自動表示されません。

4 フォルダを選んでtを押し、ｉモード
メールを選んでtを押す。

受信メールの見かたについては、P.250を参照して

ください。

ｉモードメールの返信方法には、受信メールの本文

を引用して返信する方法と、本文を引用しないで返

信する方法があります。
未送信BOXのメモリの空き容量がない場合は、ｉモード

メールを返信できません。

SMSの返信については、P.266を参照してください。

ｉモードから選択受信する＜メール選択受信＞

待受画面でi ? ［ｉMenu］ ? ［メニュー／検索］ ? t 
? ［メール選択受信］ ? t

ｉモード問い合わせ

ｉモードメールがあるかどうか
を問い合わせる

お知らせ

問い合わせの結果、表示される画面上側のマークの意味

については、P.242を参照してください。

電波状況などにより、エラーメッセージが表示され、問

い合わせできない場合や中断される場合があります。

保存先メモリの空き容量がなく、保護されていない既読

メールが１件もないときにｉモード問い合わせをして

ｉモードメールを受信した場合、［メッセージがいっぱ

いです］と表示されます。受信結果画面には件数［０］と

表示されます。

ｉモードメール返信

ｉモードメールに返信する
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1 ｉモードメールを表示し（nP.242
の操作１～４）、C1［返信／転送］を
押して返信方法を選ぶ。

メール一覧画面でiま

たは、メール表示画面で

iを押してもメールを

返信できます。

返信できないｉモード

メールを選んだときは、

［返信先が無効です］と表

示されます。

引用返信で9983バイト

以上のデコメールを選んだときは、入力可能な残

バイト数はマイナス表示になり、［y］が表示され

ます。10000バイト以内になるように編集してく

ださい。

同報があるｉモードメールを選んだときは、返信

先の選択画面が表示されます。

1［差出人に返信］または2［全員に返信］を押

します。

2 ｉモードメールを作成し、送信する。
題名や本文を編集できます。詳しくは、P.233の操

作２～３を参照してください。

受信メール表示画面から簡単に返信メールを送信で

きます。
あらかじめクイック返信メール設定（nP.259）で本文

を登録しておきます。10件まで登録できます。

1 ｉモードメールを表示し（nP.242
の操作１～４）、C12［クイック
返信］を押す。

2 本文を選んでtを押す。
宛先、題名、本文を確認します。

本文を確認するときは、［本文］を選んでtを押し

ます。

3 i［送信］を押す。

FOMA端末で受信したｉモードメールを他の相手

に転送できます。
送信メールを保存するメモリの空き容量がない場合は、

ｉモードメールを転送できません。

1 ｉモードメールを表示し（nP.242の
操作１～４）、C14［転送］を押す。

受信メールの題名の先頭に［Fw:］が付いた題名が

入力されています。

受信した本文がそのまま入力されています。

デコメールのときは、装飾と挿入した画像が転送

されます。

2 ｉモードメールを作成し、送信する。
題名や本文を編集できます。詳しくは、P.233の操

作２～３を参照してください。

返信する 1
受信メールの題名の先頭に［Re:］が
付いた題名が入力されています。

受信メール
の本文を引
用して返信
する

3
本文の先頭に［>］が挿入され、受信
メールの内容が引用されます。
デコメールのときは、装飾と挿入し
た画像が引用されます。

お知らせ

ｉモードメール作成中にHを押すと、終了確認画面

が表示されます。［はい］を選択すると、ｉモードメール

の作成を中止できます。ただし、作成を中止したｉモー

ドメールは保存されません。

ｉモードメールの返信画面で未編集のままHを押す

と、終了確認画面は表示されません。

返信するｉモードメールの題名は、［Re:］を含めて全角

15文字（半角30文字）を超えると、超えた部分が削除さ

れます。

［>］と本文と合わせて全角5000文字（半角10000文字）

を超えると、超えた部分が削除されます。

送信元のメールアドレスが50文字を超えているときは

返信できません。返信できないｉモードメールには受信

メール表示画面で［x］が表示されます。

相手がシークレットコードを登録している場合、ｉモー

ドメール送信時にメールアドレスにシークレットコー

ドを付加する必要があります。（nP.234）

本文にｉアプリToが貼り付けられている場合、引用返

信してもｉアプリToは引用できません。また、データリ

ンクソフトや赤外線通信を利用しても、ｉアプリToの

情報は送信できません。

ダイヤル発信制限中は、電話帳に登録していない宛先へ

は返信できません。

手早く返信する＜クイック返信＞

ｉモードメール転送

ｉモードメールを他の宛先に転
送する

お知らせ

ｉモードメール作成中にHを押すと、終了確認画面

が表示されます。［はい］を選択すると、ｉモードメー

ルの作成を中止できます。ただし、作成を中止した

ｉモードメールは保存されません。

ｉモードメールの転送画面で未編集のままHを押す

と、終了確認画面は表示されません。

転送するｉモードメールの題名は、［Fw:］を含めて全角

15文字（半角30文字）を超えると、超えた部分が削除さ

れます。

本文の編集後、全角5000文字（半角10000文字）を超え

ると、超えた部分が削除されます。

転送するｉモードメールにメロディや画像が添付され

ていたとき
メロディや画像も転送されます。ただし、メロディ添付

のｉモードメールを転送した機種がFOMA SH900iよ

り前に発売された機種の場合、送ったメロディを正しく

再生できないことがあります。
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受信メールの送信元や宛先、本文に書かれたメール

アドレス、送信メールの宛先のメールアドレスまた

は電話番号を電話帳に登録できます。
電話帳に登録するには新しく電話帳を作成して登録する

［新規］と、既存の電話帳にメールアドレスを追加する［追

加／上書］があります。

SMSの場合、送信元／宛先の電話番号が電話帳の電話番

号欄に登録されます。

次の場合は、電話帳に登録できません。

メールアドレスが半角50文字を超える受信メール

ダイヤル発信制限中

FOMA端末（本体）電話帳の場合は750件、FOMAカー

ド電話帳の場合は50件がすでに登録されているとき

1 受信メール表示画面でC61［ア
ドレス登録］を押し、登録方法を選ぶ。

送信メールのときは、送信メール表示画面で

C71を押します。

電話帳入力画面に、送信元または宛先のメールア

ドレスが入力されています。電話帳登録の操作を

続けます。（nP.108、P.113）

電話帳のPIMロック中は、端末暗証番号（４～８桁

の数字）を入力すると電話帳に登録できます。

1 受信メール表示画面で電話番号やメー
ルアドレスを選んでC62［電話
帳登録］を押し、登録方法を選ぶ。

送信メールのときは、送信メール表示画面で

C72を押します。

電話帳入力画面に、選択した電話番号やメールア

ドレスが入力されています。電話帳登録の操作を

続けます。（nP.108、P.113）

大容量添付ファイル（静止画）を自動的に取得できな

かったときや、URLが記載されたメールを受信した

ときは画像を取得します。
大容量添付ファイル（静止画）はメール受信時に自動的に

取得されますが、取得に失敗した場合は［K］が

表示されます。

例：大容量添付ファイル（静止画）の場合

1 受信した大容量添付ファイルのある
メールを表示し（nP.242の操作１～
４）、本文中の［K］を選んでt
を押す。

画像が取得されデータBOXのマイピクチャの

［ｉモード］フォルダに保存されます。

メモリの空き容量がない場合は、不要なファイル

を選択削除して、メモリの空き容量を増やしてか

ら保存します。

大容量添付ファイル（静止画）が取得できなかった

場合、静止画は添付されません。

画像のURLが記載されているときは、画像のURL

を選んでtを押します。ｉモード接続確認画面が

表示されます。i［はい］を押すとｉモード接続が

開始され、画像が表示されます。

表示した画像の保存方法は、サイトから画像をダ

ウンロードする場合と同様です。詳しくは、P.210

を参照してください。

受信したｉモーションメールには、ｉモーション閲

覧のためのURLが記載されています。［Sあり］が表
示され、URLを選択すると、ｉモーションメールセ

ンターからｉモーションのファイルを取得して、再
生することができます。

1 ｉモーションが添付されている受信
メールを表示し（nP.242の操作１～
４）、本文中のURLを選んでtを押す。

ｉモード接続確認画面に［サイトに接続します

か？］と表示されます。i［はい］を押すと取得が開

始されます。

ｉモーションが取得され、完了後、再生を行いま

す。ｉモーションによっては、取得しながら自動

的に再生を行い、再生が終ったときに、データ取得

完了画面が表示されるものがあります。

転送するｉモードメールに、ｉアプリToやｉモード

メール添付、FOMA端末外への出力が禁止されている

ファイルが添付されているとき、それらのファイルは削

除されます。

メロディは最大10件添付できますが、添付するファイル

サイズによっては、添付できる件数が少なくなります。

メールアドレスや電話番号を電
話帳に登録する

送信元／宛先のメールアドレスを電話
帳に登録する＜アドレス登録＞

FOMA端末（本体）電話帳に新規登
録する

1

FOMAカード電話帳に新規登録する 2

電話帳に追加／上書き登録する 3→名前を
選ぶ→t

お知らせ

宛先が複数存在する場合は、操作１のあとアドレス選択

画面が表示されます。宛先を選んでtを押します。

メール本文の電話番号やメールアドレス
を電話帳に登録する＜電話帳登録＞

お知らせ FOMA端末（本体）電話帳に新規登録する 1
FOMAカード電話帳に新規登録する 2

電話帳に追加／上書き登録する 3→名前
を選ぶ→t

画像メール受信

画像メールの画像を表示する

ｉモーションメール受信

ｉモーションメールからｉモー
ションを再生・保存する

j11_dv35_7e.fm  246 ページ  ２００６年７月１０日　月曜日　午後５時２０分



247

添
付
フ
ァ
イ
ル
確
認

メ
I
ル

再生回数が決められているｉモーションは、再生

するときに残り回数が表示されます。再生すると

きは、［はい］を選んでtを押します。

再生期限が決められているｉモーションは、再生

するときに再生期限が表示されます。

再生期間が決められているｉモーションは、再生

するときに再生期間が表示されます。

ｉモーションを保存するときは、取得したｉモー

ションを再生中または停止（一時停止）中に

C1を押します。

ｉモードメールに添付されている、画像・メロディ・
トルカを確認・保存・削除できます。

添付ファイルはデータBOXのマイピクチャの［ｉモード］

フォルダ、メロディの［ｉモード］フォルダ、LifeKitのトル

カの［トルカフォルダ］にそれぞれ保存されます。

1 ファイルが添付されている受信メール
を表示し（nP.242の操作１～４）、
C41［添付ファイル確認］を押す。

送信メールのときは、C51を押します。

添付ファイルのURLを確認するときは、

C42を押します。

2 uでファイルを選び、確認する。

デコメールの本文に挿入されている画像を確認・保

存できます。
画像は、データBOXのマイピクチャの［ｉモード］フォル

ダに保存されます。

1 画像が挿入されている受信メールを表
示し（nP.242の操作１～４）、
C43［本文中画像確認］を押す。

送信メールのときは、

C52を押します。

2 uで画像を選び、確認する。

デコメールをテンプレートとして保存できます。
保存したテンプレートは、メールメニューの［テンプレー

ト］に保存されます。

1 受信したデコメールを表示し
（nP.242の操作１～４）、C63
［テンプレート保存］を押し、［はい］を
選んでtを押す。

送信メールのときは、C73を押します。

お知らせ

ｉモーション取得開始直後に音声電話着信があった場

合は、ｉモーション取得が中止されます。

ｉモード端末へｉモーションメールを送信した場合、

ｉモーションメールセンターに保存されたｉモーショ

ン閲覧用URL１件につき50回まで取得できます。50回

を超えた場合は、ｉモーションを取得できません。

ｉモーションメールに添付されているｉモーションを

パソコンなどで再生する場合は、対応のソフトが必要で

す。（nP.442「動画再生ソフトのご紹介」）詳しくは、ド

コモのホームページを参照してください。

ｉモーションによっては、データを取得しても正しく再

生できないことがあります。

データを取得しながら再生できるｉモーションの場

合、電波状況などにより再生ができなくなった場合で

も、ｉモーションの取得完了後に再生できます。

添付ファイル確認

添付ファイルを確認・保存・削除
する

添付ファイルを
確認する

t
添付ファイルが表示または
再生されます。

添付ファイルを
保存する

i→［はい］→t

添付
ファイ
ルを削
除する

１件削除 C→1→［はい］→t
添付ファイルが１件のみの
場合は、C［削除］を押し、［は
い］を選んでtを押します。

全件削除 C→2→［はい］→t

お知らせ

ｉモードメールに添付された画像は、正しく表示されな

いことがあります。また、縦横ともに2048ドット以下、

画像面積が1536×2048ドット以下のサイズの画像は

表示されますが、そのサイズを超えた場合、受信しても

表示されない場合があります。

メモリが不足している場合、保存することができませ

ん。不要なファイルを削除し、メモリの空き容量を増や

してから保存してください。（nP.341）

本文中画像確認

デコメールに挿入された画像を
確認・保存する

画像を確認する t
画像を保存する i→［はい］→t

お知らせ

添付された画像は、添付ファイル確認で確認・保存を

行ってください。

動画、または10001バイト以上のJPEG画像は、本文中画

像確認からは保存できません。

テンプレート保存

デコメールをテンプレートとし
て保存する
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受信、送信、未送信のｉモードメールやSMSを確認

できます。
ｉモードメールとSMSの両方が、受信BOXや送信BOXに

保存されます。

ｉモードメールでは最大全角5000文字の本文を送受信

できます。

本文が全角5000文字（半角10000文字）を超えるｉモー

ドメールを受信した場合、文末に［/］または［//］が表示さ

れ、超えた部分が自動的に削除されます。削除された部分

は確認できません。

送信メールと未送信メールはｉモードメールとSMSを合

わせて、それぞれ最大50～200件まで保存できます。

（メールのサイズによって、保存できる件数が異なりま

す。）

受信メールはｉモードメールとSMSを合わせて最大100

～1000件まで保存できます。（受信メールのサイズに

よって、保存できる件数が異なります。）

受信／送信／未送信のｉモードメールとSMSは、フォル

ダで管理できます。FOMA端末（本体）には、自分でフォル

ダを作成することもできます。

FOMA端末（本体）とFOMAカードのそれぞれに［送信ト

レイ］、［受信トレイ］フォルダがあります。［送信トレイ］

フォルダには、FOMA端末（本体）とFOMAカードの［送信

トレイ］の送信メールが混在して表示されます。［受信ト

レイ］フォルダも同様です。

1 待受画面でm1［受信BOX］を押す。
未読のｉモードメールまたはSMSがある場合、そ

のフォルダはピンク色で表示されます。

送信メールを確認するときは、待受画面でm2
を押します。

未送信メールを確認するときは、待受画面で

m3を押します。

2 フォルダを選んでtを押し、ｉモード
メールやSMSを選んでtを押す。

メール連動型ｉアプリ

フォルダのメールを表示

するときは、フォルダを

選んでCを押し、

［ｉモードメール閲覧］

を選んでtを押してか

ら、ｉモードメールを選

んでtを押します。

お知らせ

保存したテンプレートには、自動的に保存日時をもとに

したタイトル名が付けられます。

例：2006年6月22日午後１時５分７秒に保存した場合→

［060622_130507］

受信したデコメールに添付ファイルがあっても、添付

ファイルなしで保存されます。

挿入画像がファイル制限されている場合、画像は削除し

て保存されます。

メモリが不足している場合、テンプレートを保存できま

せん。不要なファイルを選択削除し、メモリの空き容量

を増やしてから保存してください。（nP.341）

受信BOX／送信BOX／未送信BOX

受信／送信メールBOXのメール
を表示する

表示を終わる H
他のメールを確認する c→メール一覧画面で

メールを選び直す

表示中の受信／送信
メールのアドレスや題
名、本文をコピーする

C52（送信メール
のときはC62）→
項目を選ぶ→t

メール表示画面での画面操作

マルチアシスタントを使う
メール作成中などに$

メール表示画面から電話をかける＜電話発信＞

1 受信メール表示画面で C7
送信メール表示画面のとき：C8

2 ［はい］ ? t ? tまたはi

お知らせ

電話発信について
あらかじめ電話帳にメールを送信された相手のメール

アドレスと電話番号が登録されている場合、発信するこ

とができます。

メール表示画面

操 作 ボタン

下スクロール p
上スクロール o
画面単位下スクロール a
画面単位上スクロール m
次メール表示 r
前メール表示 q
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受信BOX一覧 送信BOX一覧

未送信BOX一覧

1 フォルダマーク
受信BOX一覧の場合、未読メールが保存されると、ピン
ク色で表示されます。
/：作成されたフォルダ

e～fのフォルダの場合、0～9を押すと、対
応するフォルダのメール一覧画面が表示されます。

D：メール連動型ｉアプリのフォルダ

2 フォルダ名
先頭から全角９文字（半角18文字）まで表示されます。

3 ｉモードメール、SMSの総件数

4 Cを押すと、フォルダの作成や削除などができます。

5 tを押すと、選択されたフォルダに保存されている
ｉモードメールとSMSの一覧が表示されます。

6 iを押すと、保存されているすべてのｉモードメール、
SMSの一覧が表示されます。

未送信メール一覧

1 受信メールの種類
U：未読ｉモードメール
6：未読ｉモードメール（保護有）
/：既読ｉモードメール
}：既読ｉモードメール（保護有）
H：未読SMS
I：未読SMS（保護有）
J：既読SMS
K：既読SMS（保護有）
u：FOMAカード未読SMS
t：FOMAカード既読SMS
Z：メール連動型ｉアプリでの未読ｉモードメール
T：メール連動型ｉアプリでの未読ｉモードメール

（保護有）
X：メール連動型ｉアプリでの既読ｉモードメール
U：メール連動型ｉアプリでの既読ｉモードメール

（保護有）
L：返信済み
\：返信済み（保護有）
M：転送済み
]：転送済み（保護有）

［受信トレイ］フォルダの場合、FOMA端末（本体）と
FOMAカード両方の［受信トレイ］内のｉモードメール
とSMSが混在表示されます。

BOX一覧画面の見かた

お知らせ

メール連動型ｉアプリを削除する場合、自動的に作成さ

れたメールフォルダを同時に削除するかしないかを選

択できます。なお、メールフォルダ内に保護されている

メールがある場合はフォルダの削除はできません。

miniSDメモリーカードについて
FOMA端末（本体）に保存されているｉモードメールや

SMSのデータをminiSDメモリーカードにコピーしたり

（nP.332）、miniSDメモリーカード内のｉモードメー

ルやSMSを表示（nP.334）できます。

miniSDメモリーカードに保存されているｉモードメール

やSMSのデータを、FOMA端末（本体）にコピー

（nP.335）できます。

赤外線通信について
FOMA端末（本体）に保存されているｉモードメールや

SMSのデータを赤外線通信で送信したり、赤外線通信

でｉモードメールやSMSのデータを受信できます。

（nP.344）

1 32

6 45

32

6 45

1

31 2

6 45

FOMAカードについて
FOMA端末（本体）に保存されているSMSのデータを、

FOMAカードやminiSDメモリーカードにコピーしたり

（nP.267）、FOMAカード内のSMSを表示（nP.266）で

きます。

FOMAカードに保存されているSMSのデータを、

FOMA端末（本体）にコピーできます。

メール一覧画面／表示画面の見かた

受信メール一覧 送信メール一覧

お知らせ

1

9 78

4 5 6

a

54 62

b 89 7a

3

d 7c

6

4

a

5
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2 送信メールの種類
+： 送信済みｉモードメール
w： 送信済みｉモードメール（保護有）
-：送信済みSMS
)：送信済みSMS（保護有）
W：FOMAカード送信済みSMS
V：メール連動型ｉアプリでの送信済みｉモードメール
S： メール連動型ｉアプリでの送信済みｉモードメール

（保護有）
［送信トレイ］フォルダの場合、FOMA端末（本体）と
FOMAカード両方の［送信トレイ］内のｉモードメール
とSMSが混在表示されます。

3 未送信メールの種類
,： 未送信ｉモードメール
n： 未送信ｉモードメール（保護有）
F：未送信SMS
o： 未送信SMS（保護有）

4 フォルダ名
先頭から全角９文字（半角18文字）まで表示されます。

5 題名（題名のないメールは［無題］と表示されます。）
先頭から全角７文字（半角14文字）まで表示されます。

6 データが付いているとき
*： メロディが添付または貼り付けられています。
A（青文字）：GIF画像が添付されています。
C（青文字）：10000バイト以下のJPEG画像が添付さ

れています。
C（赤文字）：10001バイト以上のJPEG画像が添付さ

れています。
i：トルカが添付されています。
G： 動画／ｉモーションが添付されています。

（送信メール／未送信メールのみ）
N： 大容量の画像ファイルがサーバーに保存されてい

ます。（受信メールのみ）
Y：ｉアプリToの情報が付いています。

（受信メールのみ）

7 Cを押すと、ｉモードメールの移動や削除などができま
す。

8 tを押すと、選択されたｉモードメール表示画面やSMS
表示画面が表示されます。

9 iを押すと、選択されたｉモードメールやSMSの編集画
面が表示されます。

a 受信日時（受信メール）※／送信日時（送信メール）／保存日
時（未送信メール）
当日の場合は時間、当日以外の場合は日付が表示されます。

b mを押すと、選択されたｉモードメールやSMSが再送さ
れます。

c tを押すと、選択されたｉモードメールやSMSの編集画
面が表示されます。

d iを押すと、選択されたｉモードメールやSMSが送信さ
れます。

※ お買い上げ時は、ｉモードセンターで受信した日時の新

しい順に表示されます。（表示方法を変更することもでき

ます。nP.253）

受信SMSの場合は、相手によって、次のように表示され

ます。

相手の電話番号が通知され、かつ電話帳に登録されて

いる場合. . . . . . . . . . . . . . 電話帳に登録されている名前

相手の電話番号が通知され、電話帳に登録されていな

い場合. . . . . . . . . ［090（または080など）XXXXXXXX］

相手の電話番号が非通知の場合 . . . . . . . ［非通知設定］

相手が公衆電話を利用して送信した場合

. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ［公衆電話］

1 フォルダ名
文字サイズ設定により表示文字数が異なります。
大きい文字 ： 全角５文字（半角11文字）
標準 ： 全角７文字（半角14文字）
小さい文字 ： 全角９文字（半角18文字）

2 保護マーク
保護されているときに表示されます。

3 受信種別（To／Cc／Bcc）が表示されます。

4 受信日時（ｉモードセンターまたはSMSセンターで受信した日
時が表示されます。）

5 送信日時

6 送信元
送信種別（To／Cc：同報が設定されている場合に表示さ
れます。）
I：Toに指定されていたアドレスが返信不可の場合

（50文字を超える場合など）に表示されます。
J：Ccに指定されていたアドレスが返信不可の場合

（50文字を超える場合など）に表示されます。

7 宛先（送信先）
送信種別（To／Cｃ／Bcc）

8 題名

9 本文
文末には［- END -］が表示されます。また、受信可能文字
数を超えた場合、［/］または［//］が表示され、超えた部分
が自動的に削除されます。

a 添付種別マーク／ファイル名
添付ファイルがあるときに表示されます。

*：メロディが添付または貼り付けられています。

A（青文字）：GIF画像が添付されています。

C（青文字）：10000バイト以下のJPEG画像が添付さ
れています。

C（赤文字）：10001バイト以上のJPEG画像が添付さ
れています。

S：ｉモーションのURLが記載されています。（受信
メールのみ）

G：動画／ｉモーションが添付されています。

i：トルカが添付されています。

C：再生できない（壊れている）メロディが添付されて
います。

D：再生できない（壊れている）GIF画像が添付されてい
ます。

E（青文字） ： 再生できない（壊れている）JPEG画像が
添付されています。

E（赤文字）： 再生できない（壊れている）大容量JPEG画
像が添付されています。（送信メールのみ）

G：無効なデータが貼り付けられています。

お知らせ

大容量の画像ファイルまたは動画／ｉモーションが添

付されているメールについては、その添付ファイルをデー

タBOXから削除した場合でも、受信／送信／未送信メール

一覧画面では添付を示すアイコンが表示されます。

受信メール表示 送信メール表示

1 4 62 3

dbc

21 5 7

b d

8

9

a

b b c
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b mを押すと前ページ、aを押すと次ページを表示します。

c iを押すと、返信／編集画面が表示されます。

d Cを押すと、移動や削除などができます。（受信メールは
転送もできます。）

画面操作については、P.248「関連操作」内の「メール
表示画面での画面操作」を参照してください。

宛先または送信元のメールアドレスが電話帳に登録され
ているときは、相手の名前が宛先または送信元の欄に表
示されます。電話帳に登録されていない場合、電話番号ま
たはメールアドレスが表示されます。ただし、電話帳の
PIMロック中や、電話帳がシークレット登録（nP.124）
されている場合、名前は表示されません。シークレット登
録した電話帳の名前を表示させるには、シークレット
モード（nP.164）を［ON］に設定してください。
受信メールの場合、画像が添付されているときは、画像が
表示されます。

FOMA端末（本体）に保存されているｉモードメールや

SMSを保存できます。

１件あたりのファイルサイズが10000バイトを超える

メールは、保存／更新できません。

選択保存するときは、最大10件まで選択できます。

本サービスはお申し込みが必要な有料サービスです。

保存したメールの復元などの利用方法について詳しく

は、『ご利用ガイドブック（ｉモード＜FOMA＞編）』をご

覧ください。

1 受信／送信／未送信メール一覧画面
（nP.249）でメールを選んでC5
［お預かりセンターに保存］を押す。

受信メール表示画面のときは、Cr1を押し、

送信メール表示画面のときは、Cr2を押した

あと、［はい］を選んでtを押し、端末暗証番号（４

～８桁の数字）を入力してtを押します。

2 メールを保存する。

受信／送信／未送信のｉモードメールやSMSは、

フォルダに分けて管理したり、削除や表示順番を並

べ替えることができます。
フォルダは、それぞれ最大20個（［受信トレイ］、［送信トレ

イ］、［未送信トレイ］、メール連動型ｉアプリフォルダを含

まず）作成することができ、フォルダ名を編集したり、削除

できます。（ただし、［受信トレイ］、［送信トレイ］、［未送信

トレイ］は名前を編集したり、削除したりできません。）

保護設定したメールは全件削除では削除できません。

フォルダを作成する＜フォルダ新規作成＞
フォルダを作成し、メールを整理することができま

す。

1 受信／送信／未送信BOX一覧画面
（nP.249）でC11［フォルダ新
規作成］を押す。

2 フォルダ名を入力してtを押す。
「新しいフォルダ」名を削除するときは、c（１秒

以上）を押します。

フォルダ名を編集する＜フォルダ名編集＞

1 受信／送信／未送信BOX一覧画面
（nP.249）でフォルダを選んで
C12［フォルダ名編集］を押す。

2 フォルダ名を編集し、tを押す。
フォルダ名を削除するときは、c（１秒以上）を

押します。

フォルダの表示順を１つ上に移動する
＜フォルダ移動（↑）＞

受信／送信／未送信BOX一覧画面
（nP.249）でフォルダを選んで
C13［フォルダ移動（↑）］を押
す。

フォルダのセキュリティを設定する
＜フォルダセキュリティ＞

1 受信／送信／未送信BOX一覧画面
（nP.249）でフォルダを選んで
C14［フォルダセキュリティ］を
押す。

2 端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力
してtを押す。

3［ON］／［OFF］を選ぶ。

メールをお預かりセンターに保存する
＜電話帳お預かりサービス＞

１件保存する 1→［はい］→t→端末暗証番号
（４～８桁の数字）を入力→t

複数のメール
をまとめて
保存する

2→メールを選ぶt（くり返し
可）→C→［はい］→t→端末暗証番
号（４～８桁の数字）を入力→t

お知らせ

添付ファイルも保存できますが、大容量添付ファイルは

保存できません。

SMS送達通知は保存できません。

お預かりセンターへ保存したときの通信履歴は、電話帳

通信履歴表示で確認できます。（nP.126）

フォルダを管理する

お知らせ

FOMAカードにはフォルダを作成できません。

フォルダ名は最大全角９文字（半角18文字）まで入力で

きます。

お知らせ

［受信トレイ］、［送信トレイ］、［未送信トレイ］、メール連

動型ｉアプリのフォルダ名は変更できません。

お知らせ

［受信トレイ］、［送信トレイ］、［未送信トレイ］、メール連

動型ｉアプリフォルダの位置は変更できません。

設定する 1
解除する 2
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フォルダを削除する
フォルダを削除した場合、フォルダに保存されている

メールも削除されます。保護されているメールがある場

合はフォルダを削除できません。

メールの表示を切り替える＜表示切替＞
メール一覧画面で以下の５通りの表示に切り替える

ことができます。
お買い上げ時は、［日時＋題名表示］に設定されています。

受信BOX、送信BOX、未送信BOXについて、それぞれの表

示方法を設定できます。

お知らせ

フォルダセキュリティを［ON］に設定すると、フォルダ

のマークが［=］に変わります。

また、メール一覧を表示するときに端末暗証番号（４～

８桁の数字）の入力が必要になります。

受信／送信／未送信BOX内のフォルダにフォルダセ

キュリティを設定すると、チャットメールを開いた場

合、端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力しないと

チャットメールを閲覧することができません。

削除方法 説　明
操作できる

画面

フォルダ
１件削除

フォルダを１件ずつ削除しま
す。保護されているｉモード
メール／SMSがある場合は
フォルダ削除できません。 受信／送信／

未送信BOX
一覧画面

フォルダ
選択削除

複数のフォルダをまとめて削
除します。保護されている
ｉモードメール／SMSがあ
る場合はフォルダ削除できま
せん。

既読全件
削除

（受信メール）

［受信トレイ］を含む全フォル
ダ内の保護されていないすべ
ての既読ｉモードメール／
SMSを削除します。 受信BOX

一覧画面未読全件
削除

（受信メール）

［受信トレイ］を含む全フォル
ダ内の保護されていないすべ
ての未読ｉモードメール／
SMSを削除します。

全削除
（フォルダ残）

フォルダは残して、すべての
フォルダ内の保護されていな
いｉモードメール／SMSを
削除します。

受信／送信／
未送信BOX
一覧画面

全削除
（フォルダ消）

すべてのフォルダと、保護さ
れていないすべてのｉモード
メール／SMSを削除します。
保護されているメールが残っ
たフォルダは削除されませ
ん。

作成したフォルダを削除する＜削除＞
1 受信／送信／未送信BOX一覧画面（nP.249）

でフォルダを選ぶ ? C2
2 1

フォルダを選んで削除するとき：2 ? フォル

ダを選ぶ t（くり返し可） ? C
3 端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力 ? t ? 

［はい］ ? t

すべてのメールを削除する＜全件削除＞

1 受信／送信／未送信BOX一覧画面（nP.249）

でC2
2 5［全削除（フォルダ残）］

既読メールを全件削除するとき：3
未読メールを全件削除するとき：4
フォルダごと全件削除するとき：6
送信BOX一覧画面／未送信BOX一覧画面の

とき：3
送信BOX一覧画面／未送信BOX一覧画面で

フォルダごと全件削除するとき：4
3 端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力 ? t ? 

［はい］ ? t

お知らせ

［受信トレイ］、［送信トレイ］、［未送信トレイ］は削除

できません。

メールが保存されているフォルダも削除できます。

フォルダを削除した場合、フォルダに保存されている

メールも削除されます。ただし、保護されているメー

ルがある場合はフォルダを削除できません。

メール連動型ｉアプリフォルダに対応したソフトが

ある場合、フォルダを削除できません。ソフトを削除

してからフォルダを削除してください。また、対応し

たソフトがない場合、フォルダを削除できますが、受

信BOX、送信BOX、未送信BOX一覧内に作成された

メール連動型ｉアプリフォルダのうち、いずれかを削

除すると、他のメール連動型ｉアプリフォルダもすべ

て削除されます。

メールを管理する

題名表示※１ 日時＋題名表示※１

日時＋名前表示※２名前表示※２
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※１ SMSは本文先頭文字を表示します。

※２ 電話帳に登録されていない場合は、メールアドレスま

たは電話番号を表示します。

※３ SMSは電話番号を表示します。

1 待受画面でm1［受信BOX］を押す。
送信メールのときは、待受画面でm2を押しま

す。

未送信メールのときは、待受画面でm3を押し

ます。

2 フォルダを選んでtを押し、
C61［表示切替］を押す。

3 表示方法を選ぶ。

受信メールの差出人のアドレスを表示
する＜アドレス確認＞

受信したメールの差出人を確認できます。

受信メール一覧画面（nP.249）で
メールを選んでC63［アドレス
確認］を押す。

メールを並べ替える＜ソート＞

受信メールの表示方法

※ 各項目内は「日付（新→旧）」の順で表示されます。

送信メール／未送信メールの表示方法

※ 各項目内は「日付（新→旧）」の順で表示されます。

1 受信／送信／未送信メール一覧画面
（nP.249）でC62［ソート］を
押す。

2 ソート方法を選びtを押す。

メールを別のフォルダに移動する＜移動＞

1 受信／送信／未送信メール一覧画面
（nP.249）でメールを選んで
C31［移動］を押す。

2 移動方法を選ぶ。

メール表示画面でフォルダに移動する
＜１件移動＞

1 受信メール表示画面（nP.250）で
C51［１件移動］を押す。

送信メール表示画面のときは、C61を押し

ます。

2 フォルダを選んでtを押す。

題名表示 1
日時＋題名表示 2
名前表示 3
日時＋名前表示 4
アドレス表示 5

日付順
（新→旧）

受信した日時が新しい順

日付順
（旧→新）

受信した日時が古い順

アドレス順 送信元のメールアドレスによって、数字→
英字大文字→英字小文字の順

題名順 題名によって、半角文字（記号→数字→英字大
文字→英字小文字）→全角文字（ひらがな→カ
タカナ→漢字→絵文字→数字→英字大文字→
英字小文字）→半角カタカナの順（各文字種類
内では、文字コード順）

保護メール
優先※

保護メール→通常メールの順

添付あり
メール優先※

添付ありメール→添付なしメールの順

アドレス表示※３

日付順
（新→旧）

送信／保存した日時が新しい順

日付順
（旧→新）

送信／保存した日時が古い順

アドレス順 宛先のメールアドレスによって、数字→英字
大文字→英字小文字の順

題名順 受信メールの表示方法の[題名順]と同様

保護メール
優先※

保護メール→通常のメールの順

添付あり
メール優先※

添付ありメール→添付なしメールの順

お知らせ

［受信トレイ］、［送信トレイ］の場合、ｉモードメール、

FOMA端末（本体）のSMS、FOMAカードのSMSのすべ

てがソートされます。

お買い上げ時は、受信／送信／未送信メールのいずれ

も、送信／保存（または受信）した日時が新しい順（［日付

順（新→旧）］）に設定されています。

メール一覧以外の画面を表示すると、変更した表示方法

は、お買い上げ時の設定に戻ります。ただし、表示方法を

変更した状態でメール表示画面を確認したあと、cを

押したり、［１件移動］または［１件削除］してメール一覧

画面に戻った場合は、変更した状態が保持されます。

メールを１件移動
する

1→フォルダを選ぶ→t

フォルダ内で複数の
メールをまとめて
移動する

2→メールを選ぶ t（くり
返し可）→C→フォルダを選
ぶ→t

フォルダ内のすべて
のメールを移動する

3→フォルダを選ぶ→t
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メールを保護する＜保護＞
受信メールは受信SMSと合わせて最大500件、送信メー

ルは送信SMSと合わせて最大100件、未送信メールは未

送信SMSと合わせて最大100件まで保護できます。（ただ

し、メールのサイズによって、保護できる件数が少なくな

ります。）

1 受信／送信／未送信メール一覧画面
（nP.249）でメールを選んでC1
［保護］を押す。

受信メール表示画面のとき：C2
送信メール表示画面のとき：C3

2［ON］／［OFF］を選ぶ。

メールを削除する＜削除＞

メールの削除方法

お知らせ

FOMAカード内のSMSはFOMAカード内では移動でき

ません。

受信したメールは［受信トレイ］に保存されます。また、

送信したメールは［送信トレイ］に保存されます。ただ

し、振分け条件設定（nP.257）の条件に合致していた

場合は、設定したフォルダに保存されます。

受信／送信したメールを、自動的にフォルダに振り分け

ることができます。（nP.256）

メール連動型ｉアプリをダウンロードするときに自動

的に作成されるフォルダに、すでに受信しているｉアプ

リメールを手動で振り分けることもできます。

設定する 1
解除する 2

お知らせ

FOMAカード内のSMSは保護できません。保護されて

いるSMSをFOMAカードにコピーすると、保護は解除

されます。

削除方法 説　明
操作できる

画面

フォルダ内
既読削除

（受信メール）

フォルダ内の保護されてい
ないすべての既読ｉモード
メール／SMSを削除します。 受信メール

一覧画面フォルダ内
未読削除

（受信メール）

フォルダ内の保護されてい
ないすべての未読ｉモード
メール／SMSを削除します。

フォルダ内
全件削除

フォルダ内の保護されてい
ないすべてのｉモードメー
ル／SMSを削除します。 受信／送信／

未送信メール
一覧画面選択削除 保護されていない複数の

ｉモードメール／SMSを
まとめて削除します。

１件削除 ｉモードメール／SMSを
１件ずつ削除します。

受信／送信／
未送信メール

一覧画面
受信／送信

メール
表示画面

メールを１件ずつ削除する＜１件削除＞

1 受信メール表示画面（nP.250）でC3
送信メールを削除するとき：送信メール表示画

面でC4
2 ［はい］ ? t

メール一覧画面から１件ずつ削除する＜１件削除＞

受信／送信／未送信メール一覧画面（nP.249）で
C21 ? ［はい］ ? t

メール一覧画面からすべてのメールを削除する
＜フォルダ内全件削除＞

1 受信／送信／未送信メール一覧画面

（nP.249）でC2
2 5［フォルダ内全件削除］

既読メールを全件削除するとき：3
未読メールを全件削除するとき：4
送信／未送信メールのとき：3

3 端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力 ? t ? 
［はい］ ? t

メールを選んで削除する＜選択削除＞

1 受信／送信／未送信メール一覧画面

（nP.249）でC2
2 2［選択削除］
3 メールを選ぶt（くり返し可）? C ? ［はい］ ? 

t

ｉアプリフォルダ内のメールを削除する＜削除＞

1 受信／送信BOX一覧画面（nP.249）でｉアプ

リフォルダを選ぶ ? C4
未送信BOX一覧画面のとき：ｉアプリフォルダ

を選ぶ ? C3
2 １件削除のときは、メールを選ぶ ? C21 

? ［はい］ ? t
フォルダ内のメールをすべて削除するとき：

C25 ? 端末暗証番号（４～８桁の数字）を

入力 ? t ? ［はい］ ? t
送信メール／未送信メールのとき：C23 

? 端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力 ? t ? 
［はい］ ? t
既読メールを削除するとき：C23 ? 端末

暗証番号（４～８桁の数字）を入力 ? t ? ［はい］ 
? t
未読メールを削除するとき：C24 ? 端末

暗証番号（４～８桁の数字）を入力 ? t ? ［はい］
? t
メールを選んで削除するとき：C22 

? メールを選ぶt（くり返し可） ? C ? ［はい］ 

? t

お知らせ

まとめて削除したとき、保護されているｉモードメール

やSMS、FOMAカード内のSMSは削除されません。

［全削除（フォルダ消）］を選択した場合、保護されていな

いｉモードメールやSMSは削除されますが、保護され

ているｉモードメールやSMSは削除されません。保護

されているｉモードメールやSMSが保存されている

フォルダは残ります。

メール一覧画面からは、FOMAカード内のメールを選択

して削除することもできます。

ｉアプリのソフトによっては、フォルダ内からｉアプ

リメールが自動的に削除されることがあります。

選択削除の場合、選択できるのは最大50件までです。フォ

ルダ内のメール件数が50件以下のときは、i［全選択］／

i［全解除］を押して、すべてを選択／解除できます。
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FOMA端末は、送受信したメール（ｉモードメール、

SMS）の履歴を、最新のものから受信／送信それぞ

れ30件まで記憶しています。これらの履歴を利用し

て、メールを送信したり、音声電話や、テレビ電話を

かけたり、相手のメールアドレスや電話番号を電話

帳に登録できます。
記憶できる件数を超えたときは、古い履歴から順に削除

されます。

同じ相手と複数回送受信したときは、それぞれ別の履歴

として記憶されます。

同報送信したメールアドレスは履歴に記憶されません。

送信メール表示画面で、送信に成功した宛先を確認する

ことができます。（nP.234）

メールアドレスは最大半角50文字まで表示されます。

メール受信／送信履歴一覧画面の見かた
ここでは、メール受信履歴一覧画面で説明していま

す。

1 履歴の種類
w： ｉモードメール
h： SMS
x： 返信できないメールまたは発信者番号非通知の

SMS（メール受信履歴）／送信を失敗したメール
（メール送信履歴）

2 受信日時（メール受信履歴）／送信日時（メール送信履歴）

3 相手のメールアドレスまたは電話番号

4 相手の名前
（電話帳に同じメールアドレスや電話番号が登録されて
いるときに表示されます。）

5 サブメニュー表示

6 メール送信履歴表示（メール送信履歴の場合は、画面左下
の操作ガイダンスに［受信履歴］が表示されます。（メール
受信履歴表示））

7 メール受信履歴／メール送信履歴詳細画面表示（tを押す
と表示されます。）

8 着信履歴表示（メール送信履歴の場合は、リダイヤル表示）

メール受信／送信履歴詳細画面の見かた
ここでは、メール受信履歴詳細画面で説明しています。

1 履歴の種類
w： ｉモードメール
h： SMS
x： 返信できないメールまたは発信者番号非通知の

SMS（メール受信履歴）／送信を失敗したメール
（メール送信履歴）

2 受信日時（メール受信履歴）／送信日時（メール送信履歴）

3 相手の名前
（電話帳に同じメールアドレスや電話番号が登録されて
いるときに表示されます。）

4 相手のメールアドレスまたは電話番号

5 サブメニュー表示

6 メール作成画面表示（tを押すと表示されます。）

メール受信履歴／メール送信履歴を利用
してメールを送信する

1 待受画面でq（M）i［受信履歴］を押す。
画面右上に表示される数

字が小さいほど、新しく

受信したものです。

メール受信履歴表示を

［OFF］に設定していると

きには、［メール受信履歴

表示OFF設定中］と表示

されます。

メール送信履歴を利用し

てメールを送信するときは、待受画面でr（I）i
［送信履歴］を押します。メール送信履歴表示を

［OFF］に設定しているときには、［メール送信履歴

表示OFF設定中］と表示されます。

2 履歴を選んでtを押す。
確認を終わるときは、Hを押します。

3 t［メール］を押す。
ｉモードメールの履歴を選んで操作した場合は、

ｉモードメール作成画面が表示されます。宛先欄

には、相手のメールアドレスが入力されています。

以降の操作については、P.233の操作３～４を参照

してください。

SMSの履歴を選んで操作した場合は、SMS作成画

面が表示されます。宛先欄には、相手の電話番号が

入力されています。以降の操作については、P.264

の操作３～４を参照してください。

メール受信履歴・メール送信履歴

メールの履歴を利用する

7

1

2

4

5

68

3
お知らせ

メール送信履歴、メール受信履歴を表示しないように設

定できます。（nP.163）

56

3
4

1

2
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メール受信履歴のメールアドレスや電話
番号を電話帳に登録する

1 待受画面でq（M）i［受信履歴］を押
し、履歴を選んでtを押し、C1［電
話帳登録］を押す。

メール受信履歴一覧画面

で、履歴を選んでC1
を押しても登録できます。

ｉモードメールの履歴

を選んで操作を行うと、

電話帳にメールアドレスが登録されます。

SMSの履歴を選んで操作を行うと、電話帳に電話

番号が登録されます。

2 登録方法を選ぶ。

電話帳入力画面に、メールアドレスまたは電話番

号が入力されています。電話帳登録の操作を続け

ます。（nP.108、P.113）

メールの履歴を削除する＜削除＞

1 メール受信／メール送信履歴一覧画面
（nP.255）で履歴を選んでC2［削
除］を押す。

2 削除方法を選ぶ。

ディスプレイに表示されるｉモードメールやSMS

の文字の大きさを［大きい文字］、［標準］、［小さい文

字］に設定できます。
リスト画面や、テンプレートから呼び出したデコメール

のプレビュー画面では文字サイズは変わりません。

お買い上げ時設定（標準）

1 待受画面でmr24を押し、文字
サイズを選ぶ。

TOPメニューから:（メール）→［メール設定］→

［文字サイズ設定］の順に選択することもできま

す。

フォルダに振分け条件を設定すると、条件に合った

ｉモードメールやSMSを自動的に振り分けること

ができます。
［受信トレイ］や［送信トレイ］、［未送信BOX］のフォルダ

に振分け条件を設定することはできません。

SMSをFOMAカードへ振り分けることはできません。

受信／送信BOXで、それぞれ最大25個（ｉアプリフォル

ダを含む）まで振り分けができ、１つのフォルダに最大10

件まで振分け条件を設定できます。

通常のメールを、メール連動型ｉアプリフォルダに振り

分けることもできます。このとき、メール連動型ｉアプリ

の振分け条件が優先されます。

FOMA端末（本体）電話帳に
新規登録する

1

FOMAカード電話帳に新規
登録する

2

電話帳に追加／上書き登録する 3→名前を選ぶ→t

お知らせ

メール送信履歴のメールアドレスや電話番号を電話帳

に登録することもできます。操作方法は、メール受信履

歴の場合と同様です。

履歴を１件削除する 1→[はい]→t
すべての履歴を削除する 2→[はい]→t

メール作成画面からメール受信履歴を表示する
＜メール受信履歴＞

メール作成画面（nP.233）で、［宛先］ ? t4 ? 
履歴を選ぶ ? t ? t

メール作成画面からメール送信履歴を表示する
＜メール送信履歴＞

メール作成画面（nP.233）で、［宛先］ ? t3 ? 
履歴を選ぶ ? t ? t

メールの履歴から電話をかける＜電話発信＞

1 メール受信／メール送信履歴一覧画面

（nP.255）で履歴を選ぶ ? C3 ? ［はい］ ? t
2 音声電話をかけるときはt

テレビ電話をかけるとき：i
プッシュトークをかけるとき：m

メール設定

FOMA端末のメール機能を設定
する

メールの文字サイズを切り替える
＜文字サイズ設定＞

大きい文字 1
標準 2
小さい文字 3

メール表示画面で文字サイズを大きく／小さくする
受信／送信メール表示画面（nP.250）で:（大きく）／
+（小さく）

メール表示画面でサブメニューから文字サイズを切
り替える＜文字サイズ設定＞

1 受信メール表示画面（nP.250）でCr2
送信メール表示画面のとき：Cr3

2 文字サイズを選ぶ ? t

メールを自動的にフォルダに振り分け
る＜振分け条件設定＞
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振分け条件について
振分け条件として設定できるのは、次の６つです。

複数のフォルダの振分け条件に合致した場合、［フォルダ

１］が最も優先順位が高く、一番下に表示されているフォ

ルダが最も優先順位が低くなります。

シークレット登録した電話帳データは、登録されていな

いのと同じ扱いになります。［グループ］では振分け対象

外になり、［電話帳登録なし］では振分け対象になります

ので、ご注意ください。［グループ］の対象にするには、

シークレットモードを［ON］に設定してください。

指定したメールアドレスのメールを振り分けます。メー

ルアドレスは@以降の文字も含めてアドレス全体を指定

します。（最大半角50文字）ただし、送信元がｉモード端末

（mova含む）のアドレスの場合、「@docomo.ne.jp」は省略

できます。また、電話番号を指定すると、SMSも振り分け

られます。

相手のメールアドレスが「携帯電話番号＠docomo.ne.jp」

のときは、電話番号のみをメールアドレスとして登録し

てください。

電話帳のPIMロック中は、［グループ］と［電話帳登録なし］

は振り分け対象外となりますので、ご注意ください。

フォルダに振分け条件を設定する

1 受信／送信BOX一覧画面（nP.249）
でフォルダを選んでC3［振分け条
件設定］を押す。

上にあるフォルダに設定されている条件ほど優先

度が高くなります。

2 登録先番号を選んでtを押し、振分け
条件を設定する。

設定済みの番号を選ぶと、振分け条件を編集でき

ます。振分け条件を選び直してtを押し、［はい］

を選んでtを押します。

メール連動型ｉアプリフォルダに設定するとき

は、［メールはソフトで利用されます　設定します

か？］と表示されます。［はい］を選んでtを押し、

振分け条件を設定します。［いいえ］を選んでtを

押すと、操作１の画面に戻ります。

3 複数の振分け条件を設定するときは、
操作２をくり返す。

4 i［完了］を押す。

設定した振分け条件を削除する
振分け条件を削除できます。

1 受信／送信BOX一覧画面（nP.249）
でフォルダを選んでC3［振分け条
件設定］を押す。

2 振分け条件を選んでCを押し、削除方
法を選ぶ。

アドレス（差出人） 差出人のメールアドレスで振り分
けます。（受信メールのみ）

アドレス
（差出人／同報）／
アドレス

（送信先／同報）

受信メールはFrom、To、Cc、送信
メールはTo、Cc、Bccのアドレスが
振分け条件の対象となり、画面上で
上にあるフォルダから優先的に振
り分けられます。

グループ FOMA端末（本体）電話帳に設定さ
れているグループで振り分けます。

題名 題名に含まれている文字列で振り
分けます。

電話帳登録なし FOMA端末（本体）電話帳に登録され
ていない相手からのメールを振り分
けます。送信メールの場合、すべての
宛先が電話帳に登録されていない場
合のみ振り分けます。

全ての受信（送信）
メール

すべての受信メール（または送信
メール）を振り分けます。

受信メールを差出
人のメールアドレ
スで振り分ける

［アドレス（差出人）］→t→入
力方法を選ぶ→t→メールア
ドレスを選ぶ（または入力）→
t

半角20文字分まで表示さ
れます。

差出人または宛先
と同報のメールア
ドレスで振り分け
る

［アドレス（差出人／同報）］ま
たは［アドレス（送信先／同
報）］→t→入力方法を選ぶ→
t→メールアドレスを選ぶ

（または入力）→t
半角20文字分まで表示さ
れます。

グループで振り分
ける

［グループ］→t→グループ名
を選ぶ→t

グループ名が表示されます。

題名に含まれる文
字列で振り分ける

［題名］→t→文字列を入力→
t

最大全角15文字（半角30
文字）まで入力でき、入力
した文字列の先頭から全
角10文字分（半角20文字
分）が表示されます。

FOMA端末（本体）の
電話帳に登録してい
ない相手からのメー
ルを振り分ける

［電話帳登録なし］→t

すべての受信（送
信）メールを振り分
ける

［全ての受信メール］または
［全ての送信メール］→t→
［はい］→t

［全ての受信（送信）メー
ル］が［U］に設定されま
す。

［いいえ］を選んでtを押
すと、指定した番号に設定
されます。

お知らせ

FOMAカード電話帳に登録してある相手からのメール

は、［電話帳登録なし］のメールとして振り分けられま

す。

ｉアプリメールは振分け条件に関係なく、対応するメー

ル連動型ｉアプリフォルダに振り分けられます。

振分け条件を１件
削除する

1→［はい］→t→i

すべての振分け条
件を削除する

2→［はい］→t→i
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署名を利用して自分の名前や電話番号、メールアド

レスなどを伝えることができます。また、署名を装飾

することもできます。
ｉモードメール作成時に、署名を自動的に貼り付けるよ

うに設定することもできます。

署名は１件のみ登録できます。

チャットメールやSMSには署名を貼り付けることができ

ません。

お買い上げ時設定（ON）

1 待受画面でmr2r2を押す。
TOPメニューから:（メール）→［メール設定］→

［署名登録］の順に選択することもできます。

すでに署名が登録されているときは、現在登録さ

れている署名が表示されます。

2 署名を入力してtを押し、1［ON］を
押す。

最大全角5000文字（半角10000文字）まで入力で

きます。

改行［K］も入力できます。

新規メール作成時には、あらかじめ署名が［本文］

に入力されます。

ｉモード問い合わせをするかどうかを種類別（ｉモー

ドメール、メッセージR／F）に設定できます。
お買い上げ時設定（ｉモードメール：ON　メッセージR：ON

メッセージF：ON）

1 待受画面でmr26を押し、種類
と［ON］／［OFF］を選ぶ。

TOPメニューから:（メール）→［メール設定］→

［ｉモード問い合わせ設定］の順に選択すること

もできます。

2 i［完了］を押す。

メール選択受信設定を［ON］に設定した場合でも、ｉモー

ド問い合わせを行うとすべてのメールを受信します。受

信したくない場合には、お問い合わせしたい項目から

ｉモードメールを外してご利用ください。（nP.244）

お買い上げ時設定（OFF）

1 待受画面でmr28を押し、1
［ON］を押し、［はい］を選んでtを押す。

TOPメニューから:
（メール）→［メール設定］

→［メール選択受信設定］

の順に選択することもで

きます。

複数の宛先をメールメンバーに登録しておくと、簡
単な操作で複数の宛先を指定できます。宛先を１件
ずつ指定する同報送信の操作とは異なり、一度に複
数の宛先を指定できます。

１つのメールメンバーにつき、最大５件のメールアドレ

スを登録できます。

メールメンバーは、最大10件まで登録できます。

通信料は、１通のみ送信した場合と同じです。（ただし、追

加した宛先の情報量については、通信料が増えます。）

メールメンバーにアドレスを登録する

1 待受画面でmr2r1を押す。
TOPメニューから:（メール）→［メール設定］→

［メールメンバー設定］の順に選択することもでき

ます。

2 登録先のメールメンバーの番号を選ん
でtを押し、登録先を選んでtを押す。

3 入力方法を選んでtを押し、メールアド
レスを選択（または入力）してtを押す。

すでに登録されている番

号を選んだときは、入力方

法選択画面で2［直接

入力］以外を押すと、［上書

きしますか？］と表示され

ます。［はい］を選んでt
を押すと、メールアドレス

を選択できます。［いいえ］

を選んでtを押すと、操

作３の画面に戻ります。2［直接入力］を押したと

きは、アドレス入力画面が表示されます。

メールアドレスを追加して登録するときは、登録

先を選んでtを押し、操作３をくり返します。

4 i［完了］を押す。

ｉモードメールに署名を付ける
＜署名登録＞

署名を装飾する
待受画面でmr2r2 ? P.237「装飾しながら
本文を作成する」の操作３～６、およびP.238「範囲を
指定して装飾する」を参照して署名を装飾

署名を削除する
待受画面でmr2r2 ? c（１秒以上）? t ? 
2

ｉモード問い合わせの内容を設定する
＜ｉモード問い合わせ設定＞

ｉモード
メール

1→1［ON］／2［OFF］

メッセージR 2→1［ON］／2［OFF］

メッセージF 3→1［ON］／2［OFF］

ｉモードメールを選択して受信できる
ようにする＜メール選択受信設定＞

メールメンバーリストを作成する
＜メールメンバー設定＞
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メールメンバーのメンバー名を編集する

1 待受画面でmr2r1を押し、
メールメンバーを選んでC1［メン
バー名編集］を押す。

メンバー名をリセットす

るときは、C2［メン

バー名１件リセット］を

押します。［はい］を選ん

でtを押すと、メンバー

名がお買い上げ時のメンバー名（［メンバー１］～

［メンバー10］）に戻ります。

2 メンバー名を編集してtを押す。
最大全角10文字（半角20文字）まで入力できます。

メンバー名を削除するときはcを１秒以上押し

ます。

メールメンバーに登録されているメール
アドレスを削除する

メールメンバーに登録されているメールアドレス

は、次のいずれかの方法で削除できます。

1 待受画面でmr2r1を押し、
メールメンバーを選んでtを押す。

2 メールアドレスを選んでCを押し、削
除方法を選ぶ。

メッセージR／Fや受信したｉモードメールに添付

または貼り付けられているメロディを、自動再生す

るかどうかを設定できます。
お買い上げ時設定（自動再生する）

1 待受画面でmr23を押し、自動
再生するかどうかを選ぶ。

TOPメニューから:
（メール）→［メール設定］

→［メロディ自動再生］の

順に選択することもでき

ます。

クイック返信（nP.245）するときは、送信する本文

をあらかじめ設定しておきます。
本文は全角250文字（半角500文字）以内で10件まで登録

できます。

お買い上げ時に登録されている本文は次のとおりです。

1 待受画面でmr21を押し、登録
または編集する本文の番号を選んでt
を押す。

TOPメニューから:（メール）→［メール設定］→

［クイック返信メール設定］の順に選択することも

できます。

2 本文を編集してtを押す。

メールに添付されている画像やメロディファイル

を、受信するかどうかを設定できます。
お買い上げ時設定（全添付ファイル）

1 待受画面でmr22を押し、添付
ファイルの種類を選ぶ。

TOPメニューから:（メール）→［メール設定］→［添

付ファイル受信］の順に選択することもできます。

メールアドレス
を１件削除する

1→［はい］→t→i

すべてのメール
アドレスを削除
する

2→［はい］→t→i
選んだメールメンバー内のす
べてのメールアドレスを削除
します。

メロディを自動再生するかどうかを設
定する＜メロディ自動再生＞

自動再生する 1 開封時に自動的に演奏し
ます。

自動再生しない 2 開封時に自動的に演奏し
ません。

お知らせ

［自動再生する］に設定した場合、マナーモード設定中

は、メロディを再生するかどうかの確認画面が表示され

ます。［はい］を選択すると再生されます。

クイック返信メールの本文を設定する
＜クイック返信メール設定＞

1 また後でかけ直し
ます

6 よろしくお願い致
します

2 OKです 7 キャンセルです

3 NGです 8 今忙しい

4 ありがとうござい
ます

9 了解しました

5 ごめんなさい r1 ちょっと待ってく
ださい

添付ファイルを受信するかどうかを設定
する＜添付ファイル受信＞

すべての添付ファイルを受信する 1
画像のみ受信する 2
メロディのみ受信する 3
添付ファイルを受信しない 4

お知らせ

添付ファイル受信を［受信しない］に設定すると、受信し

直すことはできません。添付ファイルはｉモードセン

ターで削除されます。削除されたことは通知されません

ので、ご注意ください。

メッセージR／Fの場合、設定にかかわらず、すべての添

付ファイルを受信します。

メール本文中に貼り付けられたMFi形式のメロディは

設定にかかわらず受信します。
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操作中にメールを受信した場合の通知方法を設定で

きます。
通話中、ｉアプリ実行中、カメラ起動中、ストリーミング

タイプのｉモーションの取得中は、メール受信画面と受

信結果は表示されません。

ドキュメントビューアのAV出力中は、メールの着信画面

が表示され、AV出力が解除されます。そのあとドキュメ

ント一覧画面が表示されます。

お買い上げ時設定（通知優先）

1 待受画面でmr25を押し、通知
方法を選ぶ。

TOPメニューから:（メール）→［メール設定］→

［メール受信表示設定］の順に選択することもでき

ます。

メールの設定状況を確認できます。

1 待受画面でmr2r7を押す。
TOPメニューから:

（メール）→［メール設定］→

［メール設定確認］の順に選

択することもできます。

wでページを切り替え

できます。

確認を終わるときは、t
を押します。

メールの設定をお買い上げ時の状態に戻すことがで

きます。

1 待受画面でmr2r8を押す。
TOPメニューから:（メール）→［メール設定］→

［メール設定リセット］の順に選択することもでき

ます。

2 端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力し
てtを押し、［はい］を選んでtを押す。

複数の相手と会話をするようにメールを交換し、楽

しむことができます。
あらかじめ相手のメールアドレスをチャットメールのメ

ンバーに登録しておく必要があります。

チャットメールのメンバー設定画面に表示される自分の

メールアドレスは、所有者情報と連動しています。

（nP.386）

メンバーは自分を含め、最大６人まで登録できます。

複数の相手とチャットメールをやりとりした場合の通信

料は、同報メール送信の場合と同じです。

相手がチャットメール非対応端末の場合、送信した

チャットメールは題名が「チャットメール」（半角または

全角）のメールとして相手に受信されます。

自分を含めて３人以上のメンバーとチャットメールを行

う場合、自分だけでなく各メンバーが他のメンバーの

メールアドレスをチャットメンバーに登録しておく必要

がありますので、チャットメールを行う前に、メンバーの

メールアドレスを交換し合うことをおすすめします。

メール選択受信設定を［ON］に設定しているときは、

チャットメールを起動できません。［OFF］に設定してか

らもう一度操作してください。（nP.258）

チャットメールを使用する場合、事前にメンバーを登録

する必要があります。

1 待受画面でm6を押す。
TOPメニューから:（メール）→［チャットメー

ル］の順に選択することもできます。

チャットメンバーがすでに登録されている場合

は、チャットメール画面（nP.261）が表示されま

す。追加登録するときはC4を押してメンバー

設定画面を表示し、操作２に進みます。

受信／送信／未送信BOX内に、フォルダセキュリ

ティが［ON］に設定されているフォルダがある場

合は、端末暗証番号入力画面が表示されます。端末

暗証番号（４～８桁の数字）を入力するとチャット

メールを起動できます。

2 C1［新規作成］を押し、入力方法を
選ぶ。

操作中のメール受信の通知方法を設定す
る＜メール受信表示設定＞

通知優先 1 メール受信時に、受信した［U］、
［A］、［B］、［[］や着信ランプな
どが点灯し、メール着信音が鳴り
ます。

操作優先 2 メール受信時に、受信した［U］、
［A］、［B］、［[］などが点灯しま
す。メール着信音は鳴らず、着信ラン
プやバイブレータも動作しません。

メールの設定状況を確認する
＜メール設定確認＞

メール機能の設定をリセットする
＜メール設定リセット＞

お知らせ

内容がリセットされない設定は次のとおりです。

署名登録 　 SMSセンター設定
クイック返信メール設定　 SMS有効期間設定
メールメンバー設定 　 SMS本文入力設定

メールをPIMロックする＜PIMロック＞

待受画面でmr2r9 ? 端末暗証番号（４～８
桁の数字）を入力 ? t ? 1

チャットメール作成・送信

チャットメールを作成して送信
する

チャットメンバーを設定する
＜メンバー設定＞

電話帳から選ぶ 1→相手を選ぶ→t
メールアドレスが登録されて
いないときは、［U］、［S］、

［7］、［B］が表示されません。
電話帳に登録されているメー
ルアドレスのアイコンは最大
３件まで表示されます。

dv35_j.book  260 ページ  ２００６年５月１６日　火曜日　午後６時５８分



チ
ャ
ッ
ト
メ
Ｉ
ル
作
成
・
送
信

メ
I
ル

261

シークレットコードを登録している相手とチャッ

トメールをやりとりするときは、相手のシーク

レットコードをあらかじめ設定しておく必要があ

ります。（nP.110）

同じメールアドレスを重複して登録すると送信で

きません。

3［=］を選んでtを押し、名前（チャッ
ト名）を入力してtを押す。

最大全角２文字（半角４文字）まで入力できます。

4 i［完了］を２回押す。
続けてメンバーを登録する場合は、iを１回押

し、C1を押して操作２～３をくり返します。

チャットメールのメンバーを登録／解除
する

メンバー設定画面で設定するメンバーを選んでtを押し

ます。Eは選択、Hは解除の状態です。tを押すと交互に

切り替えることができます。チャットメールを送るメン

バーをすべて選んでiを押します。

1 待受画面でm6を押す。
メンバーが登録されてい

ないときは、メンバー設

定画面が表示されます。

メンバーを登録してくだ

さい。（nP.260）

登録されているメンバー

を確認するときは、

C4を押します。Eが

ついているメンバーに

チャットメールが送信されます。

2 tを押し、本文を入力してtを押す。
全角で250文字（半角500文字）入力できます。

3 i［送信］を押す。
Eがついている宛先すべてに、チャットメールが

送信されます。

送信に失敗したときは、エラーメッセージが表示さ

れます。t［確認］を押すとチャットメール画面に戻

り、失敗したチャットメールは赤色で表示されま

す。再送信するときは、もう一度操作２～３を行っ

てください。

チャットメール起動中にチャットメール
を受信すると

チャットメール起動中、チャットメンバーから題名

に「チャットメール」（すべて半角またはすべて全角）

が含まれるメールを受信すると、受信チャットメー

ル本文を最上段に表示します。（それ以外のメールを

受信しても、チャットメールの画面では表示されま

せん。）このとき、チャットメール着信音は鳴りませ

ん。

uで１行ごとに上下にスクロールします。

mまたはaを押すと、１画面ごとに上下にスク

ロールします。

直接入力 2→メールアドレスを入力→
t

半角の英字、数字、一部の記号を
最大50文字まで入力できます。
記号入力（nP.416）、イン
ターネットに関連した定型文

（nP.416）を利用できます。

メール送信履歴
から選ぶ

3→相手を選ぶ→t→t

メール受信履歴
から選ぶ

4→相手を選ぶ→t→t

メールメンバー 5→［はい］→t→メールメン
バーを選ぶ→t→i

指定したメールメンバーに置
き換えられます。（メンバー設
定完了）
あらかじめメールメンバーを
登録しておいてください。

（nP.258）

お知らせ

チャットメール中は、受信BOX、送信BOX、未送信BOX

を表示することはできません。

チャットメールの自動起動が設定されているとき

（nP.263）
題名に「チャットメール」（すべて半角またはすべて全

角）が含まれるメールをメール一覧表示から開こうとし

たとき、自動起動の確認画面が表示されます。

チャットメールを作成して送信する

お知らせ

送信したチャットメールは［送信トレイ］に保存されま

す。ただし、振分け条件設定の条件に合致していた場合

は、設定したフォルダに保存されます。

送信に失敗したメールは、［未送信トレイ］に保存されます。

チャットメールには画像やメロディを添付できません。

チャットメールを受信する

お知らせ

受信したチャットメールは既読メールとして［受信トレ

イ］に保存されます。ただし、振分け条件設定の条件に合

致していた場合は、設定したフォルダに保存されます。

チャットメールで受信したメッセージの中に電話番号、

メールアドレス、URLが記載されていても、Phone To

（AV Phone To）、Mail To、Web To機能は利用できませ

ん。チャットメールを終了（nP.262）して、［受信トレ

イ］から受信したチャットメールを表示したときは、

Phone To（AV Phone To）、Mail To、Web To機能が利用

できます。

受信したチャットメールに添付ファイルがある場合、

チャットメール画面では本文のみ表示されます。

チャットメール本文（チャット
メール表示部には、チャット
メールが最新のものから最大50
件まで表示されます。）
送信可能文字数は全角250文字

（半角500文字）です。

チャットメール画面
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チャットメール起動中以外でチャット
メールを受信すると

チャットメール着信音が鳴ります。

メール選択受信設定を［ON］に設定しているときは、

チャットメールは起動できません。

1 題名に「チャットメール」（すべて半角
またはすべて全角）が含まれるメール
をメール一覧表示から開こうとしたと
き、チャットメールの確認画面が表示
される。

自動起動設定を［OFF］に設定しているときは、自

動起動できません。自動起動設定については、

P.263を参照してください。

送信者がチャットメンバーに登録されているとき

は、［チャットメンバーです　チャットメールを起

動しますか？］と表示されます。

送信者がチャットメンバーに登録されていないと

きは、［チャットメンバーに登録してチャットメー

ルを起動しますか？］と表示されます。（メンバー

がすでに６人登録されているときは、登録されま

せん。）

2［はい］を選んでtを押す。
選択した受信メールの本文が最新のチャットメー

ル本文として追加され、チャットメール画面が表

示されます。（すでにチャットメール本文に追加さ

れている受信メールを選択した場合は、同じ内容

の本文が最新のチャットメールとして追加されま

す。）

登録が解除（H）されていたときは、有効（E）に切

り替わり、チャットメール画面が表示されます。

チャットメールを起動しないときは、［いいえ］を

選んでtを押すと、受信メール表示画面が表示さ

れます。

1 チャットメール中にHまたはC6
［チャットメール終了］を押す。

［チャットメールを終了します　チャットメール

を削除しますか？］と表示されます。

未送信のチャットメールは削除されます。

チャットメールの本文やメンバー設定を編集中に

Hを押すと［編集中の内容が失われます　終了

しますか？］と表示されます。［はい］を選んでt
を押すと、待受画面に戻ります。（送受信した

チャットメールは保存されます。）

2［いいえ］を選んでtを押す。
チャットメールを削除して終了するときは、［は

い］を選んでtを押します。

受信メールからチャットメールを起動できます。ただし、

デコメールとSMSからは起動できません。

メール選択受信設定を［ON］に設定しているときは、

チャットメールを起動できません。

1 待受画面でm1を押す。
TOPメニューから:（メール）→［受信BOX］の順

に選択することもできます。

2 フォルダを選んでtを押し、ｉモード
メールを選んでC7［チャットメー
ル起動］を押す。

3［はい］を選んでtを押す。
以降の操作については、P.261の操作２～３を参照

してください。

受信した最新のチャットメールの宛先と現在の

チャットメンバーを確認できます。

チャットメンバーに設定されていないアドレスをメ

ンバーに登録したり解除することもできます。

1 待受画面でm6を押し、C3［最新
メール宛先確認］を押す。

設定済みのメンバーと、未設定のメンバーに分か

れて表示されます。

お知らせ

ｉモードメールで返信するときは、ｉモードメールと

同じ操作で返信できます。（nP.244）

チャットメール画面で表示される名前は、最大全角２文

字（半角４文字）です。

名前が登録されていない場合、電話番号・メールアドレ

スの最初の４文字が表示されます。

送受信したメールは、新しい順に、最大50件まで表示で

きます。

チャットメールを更新する＜更新＞

チャットメール画面でC2

チャットメールを終了する
＜チャットメール終了＞

お知らせ

チャットメールを削除せずにチャットメールを終了す

ると、次回チャットメールを起動したときは、前回の

チャットメールが表示されます。

受信メールからチャットメールを開始
する＜チャットメール起動＞

お知らせ

送信元が返信不可のメールアドレスの場合、チャット

メールを起動できません。

チャットメールの宛先を確認する
＜最新メール宛先確認＞
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2 i［設定］を押し、メンバーを選んでt
を押す。

Eは選択、Hは解除の状

態です。tを押すと交互

に切り替えることができ

ます。

メンバーは５人まで選ぶ

ことができます。

3 i［完了］を押す。
メンバーが再設定され、チャットメール画面に戻

ります。

チャットメンバーの名前とアドレスを編集できます。
自分のメールアドレスは編集できません。

1 待受画面でm6を押し、C4［メン
バー設定］を押す。

2 メンバーを選んでC2［編集］を押す。

3 名前、メールアドレスを編集し、i［完
了］を２回押す。

詳しくは、P.261の操作３～４を参照してください。

自分は削除できません。

1 待受画面でm6を押し、C4［メン
バー設定］を押す。

2 メンバーを選んでC3［削除］を押
し、削除方法を選ぶ。

チャットメール画面に表示されているすべての

チャットメールを削除します。
受信メールフォルダ／送信メールフォルダ／未送信メー

ルフォルダ内のデータも削除されます。

保護されているメールは、メールフォルダから削除され

ません。

1 待受画面でm6を押し、C5
［チャットメール削除］を押す。

2［はい］を選んでtを押す。

お買い上げ時設定（標準）

1 待受画面でm6を押し、C7［文字
サイズ切替］を押す。

標準 小さい文字

題名に「チャットメール」（すべて半角またはすべて
全角）が含まれている受信メールを開くときに、
チャットメール画面を自動的に開くかどうかを設定
します。
お買い上げ時設定（ON）

1 待受画面でm6を押し、C8［自動
起動設定］を押して1［ON］を押す。

SMSを新規に作成して、送信します。
SMSの宛先には電話番号を入力します。

SMSの本文に入力できる文字数は、SMS本文入力設定に

より異なります。

SMSの本文に半角カタカナや絵文字を使うと、受信側で

正しく表示されないことがあります。

ドコモ以外の海外通信事業者のお客様との間でも送受信

が可能です。ご利用可能な国・海外通信事業者については

ドコモのホームページをご覧ください。

メンバーを編集する

メンバーを削除する

メンバーを１件削除する 1→［はい］→t→i
すべてのメンバーを削除
する

2→［はい］→t→i

お知らせ

メンバーを削除しなくても、メンバー設定画面でEを
Hにすることにより、チャットメールを送らないように
することもできます。

チャットメールを削除する
＜チャットメール削除＞

お知らせ

チャットメールを１件ずつ削除する場合は、通常の

ｉモードメールと同様の方法で削除してください。

（nP.254）

チャットメール画面の文字サイズを切り
替える＜文字サイズ切替＞

チャットメールを自動的に起動するか
どうかを設定する＜自動起動設定＞

SMS作成・送信

SMS（ショートメッセージ）を作
成して送信する
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1 待受画面でm5を押す。
TOPメニューから:

（メール）→［新規SMS作

成］の順に選択すること

もできます。

［未送信BOXがいっぱい

のため起動できません］

と表示されたときは、

SMSを作成できません。

未送信メールを削除して

ください。（nP.254）

2［宛先］を選んでtを押し、入力方法を
選ぶ。

3［本文］を選んでtを押し、本文を入力
してtを押す。

SMS本文入力設定を［日本語（70文字）］に設定し

ている場合は、全角・半角を問わず最大70文字ま

で入力できます。

［英語（160文字）］に設定している場合は、半角英

数字のみを最大160文字まで入力できます。

改行［K］は、［日本語（70文字）］に設定している場

合は１文字、［英語（160文字）］に設定している場

合は２文字としてカウントされます。スペース（空

白）は１文字としてカウントされます。

［英語（160文字）］に設定している場合、[ ] ^ ¦ { } ̃

は、本文入力画面では半角１文字としてカウント

されますが、送信するときに全角１文字としてカ

ウントされるため、本文入力画面で160文字以内

でも［送信できませんでした］と表示され、送信さ

れないことがあります。

4 i［送信］を押す。
送信が完了すると、［送信完了しました］と表示さ

れます。

送達通知を設定するときは、C3を押し、1
［要求する］または2［要求しない］を押します。

有効期間を設定するときは、C4を押し、有効

期間を選んでtを押します。

SMSの作成中に操作を中断しなければならないと

きや、作成したSMSを保存しておきたいときは、

FOMA端末（本体）に一時保存できます。また、保存し

たSMSを編集して送信することもできます。
SMSの作成については、P.263を参照してください。

未送信SMSと送信SMSはｉモードメールと合わせて、そ

れぞれ最大200件まで、FOMA端末（本体）に保存できま

す。

未送信SMSを保存する

SMSの作成中（nP.264の操作１～
３）にC2［保存］を押す。

作成中のSMSが、未送信SMSとして保存されま

す。

電話帳から選ぶ 1→相手を選ぶ→t
電話番号が20桁を超える場合、
超えた部分は削除されます。

直接入力する 2→宛先を入力→t
電話番号（最大20桁まで）を入
力します。
0を１秒以上押すと［+］を入
力できます。［+］を入力した場
合は、合計21桁まで入力できま
す。
宛先がドコモ以外の海外通信
事業者の場合は、［+］（0を１
秒以上押す）、国番号、相手先の
携帯電話番号の順で入力しま
す。携帯電話番号が「0」で始ま
る場合は「0」を除いて入力しま
す。また、「010」、国番号、相手先
携帯電話番号の順に入力して
も送信できます。（受信した海
外からのSMSに返信する場合
は、「010」を入力して海外に返
信してください。）

メール送信履歴
から選ぶ

3→相手を選ぶ→t→t
SMSのメール送信履歴がある
場合に選択できます。

メール受信履歴
から選ぶ

4→相手を選ぶ→t→t
SMSのメール受信履歴がある
場合に選択できます。

お知らせ

宛先入力では、［+］は先頭でのみ有効となります。

電波状況などにより、送信できない場合があります。送信

できなかったSMSは、未送信SMSとして保存されます。

電波状況などにより、受信側で文字が正しく表示されな

い場合があります。

SMSはｉモード契約をしていなくても送信できます。

FOMA端末では、movaサービスのｉモード端末からの

ショートメールをSMSとして受信できます。

受信SMSと送信SMSを合わせて最大20件まで、

FOMAカードに保存できます。未送信SMSを

FOMAカードに保存することはできません。

送信時に設定した送達通知や有効期間は、メール設定の

SMS送達通知設定やSMS有効期間設定には反映されませ

ん。

編集中に電話がかかってくると
通話後、着信前の画面に戻り編集を続けることができま

す。

ダイヤル発信制限中は
電話帳に登録されている宛先以外へSMSを送ることは

できません。

「184」／「186」を付けたとき（nP.48）
宛先の先頭に「186」を付けると、SMSを送信できません。

「184」を付けた場合は、SMSが送信されますが、発信者番

号も通知されます。

SMS（ショートメッセージ）を保存してお
き、あとで送信する＜SMS保存＞

お知らせ

SMS作成中にHを押すと、終了確認画面が表示され

ます。［はい］を選択すると、SMSの作成を中止できま

す。ただし、作成を中止したSMSは保存されません。

未送信SMSはFOMAカードにコピー（保存）できませ

ん。
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265

保存したSMSを編集・送信する

1 待受画面でm3［未送信BOX］を押
し、フォルダを選んでtを押し、SMS
を選んでtを押す。

2 項目を選んでtを押し、編集してi
［送信］を押す。

新規作成時と同様に編集できます。詳しくは、

P.264の操作２～３を参照してください。

送信したSMSは［送信トレイ］に保存されます。た

だし、振分け条件設定（nP.257）の条件に合致し

ていた場合は、設定したフォルダに保存されます。

送信したSMSを編集・再送する

1 待受画面でm2［送信BOX］を押す。

2 フォルダを選んでtを押し、SMSを選
んでtを押す。

3 編集・再送する。

SMSが送られてきたときは自動的に受信します。
受信SMSはｉモードメールと合わせて最大100～1000件

までFOMA端末（本体）に保存できます。（受信メールのサ

イズによって、保存できる件数が異なります。）

1 SMSが届くと、自動的に受信する。

2 受信終了後、SMSの受信結果が表示さ
れ、SMS着信音が鳴る。（［[］表示）

受信したSMSは［受信ト

レイ］に保存されます。た

だし、振分け条件設定

（nP.257）の条件に合

致していた場合は、設定

したフォルダに保存され

ます。

待受画面に表示されるマークの意味
[（赤文字）：未読SMSがあります。

h：未読ｉモードメールと未読SMSの両方があります。

H：FOMA端末内のｉモードメールやSMSがいっぱ

いです。

[（青文字）： FOMAカード内のSMSがいっぱいです。

U（赤色） ：FOMA端末内のｉモードメールや

SMS、FOMAカード内のSMSがいっぱ

いです。

3 受信結果画面で、［メール］を選んでt
を押す。

未読のメールが保存されているフォルダは、ピン

ク色で表示されています。

受信結果画面で、何も操作せずにそのままにして

おくと、約30秒後、自動的に受信前の画面に戻り

ます。

待受画面に戻ると［新着メールあり　○件］と表示

されます。

4 フォルダを選んでtを押し、SMSを選
んでtを押す。

受信SMSの見かたについては、P.266を参照して

ください。

お知らせ

FOMAカードについて
FOMA端末（本体）に保存された送信SMSを、

FOMAカードにコピーできます。（nP.267）

FOMAカードに保存されているSMSのデータを、

FOMA端末（本体）にコピーできます。（nP.268）

miniSDメモリーカードについて
FOMA端末（本体）やFOMAカードに保存されている

SMSをminiSDメモリーカードにコピーしたり

（nP.332）、miniSDメモリーカード内のSMSを表示

（nP.334）できます。

miniSDメモリーカードに保存されているSMSを

FOMA端末（本体）にコピー（nP.335）できます。

編集する iまたはC1→SMS編集
新規作成時と同様に編集できます。詳
しくは、P.264の操作２～３を参照し
てください。

再送する C2

SMS受信

SMS（ショートメッセージ）を受
信したときは

お知らせ

SMS着信音は変更できます。（nP.129）

FOMAカード内のSMSは上書きされません。

FOMA端末（本体）に保存された受信SMSをFOMAカードに
コピーできます。ただし、SMS送達通知はコピーできません。

送信SMSをFOMAカードにコピーすると、それに対応

するSMS送達通知もFOMAカードにコピーされます。

FOMA端末（本体）とFOMAカードの容量がいっぱいの

場合は、新規にSMS受信できません。［本体内の容量が

いっぱいです　空きがないためこれ以上受信できませ
ん］または［FOMAカード（UIM）の容量がいっぱいで

す 空きがないためこれ以上受信できません］と表示さ

れた場合は、FOMA端末（本体）とFOMAカード内の未読

ｉモードメール／SMSの確認（nP.242、P.266）、保護

解除（nP.254）、不要なｉモードメール／SMSの削除

（nP.254、P.268）を行ってください。

待受中以外の状態で受信したとき
メール受信表示設定を［通知優先］に設定している場合、

SMS着信音が鳴り、ディスプレイにマーク(nP.265)

と受信完了画面が表示されます。
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圏外、セルフモード中、電源が入っていないときなど

に送られてきたSMSはSMSセンターに保管されてい

ます。SMSセンターに問い合わせて受信できます。

1 待受画面でm8を押す。
TOPメニューから:

（メール）→［SMS問い合

わせ］の順に選択するこ

ともできます。

右の画面が表示されたあ

と、センターにSMSが保管されていると、自動受

信が始まります。

受信したSMSを表示します。
受信したSMSは［受信トレイ］に保存されます。ただし、振

分け条件設定（nP.257）の条件に合致していた場合は、

設定したフォルダに保存されます。

FOMAカードにコピーした受信SMSも［受信トレイ］に保

存されます。

1 待受画面でm1を押す。
TOPメニューから:（メール）→［受信BOX］の順

に選択することもできます。

BOX一覧画面の見かた（nP.249）

送信SMSを表示するときは、待受画面でm2を

押します。

未送信SMSを表示するときは、待受画面でm3
を押します。

2 フォルダを選んでtを押し、SMSを選
んでtを押す。

メール一覧画面／表示画

面の見かた（nP.249）

FOMAカード内の受信

SMSを表示するときは、

［受信トレイ］を選んで

tを押し、SMSを選んで

tを押します。［受信ト

レイ］には、FOMA端末

（本体）内とFOMAカード

内の両方の受信SMSが

一覧表示されます。マー

クで区別してください。（nP.249）

FOMAカード内の送信SMSを表示するときは、

［送信トレイ］を選んでtを押し、SMSを選んでt
を押します。

表示を終わるときは、Hを押します。

SMSに返信できます。

1 SMS表示画面でC11［返信］を押
し、SMSを作成してi［送信］を押す。

受信SMSの本文を引用して返信するときは、SMS

表示画面でC13［引用返信］を押し、SMSを

作成します。

本文の文字数は、送ってきた相手のSMSの設定

（文字数の設定）により入力できます。

送信が完了すると、［送信完了しました］と表示さ

れます。

詳しくは、P.264の操作２～３を参照してください。

1 SMS表示画面でC14［転送］を押
し、SMSを作成してi［送信］を押す。

送信が完了すると、［送信完了しました］と表示さ

れます。

詳しくは、P.264の操作２～３を参照してください。

SMSセンターの接続先を変更できます。
FOMAカードが挿入されていない場合は設定できません。

お買い上げ時設定（「ドコモ」（ドコモのSMSセンター））

1 待受画面でmr2r3を押す。
TOPメニューから:

（メール）→［メール設定］

→［SMSセンター設定］

の順に選択することもで

きます。

SMS（ショートメッセージ）があるかどう
かを問い合わせる＜SMS問い合わせ＞

お知らせ

FOMA端末（本体）とFOMAカードの容量がいっぱいの
場合は、それ以上SMSを受信できません。未読SMSを確

認／削除するか、保護を解除してください。読んだり、保

護を解除したSMSは、受信時に古いものから上書きさ

れます。（nP.265）

問い合わせをしたあと、自動受信がすぐに始まらない場

合があります。

受信したSMS（ショートメッセージ）を
見る＜受信SMS表示＞

SMS表示画面

お知らせ

受信SMSはｉモードメールと合わせて、最大1000件ま

でFOMA端末（本体）に保存できます。

受信したSMS（ショートメッセージ）に
返信する＜SMS返信＞

お知らせ

SMSはクイック返信できません。

送信元が非通知設定、公衆電話、通知不可のSMSには返

信できません。

FOMAカード内のSMSへの返信SMSを作成中に保存した

場合、未送信SMSはFOMA端末（本体）に保存されます。

送信元がドコモ以外の海外通信事業者の場合、宛先の先

頭に［＋］が自動的に入力されます。

受信したSMS（ショートメッセージ）を
転送する＜SMS転送＞

SMS設定

SMS（ショートメッセージ）の設
定を行う

SMS（ショートメッセージ）センターの設
定をする＜SMSセンター設定＞

※ 通常は設定を変更する必要はありません。
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2 2［ユーザ設定］を押し、SMSセン
ターのアドレスを入力してtを押す。

アドレスは最大20桁まで入力できます。

3 1［International］または2
［Unknown］を押す。

送信するSMSの送達通知を受け取るかどうかを設

定できます。
お買い上げ時設定（要求しない）

1 待受画面でmr2r4を押す。
TOPメニューから:

（メール）→［メール設定］

→［SMS送達通知設定］

の順に選択することもで

きます。

2 送達通知を受け取るかどうかを選ぶ。

送信したSMSが圏外などで届かなかった場合に

SMSセンターに保管する期間を設定します。０日～

３日を選択できます。

０日を設定すると一定時間後、再送したのちにSMS

センターから削除されます。
FOMAカードが挿入されていない場合は設定できません。

お買い上げ時設定（３日）

1 待受画面でmr2r5を押す。
TOPメニューから:

（メール）→［メール設定］

→［SMS有効期間設定］

の順に選択することもで

きます。

2 期間を選ぶ。

SMSの本文に入力できる文字の種類を設定できます。
FOMAカードが挿入されていない場合は設定できません。

お買い上げ時設定（日本語（70文字））

1 待受画面でmr2r6を押す。
TOPメニューから:（メール）→［メール設定］→

［SMS本文入力設定］の順に選択することもでき

ます。

2 入力する文字の種類を選ぶ。

FOMA端末（本体）に保存されているSMSを、

FOMAカードにコピーできます。FOMAカードに

は、受信SMS、送信SMS合わせて最大20件まで保存

できます。
あらかじめFOMAカードを挿入しておいてください。

例：受信SMSの場合

1 待受画面でm1［受信BOX］を押し、
フォルダを選んでtを押す。

受信メール一覧画面が表示されます。

SMS送達通知はコピーできません。

送信SMSのときは、 待受画面でm2を押し、

フォルダを選んでtを押します。

SMS表示画面からコピーするときは、SMS表示画面で

C54（送信SMSのときはC64）を押し

ます。［はい］を選んでtを押すと、コピーされます。

2 FOMA端末（本体）内のSMSを選んで
C33［FOMAカードへコピー］を
押す。

FOMA端末（本体）のSMSを選んだ場合、サブメ

ニューに［FOMAカードへコピー］が表示されます。

マークの意味
FOMA端末（本体）内

H： 未読SMS I：未読SMS（保護）
J： 既読SMS K：既読SMS（保護）
-： 送信済みSMS )：送信済みSMS（保護）

FOMAカード内

u： 未読SMS
t： 既読SMS
W： 送信済みSMS

相手に届いたら通知を受け取る
＜SMS送達通知設定＞

SMS送達通知を受け取る 1
SMS送達通知を受け取らない 2

お知らせ

SMS送達通知はSMSで届きます。

SMS送達通知は、SMS作成時に設定することもできま

す。

SMS送達通知単独ではFOMAカードへコピー、

miniSDメモリーカードへコピー、赤外線送信すること

はできません。

SMS（ショートメッセージ）に有効期間を
設定する＜SMS有効期間設定＞

０日 1
１日 2
２日 3
３日 4

お知らせ

有効期間設定は、SMS作成時に設定することもできます。

本文に入力できる文字を設定する
＜SMS本文入力設定＞

日本語を入力する 1
半角英数字を入力する 2

SMS（ショートメッセージ）を
FOMAカードに保存する

FOMA端末（本体）のSMS（ショートメッ
セージ）をFOMAカードにコピーする
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3 コピー方法を選ぶ。

受信SMSは［受信トレイ］に、送信SMSは［送信ト

レイ］にコピーされます。

例：受信SMSの場合

1 待受画面でm1［受信BOX］を押し、
［受信トレイ］フォルダを選んでtを押
す。

送信SMSのときは、待受画面でm2を押し、［送

信トレイ］フォルダを選んでtを押します。

SMS表示画面からコピーするときは、SMS表示画

面で、C54（送信SMSのときはC64）

を押します。［はい］を選んでtを押すと、コピー

されます。

2 FOMAカード内のSMSを選んで
C33［本体へコピー］を押す。

FOMAカードのSMSを選んだ場合、サブメニュー

に［本体へコピー］が表示されます。

マークの意味
u：FOMAカードの未読SMS

W：FOMAカードの送信済みSMS

t：FOMAカードの既読SMS

3 コピー方法を選ぶ。

受信SMSは［受信トレイ］に、送信SMSは［送信ト

レイ］にコピーされます。

例：受信SMSの場合

1 待受画面でm1［受信BOX］を押し、
フォルダを選んでtを押す。

FOMA端末（本体）のSMSとFOMAカード内の

SMSはマークで区別します。

SMS表示画面から削除するときは、 SMS表示画面

で、受信SMSのときはC3、送信SMSのときは

C4を押します。［はい］を選んでtを押すと、

削除されます。

2 SMSを選んでC2［削除］を押す。

3 1［１件削除］を押し、［はい］を選ん

でtを押す。

SMSを１件コピー
する

1→［はい］→t

SMSを選択してコ
ピーする

2→SMSを選ぶt（くり返
し可）→C→［はい］→t

お知らせ

未送信SMSはFOMAカードにコピーできません。

上書きコピーはできません。

FOMAカードの最大保存件数を超えると、コピーが中止

されます。

送信SMSをFOMAカードにコピーすると、それに対応

するSMS送達通知もFOMAカードにコピーされます。

ただし、送信日時はコピーされません。

FOMAカード内のSMS（ショートメッセー
ジ）をFOMA端末（本体）にコピーする

SMSを１件コピー
する

1→［はい］→t

SMSを選択してコ
ピーする

2→SMSを選ぶt（くり返
し可）→C→［はい］→t

お知らせ

上書きコピーはできません。

FOMA端末（本体）の最大保存件数（受信SMSはｉモー

ドメールと合わせて最大1000件、送信SMSは最大200

件）を超えると、コピーが中止されます。

SMS削除

SMS（ショートメッセージ）を削
除する

お知らせ

受信メール一覧画面、送信メール一覧画面から、SMSを

まとめて削除できます。（nP.252、P.254）
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270 ＊ miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。（nP.329）

ｉ
ア
プ
リ

ｉ
ア
プ
リ

ｉアプリをサイトからダウンロードすることによ

り、ｉモード対応FOMA端末（以下、ｉモード端末）を

より便利に活用いただけます。たとえば、ｉモード端

末にいろいろなゲームをダウンロードして楽しんだ

り、株価情報のｉアプリをダウンロードすることに

より、株価を定期的に自動チェックするなどが可能

です。

さらに、地図のｉアプリでは、必要なデータだけをダ

ウンロードするため、スムーズなスクロールが可能

です。また、ｉアプリから電話帳やスケジュールに直

接登録できるものや、画像保存・画像取得などデータ

BOXと連動できるｉアプリもあります。

ｉアプリをダウンロードするにはnP.271

ｉアプリを実行するにはnP.272

ｉアプリを自動実行するにはnP.278

ソフトによっては、ｉモード端末の携帯電話／FOMAカー

ド（UIM）の製造番号を利用する場合があります。

ソフトによっては、実行時に通信を行うものがあります。

通信を行わないように設定することもできます。

ｉアプリのソフトには、お客様のｉモード端末の登

録データ（電話帳、ブックマーク、スケジュール、画

像、アイコン情報、トルカ）を参照、登録、操作ができ

るものがあります。登録データを利用してできるこ

とは以下のとおりです。

ｉアプリDXでは、ｉモード端末の情報（メールや発

着信履歴、電話帳データなど）と連動することによ

り、お好みのキャラクタ画面でメールを作成したり、

着信時にキャラクタのコメントで誰からの着信か知

らせたり、メールと連動して、株価などの欲しい情報

やゲームの進行がよりリアルタイムに更新される

など、ｉアプリをより便利に楽しく利用することが

可能です。（nP.272）

ｉアプリDXのソフトでは、通常のｉアプリで利用で

きる登録データ（電話帳、ブックマーク、スケジュー

ル、画像、アイコン情報、トルカ）に加えて、メール、リ

ダイヤル、着信履歴、着信音などの登録データを参

照、登録、操作できるものがあります。登録データを

利用してできることは以下のとおりです。

ｉアプリDXでは、ソフトの有効性を確認するため、ソフ

トの通信設定にかかわらず通信する場合があります。

通信回数やタイミングはソフトによって異なります。

ｉアプリDXを起動するには日付・時刻設定が必要です。

メール連動型ｉアプリは、ｉアプリDXの一種で、

ｉモードメールで情報をやりとりすることにより、

株価などの欲しい情報やゲームの進行がリアルタイ

ムに更新されるなど、ソフトをより便利に楽しく利

用することができます。
メール連動型ｉアプリで利用されるｉアプリメールは、

正しく表示できない場合があります。

おサイフケータイ対応ｉアプリを用いて、ＩＣカー

ド内のデータの読み書きを行い、電子マネーや乗車

券をダウンロードすることや、その残高や利用履歴

を携帯電話上で参照するなど、便利な機能がご利用

いただけます。
おサイフケータイ対応ｉアプリを利用すると、ご契約し

ているサービスのIP（情報サービス提供者）などにＩＣ

カード内の情報が送信されます。

おサイフケータイとは（nP.290）

ｉアプリ

ｉアプリとは

登録データを利用する

電話帳登録 アイコン情報利用

ブックマーク登録 スケジュール登録

データBOXからの画像取得 データBOXへの画像保存

トルカの新規登録 miniSDメモリーカードの
利用

ｉアプリDXとは

登録データを利用する

電話帳登録 電話帳参照

アイコン情報利用 ブックマーク登録

スケジュール登録 メールメニューの利用

ｉモードメール作成画面
利用

最新のリダイヤル参照

最新の着信履歴参照 最新の未読メール参照

着信音保存 着信音変更（電話、メール、
メッセージ）

データBOXからの画像取得 データBOXへの画像保存

画面設定の変更（待受画
面、電話発着信、メール送
受信、メッセージR／F受
信）

トルカの新規登録、選択・
取得

miniSDメモリーカードの
利用

メール連動型ｉアプリとは

おサイフケータイ対応ｉアプリとは
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ｉ
ア
プ
リ

ダ
ウ
ン
ロ
Ｉ
ド

こんなこともできます

ｉアプリ待受画面
ｉアプリ待受画面では、ｉアプリを待受画面として

利用することができ、そのままメールを受信したり、

電話をかけることも可能です。ニュースや天気の最

新情報を待受画面に表示させたり、お好みのキャラ

クタがメール受信やアラームを知らせてくれたり、

より便利な待受画面にすることも可能です。

（nP.280）
ｉアプリ待受画面に対応したソフトで利用できる機能です。

ｉアプリの自動起動
時刻や日付、曜日などを指定して、ソフトを自動起動

できます。あらかじめソフトに設定されている時間

間隔で自動起動できるソフトもあります。

（nP.278）

カメラ撮影
ソフトからｉモード端末のカメラを使って撮影で

きます。（nP.283）
カメラ撮影機能に対応したソフトで利用できる機能で

す。

赤外線通信
ソフトから、赤外線通信機能が搭載された機器と通

信できます。赤外線通信機能搭載機器と連動して、よ

り広がった使いかたができます。（nP.283）
赤外線通信機能に対応したソフトで利用できる機能で

す。

相手の機器によっては、赤外線通信機能が搭載されて

いても通信できないデータがあります。

赤外線リモコン
ソフトから赤外線リモコンに対応した家電機器など

各種機器を操作できます。たとえばプリインストー

ルされている「Gガイド番組表リモコン」では、テレ

ビ番組表と連動したAVリモコンとして利用するこ

とができます。（nP.345）
赤外線リモコン機能に対応したソフトで利用できる機能

です。相手の機器に対応したソフトが必要です。

バーコードリーダー
ソフトからｉモード端末のカメラを使ってバー

コード（JANコード、QRコード）を読み取ることがで

きます。（nP.283）

サイトやインターネットホームページからｉアプ

リのソフトをダウンロードすると、FOMA端末の

ディスプレイ上で実行できます。
ソフトは最大100件まで保存できます。（ソフトのサイズ

によって、保存できる件数が変わります。）

1 サイトやインターネットホームページ
表示中（nP.200の操作１～３、
P.206の操作１～２）に、ソフトを選ん
でtを押す。

ｉアプリダウンロード中画面が表示され、ダウン

ロードが開始されます。

別のFOMAカードを使用してダウンロード済みの

ときは、［異なるFOMAカード（UIM）でダウンロー

ド済みです　ソフトを上書きしますか？］と表示

されます。［はい］を選んでtを押すと、上書きさ

れます。ただし、おサイフケータイ対応ｉアプリ

のソフトの場合は、ＩＣカード内にデータが残っ

ていると上書きできません。

ダウンロード

サイトからｉアプリをダウン
ロードする

［ソフトを起動
しますか？］が
表示されたとき

［はい］→t
ソフトによっては、ダウンロー
ドが完了すると自動的に起動
するように設定されているも
のもあります。このようなソフ
トは、ダウンロード後すぐに
FOMA端末には保存されませ
ん。ソフト実行後、終了時に保
存するかどうかを選択できま
す。

FOMA端末（本
体）のメモリの
空き容量が不足
しているとき

［メモリが不足しているか保存可
能件数を超えました　上書きし
ますか？］→［はい］→t→ソフト
を選ぶ t（くり返し可）→i

ダウンロードを
中止するとき

［ダウンロード中］表示中に、i

お知らせ

電波状況などによりダウンロードが失敗した場合、ｉア

プリは登録されません。

ダウンロード時にメモリの空き容量が不足したため古

いソフトを削除したあとで、電波状況などによりダウン

ロードが失敗しても、古いソフトは復活できません。

通信設定を［通信しない］に設定すると、情報提供できな

い場合がありますので、ご注意ください。

ダウンロード時に、携帯電話／FOMAカード（UIM）の製

造番号や登録データ、miniSDメモリーカードを利用す

る旨の確認画面が表示される場合があります。［はい］を

選択すると、ダウンロードを開始します。なお、i［登録

データ］を押すと、利用する登録データの一覧が確認で

きます。

SSL対応のページからｉアプリの情報やｉアプリをダ

ウンロード中は、［o］が表示されます。

ｉアプリのソフトによっては、ダウンロードをしたあと

も自動的に通信を行う場合がありますが、このサービス

を利用するにはあらかじめFOMA端末での設定が必要

です。

ｉアプリのPIMロック中に、ｉアプリダウンロードを行

うと、端末暗証番号入力画面が表示されます。端末暗証

番号（４～８桁の数字）を入力すると、PIMロックは一時

解除され、ダウンロードできます。

選択したソフトがすでにFOMA端末に保存されている
とき

ソフトのバージョンが更新されているときは、バージョ

ンアップするかどうかの確認画面が表示されます。［は

い］を選択すると、ダウンロード（バージョンアップ）が

開始されます。
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272 ＊ miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。（nP.329）

ｉ
ア
プ
リ

ｉ
ア
プ
リ
実
行

メール連動型ｉアプリのダウンロード
について

メール連動型ｉアプリをダウンロードするときは、

次の点にご注意ください。
メール連動型ｉアプリをダウンロードした場合、受信BOX、

送信BOX、未送信BOXにメール連動型ｉアプリ用フォルダが

自動的に作成されます。フォルダ名はダウンロードしたメー

ル連動型ｉアプリ名となり、変更できません。

メール連動型ｉアプリ用フォルダは、最大５個保存可能

です。

同じフォルダを利用するメール連動型ｉアプリが、すで

にソフト一覧にある場合、そのソフトはダウンロードで

きません。

メール連動型ｉアプリ用フォルダのみが残っており、その

フォルダを利用するメール連動型ｉアプリを再ダウン

ロードしようとした場合、フォルダを利用できます。フォ

ルダを利用しない場合は、フォルダを削除して新規フォル

ダを作成できます。新規フォルダを作成しない場合は、

メール連動型ｉアプリをダウンロードできません。

メール連動型ｉアプリを残したままで、対応するメール

連動型ｉアプリ用フォルダは削除できません。ソフトが

ない場合はフォルダを削除できますが、受信BOX、送信

BOX、未送信BOXに作成されたフォルダがまとめて削除

されます。

メール連動型ｉアプリを削除する場合、自動的に作られ

たフォルダを同時に削除するかどうかを選択することが

できます。ただし、フォルダ内に保護されているメールが

ある場合はフォルダの削除はできません。フォルダのみ

を残した場合は、受信BOX、送信BOX、未送信BOXでフォ

ルダにカーソルを合わせてCを押し、［ｉモードメール閲

覧］を選んでtを押すと、メール本文を確認することがで

きます。

メールのPIMロック中（nP.160）は、メール連動型ｉア

プリをダウンロードできません。

メールのPIMロック中、メールフォルダ名を変更するメー

ル連動型ｉアプリは、ダウンロードしたりバージョン

アップできません。

メールのPIMロック中、新規メールフォルダを作成する

メール連動型ｉアプリはダウンロードできません。

ダウンロード開始時に、ソフトの情報を表示するか

どうかを設定できます。

1 待受画面でiを１秒以上押して3
［ソフト情報表示設定］を押し、1
［ON］を押す。

ダウンロードを開始す
ると、ソフト情報が表示
されます。

FOMA端末に保存されているｉアプリを実行（起

動）します。
ソフトによっては、起動したときに自動的に通信するも

のがあります。あらかじめ通信設定（nP.273）で通信し

ないようにしたり、起動するたびに接続するかどうかを

確認するよう設定できます。

ショートカットメニューにソフトを登録することもでき

ます。（nP.385）

1 待受画面でiを１秒以上押す。
TOPメニューから,（ｉアプリ）で選択すること

もできます。

待受画面でiを２回押してもｉアプリ画面が表

示されます。

おサイフケータイ対応ｉアプリのときは、待受画

面でt924を押します。ＩＣカード一覧

画面が表示されます。

2 1［ソフト一覧］を押す。
FOMA端末に保存されて

いるソフトのタイトルが

表示されます。

選択しているソフトの設

定状態によって、下の

マークが表示されます。

マークの意味
P： ｉアプリ待受画面の機能を持ったソフト
M： 自動起動の機能を持ったソフト
L： SSL通信でダウンロードしたソフト
O： ｉアプリDXのソフト
R： メール連動型ｉアプリのソフト
N： ｉアプリ待受画面に設定されているソフト
K： 自動起動が設定されているソフト
[： 通信する機能を持ったソフト
l： おサイフケータイ対応ｉアプリのソフト
H： ｉアプリ使用データをminiSDメモリーカー

ドに保存できるソフト
E： UIM動作制限が設定されているソフト

おサイフケータイ対応ｉアプリのダウンロードができ

ないとき
ＩＣカード内のデータ容量によっては、ソフト保存領域

に空きがあってもおサイフケータイ対応ｉアプリをダ

ウンロードできない場合があります。確認画面に従い、

表示されるソフトを削除してから再度ダウンロードを

行ってください。（ダウンロードするソフトによって一

部のソフトが削除対象とならない場合があります。）ソ

フトによってはお客様がソフトを起動して、ＩＣカード

内のデータを削除してから、ソフト自体の削除を行うも

のがあります。

ＩＣカードロック中は、おサイフケータイ対応ｉアプリ

をダウンロードできない場合があります。

メモリエリアについて
データBOXとｉアプリのエリアを共有しています。デー

タBOXに保存されているデータのデータ量によっては、

ｉアプリのソフトが保存できない場合があります。

保存できるｉアプリのファイルサイズは、ソフト１件あ

たり最大520Kバイトです。

お知らせ ダウンロード時にｉアプリの情報を見る
＜ソフト情報表示設定＞

ｉアプリ実行

ｉアプリを実行する

ソフト一覧画面
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ｉ
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ｉ
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3 実行するソフトを選んでtを押す。
ｉアプリ起動中画面が

表示され、ソフトが起動

されます。

ソフトを終了するとき

は、ソフト実行中にH
を押し、［はい］を選んで

tを押します。

ｉアプリ実行中に通信を行ってもよいかどうかを、

ソフトごとに設定します。
ここでの設定は通信を利用するソフトに対してのみ有効

です。

ソフトのダウンロード時は、［通信する］に設定されてい

ます。

1 ソフト一覧画面（nP.272）でソフト
を選んでC6［ソフト利用設定］を押
す。

2［通信設定］を選んでtを押し、通信す
るかどうかを選ぶ。

3 i［完了］を押す。

お知らせ

ｉアプリのダウンロード時に使用したFOMAカードと

同じFOMAカードを挿入していないと実行（起動）でき

ないｉアプリがあります。

ソフト実行中にスケジュールやアラームの時刻になる

と、ソフトは中断され、スケジュールやアラームの通知

画面が表示されます。スケジュールやアラームの通知画

面を終了すると再開されます。ｉアプリのソフトによっ

ては、アラームが動作したときにソフトを終了するもの

もあります。

メール連動型ｉアプリは、受信BOX、送信BOX、未送信

BOXからも起動できます。各フォルダ一覧からｉアプ

リメール用フォルダを選択してください。

ｉアプリによっては、起動時にソフトのバージョンが更

新されていた場合に、確認画面が表示されバージョン

アップできます。

3Dポリゴンエンジン搭載により、ｉアプリで立体画像

を表示できます。

3Dポリゴンは、多角形（三角形や四角形など）を組み合

わせることにより、立体的で奥行きがある画像を表現し

ます。

ソフト実行中に通信回数が多くなると、［ｉアプリの通信

回数が多くなっています。通信を継続しますか？］と表示

され、通信を行うかどうかを選択できます。

ｉアプリのソフトによっては、ｉアプリ使用データを

miniSDメモリーカードに保存できるものがあります。

保存したｉアプリ使用データは、ｉアプリ使用データ一

覧で確認できます。また、ｉアプリ使用データを利用す

るソフトは、ｉアプリ使用データの情報表示で確認でき

ます。（nP.282）

ｉアプリ使用データの保存・削除中に、miniSDメモリー

カードや電池パックを抜くと、ｉアプリ使用データを参

照できなくなる場合があります。その場合は、miniSDメ

モリーカードをFOMA SH902iSでフォーマットしてく

ださい。 （フォーマットを行うと、miniSDメモリーカー

ド内のデータはすべて消去されます。）

miniSDメモリーカードに保存したデータは、他の機種

で利用できない場合があります。

同時に起動している他の機能がminiSDメモリーカードを

使用している場合は、ｉアプリからminiSDメモリーカー

ドの読み書きをすることができない場合があります。

ｉアプリDXを起動するとき
ｉアプリDXのソフトによっては、有効性を確認するた

めに通信設定にかかわらず通信するものがあります。

（通信する回数やタイミングは、ソフトにより異なりま

す。）

日付・時刻を設定していないときは、有効性の確認は実

行されずソフトは起動できません。

ソフトが無効になった場合、有効性を確認できるまでは

ソフトを起動できません。

ｉアプリ音量設定について
ｉアプリによっては音の鳴らないものもあります。

ショートカットメニューから起動する
待受画面でt ? iでショートカットメニューを表示 
? ソフトを選ぶ ? t

音量を調節する＜ｉアプリ音量設定＞

待受画面でi（１秒以上）? 2 ? o（上げる）／p
（下げる）? t

ソフトの情報を表示する＜ソフト情報表示＞

ソフト一覧画面で、ソフトを選ぶ ? C1

関連操作のお知らせ

ショートカットメニューについて
よく使うｉアプリのソフトなどを、あらかじめ登録して

おく必要があります。（nP.385）

ソフト情報表示について
表示される情報はソフト名、バージョン、ソフト保存領

域、プロファイルバージョン、対応機種、自動起動の時間

間隔、SSL接続などです。

表示されるｉアプリのソフト名は変更できません。

通信を行うかどうかを設定する
＜通信設定＞

通信する 1
通信しない 2
ｉアプリが起動するた
びに確認する

3

お知らせ

通信設定を［通信しない］に設定すると、動作しない場合

やタイムリーな情報提供ができない場合があります。ま

た、起動しないソフトもありますので、ご注意ください。

ｉアプリで利用する画像やお客様が入力したデータな

どは、インターネットを経由して送信されるため、場合

によっては第三者に知得されることがあります。（「ｉア

プリで利用する画像」とは、起動中のソフトからカメラ

機能を起動して撮影した画像、起動中のｉアプリから赤

外線通信機能を利用して取得した画像、起動中のソフト

からデータBOXを参照して取得した画像です。）
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ｉアプリ実行中、未読のメール・メッセージR／Fの

有無、電池残量、圏内・圏外情報、マナーモードの設定

状態などのアイコンの有無を、ソフトへ通知しても

よいかどうかをソフトごとに設定します。
ここでの設定はアイコン情報を利用するソフトに対して

のみ有効です。

ソフトのダウンロード時は、［利用する］に設定されてい

ます。

1 ソフト一覧画面（nP.272）でソフトを
選んでC6［ソフト利用設定］を押す。

2［アイコン情報設定］を選んでtを押
し、1［利用する］を押す。

3 i［完了］を押す。

ｉアプリには、電話帳、リダイヤルや着信履歴の参照

を許可するかどうかを設定できるものがあります。

［許可する］に設定した場合、ｉアプリから電話帳、リ

ダイヤルや着信履歴を自動的に参照できます。
ここでの設定は電話帳や履歴情報を利用するソフトに対

してのみ有効です。

ソフトのダウンロード時は、［許可する］に設定されてい

ます。

1 ソフト一覧画面（nP.272）でソフトを
選んでC6［ソフト利用設定］を押す。

2［ソフトからの電話帳／履歴参照を］を
選んでtを押し、1［許可する］を押
す。

3 i［完了］を押す。

ｉアプリには、着信音や画面の変更を許可するかど

うか、また、変更時に確認画面を表示するかどうかを

設定できるものがあります。［許可する］に設定した

場合、ｉアプリから着信音や画面を自動的に変更で

きます。
ソフトのダウンロード時は、［許可する］・［表示しない］に

設定されています。

1 ソフト一覧画面（nP.272）でソフト
を選んで C6［ソフト利用設定］を
押す。

2［ソフトからの着信音／画像／メ
ニューアイコン変更を］を選んで tを
押し、1［許可する］を押す。

変更を許可しないときは、2を押し、操作４に進

みます。

3［変更ごとに確認画面を］を選んで t
を押し、1［表示する］を押す。 

確認画面を表示しないときは、2を押します。 

4 i［完了］を押す。

ソフトによっては、他のソフトを起動できるものが

あり、ソフト一覧に戻ることなくソフトを楽しむこ

とができます。
起動するソフトが指定されていないときは、画面の指示

に従ってソフトを選択します。

起動するソフトがFOMA端末に保存されていない場合

は、ダウンロードする必要があります。

お買い上げ時には、以下のソフトが登録されています。
みんなのGOLF モバイル２ for SH

みんGOL２SHコース

Ｇガイド番組表リモコン

電子マネー「Edy」

ケータイクレジット「iD（アイディ）」

「DCMX」クレジットアプリ

お買い上げ時に登録されているソフトを

削除後にもう一度ご利用になる場合、

ｉMenu内のサイト［SH-MODE］からダウ

ンロードできます。

［ｉＭenu］→［メニュー／検索］→

［ケータイ電話メーカー］→［SH-ＭODE］

アイコン情報通知を許可するかどうか
を設定する＜アイコン情報設定＞

お知らせ

アイコン情報が必要なソフトの場合、［利用しない］に設

定すると動作しないことがあります。

アイコン情報設定を［利用する］に設定すると、未読の

メール・メッセージ、電池残量、マナーモード、圏内・圏外

のアイコンの有無がお客様の「携帯電話／FOMAカード

（UIM）の製造番号」と同様にインターネットを経由して

IP（情報サービス提供者）に送信される場合があるため、

場合によっては第三者に知得されることがあります。

電話帳や履歴の参照を許可するかどう
かを設定する＜電話帳／履歴参照＞

お知らせ

［許可しない］に設定すると、ソフトによっては利用でき

ないものもありますので、ご注意ください。

着信音や画面の変更を許可するかどう
かを設定する＜着信音／画像変更＞

ソフトから他のソフトを起動する

お買い上げ時に登録されているソフト

サイト接続用
QRコード
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みんなのＧＯＬＦ モバイル２ for ＳＨ
初心者から上級者まで楽しめる

リアルゴルフゲームです。「みん

なのGOLF」シリーズのコンセプ

トを受け継ぎ、FOMA端末で手

軽にゴルフの爽快感と面白さを

お楽しみいただけます。
みんなのＧＯＬＦ モバイル２ for 

ＳＨではマイピクチャの［みんな

のGOLF］フォルダ内にあるGIF化

データを使用しているため、この

データを削除しないようにしてください。

※ このGIF化データを再度ダウンロードした場合は、

FOMA端末（本体）の［みんなのGOLF］フォルダに保存し

てください。

ソフトを起動する

1 ソフト一覧画面で［みんなのGOLF2 
SH］を選んでtを押す。

ソフトが起動し、タイトル画面が表示されます。

2 tを押し、ゲームモードを選んでtを
押す。

ゲームモードについて

トーナメント
シングル大会
プレイヤーの現在のランク毎に設定されたCPU29人とス
コアを競い合うトーナメント大会です。

全国大会
専用サーバーにアクセスし期間限定で開催されている

SH用全国大会に参加できます。

※全国大会への参加には、専用サイトでのユーザ登録が

必要です。

トレーニング
ダウンロードしたコースの各ホールを選択したり、１打

ごとに風などを変更して練習することができます。

マイデータ
現在のランク、今までの試合数やベストスコア、フェア

ウェイキープ率などトーナメントでラウンドした成績を

閲覧できます。

WEBサイト
ｉアプリを終了して「みんなのＧＯＬＦ」SH専用サイト

へ接続します。

キャラクタとコースについて
キャラクタは「アヤ」または「カズマ」を選択できま

す。コースはSH専用コース（18ホール）が用意されて

います。

コースは本体とは別のｉアプリとなっています。

ギアの取得について
クラブ＆ボール合わせて14種類用意されています。

シングル大会に優勝し、選んだカードにギアが入っ

ているとギアを獲得することができ、コース攻略が

おもしろくなります。

プレイヤーのランクについて
すべてのプレイヤーはルーキーランクからスタート

しますが、ラウンドを重ね経験を積みランクアップ

試験に合格するとより上のランクに上がり、より性

能の高いクラブが使用できるようになります。

プレイ中の画面と操作

1 ホールデータ：現在のホールのパー数とヤードを表示し
ます。

2 フラグ：現在のホールと旗の動きで風の強さを表します。
3 スコア：現在の打数とスコアを表示します。
4 距離表示：ピンまでの残り距離を表示します。
5 クラブデータ：選択しているクラブとそのクラブで飛ぶ

距離を表示します。
6 カップ位置：ピンの方向と高さを表示します。（赤：高い／

青：低い）
7 風表示：風向きと強さを表示します。ティーショット時に

は、風速は表示されません。
8 ライステータス：ボールのあるライの状態を表示します。

上部数字はライの傾斜、下部％はライの状態です。
9 パワーゲージ：ショット時のパワーを決めるゲージです。

上のラインはコース断面図による高低差を表示します。
赤フラグはカップの距離を表します。

※ 操作キーの詳細については、メインメニュー画面でi［オ

プション］を押し、［操作説明］を選んでご参照ください。

 2005 Sony Computer
Entertainment Inc.

o／p カメラモードに切り替わり、カメラ移動します。

q／r ショット方向を変更します。

t ショット／パットを開始します。

C カメラのアングルを切り替えます。

i ショットモードを切り替えます。

1、3 クラブを変更します。

4 アンプレアブル宣言（２打目以降）

5 グリッド表示ON／OFF（グリーン上）

6 キャラクタ表示ON／OFF

* アプリ終了確認（メニューへ戻る）

# オプション画面呼び出し（パワーゲージ稼働
中を除く）

お知らせ

みんなのＧＯＬＦモバイル２ for ＳＨアプリを［SH-

MODE］から再度ダウンロードした場合は、コースや

キャラクタを選択するときに指定されたGIF化データを

選択してください。データはFOMA端末（本体）の［みん

なのGOLF］フォルダ内にあるデータのみ選択できます。

「みんなのＧＯＬＦ」SH専用サイトへのアクセスやユー

ザー登録、全国大会のスコア登録にはパケット通信料が

かかります。

3

61

4
5

7

9

8

2
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Gガイド番組表リモコン
テレビ番組表とAVリモコン機

能が１つになった月額利用料

が無料の便利アプリです。

いつでもどこでも知りたい時

間の地上アナログもしくは地

上デジタルのテレビ番組情報

を簡単に取得できます。テレビ

番組のタイトル・番組内容・開

始／終了時間などを知ること

ができます。

気になる番組があったら、インターネットを通じて

番組をDVDレコーダーに録画予約することもでき

ます。（リモート録画予約機能に対応しているDVD

ハードディスクレコーダーが必要になります。ご利

用の際には本アプリの初期設定が必要です。）

さらにテレビのジャンルや好きなタレントなどの
キーワードで番組情報の検索が可能です。また、テレ
ビ・ビデオ・DVDプレーヤのリモコン操作ができま
す。（一部対応していない機種もあります。）
※ 画面はイメージです。実際の画面とは異なります。お住ま

いの地域に応じた番組表が表示されます。

※ はじめて利用するときは、初期設定を行って利用規約に
同意する必要があります。

※ 別途パケット通信料がかかります。

※ 詳しくは、『ご利用ガイドブック（ｉモード＜FOMA＞
編）』をご覧ください。

ソフトを起動する

1 ソフト一覧画面で［Gガイド番組表リ
モコン］を選んでtを押す。

ソフトが起動し、メイン画面が表示されます。

初回起動時は、初期設定画面が表示されます。

2 郵便番号、生まれた年や性別などを入
力する。

3 番組表設定で［地上デジタル］または
［地上アナログ］を選んでtを押す。

4 C［設定］を押す。
利用規約画面が表示されます。

5 規約に同意するときは、［はい］を選ん
でtを押す。

通信後、メイン画面とお知らせが表示されます。

番組情報の表示
番組情報を切り替える

メイン画面には番組情報や広告が表示されます。番
組情報の部分を選択しているときに、uを押すと
チャンネルを選択できます。vを押すと、時間帯を
切り替えられます。tを押すと番組情報が表示され
ます。このとき、リモコン登録およびリモコンチャン
ネル設定がされている場合は、赤外線送信されます。

メイン画面での共通操作

広告表示での操作

広告部分を選択すると、登録されている文字情報が

吹き出しで表示されます。tを押すと、広告に設定さ

れている機能（Phone To機能、Mail To機能、Web To

機能）を起動できる場合があります。

日時を指定して番組表を表示する

1 メイン画面でC［メニュー］を押し、［日
時指定］を選んでtを押す。

2 表示日を選択してtを押し、表示時刻
を選択してtを押す。

3 C［表示］を押す。
番組表が表示されます。

［サーバから番組データを取得します。］と表示さ

れたときは、［YES］を選んでtを押すと、番組情報

を取得します。

キーワードで番組を検索する

1 メイン画面でC［メニュー］を押し、
［検索］を選んでtを押す。

2［キーワード］を選んでtを押し、キー
ワードを入力するか、検索履歴から選
択してtを押す。

ジャンルで検索するときは、［ジャンル］を選んで

tを押し、ジャンルを選んでtを押し、サブジャ

ンルを選んでtを押します。

3 C［検索］を押し、［YES］を選んでtを
押す。

検索結果画面でtを押して番組情報を表示した

り、予約リスト（アナログのみ）に登録することが

できます。

リモート録画予約について
リモート録画予約に対応しているDVDレコーダー

をお持ちの場合には、インターネットを通じて、外出

先などから本アプリの番組表より録画予約をするこ

とができます。リモート録画予約には本アプリにお

いて初期設定が必要です。

初期設定の方法

1 DVDレコーダーにインターネット接
続の設定をする。

ご利用のDVDレコーダーの取扱説明書をご確認

ください。

2 メイン画面でC［メニュー］を押し、
*［リモート録画予約］を選んでtを
押す。

ガイダンスに従って初期設定を進めてください。

使い方画面を表示 i
リモコンの設定をしていな
い場合は表示できません。

メニューを表示 C

メイン画面

予約リストへの登録／登録
取消（アナログのみ）

#

リモコンの切り替え（TV1→
TV2→ビデオ→DVDの順）

0

リモート録画予約 *
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番組予約の方法

初期設定が完了したあと、お好きな番組を指定して

メニューから[リモート録画予約]を選ぶと、イン

ターネット経由で本アプリで設定したDVDレコー

ダーと接続し、録画予約をすることができます。
※ すでに同じ時間に予約されている場合は、番組表にメッ

セージが表示されます。

※ 別途パケット通信料がかかります。

電子マネー「Edy」（おサイフケータイ
ｉモード FeliCa対応）

電子マネー「Edy」とは、誰でも簡単にご利用いただ

けるプリペイド型の電子マネーサービスです。

電子マネー「Edy」は、ビットワレット株式会社が提

供するサービスです。ご利用の際には、注意事項、利

用約款などをご確認のうえ、初期設定を実行してく

ださい。
ｉアプリの通信設定で［通信しない］を設定した場合や、

携帯電話を［セルフモード］（nP.160）に設定した場合

は、ｉモード通信ができず、［初期設定］、および電子マ

ネー「Edy」ｉアプリの［サービスメニュー］内の機能はご

利用いただけませんのでご注意ください。

［初期設定］、および電子マネー「Edy」ｉアプリの［サービ

スメニュー］の機能など、ｉモード通信を行うと別途パ

ケット通信料がかかります。

機種変更時には、Edyの残高を新しい機種に移し替えるこ

とができます。また、旧携帯電話をEdyカードと同様にご

利用いただくことができますので廃棄する際にはご注意

ください。詳しくは、［サービスメニュー］の［7機種変更

のお手続き］をご確認ください。

迷惑メール対策（受信／拒否設定）でインターネットから

のメールを拒否している方への注意事項として、

Ｍobile Edy（ネットでのお支払い）をご利用の際に、Edy

センターからの決済開始メールの受信が必要となります

ので、［bitwallet.co.jp］をドメイン指定受信に加えてくだ

さい。

サービス内容

※ 事前にサービス登録が必要です。

電子マネー「Edy」についての詳しいサービス内容や

ご利用可能店舗およびFOMA端末の機種変更・故障

時などのEdyに関する諸手続きなどにつきまして

は、Edyのｉモードサイトおよびホームページをご

参照いただくか、下記連絡先までお問い合わせくだ

さい。

本サービスについてのお問い合わせ先
ビットワレット株式会社

Edyに関する情報については、ｉモードサイトおよびホー

ムページをご覧ください。

ｉモードサイト：［ｉMenu］→

［メニュー／検索］→［くらしの情報］→

［生活総合の電子マネー「Edy」］

ホームページ：http://www.edy.jp

Edyに関する諸手続きでお困りの場合は
Edy救急ダイヤル：0570-081-999（ナビダイヤル）
平日 9:30～19:00／土・日・祝日 10:00～18:00

※ ダイヤルの番号をよくご確認のうえ、お間違いのない
ようにおかけください。

ケータイクレジット「iD（アイディ）」
ケータイクレジット「iD（アイディ）」とは、おサイフ

ケータイをかざすだけで買い物やキャッシングので

きるクレジットサービスです。今までのようにカー

ドを財布から出したり、サインしたりすることなく、

カンタン便利にショッピングができます。
iDのご利用には、iDに対応した各カード発行会社へのお

申し込みとiDアプリ、各カード発行会社提供のカードア

プリが必要になります。

iDアプリをはじめて起動される際は、「ご利用上の注意」

に同意し、ご利用の準備を行った後、カードアプリのダウ

ンロードを行う必要があります。

iD対応のクレジットサービスのご利用にかかる費用（年

会費など）は、各カード発行会社により異なります。

iDアプリおよび各カード発行会社のカードアプリをダウ

ンロードするにはパケット通信料がかかります。

番組詳細情報を表示する
メイン画面でC ? ［番組詳細］ ? t

予約リスト一覧を表示する（アナログのみ）
メイン画面でC ? ［赤外線予約］ ? t ? ［予約リスト］ 
? t

視聴チャンネルの設定を行う
メイン画面でC ? ［更新・設定］ ? t ? ［視聴チャンネ
ル］ ? t ? チャンネルを選び t（くり返し可）? C 
? t

リモコン登録を行う
メイン画面でC ? ［更新・設定］ ? t ? ［リモコン登
録］ ? t ? 登録する機器を選び t ? 登録機器のメー
カを選ぶ ? C ? t

リセットする
メイン画面でC ? ［更新・設定］ ? t ? ［リセット］ ? 
t ? t ? ［YES］ ? t ? t

リモコンチャンネルの設定を行う
メイン画面でC ? ［更新・設定］ ? t ? ［リモコンチャ
ンネル設定］ ? t ? チャンネルを選ぶ ? C ? t

最新の番組表に更新する
メイン画面でC ? ［更新・設定］ ? t ? ［最新に更新］ 
? t ? ［YES］ ? t ? t

機種変更時の「Edy」に関するお手続き※

故障時の「Edy」に関するお手続き※

店頭でのEdyチャージ（入金）
ｉモードでのEdyチャージ（入金）※

店頭でのお支払い
Mobile Edy（ネットでのお支払い）※

残高・履歴照会
Edyギフトのお受取り
Edy to Edy（他端末とのEdyマネーの送付※／受け取り）

チャージ（入金）

使う（お支払い）

便利な機能

サポート

初期設定・サービス登録（無料）

サイト接続用
QRコード
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iDに関する情報については、iDのｉモードサイトおよび

ホームページをご覧ください。

ｉモードサイト : ［ｉMenu］→

［メニュー／検索］→［ケータイクレジッ

ト「iD」］

ホームページ ： http://id-credit.com

DCMXクレジットアプリ
「DCMX」とは、「iD（アイディ）」に対応した、エヌ･

ティ･ティ･ドコモ・グループが提供するクレジット

サービスです。

DCMXには、月額１万円まで利用できるDCMX mini

と、キャッシングやリボなどのサービスも充実し、ク

レジットカードも同時発行するDCMX、DCMX gold

の各サービスがございます。

DCMX miniなら、本アプリからの簡単なお申し込みで
今すぐケータイクレジットがご利用いただけます。

アプリの機能

※１ お申し込み時にオンラインで簡単な入会審査をさせて

いただきます。また、DCMX mini以外のお申し込みにつ

いては、ｉモードのお申し込みページに接続します。

※２ ご利用状況などの確認機能は、DCMX miniのみ可能です。

サービス内容やお申し込み方法の詳細については下記を

ご参照ください。

本サービスについては、取扱説明書裏面の「総合お問い合

わせ先」までお問い合わせください。

本アプリをはじめて起動される際には、「ご利用上の注

意」に同意のうえ、ご利用ください。

本アプリの利用にともないｉモード通信を利用する際

は、パケット通信料がかかります。

申し込み・設定完了後は、本アプリからは起動できませ

ん。ご利用状況の確認や設定の変更などをご利用になる

場合は、iDアプリを起動し、DCMXアプリを選択して連携

起動してください。

ｉアプリを自動起動する方法は３通りあります。
あらかじめ、日時を設定しておいてください。（nP.47）

お買い上げ時設定（OFF）

1 待受画面でiを１秒以上押して4
［自動起動設定］を押す。

TOPメニューから,
（ｉアプリ）→［自動起動

設定］で選択することも

できます。

2 1［ON］を押す。

サイト接続用
QRコード

入会申込み・審査※１

カード情報設定

使う

面倒なチャージは
不要！

設定済ケータイを店頭
の読み取り機にかざす
だけで、サインなどす
ることなく、ショッピ
ングが楽しめます。

確認する※２

当月のご利用可能残額
やご利用明細もケータ
イから確認！

変更する

お使いのカードの更新
および再発行の際にも
アプリから設定可能！

サイト接続用
QRコード

ｉモードサイト：［ｉMenu］→［メニュー／検
索］→［DCMX（ケータイクレジット）］
ホームページ：http://www.dcmx.jp

お知らせ

お買い上げ時、内蔵ｉアプリの各機能は次のように設定
されています。

ソフト一覧のサブメニューから設定を変更できます。

ご利用には別途パケット通信料がかかります。

おサイフケータイ対応ｉアプリに関するご注意
ＩＣカードに設定された情報につきましては、当社として
は責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

自動起動設定

ｉアプリを自動実行する

ｉアプリDX
からの設定に
よる自動起動

有効にするには、自動起動設定を［ON］に設
定します。

ソフト自体の
機能による自
動起動

あらかじめソフトに組み込まれている自動
起動の動作です。有効にするには、自動起動
設定を［ON］に設定して、自動起動するソフト
を登録します。最大９件まで登録できます。

FOMA端末の
設定による自
動起動

FOMA端末に保存されているｉアプリに
対して、時刻・日付・曜日を指定して自動起
動を設定します。有効にするには、自動起動
設定を［ON］に設定して、スケジュールを設
定します。最大９件まで登録できます。

自動起動するかどうかを設定する
＜自動起動設定＞

設定項目

お買い上げ時の設定

Gガイド
番組表

リモコン

みんなの
GOLF

モバイル２ 
for SH

電子
マネー

「Edy」

ケータイ
クレジット

「ｉＤ（アイ
ディ）」

待受画面
設定

ー ー ー ー

通信設定 通信する 通信する 通信する 通信する

ｉアプリ
To設定

許可する ー 許可する 許可する

アイコン
情報設定

ー ー ー ー

着信音／
画像変更

ー ー ー ー

電話帳／
履歴参照

ー ー ー ー

自動起動設定画面

j12_dv35_7e.fm  278 ページ  ２００６年１１月１６日　木曜日　午後２時５９分



279

ｉ
ア
プ
リ

ｉ
ア
プ
リ
Ｔ
ｏ
機
能

FOMA端末の設定でソフトの起動日時
を設定する

1 自動起動設定画面で3［詳細設定］を
押し、番号を選ぶ。

自動起動設定ソフト一覧画面が表示されます。 

2 ソフトを選んでtを押し、起動日時を
設定する。

時刻は24時間制で入力

します。

カーソルはwで移動で

きます。

自動起動対応のソフトの設定を有効にする

スケジュール設定画面で4［時間間
隔設定］を押す。

無効にするには、自動起動の設定を削除します。

（「  FOMA端末の設定でソフトの起動日時を設

定する」の操作１「自動起動のスケジュールを削除

する」）

自動起動設定がないソフトの場合、［時間間隔設

定］はグレーで表示されます。

ｉアプリTo（ｉアプリ起動設定）が設定されている

場合、サイト、インターネットホームページ、ｉモー

ドメールや画面メモからｉアプリを起動できます。
下記の方法でもｉアプリを起動できます。

赤外線通信中にｉアプリ起動の信号を受信したとき

バーコードリーダーでｉアプリの起動情報を読み

取ったとき

FeliCaマークを読み取り装置（リーダー／ライター）に

かざしてｉアプリの起動情報を読み取ったとき

ｉアプリToを許可するかどうかは、ｉアプリTo設定で設

定します。

ｉアプリToで起動させるかどうかを、ソフトごとに

設定できます。
ソフトのダウンロード時は、［許可する］に設定されてい

ます。

お買い上げ時設定（許可する）

1 ソフト一覧画面（nP.272）でソフト
を選んでC6［ソフト利用設定］を押
す。

2［ｉアプリTo設定］を選んでtを押し、
1［許可する］を押す。

3 i［完了］を押す。

自動起動のスケ
ジュールを新規登録
する

番号を選ぶ→t
新規に登録するときは

［--------------------］が表示され
ている番号を選びます。

自動起動のスケ
ジュールを変更する

変更する番号を選ぶ→t→
1

自動起動のスケ
ジュールを削除する

削除する番号を選ぶ→t→
2

毎日起動する 1→時刻を入力→t
曜日を指定して
起動する

2→曜日を選ぶt（くり返し
可）→C→時刻を入力→t

日付を指定して
起動する

3→日付・時刻を入力→t

お知らせ

自動起動できなかったときは、自動起動失敗履歴に記憶

されます。

次の場合、ソフトは自動起動できません。

電源が入っていないとき
他の機能が起動している場合
ｉアプリが起動中の場合
通話中
スケジュール、ToDoリストのアラーム時刻が自動起
動の時刻と同じ場合
ｉアプリのPIMロック中

同じ時刻に設定した以下の機能は次の優先順位で動作

します。

スケジュール設定
画面

優先順位（高→低）

機能 自動電源OFF→自動電源ON→アラーム→
ToDoリスト→ｉアプリ自動起動

設定リセットを行うと、ｉアプリ自動起動失敗履歴は削

除され、ｉアプリの自動起動設定は解除されます。

自動起動設定したソフトの通信設定が［起動ごとに確

認］となっている場合、自動起動したときに通信するか

どうかの確認画面が表示されます。そのまま操作せずに

５秒間経過すると自動的に確認画面で［いいえ］を選択

した設定で起動します。

同一ソフトの自動起動が前回の自動起動から10分未満

の場合、起動できません。自動起動する間隔を10分以上

に設定してください。自動起動失敗履歴には［起動エ

ラー］と表示されます。

ｉアプリTo機能

サイトやｉモードメールから
ｉアプリを実行する

ｉアプリToでの起動を設定する
＜ｉアプリTo設定＞

お知らせ

起動するソフトは、サイト、インターネットホームペー

ジ、ｉモードメールや画面メモによって決まっていま

す。指定のソフトをあらかじめダウンロードしておく必

要があります。

お知らせ
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ｉアプリTo設定が［許可しない］に設定されている場合、

ｉアプリToでは起動できません。

ｉアプリ待受画面として起動することはできません。

フルブラウザでは起動できません。

1 サイト、インターネットホームページ、
ｉモードメールや画面メモに表示さ
れているｉアプリを選んでtを押し、
［はい］を選んでtを押す。

起動を中止するときは、［ｉアプリ起動中］と表示

されているときにHを押します。

ｉアプリを待受画面に設定できます。
待受画面に設定したｉアプリは、cを押すと操作でき

るようになります。

ｉアプリ待受設定されたソフトから通信するかどうか

は、待受画面通信設定（nP.281）で設定できます。

1 ソフト一覧画面（nP.272）でソフト
を選んでC4［待受画面設定］を押
し、［はい］を選んでtを押す。

ｉアプリ待受画面に設定され、待受画面に戻ると、

ソフトが起動します。

通信を利用するソフトの

ときは、右の画面が表示

されます。［通信する］を

選択すると通信が許可さ

れます。

［通信しない］を選択すると通信されず、情報提供が

できない場合がありますので、ご注意ください。

サイトやｉモードメールからｉアプリ
を起動する＜ｉアプリTo機能＞

お知らせ

ｉアプリを終了すると、元のサイトやインターネットホー

ムページ、受信メール表示画面や画面メモに戻ります。

ｉアプリの起動指定に該当するソフトがない場合は、

［指定されたソフトがありません］と表示されます。

サイトから起動するソフトによっては、FOMA端末に保

存できないソフトもあります。

サイトによっては、指定のソフトがFOMA端末に保存さ

れていないときや、FOMA端末に保存されているソフト

のバージョンが古いときに、ソフトをダウンロードでき

る場合があります。

ソフトによってはダウンロードが完了すると自動的に

起動するように設定されているものもあります。このよ

うなソフトはダウンロード後すぐにFOMA端末には保

存されません。ソフト実行後、終了時に保存するかどう

かを選択できます。

実行中に通信設定（nP.273）が必要な場合もあります。

ｉモードメールからのｉアプリToは、IP（情報サービス

提供者）からのｉモードメール配信で利用する機能で

す。FOMA端末どうしではご利用になれません。

ｉアプリ待受設定

ｉアプリ待受画面を設定する

ｉアプリ待受画面を設定する
＜待受画面設定＞

お知らせ

ｉアプリ待受画面に設定できるソフトは１つのみです。

ｉアプリ待受画面に設定できないソフトもあります。

ｉアプリ待受画面を設定している場合、待受画面には

ｉアプリが表示されます。待受画面設定で設定した画像

は表示されません。ｉアプリ待受画面設定を解除する

と、待受画面設定した画像が表示されます。

通信を行うソフトをｉアプリ待受画面に設定した場合は、

電波状況などにより正しく動作しないことがあります。

ｉアプリ待受画面表示中にオールロックを設定すると、

ｉアプリ画面は終了し、お買い上げ時に待受画面設定さ

れている［待受画面６］の画像が表示されます。また、

ｉアプリ待受画面表示中にｉアプリのPIMロックを設

定すると、ｉアプリ画面は終了し、待受画面設定で設定

した待受画面が表示されます。オールロックまたはｉア

プリのPIMロックを解除するとｉアプリ待受画面が再

表示されます。

ｉアプリDXをｉアプリ待受画面に設定した場合、ｉア

プリDXのソフトによっては、有効性を確認するため、通

信設定にかかわらず通信するものがあります。

ｉアプリ待受画面を設定しているときは、電源を入れる

とｉアプリ待受画面起動の確認画面が表示されます。

［はい］を選択するか、約５秒そのままにしておくと、ｉア

プリ待受画面が起動します。［いいえ］を選択すると、通常

の待受画面になり、ｉアプリ待受画面の設定が解除され

ます。ただし、自動電源ONで電源を入れたときは確認画

面が表示されず、待受画面に戻ると起動します。

ｉアプリ待受画面を設定すると、電池の利用可能時間が

短くなります。

次の操作を行うと待受画面のｉアプリはいったん終了

します。

カメラ機能を利用する場合
データBOX機能を利用する場合
ｉモード機能を利用する場合
メール機能を利用する場合
テレビ電話を利用する場合
電話帳お預かりサービスを利用する場合
モバイルオーディオを利用する場合
ｉアプリの設定を変更する場合
ｉモーションの再生を行う場合
トルカ機能を利用する場合
赤外線通信を利用する場合
ｉアプリのソフトをダウンロードする場合
ｉアプリを起動する場合
ブックリーダーを利用する場合
ドキュメントビューアを利用する場合
PDF対応ビューアを利用する場合
パターンデータを更新する場合
ソフトウェアを更新する場合

セキュリティエラーについて
ｉアプリ待受画面を設定している場合、ｉアプリが不

正な動作をしようとしたり、ｉアプリのソフトが許可さ

れている機能以外の動作をしようとしたときは、ｉアプ

リ待受画面は解除されます。

ｉアプリ待受画面が解除されてしまうようなエラーが

発生した場合、エラー発生時刻などがエラー履歴に記

録、表示されます。通常終了時には記録されません。待受

画面に［セキュリティエラー］と表示されているときは、

tを押すと、エラー履歴が表示されます。
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ｉアプリ待受画面を解除すると、待受画面設定で設

定した画像が表示されます。
ｉアプリ待受画面を終了しても、ｉアプリ待受画面設定

は解除されず、待受画面に戻ったときにｉアプリ待受画

面が再起動します。

1 待受画面でiを１秒以上押して1
［ソフト一覧］を押し、待受画面に設定
されているソフトを選んでC4［待
受画面設定］を押す。

2［はい］を選んでtを押す。

FOMA端末に保存したｉアプリのバージョンアッ

プを行ったり、削除やソート、実行時のエラー情報や

トレース情報の表示などを行うことができます。

ｉアプリをテレビ画面に表示することもできます。

（nP.360）
ソフトによっては、IP（情報サービス提供者）が携帯電話

に保存されたソフトにアクセスし、直接使用停止状態に

したりすることがあります。その場合は、そのソフトの起

動、待受画面設定、バージョンアップなどができなくな

り、削除およびソフト詳細表示のみが可能になります。再

度、ご利用いただくにはソフト停止解除の通信を受ける

必要があるため、IP（情報サービス提供者）にお問い合わ

せください。

ソフトによっては、IP（情報サービス提供者）が携帯電話に

保存されたソフトにデータを送信する場合があります。

このようにIP（情報サービス提供者）がソフトに対し、停

止・再開要求を行ったり、データを送信した場合、携帯電

話は通信を行い、ｉモードアイコンが点滅します。この際

通信料はかかりません。

ｉアプリをバージョンアップする
＜バージョンアップ＞

FOMA端末に保存済みのソフトがサイト側で新しい

バージョンに更新されている場合に、バージョン

アップできます。

ソフトによっては、実行時に更新情報を自動確認し、

自動的にバージョンアップできるものもあります。

1 ソフト一覧画面（nP.272）でソフト
を選んでC2［バージョンアップ］を
押す。

2［はい］を選んで tを押す。
ソフトの情報が表示されたときは、tを押します。

ｉアプリを並べ替える＜ソート＞
一覧の表示順番を、次のいずれかに変更できます。

お買い上げ時は、［ダウンロード（新→旧）］に設定されて

います。

ソフト一覧画面（nP.272）でC7
［ソート］を押し、ソート方法を選んで
tを押す。

エラー表示を確認する＜エラー表示＞
ソフト実行時のエラー情報（［自動起動失敗履歴］、

［待受画面エラー履歴］、［セキュリティエラー履歴］）

やトレース情報を確認できます。
トレース情報がない場合は、［トレース情報がありませ

ん］と表示されます。

ｉアプリ待受画面から通信するかどうかを設定する
＜待受画面通信設定＞

1 ソフト一覧画面（nP.272）で、待受画面に設定

されているソフトを選ぶ ? C5
2 1

メニューからｉアプリ待受画面を設定する
＜待受画面設定＞

1 待受画面でt2113
2 ソフトを選ぶ ? t

待受画面に設定しているｉアプリを設定し直すと

き：［設定］ ? t ? ソフトを選ぶ ? t ? ［はい］ ? t
待受画面に設定しているｉアプリを終了する

とき：［終了］ ? t 

待受画面に設定しているｉアプリを解除する

とき：［解除］ ? t 

ｉアプリ待受画面を解除する

ｉアプリを管理する

お知らせ

FOMA端末（本体）のメモリの空き容量がない場合は、

バージョンアップできません。他のソフトまたはｉアプ

リとメモリエリアを共有しているデータBOXのデータ

を削除してください。

おサイフケータイ対応ｉアプリによっては、ＩＣカード

ロック中、ダウンロードやバージョンアップができない

場合があります。

自動バージョンアップする
［最新ソフトにバージョンアップしますか？］の確認
画面で、［はい］ ? t

関連操作のお知らせ

メールのPIMロック中、メールフォルダ名を変更する

メール連動型ソフトはバージョンアップできません。

ダウンロード（新→旧） ダウンロードした日付の新しい順

ダウンロード（旧→新） ダウンロードした日付の古い順

使用順 最近使用されたソフトの順

ソフトサイズ順 プログラムサイズの大きいもの順
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1 待受画面でi（１秒以上）を押して6
［エラー表示］を押す。

2 エラー履歴を選んでtを押す。

ｉアプリをPIMロックする＜PIMロック＞

1 待受画面でi（１秒以上）を押して8
［PIMロック］を押し、端末暗証番号（４
～８桁の数字）を入力してtを押す。

2［ON］／［OFF］を選ぶ。

ｉアプリを削除する＜削除＞

1 ソフト一覧画面（nP.272）で、ソフト
を選んでC3［削除］を押す。

2 削除方法を選ぶ。

miniSDメモリーカードに保存したｉアプリ使用

データのフォルダを一覧表示できます。
ｉアプリ使用データフォルダを削除したり、選択した

フォルダの詳細情報を表示することができます。

詳細情報には、利用可能ソフト／CP名、フォルダ利用

可／不可、利用不可原因が表示されます。

フォルダの利用不可原因は次のとおりです。

ソフト動作制限［あり］：保存されたデータを使用する

ソフトが無いため利用できません。

FOMAカード動作制限［あり］：保存したときと異なる

FOMAカードが挿入されているため利用できません。

機種制限［あり］：保存したときと異なる機種のため利

用できません。

シリーズ制限［あり］：ソフトのシリーズが異なるため

利用できません。

サイトから取得したFOMA端末外への出力が禁止されて

いるｉモーションを、miniSDメモリーカードに保存でき

ます。（nP.323）

1 待受画面でiを１秒以上押して5
［ｉアプリ使用データ］を押す。

TOPメニューから,（ｉアプリ）→［ｉアプリ使用

データ］の順に選択することもできます。

お知らせ

ｉアプリ待受画面が解除されてしまうようなエラーが

発生した場合、エラー発生時刻などがエラー履歴に記

録、表示されます。通常終了時には記録されません。

トレース情報を表示する＜トレース表示＞

1 待受画面でi（１秒以上） ? 7
2 確認を終わるときはt

トレース情報を削除するとき：i ? ［はい］ ? t

関連操作のお知らせ

ｉアプリ作成者の方へ
作成したｉアプリが正常な動作をしない場合は、トレー

ス情報の内容が参考になることがあります。

トレースを採取するように設定されているソフトがな

いときは、トレース情報が表示されません。

ロックする 1
ロック解除する 2

ソフトを１件削除
する 

1→［はい］→t

複数のソフトを
まとめて削除する

2 →ソフトを選ぶt（くり返
し可）→C→［はい］→t

すべてのソフトを
削除する 

3→端末暗証番号(４～８桁の
数字)を入力→t→［はい］→t

お知らせ

メール連動型ｉアプリのソフトを削除する場合、自動的

に作られたメールフォルダを同時に削除するかどうか

を選択できます。ただし、メールフォルダ内に保護され

ているｉモードメールがある場合、ソフト、フォルダは

削除できません。

削除するソフトのｉアプリ使用データがminiSDメモ

リーカードに保存されている場合、ｉアプリ使用データ

を同時に削除するかどうかを選択できます。

フォルダを残してメール連動型ｉアプリのソフトを削

除した場合、フォルダ内のｉモードメールを確認すると

きは、受信BOX、送信BOX、未送信BOXでCを押し、

［ｉモードメール閲覧］を選択します。メール連動型

ｉアプリを起動せずにフォルダ内のｉモードメールを

表示できます。

内蔵ソフトを削除後にもう一度ご利用になる場合は、

ｉMenu内のサイト［SH-MODE］からダウンロードでき

ます。（ダウンロードしたｉアプリはFOMAカード動作

制限機能の対象になります。nP.38）

おサイフケータイ対応ｉアプリのソフトを削除するとき
ソフトによっては、お客様がソフトを起動してＩＣカー

ド内のデータを削除しないと、ソフトを削除できないも

のがあります。

おサイフケータイ対応ｉアプリによっては、削除できな

い場合があります。

ＩＣカードロック中、おサイフケータイ対応ｉアプリの

ソフトは削除できない場合があります。

メール連動型ｉアプリを含むソフトを全件削除するとき
フォルダ内に保護されたｉモードメールがあるとき、ソ

フトやフォルダは削除できません。

ｉアプリ使用データ（コンテンツ移行対応）

miniSDメモリーカード内の
ｉアプリ使用データを表示する

ｉアプリ使用データフォ
ルダを１件削除する

フォルダを選ぶ→C→
［はい］→t

情報を表示する i
確認を終わるとき
はtを押します。

お知らせ

同時に起動している他の機能がminiSDメモリーカード

を使用している場合は、ｉアプリ使用データのフォルダ

を表示できません。他の機能を終了してから操作してく

ださい。

お知らせ
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利用する機能によっては、同時に起動している他の機能

を終了してから利用できるものがあります。

サイト表示に対応したソフトをダウンロードする必要が

あります。

URLが半角の英数字や記号で255文字を超えるサイトは

表示できません。

1 ソフト実行中にURLの項目を選んでt
を押し、［はい］を選んでtを押す。

サイトやインターネットホームページを表示する

方法は、ソフトによって異なります。

実行中のソフトから、音声電話、テレビ電話、プッ

シュトークをかけることができます。
音声電話、テレビ電話、プッシュトークをかけることに対

応したソフトをダウンロードする必要があります。

ダイヤル発信制限中、セルフモード中は、電話をかけるこ

とができません。

1 ソフト実行中に電話番号の項目を選んで
tを押し、［はい］を選んでtを押す。

音声電話、テレビ電話、プッシュトークをかける方

法は、ソフトによって異なります。

音声電話、テレビ電話、プッシュトークをかける電

話番号が表示されます。

2 電話をかける。

ｉアプリからカメラを起動した場合、撮影した画像は

ｉアプリの一部として保存、利用されます。

1 ソフト実行中にカメラの起動項目を選
んでtを押す。

カメラモード（静止画撮影画面）になります。明る

さを調整したり、セルフタイマー、ズームを利用す

ることもできます。

ソフトから［画像サイズ］や［連続撮影］、［画質］、

［フレーム］などの設定ができるものもあります。

設定できる項目や設定方法、カメラ起動方法はソ

フトによって異なります。

2 t［Y］を押す。
撮影した画像を保存するときは、tを押します。

1 ソフト実行中にバーコードリーダー
の起動項目を選んでtを押す。

カメラモード（バーコードリーダー）になります。

画面が暗い場合はi［ライト］を押し、ピクチャー

ライトを点灯してください。

バーコードリーダーの起動方法は、ソフトによっ

て異なります。

2 バーコード（JANコード、QRコード）が
表示されるようにカメラを合わせ、t
［読取］を押す。

バーコード（JANコード、QRコード）が撮影されま

す。

セルフモード中は、赤外線通信機能（nP.342）を利用す

ることはできません。

1 ソフト実行中に赤外線通信を起動し、
［はい］を選んでtを押す。

赤外線通信の起動方法は、ソフトによって異なります。

赤外線通信を中止するときは、Cを押します。

1 ソフト実行中にトルカの保存項目を選
んで tを押す。

トルカの登録方法は、ソフトによって異なります。

2 プレビュー表示または保存を行う。 

ｉアプリのさまざまな機能を利用する

ｉアプリからサイトを表示する

ｉアプリから電話をかける

音声電話をかける s／t
テレビ電話をかける i
プッシュトークをかける m／&

ｉアプリからカメラ機能を利用する

お知らせ

ソフトによってはｉアプリで利用する画像やお客様が入

力したデータなどを、自動的にインターネットを経由し

て送信することがあります。ｉアプリで利用する画像と

は、実行中のｉアプリが、カメラ機能を起動して撮影した

画像、データBOXのマイピクチャから選択した画像およ

び赤外線通信機能を利用して取得した画像などです。

ｉアプリからバーコードリーダーを利用する

お知らせ

読み込んだデータはソフトで利用される場合があります。

ｉアプリから赤外線通信機能を利用する

ｉアプリからトルカを登録する

トルカをプレ
ビュー表示する

［プレビュー］→t

新規保存する ［新規保存］→t 

上書き保存する ［上書き保存］→t→フォルダを
選ぶ→t→データを選ぶ→t→
i
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ニュースや天気などをグラフィカルな情報としてド
コモまたはIP（情報サービス提供者）がｉチャネル対
応端末に配信するサービスです。
定期的に情報を受信し、最新の情報が、待受画面にテ
ロップとして流れたり、ｉチャネル対応ボタンを押
すことでチャネル一覧が表示されます（チャネル一
覧の表示方法はnP.287）。さらに、チャネル一覧で
お好きなチャネルを選択することにより、リッチな
詳細情報を取得できます。

ｉチャネルのご利用にあたっての注意事項およびご利用
方法の詳細などについては、『ご利用ガイドブック

（ｉモード＜FOMA＞編）』をご覧ください。

未契約

契約後

1 ｉチャネルをご契約いただいていない場合。
2 ｉチャネルをご契約いただいたあと、情報を受信したタ

イミング、もしくはチャネル一覧を表示したタイミング
で、待受画面に自動的にテロップが流れます。

3「J」ボタンを押下するとチャネル一覧が表示されます。
各チャネルごとにテロップで流れていた情報などを一覧
でみることができます。

4 各チャネルを選択するとそれぞれの詳細情報画面が閲覧
できます。

※ 各画像はイメージです。実際の画面とは異なります。

ｉチャネルには「ベーシックチャネル」と「おこのみ

チャネル」の２種類があります。「ベーシックチャネ

ル」はドコモが提供するチャネルであり、あらかじめ

登録されていますのでｉチャネルの利用開始時から

すぐに利用することができます。「ベーシックチャネ

ル」に関して配信される情報の自動更新にかかるパ

ケット通信料はｉチャネルのサービス利用料に含ま

れます。「おこのみチャネル」はドコモ以外のIP（情報

サービス提供者）が提供するチャネルで、お客様ご自

身がお好きなチャネルを登録して利用できます。「お

このみチャネル」に関して配信される情報の自動更

新にかかるパケット通信料などは、ｉチャネルの

サービス利用料には含まれません。なお、待受画面に

テロップとして流すことができるのは、「ベーシック

チャネル」の情報のみとなります。
「おこのみチャネル」には、ご利用にあたり情報料がかか

るものがあります。

「おこのみチャネル」には、ご利用にあたりチャネルを提

供するIP（情報サービス提供者）に対し別途お申し込みが

必要になるものがあります。

「ベーシックチャネル」も「おこのみチャネル」も、チャネル

一覧から詳細情報を閲覧する際は、ｉチャネルのサービ

ス利用料とは別にパケット通信料がかかります。

ｉチャネルはお申し込みが必要な有料サービスです。

お申し込みにはｉモード契約が必要です。
操作方法はnP.287

※ 対応機種・・・ｉチャネル対応機種でご利用いただけ

ます。詳しくは、『ご利用ガイドブック（ｉモード

＜FOMA＞編）』をご覧ください。

おためしサービス
ｉモードをご契約の上ｉチャネル対応端末を利用

しているお客様で、ｉチャネル対応端末を利用して

いる契約者回線についてｉチャネルを申し込んだ

ことがない場合、一定期間、サービス利用料無料で

「ベーシックチャネル」を利用できます。なお、チャネ

ル一覧から詳細情報を閲覧される際にかかるパケッ

ト通信料は、お客様のご負担となります。

ｉチャネル

ｉチャネルとは

1

o（J）?

o（J）

ut

2テロップ表示

3チャネル一覧

4詳細情報画面
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おためしサービスのご利用にあたっての注意事項および

ご利用方法の詳細などについては、『ご利用ガイドブック

（ｉモード＜FOMA＞編）』をご覧ください。

おためしサービスは、原則としてFOMAカードを挿

入してｉチャネル対応端末の利用を開始した際、一

定時間経過後に自動的に開始されます。自動的に開

始しない場合は、ｉチャネル対応ボタンを押下する

ことで開始できます。

おためしサービスを利用できるのは、１つのご契約

者回線につき１回のみです。

おためしサービスは開始後一定期間経過すると、自

動的に終了します。また、途中で終了したい場合の操

作方法については、『ご利用ガイドブック（ｉモード

＜FOMA＞編）』を参照してください。

ｉチャネルを契約し、ｉチャネル情報を受信すると、

待受画面のテロップに自動的に情報が流れます。さら

に、oを押してチャネル一覧を表示することができ

ます。
待受画面でi81を押してもチャネル一覧を表示で

きます。

ｉモードサイトに接続して各チャネルの詳細情報

を入手できます。

1 チャネル一覧でチャネルを選んでtを
押す。

待受画面にｉチャネルテロップを表示するかどうか

を設定します。

メインディスプレイに表示する
お買い上げ時設定（ON（テロップ文字サイズ：大（標準）、

テロップ色：パターン１（文字色：緑、背景色：黒）、テロップ速

度：標準））

1 待受画面でi821を押し、
1［ON］を押す。

TOPメニューから*（ｉモード）→［ｉチャネルメ

ニュー］→［ｉチャネルテロップ設定］→［メイン画

面］の順に選択することもできます。

2［テロップ文字サイズ設定］を選んでt
を押し、文字サイズを選ぶ。

画面下部にテロップの見本が表示されます。

3［テロップ色設定］を選んでtを押し、
テロップの色を選んでtを押す。

［パターン１］～［パターン９］から選択します。

4［テロップ速度設定］を選んでtを押
し、速度を選ぶ。

5 i［完了］を押す。

サブディスプレイに表示する
お買い上げ時設定（OFF）

1 待受画面でi822を押し、
1［ON］を押す。

TOPメニューから*（ｉモード）→［ｉチャネルメ

ニュー］→［ｉチャネルテロップ設定］→［サブ画

面］の順に選択することもできます。

ｉチャネルを表示する

お知らせ

最新情報の受信について
電源が入っていないときや圏外など電波状況が良くな

いときは、情報を受信できない場合があります。チャネ

ル一覧を表示したときに情報を受信すると、待受画面で

テロップが流れます。

情報を受信しても、着信音・バイブレータは動作しませ

ん。また、着信ランプも点灯／点滅しません。

ご利用の状況により、チャネル一覧を表示したときに情

報を受信することがあります。

効果音の音量を調節する＜効果音設定＞

チャネル一覧でC75 ? o（上げる）／p（下げ
る）? t

関連操作のお知らせ

ｉチャネルの音量は、ｉモードの効果音設定と共通の

設定です。

詳細情報を表示する

お知らせ

オールロック中は、チャネル一覧を表示できません。ｉ

チャネルのPIMロック中は、端末暗証番号（４～８桁の

数字）の入力が必要です。

ｉチャネルの接続先変更について
ｉモードの接続先選択でｉチャネルの接続先を設定で

きます。通常は設定を変更する必要はありません。

ｉチャネルの接続先を変更すると、ｉチャネルテロップ

は表示されなくなります。ただし、チャネル一覧を表示す

ると最新の情報を受信し、ｉチャネルテロップが表示さ

れます。

ｉチャネルの接続先変更後、情報が自動更新されない場

合があります。最新の情報を受信したい場合は、チャネ

ル一覧を表示してください。

ｉチャネルテロップ設定

ｉチャネルの設定を行う

小 1
中 2
大（標準) 3

遅い 1
標準 2
速い 3

お知らせ
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お知らせ

お客様の操作によりｉチャネルテロップ設定を［OFF］

にした場合、テロップは表示されません。

テロップ表示のON／OFFやテロップの速度は、ｉチャ

ネルテロップ設定で設定できます。

ｉチャネルサービスまたはｉモードサービスを解約す

ると、ｉチャネルテロップは表示されなくなります。

ｉチャネルサービスまたはｉモードサービス未契約時

は、ｉチャネルテロップは表示されません。

オールロック中、PIMロック中は、ｉチャネルテロップ

は表示されません。

公共モード（ドライブモード）中は、テロップは表示され

ません。

カレンダー表示設定とｉチャネルテロップ設定がどち

らも設定されているときは、待受画面でHを押すと、

カレンダー表示とｉチャネルテロップ表示が切り替わ

ります。
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ｉモード端末のＩＣカード機能を使ったｉモード

の便利な機能（ｉモード FeliCa）やＩＣカードを搭

載したｉモード端末を「おサイフケータイ」と呼び

ます。

FeliCaとは、かざすだけでデータの読み書きができ

る非接触ＩＣカードの技術方式の１つです。

おサイフケータイを対応店舗の読み取り装置（リー

ダー／ライター※）にかざすだけで電子マネーを使っ

てショッピングの支払いができたり、飛行機のチケッ

トやポイントカードとして利用できるなど携帯電話

が実生活の中でますます便利な道具になります。

また、従来のFeliCaに対応した非接触ＩＣカードと

比べ、おサイフケータイ内のＩＣカードに電子マ

ネーをサイトから入金したり、残高や利用履歴を確

認できたりと、より便利に利用できます。
※ ＩＣカードの読み書きを行う装置です。

※ ＩＣカード機能をご利用いただくには、ＩＣカード機能

に対応したおサイフケータイ対応ｉアプリをダウンロー

ドしてください。

各おサイフケータイ対応サービスの申し込み・ご利用の

方法につきましては、それぞれ異なりますので、IP（情報

サービス提供者）などのお問い合わせ先にご連絡くださ

い。各おサイフケータイ対応サービスのご利用にあたっ

ての注意事項については、『ご利用ガイドブック（ｉモー

ド＜FOMA＞編）』をご覧ください。

ご利用の各おサイフケータイ対応サービスのサービス名

やお問い合わせ先などはメモをとり保管してください。

おサイフケータイの故障・修理・FOMA端末の変更やその

他の取り扱いによって、ＩＣカード内のデータが消失・変

化してしまう場合があります。（修理の場合は、原則デー

タをお客様自身で消去していただきますので、あらかじ

めご了承ください。）万が一、ＩＣカード内のデータが消

失・変化しても、当社としては責任を負いかねますので、

あらかじめご了承ください。ＩＣカード内のデータを消

去する場合や、消失・変化してしまった場合の対応は、各

おサイフケータイ対応サービスにより異なりますので、

事前にご契約しているサービスのIP（情報サービス提供

者）などにお問い合わせのうえ、ご確認ください。

ドコモショップなど窓口にて、他のおサイフケータイへ

の交換時および故障取替時に、ＩＣカード内のデータを

新機種へコピーすることはできません。対応方法につき

ましては各おサイフケータイ対応サービスにより異なり

ますので、事前にご契約しているサービスのIP（情報サー

ビス提供者）などにお問い合わせください。

おサイフケータイの紛失にはご注意ください。万が一紛

失してしまった場合、ご利用いただいていたおサイフ

ケータイ対応サービスに関することは、ご契約している

サービスのIP（情報サービス提供者）などにお問い合わせ

ください。

おサイフケータイのご利用手順は次のようになります。

Q

Q

おサイフケータイ対応ｉアプリを起動して、電子マ

ネーや乗車券にチャージ（入金）したり、残高や利用

履歴を参照するなど、便利な機能をご利用いただく

ことができます。

1 待受画面でt924を押す。
TOPメニューから.（LifeKit）→［ＩＣカード一

覧］の順に選択することもできます。

2 おサイフケータイ対応ｉアプリを選
んでtを押す。

おサイフケータイ対応ｉアプリが起動します。

おサイフケータイとは

おサイフケータイ対応ｉアプリ
を起動する

おサイフケータイの利用方法

おサイフケータイ対応ｉアプリをダウンロードする

nP.271

おサイフケータイ対応ｉアプリを起動してＩＣ

カード内のデータの読み書きを行う　nP.290

FeliCaマークを読み取り装置（リーダー／ライ

ター）にかざす　nP.291

おサイフケータイ対応ｉアプリを起動して
ＩＣカード内のデータの読み書きを行う
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FOMA端末のFeliCaマークを読み取り装置（リー

ダー／ライター）にかざして、電子マネーとして支払

いに利用したり、乗車券の代わりとしてご利用する

ことなどができます。
ソフトを起動せずご利用いただくことができます。

FOMA端末を読み取り装置（リーダー／ライター）にぶつ

けないようにご注意ください。

FeliCaマーク面以外は、読み取れません。

FeliCaマークと読み取り装置（リーダー／ライター）は、平

行にかざしてください。

FOMA端末は、できるだけ読み取り装置（リーダー／ライ

ター）の中心位置にかざしてください。

FOMA端末のFeliCaマークを読み取り装置（リーダー／ラ

イター）にかざしても認識されない場合は、前後左右にず

らしてかざしてください。

FeliCaマーク面に金属物などがあると、読み取れない場合

があります。

1 読み取り装置（リーダー／ライター）に
FOMA端末のFeliCaマークをかざす。

2 読み取ったことを確認する。
読み取り装置（リーダー／ライター）のディスプレ

イなどで読み取り結果を確認します。

おサイフケータイご利用時は、電池パックを装着してく

ださい。

電源OFF時もFeliCaマークを読み取り装置（リーダー／ラ

イター）にかざしておサイフケータイをご利用いただく

ことができますが、おサイフケータイ対応ｉアプリを起

動することはできません。また、電池が切れた状態では使

用できませんので、充電を行ってください。

通話中やｉモード接続中は、FeliCaマークを読み取り装置

（リーダー／ライター）にかざしておサイフケータイをご

利用いただくことができますが、おサイフケータイ対応

ｉアプリを起動することはできません。

FOMA端末のFeliCaマークを読み取り装置（リーダー／ラ

イター）にかざしても認識されない場合は、前後左右にず

らしてかざしてください。

読み取り装置（リーダー／ライター）から起動情報を読み

取ってｉアプリを起動したり、サイトに接続することも

できます。

電池が切れた場合は、FeliCaマークを読み取り装置（リー

ダー／ライター）にかざしても、利用できない場合があり

ます。

ＩＣカードロック中（nP.296）は、FeliCaのＩＣカード

機能を使用できません。

オールロック（nP.158）を設定しても、FeliCaのＩＣ

カード機能はロックされません。

おまかせロック（nP.159）を設定すると、FeliCaのＩＣ

カード機能の使用も停止できますが、おまかせロックを

解除すると、ＩＣカードロック（nP.296）の設定する前

の状態に戻ります。

トルカとはおサイフケータイで取得できる電子カー

ドで、チラシやレストランカード、クーポン券などの

用途で便利にご利用いただけます。トルカは読み取

り装置やサイトなどから取得が可能で、メールや赤

外線、外部メモリを使って簡単に交換できます。

取得したトルカは「LifeKit」メニューの「トルカ」内

に保存されます。
トルカ対応機種でご利用いただけます。詳細は『ご利用ガ

イドブック（ｉモード＜FOMA＞編）』をご覧ください。

トルカ利用の流れ
おサイフケータイを読み取り装置（リーダー／ライター）に

かざしてトルカを取得。

FeliCaマークを読み取り装置（リー
ダー／ライター）にかざす

おサイフケータイをお使いになるとき
のご注意

FeliCa
マーク

お知らせ

お買い上げ時に登録されているｉアプリソフト、電子マ

ネー「Edy」もご利用いただけます。

以下の場合は、ソフトからのＩＣカード内へのデータの

読み書きが中断されます。その際、読み書きされたデー

タは破棄されます。通話終了後の操作は、ご利用サービ

スによって異なります。

ソフト実行中に電話がかかってくるとソフトは中断
され、電話を切ると再開します。
ソフト実行中にスケジュールやアラームの時刻にな
ると、ソフトの実行は中断され、スケジュールやア
ラームの通知画面になります。スケジュールやア
ラームの通知画面を終了すると再開します。

次の場合、ソフトは自動起動できません。

端末暗証番号および各サービスのパスワードは、他人に

知られないよう十分ご注意ください。

トルカ

トルカとは

電源OFF時 他の機能が起動している場合

通話中 ｉアプリが起動中の場合

ｉアプリのPIMロック中

FeliCa
マーク
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トルカの取得手段

トルカは、ＩＣカード機能、ｉモードメールの添付

ファイル、ｉアプリ、ｉモードからのダウンロード、

miniSDメモリーカード、赤外線通信のいずれかの方

法で取得することができます。
トルカのPIMロック中は、ＩＣカード機能を利用しての取

得を除き、PIMロックを解除する必要があります。

読み取り装置（リーダー／ライター）にFOMA端末を

かざしてトルカを取得することができます。
取得できるトルカは最大256バイトです。トルカ（詳細）は

取得することはできません。

1 確認画面が表示されたときは、［はい］
を選んでtを押す。

ｉモードメールの添付ファイルとしてトルカを取
得することができます。

1 トルカが添付されている受信メールを
表示し、C41［添付ファイル確
認］を押す。

2 uでトルカを選び、確認する。

3 トルカプレビュー画面で、［詳細］を選ん
でtを押し、［はい］を選んでtを押す。

ｉモード通信を行いトルカ（詳細）を取得します。

（通常のパケット料金がかかります。）

4 t［保存］を押し、［はい］を選んでtを
押す。

お知らせ

ｉモード通信でトルカをやりとりする場合は、通常のパ

ケット料金がかかります。

トルカ取得

トルカを取得する

トルカ一覧から取得し
たトルカを選択。

「詳細」ボタンでより詳
しい情報を見ることが
できます。

トルカ対応端末どうし
でトルカを交換

読み取り装置（リーダー／ライター）か
ら取得する

お知らせ

ＩＣカードロック中またはＩＣカードから取得を

［OFF］に設定している場合は、読み取り装置（リー

ダー／ライター）を利用してトルカを取得できません。

ｉモードメールの添付ファイルから
取得する

トルカプレビュー画面を
表示する

t

トルカのまま保存する i→［はい］→t

お知らせ

メール添付について
トルカをｉモードメールに添付して送信した場合、トル

カ（詳細）取得前の状態で送信されます。ただし、送信さ

れた先で再度詳細を取得することが可能です。

miniSDメモリーカードについて
トルカをminiSDメモリーカードにコピーした場合、ト

ルカ（詳細）取得前の状態でコピーされます。また、

miniSDメモリーカード内のトルカからは詳細を取得す

ることができません。

miniSDメモリーカードに保存されているトルカを、

FOMA端末（本体）にコピー（nP.335）できます。

赤外線通信について
トルカを赤外線送信した場合、トルカ（詳細）取得前の状

態で送信されます。ただし、送信された先で再度詳細を

取得することが可能です。（nP.342）

ｉモードやｉアプリから取得したトルカについて
トルカのデータサイズによっては、ｉアプリから取得で

きない場合があります。
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トルカを取得すると
ＩＣカード機能を利用して新し

くトルカを取得すると、待受画

面に［新着トルカあり　○件］が

表示されます。また、FOMA端末

（本体）に未読トルカがあると、

「Q」が表示されます。
FOMA端末を閉じているとき

は、新着トルカの件数がサブ

ディスプレイに表示されます。

1 待受画面でtを押し、［新着トルカあ
り］を選んでtを押す。

取得したトルカ（詳細）やトルカを表示します。

1 待受画面でt923を押す。
TOPメニューから.（LifeKit）→［トルカ］の順に選択

することもできます。

miniSDメモリーカード内のトルカ情報を表示す

るときは、［→miniSD切替］を選択します。

2 フォルダを選んでtを押す。
全フォルダのトルカ一覧を表示するときは、iを

押します。（miniSDメモリーカードの場合は表示

されません。）

3 データを選んでtを押す。
トルカまたはトルカ（詳細）の詳細画面からWeb 

To、Mail To、Phone To（AV Phone To）などを利用

できます。（ただし、miniSDメモリーカード内のトル

カからは利用できません。）

フォルダ一覧画面の見かた

1 →miniSD切替
選択すると、miniSDメモリーカード内のトルカのフォル
ダ一覧画面が表示されます。（miniSDメモリーカードの場
合は［→本体切替］が表示されます。）

2 フォルダマーク
V：未読トルカが存在するフォルダ
R：未読トルカが存在しないフォルダ

3 フォルダ名
先頭から全角９文字（半角18文字）まで表示されます。

4 iを押すと、全フォルダのトルカの一覧が表示されます。
（miniSDメモリーカードの場合は表示されません。）

5 Cを押すと、フォルダの作成や削除、PIMロックなどがで
きます。

トルカ一覧画面の見かた

1 トルカの種類（保護の有無）
W：未読トルカ※

X：未読トルカ（保護）
Y：既読トルカ
Z：既読トルカ（保護）

2 カテゴリ
3 インデックス
4 タイトル
5 Cを押すと、トルカの移動や削除などができます。
6 tを押すと、選択されたトルカ（詳細）またはトルカの詳

細画面が表示されます。
7 mを押すと、トルカを添付したメールを送信できます。
※ サイトからダウンロードしたトルカは未読になりません。

トルカ詳細画面の見かた

1 カテゴリ
2 インデックス
3 取得日時
4 タイトル
5 説明文
6 詳細ボタン：選択すると、トルカ（詳細）を取得します。
7 Cを押すと、移動や削除、赤外線送信などができます。
8 mを押すと、トルカを添付したメールを送信できます。

トルカのデータサイズによっては、メールに添付して送

信したり、赤外線通信で送信したり、miniSDメモリー

カードにコピーできない場合があります。

トルカビューア

トルカを表示する

お知らせ

トルカのPIMロック中にトルカの一覧や詳細画面の表

示を行うと、端末暗証番号入力画面が表示されます。端

末暗証番号（４～８桁の数字）を入力すると、PIMロック

が一時解除され、表示できます。

フォルダセキュリティ設定中に全フォルダのトルカ一

覧を表示する場合は、端末暗証番号（４～８桁の数字）の

入力が必要です。

フォルダセキュリティ設定中に該当フォルダ内の一覧

や詳細画面を表示する場合は、端末暗証番号（４～８桁

の数字）の入力が必要です。

メモリが不足している場合、トルカ（詳細）を保存できま

せん。不要なトルカを選択削除し、メモリの空き容量を

増やしてください。

お知らせ

トルカ一覧画面・詳細画面の見かた

2
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トルカ（詳細）詳細画面の見かた

1 カテゴリ
2 インデックス
3 取得日時
4 タイトル
5 トルカ（詳細）詳細情報
6 Cを押すと、移動や削除、赤外線送信などができます。
7 mを押すと、トルカを添付したメールを送信できます。
8 iを押すと、トルカ（詳細）情報を更新します。

1 トルカ詳細画面を表示し（nP.293の
操作１～３）、［詳細］を選んでtを押
す。

2［はい］を選んでtを押す。
ｉモードサイトに接続され、トルカ(詳細)が取得

されます。

最大20個のフォルダを作成して、ファイルを管理で

きます。

フォルダを作成する＜フォルダ新規作成＞

1 待受画面でt923を押す。

2 C11［フォルダ新規作成］を押
し、フォルダ名を入力してtを押す。

「新しいフォルダ」名を削除するときは、c（１秒

以上）を押します。

フォルダ名を編集する＜フォルダ名編集＞

1 待受画面でt923を押す。

2 フォルダを選んでC12［フォル
ダ名編集］を押す。

3 フォルダ名を編集し、tを押す。
フォルダ名を削除するときは、フォルダ名編集画

面でc（１秒以上）を押します。

フォルダを上に移動する

1 待受画面でt923を押す。

2 フォルダを選んでC13［フォル
ダ移動（↑）］を押す。

トルカフォルダおよび一番上のユーザ作成フォル

ダは移動できません。

トルカをPIMロックする＜PIMロック＞

1 待受画面でt923を押す。

2 C7［PIMロック］を押す。

3 端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力
してtを押す。

4［ON］／［OFF］を選ぶ。

フォルダセキュリティを設定する
＜フォルダセキュリティ＞

1 待受画面でt923を押す。

2 フォルダを選んでC14［フォル
ダセキュリティ］を押す。

3 端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力
してtを押す。

トルカからトルカ（詳細）を取得する

トルカ（詳細）を更新する＜更新＞

トルカ（詳細）詳細画面（nP.293の操作１～３）でi

トルカの電話番号やメールアドレスを電話帳に登録
する＜電話帳登録＞

1 トルカ（詳細）詳細画面またはトルカ詳細画面

（nP.293の操作１～３）で、C6
2 FOMA端末（本体）電話帳に登録するときは1

FOMAカード電話帳に登録するとき：2
電話帳に追加／上書き登録するとき：3 ? 名前

を選ぶ ? t

トルカ（詳細）の画像を保存する＜本文中画像確認＞

1 トルカ（詳細）詳細画面（nP.293の操作１～３）

で、C5
2 画像を選ぶ ? i ? ［はい］ ? t

画像を確認するとき：t（戻るとき：t）

フォルダを管理する

4

1

6

5

8
7

2

3

お知らせ

フォルダ名は最大全角９文字（半角18文字）まで入力で

きます。

お知らせ

自分で作成したフォルダ以外は変更できません。

設定する 1
解除する 2
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4［ON］／［OFF］を選ぶ。

フォルダセキュリティはトルカフォルダには設定

できません。

フォルダを削除する＜削除＞

1 待受画面でt923を押し、フォ
ルダを選んでC2［削除］を押す。

2 削除方法を選ぶ。

FOMA端末内やminiSDメモリーカード内のトルカ

やトルカ（詳細）の削除、移動、コピー、並べ替えを行

うことができます。

miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途

miniSDメモリーカードが必要となります。miniSDメ

モリーカードをお持ちでない場合は、家電量販店な

どでお買い求めいただけます。（nP.329）

トルカを並べ替える＜ソート＞
一覧の表示順番を、次のいずれかに変更できます。

お買い上げ時は、［日付順（新→旧）］に設定されています。

miniSDメモリーカード内のトルカはソートできません。

ソートを実行したあと、トルカ画面を終了しても、その設

定は継続されます。

1 待受画面でt923を押す。

2 フォルダを選んでtを押し、C4
［ソート］を押す。

3 ソート方法を選んでtを押す。

ファイルを別のフォルダやminiSDメモ
リーカードに移動またはコピーする
＜移動／コピー／miniSDへコピー＞

1 待受画面でt923を押す。

2 フォルダを選んでtを押し、トルカを
選んでC5［移動／コピー］を押す。

3 移動またはコピーを選ぶ。

4 移動またはコピー方法を選ぶ。

5 フォルダを選んでtを押す。
miniSDへコピーする場合は［はい］を選んでtを

押します。

トルカを保護する＜保護＞

1 待受画面でt923を押す。

2 フォルダを選んでtを押し、トルカを
選んでC1［保護］を押す。

3［ON］／［OFF］を選ぶ。

設定する 1
解除する 2

フォルダを１件
削除する

1→端末暗証番号（４～８桁の
数字）を入力→t→［はい］→t

複数のフォルダ
をまとめて削除
する

2→フォルダを選ぶt（くり返
し可）→C→端末暗証番号（４～
８桁の数字）を入力 →t→

［はい］→t
フォルダは残し
てすべてのトル
カを削除する

3→端末暗証番号（４～８桁の
数字）を入力→t→［はい］→t

すべてのフォル
ダおよびトルカ
を削除する

4→端末暗証番号（４～８桁の
数字）を入力→t→［はい］→t

お知らせ

自分で作成したフォルダ以外は削除できません。

トルカを管理する

日付順
（新→旧）

保存した日付の新しい順

日付順
（旧→新）

保存した日付の古い順

カテゴリ順 カテゴリの順

タイトル順 タイトルによって、（半角数字→半角英大文字
→半角英小文字→ひらがな→全角カタカナ→
漢字→絵文字１→絵文字２→全角数字→全角
英大文字→全角英小文字→半角カタカナ）の順
※ 各文字種類内では、文字コード順

インデック
ス順

インデックスによって、（半角数字→半角英大
文字→半角英小文字→ひらがな→全角カタカ
ナ→漢字→絵文字１→絵文字２→全角数字→
全角英大文字→全角英小文字→半角カタカ
ナ）の順
※ 各文字種類内では、文字コード順

トルカを移動する 1
トルカを別のフォルダにコピーする 2
トルカをminiSDメモリーカードに
コピーする

3

トルカを１件ずつ
移動またはコピーする

1

複数のトルカを選んで
移動またはコピーする

2→ファイルを選ぶt
（くり返し可）→C

フォルダ内のすべての
トルカを移動または
コピーする

3→端末暗証番号（４～
８桁の数字）を入力→t

お知らせ

miniSDメモリーカードにコピーするとき、フォルダの

選択は不要です。

保護したトルカをFOMA端末からminiSDメモリーカー

ドへコピーしたとき、保護が解除されたトルカがコピー

されます。

保護する 1
解除する 2
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トルカを削除する＜削除＞

1 待受画面でt923を押す。

2 フォルダを選んでtを押し、トルカを
選んでC2［削除］を押す。

3 削除方法を選ぶ。

トルカをカテゴリ、インデックス、タイトルで検索す

ることができます。
検索対象はFOMA端末本体内のトルカのみです。

1 待受画面でt923を押し、フォ
ルダを選んでC3［検索］を押す。

フォルダを選んでtを押し、C3を押すと、該

当フォルダ内の検索になります。

2 検索範囲を選ぶ。

3 検索方法を選び、キーワードを指定する。
検索結果の一覧画面が表示されます。

インデックスやタイトルなどキーワードは最大全

角10文字（半角20文字）まで入力できます。

4 絞り込み検索するときは、検索結果画
面でC3［絞り込み検索］を押す。

1 トルカ（詳細）詳細画面またはトルカ詳
細画面（nP.293の操作１～３）で、m
［メール］を押す。

トルカ一覧画面でmを押すこともできます。

2 ｉモードメールを作成し、送信する。
詳しくは、P.233の操作２～４を参照してください。

ＩＣカード機能を利用してトルカを取得するかどう

かを設定できます。
お買い上げ時設定（ON（取得する））

1 待受画面でt923を押す。

2 C4［ＩＣカードから取得］を押し、
［ON］／［OFF］を選ぶ。

FeliCaのＩＣカード機能を利用できないように、

ＩＣカードロックを設定できます。

なお、おまかせロックを設定した場合も、ＩＣカード

ロックが自動的に設定されます（nP.159）。
お買い上げ時設定（OFF）

1 待受画面でt76を押し、端末暗
証番号（４～８桁の数字）を入力してt
を押す。

2 4［ＩＣカードロック］を押し、
［ON］／［OFF］を選ぶ。

ＩＣカードロックを設定すると、Yが表示されま

す。

トルカを１件削除する 1→［はい］→t
複数のトルカを
まとめて削除する 

2→トルカを選ぶt（くり
返し可）→C→［はい］→t

フォルダ内のすべて
のトルカを削除する 

3→端末暗証番号（４～８
桁の数字）を入力→t→

［はい］→t

トルカを検索する

選択したフォルダ内を検索する 1
すべてのフォルダを検索する 2

カテゴリで
検索する

1→カテゴリを選ぶ→t

インデックス
で検索する

2→インデックスの一部を入力
→t

タイトルで
検索する

3→タイトルの一部を入力→t

ｉモードメールにトルカを添付する

お知らせ

トルカ（詳細）をメールに添付して送信した場合、トルカ

（詳細）取得前の状態で送信されます。ただし、送信され

た先で再度詳細を取得することが可能です。

トルカに対応していない機種には送信できません。

ＩＣカードから取得

トルカを取得するかどうかを設
定する

取得する 1
取得しない 2

ＩＣカードロック

ＩＣカード機能をロックする

設定する 1
解除する 2

お知らせ

ＩＣカードロック中は、読み取り装置（リーダー／ライ

ター）を利用してトルカを取得できません。

電池パックを取り外すとＩＣカードロックが自動的に

設定されます。再度、電池パックを取り付けたときに、電

池残量が残っていると、電源を入れなくてもＩＣカード

ロックは解除されます。ただし、ＩＣカードロックを設

定しているときに電池パックを取り外すと、再度電池

パックを取り付けたときにＩＣカードロックが保持さ

れます。

ＩＣカードロックまたはおまかせロックでＩＣカード

ロックを設定しているときに電池残量がなくなり、電源

が切れてもＩＣカードロックは保持されます。

おサイフケータイ対応ｉアプリによっては、ＩＣカード

ロック中、ダウンロードやバージョンアップができない

場合があります。

お知らせ
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フルブラウザを利用すると、ｉモードに対応してい

ないインターネットホームページをパソコンと同じ

ようにFOMA端末で表示することができます。
情報量の多いインターネットホームページは正しく表示

されないことがあります。

フルブラウザ接続中は、パケット通信料がかかります。

フルブラウザ接続中は、「パケ・ホーダイ」の対象外となり

ます。

画面メモの保存はできません。

着信メロディ、ｉアプリ、トルカ、ｉモーション、Flashの

再生、ダウンロードや保存はできません

1 待受画面でi9を押す。
TOPメニューから*

（ｉモード）→［Internet

（フルブラウザ）］の順に

選択することもできま

す。

2 表示するインターネットホームページ
を指定する。

フルブラウザでインターネットホームページが表

示されます。

ページによっては表示に時間がかかる場合があり

ます。

パソコン向けのホームページを
表示する

登録済みのホー
ムページ（ポー
タルサイト）を
表示する

1

ブックマーク
から表示する

2→ フォルダを選ぶ → t → 
ブックマークを選ぶ → t

URLを入力し
て表示する

3→ 3→ URLを入力 → t
最大半角512文字まで入力でき
ます。（「http://」などを含む。）

お知らせ

フルブラウザのアクセス設定が［OFF］に設定されてい

る場合、アクセス設定画面が表示されます。［利用する］

を選択すると、アクセス設定が［ON］に設定変更され、フ

ルブラウザでインターネットホームページが表示され

ます。

フルブラウザ
メニュー

フルブラウザ中のボタン操作

ホームページ（ポータルサイト）を登録する
＜ホーム登録＞

フルブラウザで登録したいインターネットホーム
ページを表示中（nP.298の操作１～２）に
C722

URL履歴を使ってページを表示する＜URL履歴＞

フルブラウザメニュー画面（nP.298の操作１）で 
32 ? URLを選ぶ ? t

最後に表示したページを表示する＜ラストURL＞

フルブラウザメニュー画面（nP.298の操作１）で 
31

アクティブマーカーを使ってページを表示する
＜アクティブマーカー＞

待受画面で p ? F（フルブラウザ履歴）? t ? 履歴
を選ぶ ? t

関連操作のお知らせ

ｉモードのブックマークとフルブラウザのブックマー

クは別に管理されます。

フルブラウザのブックマークには、お買い上げ時、

［Bookmark］フォルダ、［検索］フォルダが登録されていま

す。［Bookmark］フォルダ、［検索］フォルダ合わせて最大

20個のフォルダを登録できます。

ブックマークはフォルダ全体で最大100件まで登録で

きます。

URLの文字数は最大半角512文字までです。

（「http://」などを含む。）

ウェブ検索時、ブックマークの［検索］フォルダの一番上

に登録されたサイトを利用します。（nP.301）

お知らせ

番号（ボタ
ン操作）

動　作

1 ウィンドウリスト画面を表示し、ウィンド
ウを切り替える

2 画面の最上部へ移動

3 リンクを新ウィンドウで開く

4 前のページへ戻る

5 登録しているホームページを新ウィンド
ウで開く

6 次のページへ進む

7 登録している検索サイトでウェブ検索を
行う

8 ページ内の文字列を検索する

9 ブックマーク機能を利用する
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フルブラウザでの表示中の操作は、ｉモードの
Internetメニューからのサイト表示操作と基本的な
部分は共通です。（nP.206）ここでは、異なる部分
を中心に説明します。

画面の上下スクロール
上下にスクロールするときは、o／pで行います。

通常モードの場合は、a［▼ページ］／m［▲ページ］を押

しても１画面単位でスクロールできます。

画面の横スクロール（横スクロールモード）
横にスクロールするときは、q／rで行います。

横スクロールモードのときは、ページの横幅の範囲

内で、左右のスクロールが可能です。
横スクロールモードに切り替えるときは、フルブラウザ

でインターネットホームページを表示中（nP.298の操

作１～２）にCr152を押します。

Cr151を押すと通常モードに戻ります。

一番上に移動する（ホームポジション）
2またはC74を押すと、表示中のページの一番

上に移動できます。

前のページに戻る／次のページに進む
（キャッシュについて）

FOMA端末はサイトやインターネットホームページ
の画面と表示してきた経路を、合計900Kバイトまで
記憶しています。これを「キャッシュ」と呼び、簡単に
表示できます。

通常モードの場合、qを押して前のページを表示したあ

とは、rを押して次のページを表示できます。

横スクロールモードの場合、m［戻る］を押して前のペー

ジを表示したあとは、a［進む］を押して次のページを表

示できます。

前のページに戻るときに4、次のページに進めるとき

に6を使うこともできます。

qまたはm［戻る］を続けて押すと、これまで表示してき

たページをさかのぼって表示できます。ただし、途中でq
またはm［戻る］を押して前のページを表示させ（「C」から

「B」に戻る）、そのページから他のページ（「D」）を表示さ

せたときは、「D」からqまたはm［戻る］を２回押しても

「C」は表示されません。「B」→「A」の順で前のページを表

示します。

〈画面「A」→「B」→「C」→「B」→「D」の順番でページを表示

させたとき。nP.204〉

キャッシュに記憶されたページを表示するときは、以前

入力した文字や設定などの情報は表示されません。

キャッシュがいっぱいになった状態で、新たなページを

表示すると、古い履歴から順に削除されます。

前または次のページを表示するときに、キャッシュ内に

そのページが残っていない場合や、FOMA端末のキャッ

シュサイズをオーバーしている場合、また必ず最新情報

を読み込むように設定（作成）されたページを表示する場

合は、インターネットホームページからダウンロードし

て表示します。

キャッシュに保存した画面を切り替えているとき、画面

の表示に時間がかかることがあります。

キャッシュの情報は、フルブラウザを終了するとリセッ

トされます。

フレームページを表示する
複数のフレームで構成されたインターネットホーム
ページを表示することもできます。
フレーム選択画面でフレームを選択すると、フレー

ムごとにページを表示できます。
フレーム選択画面でuを押してフレームを選んでtを押

すと、フレーム詳細画面が表示されます。

フレームごとのインターネットホームページからフレーム

選択画面に戻るときは、C75［全体表示］を押します。

フルブラウザの表示について

Internet（フルブラウザ）中に
表示されるマーク
A ： フルブラウザ起動中です。

（通信中は*が点滅）

B： フルブラウザアクセス中

です。（データ受信中はC
が点滅）

o： SSLページ表示中です。

D： 横スクロールモード中です。

M： フレーム拡大表示中です。

/： マルチウィンドウ中（ウィ

ンドウ／全ウィンドウ数）

お知らせ

インターネットホームページ表示時に、画像を読み込ま
ないように設定することもできます。（nP.302）

インターネットホームページによっては、文字が正しく
表示されなかったり、実際のインターネットホームペー
ジの画面と同じ表示ができない場合があります。文字が
正しく表示されない場合は、文字コード変換を行うと正
しい文字に変換して表示できることがあります。文字
コード変換を４回くり返すと、元の漢字コードに戻りま
す。（nP.299）

インターネットホームページからダウンロードした
ファイル形式により、FOMA端末の持っている最大表示
色数で発色できない場合があります。

インターネットホームページ表示中にHを押すと、終
了確認画面が表示されます。［はい］を選択すると、フル
ブラウザを終了します。

電話帳指定着信許可／拒否、非通知理由別着信拒否、電
話帳登録外着信拒否を設定している場合、着信を許可し
ない相手からｉモード中やｉモード待機中に電話がか
かってきたときも、着信音が鳴りません。相手の電話番
号や電話帳に登録した名前が着信履歴に残ります。相手
には話中音が聞こえます。

インターネットホームページ表示時に、通信エラーなど
で画面に表示できるデータが何も取得できなかった場
合、画面に［D］が表示されることがあります。この場合
は、インターネットホームページの再読み込みを行うこ
とで、正しく表示される場合があります。

インターネットホームページを再読み込みする
＜再読み込み＞

フルブラウザでインターネットホームページを表示中
（nP.298の操作１～２）にC1

URLを参照する＜URL表示＞

フルブラウザでインターネットホームページを表示中
（nP.298の操作１～２）にCr11

文字コードを変換する＜文字コード変換＞

フルブラウザでインターネットホームページを表示
中（nP.298の操作１～２）にCr13

GIFアニメーションを再び再生する＜リトライ＞

フルブラウザでインターネットホームページを表示
中（nP.298の操作１～２）にCr14
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SSL対応のページを表示するとき
フルブラウザでは、「https://」から始まるインター

ネットホームページ（SSLページ）を表示できます。

また、ユーザ証明書が必要な場合は、確認画面が表示

されます。送信してよい場合は、［はい］を選んでtを

押し、PIN2コードを入力してください。
SSL対応のページを表示しているときは、［o］が表示され

ます。

マルチウィンドウのとき、裏ウィンドウのみでSSLペー

ジを表示している場合、［o］は表示されません。

SSL対応のページから通常のページへ移動するときは、

SSLを終了するかどうかの確認画面が表示されます。

フルブラウザのウィンドウは最大５枚開くことがで

きます。

URLを入力して新しいウィンドウで表
示する

フルブラウザでインターネットホームページ表示中

に、新しいウィンドウで別のインターネットホーム

ページを表示することができます。

1 フルブラウザでインターネットホーム

ページを表示中（nP.298の操作１～
２）にC5［Internet］を押す。

2 表示するインターネットホームページ

を指定する。

3［新ウィンドウで開く］を選んでtを
押す。

新しいウィンドウでインターネットホームページ

が表示されます。

選択しているリンクを新しいウィンドウ
で表示する

リンクを選択してリンク先のページを表示するとき

に、現在のウィンドウはそのままにして新しいウィ

ンドウで表示できます。

フルブラウザでインターネットホーム
ページを表示中（nP.298の操作１～
２）にリンクを選び、3または
C81［新ウィンドウで開く］を押

す。

開いているウィンドウの一覧を表示する
開いているウィンドウを一覧表示し、最大５件の

ウィンドウが一覧表示されます。

1 フルブラウザでインターネットホーム
ページを表示中（nP.298の操作１～
２）に、1またはC82［ウィン
ドウリスト表示］を押す。

2 次の操作を選ぶ。

ブックマークに登録する＜Bookmark登録＞

1 フルブラウザでインターネットホームページを

表示中（nP.298の操作１～２）にC21
2 フォルダを選ぶ ? t
3 登録するときは［OK］ ? t

タイトルを変えて登録するとき：［タイトル編集］ 

? t ? タイトルを編集 ? t
保存するフォルダを変更して登録するとき：［フォ

ルダ変更］ ? t ? フォルダを選ぶ ? t ? ［OK］ ? t

画像を保存する＜画像保存＞

1 フルブラウザでインターネットホームページを

表示中（nP.298の操作１～２）にC3
2 画像を選ぶ ? t ? フォルダを選ぶ ? t

保存できる画像のファイルサイズや種類は、GIF画

像（300Kバイト）、JPEG画像（300Kバイト）です。

インターネットホームページのURLをメール送信す
る＜メール作成＞

フルブラウザでインターネットホームページを表示中
（nP.298の操作１～２）に、C4

インターネットホームページのサーバー証明書を
参照する＜証明書参照＞

フルブラウザで参照するインターネットホームペー
ジを表示中（nP.298の操作１～２）にCr12

関連操作のお知らせ

［このサイトは安全でない可能性があります　接続しま

すか？］、［このサイトの安全性が確認できません　接続

しますか？］、［この接続先の安全性が確認できません　

接続しますか？］と表示されたときは、ページのSSL証

明書が期限切れになっているか、FOMA端末が使用して

いるSSL証明書と異なる証明書を使用しているページ

を表示しようとしています。

この場合、クレジットカード番号や住所などお客様の個

人情報を安全に送信できませんので、ご注意ください。

続けてページを表示させるときは［はい］を選択します。

ページを表示させないときは［いいえ］を選択します。

マルチウィンドウを使う

URL履歴か
ら表示する

1→URL履歴を選ぶ→t

URLを入力
して表示す
る

2→URLを入力→t
最大半角512文字まで入力できます。

（「http://」などを含む。）

手前に表示するウィン
ドウを切り替える

ウィンドウを選ぶ→t

選択したウィンドウを
閉じる

ウィンドウを選ぶ→m

一番手前のウィンドウ
を残してすべてのウィ
ンドウを閉じる

a
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ウィンドウを閉じる
現在一番手前に表示しているウィンドウを閉じ

ます。

1 フルブラウザでインターネットホーム
ページを表示中（nP.298の操作１～
２）に、C83［ウィンドウを閉じ
る］を押す。

2［はい］を選んでtを押す。

フォームからのファイルアップロードに対応してい

るインターネットホームページでは、画像をアップ

ロードすることができます。
アップロードできる画像のファイルの種類は、GIF画像、

JPEG画像で、それぞれ80Kバイトまでです。

1 フルブラウザでインターネットホーム
ページを表示中（nP.298の操作１～
２）に、ファイル選択用の［参照］ボタン
を選んでtを押す。

2 フォルダを選んでtを押し、画像を選
んでtを押す。

3 インターネットホームページ上の送信
用のボタンを選んでtを押す。

インターネットホームページから文書ファイルや

PDFデータをダウンロードできます。
ダウンロードしたファイルはminiSDメモリーカードに保

存されます。

ダウンロードできるファイルの種類（拡張子）

Microsoft Word（.doc）、Microsoft Excel（.xls）、Microsoft 

PowerPoint（.ppt）、PDF（.pdf）、XMDF（.zbf）、Text形式の

電子書籍（.zbk）

ダウンロードできるファイルサイズは500Kバイトまで

で、分割しないでダウンロードされます。

1 フルブラウザでインターネットホーム
ページを表示中（nP.298の操作１～
２）に、ダウンロードするデータを選ん
でtを押す。

2［はい］を選んでtを押す。
［ファイルをダウンロードしますか？］と表示され

ます。［はい］を選んでtを押します。

3 ダウンロードが完了したら［外部メモ
リに保存］を選んでtを押す。

検索サイトを利用してウェブ検索を行います。

1 フルブラウザでインターネットホーム
ページを表示中（nP.298の操作１～
２）に、7またはC61［ウェブ
検索］を押す。

ブックマークの［検索］フォルダに登録された最上

位のインターネットホームページに接続されま

す。［検索］フォルダに登録されていない場合は

［Bookmarkの登録はありません］と表示されます。

検索方法については、各検索サイトの指示に従っ

てください。

表示中のページから特定の文字列を検索します。

1 フルブラウザでインターネットホーム
ページを表示中（nP.298の操作１～
２）に、C62［ページ内検索］を押
す。

2 検索キーワードを入力してtを押す。

指定したキーワードが反転表示されます。

1 フルブラウザでインターネットホーム
ページを表示中（nP.298の操作１～
２）に、Cr2［操作ガイド］を押す。

ｉモードのInternetメニューから表示したインター

ネットホームページが正しく表示されない場合、フ

ルブラウザでの表示に切り替えることができます。

1 Internetメニューからのインターネッ
トホームページ表示中にC8［フル
ブラウザ切替］を押し、［はい］を選んで
tを押す。

登録しているホームページ（ポータルサイト）を新し
いウィンドウで表示する＜ホーム表示＞

フルブラウザでインターネットホームページを表示
中（nP.298の操作１～２）に5または
C721

ファイルをアップロードする

ファイルをダウンロードする

ウェブ検索を行う

ページ内検索を行う

操作ガイドを表示する

ｉモードからフルブラウザに切り替える
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フルブラウザに関する各種の機能を設定します。

Cookieとは、インターネットホームページに接続し

たときに、FOMA端末にユーザ名やアクセス日時、

アクセス回数などのデータを一時的に記録するし

くみです。次回同じインターネットホームページに

接続したときにその情報が参照されます。FOMA端

末でもフルブラウザでインターネットホームペー

ジに接続したときに、Cookieを記録させることがで

きます。
Cookieを有効にすることで第三者にお客様の情報が知ら

れても、当社としては責任を負いかねますのであらかじ

めご了承ください。

Cookieの有効／無効を設定する
Cookieの記録を有効にするかどうかを設定できま

す。
お買い上げ時設定（有効）

1 待受画面でi9421を押す。
TOPメニューから*（ｉモード）→［Internet（フル

ブラウザ）］→［フルブラウザ設定］→［Cookie設

定］→［設定］の順に選択することもできます。

2 有効／無効を選ぶ。

Cookieを削除する
FOMA端末に保存されているCookie情報をすべて

削除します。

1 待受画面でi9422を押
し、端末暗証番号（４～８桁の数字）を
入力してtを押す。

TOPメニューから*（ｉモード）→［Internet（フル

ブラウザ）］→［フルブラウザ設定］→［Cookie設

定］→［削除］の順に選択することもできます。

入力した暗証番号は［b］で表示されます。

2［はい］を選んでtを押す。

インターネットホームページにJavaScriptが記載さ

れているとき、プログラムを実行させるかどうかを

設定できます。
お買い上げ時設定（有効）

1 待受画面でi943を押し、
1［有効］を押す。

TOPメニューから*（ｉモード）→［Internet（フル

ブラウザ）］→［フルブラウザ設定］→［Script設定］

の順に選択することもできます。

［無効］を設定するとき：2

フルブラウザからインターネットホームページを表

示したときに画像を表示しないように設定できます。
お買い上げ時設定（ON（表示する））

1 待受画面でi9442を押
し、2［OFF］を押す。

TOPメニューから*（ｉモード）→［Internet（フル

ブラウザ）］→［フルブラウザ設定］→［画面設定］→

［画像表示設定］の順に選択することもできます。

フルブラウザからインターネットホームページを表

示したときの文字サイズを設定できます。
お買い上げ時設定（標準）

1 待受画面でi9443を押
し、文字サイズを選ぶ。

TOPメニューから*（ｉモード）→［Internet（フル

ブラウザ）］→［フルブラウザ設定］→［画面設定］→

［文字サイズ設定］の順に選択することもできま

す。

フルブラウザの設定をする

Cookieについて設定する

有効 1
［無効］から［有効］に切り替える場
合は、端末暗証番号（４～８桁の数
字）の入力が必要となる場合があ
ります。

有効（毎回確
認）

2→1［送信時のみ］／2［受
信時のみ］／3［送受信時］

［無効］から［有効（毎回確認）］に切
り替える場合は、端末暗証番号（４
～８桁の数字）の入力が必要とな
る場合があります。

無効 3

お知らせ

Cookieを［有効］に設定したときに挿入していた

FOMAカードを別のFOMAカードに差し替えると、

Cookieが［無効］になります。

Cookieを［無効］から［有効］または［有効（毎回確認）］に

切り替えたとき、以前のCookie情報が残っていると、

Cookie情報をすべて削除する確認画面が表示されるこ

とがあります。［はい］を選択してCookie情報を削除して

ください。

JavaScriptの有効／無効を設定する

画像を表示しないようにする
＜画像表示設定＞

文字サイズを変更する＜文字サイズ設定＞

大きい文字 1
標準 2
小さい文字 3
最小 4
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インターネットホームページのJavaScriptに新規

ウィンドウを開く操作があっても、フルブラウザが

これを実行しないように設定できます。
お買い上げ時設定（無効（ガードしない））

1 待受画面でi945を押し、

1［有効］を押す。
TOPメニューから*（ｉモード）→［Internet（フル

ブラウザ）］→［フルブラウザ設定］→［ウィンドウ

オープンガード設定］の順に選択することもでき

ます。

リンクをたどりながらインターネットホームページ

を見ていったとき、ブラウザは、Refererと呼ぶフィー

ルドを使って、リンク先のサーバーに対して参照元の

URL（どこのサーバーから来たか）を送信します。

FOMA端末のフルブラウザも参照元のURLを送信す

ることができますが、送信するのか、確認後に送信す

るのか、送信しないのかを設定できます。
Refererを使用することで第三者にお客様の情報が知ら

れても、当社としては責任を負いかねますのであらかじ

めご了承ください。

お買い上げ時設定（送信する）

1 待受画面でi946を押す。
TOPメニューから*（ｉモード）→［Internet（フル

ブラウザ）］→［フルブラウザ設定］→［Referer設

定］の順に選択することもできます。

2 送信する／しないを選ぶ。

フルブラウザを起動するときに、フルブラウザを利

用するかどうか確認するアクセス設定画面を表示さ

せることができます。また、表示しないように設定す

ることも可能です。
お買い上げ時設定（OFF）

1 待受画面でi947を押し、［利
用する］を選んでtを押す。

TOPメニューから*（ｉモード）→［Internet（フルブ

ラウザ）］→［フルブラウザ設定］→［アクセス設定］

の順に選択することもできます。

[利用する]を選択すると[ON]になり、[利用しない]

を選択すると[OFF]になります。

フルブラウザ設定リセットを行うと、ホーム登録も解除

されます。

1 待受画面でi948を押し、端
末暗証番号（４～８桁の数字）を入力し

てtを押す。
TOPメニューから*（ｉモード）→［Internet（フルブ

ラウザ）］→［フルブラウザ設定］→［フルブラウザ設

定リセット］の順に選択することもできます。

2［はい］を選んでtを押す。

お知らせ

インターネットホームページによっては［文字サイズ設

定］を変更すると正しく表示されない場合があります。

新しいウィンドウを自動で開かないよ
うにする＜ウィンドウオープンガード設定＞

Refererについて設定する

送信する 1

送信しない 2
毎回確認 3

フルブラウザ起動時にアクセス設定画面を
設定する＜アクセス設定＞

フルブラウザの設定をお買い上げ時の
状態に戻す＜フルブラウザ設定リセット＞
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FOMA端末で撮影した静止画や、サイトやインター

ネットホームページからダウンロードした画像は、

データBOXのマイピクチャに保存され、イメージ

ビューアで再生できます。
静止画やスライドショーをテレビ画面に表示することも

できます。（nP.360）

FOMA端末（本体）のデータBOXのマイピクチャに保存さ

れているJPEG画像、GIF画像は、お預かりセンターに保存

することもできます。（nP.314）

1 待受画面でt911を押す。
TOPメニューから+

（データBOX）→［マイピ

クチャ］の順に選択する

こともできます。

待受画面でCを１秒以上

押し、1を押しても表

示できます。

静止画撮影画面

（nP.176）でC2を

押しても表示できます。

miniSDメモリーカード

内の静止画を確認するときは、［→miniSD］を選択

します。

再びFOMA端末（本体）の静止画を確認するとき

は、［→本体］を選択します。

2 フォルダを選んでtを押す。
画像一覧表示を切り替え

るときは、C81を

押し、1［９分割］また

は2［16分割］、3
［リスト表示］を押しま

す。

リスト表示中は、rを押

すと次のページ、qを押

すと前のページが表示さ

れます。

3 静止画を選んでtを押す。
vを押すと、前後の画像

を表示します。

静止画がディスプレイよ

り小さいときや大きいと

きは、tを押すと、［等

倍］、［縮小］、［拡大］表示を

切り替えることができま

す。（静止画のサイズ自体

は変更されません。）

静止画のサイズが［240

×240］より小さい場合、

［等倍］、［拡大］表示を切り替えることができます。

［240×240］より大きい場合、［等倍］、［縮小］表示

を切り替えることができます。［240×240］の場

合、［拡大］、［等倍］、［縮小］は表示されません。

GIFアニメーションやFlash画像は拡大表示／縮小

表示の変更ができません。

静止画を全画面表示するときは、iまたは

Cr13を押します。

画像一覧画面でiを押しても全画面表示できます。

全画面表示を解除するときは、q、r以外のいずれ

かのボタンを押します。vを押すと前後の画像を表

示します。

イメージビューア

保存した画像を表示する

マイピクチャの
フォルダ一覧画面

画像一覧画面

画像表示画面

お知らせ

メモリの空き容量がなくなると、データをそれ以上保存

できなくなります。ただし、カメラで撮影した静止画や、

画像編集した静止画、ダウンロードした画像をFOMA端

末（本体）に保存するときは、不要なファイルを削除し、

メモリの空き容量を増やして保存できます。

撮影や静止画の編集、サイトから画像をダウンロードす

る前に、メモリの使用状況を確認してください。

（nP.341）

画像の保存件数が多くなると、画像の表示、保存が遅く

なる場合があります。

保存したGIFアニメーションやFlash画像は、コマ落ちな

ど、サイトやインターネットホームページでの見えかた

と異なる場合があります。

現在の画像の参照先（FOMA端末（本体）または

miniSDメモリーカード）は、イメージビューアをいった

ん終了しても記録され、次回、イメージビューアを起動

したときにも同じ参照先となります。

データBOXのマイピクチャに保存した静止画は、パソ
コンをお持ちの場合、miniSDメモリーカード
（nP.329）を利用してパソコンに転送・保管すること
をおすすめします。

FOMA端末の故障・修理やその他取り扱いによって登録

内容が消失する場合があります。万が一、データBOXの

マイピクチャに登録してある静止画が消失しても、当社

としては責任を負いかねますので、あらかじめご了承く

ださい。

ズームを利用する＜ズームアップ＞

画像表示画面でC4 ? C
他の部分を表示するとき：w
元の表示に戻すとき：t
拡大した静止画表示を縮小（ズームダウン）するとき：

i

ライトアップする＜ライトアップ＞

画像表示画面でCr16
または#（１秒以上）

消すとき：同じ操作をする、または他の画像を表示す

る

再生時の照明を設定する＜バックライト点灯時間＞

1 マイピクチャのフォルダ一覧画面でC4
2 常にONにするときは2

照明設定に従うとき：1

関連操作のお知らせ

ズームアップについて
ズームを利用できるのは、JPEG画像のみです。

照明について
バックライト点灯時間を［照明設定に従う］に設定して

いるときは、照明時間設定で設定した時間が経過する

と、バックライトが消灯します。
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マイピクチャのフォルダ一覧画面の見かた

FOMA端末（本体）

1 miniSDメモリーカードのフォルダ一覧画面を表示
2 FOMA端末で撮影した静止画フォルダ
3 サイトやインターネットホームページ、メッセージR／F

やｉモードメールで入手した静止画フォルダ
4 バーコードリーダーやminiSDメモリーカード、赤外線通

信、FOMA USB接続ケーブル（別売）を利用して入手した
画像用フォルダ

5 あらかじめFOMA端末に内蔵されている静止画用フォルダ
6 あらかじめFOMA端末に内蔵されているデコメール画像

用フォルダ
7 サイトやインターネットホームページから入手したフ

レームやスタンプの画像用フォルダ
8 お客様が作成できるフォルダ（nP.338）

miniSDメモリーカード
miniSDメモリーカードを挿入しているとき、マイピ

クチャフォルダ一覧画面で［→miniSD］を選択する

かC7［本体⇔miniSD切替］を押すと、miniSDメモ

リーカード内のフォルダが表示されます。

（nP.332）

1 FOMA端末（本体）のフォルダ一覧画面を表示

2 FOMA 端末で撮影した静止画や、DCF準拠のJPEG、GIFア
ニメーション以外のGIF画像フォルダ。静止画撮影や
FOMA端末（本体）から静止画をコピーするとカメラ撮影
フォルダ100が自動的に作成され、ファイル数が400件に
なると、カメラフォルダXXX（「XXX」は100～999の３桁
の半角数字）という名前のフォルダが自動的に作成されま
す。（カメラフォルダの「XXX」は変更できますが、000～
099に変更しても認識されません。）

3 お客様が作成できるフォルダ（nP.336）
4 FOMA端末（本体）からコピーしたGIFアニメーションや

DCFに準拠していないJPEG画像用フォルダ

画像一覧画面の見かた
画像一覧画面は、［９分割］、［16分割］、［リスト表示］

のいずれかで表示できます。

画面右上上部に表示される件数表示は最大３桁です。そ

のため、１つのフォルダに1000件の画像を保存した場合

の件数は［xxx/999］と表示されます。 （「xxx」は選択して

いる画像の数字です。）また、1000件目の表示は［０/999］

と表示されます。

表示方法を変更する＜表示切替＞
お買い上げ時設定（９分割）

1 待受画面でt911を押し、
フォルダを選んでtを押し、
C81［表示切替］を押す。

2 表示方法を選んでtを押す。

静止画情報マークの見かた

関連操作のお知らせ

バックライト点灯時間を［常にON］に設定しているとき

は、Flash画像の再生時、画像の表示を終了するまで照明

時間設定で設定した時間が経過してもバックライトが

消灯しません。ただし、ライトアップ時は設定した時間

が経過するとバックライトが消灯します。

ライトアップ時は、ディスプレイの明るさの設定

（nP.144）にかかわらず、最大の明るさで表示されま

す。

バックライト点灯時間について
お買い上げ時は、［照明設定に従う］に設定されていま

す。（nP.142）

マイピクチャのフォルダ一覧画面／画
像一覧画面の見かた

1

3
4
5
6
7
8

2

1

3
4

2

お知らせ

静止画のタイトル名は、最大全角25文字（半角50文字）

まで入力できますが、各表示画面でのタイトル表示は、

最大全角７文字（半角14文字）です。（タイトル名が最大

全角７文字（半角14文字）を超えると、表示されるタイ

トル名は、最大全角６文字（半角12文字）までです。）

JPEG

画像の種類と
サイズ

アイコン：
76×76

sQCIF：
128×96

QCIF：
176×144

マーク

16分割９分割

リスト表示
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FOMAカード動作制限機能が設定された静止画には、

［y］が表示されます。

待受画面やピクチャーコールなどの画面設定画像や所有

者画像、スケジュールなどに設定した静止画には、［m］

が表示されます。

メール添付やFOMA端末外への出力ができないように

ファイル制限されている静止画には、［l］が表示されま

す。

ｉモードなどでダウンロードした静止画には［2］が、

バーコードリーダーやminiSDメモリーカード、赤外線通

信、FOMA USB接続ケーブル（別売）を利用して取得した

静止画には［3］が表示されます。ただし、フレーム画像と

スタンプ画像は取得元にかかわらず［W］が表示されま

す。

カメラ撮影した静止画には［<］が表示されます。

テレビ電話中に撮影した静止画メモには［6］が表示され

ます。

キャラ電撮影した静止画には［1］が表示されます。

電子書籍／電子辞書で保存した静止画には［e］が表示され

ます。

PDF対応ビューアの表示画面を切り出して保存した静止

画には［L］が表示されます。

画像サイズが該当しない場合は、［;］、［+］、［W］が表示

されます。また、画像サイズは［情報表示］の表示サイズで

確認することができます。（nP.340）

本FOMA端末で撮影できる撮影サイズ、撮影枚数などに

ついては、P.173を参照してください。

サイトやインターネットホームページからダウン

ロードしたFlash画像は、データBOXのマイピクチャ

の［ｉモード］フォルダに保存され、再生できます。

1 待受画面でt911を押し、
フォルダを選んでtを押し、Flash画
像を選んでtを押す。

TOPメニューから+（データBOX）→［マイピク

チャ］の順に選択することもできます。

画像一覧画面でFlash画像には、［W］が表示され

ます。

再生を始めからやり直すときは、tを押し、再生

を停止させたあと、C1［リトライ］を押しま

す。

指定したフォルダ内の、再生可能なすべての画像を、

連続表示できます。

1 待受画面でt911を押し、
フォルダを選んでC31［スライ
ドショー開始］を押す。

［画像展開中］と表示され、全画面表示サイズでス

ライドショーが開始されます。

再生を中止するときは、c、H、または$を押

します。

スライドショー動作時にBGMを流す
スライドショー動作時にBGMを流すことができま

す。BGMの音色や音量も設定できます。ただし、マ

ナーモード設定中は、BGM設定をしてもサイレント

で再生します。
BGMの音色は、データBOXのメロディから選択できます。

お買い上げ時設定（音色：ラヴァ―ズコンツェルト 

音量：サイレント）

1 待受画面でt911を押し、
フォルダを選んでC3［スライド
ショー］を押す。

2 BGMの音色や音量を選ぶ。

JPEG

画像の種類
とサイズ

待受：
240×320

CIF：
352×288

VGA：
480×640

1.2M：
960×1280

マーク

JPEG

GIF画像
Flash
画像

画像の
種類と
サイズ

UXGA：
1200×
1600

３M：
1536×
2048

その他

マーク

Flash画像を再生する

お知らせ

保存したFlash画像は、サイトやインターネットホーム

ページでの見えかたと異なる場合があります。

再生時の照明を設定する＜バックライト点灯時間＞

1 Flash画像の停止（一時停止）中にC7
2 常にONにするときは2

照明設定に従うとき：1

再生時の音量を調節する＜音量設定＞

待受画面でt911 ? フォルダを選ぶ ? t ? 
C84 ? o（上げる）／p（下げる）? t

関連操作のお知らせ

バックライト点灯時間について
お買い上げ時は、［照明設定に従う］に設定されていま

す。（nP.142）

音量設定について
お買い上げ時は、［音量５］に設定されています。

スライドショーを見る＜スライドショー＞

BGMの音色を
設定する

2→フォルダを選ぶ→t→メロ
ディを選ぶ→i

メロディを確認するときは、メ
ロディを選んでtを押します。
停止するときはiを押します。

BGMの音量を
変更する

3→音量を選ぶ→t
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スライドショーの再生間隔や効果を変更
する

マイピクチャフォルダ内のスライドショー動作時の

再生間隔（スピード）や効果を設定できます。
お買い上げ時設定（再生間隔：普通　効果：ランダム）

1 待受画面でt911を押し、
フォルダを選んでC3［スライド
ショー］を押す。

2 4［再生間隔］を押し、再生間隔を選
ぶ。

※ 再生間隔は、画像の大きさにより表示時間が異な

る場合があります。

3 5［効果設定］を押し、効果を選ぶ。

データBOXのマイピクチャから静止画を選択し、

ｉモードメールに添付して送信できます。
送信できる静止画のファイルサイズは、最大500Kバイト

（512000バイト）です。

送信できる静止画は、ｉモードメールに添付されてきた静

止画、FOMA端末で撮影した静止画、サイトからダウンロー

ドした静止画のうちメール添付やFOMA端末外への出力が

できないようにファイル制限されていないものです。

ファイル制限されている静止画でも、本FOMA端末で撮

影した静止画やminiSDメモリーカードで取得した静止画

は送信できます。

1 待受画面でt911を押し、
フォルダを選んでtを押し、静止画を
選んでm［メール］を押す。

「待受：240×320」より大

きいサイズのJPEG画像

を選んだときは、［待受サ

イズ（240×320）に縮小

しますか？］と表示され

ます。［はい］を選んでt
を押すと縮小して添付さ

れます。［いいえ］を選ん

でtを押すと、ファイル

サイズが500Kバイト以下の場合はそのまま添付

されます。500Kバイトを超える場合は自動的に

500Kバイト以下になるように圧縮して添付され

ます。

「待受：240×320」サイズはｉモード端末に送信

するのに適したサイズです。

圧縮された静止画は、静止画の取得元によりマイ

ピクチャの［カメラ撮影］フォルダまたは［ｉモー

ド］フォルダに自動的に保存されます。

2 ｉモードメールを作成し、送信する。
詳しくは、P.233の操作２～４を参照してくださ

い。

データBOXのマイピクチャに保存されている静止

画を、待受画面や電話発着信、メール送受信画面、

マーク表示などに設定できます。
フレームとスタンプは画面設定できません。

Flash画像は、待受画面、発着信画面、メール送受信画面に設

定できます。

JPEG画像とGIFアニメーション、一部のGIF画像は、サブ

メニュー画像設定およびお知らせウィンドウアニメに設

定できません。

1 待受画面でt911を押し、
フォルダを選んでtを押し、静止画を
選んでC4［画面設定］を押す。

画像表示画面（nP.306

の操作３）でC3、

Flash画像の場合は、停止

中にC4を押しても

表示できます。

2 画面設定の種類を選んでtを押す。
待受画面に設定するときは、［はい］を選んでtを

押します。

画面の種類によっては、さらに項目を選びます。

もっと速
く

1 画像を表示後、すぐに次の画像を
再生します。

速く 2 画像を約３秒間表示してから次の
画像を再生します。

普通 3 画像を約５秒間表示してから次の
画像を再生します。

ゆっくり 4 画像を約10秒間表示してから次の
画像を再生します。

ひし形 1 次の画像が中から外へ、ひし形が
大きくなるようにして切り替わり
ます。

ピン
ウィール

2 次の画像が回転しながら大きく
なって切り替わります。

ホイール 3 次の画像が中心から回転するよう
に広がって切り替わります。

ディゾル
ブ

4 次の画像が細かい粒子状に浮かび
上がって切り替わります。

ストレッ
チ

5 次の画像が中心から縦方向に広が
りながら切り替わります。

ランダム 6 効果の種類がランダムに選択され
て反映されます。

OFF 7 効果を設定しません。

静止画を添付してｉモードメールを送
信する

画像を待受画面などに設定する＜画面設定＞
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データBOXのマイピクチャのJPEG画像を、高速赤
外線通信を利用して対応機器に送信できます。

FOMA端末外への出力が禁止されている静止画は送信で
きません。
IrSSとは、IrSimple1.0準拠の片方向通信機能（Home 
Appliance Profile）です。
IrSSは、片方向通信のため、受信側からの応答を確認せず
に送信します。このため、受信側が受け取れない場合でも
送信側は正常に終了します。

1 待受画面でt911を押し、
フォルダを選んでtを押し、静止画を
選んでaを押す。

2 受信側のFOMA端末を受信待ち状態に
して、［はい］を選んでtを押す。

通信を中止するときは、Cを押します。

送信が終了すれば、受信側の端末に保存されなかっ

た場合でも「送信終了しました」が表示されます。

画像編集では、編集前と編集後の静止画を見比べな
がら、連続して編集できます。

FOMA端末で撮影した静止画のサイズによっては、編集
できない場合があります。
サイトやインターネットホームページからダウンロード
およびデータリンクソフトからインポートした静止画で
も、画像によっては編集できない場合があります。
静止画にフレームやマーカースタンプを貼り付けるなど
の画像編集をくり返し行う場合、保存してから再び編集
を行うと、画質が劣化することがあります。
画像を編集することによって、データの容量が増減する
場合があります。
編集後の画像をｉモードメールに添付して送信できま
す。（nP.311）
Flash画像とアニメGIF画像は編集できません。

1 待受画面でt911を押し、
フォルダを選んでtを押し、静止画を
選んでC11［画像編集］を押す。

画像表示画面（nP.306の操作３）でC11
を押しても表示できます。

カメラ撮影後の静止画プレビュー画面（nP.177

の操作２）で、C1を押しても表示できます。

編集種別ボタンの見かた
編集種別ボタンを使うと、直接編集メニューを呼び

出すことができます。

※ 編集種別ボタンは機能や画面によって異なります。

編集画面でのボタン操作
編集種別の選択方法には、次の３通りの方法があります。

Cを押し、編集種別を選択する。

wで編集種別ボタンを選択する。

ダイヤルボタン（1～9）を押して選択する。

（編集種別ボタンの並びは、ダイヤルボタンの並びに対応

しています。）

画像編集後、続けて編集の種類を選択すると、同じ静

止画を連続で編集できます。

編集名がグレー表示になっている場合は、操作できません。

直前の操作を取り消す＜元に戻す＞

Cr1［元に戻す］を押し、［はい］を
選んでtを押す。

直前に編集した静止画が編集前に戻ります。（何も

編集していないときは操作できません。）

取消は１回のみ可能です。続けて取消操作を行う

と、静止画が未編集状態に戻ります。

１画面で表示する

編集した静止画を１画面で表示できます。編集を開

始する前には、元の画像を１画面で表示します。

a［画像確認］を押す。

静止画を左右に90度ずつ回転したり、上下、左右に

反転できます。
サイトやインターネットホームページからのダウンロード

や、データリンクソフトからインポート（nP.337）した静

止画など、画像によっては操作できない場合があります。

「VGA：480×640」より大きいサイズの静止画は回転でき

ません。

静止画を高速赤外線通信で送信する
（IrSS機能）

画像編集

静止画を編集する（スピーディラボ）

編集画面を表示する＜画像編集＞

編集種別
ボタン

編集後の
静止画

元の静止画

編集名

編集画面

trimming resize rotate

画像切り出し
（nP.311）

サイズ変更
（nP.311）

画像回転
（nP.310）

effect correct stamp

エフェクト
（nP.312）

画像補正
（nP.312）

スタンプ
（nP.313）

frame position cancel

フレーム
（nP.312）

顔検出位置修正
（nP.313）

元に戻す
（nP.310）

お知らせ

編集した静止画は圧縮して保存し直されるため、静止画

を再び表示したときに、編集中の静止画と異なって見え

る場合があります。

静止画を回転する＜画像回転＞

a
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1 編集画面（nP.310）でC3［画像回
転］を押し、回転の種類を選ぶ。

［回転処理中］と表示され、処理後の静止画が右画

面に表示されます。

2 静止画を保存する。

アイコン設定用や待受画面設定用など、目的や用途

に応じて静止画のサイズを修正したり、切り出した

りできます。

※ カメラ撮影サイズ以外に、miniSDメモリーカードや赤外

線通信、データリンクソフトを利用して取り込んだ、任意

サイズの静止画も修正できますが、サイズによっては、修

正できない場合もあります。

1 編集画面（nP.310）でC1［画像切
り出し］を押し、画像サイズを選ぶ。

元の静止画サイズによっては、修正できないサイ

ズもあります。修正できないサイズは、グレー表示

されます。

［画像展開中］と表示され、修正後の静止画が表示

されます。

現在の横サイズを変換後の横サイズに拡大または

縮小します。上下が足りない場合は、静止画を中央

に配置して、上下に余白が付きます。

sQCIFの画像を編集（90度回転）すると、sQCIFに切

り出すことができません。また、待受の画像を編集

（90度回転）すると、アイコン（９分割）に切り出す

ことができません。

2 wで切り出し部分を指定してtを押す。
Cを押して拡大したり、iを押して縮小してから

wで切り出し部分を指定できます。［アイコン

（９分割）］のときは拡大・縮小できません。

3 静止画を保存する。
保存については、P.311「静止画を回転する」の操作

２を参照してください。

デコメール用や待受画面設定用など、目的や用途に

応じて静止画のサイズを変更できます。
サイズ変更しても縦横比は変更されません。縦横比が異

なる画像をアイコンやテレビ電話代替画像に使用する場

合は画像切り出しを利用してください。

画像サイズが、「sQCIF：128×96」、「QCIF：176×144」、「待

受：240×320」で、ファイルサイズ(映像部)が9000バイト

以下の場合は、デコメール用にサイズ変更はできません。

1 編集画面（nP.310）でC2［サイズ
変更］を押し、画像サイズを選ぶ。

右回転（90度） 1
左回転（90度） 2
上下反転 3

左右反転 4

静止画を保存する i→［はい］→t→［OK］→t
タイトルを変更
して保存する

i→［はい］→t→［タイトル編
集］→t→タイトルを編集→t
→［OK］→t

最大全角25文字（半角50文
字）まで入力できます。

フォルダを変更
して保存する

i→［はい］→t→［フォルダ変
更］→t→フォルダを選ぶ→t
→［OK］→t

ｉモードメール
に添付して作成
する

i→［はい］→t→［メール作成］
→t→ｉモードメール作成・送信

静止画は自動的に保存され
ます。
詳しくは、P.233の操作２～
４を参照してください。

保存せずに別の
編集をする

C→編集種別番号

保存後に続けて
編集する

m→［OK］→t→C→編集種別
番号

お知らせ

画像切り出しやサイズ変更した静止画は回転できます

が、画質が劣化することがあります。

静止画を右回転または左回転すると、「アイコン：76×

76」以外は縦横比が変わります。

画像によっては、保存先フォルダを指定できない場合が

あります。

静止画のサイズを修正する＜画像切り出し＞

変更前の静止画サイズ 変更可能な静止画サイズ

アイコン：76×76 アイコン：76×76

sQCIF：128×96 アイコン：76×76、sQCIF：128×96

QCIF：176×144 アイコン：76×76、sQCIF：128×
96、QCIF：176×144

待受：240×320 アイコン：76×76、sQCIF：128×
96、QCIF：176×144、待受：240×
320、アイコン（９分割）

CIF：352×288
VGA：480×640
1.2M：960×1280
UXGA：1200×1600
３M：1536×2048

アイコン：76×76、sQCIF：128×
96、QCIF：176×144、待受：240×
320

アイコン（76×76） 1
sQCIF（128×96） 2
QCIF（176×144） 3

待受（240×320） 4
アイコン（９分割） 5

静止画のサイズを変更する＜サイズ変更＞

変更前の静止画サイズ 変更可能な静止画サイズ

アイコン：76×76 sQCIF：128×96、QCIF：176×
144、待受：240×320

sQCIF：128×96 アイコン：76×76、QCIF：176×
144、待受：240×320、デコメー
ル用

QCIF：176×144 アイコン：76×76、sQCIF：128
×96、待受：240×320、デコ
メール用

待受：240×320 アイコン：76×76、sQCIF：128
×96、QCIF：176×144、デコ
メール用

CIF：352×288
VGA：480×640
1.2M：960×1280
UXGA：1200×1600
３M：1536×2048

アイコン：76×76、sQCIF：128
×96、QCIF：176×144、待受：
240×320、デコメール用

アイコン（76×76） 1
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［サイズ変更中］と表示され、修正後の静止画が右

画面に表示されます。

現在の横サイズを変換後の横サイズに拡大または

縮小します。上下が足りない場合は、静止画を中央

に配置して、上下に余白が付きます。

2 静止画を保存する。
保存については、P.311「静止画を回転する」の操作

２を参照してください。

静止画にシャープネスやソフトなどの補正をかける

ことができます。
サイトやインターネットホームページからのダウンロー

ドや、データリンクソフトからインポート（nP.337）し

た静止画など、画像によっては操作できない場合があり

ます。

「VGA：480×640」より大きいサイズの静止画は補正でき

ません。

1 編集画面（nP.310）でC5［画像補
正］を押し、補正の種類を選ぶ。

［画像補正処理中］と表示され、補正後の静止画が

右画面に表示されます。

2 静止画を保存する。
保存については、P.311「静止画を回転する」の操作

２を参照してください。

静止画にいろいろなフレームを重ねることができます。

1 編集画面（nP.310）でC7［フレー
ム］を押し、フォルダを選んでtを押
し、フレームを選んでi［決定］を押す。

フレームを確認するときは、フレームを選んでt
を押します。cを押すと元の画面に戻ります。

［フレーム処理中］と表示され、処理後の静止画が

右画面に表示されます。

静止画の色あいやタッチを変えることができます。
サイトやインターネットホームページからのダウンロー

ドや、データリンクソフトからインポート（nP.337）し

た静止画など、画像によっては操作できない場合があり

ます。

「VGA：480×640」より大きいサイズの静止画に画像エ

フェクトを行うことはできません。

1 編集画面（nP.310）でC41［画
像エフェクト］を押し、エフェクトの種
類を選ぶ。

［エフェクト処理中］と表示され、処理後の静止画

が右画面に表示されます。

2 静止画を保存する。
保存については、P.311「静止画を回転する」の操作

２を参照してください。

人物の顔の静止画に喜怒哀楽の表情の効果を付ける

ことができます。
フェイスエフェクトを使っての画像編集、または編集後

の静止画をｉモードメールで送信したり、待受画面に設

定する場合は、人格権および肖像権を尊重し、他の方の中

傷にならないようにご配慮ください。

フェイスエフェクトは、顔の輪郭情報を自動抽出し、その

情報を元にエフェクトをかけます。そのため、静止画内の

顔の位置や大きさによっては、うまく加工できないこと

もあります。特に、次の静止画の場合はご注意ください。

ピントが合っていない、首を傾けている、暗い、目が髪で

隠れている、口が開いている、メガネをかけている、ヒゲ

を生やしているなど。

フェイスエフェクトには、正面を向いた顔が大きく中央に

写っている静止画を使用してください。

「VGA：480×640」より大きいサイズの静止画にはフェイ

スエフェクトをかけられません。

1 編集画面（nP.310）でC42
［フェイスエフェクト］を押し、エフェ

クトの種類を選ぶ。

sQCIF（128×96） 2
QCIF（176×144） 3

待受（240×320） 4
デコメール用 5

静止画は9000バイト以下に
圧縮されます。「待受：240×
320」サイズより大きい静止
画は、「待受：240×320」サイ
ズ以下に縮小されます。

静止画を補正する＜画像補正＞

シャープネス 1 エッジを強調する

ソフト 2 エッジをぼかす

感度アップ 3 明るさ、およびコントラスト
をアップする

鮮やか 4 色彩度をアップする

お知らせ

色の変化が少ないものなど、静止画によっては効果が表

れにくいものもあります。

フレームを重ねる＜フレーム＞

いろいろな効果をかける＜画像エフェクト＞

モノクロ 1
セピア 2
きらきら 3

色えんぴつ 4
円ソフトフレーム 5
波紋 6

万華鏡（大） 7
万華鏡（小） 8
魚眼 r1

お知らせ

静止画によって効果に差があります。

画像切り出しやサイズ変更した静止画にフレームを付け

ると、画質が劣化することがあります。

顔を装飾する＜フェイスエフェクト＞

ほっそり 1
ふっくら 2
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顔の輪郭情報を自動抽出し、［エフェクト処理中］

と表示され、処理後の静止画が右画面に表示され

ます。

顔の輪郭情報が正しく自動抽出できないときは、

Cr1［元に戻す］を押し、［はい］を選んでtを

押すと、編集前の画像に戻ります。C8［顔検出

位置修正］を押し、輪郭情報を手動で設定してくだ

さい。詳しくは、次項「各部の輪郭情報を手動で設

定する ＜顔検出位置修正＞」を参照してください。

2 静止画を保存する。
保存については、P.311「静止画を回転する」の操作

２を参照してください。

フェイスエフェクトまたはフェイススタンプで利用

する顔の各部の輪郭情報を、顔の輪郭、画面上の右の

目の輪郭、画面上の左の目の輪郭、口の輪郭の順番に

手動で設定できます。
［+］カーソルは画像エリア内のみで移動します。

顔の輪郭は赤色、画面上の右の目の輪郭は青色、画面上の左

の目の輪郭は緑色、口の輪郭は黄色の枠で示されます。

輪郭情報は、プチエステ（nP.314）でも利用されます。

1 編集画面（nP.310）でC8［顔検出
位置修正］を押し、顔の輪郭を指定する。

2 画面上の右の目の輪郭を指定する。
1. wで輪郭の左上に［+］カーソルを合わせ、tを押す。

2. wで輪郭の右下に［+］カーソルを合わせ、tを押す。

3 画面上の左の目の輪郭を指定する。
1. wで輪郭の左上に［+］カーソルを合わせ、tを押す。

2. wで輪郭の右下に［+］カーソルを合わせ、tを押す。

4 口の輪郭を指定する。
1. wで輪郭の左上に［+］カーソルを合わせ、tを押す。

2. wで輪郭の右下に［+］カーソルを合わせる。

5 C［完了］を押し、静止画を保存する。
保存については、P.311「静止画を回転する」の操作

２を参照してください。

顔の各部に涙やサングラス、うずまきほっぺなど、装

飾用の静止画を貼り付けることができます。
フェイススタンプを使っての画像編集、または編集後の

画像をｉモードメールで送信したり、待受画面に設定す

る場合は、人格権および肖像権を尊重し、他の方の中傷に

ならないようにご配慮ください。

フェイススタンプには、正面を向いた顔が大きく中央に

写っている静止画を使用してください。

フェイススタンプは、顔の輪郭情報を自動抽出し、その情報

を元にエフェクトをかけます。そのため、静止画内の顔の位

置情報や大きさによっては、うまく加工できないことも

あります。特に、次の静止画の場合はご注意ください。

ピントが合っていない、首を傾けている、暗い、目が髪で隠れ

ている、口が開いている、メガネをかけている、ヒゲを生やし

ているなど。

「VGA：480×640」より大きいサイズの静止画はフェイス

スタンプを貼り付けできません。

1 編集画面（nP.310）でC62
［フェイススタンプ］を押し、スタンプ

の種類を選ぶ。

顔の輪郭情報を自動抽出し、［エフェクト処理中］と表

示され、処理後の静止画が右画面に表示されます。

顔の輪郭情報が正しく自動抽出できないときは、

Cr1［元に戻す］を押し、［はい］を選んでtを

押すと、編集前の画像に戻ります。C8［顔検出

位置修正］を押し、輪郭情報を手動で設定してくだ

さい。詳しくは、P.313を参照してください。

2 静止画を保存する。
保存については、P.311「静止画を回転する」の操作

２を参照してください。

目ぱっちり 3
微笑む 4

怒る 5
悲しむ 6
シワ隠し 7
色白 8

くしゃ顔 r1
左右対称顔（右） r2
左右対称顔（左） r3

各部の輪郭情報を手動で設定する
＜顔検出位置修正＞

1. wで輪郭の左上に
［+］カーソルを合わ
せ、tを押す。

2. wで輪郭の右下に
［+］カーソルを合わ
せ、tを押す。

お知らせ

wを押し続けると［+］カーソルを連続して移動させる

ことができます。

輪郭を指定中にcを押すと1つ前の操作に戻ります。

設定した顔の輪郭情報は、編集した画像を保存したとき

に、保存されます。画像を保存しないと、輪郭情報の設定

は元に戻ります。次回画像編集を行うときは、この輪郭

情報を元に画像編集が行われます。

顔スタンプを貼り付ける＜フェイススタンプ＞

怒り 1

涙 2
うずまきほっぺ 3
きらきら目 4
サングラス 5

真面目メガネ 6
モザイク（目） 7
モザイク（顔） 8

お知らせ

画像切り出しやサイズ変更した静止画にフェイススタ

ンプを貼り付けると、画質が劣化することがあります。
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静止画に星や花、キスマークなど、あらかじめ登録さ

れている画像スタンプやダウンロードした画像スタ

ンプを貼り付けできます。
「VGA：480×640」より大きいサイズの静止画は画像スタ

ンプを貼り付けできません。

1 編集画面（nP.310）でC61［画
像スタンプ］を押し、フォルダを選んで
tを押し、画像スタンプを選んでi
［決定］を押す。

スタンプを確認するときは、画像スタンプを選んで

tを押します。cを押すと元の画面に戻ります。

wを押すと、画像スタンプの貼り付け位置を調整

できます。

画像スタンプを選び直すときは、cを押します。選

んでいたスタンプは削除され、編集画面に戻ります。

2 tを押す。
続けて同じ画像スタンプを貼り付けるときは、貼

り付け位置を調整してtを押します。

3 i［完了］を押し、静止画を保存する。
保存については、P.311「静止画を回転する」の操作

２を参照してください。

静止画に入力した文字や日付を貼り付けできます。
「VGA：480×640」より大きいサイズの静止画は文字スタ

ンプを貼り付けできません。

1 編集画面（nP.310）でC63［文字
スタンプ］を押し、文字スタンプを選ぶ。

wを押すと、文字の貼り付け位置を調節できます。

文字サイズを変更するときは、m［▼サイズ］／

a［▲サイズ］を押します。文字サイズは、20ドッ

ト⇔24ドット⇔30ドット⇔40ドット（縦倍角）⇔

12ドット⇔16ドット⇔20ドットに変更されます。

2 Cを押し、文字色を選ぶ。

3 tを押し、静止画を保存する。
保存については、P.311「静止画を回転する」の操作

２を参照してください。

人物の顔の静止画に、美白やナチュラルのメーク

アップ効果をかけることができます。
「VGA：480×640」より大きいサイズの静止画は効果をか

けられません。

1 待受画面でt911を押し、
フォルダを選んでtを押し、静止画を
選んでC12［プチエステ］を押
す。

2 Cを押し、効果の種類を選ぶ。

［プチエステ処理中］と表示され、処理後の静止画

が右画面に表示されます。

3 静止画を保存する。
保存については、P.311「静止画を回転する」の操作

２を参照してください。

データBOXのマイピクチャに保存されているJPEG画像

またはGIF画像で、100Kバイト以下の静止画を保存でき

ます。

選択保存するときは、最大10件まで選択できます。

本サービスはお申し込みが必要な有料サービスです。

保存した静止画の復元などの利用方法については、『ご利

用ガイドブック（ｉモード＜FOMA＞編）』をご覧くださ

い。

1 画像一覧画面で静止画を選んで
Cr1を押す。

画像スタンプを貼り付ける＜画像スタンプ＞

お知らせ

画像切り出しやサイズ変更した静止画に画像スタンプ

を貼り付けると、画質が劣化することがあります。

文字スタンプを貼り付ける＜文字スタンプ＞

フリーワード 1→文字を入力→t
全角11文字（半角22文字）まで入
力できます。文字が画面の幅を
超える場合は、途中まで入力さ
れます。（改行できません。）

日付 2

オレンジ 1
ブラック 2
ホワイト 3
レッド 4
イエロー 5
グリーン 6
ブルー 7

お知らせ

画像切り出しやサイズ変更した静止画に文字スタンプ

を貼り付けると、画質が劣化することがあります。

人物の顔をメークアップする＜プチエステ＞

美白 1 肌を白く美しくします。

ナチュラル 2 肌を自然に、健康的にします。

お知らせ

静止画によって効果に差があります。

静止画をお預かりセンターに保存する
＜電話帳お預かりサービス＞
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2 画像を保存する。

FOMA端末で撮影した動画、サイトやインターネッ

トホームページから取得したｉモーションは、デー

タBOXのｉモーションに保存され、ビデオプレーヤ

で再生できます。
動画／ｉモーションをテレビ画面に表示することもでき

ます。（nP.361）

1 待受画面でt912を押す。
TOPメニューから+

（データBOX）→［ｉモー

ション］の順に選択する

こともできます。

待受画面でCを１秒以上

押し、2を押しても表

示できます。

動画撮影画面

（nP.176）などで、

C2を押しても表示

できます。

miniSDメモリーカード内の動画／ｉモーション

を確認するときは、［→miniSD］を選択します。再

びFOMA端末（本体）の動画／ｉモーションを確

認するときは、［→本体］を選択します。

2 フォルダを選んでtを押す。
映像一覧表示を切り替え

るときは、C81を

押し、1［９分割］また

は2［16分割］、3
［リスト表示］を押しま

す。

リスト表示中は、rを押

すと次のページ、qを押

すと前のページが表示さ

れます。

3 動画／ｉモーションを選んでtを押す。
再生中にt［ポーズ］を押

すと、一時停止します。

音声のみの動画／

ｉモーション（歌手の歌

声など映像のないｉモー

ション）の場合、画面には

固定のアニメーションが

表示されます。

再生状態のマーク

※1 全画面表示中は上下と左右の操作が入れ替わり

ます。FOMA端末を横向きに持った状態で操作

してください。

※2 1を押すと再生中の動画／ｉモーションの先

頭に戻ります。2～9を押すと録画時間の

約１／９ずつ先の位置にジャンプします。ただ

し、録画時間が短い場合は、ジャンプしないとき

があります。

再生可能な動画／ｉモーションの種類は次のとおり

です。動画／ｉモーションの種類は情報表示で確認

できます。

１件保存する 1→［はい］→t→端末暗証番号
（４～８桁の数字）を入力→t

複数のファイ
ルをまとめて
保存する

2→静止画を選ぶ t（くり返し
可）→C→［はい］→t→端末暗証
番号（４～８桁の数字）を入力→t

お知らせ

FOMA端末以外への出力が禁止されている静止画は保

存できません。

miniSDメモリーカード内の静止画は直接利用できませ

ん。あらかじめFOMA端末（本体）マイピクチャの［外部

取得データ］フォルダにコピーしてご利用ください。

お預かりセンターへ保存したときの通信履歴は、電話帳

通信履歴表示で確認できます。（nP.126）

ビデオプレーヤ

動画／ｉモーションを再生する

ｉモーションの
フォルダ一覧画面

映像一覧画面

全画面表示で
再生する※１

再生中、一時停止中、停止中にi
横方向の全画面表示で再生され
ます。全画面表示中にiを押し
たり、停止すると、元の表示サイ
ズに戻ります。

音量を調節する
※１

再生中、一時停止中、停止中にp（下
げる）またはo（上げる）

早送りする※１ 再生中または一時停止中にrを押
し続ける。

再生中の場合、ボタンから指を
離した時点で、再生します。一時
停止中の場合は再生せず、一時
停止のままとなります。

早戻しする※１ 再生中または一時停止中にqを押
し続ける。

再生中の場合、ボタンから指を
離した時点で、再生します。一時
停止中の場合は再生せず、一時
停止のままとなります。

一時停止する t［ポーズ］
もう一度tを押すと、続きを再
生します。
一時停止中にrを押すとコマ送
り、qを押すとコマ戻しできます。

ボタンに割り
振られた再生
開始位置に
ジャンプする

1～9
一時停止中に押すと、ボタンに
割り振られた再生開始位置に
ジャンプします。
再生中に押すと、ボタンに割り
振られた再生開始位置にジャン
プして、再生を開始します。※２

次の動画／
ｉモーション
を再生する※１

再生中にr

前の動画／
ｉモーション
を再生する※１

再生中にq

ファイル形式 符号化方式

MP4
（拡張子：

「.mp4」「.3gp」
「.m4a」）

映像 MPEG-4、H.263、H.264

音声
AMR、AAC、HE-AAC

動画再生画面
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再生可能な動画／ｉモーションの画像サイズは、
「sQCIF：128×96」、「QCIF：176×144」、「QQVGA：
160×120」、「hQVGA：240×176」、「QVGA：320
×240」です。

ファイル形式がASFの動画／ｉモーションは、本
体への保存、コピーはできません。

符号化方式がH.263の動画は、「sQCIF：128×96」、

「QCIF：176×144」のみ再生可能です。また、符号

化方式がH.264の動画は、「QCIF：176×144」のみ

再生可能です。

再生状態のマークの見かた

ASF
（拡張子：
「.asf」）

映像 MPEG-4

音声 AMR、G.726

再生
状態

音量 [～]
サラウンド設定ON n

サラウンド設定OFF .

バッファリング中表示（標準タ
イプ・ストリーミングタイプ）

}

ダウンロード未完了 Y
リピート再生 (

バックライト点灯時間 )

拡大再生中表示 =

等倍再生中表示 e
画像サイズ 1234

サラウンド再生可ファイル m

ステレオ ?

モノラル @

再生
種別

音声あり |

映像あり #

テロップあり $

音声再生不可 %

映像再生不可 >

お知らせ

再生中にアラーム動作や電話着信があったり、他の機能

を起動して再生が中止された場合、再生を再開するとき

に一時停止した位置とは少しずれた位置から再生され

ることがあります。

動画／ｉモーションを一時停止してサブメニューを選

んだ場合、メニューや再生中のデータによっては少し

戻った位置から再生を開始することがあります。

データによっては1～9を押しても指定した位置

にジャンプできないデータや位置があります。また、コ

マ送り・コマ戻しで、一部画像を表示できない場合があ

ります。

外部機器でminiSDメモリーカードに保存した動画も

FOMA端末で再生できます。（nP.442）

再生中にFOMA端末を閉じても、再生は継続されます。

現在の動画／ｉモーションの参照先（FOMA端末（本体）

またはminiSDメモリーカード）は、ビデオプレーヤを

いったん終了しても記録され、次回、ビデオプレーヤを起

動したときにも同じ参照先となります。

ファイル形式 符号化方式

データBOXのｉモーションに保存した動画／ｉモー
ションは、パソコンをお持ちの場合、miniSDメモリー
カード（nP.329）を利用してパソコンに転送・保管す
ることをおすすめします。

FOMA端末の故障・修理やその他取り扱いによって登録

内容が消失する場合があります。万が一、データBOXの

ｉモーションに登録してある動画／ｉモーションが消

失しても、当社としては責任を負いかねますので、あら

かじめご了承ください。

動画／ｉモーションを再生中に音声電話やテレビ電話

がかかってくると
着信画面が表示され、電話に出ることができます。再生

は中止され、通話終了後に、動画／ｉモーションの停止

画面に戻ります。FOMA端末（本体）に保存されたMP4

ファイルの場合は、miniSDメモリーカード側でレ

ジューム再生を［ON］に設定しても、再生を中止したと

ころから再生できません。

リピート再生する＜リピート再生＞

再生中にC61
通常の再生に戻すとき：C61
再生を中止するとき：c

再生サイズを切り替える＜表示サイズ切替＞

1 再生中にC62
2 2［拡大］

等倍にするとき：1

ライトアップする＜ライトアップ＞

再生中にC63
または#（１秒以上）

消すとき：同じ操作をする

コマ送りの幅を設定する＜送り幅指定＞

1 再生中にC68
映像編集画面（nP.320）で設定するとき：

Cr21
2 送り幅を細かくするときは2

送り幅を大まか（高速）にするとき：1

音声のサラウンドを設定する＜サラウンド設定＞

1 再生中にC64
2 1［ON］

再生時の照明を設定する＜バックライト点灯時間＞

1 動画／ｉモーションのフォルダ一覧画面

（nP.315）でC41
2 2［常にON］

照明設定に従うとき：1

再生時の音量を調節する＜音量設定＞

1 動画／ｉモーションのフォルダ一覧画面

（nP.315）でC42
映像一覧画面（nP.315）で設定するとき：

C84
2 o（上げる）／p（下げる）? t

レジューム再生するかどうかを設定する
＜レジューム再生設定＞

1 動画／ｉモーションのフォルダ一覧画面

（nP.315）で［→miniSD］ ? t ? フォルダを選ぶ 

? t ? 動画／ｉモーションを選ぶ ? C85
2 レジューム再生するときは1

お知らせ
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ｉモーションフォルダ一覧画面の見かた

FOMA端末（本体）

1 miniSDメモリーカードのフォルダ一覧画面を表示
2 FOMA端末で撮影した動画用フォルダ
3 サイトやインターネットホームページ、メッセージR／F

やｉモードメールで入手した動画／ｉモーション用フォ
ルダ

4 バーコードリーダーやminiSDメモリーカード、赤外線通信
で入手したｉモーション用フォルダ

5 あらかじめFOMA端末に内蔵されているｉモーション用
フォルダ

6 お客様が作成できるフォルダ（nP.338）

miniSDメモリーカード
miniSDメモリーカードを挿入しているとき、ｉモー
ションフォルダ一覧画面で［→miniSD］を選択するか
C7［本体⇔miniSD切替］を押すと、miniSDメモ
リーカード内のフォルダが表示されます。

1 FOMA端末（本体）のフォルダ一覧画面を表示
2 FOMA端末で撮影した動画用フォルダ
3 お客様が作成できるフォルダ（nP.338）
4 映像・音声切替を音声のみ、保存先をminiSDメモリーカー

ドに設定して撮影した動画用フォルダおよびボイスレ
コーダーで録音した音声用フォルダ

［マルチメディア］フォルダのフォルダ名変更、フォル

ダ削除はできません。

［マルチメディア］フォルダには、お客様が撮影・録音

したデータを最大400件まで保存でき、MMF0001～ 

MMF9999までのファイル名が付きます。ファイル形

式はMP4です。

［マルチメディア］フォルダには、お客様が撮影・録音

したもの以外のデータも、パソコンを経由して保存す

ることができます。ファイル形式はMP4、ASF、3GP、

M4Aです。最大400件まで参照することができます。

再生できないデータがある場合や、400件以上データ

が存在する場合には、データが表示されない場合があ

ります。（ファイル名を「MMFxxxx」（「xxxx」は数字）

にしないと表示されません。）

5 サイトから取得した、FOMA端末外への出力が禁止されて
いる動画／ｉモーションを保存することができるフォルダ

［移行可能コンテンツ］フォルダ以外に保存された動

画は、本体に移動できません。

関連操作のお知らせ

リピート再生について
再生回数に制限のあるデータは、リピート再生できません。

リピート再生が開始される前の３秒間に1～9／

0／*／#／s／a／C／$／&／x／w
を押すと、リピート再生は停止します。（ただし、$を１

秒以上押すと再生は継続されます。）

リピート再生を終了するときは、cまたはHを押し

ます。

表示サイズ切替について
画像サイズが「sQCIF：128×96」、「QCIF：176×144」（テ

ロップなし）、「QQVGA：160×120」（テロップなし）の場

合、表示サイズを［拡大］に切り替えることができます。

お買い上げ時は、［等倍］に設定されています。

照明について
バックライト点灯時間を［照明設定に従う］に設定して

いるときは、照明時間設定で設定した時間が経過する

と、バックライトが消灯します。

バックライト点灯時間を［常にON］に設定しているとき

は、動画／ｉモーションを終了するまで照明時間設定で設

定した時間が経過してもバックライトは消灯しません。

ライトアップ時は、ディスプレイの明るさの設定

（nP.144）にかかわらず、最大の明るさで表示されます。

コマ送りの幅の設定について
お買い上げ時は、［大まか（高速）］に設定されています。

映像のない動画は、［細かい］に設定しても無効となり、

［大まか（高速）］でコマ送りされます。

一部、［細かい］に設定しても無効となり、［大まか（高

速）］でコマ送りされる動画があります。

映像編集画面で編集中のデータサイズが500Kバイトを

超える場合、コマ送り幅は［大まか（高速）］となります。

サラウンド設定について
ビデオプレーヤを起動すると、ステレオ効果設定

（nP.132）を［サラウンド］に設定している場合は

［ON］、［サラウンド］以外に設定している場合は［OFF］

で再生されます。再生中にサラウンド設定で、サラウン

ドの［ON］／［OFF］を切り替えることができますがその

設定はステレオ効果設定には反映されません。

サラウンド再生できるのは、音声の符号化方式がAACで

チャンネル数が2chの動画／ｉモーションです。

サラウンドが設定できる動画／ｉモーションは、各ファイ

ルの情報表示のサラウンド再生の項目で確認してください。

バックライト点灯時間について
お買い上げ時は、［照明設定に従う］に設定されていま

す。（nP.142）

音量設定について
お買い上げ時は、［音量５］に設定されています。

レジューム再生について
お買い上げ時は、［ON］に設定されています。

レジューム再生は、miniSDメモリーカードに保存され

ている動画／ｉモーションが対象となります。

レジューム再生を［ON］に設定すると、miniSDメモリー

カードに保存された動画／ｉモーションを再生中に着

信などで中断した場合、再生を中止したところから再生

を開始できます。

［移行可能コンテンツ］フォルダ、および［マルチメディ

ア］フォルダの動画／ｉモーションは設定できません。

miniSDメモリーカードに、動画／ｉモーションが保存

されていない場合、レジューム再生設定はできません。

ｉモーションフォルダ一覧画面／映像
一覧画面の見かた

2
3
4
5
6

1

1
2
3
4
5

dv35_j.book  317 ページ  ２００６年５月１６日　火曜日　午後６時５８分



318 ＊ miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。（nP.329）

デ
I
タ
表
示
／
編
集
／
管
理
／
音
楽
再
生

ビ
デ
オ
プ
レ
Ｉ
ヤ

※ FOMA SH902iSより前に発売された機種で使用した

miniSDメモリーカードを挿入した場合、［ミュージック／

ボイス］フォルダが表示されます。保存されているデータ

は、FOMA SH902iSで再生することができます。［ミュー

ジック／ボイス］フォルダ内のデータは、別のフォルダに

は移動できません。またフォルダ名編集やフォルダ削除

はできません。

映像一覧画面の見かた
映像一覧画面は、［９分割］、［16分割］、［リスト表示］

のいずれかで表示できます。

９分割や16分割では、動画／ｉモーションの種類が次の

いずれかに該当する場合は、画像の代わりに［4］、［5］が

表示されます。

［4］が表示されるデータ

音声のみのデータ

画像サイズが非対応のデータ

画像ファイル形式が非対応のデータ

［5］が表示されるデータ

テキストのみのデータ

符号化方式がH.264のデータ

画像が表示できない（壊れている）データ

［移行可能コンテンツ］フォルダ内のFOMAカード

動作制限機能が設定されているデータ

表示方法を変更する＜表示切替＞
お買い上げ時設定（９分割）

1 待受画面でt912を押し、
フォルダを選んでtを押し、
C81［表示切替］を押す。

2 表示方法を選んでtを押す。

動画／ｉモーション情報マークの見かた

FOMAカード動作制限機能が設定されたｉモーションに

は、［y］が表示されます。

待受画面、ピクチャーコールや着信音、指定着信音、アラー

ム、スケジュールアラーム、ToDoアラームに設定した動

画／ｉモーションには、［m］が表示されます。

メール添付やFOMA端末から出力できないようにファイ

ル制限されている動画／ｉモーションには、［l］が表示

されます。

ｉモードなどで取得した動画／ｉモーションには［2］

が、miniSDメモリーカード、赤外線通信など、本FOMA端

末以外から取得した動画／ｉモーションには［3］が表示

されます。

カメラ撮影した動画には［<］が表示されます。

キャラ電撮影した動画には［1］が表示されます。

指定したフォルダ内のすべての動画／ｉモーショ

ンを連続して再生できます。
miniSDメモリーカード内の[移行可能コンテンツ]フォル

ダは、連続再生できません。

1 待受画面でt912を押し、
フォルダを選んでC31［連続再
生開始］を押す。

再生中にtを押すと、一時停止します。

再生中にaを押すと、停止します。tを押すと、停

止した動画／ｉモーションの先頭から再生し、連

続再生は継続されます。

再生回数、再生期間の制限を超えた動画／ｉモー

ションの場合、［再生できないデータをスキップし

ました］と表示され、次の動画／ｉモーションを

再生します。

連続再生の設定をする
動画／ｉモーションを連続再生するときの設定を

行います。

お知らせ

動画／ｉモーションのタイトル名は、最大全角18文字

（半角36文字）まで入力できますが、各表示画面でのタ

イトル表示は、最大全角７文字（半角14文字）です。（タ

イトル名が最大全角７文字（半角14文字）を超えると、

表示されるタイトル名は、最大全角６文字（半角12文

字）までです。）

16分割９分割

リスト表示

MP4（Mobile MP4） ASF

再生制限なし 再生制限あり －

マーク

動画を連続して再生する＜連続再生＞

設 定 内 容 お買い上げ時

リピート
再生設定

くり返し再生するかどうかを設定
します。設定内容はすべてのフォ
ルダに反映されます。

しない

ダイジェ
スト再生
設定

それぞれの動画の最長再生時間を
設定します。（つなぎ目の時間は含
みません。）設定内容はすべての
フォルダに反映されます。

しない

つなぎ目
効果設定

動画と動画の間のつなぎ目の効果
を設定します。miniSDメモリー
カード内の動画／ｉモーション
のフォルダのみに設定できます。
ただし、［マルチメディア］[移行可
能コンテンツ]［ミュージック／ボ
イス］フォルダには設定できませ
ん。フォルダごとに設定します。

ランダム

AV自動
出力設定

連続再生時の映像をテレビ画面に
表示します（nP.360）。設定内容
はすべてのフォルダに反映されま
す。※

OFF
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※ miniSDメモリーカード内の［移行可能コンテンツ］フォル

ダのデータは、ＡＶ出力されず端末側に表示されます。

リピート再生する

待受画面でt912を押し、フォ
ルダを選んでC32［リピート再生
設定］を押し、1［する］を押す。

ダイジェスト再生する

1 待受画面でt912を押し、
フォルダを選んでC33［ダイ
ジェスト再生設定］を押す。

2 再生時間を選ぶ。

つなぎ目効果を設定する
miniSDメモリーカード内の動画／ｉモーションのフォ

ルダのみに設定できます。

1 待受画面でt912を押し、［→
miniSD］を選んでtを押し、フォルダ
を選んでC34［つなぎ目効果設
定］を押す。

2 効果の種類を選ぶ。

動画／ｉモーションを、ｉモードメールに添付して

送信できます。
送信できる動画／ｉモーションのファイルサイズは、最大

500Kバイト（512000バイト）、ファイル形式はMP4です。

送信できる画像サイズは、「QCIF：176×144」または

「sQCIF：128×96」です。

1 待受画面でt912を押し、フォ
ルダを選んでtを押し、動画／ｉモー
ションを選んでm［メール］を押す。

メール作成画面が表示さ

れます。選択した動画／

ｉモーションが添付さ

れます。

300Kバイトを超える動

画／ｉモーションのとき

は、［メール用（短）］と

［メール用（長）］の選択画

面が表示されます。

［メール用（短）］を選んでtを押すと、先頭から約

290Kバイトが自動的に切り出されます。

［メール用（長）］を選んでtを押すと、500Kバイト

を超える場合は先頭から約490Kバイトが自動的

に切り出されます。300Kバイトを超え、500Kバイ

ト以下の動画／ｉモーションはそのまま添付さ

れます。

2 ｉモードメールを作成し、送信する。
詳しくは、P.233の操作２～４を参照してください。

動画／ｉモーションを、待受画面に設定できます。
待受画面にGIFアニメーション、Flash画像やｉモーショ

ンを設定しているとき、カレンダーに切り替えると、待受

画面の画像が停止します。

1 待受画面でt912を押し、
フォルダを選んでtを押し、動画／
ｉモーションを選んでC4［音・映
像設定］を押す。

音声のみの動画／

ｉモーション（歌手の歌

声など映像のない

ｉモーション）やファイ

ル形式がASFの動画／

ｉモーションは、待受画

面に設定できません。

画像サイズが「QQVGA：

160×120」の動画／ｉモーションは、待受画面に

設定できません。

miniSDメモリーカード内の動画／ｉモーション

は、待受画面や着信音などに設定できません。

2 項目を選ぶ。

AV出力サ
イズ設定

連続再生時の映像をテレビ画面に表
示する場合のサイズを設定します。

等倍

５秒 1
15秒 2
ダイジェスト再生しない 3

ひし形 1 次の画像が中から外へ、ひし
形が大きくなるようにして
切り替わります。

ピンウィール 2 次の画像が回転しながら大き
くなって切り替わります。

ホイール 3 次の画像が中心から回転する
ように広がって切り替わりま
す。

ディゾルブ 4 次の画像が細かい粒子状に
浮かび上がって切り替わり
ます。

ストレッチ 5 次の画像が中心から縦方向
に広がりながら切り替わり
ます。

ランダム 6 効果の種類がランダムに選
択されて反映されます。

OFF 7 つなぎ目効果を設定しません。

動画／ｉモーションを添付してｉモード
メールを送信する＜ｉモーションメール＞

設 定 内 容 お買い上げ時

動画／ｉモーションを待受画面などに
設定する＜音・映像設定＞

待受画面 1
音声電話着信音 2
テレビ電話着信音 3
非通知着信音 4
メール着信音 5
メッセージR着信音 6
メッセージF着信音 7
SMS着信音 8
チャットメール着信音 r1
プッシュトーク着信音 r2
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3 待受画面を選んだ場合、［はい］を選ん
でtを押し、表示方法を選ぶ。

画像サイズが「sQCIF：128×96」と「QCIF：176×

144」以外のときは、拡大表示できません。

撮影した動画を編集できます。
FOMA SH902iS以外で撮影した動画は、編集できない場

合があります。

1 待受画面でt912を押し、フォ
ルダを選んでtを押し、動画を選んで
C11［映像編集］を押す。

映像編集画面が表示され

ます。このとき、ファイル

の先頭の映像が表示され

ます。

動画再生中（nP.315）

にC11を押して

も、動画が停止して映像

編集画面が表示されま

す。

vを押して、コマ送り／

戻しできます。１秒以上

押すと、早送り／早戻しします。このとき、音声は

再生されません。

1～9を押すと、指定した位置にジャンプし

ます。動画によっては指定位置にジャンプできな

い場合もあります。

編集種別マークの見かた

映像編集画面でのボタン操作
編集種別の選択方法には、次の方法があります。

Cを押し、編集種別を選択する。

uで編集種別マークを選択する。

動画の一部を切り取り、新しい動画として保存します。
テロップが付いている場合、テロップの始点から終点ま

でが切り取る範囲に含まれていないと、テロップは削除

されます。

動画の始点と終点を指定して切り取る
始点と終点を指定して切り取ります。

３秒未満の動画は切り取りできません。

1 映像編集画面（nP.320）でC2［映
像カッター］を押し、切り取り方法を選

ぶ。
vを押してコマ送り／

戻しをできます。１秒以

上押すと、早送り／早戻

しします。このとき、音声

は再生されません。

終点を始点と同じ位置、

または始点より前の位置に指定することはできま

せん。

終点を選択すると、切り出した動画のサイズ確認

画面が表示されます。

映像編集画面に戻ります。

等倍表示する 1
拡大表示する 2

お知らせ

FOMA端末（本体）に保存されているデータのみ、待受画
面や着信音などに設定できます。

ｉモーションによっては、待受画面に設定できないもの
があります。

ｉモーション待受画面から、Phone To（AV Phone To）
機能、Mail To機能、Web To機能はご利用になれません。

待受画面に設定した動画／ｉモーションの音量は、オー
プン音の音量で設定できます。

映像編集

動画を編集する（スピーディラボ）

映像編集画面を表示する＜映像編集＞

X 静止画キャプチャ
（nP.321）

Y 映像カッター
（nP.320）

Z テロップ編集
（nP.321）

x アフレコ編集
（nP.322）

y エフェクト挿入
（nP.322）

z サイズ変換
（nP.322）

< 情報表示
（nP.320）

> 保存
（nP.321）

{ 終了（nP.321）

映像編集画面

編集種別マーク

お知らせ

映像編集後、続けて編集の種類を選択すると、同じ動画

を連続で編集できます。

画像サイズが「QCIF：176×144」または「sQCIF：128×

96」のときのみテロップ編集、アフレコ編集、エフェク

ト挿入ができます。

ファイルサイズが500Kバイトを超えるときは、テロッ

プ編集、アフレコ編集、エフェクト挿入を行うことはで

きません。

テロップを表示しないようにする＜テロップ表示＞

1 映像編集画面でCr22
2 2

詳細情報を表示する＜情報表示＞

映像編集画面でC7
確認を終わるとき：tまたはc

関連操作のお知らせ

テロップ表示について
お買い上げ時は、［ON］に設定されています。

すでにテロップがついている動画のテロップを表示さ

せないときに設定します。プレビューのときはテロップ

は表示されます。

動画を切り取る＜映像カッター＞

始点と終点を指定し
て切り取る

3［部分切り出し］→i
［始点］→i［終点］→t

始点からファイルの
最後までを切り取る

4［前部分消去］→i［始
点］→t

ファイルの最初から
終点までを切り取る

5［後部分消去］→i［終
点］→t
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2 動画を保存する。

※ 編集した動画の画像サイズが「QCIF：176×144」

または「sQCIF：128×96」で、ファイルサイズが

300Kバイトを超えるときは、メール添付用に変換

するかどうかの選択画面が表示されます。［メール

用（短）］を選んでtを押すと、先頭から約290Kバ

イトが自動的に切り出されます。［メール用（長）］

を選んでtを押すと、先頭から約490Kバイトが自

動的に切り出されます。そのまま保存するときは、

［何もしない］を選んでtを押します。

動画からメール用に切り出す
ｉモードメール添付用に、動画を切り出します。

［メール用（短）］は、指定した位置から約290Kバイトまで

を自動的に切り出します。

［メール用（長）］は、指定した位置から約490Kバイトまで

を自動的に切り出します。

画像サイズが「QCIF：176×144」または「sQCIF：128×96」

のときのみ切り出しできます。

約290Kバイト以下の動画は切り出しができません。

1 映像編集画面（nP.320）でC2［映像
カッター］を押し、切り出し方法を選ぶ。

vを押してコマ送り／戻しをできます。１秒以上

押すと、早送り／早戻しします。

2 切り取る始点でi［始点］を押し、t
［確認］を押す。

3 動画を保存する。
保存については、P.321「動画を切り取る」の操作２

を参照してください。

動画の一場面を、静止画として保存できます。保存し

た静止画はFOMA端末で撮影した静止画と同様に扱

うことができます。また、ｉモードメールに添付し

て送信することもできます。
映像のないデータは、静止画キャプチャできません。

1 映像編集画面（nP.320）で、vで静止
画として保存したい場面を選び、
C1［静止画キャプチャ］を押す。

2［OK］を選んでtを押す。
動画の一場面が静止画として保存されます。

保存画面での操作方法については、P.311の操作２

「静止画を保存する」を参照してください。

動画を再生中に、テロップを付けたいところで一時

停止して、１ファイルにつき、最大５個のテロップを

付けることができます。

文字の色やサイズを変更したり、背景に色を付ける

などの装飾ができます。
画像サイズが「QCIF：176×144」または「sQCIF：128×96」

のときのみテロップ編集できます。

１秒未満のデータ、500Kバイトを超えるデータや映像の

ないデータは、テロップ編集できません。

1 映像編集画面（nP.320）でC3［テ
ロップ編集］を押す。

すでにテロップが付いて

いる動画の場合、［現在の

テロップをすべて削除し

ます　よろしいです

か？］と表示されます。削

除する場合は、［はい］を

選んでtを押します。

［いいえ］を選んでtを

押すと、現在のテロップ

を残したままテロップ編集できます。

2 t［再生］を押し、テロップを入れる場
面でt［ポーズ］を押し、i［始点］を押
す。

i［始点］を押す前にvを押してコマ送り／戻し

をして位置を調整できます。１秒以上押すと、早送

り／早戻しします。

3 文字を入力して（nP.412）tを押す。
最大全角20文字（半角40文字、絵文字、改行も含

む）まで入力できます。

編集した動画を保存
する

C8→［OK］→t

タイトルを変更して
保存する

C8→［タイトル編集］→
t→タイトルを編集→t→

［OK］→t
静止画キャプチャの場
合、最大全角25文字（半
角50文字）
その他の場合、最大全角
18文字（半角36文字）ま
で入力できます。

保存するフォルダを
変更して保存する

C8→［フォルダ変更］→
t→フォルダを選ぶ→t→

［OK］→t
miniSDメモリーカード
内の動画の場合、フォル
ダを変更できないことが
あります。

ｉモードメールに添
付して送信する※

C8→［メール作成］→t
→ｉモードメール作成・送
信

動画は自動的に保存され
ます。
詳しくは、P.233の操作２
～４を参照してくださ
い。

編集した動画を保存
しない

Cr1→［はい］→t

編集した動画を再生
する

i

［メール用（短）］を選ぶ 1
［メール用（長）］を選ぶ 2

動画を静止画として保存する
＜静止画キャプチャ＞

動画のテロップを編集する＜テロップ編集＞
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4 C1［デコレーション］を押し、装飾
の種類を選んでtを押し、装飾内容を
指定する。

入力した文字に装飾が反映されます。

［スクロールイン］または［スクロールアウト］を設

定した場合に［スクロール方向］が表示されます。

5 テロップ編集を完了する。

6 動画を保存する。
保存については、P.321「動画を切り取る」の操作２

を参照してください。

動画に音声を付けることができます。動画を再生しな

がら吹き込みます。音声は送話口から録音されます。
画像サイズが「QCIF：176×144」または「sQCIF：128×96」

のときのみアフレコ編集できます。

１秒未満のデータ、500Kバイトを超えるデータや映像の

ないデータは、アフレコ編集できません。

別売りの平型スイッチ付イヤホンマイク接続時は、イヤ

ホンマイクから録音できます。

1 映像編集画面（nP.320）でC4［ア
フレコ編集］を押す。

映像のみで撮影した動画のときは、操作３に進みます。

2［はい］を選んでtを押す。
ファイルの最初で一時停止します。

ファイルの途中からアフレコ編集を開始すること

はできません。

3 t［録音］を押し、録音が終了したらt
［完了］を押す。

映像に合わせて音声を吹き込みます。

録音中に一時停止、早送り、早戻し、コマ送り、コマ

戻しはできません。

動画が終了するまで録音すると、自動的に完了します。

4 動画を保存する。
保存については、P.321「動画を切り取る」の操作２

を参照してください。

動画の色あいやタッチを変えることができます。
画像サイズが「QCIF：176×144」または「sQCIF：128×96」

のときのみ編集できます。

500Kバイトを超えるデータや映像のないデータは、エ

フェクト挿入できません。

1 映像編集画面（nP.320）でC5［エ
フェクト挿入］を押し、エフェクトの種
類を選ぶ。

2 動画を保存する。
保存については、P.321「動画を切り取る」の操作２

を参照してください。

メール添付できるように動画のサイズを変換しま

す。変換後は画質が［NORMAL］で画像サイズが

「QCIF：176×144」になります。また、先頭から約

490Kバイトまでを自動的に切り出します。
画像サイズを「QVGA：320×240」、「hQVGA：240×176」

に設定して撮影した動画、または画像サイズを「QCIF：

176×144」、画質を［SUPER FINE］に設定して撮影した動

画のみ変換できます。

1 映像編集画面（nP.320）でC6［サ
イズ変換］を押し、［はい］を選んでtを
押す。

2 動画を保存する。
保存については、P.321「動画を切り取る」の操作２

を参照してください。

装飾の種類 装飾内容の指定

文字色 文字色→t
背景色 背景色→t
アンダーライン 1［引く］／2［引かない］

点滅 1［する］／2［しない］

文字サイズ 1［文字→小］／2［文字→
大］

文字表示位置 1［左］／2［中央］／3
［右］

スクロールイン 1［する］／2［しない］

スクロールアウト 1［する］／2［しない］

スクロール方向 1［←（右から左）］／2［→
（左から右）］／3［↑（下から
上）］／4［↓（上から下）］

編集を完了する C2
再び文字を編集する C3→操作３～４（くり返

し可）

装飾を解除する C4→［はい］→t
テロップを削除する C5→［はい］→t
他のところにテロッ
プを付ける

操作２～４（くり返し可）

お知らせ

テロップ編集を行うと、そのデータは、着信音などの設

定ができません。

動画をアフレコ編集する＜アフレコ編集＞

動画全体に効果をかける＜エフェクト挿入＞

モノクロ 1
セピア 2
きらきら 3
色えんぴつ 4
残像 5
波紋 6
万華鏡（大） 7
万華鏡（小） 8
魚眼 r1

動画のサイズを変換する＜サイズ変換＞
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サイトから取得したFOMA端末外への出力が禁止さ
れている動画／ｉモーションを、miniSDメモリー
カードに移動できます。逆に、miniSDメモリーカー
ドに移動した動画／ｉモーションを、FOMA端末

（本体）に移動できます。また、ｉアプリ使用データを
miniSDメモリーカードに保存することもできます。

（nP.282）
miniSDメモリーカードに移動した動画／ｉモーション

は、［移行可能コンテンツ］フォルダ内に保存されます。

miniSDへの移動が［可］／［可（同一機種間）］に設定されてい

る動画／ｉモーションのみを移動できます。移動の可否は動

画／ｉモーションの詳細情報で確認できます。（nP.225）

miniSDメモリーカードに移動した動画／ｉモーションを

FOMA端末(本体)へ移動するときに、本体への移動が［可］

の場合、取得時と同じFOMAカードを挿入している場合の

みFOMA端末（本体）に移動できます。本体への移動が［可

（同一機種間）］の場合、取得時と同じFOMAカードを挿入し

た同一機種の場合のみFOMA端末（本体）に移動できます。

動画／ｉモーションをminiSDメモリーカードに移動中ま

たはFOMA端末(本体)に移動中に、miniSDメモリーカード

または電池パックを抜いた場合、移動している動画／

ｉモーションは再生できなくなります。miniSDメモリー

カードの動画／ｉモーションを再生しようとした場合は、

［再生可能回数が終了しました削除しますか？］と表示さ

れます。FOMA端末（本体）の動画／ｉモーションを再生し

ようとした場合は、［再生できません］と表示されます。

miniSDメモリーカード内の［移行可能コンテンツ］フォル

ダ内（SD_BINDフォルダ内）に保存されている動画／

ｉモーションなどのファイルをパソコンで削除・移動・編

集を行うと、［移行可能コンテンツ］フォルダ内の動画／

ｉモーションを参照できなくなる場合があります。また、

動画／ｉモーションを移動・削除・保存中にminiSDメモ

リーカードを抜いたり、電池パックを抜いたりした場合

にも、［移行可能コンテンツ］フォルダ内の動画／ｉモー

ションを参照できなくなる場合があります。その場合は、

miniSDメモリーカードをFOMA SH902iSでフォーマッ

トしてください。（フォーマットを行うとminiSDメモリー

カード内のデータはすべて消去されます。）

1 待受画面でt912を押し、
フォルダを選んでtを押す。

すべての動画／ｉモーションを移動するときは、
フォルダ一覧画面でフォルダを選んで
C62を押し、端末暗証番号（４～８桁の数
字）を入力してtを押します。

2 動画／ｉモーションを選んでC6 
3［miniSDへ移動］を押し、移動方法
を選ぶ。

1 待受画面でt912を押し、［→
miniSD］を選んでtを押す。

2［移行可能コンテンツ］フォルダを選んで
tを押し、フォルダを選んでtを押す。

すべての動画／ｉモーションを移動するときは、

[移行可能コンテンツ]フォルダを選んで

C62を押し、端末暗証番号（４～８桁の数

字）を入力してtを押します。

3 動画／ｉモーションを選んでC73
［本体へ移動］を押し、移動方法を選ぶ。

FOMA端末（本体）へ移動する場合は［ｉモード］

フォルダに保存され、移動先選択はできません。

テレビ電話中、自分のカメラ映像の代わりにキャラク

タを相手へ送信できます。さらに、キャラクタが音に反

応して口を動かしたり（リップシンク対応データ）、お

客様のボタン操作に従ってキャラクタの手足を上げた

り、ダンスをするなど、さまざまなアクションをさせる

ことができます。お好きなキャラクタをダウンロード

し、そのキャラ電を撮影した静止画・動画ファイルを待

受画像に設定したり、メールに添付して送ることもで

きます。（メール添付やFOMA端末外への出力が禁止さ

れている画像ファイル・動画ファイルは送信できませ

ん。）キャラ電やアクションは、キャラ電プレーヤでい

つでも確認したり、撮影することが可能です。
キャラ電は、FOMA端末にあらかじめ登録されている他、

サイトやインターネットホームページからダウンロード

できます。（nP.213）

テレビ電話中（nP.86）、キャラ電再生中、キャラ電撮影

中（nP.325）のキャラクタ操作では、ボタン確認音は鳴

りません。

データBOXのキャラ電に保存されているキャラ電

を再生できます。またアクションを実行することも

できます。

コンテンツ移行対応

動画／ｉモーションをminiSDメモ
リーカードに移動する

FOMA端末内の動画／ｉモーションを
miniSDメモリーカードに移動する
＜miniSDへ移動＞

動画／ｉモーション
を１件移動する

1

フォルダ内のすべて
の動画／ｉモーショ
ンを移動する

2→端末暗証番号（４～８
桁の数字）を入力→t

複数の動画／ｉモー
ションをまとめて移
動する

3→動画／ｉモーション
を選ぶt（くり返し可）→C

移動先フォルダを
指定する

4→移動先フォルダを選
ぶ→C

miniSDメモリーカード内の動画／
ｉモーションをFOMA端末に移動する
＜本体へ移動＞

動画／ｉモーション
を１件移動する

1

フォルダ内のすべて
の動画／ｉモーショ
ンを移動する

操作２でフォルダを選ぶ→
C61→端末暗証番号

（４～８桁の数字）を入力→t
複数の動画／ｉモー
ションをまとめて
移動する

3→動画／ｉモーションを
選ぶt（くり返し可）→C

キャラ電プレーヤ

キャラ電とは

キャラ電を再生する＜キャラ電プレーヤ＞
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1 待受画面でt914を押す。
TOPメニューから+（データBOX）→［キャラ電］

の順に選択することもできます。

2 フォルダを選んでtを押す。
次のページを表示すると

きはr、前のページを表

示するときはqを押し

ます。

3 キャラ電を選んでtを押す。
キャラ電が再生されます。

アクションモードを切り

替えるときは、iまたは

oを押します。全体アク

ションモードとパーツア

クションモードが交互に

切り替わります。

アクションをさせるとき

は、mまたはpを押し、ア

クションを選んでtを押

すか、表示されているア

クションの番号（1～9）を押します。アク

ション一覧を表示せずに、直接アクションの番号を

押してアクションをさせることもできます。

あらかじめ登録されているキャラ電のアクション

については、P.86を参照してください。

アクションモードマークの見かた
7：全体アクションモード

8：パーツアクションモード

画面サイズを変更する＜画面サイズ切替＞
キャラ電を表示する画面サイズを変更できます。

お買い上げ時は、［拡大］に設定されています。

キャラ電再生中（nP.324の操作３）
にa［等倍］を押す。

拡大サイズに戻すときは、再度aを押します。

キャラ電を代替画像として電話をかける
＜キャラ電発信＞

お好みのキャラ電を選んで代替画像としてテレビ電

話をかけることができます。

1 待受画面でt914を押し、フォ
ルダを選んでtを押し、キャラ電を選ん
でC6［キャラ電発信］を押す。

2 入力方法を選び、テレビ電話をかける。

キャラ電にアクションをさせる
テレビ電話中やキャラ電再生中に、キャラ電にアク

ションをさせることができます。
全体アクションモードにすると、喜ぶや怒るなどの感情

を選ぶことができます。

パーツアクションモードにすると、体の一部を動かした

り、ジャンプやダンスなどをさせることができます。

パーツアクションの中には、別のアクションと組み合わ

せて実行できるものもあります。

キャラ電によっては、マイクからの音に合わせて口を動

かすことができます。

アクションの種類は、キャラ電により異なります。

キャラ電によっては、アクションしないものがあります。

1 待受画面でt914を押し、
フォルダを選んでtを押し、キャラ電
を選んでtを押す。

お知らせ

キャラ電プレーヤでキャラ電を表示中のボタン操作

キャラ電一覧画面

BVIG

アクションモードマーク

i／o a m／p
アクションモー
ド切替

（nP.325）

画面サイズ切替
（nP.324）

アクション一覧
（nP.324）

C 1～9 0
サブメニュー
表示

アクション操作
（nP.325）

アクション中止
（nP.325）

等倍 拡大

再生時の照明を設定する＜バックライト点灯時間＞

1 再生中にCr1
キャラ電一覧画面から設定するとき：C72

2 常にONにするときは2
照明設定に従うとき：1

キャラ電をテレビ電話代替画像に設定する
＜テレビ電話代替画像＞

再生中にt1またはC31
キャラ電一覧画面から設定するとき：キャラ電を選ぶ 

? C31

電話帳に設定する＜電話帳代替画像＞

1 再生中にt2またはC32
キャラ電一覧画面から設定するとき：キャラ電を

選ぶ ? C32
2 1［本体新規登録］

上書き登録するとき：2

関連操作のお知らせ

バックライト点灯時間について
お買い上げ時は、［照明設定に従う］に設定されていま

す。（nP.142）

代替画像設定について
設定されたキャラ電には、［m］が表示されます。

電話帳を利用し
てかける

1→相手を選ぶ→t→i

電話番号を直接
入力してかける

2→電話番号を入力→i

キャラ電を操作する
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2 m［アクションリスト］またはpを押
し、アクションを選んでtを押す。

アクションリストの詳細

を表示するときは、iを

押します。

表示されているアクショ

ンの番号（1～9）

を押すこともできます。

アクション一覧を表示せ

ずに、直接アクションの

番号を押してアクション

させることもできます。

あらかじめ登録されているキャラ電のアクション

については、P.86を参照してください。

アクションを中止するときは、0を押します。

キャラ電を画像として撮影できます。
マナーモード設定中、シャッター音は鳴りません。

静止画を撮る
キャラ電を撮影し、静止画として保存します。

キャラ電で撮影した静止画はデータBOXのマイピクチャ

の［カメラ撮影］フォルダに保存されます。

撮影できるサイズは「QCIF：176×144」です。

1 待受画面でt914を押し、
フォルダを選んでtを押し、キャラ電
を選んでtを押し、C11［キャラ
電撮影］を押す。

2 2［静止画］を押す。
動画撮影に切り替えると

きは、C11を押し

ます。

画質を変更するときは、

C2を押し、画質の種

類を選んでtを押します。

キャラ電を切り替えると

きは、C3を押し、

フォルダを選んでtを

押し、使用するキャラ電を選んでiを押します。

画面サイズを切り替えるときは、aを押して［等

倍］と［拡大］を切り替えます。

保存先を切り替えるときは、あらかじめminiSDメ

モリーカードを装着し、C6を押します。

3 t［Y］を押し、t［保存］を押す。
撮影したいアクションをさせた直後にtを押し

て撮影できます。

撮影したキャラ電をメールに添付してメールを作

成するときは、iを押します。詳しくは、P.233の

操作２～４を参照してください。

動画を撮る
キャラ電を撮影し、動画として保存します。

キャラ電を撮影した動画は、データBOXのｉモーション

の［カメラ撮影］フォルダに保存されます。

撮影できるサイズは「QCIF：176×144」です。

1 待受画面でt914を押し、
フォルダを選んでtを押し、キャラ電
を選んでtを押し、C11［キャラ
電撮影］を押す。

2 1［動画］を押す。
静止画撮影に切り替える

ときは、C12を押

します。

画質を変更するときは、

C21を押し、画質

の種類を選んでtを押

します。

ファイルサイズ制限を設

定するときは、

C22を押し、1［メール用（短）］／2
［メール用（長）］／3［制限なし］を押します。

キャラ電を切り替えるときは、C3を押し、フォ

ルダを選んでtを押し、使用するキャラ電を選ん

でiを押します。

画面サイズを切り替えるときは、aを押して［等

倍］と［拡大］を切り替えます。

バックライトの点灯時間を設定するときは、C6
を押し、1［照明設定に従う］または2［常にON］

を押します。

映像・音声を切り替えるときは、C23を押

し、1［映像＋音声］または2［映像のみ］を押

します。

保存先を切り替えるときは、あらかじめminiSDメ

モリーカードを装着し、C7を押します。

3 t［録画］を押す。
アクション一覧表示中も録画は継続されています

が、録画残時間表示が更新されないことがありま

すので、ご注意ください。

4 t［停止］を押す。
録画を停止します。

録画残時間表示が0:00:00になったときは、自動的

に撮影は停止します。また、録画残時間表示は目安

であり、撮影対象により0:00:00より以前に撮影が

自動的に停止する場合もあります。

5 保存する。

お知らせ

キャラ電の種類によっては、操作しなくてもアクション

を行う場合があります。

全体アクションとパーツアクションを切り替える
＜アクションモード切替＞

キャラ電再生中にiまたはo

関連操作のお知らせ

アクションモードを切り替えると、アクションモード

マークも切り替わります。

キャラ電を撮影する＜キャラ電撮影＞
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フォルダを作成する＜フォルダ新規作成＞

1 待受画面でt914を押し、
C11［フォルダ新規作成］を押す。

2 フォルダ名を入力してtを押す。
「新しいフォルダ」名を削除するときは、c（１秒

以上）を押します。

フォルダ名を編集する＜フォルダ名編集＞

1 待受画面でt914を押し、
フォルダを選んで C12［フォル
ダ名編集］を押す。

2 フォルダ名を編集してtを押す。
フォルダ名を削除するときはフォルダ名編集画面

でc（１秒以上）を押します。

フォルダを削除する＜削除＞

1 待受画面でt914を押し、フォ
ルダを選んでC2［削除］を押す。

2 削除方法を選ぶ。

キャラ電のタイトル編集や削除、並べ替えなどがで

きます。

タイトルを変更する＜タイトル編集＞

1 待受画面でt914を押し、
フォルダを選んでtを押す。

2 キャラ電を選んでC12を押し、
1［直接入力］を押す。

元のタイトルに戻すときは、2を押します。

3 タイトルを編集してtを押す。
タイトルを削除するときは、cを１秒以上押し

ます。

キャラ電を並べ替える＜ソート＞
一覧の表示順番を、次のいずれかに変更できます。

お買い上げ時は、［日付順（新→旧）］に設定されています。

1 待受画面でt914を押し、
フォルダを選んでtを押しC71
［ソート］を押す。

2 ソート方法を選んでtを押す。

キャラ電を別のフォルダへ移動する＜移動＞

1 待受画面でt914を押し、
フォルダを選んでtを押す。

2 キャラ電を選んでC5［移動］を押す。

3 移動方法を選ぶ。

保存する 1
ｉモード
メールに添付
してメール
作成する

2→ｉモードメール作成・送信
動画は自動的に保存されます。
詳しくは、P.233の操作２～４を
参照してください。

再生する 3
保存しない 4→［はい］→t

お知らせ

キャラ電の動画撮影中はボタン確認音は鳴りませんが、

ボタン操作音が録音されることがあります。

フォルダを管理する

お知らせ

フォルダ名は最大全角９文字（半角18文字）まで入力で

きます。

お知らせ

緑色のフォルダ以外は変更できません。

フォルダを１件
削除する

1→端末暗証番号（４～８桁の
数字）を入力→t→［はい］→t

複数のフォルダ
をまとめて削除
する

2→フォルダを選ぶt（くり返
し可）→C→端末暗証番号（４～
８桁の数字）を入力 →t→

［はい］→t
フォルダは残し
てすべてのキャ
ラ電を削除する

3→端末暗証番号（４～８桁の
数字）を入力→t→［はい］→t

すべてのフォル
ダとキャラ電を
削除する

4→端末暗証番号（４～８桁の
数字）を入力→t→［はい］→t

お知らせ

緑色のフォルダ以外は削除できません。

キャラ電を管理する

お知らせ

最大全角25文字（半角50文字）まで入力できます。

各表示画面でのタイトル表示は、最大全角７文字（半角

14文字）です。（タイトル名が最大全角７文字（半角14文

字）を超えると、表示されるタイトル名は、最大全角６文

字（半角12文字）までです。）

日付順（新→旧） 保存した日付の新しい順

日付順（旧→新） 保存した日付の古い順

タイトル名順 タイトルによって、（半角数字→半角英
大文字→半角英小文字→ひらがな→全
角カタカナ→漢字→絵文字１→絵文字
２→全角数字→全角英大文字→全角英
小文字→半角カタカナ）の順

ファイル取得元順 取得元によって、空白→ｉモードの順

サイズ順（大→小） サイズの大きい順

サイズ順（小→大） サイズの小さい順

キャラ電を１件
移動する

1→フォルダを選ぶ→t

複数のキャラ電を
まとめて移動する

2→キャラ電を選ぶ t（くり
返し可）→C→フォルダを選ぶ
→t

フォルダ内のすべ
てのキャラ電を
移動する

3→端末暗証番号（４～８桁の
数字）を入力→t→フォルダを
選ぶ→t
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詳細情報を表示する＜情報表示＞
表示される情報は次のとおりです。

1 待受画面でt914を押し、
フォルダを選んでtを押す。

2 キャラ電を選んでC4［情報表示］を
押す。

確認を終わるときは、tまたはcを押します。

キャラ電を削除する＜削除＞

1 待受画面でt914を押し、
フォルダを選んでtを押す。

2 キャラ電を選んでC2［削除］を押
す。

3 削除方法を選ぶ。

サイトやインターネットホームページからダウンロー

ドしたｉメロディや、メッセージR／Fやｉモードメー

ルに添付されているメロディは、データBOXのメロ

ディに保存され、メロディプレーヤで再生できます。

1 待受画面でt913を押す。
TOPメニューから+

（データBOX）→［メロ

ディ］の順に選択するこ

ともできます。

連続再生するときは、

フォルダを選んで

C3を押します。

miniSDメモリーカード

内のメロディを確認する

ときは、［→miniSD］を選択します。再びFOMA端

末（本体）のメロディを確認するときは、［→本体］

を選択します。

2 フォルダを選んでtを押す。
次のページを表示するときはr、前のページを表

示するときはqを押します。

3 メロディを選んでt［再生］を押す。
選んだメロディが再生されます。

再生中にtを押すと、停止し、メロディ一覧画面

に戻ります。

ステレオ効果設定（nP.132）で設定した3Dサウン

ド（nP.132）やサラウンドのステレオ効果を変更

することができます。

1 メロディ再生中（nP.327の操作３）
にC72［再生効果設定］を押し、
再生効果の種類を選ぶ。

メロディ再生中にi［3D・ステレオ］を押しても操

作できます。

保存日時 テレビ電話設定［ON／OFF］

表示サイズ ファイル名

ファイルサイズ オリジナルタイトル

ファイル制限
［あり／なし］

撮影後ファイル制限
［あり／なし］

電話帳設定［ON／OFF］ 取得元

お知らせ

撮影後ファイル制限とは、キャラ電撮影により作成され

た静止画／動画のメールへの添付、miniSDメモリー

カードへの保存、編集などを規制するかどうかを表した

ものです。

キャラ電を１件
削除する

1→［はい］→t

複数のキャラ電を
まとめて削除する

2→キャラ電を選ぶt（くり
返し可）→C→［はい］→t

フォルダ内の
すべてのキャラ電
を削除する

3→端末暗証番号(４～８桁
の数字)を入力→t→［はい］ →
t

お知らせ

全件削除すると、お買い上げ時に登録されているキャラ

電も含めてすべて削除されます。

お買い上げ時に登録されているキャラ電を削除後にも

う一度ご利用になる場合は、ｉMenu内のサイト［SH-

MODE］からダウンロードできます。（nP.213）

メロディプレーヤ

メロディを再生する

お知らせ

一部再生できないメロディがありますので、ご了承くだ

さい。

データBOXのメロディに保存したメロディは、パソコ
ンをお持ちの場合、miniSDメモリーカード
（nP.329）を利用してパソコンに転送・保管すること
をおすすめします。

FOMA端末の故障・修理やその他取り扱いによって登録

内容が消失する場合があります。万が一、データBOXの

メロディに登録してあるメロディが消失しても、当社と

しては責任を負いかねますので、あらかじめご了承くだ

さい。

メロディを着信音に設定できます。（nP.329）

現在のメロディの参照先（FOMA端末（本体）または

miniSDメモリーカード）は、メロディプレーヤをいった

ん終了しても記録され、次回、メロディプレーヤを起動

したときにも同じ参照先となります。

再生効果を設定する＜再生効果設定＞

ステレオ／
3Dサウンド
ON

1 3D情報が含まれるメロディ
は3Dサウンドで再生されま
す。3D情報が含まれていない
メロディはステレオサウンド
で再生されます。

3D
（スイング）

2 音が左⇔前⇔右に移動して再
生されます。3D情報が含まれ
ていてもこの設定で再生され
ます。
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※１音に臨場感・立体感を出す再生方式。

※２立体音が再生されない再生方式。

FOMA端末（本体）

1 miniSDメモリーカードのフォルダ一覧画面を表示
2 サイトやインターネットホームページ、メッセージR／F

やｉモードメールで取得したメロディ用フォルダ
3 バーコードリーダーやminiSDメモリーカード、赤外線通

信、FOMA USB接続ケーブル（別売）を利用して入手した
メロディ用フォルダ

4 あらかじめFOMA端末に内蔵されているメロディ用フォルダ
5 お客様が作成できるメロディ用フォルダ（nP.338）

miniSDメモリーカード
miniSDメモリーカードを挿入しているとき、メロ

ディフォルダ一覧画面で［→miniSD］を選択するか

C6［本体⇔miniSD切替］を押すと、miniSDメモ

リーカード内のフォルダが表示されます。

1 FOMA端末（本体）のフォルダ一覧画面を表示
2 あらかじめ用意されているメロディ用フォルダ
3 お客様が作成できるメロディ用フォルダ（nP.336）

メロディマークの見かた

FOMAカード動作制限機能が設定されたメロディには、

［y］が表示されます。

着信音などに設定したメロディには、［m］が表示されます。

ｉモードなどでダウンロードしたメロディには［2］が、

バーコードリーダーやminiSDメモリーカード、赤外線通

信、FOMA USB接続ケーブル（別売）を利用して取得したメ

ロディには［3］が表示されます。

メール添付やFOMA端末外への出力ができないように

ファイル制限されているメロディには、［l］が表示され

ます。

指定したフォルダ内のすべてのメロディを連続して

再生できます。

1 待受画面でt913を押し、
フォルダを選んでC3［連続再生］を
押す。

メロディの指定されている部分だけを演奏できます。
演奏部分は、あらかじめ指定されている部分が決まって

いて、変更できません。

1 待受画面でt913を押し、
フォルダを選んでtを押し、C7 
1［開始位置選択］を押す。

2 再生方法を選ぶ。

データBOXのメロディからメロディ（SMF）を選択

し、ｉモードメールに添付して送信できます。
送信できるメロディのサイズは最大10000バイトです。

これを超えるサイズは添付できません。

3D
（ループ）

3 音が前後左右に移動して再生
されます。3D情報が含まれてい
てもこの設定で再生されます。

サラウンド
※１

4 サラウンドで再生されます。
3D情報が含まれていてもこ
の設定で再生されます。

OFF 5 再生効果を設定しません。モ
ノラル※２で再生されます。

音量を調節する＜音量設定＞

P.327の操作２の画面でC73? o（上げる）／
p（下げる）? t

イコライザを設定する＜イコライザ設定＞

再生中にC71 ? イコライザの種類を選ぶ ? t

関連操作のお知らせ

音量設定について
お買い上げ時は、［音量５］に設定されています。

メロディフォルダ一覧画面の見かた

3
4
5

1
2

2
3

1

SMF
MFi

（3D情報なし）
MFi

（3D情報あり）

マーク

連続再生する＜連続再生＞

途中で次のメロディ
にスキップする

r

現在のメロディの先
頭に戻る

q
メロディの先頭でもう一
度qを押すと、１つ前の
メロディに戻ります。

メロディの演奏部分を指定する
＜開始位置選択＞

メロディを全部演奏する
［フルコーラス再生］

1

メロディを一部演奏する
［ポイント再生］

2

メロディを添付してｉモードメールを
送信する
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1 待受画面でt913を押し、
フォルダを選んでtを押し、メロディ
を選んでm［メール］を押す。

メール作成画面が表示され、選択したメロディ

ファイルが添付されます。

2 ｉモードメールを作成し、送信する。
詳しくは、P.233の操作２～４を参照してください。

データBOXのメロディに保存されているメロディ

は、着信音などに設定できます。

1 待受画面でt913を押し、

フォルダを選んでtを押し、メロディ
を選んでa［音設定］またはC3［音

設定］を押す。

2 項目を選んでtを押す。

FOMA端末では、miniSDメモリーカードを利用でき

ます。miniSDメモリーカードは、SDメモリーカード

をさらに小型化したメモリーカードです。FOMA端

末内の電話帳やメール、ブックマークなどのデータ

をminiSDメモリーカードに保存したり、miniSDメモ

リーカード内のデータをFOMA端末（本体）に取り込

むことができます。また、FOMA端末からminiSDメモ

リーカード内のデータを閲覧できます。miniSDメモ

リーカードに保存できる静止画撮影枚数、動画撮影

時間、音声録音時間の目安については、P.463～P.465

を参照してください。

miniSDメモリーカードアダプタを利用すると、SD

メモリーカード対応パソコンやプリンタなどでも利

用できます。

miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途

miniSDメモリーカードが必要となります。miniSDメ

モリーカードおよびminiSDメモリーカードアダプ

タをお持ちでない場合は、家電量販店などでお買い

求めいただけます。

miniSDメモリーカードをお使いになるときは、次の

ことにご注意ください。
FOMA端末の電源を入れたままの状態でminiSDメモリー

カードを取り付けたり、取り外したりしないでください。

miniSDメモリーカードは正しく挿入してください。正し

く挿入していないと、使用できません。

miniSDメモリーカードを挿入したときに、［miniSDが使用

中です］または［miniSD認識中］と表示されることがあり

ます。この場合は、しばらくたってからご使用ください。

FOMA SH902iSでは市販の２GバイトまでのminiSDメモ

リーカードに対応しています。（2006年12月現在）

miniSDメモリーカードの製造メーカーや容量など、最新

の動作確認情報については下記のサイトをご覧くださ

い。また、掲載されているminiSDメモリーカード以外につ

いては、動作しない場合がありますのでご注意ください。

ｉモードから［SH-MODE］

（2006年12月現在）

［ｉMenu］→［メニュー／検索］→

［ケータイ電話メーカー］→［SH-MODE］

パソコンから

http://k-tai.sharp.co.jp/products/d/sh902is/

なお、掲載されている情報は動作確認の結果であり、すべ

ての動作を保証するものではありませんので、あらかじ

めご了承ください。

FOMA SH902iSでは、サイトから取得した、FOMA端末外

への出力が禁止されている動画／ｉモーションをminiSD

メモリーカードに移動できます。ただし、IP（サービス提

供者）が許可していない場合は保存できません。

miniSDメモリーカードや他の機器でフォーマットした

miniSDメモリーカードなどをお使いの場合は次の点にご

注意ください。

FOMA端末に挿入するとFOMA端末でご使用いただく

ための情報を書き込みます。使用するminiSDメモリー

カードによっては、書き込み時間が長くなる場合があ

ります。（最大約30秒）

その間にminiSDメモリーカードを取り外したり、電源

を切らないでください。データが壊れたり、正常に動

作しなくなることがあります。

パソコンなどでフォーマットしたminiSDメモリー

カードは、FOMA端末では正常に使用できない場合が

あります。FOMA端末でフォーマットしたminiSDメモ

リーカードを使用することをおすすめします。フォー

マットの操作については、P.335を参照してください。

フォーマットすると元のデータが消えてしまいます

ので、ご注意ください。

miniSDメモリーカード内のデータ編集中に、miniSDメモ

リーカードを抜き差ししないでください。また、データ編

集中にFOMA端末やminiSDメモリーカードを挿入した機

器の電源を切らないでください。データが壊れたり正常

に動作しなくなることがあります。

他の機器からminiSDメモリーカードに保存したデータは、

FOMA端末で表示、再生できない場合があります。また、

FOMA端末からminiSDメモリーカードに保存したデータ

は、他の機器で表示、再生できない場合があります。

他のFOMA端末やパソコンなどで使用していたminiSD

メモリーカードをFOMA SH902iSに挿入した場合、使用

できないことがあります。不要なデータを削除してから、

再度挿入してください。

SD-Jukeboxを利用してminiSDメモリーカードに音楽デー

タを保存するときは、FOMA USB接続ケーブル（別売）で

FOMA端末とパソコンを接続して保存するか、著作権保護

機能対応のSDメモリーカードスロット付パソコンやSDメ

モリーカードリーダーライターを利用して保存します。

miniSDメモリーカードに保存されたデータはバックアップ

をとるなどして別に保管してくださるようお願いします。万

が一、保存されたデータが消失または変化しても、当社とし

ては責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。

お知らせ

相手の機種がFOMA SH900iより前に発売された機種の場

合、送ったメロディを正しく再生できないことがあります。

ファイル形式がMFiのメロディ、メールに添付されたメ
ロディ、ｉモードでダウンロードしたメロディやｉアプ
リから取得したファイル制限ありのSMFのメロディは
一部、ｉモードメールに添付できないものがあります。

メロディを着信音などに設定する
＜音設定＞

miniSDメモリーカードについて

サイト接続用
QRコード
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miniSDメモリーカードを挿入する
FOMA端末の電源を切ってからminiSDメモリー

カードを取り付けてください。

1 miniSDメモリーカードスロットのカ
バーを開いて引き出す。（1）

2 miniSDメモリーカードの矢印（▲）を
図のように向けてゆっくりと挿入す
る。（2）

miniSDメモリーカード

が傾いたままで無理に押

し込まないでください。

miniSDメモリーカード

スロットが破損すること

があります。

3「カチッ」と音がするまで、ゆっくり押
し込む。（3）

指で押し込んでください。

4 miniSDメモリーカードスロットのカ
バーを閉じる。（4）

miniSDメモリーカードを取り外す
FOMA端末の電源を切ってからminiSDメモリー

カードを取り外してください。

1 miniSDメモリーカードスロットのカ
バーを開いて引き出し（1）、
miniSDメモリーカードを軽く押し込
む。（2）

「カチッ」と音がするまで押し込んでください。

miniSDメモリーカードが手前に飛び出します。無

理に引き抜くと、FOMA端末やminiSDメモリー

カードを破損させるおそれがあります。

2 miniSDメモリーカードを取り外す。
（3）

ゆっくりまっすぐに取り外してください。取り外

したあと、miniSDメモリーカードスロットのカ

バーを閉じます。

FOMA端末（本体）のデータを、miniSDメモリーカー
ドにコピーできます。
コピーには、１件コピー、全件コピー、選択コピーの
方法があります。また、機能によっては、グループや
フォルダなど分類内のデータをすべてコピーする方
法もあります。

miniSDメモリーカードの取り付けか
た／取り外しかた

矢印

1

2

4

3

お知らせ

miniSDメモリーカードスロットを顔の方に向けて、挿入

したり、取り外したりしないでください。急に指を離すと

miniSDメモリーカードが飛び出し危険です。

miniSDメモリーカードを取り外すときは、必ず

miniSDメモリーカードを軽く押し込み「カチッ」と鳴っ

たことを確認したあと、miniSDメモリーカードを引き抜

いてください。無理に引き抜くと、FOMA端末や

miniSDメモリーカードを破損させるおそれがあります。

FOMA端末から取り外したときは、必ずminiSDメモリー

カードに付属の専用保護ケースに収納してください。

電源を入れた状態で、miniSDメモリーカードを取り付け

たり、取り外した場合には、警告音が鳴ります。

miniSDメモリーカードの使用条件

1

2

3
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FOMA端末からminiSDメモリーカード
にコピーできるデータ

※１ 保存するデータの大きさや、miniSDメモリーカードの

容量によっては、件数が少なくなる場合があります。

※２ シークレット設定、グループ番号、グループ名、メモリ番

号、シークレットコード、指定着信音、指定メール着信

音、指定着信ランプ、指定メール着信ランプ、キャラ電設

定はコピーされません。電話帳で［画像転送設定］を［し

ない］に設定しているときは、ピクチャーコール設定も

コピーされません。［画像転送設定］を［する］に設定して

も、ファイル制限（FOMA端末外への出力制限）のある

データはコピーされません。名前やフリガナ・電話番号・

メールアドレスの登録場所が変わる場合があります。

※３ シークレット設定とアラーム時刻以外のアラーム情

報はコピーされません。スケジュールでは、連絡先、画

像設定の情報もコピーされません。

※４ ファイル制限（FOMA端末外への出力制限）のない

データのみコピーできます。

※５ miniSDメモリーカードにコピーしたメールは、返信し

たり、転送できますが、保護設定はできません。また、

フォルダ情報はコピーされません。

※６ 大容量添付ファイルが添付されているメールは、大容

量添付ファイルが削除されてコピーされます。

※７ Flash画像、フレームはminiSDメモリーカードにコ

ピーされません。

※８ 祝日設定はコピーされません。終了日時が入力されて

いないデータをコピーすると、終了日時に開始日時が

設定されます。

※９ ダウンロードに失敗したPDFデータは、miniSDメモ

リーカードにコピーできない場合があります。

※10 フォルダ情報はコピーされません。

miniSD管理画面について
miniSD管理画面では、
miniSDメモリーカード内の
データを参照したり、バック
アップやフォーマットを行う
など、miniSDメモリーカード
内のデータを管理・利用できま
す。また、FOMA端末をFOMA USB接続ケーブル（別
売）でパソコンに接続し、miniSDリーダーライター
として利用することもできます。（nP.336）

miniSD管理画面は、t925を押して表示します。

miniSDメモリーカード内のフォルダやファイル名などの

情報は、「管理情報」と呼ばれる部分で管理されています。パ

ソコンなどでminiSDメモリーカードを利用（データ編集や

追加、削除など）した場合は、miniSDメモリーカードの管理

情報を更新する必要があります。（nP.337）管理情報が正

しくない状態では、データの編集、保存や移動、コピーなど

ができない場合がありますので、ご注意ください。

機　能 　件　数※１

１件／
選択／
全件

コピー

グルー
プ内
全件

コピー

フォル
ダ内
全件

コピー

電話帳※２

合わせて最大
65535件

○ ○ －

スケジュール
※３※８ ○ － －

ToDoリスト
※３ ○ － －

テキストメモ ○ － －

ブックマーク ○ － ○※10

ｉモード
メール／SMS
※５※６

○ － ○

静止画※４※７ 最大999フォル
ダ／１フォルダ最

大400件
（nP.463）

○ － ○

動画※４ 999フォルダ／
１フォルダ最大

400件
（nP.464）

○ － ○

メロディ※４ 999フォルダ／
１フォルダ最大

400件
○ － ○

PDF※４※９ 999フォルダ／
１フォルダ最大

400件
○ － ○

トルカ 21フォルダ／
１フォルダ最大

999件
合わせ最大

1000件

○ － ○

お知らせ

FOMA端末で撮影した静止画または動画は、FOMA端末

（本体）またはminiSDメモリーカードに保存できます。

miniSDメモリーカードにデータをコピーすると、管理

情報もminiSDメモリーカードに書き込まれます。

パソコンからminiSDメモリーカードへ直接ファイルを

コピーしても、FOMA端末では表示されないことがあり

ます。その場合はデータリンクソフトをご利用くださ

い。データリンクソフトのダウンロードについては、

P.443を参照してください。

PIMロック中、ロックされているデータは操作できませ

ん。端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力すると、PIM

ロックが一時的に解除され、操作できるようになります。

トルカをminiSDメモリーカードにコピーした場合、トル

カ（詳細）取得前の状態でコピーされます。また、miniSDメ

モリーカード内のトルカからは詳細を取得できません。

ｉモードやｉアプリから取得したトルカについて
トルカのデータサイズによっては、miniSDメモリーカー

ドにコピーできない場合があります。
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※１ お使いのパソコンの設定によっては表示されないことがあ

ります。また、パソコンなどで直接「SD_AUDIO」フォルダ下

のファイルの削除、変更、追加を行なわないでください。モバ

イルオーディオが正しく動作しない可能性があります。

※２ ［TABLE］フォルダの下には［DCIM］、［MMFILE］、［RINGER］、

［STILL］、［SD_VIDEO］、［DOCUMENT］、［TORUCA］それぞ

れについて、付加情報を格納するフォルダがあります。

※３ miniSDメモリーカード内の［移行可能コンテンツ］フォル

ダ内（SD_BINDフォルダ内）に保存されている動画／

ｉモーションなどのファイルをパソコンで削除・移動・編

集を行うと、［移行可能コンテンツ］フォルダ内の動画／

ｉモーションを参照できなくなる場合があります。また、

動画／ｉモーションを移動・削除・保存中にminiSDメモ

リーカードを抜いたり、電池パックを抜いたりした場合

にも［移行可能コンテンツ］フォルダ内の動画／ｉモー

ションを参照できなくなる場合があります。その場合は、

miniSDメモリーカードをFOMA SH902iSでフォーマッ

トしてください。（フォーマットを行うとminiSDメモリー

カード内のデータはすべて消去されます。）

フォルダ名「PUDxxx」の「xxx」は、001～999の３桁の半

角数字、フォルダ名「PRLxxx」の「xxx」は、001～FFFの３

桁の半角英数字になります。

フォルダ名「xxxSHARP」「xxxSH_UF」の「xxx」は、100～

999の３桁の半角数字になります。（「xxx」は変更できま

すが、000～099に変更しても認識されません。）

GIFアニメーションファイルは［STILL］フォルダに入り、

それ以外のGIFファイルは［DCIM］フォルダに入ります。

パソコンでフォルダ名の変更や削除をすると、FOMA端

末でminiSDメモリーカードのデータを正しく表示できな

くなります。

FOMA SH901iSより前に発売された機種をご利用のお客

様で、miniSDメモリーカードの

¥PRIVATE¥SHARP¥DOCUMENTフォルダにPDFデータを

保存している場合は、

¥PRIVATE¥DOCOMO¥DOCUMENT¥PUDxxxフォルダに

移動する必要があります。移動してからminiSDメモリー

カードの管理情報を更新してください。また、PDFファイル

名は２バイト文字が使用できます。２バイト文字を含め60

バイト（拡張子を除く）より長い文字が使用されていた場合

は、60バイト以下（拡張子を除く）に変更してください。

データの一覧画面や内容表示画面から、データを

miniSDメモリーカードにコピーします。

miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途

miniSDメモリーカードが必要となります。miniSDメ

モリーカードをお持ちでない場合は、家電量販店な

どでお買い求めいただけます。（nP.329）
機能や画面によってサブメニューの番号は異なります。

例：電話帳の場合

1 待受画面でaを押し、名前を選んで
C52［miniSDへコピー］を押す。

電話帳の内容を確認してからコピーするときは、

内容表示画面でC33を押します。そのあ

と、［はい］を選んでtを押します。

2 コピー方法を選ぶ。

miniSDメモリーカードのフォルダ構成

DCIM 
静止画フォルダ

xxxSHARP 
撮影静止画用フォルダ

xxxSH_UF
ユーザ作成フォルダ

MISC 
DPOF設定ファイル用フォルダ

PRIVATE 

DOCOMO

RINGER
メロディファイル用
フォルダ

STILL 
その他画像ファイル
用フォルダ

TABLE 
管理情報フォルダ※２

SHARP

IMPORT 
インポートフォルダ

SD_PIM 
PIMデータ用フォルダ

（電話帳、スケジュール／ToDoリスト、
メール、テキストメモ、ブックマーク）

SD_VIDEO 
動画フォルダ

PRLxxx 
撮影動画用フォルダ

VOICE 
FOMA SH902iSより前に発売
された機種で保存したボイス
メモフォルダ・ｉモーション

（音楽データ含む）

miniSD
メモリーカード

BOOK 
ブックリーダーフォルダ

DOCUMENT

DOCUMENT 
ドキュメントビューア
フォルダ

PUDxxx
PDF対応ビュー
アフォルダ

TORUCA 
トルカフォルダ

SD_AUDIO※１

音楽データ用フォルダ

MMFILE
ボイスメモフォルダ・ｉモーション

（音楽データ含む）

SD_BIND

SVC00002
ｉアプリデータフォルダ

SVC00001※３

動画（移行可能コンテンツ）
フォルダ

miniSDへコピー

FOMA端末からminiSDメモ
リーカードにコピーする

１件コピーする 1→［はい］→t

グループ内全件
コピーをする

2→グループを選ぶ→t→端
末暗証番号（４～８桁の数字）を
入力→t→［はい］→t
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FOMA端末の各機能（電話帳、メール、スケジュール、
ToDoリスト、ブックマーク、テキストメモ）のデータ
を、miniSDメモリーカードにバックアップデータと
して各機能ごとに１ファイルで保存できます。電話帳
のバックアップ／復元では所有者情報も含んで転送
されます。
miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途
miniSDメモリーカードが必要となります。miniSDメ
モリーカードをお持ちでない場合は、家電量販店など
でお買い求めいただけます。（nP.329）

個人データのバックアップは同一機種間またはminiSDメ

モリーカード対応FOMA端末などでの情報共有、または

機種交換時の個人データの移動などの目的でご利用され

ることをおすすめします。

電池残量が少ない場合、バックアップできなかったり、正

しくバックアップできないことがあります。充電しなが

ら行うことをおすすめします。

あらかじめ、日付・時刻を設定しておいてください。

（nP.47）

PIMロック中は、バックアップできません。

ダイヤル発信制限中は、電話帳をバックアップできません。

FOMA端末→miniSDメモリーカードに
バックアップする

1 待受画面でt92521を
押し、機能を選んでtを押す。

TOPメニューから.（LifeKit）→［miniSD管理］→

［バックアップ／復元］→［miniSDへバックアッ

プ］の順に選択することもできます。

［メール］を選んだときは、メール内の分類が表示

されます。バックアップするメールを選んでtを

押します。

［Bookmark］を選んだときは、［ｉモード］または

［フルブラウザ］を選んでtを押します。

2 端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力
してtを押し、［はい］を選んでtを押
す。

バックアップが終了すると、［バックアップ完了し

ました］と表示されます。

miniSDメモリーカード→FOMA端末に
バックアップデータを読み込む

miniSDメモリーカードからFOMA端末にバック

アップデータを読み込みます。
FOMA端末内のデータを残したまま追加する方法と、

FOMA端末内のデータを消去して書き込む方法がありま

す。

電池残量が少ない場合は実行できません。電池残量を確

かめてから操作してください。

1 待受画面でt92522を
押し、機能を選んでtを押す。

TOPメニューから.（LifeKit）→［miniSD管理］→

［バックアップ／復元］→［本体へ復元］の順に選択

することもできます。

全件コピーする 3→端末暗証番号（４～８桁
の数字）を入力→t→［はい］→
t

選択コピーする 4→名前を選ぶt（くり返し
可）→C→［はい］→t

お知らせ

データBOXの静止画、メロディ、動画／ｉモーション、

PDFデータをminiSDメモリーカードにコピーする場合、

コピー先のフォルダを選択できます。

PDFデータは、FOMA端末とminiSDメモリーカードの間

で２Mバイトまでコピーできます。

FOMA端末とminiSDメモリーカードの間で静止画、動

画／ｉモーションをコピーすると、元の画像より画質が

劣化したり、ファイルサイズが変わる場合があります。

コピー先フォルダの静止画が400件を超えると新しい

フォルダが自動的に作成され、新しいフォルダに画像が

保存されます。

miniSDを参照中の選択コピー、選択削除では、メール、

電話帳、スケジュール、ToDo、 Bookmark、テキストメモ

のデータは50件まで選択可能です。

FOMA端末に保存してあるJPEG画像をminiSDメモ

リーカードにコピーすると、画像のファイルサイズが大

きくなります。FOMA端末のメモリが少ないと、元の画

像を削除しても、miniSDメモリーカードにコピーした

画像をFOMA端末にコピーして戻せない場合がありま

す。

FOMA端末で撮影可能な画像サイズや、撮影可能なファ

イルサイズよりも大きい画像は、コピーできない場合が

あります。

コピーした項目を再度コピーすると別のデータとして

保存されます。

miniSDメモリーカードのメモリ使用状況によっては、

コピーできない場合があります。

バックアップ／復元

FOMA端末（本体）のデータを
バックアップする

お知らせ

miniSDメモリーカードのメモリ使用状況によっては、

転送できない場合もあります。

バックアップされたデータは、他のFOMA端末で読み込

んでも利用できないことがあります。

電話帳でバックアップされないのは次の設定です。

シークレットコード 指定着信ランプ
指定着信音 指定メール着信ランプ
指定メール着信音 キャラ電

名前やフリガナ・電話番号・メールアドレスの登録場所
が変わる場合があります。

電話帳で［画像転送設定］を［する］に設定している場合、

ピクチャーコールに設定した画像もバックアップされ

ます。バックアップされる画像は、本FOMA端末でカメ

ラ撮影した静止画、動画およびそれらを編集したもので

す。

スケジュール・ToDoリストでは、アラーム時刻以外のア

ラーム情報はバックアップされません。スケジュールで

は、連絡先、画像設定の情報もバックアップされません。

ToDoリストをバックアップすると、シークレット登録

したデータが通常のデータとして保存されますので、ご

注意ください。

メールでは、ｉアプリ To、フォルダ情報はバックアッ

プされません。

FOMAカード内の電話帳・SMSはバックアップされま

せん。
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選んだ機能のバックアップデータが表示されま

す。該当するデータがないときは、［miniSDデータ

がありません］と表示されたあと、操作１の画面に

戻ります。

本FOMA端末でバックアップしたデータ名には、

バックアップした日付が付いています。

例：2006年6月22日午後１時５分の場合→

［datagr060622_1305］

［メール］を選んだときは、メール内の分類が表示さ

れます。tを押すと、メールのバックアップリスト

表示画面が表示されます。

［Bookmark］を選んだときは、［ｉモード］または

［フルブラウザ］を選んでtを押します。

バックアップデータの内容を確認するときは、

バックアップデータを選んでC2を押します。

バックアップデータの情報を確認するときは、バッ

クアップデータを選んでC3を押します。タイト

ル、ファイル形式、ファイル名、場所、ファイル制限、

保存日時が表示されます。

2 バックアップデータを選んでtを押
し、端末暗証番号（４～８桁の数字）を
入力してtを押す。

3［追加］を選んでtを押す。
バックアップデータの読み込みが終了すると、［復

元完了しました］と表示されます。

FOMA端末のデータに上書きするときは、［上書

き］を選んでtを押してから、［はい］を選んでt
を押します。電話帳にバックアップデータを上書

きする場合、所有者情報については、ご契約の電話

番号を除いて上書きされます。また、電話帳のグ

ループ名も上書きされ、上書き対象でないグルー

プ設定は初期化されますので、ご注意ください。

バックアップデータを削除する

1 待受画面でt92522を
押し、機能を選んでtを押す。

TOPメニューから.（LifeKit）→［miniSD管理］→

［バックアップ／復元］→［本体へ復元］の順に選択

することもできます。

2 データを選んでC1［削除］を押し、
削除方法を選ぶ。

miniSDメモリーカードにコピーしたデータは、各機

能の画面またはminiSD管理画面から確認できます。

miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途

miniSDメモリーカードが必要となります。miniSDメ

モリーカードをお持ちでない場合は、家電量販店など

でお買い求めいただけます。（nP.329）

各機能の画面から確認する
miniSDメモリーカード内のデータの確認は、各デー

タの一覧画面から操作できます。

例：電話帳の場合

待受画面でaを押し、Cr3
［miniSDデータ参照］を押す。

miniSDメモリーカード内のデータが表示されま

す。FOMA端末（本体）のデータと同様に確認でき

ます。

バックアップデータを選んでtを押すと、

miniSDメモリーカードにバックアップしたデー

タの内容を確認できます。

該当するデータがないときは、［miniSDデータがあり

ません］と表示されたあと、元の画面に戻ります。

miniSD管理画面から確認する

1 待受画面でt9251を押
し、機能を選んでtを押す。

TOPメニューから.（LifeKit）→［miniSD管理］→

［miniSDデータ参照］の順に選択することもでき

ます。

選んだ機能内のデータがリスト形式で表示されま

す。該当するデータがないときは、［miniSDデータ

がありません］と表示されたあと、元の画面に戻り

ます。

［メール］を選んだときは、メール内の分類が表示

されます。参照するメールを選んでtを押しま

す。

データを削除するときは、Cを押し、［削除］を選ん

でtを押します。削除方法を選んでtを押したあ

と、画面の指示に従って操作してください。（基本的

な操作方法は、電話帳などと同様です。）

FOMA端末（本体）へコピーするときは、Cを押

し、［本体へコピー］を選んでtを押します。コ

ピー方法を選んでtを押したあと、画面の指示に

従って操作してください。バックアップ／復元

（nP.333）で作成されたデータはコピーできま

せん。

データ情報を確認するときは、Cを押し、［情報表

示］を選んでtを押します。

2 データを選んでtを押す。
データ表示中の操作については、各機能の説明

ページを参照してください。

お知らせ

メールとブックマークにはフォルダの情報が保存され

ていないため、受信メールは［受信トレイ］に、送信メー

ルは［送信トレイ］に、ブックマークは［Bookmark］フォ

ルダに保存されます。

メールについては、転送に時間がかかる場合がありま

す。

データを１件削除
する

1→［はい］→t

複数のデータをまと
めて削除する

2→データを選ぶt（くり
返し可）→i→［はい］→t

フォルダ内のすべて
のデータを削除する

3→端末暗証番号（４～８
桁の数字）を入力→t→

［はい］→t

miniSDデータ参照

miniSDメモリーカードのデー
タをプレビューする
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miniSDメモリーカードに保存されている各データ

を、FOMA端末（本体）にコピーできます。１件コピー、

全件コピー、選択コピーの方法があります。

miniSDメモリーカードからのコピーは、各データの

リスト画面から操作します。

miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途

miniSDメモリーカードが必要となります。miniSDメ

モリーカードをお持ちでない場合は、家電量販店など

でお買い求めいただけます。（nP.329）
機能や画面によってサブメニューの番号は異なります。

例：電話帳の場合

1 待受画面でaを押し、Cr3
［miniSDデータ参照］を押す。

2 データを選んでC2［本体へコピー］
を押し、コピー方法を選ぶ。

電話帳をコピーしたときは、［プッシュトーク電話

帳に登録しますか？］と表示されます。登録すると

きは［はい］を選んでtを押します。電話番号が複

数登録されているときは、電話番号を選択します。

データBOXのマイピクチャ、ｉモーション、メロ
ディ、マイドキュメント、トルカ、ブックリーダーは、
miniSDメモリーカード内のデータを管理するため
に、フォルダの作成や削除、フォルダ名の編集を行う
ことができます。データの詳細情報を表示したり、静
止画をプリント指定することもできます。
miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途
miniSDメモリーカードが必要となります。miniSDメ
モリーカードをお持ちでない場合は、家電量販店など
でお買い求めいただけます。（nP.329）

miniSDメモリーカード内には、１つのフォルダに最大400

件までのファイルを保存できます。フォルダやデータにつ

いては、P.331～P.332を参照してください。

フォーマット（初期化）されていないminiSDメモ
リーカードを使うときは、FOMA端末でフォーマッ
トする必要があります。

フォーマットすると、miniSDメモリーカード内のすべて

のデータが消去されますので、ご注意ください。

電池残量が少ない場合は実行できません。電池残量を確

かめてから操作してください。

パソコンなどでフォーマットしたminiSDメモリーカード

は、FOMA端末では正常に使用できない場合があります。

FOMA端末でフォーマットしたminiSDメモリーカードを

使用することをおすすめします。
フォーマットを中止すると、miniSDメモリーカードがパソ

コンなどで認識されなくなりますので、ご注意ください。

1 待受画面でt9255を押す。
TOPメニューから.（LifeKit）→［miniSD管理］→

［フォーマット］の順に選択することもできます。

2 端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力し
てtを押し、［はい］を選んでtを押す。

フォーマットが終了すると、［フォーマットしまし

た］と表示されます。

お知らせ

miniSDメモリーカード内のブックマーク一覧画面で

は、ｉモードのブックマークとフルブラウザのブック

マークが混在して表示されます。ｉモードのブックマー

クには［S］が、フルブラウザのブックマークには［T］

が表示されます。

本体へコピー

miniSDメモリーカードから
FOMA端末にコピーする

１件コピー
する

1→［はい］→t

選択コピー
する

2→名前を選ぶt（くり返し可）→
i→［はい］→t

全件コピー
する

3→端末暗証番号（４～８桁の数
字）を入力→t→［はい］→t

お知らせ

miniSD管理画面でデータを確認中にコピーすることも

できます。

miniSDメモリーカードにバックアップしたデータをコ

ピーすることはできません。miniSDメモリーカードか

らの読み込み（nP.333）を行ってください。

PDFデータは、FOMA端末とminiSDメモリーカードの間

で２Mバイトまでコピーできます。

電話帳をコピーするとき
名前が未登録のデータがコピーされたときは［No 

Name］と表示されます。

ブックマークをコピーするとき
［同じURLは上書きされます　よろしいですか？］と表

示されます。現在のデータに上書きするときは、［はい］

を選択します。

FOMA端末（本体）のｉモードのブックマークとフルブラ

ウザのブックマークのどちらかが最大件数まで保存され

ているときに、miniSDメモリーカードに保存されている

ブックマークを選択コピーまたは全件コピーする場合、

最大件数まで保存されている方のブックマーク以降の

ブックマークはコピーされません。

miniSDメモリーカードの管理
について

miniSDメモリーカードをフォーマット
する＜フォーマット＞

お知らせ

実行中は、miniSDメモリーカードを抜かないでください。

お知らせ
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フォルダを作成する＜フォルダ新規作成＞

例：マイピクチャの場合

1 待受画面でt911を押し、
［→miniSD］を選んでtを押し、
C11［フォルダ新規作成］を押す。

2 作成するフォルダを選ぶ。

3 フォルダ名を入力してtを押す。
「新しいフォルダ」名を削除するときは、c（１秒

以上）を押します。

フォルダ名を編集する＜フォルダ名編集＞

例：マイピクチャの場合

1 待受画面でt911を押し、
フォルダを選んで C12［フォル
ダ名編集］を押す。

2 フォルダ名を編集してtを押す。
フォルダ名を削除するときはフォルダ名編集画面

でc（１秒以上）を押します。

フォルダを削除する＜削除＞

例：マイピクチャの場合

1 待受画面でt911を押し、［→
miniSD］を選んでtを押す。

2 フォルダを選んでC2［削除］を押す。

3 削除方法を選ぶ。

データの詳細情報を表示する＜情報表示＞

例：電話帳の場合

待受画面でaを押し、Cr3
［miniSDデータ参照］を押し、C3
［情報表示］を押す。

確認を終わるときはtを押します。

データを削除する＜削除＞

例：電話帳の場合

1 待受画面でaを押し、Cr3
［miniSDデータ参照］を押す。

2 データを選んでC1［削除］を押す。

3 削除方法を選ぶ。

FOMA端末をFOMA USB接続ケーブル（別売）でパ
ソコンに接続し、miniSDメモリーカードのデータの
読み込みや書き込みをすることができます。

フォルダを管理する

カメラ撮影フォルダを作成する 1
その他静止画フォルダを作成する 2

お知らせ

miniSDメモリーカードの空き容量がない場合、

miniSDメモリーカード内にフォルダを新規作成するこ

とはできません。

フォルダ名は最大全角９文字（半角18文字）まで入力で

きます。ブックリーダーのフォルダ名は、全角・半角を問

わず最大64文字まで入力できます。

フォルダを１件
削除する

1→端末暗証番号（４～８桁の
数字）を入力→t→［はい］→t

複数のフォルダ
をまとめて削除
する

2→フォルダを選ぶt（くり返
し可）→C→端末暗証番号（４～
８桁の数字）を入力→t→［はい］
→t

フォルダは残し
てすべてのデー
タを削除する

3→端末暗証番号（４～８桁の
数字）を入力→t→［はい］→t

すべてのフォル
ダおよびデータ
を削除する

4→端末暗証番号（４～８桁の
数字）を入力→t→［はい］→t

お知らせ

miniSD管理画面でデータを確認中に削除することもで

きます。（nP.334）

ｉモーションの［移行可能コンテンツ］フォルダ内の先

頭に表示されるフォルダは、自動的に作成されるフォル

ダであり、フォルダ削除を行っても削除されません。

データを管理する

お知らせ

機能や画面によってサブメニューの番号は異なります。

miniSD管理画面でデータを確認中に情報表示すること

もできます。（nP.334）

データを１件削除する 1→［はい］→t
複数のデータをまとめ
て削除する

2→名前を選ぶt（くり
返し可）→i→［はい］→t

フォルダ内のすべての
データを削除する 

3→端末暗証番号 （４～
８桁の数字）を入力→t→

［はい］→t

miniSDリーダーライターとして使う
＜USBモード設定＞

通信モード 外部接続端子をパケット通信、64Kデータ
通信、データの送受信（OBEX）用に使いま
す。（nP.408）

miniSDモード 外部接続端子をminiSDメモリーカードの
リードライト用に使います。

矢印面を上にする

外部接続端子カバーを
開ける

FOMA USB
接続ケーブル

①

②
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お買い上げ時設定（通信モード）

1 待受画面でt9256を押す。
TOPメニューから .（LifeKit）→［miniSD管理］→

［USBモード設定］の順に選択することもできます。

待受画面でt36を押しても操作できます。

2 2［miniSDモード］を押し、［はい］を
選んでtを押す。

3 FOMA USB接続ケーブル（別売）の
FOMA端末側コネクタをFOMA端末
の外部接続端子に差し込む。（①）

4 FOMA USB接続ケーブルのパソコン
側コネクタをパソコンのUSBコネク
タに差し込む。（②）

通信モードに戻るときは、いずれかのボタンを押

し、［はい］を選んでtを押します。または、約90秒

間何も操作しないでそのままにしておくと、自動

的に通信モードに切り替わります。

miniSDメモリーカードを他の機器で利用（データ編
集や追加、削除など）した場合、miniSDメモリーカー
ドの管理情報を更新する必要があります。

電池残量が少ない場合は実行できません。電池残量を確
かめてから操作してください。
miniSDメモリーカードの空き容量がないときは、管理情
報を更新できない場合があります。

FOMA端末で管理情報を更新しないと、miniSDメモリー
カードが正しく動作しない場合があります。
miniSDメモリーカード内のファイル数やデータ量によっ
ては、管理情報の更新が完了するまで時間がかかること
があります。
他の機器で書き込んだデータを利用するときは、管理情
報の更新が必要な場合があります。
管理情報の更新を行うと、Exif形式以外のデータのタイ
トル名は消去されますので、ご注意ください。ただし、オ
リジナルタイトルの付いたｉモーションとメロディのタ
イトル名は消去されません。

1 待受画面でt9254を押す。
TOPメニューから.

（LifeKit）→［miniSD管

理］→［管理情報の更新］

の順に選択することもで

きます。

2 項目を選んでtを押す。
マークが［E］に変わります。Eが選択、Hが解除
の状態です。tを押すと交互に切り替えることが
できます。管理情報を更新する項目をすべて選択
します。

［全て］を選択したときは、［はい］を選んでtを押
すと管理情報更新が開始されます。

3 i［完了］を押し、［はい］を選んでtを
押す。

パソコンなどで作成したデータ（電話帳、メール、ス

ケジュール、ToDoリスト、テキストメモ、データ

BOXの静止画、動画／ｉモーション、メロディ、PDF）

を、miniSDメモリーカードを経由して、FOMA端末

で確認できます。
あらかじめ、データリンクソフトを使って、パソコンなど
からminiSDメモリーカードのインポートフォルダにデー
タをコピーしておいてください。

1 待受画面でt9253を押す。
TOPメニューから.（LifeKit）→［miniSD管理］→

［インポート］の順に選択することもできます。

お知らせ

FOMA端末をminiSDリーダーライターとして利用する
には、次の機器が必要です。

パソコンなどでフォーマットしたminiSDメモリーカー
ドは、FOMA端末では正常に使用できない場合がありま
す。FOMA端末でフォーマットしてください。

FOMA端末とパソコンが正しく接続されていることを
十分に確認してください。正しく接続されていない場
合、データの送受信ができないだけでなく、データが失
われることがあります。

FOMA端末の電池残量が十分残っていることを確認して
ください。電池残量がほとんど残っていない状態や電池切
れの状態では、データの送受信ができないだけでなく、
データが失われることがあります。また、パソコンの電源
についても確認してください。

データの読み込み／書き込み中はFOMA USB接続ケー
ブルを抜かないでください。データの送受信ができない
だけでなく、データが失われることがあります。

FOMA端末からminiSDメモリーカード内のデータの読み込
み／書き込み中は［miniSDモード］に設定できません。

miniSDモード中は、電話やｉモードなどの通信ができ
ません。

miniSDメモリーカードの管理情報を更
新する＜管理情報の更新＞

項　目 説　明

接続ケーブル FOMA USB接続ケーブル（別売）

パソコン FOMA USB接続ケーブル（別売）が使用
できるUSBポート（Universal Serial Bus 
Specification Rev1.1準拠）が使用可能
なパソコン

対応OS Windows 2000、Windows XP（いずれ
も日本語版）

お知らせ

更新中はminiSDメモリーカードを抜かないでください。

更新中に音声電話やテレビ電話を受けたり、メールを受
けることもできますが、次の機能はご利用になれません。

ｉアプリ 静止画・動画撮影
バーコードリーダー
電話帳、メール、スケジュール、ToDoリスト、テキス
トメモ、ブックリーダー、トルカおよびデータBOXの
マイピクチャ・ｉモーション・メロディ・マイドキュ
メントからのminiSDデータ参照
miniSDメモリーカードのメモリ確認
赤外線受信 ドキュメントビューア
プリント指定（DPOF） モバイルオーディオ

パソコンなどで作成したデータを
FOMA端末で確認する＜インポート＞
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2 機能を選んでtを押す。
該当するデータがないときは、［miniSDデータが
ありません］と表示されたあと、操作１の画面に戻
ります。

選んだ機能のデータ（ファイル名）が表示されます。

データを削除するときは、C1を押します。以
降の操作は通常のデータの削除と同様です。

FOMA端末（本体）へコピーするときは、C2を
押します。以降の操作は通常のデータのコピーと
同様です。

ファイル名に特殊な記号やカタカナが含まれてい
る場合は、インポートできない場合があります。

データ情報を確認するときは、C3を押しま
す。パソコンなどで作成したデータは、タイトル情
報がない場合があります。

3 データを選んでtを押す。

データBOXには次のフォルダがあります。

データBOXのマイピクチャ、ｉモーション、メロ

ディ、キャラ電、マイドキュメントにそれぞれ最大20

個のフォルダを作成して、データを管理できます。
キャラ電の管理については、P.326を参照してください。

フォルダを作成する＜フォルダ新規作成＞

例：マイピクチャの場合

1 待受画面でt911を押し、
C11［フォルダ新規作成］を押
す。

2 フォルダ名を入力してtを押す。
「新しいフォルダ」名を削除するときは、c（１秒

以上）を押します。

フォルダ名を編集する＜フォルダ名編集＞

例：マイピクチャの場合

1 待受画面でt911を押し、
フォルダを選んで C12［フォル
ダ名編集］を押す。

2 フォルダ名を編集してtを押す。
フォルダ名を削除するときはフォルダ名編集画面

でc（１秒以上）を押します。

お知らせ

メロディの場合、本体へのコピーは100Kバイト、

miniSDメモリーカード上の再生は200Kバイトまで可能

となります。静止画の場合、JPEG画像は1.2Mバイト、

GIF画像は500Kバイト、動画の場合は800Kバイトまで

再生およびコピーできます。PDFデータの場合は、２M

バイトまでコピーできます。

バックアップデータをインポートフォルダに入れた場合、

バックアップデータ内の最初の１件のみを表示します。

横1536×縦2048ドットを超える静止画（JPEG／GIF）は

表示できない場合があります。大きな画像は、画像一覧

用の画像を表示する場合もあります。

PDFデータの場合、インポートフォルダにある状態で表

示できません。本体にコピーしてから表示してください。

次の場合は、添付ファイルの一部または全部が削除され

ます。

FOMA端末で未対応のファイルが添付されている
メール
100Kバイトを超えるJPEG画像が添付されている
メール
500Kバイトを超える動画／ｉモーションが添付さ
れているメール
10000バイト以下の添付ファイルが合計11件以上添
付されているメール
ｉモーションまたは10000バイトを超える静止画ファイ
ルまたは10000バイトを超えるメロディ（SMF）ファイル
が合計２件以上添付されているメール
ｉモーションまたは10000バイトを超える静止画ファ
イルまたは10000バイトを超えるメロディ（SMF）ファ
イルを除く添付ファイルの合計サイズがメール本文と
合わせて10000バイトを超えるメール

インポートフォルダのデータについては、次のような

ファイル名の制限があります。

PIMデータは、全角・半角を問わず228文字以内（拡張
子を除く）
PDFデータは、全角・半角を問わず60文字以内（拡張
子を除く）
静止画、動画、メロディは、全角・半角を問わず100文
字以内（拡張子を除く）

データを管理する

フォルダを管理する

お知らせ

フォルダ名は最大全角９文字（半角18文字）まで入力で
きます。[移行可能コンテンツ]フォルダ内のフォルダ名
は、最大全角10文字（半角20文字）まで入力できます。

お知らせ

緑色のフォルダ以外は変更できません。

データBOX

マイピクチャ
FOMA端末で撮影した静止画やダウンロードし
た画像が保存されます。（nP.307）

ｉモーション 
FOMA端末で撮影した動画や録音した音声、取得
したｉモーションが保存されます。（nP.315）

メロディ
メロディが保存されます。（nP.327）

キャラ電
キャラ電が保存されます。（nP.323）

マイドキュメント
PDFデータが保存されます。（nP.346）

プリント指定（DPOF）
miniSDメモリーカードに保存された静止画のプ
リント指定の枚数などが、miniSDメモリーカード
に保存されます。（nP.359）
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フォルダを削除する＜削除＞

例：マイピクチャの場合

1 待受画面でt911を押し、
フォルダを選んで、C2［削除］を押
す。

2 削除方法を選ぶ。

データの削除や並べ替えなどができます。

タイトルを変更する＜タイトル編集＞

例：マイピクチャの場合

1 待受画面でt911を押し、
フォルダを選んでtを押す。

2 データを選んでC13［タイトル
編集］を押す。

3 タイトルを編集してtを押す。
タイトルを削除するときはタイトル編集画面で

c（１秒以上）を押します。

ファイル名を変更する＜ファイル名編集＞

例：マイピクチャの場合

1 待受画面でt911を押し、フォ
ルダを選んでtを押し、データを選んで
C14［ファイル名編集］を押す。

2 ファイル名を編集してtを押す。
ファイル名を削除するときはファイル名編集画面

でc（１秒以上）を押します。

データを並べ替える＜ソート＞
一覧の表示順番を、次のいずれかに変更できます。

お買い上げ時は、［日付順（新→旧）］に設定されています。

※１ miniSDメモリーカード内データのファイル制限を変

更すると日時情報が更新され、情報表示の保存日時で

表示される日時と日付順でソートした結果が一致し

ない場合があります。

※２ データの種類により取得元は異なります。

例：マイピクチャの場合

1 待受画面でt911を押し、
フォルダを選んでtを押し、 
C82［ソート］を押す。

2 ソート方法を選んでtを押す。

データを別のフォルダに移動する＜移動＞

例：マイピクチャの場合

1 待受画面でt911を押し、
フォルダを選んでtを押す。

2 データを選んでC61［移動］を押
す。

3 移動方法を選ぶ。

フォルダを１件
削除する

1→端末暗証番号（４～８桁の
数字）を入力→t→［はい］→t

複数のフォルダ
をまとめて削除
する

2→フォルダを選ぶt（くり返
し可）→C→端末暗証番号（４～
８桁の数字）を入力 →t→

［はい］→t
フォルダは残し
てフォルダ内の
すべてのデータ
を削除する

3→端末暗証番号（４～８桁の
数字）を入力→t→［はい］→t

すべてのフォル
ダおよびデータ
を削除する

4→端末暗証番号（４～８桁の
数字）を入力→t→［はい］→t

お知らせ

緑色のフォルダ以外は削除できません。

保存されているデータごと削除されます。

フォルダ内に待受画面や着信音などの各種機能に設定
されているデータが保存されているときは、フォルダ削
除できません。設定を解除して、やり直してください。

データを管理する

お知らせ

タイトル名はデータ一覧などで表示される名前です。

また、ファイル名はデータをｉモードメールに添付して

送信するときに使用される名前です。

最大全角25文字（半角50文字）まで入力できます。

ｉモーションの場合は、最大全角18文字（半角36文字）

まで入力できます。

ｉモーション、メロディ、キャラ電は、［タイトル編集］を

選択したあと、［直接入力］／［オリジナルタイトルに戻

す］を選択します。

各表示画面でのタイトル表示は、最大全角７文字（半角

14文字）です。（タイトル名が最大全角７文字（半角14文

字）を超えると、表示されるタイトル名は、最大全角６文

字（半角12文字）までです。）

お知らせ

ファイル名は、最大半角36文字まで入力できます。

サイトやインターネットホームページからダウンロー

ドしたデータや、ｉモードメールに添付されているデー

タ、ｉアプリから保存したデータで、ファイル制限が［あ

り］のデータや、テレビ電話中に撮影した静止画メモ、

miniSDメモリーカードに保存されているデータのファ

イル名は編集できません。

日付順（新→旧）※1 保存した日付の新しい順

日付順（旧→新）※1 保存した日付の古い順

タイトル名順 タイトルによって、（半角数字→半角英
大文字→半角英小文字→ひらがな→全
角カタカナ→漢字→絵文字１→絵文字
２→全角数字→全角英大文字→全角英
小文字→半角カタカナ）の順

ファイル
取得元順※２

取得元によって、空白→ｉモード→カ
メラ→データ交換→キャラ電→テレビ
電話の順

サイズ順（大→小）サイズの大きい順

サイズ順（小→大）サイズの小さい順
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詳細情報を表示する＜情報表示＞
表示される情報は、次のとおりです。

※１ 表示サイズは数値（ドット）で表示されます。

※２ miniSDメモリーカードの情報表示では、表示されません。

※３ 再生制限がない場合は表示されません。

※４ 音声のない動画／ｉモーションの場合は、表示されま

せん。

※５ コピー可能なコンテンツは可で表示されます。

例：マイピクチャの場合

1 待受画面でt911を押し、
フォルダを選んでtを押す。

2 データを選んでC5［情報表示］を押
す。

確認を終わるときはtまたはcを押します。

静止画や動画のFOMA端末外への出力
を制限する＜ファイル制限＞

静止画や動画のメール添付や、FOMA端末外への出

力ができないように設定できます。
FOMA端末で撮影したデータをファイル制限設定する

と、お客様がｉモードメールに添付して送信することは

できますが、受け取った相手がさらに他の方に送信する

ことはできなくなります。

サイトやインターネットホームページからダウンロードし

たデータや、ｉモードメールに添付されているデータ、テ

レビ電話中に撮影した静止画メモ、ｉアプリから保存した

データのファイル制限設定を変更することはできません。

FOMA SH902iSで撮影、または編集して作成したデータ

のみ設定を変更できます。

データを１件移動す
る

1→フォルダを選ぶ→t

フォルダ内のすべて
のデータを移動する

2→端末暗証番号（４～
８桁の数字）を入力→t→
フォルダを選ぶ→t

複数のデータを選ん
で移動する

3→データを選ぶt（く
り返し可）→C→フォルダ
を選ぶ→t

お知らせ

miniSDメモリーカードの場合、移動先フォルダ内の静止

画や動画／ｉモーション、メロディ、PDFのデータ数が

400件を超えると、超えた分のデータは移動できません。

miniSDメモリーカードの［マルチメディア］フォルダ内

のデータは［カメラフォルダ］には移動できません。

FOMA端末（本体）にて、データを別のフォルダに移動中、

c、Hを押すと［中止処理中］と表示されますが、移動

処理は中止されません。

項 目 マイピクチャ ｉモーション メロディ PDF

保存日時 ○ ○ ○ ○

保存日時（Exif）
（カメラ撮影画像のみ）

○ － － －

作成日時
－ －

○
（MFiのみ）

○

表示サイズ※１

（Flash画像を除く）
○ ○ － －

ファイルサイズ ○ ○ ○ ○

ファイルサイズ
（映像部）
（JPEG画像のみ）

○ － － －

ファイル形式
（Flash画像を除く）

○ ○ ○ ○

ファイル制限
［あり／なし］

○ ○ ○ ○

音色設定※２ － ○ ○ －

画面設定※２ ○ ○ － －

電話帳設定※２ ○ ○ ○ －

スケジュール／
ToDo設定※２ ○ ○ ○ －

テレビ電話設定※２ ○ － － －

伝言メモ設定※２ ○ － － －

所有者情報設定※２ ○ － － －

デイリーアラーム
設定※２ － ○ ○ －

スライドショー
設定※２ － － ○ －

作成者 － ○ － －

コピーライト － ○ － －

説明 － ○ － －

ファイル名 ○ ○ ○ ○

撮影日時
（JPEG画像のみ）

○ － － －

オリジナルタイトル － ○ ○ －

再生回数制限
［MobileMP4／
MP4］※３

－ ○ － －

再生期限制限
［MobileMP4／
MP4］※３

－ ○ － －

再生期間制限
［MobileMP4／
MP4］※３

－ ○ － －

音［AAC/AMR］※４ － ○ － －

取得元 ○ ○ ○ ○

故障時移行可否
［可／不可］※２ ○ － ○ ○

着信音設定
［可／不可、
MobileMP4／
MP4］

－ ○ － －

着信画面設定
［可／不可］

－ ○ － －

サラウンド再生
［可／不可］※４ － ○ － －

miniSDへの移動
［可／不可／可
（同一機種間）］※５

－ ○ － －

お知らせ

故障時移行可否は、お客様のFOMA端末を修理する際、

お客様の情報内容をドコモ指定の故障取扱窓口にて移

行することが可能かどうかを示します。（万が一、お客様

の情報内容の移行ができない場合および情報内容の消

失・変化に関し、当社としては責任を負いかねますので、

あらかじめご了承ください。）

故障時移行可否が［可］になるのは、移行を許可された、

ダウンロードした画像／メロディ／PDFです。

項 目 マイピクチャ ｉモーション メロディ PDF
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FOMA SH902iSで撮影した動画であっても、サイトやイ

ンターネットホームページから取得したｉモーション

や、ｉモーションメールの本文中に表示されているURL

から取得したｉモーションのファイル制限設定を変更す

ることはできません。

例：マイピクチャの場合

1 待受画面でt911を押し、
フォルダを選んでtを押す。

2 データを選んでC15［ファイル
制限］を押し、1［あり］を押す。

データを削除する＜削除＞

例：マイピクチャの場合

1 待受画面でt911を押し、
フォルダを選んでtを押す。

2 データを選んでC2［削除］を押す。
miniSDメモリーカード内のデータを削除すると

きは、フォルダ一覧画面で［→miniSD］→t→フォ

ルダを選ぶ→t→データを選ぶ→C→［削除］→

tを押します。

3 削除方法を選ぶ。

確認できる内容は次のとおりです。

シークレットデータの件数は、シークレットモードを［ON］

に設定しているときのみ表示されます。（nP.164）

1 待受画面でt312を押す。

TOPメニューから_（設定）→［一般設定］→［確認］

→［メモリ確認］の順に選択することもできます。

miniSDメモリーカードやFOMAカードのメモリ使

用状況を確認するときは、i［⇒miniSD］を押すと、

miniSDメモリーカード使用状況が表示されます。

もう一度i［FOMAカード］を押すと、FOMAカー

ドの使用状況が表示されます。

現在のメモリの使用状況が表示されます。

各画面のインジケータ、および目盛は目安です。

本体のメモリ確認中に、他の機能のメモリ使用状況

を表示するときは、wを押します。

確認を終了するときは、t、cまたはHを押

します。

電話帳の登録数はシークレットデータを含んで表

示されます。

メモリが足りなくなったり、保存件数をオーバーし

たときは、データやファイルを保存できません。

miniSDメモリーカードなどに保存したり、不要な

ファイルの削除をおすすめします。
保存件数を超えたときは、メモリに空きがあっても保存で

きません。不要なデータを削除してから保存してくださ

い。

画像やｉモーション、メロディ、キャラ電、ｉアプリのソ

フト、PDFデータを保存するときにメモリが足りなく

なったときは、［メモリが不足しているか保存可能件数を

超えました上書きしますか？］と表示され、不要なデータ

やファイルを削除して保存することもできます。

サイトから取得したFOMA端末外への出力が禁止されて

いるｉモーションを、miniSDメモリーカードに保存する

ときにメモリが足りなくなったときは、上書き確認画面

が表示され、［移行可能コンテンツ］フォルダ内のデータ

を削除して保存することができます。

データを１件削除する 1→［はい］→t
複数のデータをまと
めて削除する

2→データを選ぶt（くり
返し可）→C→［はい］→t

フォルダ内すべての
データを削除する

3→端末暗証番号 （４～
８桁の数字）を入力→t→

［はい］→t

お知らせ

待受画面や着信音などの各種機能に設定されている
データは、フォルダ内全件削除では削除できません。

マイピクチャの［プリインストール］フォルダ内のデー
タと、メロディの［プリインストール］フォルダ内のデー
タは削除できません。

メモリの使用状況を確認する＜メモリ確認＞

項　目 内　容

電話帳、スケジュール、ToDo 残り件数・登録件数・
シークレット件数

ブックマーク、テキストメモ 残り件数・登録件数

受信BOX、送信BOX、未送信
BOX、メッセージR／F、画面メモ

使用率（%）

データBOXのマイピクチャ、
ｉモーション、メロディ、キャラ
電、マイドキュメント、ｉアプリ

合計の使用率（%）

miniSDメモリーカード 容量・使用容量・空き容量

FOMAカード 電話帳残り件数・登録件
数・SMS使用率（%）

メモリ不足や保存件数オーバーになっ
たときは

本体 miniSDメモリーカード

FOMAカード
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1 上書き確認画面で
［はい］を選んでtを
押す。

2 データの種類を選んでtを押し、フォ
ルダを選んでtを押す。

3 データを選んでtを押す。
［E］が選択、［H］が解除の状態です。tを押すと

交互に切り替えることができます。

メモリの確保状態が100％になるまでデータを選

択します。

4 i［完了］を押し、［はい］を選んでtを
押す。

赤外線通信機能を搭載した他のFOMA端末などと、
電話帳やスケジュール、メール、静止画などのデータ

を送受信したり、ｉアプリで赤外線通信を利用する
ことにより、赤外線通信機能を搭載した機器と連動

したりできます。
FOMA端末の赤外線通信機能は、IrMC1.1に準拠していま

す。ただし、相手側の機器がIrMC1.1に準拠していても、機

能によっては送受信できないデータがあります。

SH902iSから他のFOMA端末へデータBOX内のデータ（マ

イピクチャ、ｉモーション、メロディなど）を赤外線通信で

送信できない場合があります。

赤外線通信中は圏外と同じ状態になります。そのため、着

信、通話、ｉモード、ｉモードメール送受信、SMS送受信、

メッセージR／F受信などはできません。

通話中は、赤外線通信できません。

FOMA端末の赤外線受信機能およびデータBOX内コンテン

ツ、トルカの赤外線送信機能はIrSimple1.0に対応しています。

データBOXのマイピクチャに保存されているJPEG画像

は、高速赤外線通信で送信することができます。（IrSS機

能※）（nP.310）

※ IrSSとは、IrSimple1.0準拠の片方向通信機能（Home 

Appliance Profile）です。

オールロック中やセルフモード中は、赤外線通信できません。
ダイヤル発信制限中は、電話帳の送受信ができません。
PIMロック中は、ロックされている機能のデータの受信が
できません。たとえば、電話帳のPIMロック中、電話帳を受
信できません。ただし、PIMロックを一時解除することで
送信することができます。

赤外線通信機能では、次のデータを送受信できます。

FOMA端末から送信できるデータ

お知らせ

FOMA端末（本体）のメモリが少なくなったときや、なく

なったときは、待受画面に［O］、［P］が表示されます。

赤外線通信

赤外線通信について

各種ロック中の動作について

O
（黄色）

メモリの空き容量が1.2Mバイト未満に
なったときに表示されます。

P
（赤色）

メモリの空き容量が100Kバイト未満に
なったときに表示されます。

赤外線通信を行うと

機　能
１ 
件

全
件

備　考

電話帳

○ ○

１件送信ではグループ情報、プッ
シュトーク電話番号、プッシュトー
クグループ情報は送信されません。
シークレット登録した電話帳は
シークレットモードを［ON］に設定
しないと１件送信できません。シー
クレットコード、指定着信音、指定
メール着信音、指定着信ランプ、指
定メール着信ランプ設定、キャラ電
設定は送信できません。電話帳全件
送信は、所有者情報も送信されま
す。また、シークレット登録した電
話帳も送信されます。

スケ
ジュール

○ ○

シークレット登録したスケジュー
ルはシークレットモードを［ON］に
設定しないと１件送信できません。
なお、全件送信の場合、シークレッ
トで登録されたデータも送信され
ます。アラーム時刻以外のアラーム
情報（鳴動時間、アラーム音選択、ア
ラーム音量選択）および連絡先、画
像設定の情報は送信されません。ま
た、終了日時が設定されていない
データは、終了日時に開始日時を設
定して送信されます。

ToDoリスト

○ ○

シークレット登録したToDoリスト
はシークレットモードを［ON］に設
定しないと１件送信できません。な
お、全件送信の場合、シークレットで
登録されたデータも送信され、受信
側では通常のデータとして保存され
ます。アラーム時刻以外のアラーム
情報（鳴動時間、アラーム音選択、ア
ラーム音量選択、連絡先の設定）は送
信できません。

テキスト
メモ

○ ○ －

ｉモード
メール、
SMS

○ ○

貼り付けられたデータ、添付ファイ
ル（トルカを除く）、保護メールも送
信されます。
添付不可のデータは送信できません。
ファイルサイズが10000バイト以上
の添付ファイルは送信できません。

ブック
マーク ○ ○

ｉモードブックマーク、フルブラウ
ザブックマークどちらも送信できま
す。フォルダ情報は送信できません。

データBOX
の静止画、動
画／ｉモー
ション、メロ
ディ、PDF

○ ×

サイトやインターネットホーム
ページからダウンロードしたり、受
信したｉモードメールに添付され
たデータで、ファイル制限ありの
データは送信できません。FOMA端
末にあらかじめ内蔵されている
データは送信できません。送信でき
るデータは静止画（JPEG）1.2Mバ
イト、静止画（GIF）500Kバイト、動
画800Kバイト、メロディ100Kバイ
ト、PDF1.2Mバイトまでです。

所有者情報
○ ※

受信側では電話帳として保存され
ます。
※ 電話帳の備考覧参照

トルカ
○ ×

ファイルサイズが１Kバイトを超え
るトルカは送信できません。
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FOMA端末で受信できるデータ

赤外線通信機能をお使いになるときのご
注意

上の図のように机などの安定した台の上に、受信側と送

信側FOMA端末の赤外線ポートが20cm以内に向き合う

ようにして置いてください。

次のときは、お互いの赤外線ポートを向き合わせたまま

にして、動かさないでください。

データを受信すると受信側に［○○○保存しますか？］

と表示され、［はい］［いいえ］を選択するまで。

データの送受信が終わるまで。

直射日光が当たっている場所や蛍光灯の真下、赤外線装

置の近くでは、これらの影響によって正常に通信できな

い場合があります。

赤外線ポートが汚れていると通信できにくくなります。

汚れているときは、傷つかないように柔らかい布で拭き

取ってください。

全件データの送受信には、端末暗証番号と認証パス

ワードの入力が必要になります。
端末暗証番号には、FOMA端末に設定されている現在の

端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力します。

認証パスワードは、赤外線通信のための専用パスワード

です。送受信を始める前にお好きな４桁の数字を決めて

おき、送信側・受信側で同じ数字を入力します。赤外線通

信するたびに変更してもかまいません。

機　能
１
件

全
件

格納場所 格納順

電話帳

○ ○

電話帳 １件受信時メモリ番
号は［010］以降で一
番若い空き番号が自
動的に付加されま
す。電話帳全件受信
は、ご契約の電話番
号以外の所有者情報
は上書きされます。
名前が未登録のデー
タが送信されたとき
は［No Name］と表
示されます。

スケ
ジュール

○ ○
スケジュール 開始日時順に登録

されます。

ToDo
リスト

○ ○
ToDo
リスト

期限順に登録され
ます。

テキスト
メモ

○ ○
テキストメモ 最終修正日時順に

登録されます。

ｉモード
メール、
SMS

○ ○
ｉモードメー
ル、SMS

受信日時／送信日
時／保存日時順に
登録されます。

ブック
マーク

○ ○

ブックマーク １件受信時は一番
上に登録されます。
全件受信時は利用
された古い順に登
録されます。

データBOX
の静止画、動
画／ｉモー
ション、メロ
ディ、PDF

○ ×

データBOXの
マイピク
チャ、ｉモー
ション、メロ
ディ、マイド
キュメント

一番上に登録され
ます。

所有者情報

○ ※

電話帳 １件受信時メモリ
番号［010］以降で一
番若い空き番号に
保存されます。
※ 電話帳の格納順

覧参照

トルカ ○ × トルカ －

お知らせ

miniSDメモリーカード内のデータは送受信できません。

全件受信時に上書きを選択すると、該当機能のデータが

すべて削除されますので、ご注意ください。

FOMAカード内の電話帳は送受信できません。

ブックマークを送受信した場合はフォルダ分けの設定は反

映されません。すべて［Bookmark］フォルダに保存されます。

トルカを赤外線送信した場合、トルカ（詳細）取得前の状

態で送信されます。ただし、送信された先で再度詳細を

取得することが可能です。

電話帳の１件送受信について
受信した電話帳のデータは、メモリ番号［010］以降で一

番若い空き番号が自動的に付加されます。ただし、

［010］以降に空きがないときは、［000］以降の空き番号

に付加されます。

グループ番号はすべて［指定なし］になります。

電話帳の全件受信について
全件受信時は、メモリ番号、シークレット設定、グループ

名、グループ番号、プッシュトーク電話番号、プッシュ

トークグループ名、プッシュトークグループ番号も登録

されます。

メールの１件送受信について
ｉアプリToが貼り付けられたｉモードメールの貼り付

け情報は、削除され、送受信されません。

絵文字の送受信について
絵文字が登録できる機能については、絵文字を送受信で

きます。ただし、ｉモード端末以外の携帯電話やパソコ

ンなどに送信した場合、正しく表示されないことがあり

ます。

ｉモードやｉアプリから取得したトルカについて
トルカによっては、メールに添付して送信したり、赤外

線通信で送信したり、miniSDメモリーカードにコピー

することができない場合があります。

お知らせ

赤外線通信が正常にできなかったときは、次のメッセー

ジが表示されます。

［認証に失敗しました　続けますか？］

［接続相手が見つかりません　続けますか？］

このような場合は、［はい］を選択すると、もう一度通信

をやり直すことができます。

正常に通信できなかったときは、FOMA端末を近づけて

もう一度通信してください。

赤外線通信で画像を送信すると元の画像より画質が劣

化したりファイルサイズが変わる場合があります。

IrSSは、片方向通信のため、受信側からの応答を確認せ

ずに送信します。このため、受信側が受け取れない場合

でも送信側は正常に終了します。

認証パスワードについて

お知らせ
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赤外線通信を利用して、FOMA端末のデータを１件

ずつ送受信できます。
送受信できるデータについては、P.342を参照してくださ

い。

送信したいデータのリスト画面や内容表示画面から

操作します。

例：電話帳の場合

1 電話帳リスト画面（nP.118）や内容
表示画面（nP.119）でデータを選ん
でCを押し、［赤外線送信］を選んでt
を押す。

サブメニューの番号を入力して操作できますが、

番号は送信するデータの種類や画面によって異な

ります。

2 受信側のFOMA端末を１件受信待ち
状態にし、1［送信］を押し、［はい］を
選んでtを押す。

送信が完了すると、［通信終了しました］と表示さ

れ、元の画面に戻ります。

赤外線通信を利用した１件受信は、赤外線受信画面

から操作します。

1 待受画面でt9221を押
し、［はい］を選んでtを押す。

TOPメニューから.（LifeKit）→［赤外線受信］→［受

信］の順に選択することもできます。

データ送信側のFOMA端末で、事前に１件送信状

態にしておきます。

受信待ち状態になります。30秒以内に送信側の

FOMA端末からデータが送信されると、自動的に

受信します。

受信が完了すると、確認画面が表示されます。

2［はい］を選んでtを押す。
電話帳を受信したときは、［プッシュトーク電話

帳に登録しますか？］と表示されます。登録する

ときは［はい］を選んでtを押します。電話番号が

複数登録されているときは、電話番号を選択しま

す。

同じ内容のブックマークが存在するときは、［同

一Bookmarkが存在します　保存しますか？］と

表示されます。現在のデータに上書きするとき

は、［はい］を選んでtを押します。

赤外線通信機能を利用して、FOMA端末のデータを

全件送受信できます。
送受信できるデータについては、P.342を参照してくださ

い。

送信したいデータのリスト画面から操作します。

例：電話帳の場合

1 電話帳リスト画面（nP.118）でCを
押し、［赤外線送信］を選んでtを押す。

サブメニューの番号を入力して操作できますが、

番号は送信するデータの種類や画面によって異な

ります。

2 2［全件送信］を押す。

3 受信側のFOMA端末を全件受信待ち
状態にし、端末暗証番号（４～８桁の数
字）を入力してtを押す。

4 認証パスワード（４桁の数字）を入力し
てtを押し、［はい］を選んでtを押す。

受信側で入力した認証パスワードと一致すると、

送信が開始されます。

送信が完了すると、［通信終了しました］と表示さ

れ、元の画面に戻ります。

赤外線通信を利用した全件受信は、赤外線受信画面

から操作します。
全件受信には、端末暗証番号と認証パスワードの入力が

必要です。

全件受信すると、受信したデータにより上書きされ、登録

していたデータはすべて削除されますので、ご注意くだ

さい。

1 待受画面でt9222を押
し、［はい］を選んでtを押す。

TOPメニューから.（LifeKit）→［赤外線受信］→

［全件受信］の順に選択することもできます。

データを１件ずつ送受信する

データを１件送信する＜赤外線送信＞

データを１件受信する＜赤外線受信＞

?

電話帳を受信した場合

データを全件送受信する

データを全件送信する＜赤外線全件送信＞

お知らせ

ブックマークを全件送信すると、受信側のブックマーク

一覧画面では利用された古い順に表示されます。

スケジュールを全件送信するときは、カレンダー表示また

はスケジュール全件表示にしてから操作してください。

データを全件受信する＜赤外線全件受信＞
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2 端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力
してtを押す。

3 送信側のFOMA端末を全件送信状態
にする。

送信側で入力した認証パスワードを覚えておいて

ください。

4 送信側と同じ認証パスワード（４桁の
数字）を入力してtを押す。

30秒以内に相手側のFOMA端末からデータが送

信されると、自動的に通信を開始します。

5［はい］を選んでtを押す。
データの受信中に全件受信を中止するときは、C

［中止］を押します。

受信が完了すると［通信終了しました］と表示さ

れ、元の画面に戻ります。

実行中のソフトから、赤外線通信機能（nP.342）を

利用できます。また、赤外線通信からｉアプリを起

動することもできます。
セルフモード中は、赤外線通信機能を利用できません。

ｉアプリのPIMロック中はｉアプリを起動できません。

1 ソフト実行中に赤外線通信を起動し、
［はい］を選んでtを押す。

赤外線通信の起動方法は、ソフトによって異なり

ます。

赤外線通信を開始します。

赤外線通信を中止するときは、Cを押します。

ｉアプリ起動機能を持つ赤外線通信機器からの赤

外線通信中に、ｉアプリ起動の信号を受信すると、

ソフトを起動できます。
ｉアプリTo設定を［許可しない］に設定しているときは、

赤外線通信からｉアプリを起動できません。

ｉアプリ待受画面として起動することはできません。

1 待受画面でt9221を押す。
受信待ち状態になります。詳しくは、P.344「データ

を１件受信する＜赤外線受信＞」の操作１を参照

してください。

2 送信側からｉアプリ起動の信号を受
信すると、ソフトが起動する。

ｉアプリのソフトからFOMA端末の赤外線ポート

を利用して、テレビやビデオなど赤外線リモコンに

対応した機器を操作できます。
赤外線リモコン機能に対応したｉアプリのソフトが必要

です。（お買い上げ時に登録されている「Gガイド番組表リ

モコン」は、赤外線リモコン機能に対応しています。）

セルフモード中は、赤外線リモコン機能を使用できません。

赤外線リモコン機能に対応したｉアプリを起動し、

FOMA端末の赤外線ポートをテレビやビデオなどの

リモコン受光部の正面に向けて、リモコン操作を行

います。

実際の操作方法はｉアプリのソフトによって異なりま

す。「Gガイド番組表リモコン」については、P.276を参照し

てください。

操作できる距離は、およそ４mです。（相手側の機器や周

囲の明るさなどによって、変わります。）

赤外線リモコンの送信中は、［J］が点灯します。

FOMA端末をボイスレコーダーとして利用できます。

ボイスレコーダーは、動画撮影機能を利用したもの

で、［音声のみ］（＝映像なし）の動画データとして、

miniSDメモリーカードの［マルチメディア ］フォルダ

に保存されます。

miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途

miniSDメモリーカードが必要となります。miniSDメ

モリーカードをお持ちでない場合は、家電量販店など

でお買い求めいただけます。（nP.329）
32MバイトのminiSDメモリーカードに保存する場合は、

最長約５時間です。

ｉアプリと連携して赤外線通信
を行う

ｉアプリから赤外線通信を起動する

赤外線通信からｉアプリを起動する

赤外線リモコン

赤外線リモコン機能を利用する

リモコン操作を行う

お知らせ

相手側の機器によっては、正常に操作できない場合があ

ります。

直射日光が当たっている場所や蛍光灯の真下、赤外線装

置の近くなどでは、正常に操作できない場合があります。

ボイスレコーダー

ボイスレコーダーとして使う
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録音データは、最大400件まで保存できます。（録音時間に

より保存件数は変わります。）１件あたり最長６時間まで

録音できます。400件を超えて録音しようとした場合、「録

音処理に失敗しました。」とメッセージが表示されボイス

レコーダーが終了します。余分なデータを削除して録音

し直してください。

録音した音声は、ビデオプレーヤ（nP.315）で再生でき

ます。

録音したデータは、ファイル制限なしのファイルとして

保存されます。

録音距離は、1.5m以内をおすすめします。

レコーダー設定保持を［ON］に設定すると、設定を記憶し

ておくことができます。

1 待受画面でt932を押し、t
［録音］を押す。

TOPメニューから?（メディアツール）→［ボイスレ

コーダー］の順に選択することもできます。

録音を開始すると、シャッター音が鳴り、ピク

チャーライトが自動的に点滅します。録音を終了

すると自動的に消灯します。（録音中に消灯させる

ことはできません。）

録音を一時停止するときはiを押します。録音を

再開するときはiを押します。

2 録音を止めるときはt［停止］を押す。
残時間表示が00:00:00になったとき（録音中に

ファイルサイズ制限に達したときや、miniSDメモ

リーカードの空き容量がなくなったとき）は、自動

的に録音が停止します。

3 1［保存］を押す。
録音した音声を再生するときは、2を押します。

再生を一時停止するときはt［ポーズ］、停止する

ときはaを押します。cを押すと、元の画面に

戻ります。

保存しないときは、3を押し、［はい］を選んで

tを押します。

ボイスレコーダーでは次の設定ができます。詳しく

は、動画撮影を参照してください。

データBOXを表示する＜データBOX表示＞
指定されている保存先フォルダのファイルを表示し

ます。

待受画面でt932を押し、
C1［データBOX表示］を押す。

ノイズキャンセラを設定する
＜ノイズキャンセラ＞

音声のノイズを少なくするときに設定します。
お買い上げ時は、［ON］に設定されています。

1 待受画面でt932を押し、
C2［ノイズキャンセラ］を押す。

2 1［ON］を押す。

セルフタイマーを設定する
＜セルフタイマー＞

お買い上げ時は、［OFF］に設定されています。

1 待受画面でt932を押し、
C3［セルフタイマー］を押す。

2 1［ON（２秒）］を押す。
２秒以外の時間に設定するときには2［ON（５

秒）］または3［ON（10秒）］を押します。

ボイスレコーダーの設定を保持する
＜レコーダー設定保持＞

ボイスレコーダーの設定を記憶しておくことができ

ます。
お買い上げ時は、［ON］に設定されています。

1 待受画面でt932を押し、
C4［レコーダー設定保持］を押す。

2 1［ON］を押す。

FOMA端末（本体）やminiSDメモリーカード内の

PDFデータを表示したり、AV出力することができま

す。また、サイトやインターネットホームページから

PDFデータをダウンロードして表示・保存すること

もできます。（nP.211）
表示するファイルはあらかじめデータBOXのマイド

キュメント、またはminiSDメモリーカードの

¥PRIVATE¥DOCOMO¥DOCUMENT¥PUDxxxフォルダ

に置いてください。miniSDメモリーカードに保存する場

合は、保存してからminiSDメモリーカードの管理情報を

更新してください。（nP.331、P.337）

miniSDメモリーカード内のPDFデータを表示するとき

は、あらかじめminiSDメモリーカードを装着しておいて

ください。

※ パソコンでは、ファイルの種類を識別するために、ファイ

ル名の末尾に「.pdf」などの拡張子と呼ばれる英数字を付

けています。（パソコンの設定によっては、表示されない場

合があります。）詳しくは、ご使用のパソコンやソフトウェ

アに付属の取扱説明書などをご覧ください。

録音する

お知らせ

録音中にFOMA端末を閉じても録音は継続され、サブ

ディスプレイに［ボイス録音中］と表示されます。

録音中に音声電話やテレビ電話がかかってくると、録音

が自動的に停止し、電話に出ることができます。通話終

了後、保存確認画面が表示されます。

録音した音声は、ビデオプレーヤで再生できます。

miniSDメモリーカードのｉモーションのフォルダ一覧

画面で［マルチメディア ］を選択します。（nP.317）

ボイスレコーダーの設定を変える

PDF対応ビューア

PDFデータを表示する
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1 待受画面でt935を押す。
TOPメニューから?（メディアツール）→［PDF対

応ビューア］の順に選択することもできます。

TOPメニューから+（データBOX）→［マイドキュ

メント］の順に選択することもできます。

待受画面でt915を押しても操作でき

ます。

2 フォルダを選んでtを押す。
次のページを表示するときはr、前のページを表

示するときはqを押します。

miniSDメモリーカード内のPDFデータを表示す

るときは、［→miniSD］を選んでtを押すか、

C6を押します。

PDFマークの見かた
z：すべてのページをダウンロードしたPDFデータ

<：ページ単位で部分的にダウンロードしたPDF

データ

>：通信が途中で切断された場合など、ダウンロード

に失敗したPDFデータ

ｉモードなどでダウンロードしたPDFデータには

［2］が、miniSDメモリーカードから取得したPDF

データには［3］が表示されます。

ファイル制限ありのPDFデータには［l］が表示

されます。

3 ファイルを選んでtを押す。
ページ単位で部分的にダウンロードしたPDFデー

タの場合、［続きのページをダウンロードします

か？］と表示されることがあります。［はい］を選ん

でtを押すと、続きのページのダウンロードが開

始されます。

ダウンロードに失敗したPDFデータを選択した場

合、［データが不足しています　残り全てをダウン

ロードしますか？］と表示されます。［はい］を選ん

でtを押すと、ダウンロードが開始されます。

表示倍率などの表示方法

が設定されているPDF

データは、設定に従って

表示されます。

内容表示画面の操作方法
PDF対応ビューアの内容表示画面では次の機能を利用で

きます。

画面スク
ロールする

上下 上：o　下：p
左右 左：q　右：r

ページ全体を表示
する

t［フィット］

等倍で表示する
（［フィット］表示の
とき）

t［等倍］

全画面表示する i
全画面表示を終了すると
きはcを押します。

次のページを表示
する

a

前のページを表示
する

m

内容表示画面

終了する H
保存されていないファイ
ルがある場合は、保存確認
画面が表示されます。

お知らせ

マルチメディアのPIMロック中にファイルを表示する

ときは、端末暗証番号の入力が必要です。

現在のPDFデータの参照先（FOMA端末（本体）または

miniSDメモリーカード）は、PDF対応ビューアをいった

ん終了しても記録され、次回、PDF対応ビューアを起動

したときにも同じ参照先となります。

PDFデータによってはパスワードの入力が必要な場合

があります。パスワード（最大32桁）を入力してtを押

してください。

PDF対応ビューアに対応していない形式や複雑なデザ

インなどを含むドキュメントの場合、正しく表示されな

いことがあります。

作成したソフトによっては、表示できない場合がありま

す。

ファイルによっては、表示されるまでに時間がかかった

り、すべてを表示できない場合もあります。

ファイル名に、～ 、‖、－ 、¢、£、¬ が含まれるPDF

データは、非対応となっています。

全画面表示での操作

ズーム（拡大） 画面を倍率10％ずつ拡大表
示します。1000％まで拡大表
示できます。

ズーム（縮小） 画面を倍率10％ずつ縮小表
示します。２％まで縮小表示
できます。

表示を回転 画面表示を左または右に90
度回転して表示します。

画面
設定

ページ
レイア
ウト

単一
ページ

１ページ単位で表示します。
（お買い上げ時）

見開き
ページ

複数のページがある場合に、
２ページ単位で左右に並べ
て表示します。

表示 全体
表示

ページ全体を表示します。
（お買い上げ時）

実際の
大きさ

PDFデータのサイズに合わせ
て表示します。

幅に
合わせる

PDFデータの横幅をディスプ
レイの横幅に合わせて表示
します。

スクロールバー
表示

スクロールバーを表示する
かどうかを設定できます。お
買い上げ時は［ON］に設定さ
れています。

ページ番号表示 ページ番号を表示するかど
うかを設定できます。お買い
上げ時は［ON］に設定されて
います。

上下左右に移動する w
拡大／縮小する 3／1
左に90度回転する 2
表示イメージを静止画として保存する 8
前のページを表示する m
次のページを表示する a
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画面
設定

拡大率表示 拡大率を表示するかどうか
を設定できます。お買い上げ
時は［ON］に設定されていま
す。

ページ
移動

最初のページ 複数のページがある場合に、
最初のページに移動します。

最後のページ 複数のページがある場合に、
最後のページに移動します。

指定のページ 複数のページがある場合に、
文書中のページを指定して
表示します。

しおり・
マーク

しおり
表示

しおり あらかじめPDFデータに登録
されているしおりのタイトル
を最大50件まで表示し、選択し
たしおりにジャンプします。

ｉモード
しおり

追加したしおりを表示し、選
択されたしおりにジャンプ
します。しおりの削除やタイ
トルの変更、詳細情報を表示
することもできます。

しおりの追加 しおりを追加します。拡大率
や、回転した状態を保持したま
ま追加することもできます。最
大10件まで登録できます。

マーク表示 マークの一覧を表示します。
マークを削除することがで
きます。

マークの追加 表示されている画面の中央
にマークを追加します。最大
10件まで登録できます。

検索 最大半角16文字までの文字
列を検索し、検索結果を反転
して表示します。

検索条件設定 検索条件を設定できます。

リンク表示／ビューア表示 リンク表示とビューア表示
を切り替えます。リンク表示
にすると、ファイル内へのリ
ンクや、Web To、Mail To、
Phone To（AV Phone To）な
どを利用できます。

画面切り出し 画面の一部を切り出し、JPEG
形式の画像として保存するこ
とができます。

AV出力切替 FOMA端末と専用のケーブ
ルを使って、PDFデータをテ
レビ画面に表示できます。
AV出力については、P.360を
参照してください。

保存 PDFデータをFOMA端末（本
体）やminiSDメモリーカード
に保存します。

文書のプロパティ PDFデータのプロパティを表
示します。表示される情報は
タイトル、作成者、サブタイ
トル、キーワード、作成日時、
更新日時、アプリケーショ
ン、PDF変換、ファイルサイズ
です。

情報表示 PDFデータの情報を表示しま
す。表示される情報は保存日
時、作成日時、ファイルサイ
ズ、ファイル形式、ファイル制
限、ファイル名、取得元、故障
時移行可否です。

ライトアップ 最大の明るさで表示します。

残り全てを取得 ページ単位で部分的にダウ
ンロードしたPDFデータや、
ダウンロードに失敗したPDF
データの、ダウンロードして
いない部分をすべてダウン
ロードできます。

操作ガイド 操作ガイドブックを呼び出
して、操作方法を調べること
ができます。

画面を拡大／縮小する＜ズームイン／ズームアウト＞

1 内容表示画面（nP.347）でC1
2 wでズームの中心位置を画面の中央にスク

ロール ? C［拡大］／i［縮小］
さらに拡大／縮小するとき：C［拡大］／i［縮小］

終了するとき：tまたはc

表示を回転する＜表示を回転＞

内容表示画面（nP.347）でC21［右に90°回転］
左に90度回転するとき：C22

ページのレイアウトを設定する＜ページレイアウト＞

内容表示画面（nP.347）でC31 ? ページレ
イアウトの種類を選ぶ ? t

画面表示方法を設定する＜表示＞

内容表示画面（nP.347）でC32 ? 表示の種
類を選ぶ ? t

スクロールバー、ページ番号、拡大率を表示する
＜スクロールバー表示、ページ番号表示、拡大率表示＞

1 内容表示画面（nP.347）でC3
2 スクロールバーを表示するときは3

ページ番号を表示するとき：4
拡大率を表示するとき：5

3 1

指定したページを表示する＜ページ移動＞

内容表示画面（nP.347）でC43 ? ページ番
号を入力 ? t

最初のページを表示するとき：C41
最後のページを表示するとき：C42

しおりを追加する＜しおりの追加＞

1 内容表示画面（nP.347）でC52
2 ［OK］ ? t

しおりのタイトルを編集してから追加すると

き：［タイトル編集］ ? t ? タイトルを編集 ? t
すでにしおりが10件登録されているとき：［OK］ ? 
t ? ［はい］ ? t ? 上書きするしおりを選ぶ ? t

しおりの一覧を表示する＜しおり表示＞

1 内容表示画面（nP.347）でC51
2 あらかじめ登録されているしおりを表示する

ときは1
ｉモードしおりを表示するとき：2

3 しおりにジャンプするときは、しおりを選ぶ ? t
ｉモードしおりのタイトルを編集するとき：

C2 ? タイトルを編集 ? t
ｉモードしおりの詳細情報を表示するとき：

C3 ? 確認を終わるときはtまたはc

ｉモードしおりを削除する＜１件削除＞

1 内容表示画面（nP.347）でC512 ? 

ｉモードしおりを選ぶ ? C1
2 1

複数のｉモードしおりをまとめて削除するとき：

2 ? ｉモードしおりを選ぶt（くり返し可）? C
すべてのしおりを削除するとき：3 ? 端末暗

証番号（４～８桁の数字）を入力 ? t
3 ［はい］ ? t

dv35_j.book  348 ページ  ２００６年５月１６日　火曜日　午後６時５８分



349

デ
I
タ
表
示
／
編
集
／
管
理
／
音
楽
再
生

P
D
F
対
応
ビ
ュ
Ｉ
ア

ショートカットキーについて
内容表示画面でよく使う操作は以下のボタンに割り当て

られ、ワンタッチで操作可能です。

※１ ボタンを押すたびに小さくなります。ボタンを押し続

けると、徐々に小さくなります。

※２ ボタンを押すたびに大きくなります。ボタンを押し続

けると、徐々に大きくなります。

マークを追加する＜マークの追加＞

1 内容表示画面（nP.347）でC54
2 ［はい］ ? t

すでにマークが10件登録されているとき：

［はい］ ? t ? 上書きするマークを選ぶ ? t

マークの一覧を表示する＜マーク表示＞

内容表示画面（nP.347）でC53

マークを削除する＜１件削除＞

1 内容表示画面（nP.347）でC53 ? マー

クを選ぶ ? C1
2 1

複数のマークをまとめて削除するとき：2 ? 

マークを選ぶt（くり返し可）? C
すべてのマークを削除するとき：3 ? 端末暗

証番号（４～８桁の数字）を入力 ? t
3 ［はい］ ? t

文字列を検索する＜検索＞

1 内容表示画面（nP.347）でC6 ? 文字列を

入力 ? t
2 続けて次へ検索するときはaまたはC1

続けて前へ検索するとき：mまたはC2
新規検索するとき：C3 ? 文字列を入力 ? t
検索条件を設定するとき：C4
検索を中止するとき：検索中画面でtまたはc

3 検索モードを終了するときはiまたはc

検索条件を設定する＜検索条件設定＞

1 内容表示画面（nP.347）でC7
2 大文字と小文字を区別して検索するときは

1
単語に完全一致する文字列を検索する条件を設

定するとき：2
3 1

リンク表示モードにする＜リンク表示＞

内容表示画面（nP.347）でC8
元の表示に戻すとき：C1またはc

表示イメージを静止画として保存する＜画面切り出し＞

内容表示画面（nP.347）でCr1 ? ［はい］ ? t

ファイルを保存する＜保存＞

内容表示画面（nP.347）でCr2 ? フォルダを
選ぶ ? t

文書のプロパティを表示する＜文書のプロパティ＞

内容表示画面（nP.347）でCr5
確認を終わるとき：t

ライトアップする＜ライトアップ＞

内容表示画面（nP.347）でCr6

PDFデータをすべて取得する＜残り全てを取得＞

内容表示画面（nP.347）でCr7 ? ［はい］ ? t

操作ガイドを表示する
内容表示画面（nP.347）でCr8

PDFデータをテレビ画面に表示する＜AV出力切替＞

AV出力切替については、P.360を参照してください。

お知らせ

左90度回転について
操作するたびに、さらに左（［右90°回転］のときは右）に

90度回転して表示します。

ページレイアウトについて
サイトやインターネットホームページから起動した場

合は［単一ページ］で表示され、切り替えできません。

しおり、マークの追加について
追加したしおりはしおり一覧、追加したマークはマーク

一覧の最後に追加されます。

miniSDメモリーカードや赤外線通信でパソコンなどに

PDFデータを移動した場合、追加したしおりが消去され

る場合があります。

検索について
検索文字列入力画面には、前回検索した文字列が表示さ

れます。

最後のページまで検索した場合は、先頭から検索するか

どうかの確認画面が表示されます。［はい］を選択する

と、先頭から検索します。

操作２で新規検索したときは、先頭から検索します。前

回の検索結果は消去されます。

リンク表示について
リンク表示モードにしたときは、画面をスクロールでき

ません。

Web To、Mail To、Phone To（AV Phone To）について

は、P.213を参照してください。

画面切り出しについて
PDFデータのセキュリティ設定によっては、切り出しで

きない場合があります。

画面切出表示されている文書のイメージを［待受：240

×320］のサイズで切り出して、静止画（JPEG画像）とし

てFOMA端末（本体）に保存できます。

PDFデータから切り出した画像は、メール送信や

miniSDメモリーカードへのコピーなど、FOMA端末の

外部に出力することはできません。

AV出力中は、画面切り出しできません。

文書のプロパティについて
PDFデータに設定されていない項目は表示されません。

ボタン 操 作 ページ

m 前ページ表示

P.347

a 次ページ表示

1 ズームアウト※１

2 左90度回転

3 ズームイン※２

4 指定ページへ移動

5 しおり・マーク

6 検索

7 リンク表示

8 画面切り出し

9 画面設定

0 保存

i 全画面表示

* AV出力実行

# 操作ガイド

#（１秒以上） ライトアップ

お知らせ
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PDFデータをフォルダに分けて管理したり、タイト

ル編集や削除、ソートすることができます。
ファイル制限されていないPDFデータは、miniSDメモ

リーカードにコピーしたり（nP.332）、赤外線機能を利

用して他のFOMA端末などに送信することもできます。

（nP.342）

最大20個のフォルダを作成して、ファイルを管理で

きます。

フォルダを作成する＜フォルダ新規作成＞

1 待受画面でt935を押し、
C11［フォルダ新規作成］を押
す。

2 フォルダ名を入力してtを押す。
「新しいフォルダ」名を削除するときは、c（１秒

以上）を押します。

フォルダ名を編集する＜フォルダ名編集＞

1 待受画面でt935を押し、
フォルダを選んで C12［フォル
ダ名編集］を押す。

2 フォルダ名を編集してtを押す。
フォルダ名を削除するときはフォルダ名編集画面

でc（１秒以上）を押します。

フォルダを削除する＜削除＞

1 待受画面でt935を押し、
フォルダを選んでC2［削除］を押
す。 

2 削除方法を選ぶ。

PDFデータを削除したり並べ替えることができます。

タイトルを変更する＜タイトル編集＞

1 待受画面でt935を押し、
フォルダを選んでtを押す。

2 ファイルを選んでC1［タイトル編
集］を押す。

3 タイトルを編集してtを押す。
タイトルを削除するときはタイトル編集画面で

c（１秒以上）を押します。

データを並べ替える＜ソート＞
一覧の表示順番を、次のいずれかに変更できます。

PDF対応ビューアを終了しても、表示順番は変更された

ままです。

お買い上げ時は、［日付順（新→旧）］に設定されています。

※ ファイルの種類により取得元は異なります。

1 待受画面でt935を押し、
フォルダを選んでtを押し、
C61［ソート］を押す。

2 ソート方法を選んでtを押す。

データを別のフォルダに移動する＜移動＞

1 待受画面でt935を押し、
フォルダを選んでtを押す。

PDFデータを管理する

フォルダを管理する

お知らせ

フォルダ名は最大全角９文字（半角18文字）まで入力で

きます。

お知らせ

自分で作成したフォルダ以外は変更できません。

フォルダを１件削除
する

1→端末暗証番号（４～８
桁の数字）を入力→t→

［はい］→t
複数のフォルダをま
とめて削除する

2→フォルダを選ぶt（く
り返し可）→C→端末暗証番
号（４～８桁の数字）を入力 
→t→［はい］→t

フォルダは残して
フォルダ内のすべて
のデータを削除する

3→端末暗証番号（４～８
桁の数字）を入力→t→

［はい］→t
すべてのフォルダを
削除する

4→端末暗証番号（４～８
桁の数字）を入力→t→

［はい］→t

お知らせ

自分で作成したフォルダ以外は削除できません。

保存されているデータごと削除されます。

PDFデータを管理する

お知らせ

最大全角25文字（半角50文字）まで入力できます。

各表示画面でのタイトル表示は、最大全角７文字（半角

14文字）です。（タイトル名が最大全角７文字（半角14文

字）を超えると、表示されるタイトル名は、最大全角６文

字（半角12文字）までです。）

日付順
（新→旧）

保存した日付の新しい順

日付順
（旧→新）

保存した日付の古い順

タイトル名順 タイトルによって、（半角数字→半角英大文
字→半角英小文字→ひらがな→全角カタカ
ナ→漢字→絵文字１→絵文字２→全角数字
→全角英大文字→全角英小文字→半角カタ
カナ）の順

ファイル
取得元順※ 

取得元によって、空白→ｉモード→データ
交換の順

サイズ順
（大→小）

サイズの大きい順

サイズ順
（小→大）

サイズの小さい順
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2 ファイルを選んでC41［移動］を
押す。

3 移動方法を選ぶ。

詳細情報を表示する＜情報表示＞

1 待受画面でt935を押し、
フォルダを選んでtを押す。

2 ファイルを選んでC3［情報表示］を
押す。

内容表示画面のときは、Cr4を押します。

確認を終わるときは、tまたはcを押します。

データを削除する＜削除＞

1 待受画面でt935を押し、
フォルダを選んでtを押し、ファイル
を選んでC2［削除］を押す。

miniSDメモリーカード内のファイルを削除する

ときはフォルダ一覧画面でC6を押し、フォル

ダを選んでtを押し、ファイルを選んでC2を

押します。

2 削除方法を選ぶ。

miniSDメモリーカード内のMicrosoft Wordファイ

ル、Microsoft Excelファイルや画像ファイルなどを、

FOMA端末のディスプレイに表示したり、AV出力す

ることができます。

miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途

miniSDメモリーカードが必要となります。miniSDメ

モリーカードをお持ちでない場合は、家電量販店など

でお買い求めいただけます。（nP.329）
表示できるファイルの種類（拡張子※）

Microsoft Word（.doc）、Microsoft Excel（.xls）、Microsoft 

PowerPoint（.ppt）、Plain Text（.txt）、JPEG（.jpg、.jpeg）、

GIF（.gif）、PNG（.png）、BMP（.bmp）

閲覧するファイルはあらかじめminiSDメモリーカードの

¥PRIVATE¥SHARP¥DOCUMENTフォルダに置いてくだ

さい。（nP.332）

操作の前にFOMA端末のminiSDメモリーカードスロット

にminiSDメモリーカードを装着しておいてください。

SH506iC、SH900i、SH901iCをご利用のお客様で、miniSDメ

モリーカードの¥PRIVATE¥SHARP¥DOCUMENTフォルダ

にPDFデータを保存している場合は、¥PRIVATE¥DOCOMO

¥DOCUMENT¥PUDxxxフォルダに移動する必要がありま

す。

※ パソコンでは、ファイルの種類を識別するために、ファイ

ル名の末尾に、「.doc」や「.xls」など拡張子と呼ばれる英数

字を付けています。（パソコンの設定によっては、表示さ

れない場合があります。）詳しくは、ご使用のパソコンや

ソフトウェアに付属の取扱説明書などをご覧ください。

1 待受画面でt934を押す。
TOPメニューから?（メディアツール）→［ドキュ

メントビューア］の順に選択することもできます。

TOPメニューから.（LifeKit）→［miniSD管理］→

［miniSDデータ参照］→［ドキュメントビューア］

の順に選択することもできます。

2 フォルダを選んでtを押す。
次のページを表示すると

きはr、前のページを表

示するときはqを押し

ます。

3 ファイルを選んでtを押す。

ファイルを１件
移動する

1→ファイルを選ぶ→t

複数のファイルを
まとめて移動する 

2→ファイルを選ぶt（くり
返し可）→C→フォルダを選ぶ
→t

フォルダ内の
すべてのファイル
を移動する

3→端末暗証番号（４～８桁
の数字）を入力→t→フォルダ
を選ぶ→t

お知らせ

表示される情報は保存日時、作成日時、ファイルサイズ、

ファイル形式、ファイル制限、ファイル名、取得元、故障

時移行可否です。

ファイルを１件削除
する

1→［はい］→t

複数のファイルを
まとめて削除する

2→ファイルを選ぶt（く
り返し可）→C→［はい］→t

フォルダ内のすべて
のファイルを削除
する

3→端末暗証番号 （４～８
桁の数字）を入力→t→

［はい］→t

ドキュメントビューア

Word、Excelファイルなどを表
示する

内容表示画面
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内容表示画面の操作方法
ドキュメントビューアの内容表示画面では次の機能を利

用できます。

上下左右にスク
ロールする

上：o　下：p
左：q　右：r

ディスプレイ中央
にページ全体を表
示する

t

全画面表示 i
全画面表示を終了するとき
はiを押します。

次のページを表示 a［▼ページ］

前のページを表示 m［▲ページ］

お知らせ

全画面表示での操作

マルチメディアのPIMロック中にドキュメントビュー

アを起動するときは、端末暗証番号の入力が必要です。

ドキュメントビューア利用時のご注意
ファイル内容によっては、パソコンなどの機器で表示し

た内容と一部異なる場合があります。

ファイルサイズによっては、表示されるまでに時間
がかかる場合があります。また、すべてを表示できな
い場合もあります。
ドキュメントビューアが対応しているフォントの種類は
パソコンなどと異なっておりますので、フォントの種類
によって正しく表示されない場合があります。
ファイル名が拡張子を含めて231文字以上のファイ
ルは表示されません。
Microsoft Excelのワークシートの１つのセルに表示
される数値の桁数は、パソコンなどと異なって表示さ
れる場合があります。また、元号は表示できません。

ファイル一覧画面に表示できるのは、１フォルダ400

ファイルまでです。

画面切り出しを行ったときに、切り出した画像が粗い場

合があります。このようなときは、全画面表示にして画

面切り出しを行ってください。

ドキュメントビューアで表示されるファイルの詳細に

ついては、http://k-tai.sharp.co.jp/products/d/sh902is/

をご覧ください。

ドキュメントビューア起動中にテレビ電話の発着信、パ

ケット通信を行うとドキュメントビューアは終了します。

画面縮小 画面を縮小表示します。

表示を回転 画像表示を左90度回転と回転なしを切
り替えて表示します。

画面拡大 画面を拡大表示します。

ルーペ 文字を判別するときなどに、カーソル
を合わせた部分を画面下部に拡大して
表示できます。カーソルの移動に合わ
せて画面下部の表示も変わります。
ルーペ表示部分を拡大／縮小すること
もできます。

上下左右に移動する w
拡大／縮小する 3／1
左に90度回転⇔回転なし 2
表示イメージを静止画として保存する 61
サブメニューを表示する C
前のページを表示する m
次のページを表示する a
全体を表示する t
ライトアップする #（１秒以上）

移動 画面内移動 表示中のページ（文書）の左上、右上、左
下、右下や中央を、倍率を変えずに表示
できます。

指定ページ
表示

複数のページがある場合は、文書中の
ページを指定して表示できます。

画面
切り
出し

画像保存 表示されている文書のイメージを［待
受：240×320］のサイズで切り出して、
静止画（JPEG）としてminiSDメモリー
カードに保存できます。

メール作成 切り出した静止画をｉモードメールに
添付して送信できます。

AV出力切替 FOMA端末と専用のケーブルを使って、文
書をテレビ画面に表示できます。AV出力に
ついては、P.360を参照してください。

ライトアップ 最大の明るさで表示します。

操作ガイド 操作ガイドブックを呼び出して、操作
方法を調べることができます。

画面拡大／画面縮小する＜画面拡大／画面縮小＞

内容表示画面（nP.351）でC3
さらに拡大するとき：C3
縮小して表示するとき：C1
さらに縮小するとき：C1
全体を表示するとき：t

表示を左に90度回転する＜表示を回転＞

内容表示画面（nP.351）でC2
元の表示に戻すとき：C2

ルーペで拡大して表示する＜ルーペ＞

内容表示画面（nP.351）でC4 ? ［/］カーソル
を移動

ルーペ表示部分を拡大／縮小するとき：C3／

C1
ルーペを終了するとき：tまたはc

ページの端や中央を表示する＜画面内移動＞

内容表示画面（nP.351）でC51 ? 移動方向
を選ぶ ? t

指定したページを表示する＜指定ページ表示＞

内容表示画面（nP.351）でC52 ? ページ番
号を入力 ? t

表示イメージを静止画として保存する＜画像保存＞

内容表示画面（nP.351）でC61
ｉモードメールに添付して送るとき：C62

指定ページ表示画面左に90度回転画面

画面内移動画面
（左上を選んだ場合）

ルーペ拡大画面
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ショートカットキーについて
内容表示画面でよく使う操作は以下のボタンに割り

当てられ、ワンタッチで操作可能です。

※１ ボタンを押し続けると、連続してスクロールします。

※２ ボタンを押すたびに小さくなります。ボタンを押し続

けると、だんだん小さくなります。

※３ ボタンを押すたびに大きくなります。ボタンを押し続

けると、だんだん大きくなります。

ドキュメントビューアでminiSDメモリーカードの

［ドキュメント］フォルダにおさめられているファイ

ルの削除、詳細情報表示、ファイルの並べ替えを行う

ことができます。

［ドキュメント］フォルダ以外のフォルダにおさめら

れているファイルは操作できません。マイピクチャか

ら操作してください。（nP.339）

miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途

miniSDメモリーカードが必要となります。miniSDメ

モリーカードをお持ちでない場合は、家電量販店など

でお買い求めいただけます。（nP.329）

ファイルを並べ替える＜ソート＞
［ドキュメント］フォルダ内の表示順番を、次のいず

れかに変更できます。
お買い上げ時は、［タイトル名順］に設定されています。

ドキュメントビューアを終了しても、表示順番は変更さ

れたままです。

1 待受画面でt934を押し、
フォルダを選んでtを押し、C3
［ソート］を押す。

2 ソート方法を選んでtを押す。

詳細情報を表示する＜情報表示＞

1 待受画面でt934を押し、
フォルダを選んでtを押す。

2 ファイルを選んでC2［情報表示］を
押す。

確認を終わるときは、tまたはcを押します。

文書をテレビ画面に表示する＜AV出力切替＞

AV出力切替については、P.360を参照してください。

ライトアップする＜ライトアップ＞

内容表示画面（nP.351）でC8

表示中の照明を設定する＜バックライト点灯時間＞

1 ファイル一覧画面でC4
2 常にONにするときは2

照明設定に従うとき：1

お知らせ

画面縮小について
ファイルを開いたときの表示サイズより縮小すること

はできません。

画像保存について
miniSDメモリーカードの空き容量がないときは、画面

切り出しできません。

AV出力中は、画面切り出しできません。

AV出力について
詳しくは、P.360を参照してください。

ライトアップについて
AV出力中は、ライトアップできません。

バックライト点灯時間について
お買い上げ時は、［照明設定に従う］に設定されていま

す。（nP.142）

ボタン 操 作 ページ

opqr 上下左右スクロール※１ P.352

m 前ページ表示 P.352

a 次ページ表示 P.352

t
［フィット］

ページ全体表示 P.352

i 全画面表示 P.352

1 画面縮小※２ P.352

2 左に90度回転⇔回転なし P.352

3 画面拡大※３ P.352

4 ルーペ P.352

5 移動 P.352

6 画面切り出し P.352

* AV出力実行 P.353

# 操作ガイド P.352

#
（１秒以上）

ライトアップ P.353

ドキュメントを管理する

タイトル名順 タイトルによって、（半角数字→半角英文字
→ひらがな→全角カタカナ→漢字→絵文字
１→絵文字２→全角数字→全角英文字→半
角カタカナ）の順
※ Unicode順でソートされますが英文字は

大文字／小文字の違いを無視してソー
トします。

日付順
（新→旧）

保存した日付の新しい順

日付順
（旧→新）

保存した日付の古い順

サイズ順
（大→小）

サイズの大きい順

サイズ順
（小→大）

サイズの小さい順

お知らせ

表示される情報は保存日時、ファイルサイズ、ファイル

形式、ファイル名です。

フォルダ名／ファイル名について
対応していない文字コードを持つ名前のフォルダや

ファイルをパソコンなどで作成した場合、フォルダ名、

ファイル名が空白文字で表示されます。
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ファイルを削除する＜削除＞
［ドキュメント］フォルダ内のファイルを削除できます。

1 待受画面でt934を押し、
フォルダを選んでtを押し、ファイル
を選んでC1［削除］を押す。

2 削除方法を選ぶ。

miniSDメモリーカードに保存されている電子書籍／
電子辞書を、FOMA端末で表示できます。
miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途
miniSDメモリーカードが必要となります。miniSDメ
モリーカードをお持ちでない場合は、家電量販店など
でお買い求めいただけます。（nP.329）

表示できる電子書籍／電子辞書の種類（拡張子）：XMDF

形式（.zbf）（メディアバインドXMDFには非対応）、TEXT

形式（.zbk .txt .text）

閲覧するファイルはあらかじめminiSDメモリーカードの

¥BOOKフォルダに置いてください。（nP.332）

お買い上げ時は、FOMA端末（本体）にサポートブックが

内蔵されています。

操作の前にFOMA端末のminiSDメモリーカードスロット

に、電子辞書や電子書籍が入っているminiSDメモリー

カードを挿入しておいてください。サポートブックをご

利用になる場合、miniSDメモリーカードを挿入する必要

はありません。

電子書籍／電子辞書によっては、音声や画像が埋め込ま

れているデータがありますが、FOMA端末では音声をご

利用になれません。画像によってもご利用になれない場

合があります。

1 待受画面でt933を押し、
フォルダを選んでtを押す。

TOPメニューから?（メディアツール）→［ブック

リーダー］の順に選択することもできます。

TOPメニューから.（LifeKit）→［miniSD管理］→

［miniSDデータ参照］→［ブックリーダー］の順に

選択することもできます。

前回の閲覧時にHまたはcを押して終了した場

合、終了時に表示されていたページが表示されます。

次のページを表示するときはa［▼ページ］、前のペー

ジを表示するときはm［▲ページ］を押します。

2 電子書籍／電子辞書を選んでtを押す。

履歴を表示する
前に表示したページを、順に戻ったり進んだりでき

ます。
履歴がないときは、操作できません。

ファイルを１件削除する 1→［はい］→t
複数のファイルをまとめ
て削除する

2→ファイルを選ぶ
t（くり返し可）→C→

［はい］→t
フォルダ内のすべての
ファイルを削除する

3→端末暗証番号（４
～８桁の数字）を入力→
t→［はい］→t

ブックリーダー

電子辞書や電子書籍を表示する

行を移動
する

横書き画面 u
縦書き画面 v

次のページを表示する a［▼ページ］

前のページを表示する m［▲ページ］

先頭のページを表示する iまたはC42
ブックリーダー一覧画面
に戻る

cまたはC44

お知らせ

内容表示画面は、綿矢りさ著「蹴りたい背中」ザウルスセ

レクト文庫／河出書房新社提供のものを使用しています。

表示したページを順に戻る 横書き画面 q
縦書き画面 o

表示したページを順に進む 横書き画面 r
縦書き画面 p

お知らせ

Hを押してブックリーダーを終了したあと、次回ブッ

クリーダーを起動すると、自動的に終了時のページが表

示されます。ただし、挿入し直したminiSDメモリーカー

ドに、終了時に閲覧していたファイルが入っていないと

きや、文字読み取りから起動したときは表示されません。

また、待受画面からサポートブックを起動したときも表

示されません。

電子書籍／電子辞書によってはパスワードの入力が必

要な場合があります。パスワード（最大16桁）を入力し

てtを押してください。

データによっては、コンテンツ内の他のページに移動す

る情報が埋め込まれている場合があります。情報が埋め

込まれている文字列や画像を選びtを押すと、指定され

ているページに移動します。移動先のページでq（横書

き画面の場合）、o（縦書き画面の場合）を押すと、元の

ページに戻ります。

ファイル一覧に表示できるのは最大400件までです。

マルチアシスタントを使う
メール作成中などに$を押すと、ブックリーダーを利

用できます。

内容表示画面
（横書き画面）

内容表示画面
（縦書き画面）
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内容表示画面の操作方法
電子書籍／電子辞書の内容表示画面では次の機能を

利用できます。

フォルダを切り替える＜表示フォルダ切替＞

待受画面でt933 ? C3 ? フォルダを選
ぶ ? t

関連操作のお知らせ

表示フォルダ切替について
携帯情報端末など、FOMA端末以外でXMDF形式の電子

書籍を利用していた場合、その電子書籍の入ったフォル

ダを表示できます。

利用されていた携帯情報端末によっては、フォルダを表

示できない場合もあります。

しおり設定 しおりを
はさむ

表示中のページにしおりを設定し
ます。１つの電子書籍／電子辞書
に最大２個（最大10冊）のしおり
を設定できます。

しおりへ
移動

以前に設定したしおりのページを
表示します。

情報表示 電子書籍／電子辞書の詳細情報を
表示します。

現在位置確認 現在のページが全体のおよそ何％
にあるかを表示します。

移動 目次 目次に対応した書籍データの場合
は、目次からページを表示できます。

先頭へ 先頭のページを表示します。

最後へ 最後のページを表示します。

リストへ ブックリーダー一覧画面を表示し
ます。

％指定
移動

文書全体のページ数に対するおお
よその位置を％で指定して表示し
ます。

文字列コピー 電子書籍／電子辞書内の文字列を
コピーします。他の画面などに貼
り付けできます。一度にコピーで
きる文字数は最大全角20文字（半
角20文字）です。

表示設定 文字
サイズ
設定

電子書籍／電子辞書の文字サイズ
を［大きい文字］、［標準］、［小さい
文字］に設定できます。（お買い上
げ時：標準）

縦横設定 画面の縦横表示を設定できます。
（お買い上げ時：縦書き）

ルビ表示 ルビ（ふりがな）を表示するかどう
かを設定できます。（お買い上げ
時：OFF）

しおりをはさむ＜しおりをはさむ＞

1 内容表示画面（nP.354）でC11
2 1

しおり２を設定するとき：2

しおりへ移動する＜しおりへ移動＞

内容表示画面（nP.354）でC12 ? しおりを
選ぶ ? t

電子書籍／電子辞書の詳細な情報を確認する
＜情報表示＞

内容表示画面（nP.354）でC2
確認を終わるとき：t

現在の表示位置を確認する＜現在位置確認＞

内容表示画面（nP.354）でC3
確認を終わるとき：t

目次からページを表示する＜目次＞

内容表示画面（nP.354）でC41 ? 項目を選
ぶ ? t

最後のページを表示する＜最後へ＞

内容表示画面（nP.354）でC43

％指定でページを移動する＜％指定移動＞

内容表示画面（nP.354）でC45 ? 移動先
（２桁：00～99％）を入力 ? t

文字をコピーする＜文字列コピー＞

内容表示画面（nP.354）でC5 ? 最初の文字を
選ぶ ? t ? 最後の文字を選ぶ ? t

文字サイズを設定する＜文字サイズ設定＞

内容表示画面（nP.354）でC71 ? 文字サイ
ズを選ぶ ? t

縦書き／横書きを切り替える＜縦横設定＞

1 内容表示画面（nP.354）でC72
2 2

縦書きにするとき：1

ルビ（ふりがな）を表示するかどうかを設定する
＜ルビ表示＞

1 内容表示画面（nP.354）でC73
2 1

縦書き画面横書き画面

ルビ表示［ON］
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サポートブック（ヘルプ）を利用する

待受画面で$を押す。
TOPメニューから?（メディアツール）→［ブック

リーダー］→［プリインストール］→［サポートブック

（内蔵）］の順に選択することもできます。

サポートブック（内蔵）から対応する機能を起動す

ることもできます。（nP.36）

辞書で調べる
辞書も電子書籍と同様の操作が可能です。辞書の検

索例を説明します。
文字読み取りで読み取った文字を辞書で調べることもで

きます。（nP.357）

操作の前に、電子辞書が入っているminiSDメモリーカー

ドを挿入してください。

※ 辞書については別途お買い求めください。

1 待受画面でt933を押し、
フォルダを選んでtを押し、辞書を選
んでtを押す。

文字読み取りで文字を読み取るときは、C6
［文字読み取り］を押します。（nP.192）

2 入力欄を選んでtを押し、用語を入力
してtを押す。

255文字まで入力できます。

3 用語を選んでtを押す。

電子書籍／電子辞書内から他のページへ移動した

り、Phone To（AV Phone To）、Mail To、Web To機

能を利用したり、動画の実行、静止画の保存、文字列

のマスクなどの機能を利用することができます。（対

応ページのみ）
操作の前に、電子辞書や電子書籍が入っているminiSDメ

モリーカードを挿入してください。

電子書籍／電子辞書内で反転表示された文字情報

（電話番号、メールアドレス、URLなど）やPhone To

（AV Phone To）、Mail To、Web To機能が埋め込まれ

た画像を利用して、簡単な操作で電話をかけたり、

メールを送信したり、サイトやインターネットホー

ムページを表示できます。（nP.213）

1 待受画面でt933を押し、
フォルダを選んでtを押し、電子書
籍／電子辞書を選んでtを押す。

2 電話番号やメールアドレス、URLなど
を選んでtを押す。

画像に設定されているときは、t2［リンクへ

移動］を押します。

3［はい］を選んでtを押す。
Phone To（AV Phone To）機能が設定されていると

きは、テレビ電話の場合は、表示されている電話番

号を確認し、iを押します。音声電話の場合は、表示

されている電話番号を確認し、sを押します。

Mail To機能が設定されているときは、メールアド

レスが入力されたメール作成画面が表示されます。

Web To機能が設定されているときは、接続が開

始され、サイトやホームページが表示されます。

リンク先のページを表示する
文字列や画像に別のページのリンク情報が設定され

ているときは、そのページを表示できます。

「Phone To（AV Phone To）、Mail To、
Web To機能を利用する」（nP.356）
の操作１の内容表示画面で、リンク情
報が設定されている文字列や画像を選
んでtを押す。

お知らせ

しおりについて
11冊目のしおりを設定すると、自動的に古いしおりか

ら消去されます。

ブックリーダーを終了すると、最後に表示していたペー

ジに［自動しおり１］が設定されます。次に同じ電子書

籍／電子辞書を表示し、終了した場合は、最後に表示して

いたページが［自動しおり１］に設定され、前回の［自動し

おり１］は［自動しおり２］に設定されます。（自動しおり

も、１つの電子書籍／電子辞書に最大２個（最大10冊）ま

で設定され、古いものから自動的に消去されます。）

電池パックを取り外したときは、［自動しおり］は設定さ

れません。

待受画面で$を押してサポートブック（内蔵）を起動

したときは、［自動しおり］を参照せずに常に先頭ページ

から表示されます。また、マルチアシスタントからサ

ポートブックを起動したときは、［自動しおり］を参照せ

ずに起動元の機能に対応したページまたは先頭ページ

が表示されます。

コピーについて
電源を切ると、読み取った文字は破棄されます。

コピーできない文字もあります。

マスクが設定されている文字やルビ文字、外字などはコ

ピーできません。

表示設定について
データによっては、表示を切り替えることができないも

のや、表示の設定が指定されている電子書籍／電子辞書

もあります。

サポートブック（内蔵）は縦書き／横書きの切り替えに

対応していません。

ルビ表示について
ルビが設定されていない電子書籍／電子辞書では表示

されません。

電子書籍／電子辞書内の情報を
利用する

Phone To（AV Phone To）、Mail To、
Web To機能を利用する

お知らせ

電話番号やメールアドレス、URLが表示されていても、

電話をかけたり、メッセージを送信したり、画面を表示

できない場合もあります。
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動画を再生する
画像に動画を実行する情報が設定されているとき

は、動画を再生できます。

「Phone To（AV Phone To）、Mail To、
Web To機能を利用する」（nP.356）
の操作１の内容表示画面で、画像を選
んでt4［動画の実行］を押す。

電子書籍／電子辞書に表示された静止画をマイピク

チャ（nP.307）に保存すると、待受画面などに設定

できます。（nP.137）
PNG形式など、保存できない画像もあります。

保存した画像は、マイピクチャ内の［カメラ撮影］フォル

ダに保存されます。（nP.177）

画像の保存件数は、最大1000件です。メモリの使用状況

によっては、少なくなることがあります。

すべて著作権のある画像として保存されます。miniSDメ

モリーカードへの保存や、メールへの添付はできません。

1「Phone To（AV Phone To）、Mail To、
Web To機能を利用する」（nP.356）
の操作１の内容表示画面で、静止画を
選んでt1［マイピクチャ登録］を押
す。

電子辞書を表示中に、英単語をFOMA端末で撮影し、

検索できます。
操作の前に、電子辞書が入っているminiSDメモリーカー

ドを挿入してください。

詳しくは、P.192「文字を読み取る」を参照してください。

例：英和辞書の場合

1 P.356の「 辞書で調べる」の操作１の
内容表示画面でC6［文字読み取り］
を押す。

2 読み取る文字をディスプレイの中央に
表示する。（nP.192）

3 tを押す。
静止画として撮影され、読み取る内容が表示され

ます。

複数の行を撮影したときは、uで読み取る行を指定

します。（文字の読み取りは一行単位で行います。）

4 t［読取］を押す。
読み取りが完了すると、

文字読み取りの候補選択

画面になり、読み取った

文字の内容が表示されます。

5 単語を選んでtを押す。

電子書籍／電子辞書は、フォルダを作成して管理した

り、削除、移動することができます。ファイル名を編集

したり、詳細情報を表示することもできます。

最大398個のフォルダを作成して、ファイルを管理

できます。

フォルダを作成する＜フォルダ新規作成＞

1 待受画面でt933を押し、
C11［フォルダ新規作成］を押す。

2 フォルダ名を入力してtを押す。
「新しいフォルダ」名を削除するときは、c（１秒

以上）を押します。

文字列や画像をマスク（目隠し）する＜マスク＞

「Phone To（AV Phone To）、Mail To、Web To機能を
利用する」（nP.356）の操作１の内容表示画面で文
字列／画像を選ぶ ? t

マスクされた文字列を表示するとき：文字列 ? t
マスクされた画像を表示するとき：画像 ? t3

電子書籍／電子辞書内の画像を保存する

文字読み取り

カメラで文字を読み取って検索
する

電子書籍／電子辞書を管理する

フォルダを管理する

お知らせ

最大全角・半角64文字まで入力できます。
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フォルダ名を編集する＜フォルダ名編集＞

1 待受画面でt933を押し、
フォルダを選んでC12［フォル
ダ名編集］を押す。

2 フォルダ名を編集してtを押す。
フォルダ名を削除するときは、フォルダ名編集画

面でc（１秒以上）を押します。

フォルダを削除する＜削除＞

1 待受画面でt933を押し、フォ
ルダを選んでC2［削除］を押す。

2 削除方法を選ぶ。

電子書籍／電子辞書を削除したり、移動したりできます。

ファイル名を編集する＜ファイル名編集＞
サポートブック（内蔵）のファイル名は変更できませ

ん。

1 待受画面でt933を押し、
フォルダを選んでtを押す。

2 電子書籍／電子辞書を選んでC1
［ファイル名編集］を押す。

3 ファイル名を入力してtを押す。
ファイル名を削除するときは、ファイル名編集画

面でc（１秒以上）を押します。

ファイルを別のフォルダに移動する
＜移動＞

サポートブック（内蔵）は移動できません。

1 待受画面でt933を押し、
フォルダを選んでtを押す。

2 電子書籍／電子辞書を選んでC4
［移動］を押す。

3 移動方法を選ぶ。

詳細情報を表示する＜情報表示＞
表示される詳細情報は次のとおりです。

ＸMDF形式（.zbf）は、ブックリーダー一覧画面ではタイ

トル、ファイル名、著者、出版社、ファイルサイズが、内容

表示画面ではシリーズ、タイトル、サブタイトル、ファイ

ル名、著者、出版社、出版人、要約、配布日時、ファイルサイ

ズ、配布時の刻印情報が表示されます。（これらの項目で

も電子書籍／電子辞書に記録されていない情報は表示さ

れません。

1 待受画面でt933を押し、
フォルダを選んでtを押す。

2 電子書籍／電子辞書を選んでtを押
し、C2［情報表示］を押す。

ブックリーダー一覧画面から表示するときは、

C3を押します。

確認を終わるときは、tを押します。

電子書籍／電子辞書を削除する＜削除＞
サポートブック（内蔵）は削除できません。

1 待受画面でt933を押し、
フォルダを選んでtを押す。

2 電子書籍／電子辞書を選んでC2
［削除］を押す。

3 削除方法を選ぶ。

お知らせ

自分で作成したフォルダ以外は変更できません。

フォルダ名／ファイル名について
対応していない文字コードを持つ名前のフォルダや

ファイルをパソコンなどで作成した場合、フォルダ名、

ファイル名が空白文字で表示されます。

フォルダを
１件削除する

1→端末暗証番号（４～８桁の数
字）を入力→t→［はい］→t

複数のフォル
ダをまとめて
削除する

2→端末暗証番号（４～８桁の数
字）を入力→t→フォルダを選ぶt

（くり返し可）→C→［はい］→t
すべてのデー
タを削除する

3→端末暗証番号（４～８桁の数
字）を入力→t→［はい］→t

お知らせ

自分で作成したフォルダ以外は削除できません。

フォルダに保存されているすべてのファイルごと削除

されます。

電子書籍／電子辞書を管理する

お知らせ

ファイル名は、最大全角・半角64文字まで入力できます。

半角８文字以内のファイルの名前および拡張子の英字

は、半角小文字が半角大文字に変わる場合があります。

ファイルを１件
移動する

1→フォルダを選ぶ→t

複数のファイルを
まとめて移動する

2→ファイルを選ぶt（くり
返し可）→C→フォルダを選ぶ
→t

フォルダ内のすべ
てのファイルを移
動する

3→端末暗証番号（４～８桁
の数字）を入力→t→フォルダ
を選ぶ→t

お知らせ

サポートブック（内蔵）の情報は表示できません。

ファイル名は、拡張子も併せて表示されます。

ファイルを１件削除する 1→［はい］→t
複数のファイルをまとめ
て削除する

2→電子書籍／電子辞
書を選ぶt（くり返し可）
→C→［はい］→t

フォルダ内のすべての
ファイルを削除する

3→端末暗証番号（４
～８桁の数字）を入力 →
t→［はい］→t
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DPOF（ディーポフ：「Digital Print Order Format」の略

称）とは、デジタルカメラで撮影した静止画のプリン

ト指定形式です。FOMA端末で撮影したminiSDメモ

リーカード内の静止画の中から、プリントしたい静止

画とその枚数を指定しておけば、DPOF対応のデジタ

ルカメラプリントショップやプリンタで、指定した情

報に沿ってプリントできます。
サイトやインターネットホームページからダウンロード

した静止画はプリントできません。ただし、miniSDメモ

リーカードにコピーできるJPEG画像の場合は、プリント

できます。

プリント時の操作など、詳しくは、プリントする機器の取

扱説明書を参照してください。

DPOF対象となるフォルダ

撮影静止画用フォルダ／ユーザ作成フォルダ

（nP.332）

他の機器で作成したDCF準拠フォルダ（nP.189）

DPOF対象となるファイル

上記フォルダに保存されている静止画（DCF準拠

JPEG）

FOMA端末（本体）の静止画は指定できません。

1 待受画面でt916を押す。
TOPメニューから+（データBOX）→［プリント指

定（DPOF）］の順に選択することもできます。

プリント指定（DPOF）のフォルダ一覧画面が表示

されます。

すでに他の機器で設定したDPOFがあるときは、

確認画面が表示されます。クリアするときは、［は

い］を選んでtを押します。クリアしないと、新た

にDPOFを設定できません。

2 プリント内容を設定する。

3 i［完了］を押し、［はい］を選んでtを
押す。

プリント指定をやり直すときは、［いいえ］を選ん

でtを押します。

4 t［確認］を押す。

プリント指定（DPOF）

保存した画像を印刷する

miniSDメモリーカードに保存されている画像
の印刷方法を設定する＜プリント指定（DPOF）＞

静止画を選んでプ
リント枚数を設定
する

フォルダを選ぶ→t→静止画
を選ぶ→m→枚数（１～99）を
入力→t

静止画を選んで、0～
9でプリント枚数を入力
することもできます。
続けて他の静止画を指定で
きます。

すべての静止画を
同じ枚数ずつプリ
ントする

C1→1→枚数（１～99）
を入力→t

［640×480以上］の
静止画を同じ枚数
ずつプリントする

C1→2→枚数（１～99）
を入力→t

［1024×768以上］
の静止画を同じ枚数
ずつプリントする

C1→3→枚数（１～99）
を入力→t

指定をすべて取り
消す

C2→［はい］→t

日付を付ける C3→1
静止画のプロパティの日付
が付けられます。

インデックスプリ
ントを指定する

プリント枚数を設定→C4
→1

インデックスプリントと
は、はがきやA4用紙などに
縮小画像をファイル名付き
で印刷する機能です。

プリント指定状況を
確認する

C5
枚数一括指定をしている場
合、枚数は概算が表示されま
す。
確認を終わるときはtを押
します。

お知らせ

他の機器でminiSDメモリーカードに保存したDCF準拠

以外の静止画は、印刷指定できない場合があります。

PDF対応ビューアで切り出したファイルはプリントで

きません。

静止画を並べ替える＜ソート＞

待受画面でt916 ? フォルダを選ぶ ? t ? 
C2 ? ソート方法を選ぶ ? t
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平型AV出力ケーブル（別売）を使って、テレビ電話中

の映像やマイピクチャ、ｉモーション、PDF対応

ビューア、ドキュメントビューア、ｉアプリの映像

をテレビ画面に表示できます。

最初に平型AV出力ケーブルを接続し、自動出力設定を

［ON］に設定しておくと、静止画、動画、　PDFデータ、ド

キュメントビューア、ｉアプリの画像を表示したときに

自動的にテレビ画面に映像が出力されます。（テレビ電話

の場合は自動的に映像を出力できません。）

ビデオ入力端子のある他の機器に接続して出力すること

もできます。

FOMA端末でサイトやインターネットホームページから

ダウンロードした、ファイル制限ありの静止画、動画、

PDFデータおよびプリインストールフォルダのプリイン

ストールデータは出力できません。テレビ画面に、出力が

禁止されているデータである旨のメッセージが表示され

ます。

テレビ電話中に撮影した静止画や、PDF対応ビューアの

表示画面を切り出して保存した静止画、撮影後にファイ

ル制限が設定されるキャラ電を撮影したデータは出力で

きません。

［移行可能コンテンツ］フォルダ内のｉモーションは出力

できません。

マイピクチャの画像を表示する

1 待受画面でt911を押し、
フォルダを選んでtを押し、静止画を
選んでtを押す。

2 平型AV出力ケーブルを接続する。

3 Cr14［AV出力実行］を選んで
tを押す。

テレビ画面に映像が表示され、FOMA端末のディ

スプレイには［AV出力中です。２分経過すると画

面表示が消えます］と表示されます。

vで前後の画像も表示できます。

4 FOMA端末での表示に戻すときは、v
以外のボタンを押す。

AV出力

テレビに静止画や動画／ｉモー
ションなどを表示する

FOMA端末とテレビを接続する

お知らせ

テレビ電話、マイピクチャ、ｉモーション、PDF対応

ビューア、ドキュメントビューアの場合は、FOMA端末

ディスプレイ上部のマーク表示部やディスプレイ下部

の操作ガイダンスを除いた部分がテレビ画面に表示さ

れます。

テレビ画面での表示サイズは、［等倍］（QVGA：240×

320、320×240）または［拡大］（VGA：640×480）から選

択できます。

表示サイズで［拡大］（VGA：640×480）を選んだ場合、

出力先の機器によっては画像全体が表示されない場合

があります。

接続する外部機器の種類によっては映像が乱れたり、ぶ

れて表示される場合があります。

平型AV出力ケーブルについて
平型AV出力ケーブルを接続するときは、確実に差し込

んでください。また、ケーブルを強く引っ張ったり、プラ

グ付近をねじったり、無理な力を加えないでください。

プラグを抜くときは、プラグを持ってゆっくり抜いてく

ださい。 

接続するときやプラグを抜くときは、接続する機器側の

電源を一旦「切」にしてください。

AV出力するときは、FOMA端末と接続したテレビなど

の機器で音量を調節してください。また、FOMA端末を

取り外す前に、テレビの音量が大きくなりすぎていない

ことをご確認のうえ、テレビなどの電源を切ってくださ

い。

平型AV出力ケーブルは、テレビ、ビデオなどのビデオ入

力端子に接続してください。誤ってビデオ出力端子など

他の端子に接続すると、故障する場合があります。

AV出力時、接続したテレビなどの機器に出力される音

量は、FOMA端末での音量設定に関係なく、一定の音量

となります。

静止画をテレビに表示する

自動的にAV出力するように設定する＜AV自動出力設定＞

画像一覧画面でC85 ? 1
静止画表示画面のとき：Cr15 ? 1
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静止画のスライドショーを表示する

1 待受画面でt911を押す。

2 平型AV出力ケーブルを接続する。

3 フォルダを選んでC5［AV自動出力
設定］押し、1［ON］を押す。

4 31［スライドショー開始］を押す。
スライドショーがテレビ画面に表示され、

FOMA端末のディスプレイには［AV出力中です。

２分経過すると画面表示が消えます］と表示され

ます。

再生が終了すると、FOMA端末での表示に戻ります。

動画／ｉモーションの映像を表示する

1 待受画面でt912を押し、
フォルダを選んでtを押し、動画／
ｉモーションを選んでtを押す。

2 平型AV出力ケーブルを接続する。

3 C6r1［AV出力実行］を押す。
テレビ画面に映像が出力され、FOMA端末のディ

スプレイには［AV出力中です。２分経過すると画

面表示が消えます］と表示されます。

vで前後の映像も表示できます。

表示サイズを変更するときは、映像出力実行前に

C6r3を押し、表示サイズを選んでtを押

します。

AV出力中は全画面表示（nP.315）のときと同じ

操作が可能です。ただし、上下と左右のボタン操作

は入れ替わりません。

4 FOMA端末での表示に戻すときは、
cまたはHを押す。

動画／ｉモーションの連続再生を表示
する

1 待受画面でt912を押す。

2 平型AV出力ケーブルを接続する。

3 フォルダを選んでC35［AV自動
出力設定］を押し、1［ON］を押す。

表示サイズを変更するときは、フォルダを選んで

C36を押し、表示サイズを選んでtを押し

ます。

4 1［連続再生開始］を押す。
連続再生がテレビ画面に表示され、FOMA端末の

ディスプレイには［AV出力中です。２分経過する

と画面表示が消えます］と表示されます。

再生が終了すると、FOMA端末での表示に戻ります。

1 待受画面でt935を押し、
フォルダを選んでtを押す。

ドキュメントビューアのときは、待受画面で

t934を押し、フォルダを選んでtを押

します。

2 平型AV出力ケーブルを接続する。

3 ファイルを選んでtを押し、
Cr31［AV出力実行］を押す。

ドキュメントビューアのときは、ファイルを選ん

でtを押し、C71を押し、tを押します。

テレビ画面に映像が表示され、FOMA端末のディ

スプレイには［AV出力中です。２分経過すると画

面表示が消えます］と表示されます。

AV出力中は全画面表示のときと同じ操作が可能

です。

PDF対応ビューアの全画面表示の操作

（nP.347）

ドキュメントビューアの全画面表示の操作

（nP.352）

表示サイズを変更するときは、出力実行前に

Cr33を押し、表示サイズを選んでtを押

します。

4 FOMA端末での表示に戻すときは、
cを押す。

動画／ｉモーションをテレビに表示する

自動的にAV出力するように設定する＜AV自動出力設定＞

動画／ｉモーション表示画面でC6r2 ? 1
映像一覧画面で設定するとき：C86 ? 1

PDFやドキュメントをテレビに表示する

お知らせ

AV出力中に着信やアラーム動作があった場合、出力は

終了し、FOMA端末での表示に戻ります。

自動的にAV出力するように設定する＜自動出力設定＞

ファイル表示画面でCr32 ? 1
ドキュメントビューア表示画面で設定するとき：

C72 ? 1
ファイル一覧画面で設定するとき：C62 ? 1
ドキュメントビューアのファイル一覧画面で設定す

るとき：C51 ? 1

関連操作のお知らせ

お買い上げ時は、［OFF］に設定されています。
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362 ＊ miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。（nP.329）
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1 待受画面でiを１秒以上押し、1［ソ
フト一覧］を押す。

2 平型AV出力ケーブルを接続する。

3 C8［自動AV出力設定］を押し、1
［ON］を押す。

4 実行するソフトを選んでtを押す。

1 テレビ電話中に平型AV出力ケーブル
を接続する。

2 C8［AV出力開始／終了］を押す。
テレビ画面に映像が出力され、FOMA端末のディ

スプレイには［AV出力中です。２分経過すると画

面表示が消えます。］と表示されます。

3 FOMA端末での表示に戻すときは、
C8［AV出力開始／終了］を押す。

SD-Jukeboxは、音楽CDの曲をパソコンに録音して

管理したり、録音した曲をminiSDメモリーカードに

書き込んでFOMA SH902iSで楽しむことのできる

ソフトウェアです。
FOMA SH902iSをFOMA USB接続ケーブル（別売）でパ

ソコンと接続し、録音した曲をminiSDメモリーカードに

書き込むことができます。（nP.336）

SD-Jukeboxのお問い合わせ先については、付属の『SD

オーディオ簡易操作ガイド』をご覧ください。

対応するデータ形式

パソコンの環境によっては変換できないファイルもあり

ます。

ディスクレーベル面に のマークが入っていない音

楽CDの再生・録音には対応していません。

FOMA SH902iSではAAC形式の音楽データのみ再生で

きます。

動作環境
SD-Jukeboxをお使いいただくためには、以下の動作

環境でご利用ください。

SD-Jukeboxの動作環境、インストール、ご利用にあたっ

ての詳細な情報を、「FOMA SH902iS用CD-ROM」の「SD-

Jukebox」フォルダの「SD-JukeboxV5インストールマ

ニュアル」ファイルに記載しています。SD-Jukeboxを利

用する前にご確認ください。

「SD-JukeboxV5インストールマニュアル」およびSD-

Jukeboxのヘルプ（取扱説明書）をご覧になるには、

Adobe Reader（バージョン6.0以上を推奨）が必要です。

著作権保護機能対応のSDメモリーカードスロット付パ

ソコンやSDメモリーカードリーダーライターのみ動作

します。

SD-Jukeboxのインストール
添付の「FOMA SH902iS用CD-ROM」をパソコンにセッ

トしてランチャ画面が表示されたら「SD-Jukebox」を

クリックします。SD-Jukeboxのセットアップが開始さ

れます。以降、画面に従って操作します。

ランチャ画面が表示されない場合

1 Windowsのスタートメニューで［ファイ
ル名を指定して実行］をクリックする。

2「＜CD-ROMドライブ名＞:¥SD-
JukeboxV5¥Setup.exe」と入力し、
［OK］をクリックする。

通常は、入力する必要はありません。

以降、画面に従って操作します。

SD-Jukeboxをインストールする際は、CD-ROMに添付さ

れているシールのシリアル番号を入力する必要がありま

す。シリアル番号を入力しないとインストールできませ

んので、シリアル番号は大切に保存してください。

SD-Jukeboxの操作方法は、SD-Jukeboxのヘルプをご覧

ください。

お客様が購入した音楽CDの楽曲などを、SD-

Jukebox（添付のCD-ROM）とパソコンなどを利用し

てminiSDメモリーカードに保存すると、FOMA端末

で音楽を再生することができます。

モバイルオーディオでは、SD-Audioデータとｉモー

ションの［マルチメディア］フォルダ内のデータを再

生できます。

ｉアプリをテレビに表示する

お知らせ

ソフト起動中は、出力先を切り替えることはできません。

確認画面表示中などでｉアプリが一時停止していると

きは、一時的に画面がFOMA端末の表示に切り替わりま

す。確認画面を終了してｉアプリに戻ると、またテレビ

画面に切り替わります。

自動AV出力設定はすべてのｉアプリに対して設定され

ます。ｉアプリごとの設定はできません。

テレビ電話中の画像をテレビに表示する

SD-Jukeboxについて

項　目 対応するデータ形式

変換前 音楽CD、WMA、MP3、WAV

変換後 AAC、WMA、MP3

項　目 必要環境

OS Microsoft Windows 2000 Professional、
Microsoft Windows XP Professional/
Home Edition（各日本語版）

必要なソフト
ウェア

DirectX8.1以降（インストールされていない
場合、添付の「FOMA SH902iS用CD-ROM」
からインストールしてください。）

モバイルオーディオ

モバイルオーディオを利用する

種　類 ソフト 形　式

SD-Audioデータ SD-Jukebox SD-Audio対応
AAC
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※ ファイル名を「MMFxxxx」に変更してから保存し、

miniSDメモリカードの管理情報を更新してください。

（ファイル名の「xxxx」は、0001～9999の半角数字）

また、［マルチメディア］内に作成されたフォルダ内の

データは再生できません。

miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途

miniSDメモリーカードが必要となります。miniSDメ

モリーカードをお持ちでない場合は、家電量販店な

どでお買い求めいただけます。（nP.329）
miniSDメモリーカード内に保存した楽曲は、個人使用の

範囲内でのみ使用することができます。

ご利用にあたっては、著作権などの第三者の知的財産権

その他の権利を侵害しないよう十分ご配慮ください。

miniSDメモリーカード内に保存した楽曲は、パソコンな

ど他の媒体に複製または移動をしないでください。

操作パネルなどの詳細については、付属の『SDオーディ

オ簡易操作ガイド』をご覧ください。

FOMA USB接続ケーブルでFOMA端末とパソコン

を接続し、miniSDメモリーカードに音楽データを保

存します。
SDメモリーカードリーダーライターなどを用いること

もできます。ただし、SDメモリーカードリーダーライ

ターは著作権保護機能に対応している必要があります。

ｉモーションの［マルチメディア］フォルダに保存する方

法については、P.366の「パソコンで作成したｉモーショ

ン（音楽データ含む）をFOMA端末で再生する」を参照し

てください。

1 添付のCD-ROM内のSD-Jukeboxをパ
ソコンにインストールする。

2 FOMA端末にminiSDメモリーカード
をセットする。

3 FOMA端末を［miniSDモード］に設定
する。（nP.336）

4 FOMA端末とFOMA USB接続ケーブ
ル、パソコンを接続する。

5 SD-Jukeboxを起動し、パソコンに音
楽CDをセットする。

6 登録する音楽を選び、miniSDメモ
リーカードに楽曲をコピーする。

SD-Jukeboxの操作方法については、SD-Jukebox

のヘルプをご覧ください。

7 FOMA端末からFOMA USB接続ケー
ブルを取り外す。

AAC形式でminiSDメモリーカードに保存された音

楽を再生します。

1 待受画面でt931を押す。
TOPメニューから?（メディアツール）→［モバイ

ルオーディオ］の順に選択することもできます。

2 t［再生］を押す。
音楽が再生されます。

前回再生した曲の終了した時点から再生されます。

マナーモード解除中で、イヤホンマイクを接続し

ていない場合、モバイルオーディオでマナー再生

設定を［ON］に設定しているときに再生しようと

すると、［マナー再生中です　音楽を再生します

か？］と表示され、［はい］を選んでtを押すと、マ

ナー再生設定が［ON］で再生されます。マナー再生

設定を［ON］に設定中は、音量が制限され、小さい

音量で再生されます。（音量は、音量１～５で変更

できます。）

オリジナルマナーモード設定中は、モバイルオー

ディオ起動時のマナー再生はオリジナルマナー

モードの設定に従います。

SD-Audioデータがない場合は、［マルチメディア

に切替えますか？］と表示されます。［はい］を選ん

でtを押すと、［マルチメディア］フォルダ内の

データが再生されます。

［マルチメディア］
内データ※

AMR・AAC・HE-
AAC形式に変換可
能な任意のソフト

3GP、MP4（AMR・
AAC・HE-AAC）

miniSDメモリーカードに音楽データを
登録する

モバイルオーディオで音楽を再生する

種　類 ソフト 形　式

お知らせ

音楽再生中に着信やアラームが動作したり、他の機能の

操作を行ったりすると、再生が停止することがあります。

音楽再生中に他の機能の操作を行ったりすると、音楽が

途切れることがあります。

モバイルオーディオ再生時、最後に再生した曲の履歴情

報（曲番号と再生時間）をminiSDメモリーカード内に保

持します。次回再生時は、この履歴情報により、最終再生

位置から再生を再開します（［マルチメディア］再生時は

非対応）。ただし、プレイリストを切り替えて、そのまま

モバイルオーディオを終了した場合は、次回再生時は、

切り替えをしたプレイリストの１曲目から再生されま

す。また、FOMA端末やパソコンでminiSDメモリーカー

ド内の曲を削除したり、曲の追加などを行なったりした

場合は、履歴情報がクリアされたり、異なるデータに履

歴情報が適用されることがあります。

モバイルオーディオ起動中に電池パックを取り外した

場合、最後に再生した曲の履歴情報は保持されません。

また、曲を削除したり、並べ替えをした場合は、履歴情報

はクリアされます。

曲は２秒単位で構成されているため、再生を中断させた場

合、停止位置と再生の再開位置がずれることがあります。

マルチメディアのPIMロック中は、端末暗証番号（４～

８桁の数字）を入力するとモバイルオーディオを起動で

きます。

モバイルオーディオ起動中に、他の機能からminiSDメ

モリーカードを使用することはできません。

他の機能でminiSDメモリーカードを使用しているとき

は、モバイルオーディオを起動できません。

FOMA端末を閉じているとき
待受中にx（１秒以上）?（モバイルオーディオ再生）? 
x（１秒以上）（モバイルオーディオ終了）
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再生中のボタン操作

i［操作パネル］を押すと操作パネルが表示されます。

操作パネルからwで動作を選んでtを押すか、ダイヤル

ボタン（1～9）を押して操作することもできます。

操作パネルの並びは、ダイヤルボタンの並びに対応して

います。

ｉモーションを再生する＜参照先切替＞
miniSDメモリーカード内の

¥PRIVATE¥DOCOMO¥MMFILEフォルダにある、音

声のみの動画／ｉモーションはモバイルオーディ

オでも再生することができます。
¥PRIVATE¥DOCOMO¥MMFILEフォルダ内に作られた

フォルダにｉモーションがある場合、そのｉモーション

は再生できません。

リピート再生／ランダム再生を設定する
＜再生モード設定＞

1 音楽停止中／音楽再生中にC31
2 全曲リピート再生するときは3

通常再生するとき：1
１曲リピート再生するとき：2
ランダム再生するとき：4

マナー再生モードにする＜マナー再生設定＞
1 音楽停止中／音楽再生中にC32
2 1

イコライザを設定する＜イコライザ設定＞
1 音楽停止中にC41
2 ノーマル再生するときは1

ロックを再生するとき：2
ポップスを再生するとき：3
クラシックを再生するとき：4

サラウンドを設定する＜サラウンド設定＞
1 音楽停止中にC42
2 1

再生中の画面を設定する＜再生中画面設定＞
1 音楽停止中にC5
2 パターン１を表示するときは1

パターン２を表示するとき：2
パターン３を表示するとき：3
静止画を表示するとき：4 ? フォルダを選ぶ ? 
t ? 静止画を選ぶ ? i

タイトルやアーティスト名を編集する
＜トラック情報編集＞

1 音楽停止中にC7
プレイリスト画面から編集するとき：

プレイリスト一覧で［全曲リスト］を選ぶ ? t ? 
曲を選ぶ ? C2

2 タイトルを編集するときは1 ? タイトルを
編集 ? t

アーティスト名を編集するとき：2 ? アーティ

スト名を編集 ? t

関連操作のお知らせ

FOMA端末を閉じているときについて
マルチメディアのPIMロックを設定している場合、モバ

イルオーディオは起動しません。

マナーモード設定中またはマナー再生設定中でイヤホ

ンマイクを接続していない場合、モバイルオーディオは

起動しません。

SD-Audio内にデータがない場合やSD-Audio内のデータ

がすべて非対応曲の場合、モバイルオーディオを起動で

きません。

イコライザ設定について
［マルチメディア］参照中は操作できません。

サラウンド設定について
SD-Audio参照中は、操作できません。

サラウンド再生できるのは、音声の符号化方式がAAC

でチャンネル数が２chの音声のみの動画／ｉモーショ

ンです。

関連操作のお知らせ

マルチメディア参照中でサラウンド再生できる曲では、

ステレオ効果設定（nP.132）を［サラウンド］に設定し

ている場合は［ON］、［サラウンド］以外に設定している

場合は［OFF］で再生されます。再生中にサラウンド設定

で、サラウンドの［ON］／［OFF］を切り替えることがで

きますが、その設定はステレオ効果設定には反映されま

せん。また、モバイルオーディオのサラウンド設定と

データBOXのｉモーションのサラウンド設定は連動し

ません。

情報編集について
［マルチメディア］参照中は操作できません。

音楽CDからminiSDメモリーカードに楽曲を保存する

と、タイトル（全角）、タイトル（半角）、アーティスト名

（全角）、アーティスト名（半角）、コメントの情報が設定

されます。

タイトル（全角）とアーティスト名（全角）は編集するこ

とができます。タイトル・アーティスト名をあわせた文

字数の合計は、最大125文字までです。また、タイトル

（半角）とアーティスト名（半角）については、FOMA端末

で確認することはできません。

FOMA端末を開いている
とき

FOMA端末を
閉じているとき

停止する t［停止］ x
音量を調節
する

p（下げる）またはo（上げる）
ボタンを押し続けると、
連続して調節できます。

+（下げる）また
は:（上げる）

前の曲に戻
す／頭出し
をする

q
再生経過時間が２秒以
内の場合は前の曲に戻
ります。２秒以上の場合
は頭出しになります。
ボタンを押し続けると、
早戻しになります。（［マ
ルチメディア］参照中は
曲をまたいでの早戻し
はできません。）

:（１秒以上）
再生経過時
間が２秒以
内の場合は
前の曲に戻
ります。２秒
以上の場合
は頭出しに
なります。

曲を送る r
ボタンを押し続けると、
早送りになります。

+（１秒以上）

モバイル
オーディオ
を終了する

cまたはH x（１秒以上）
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1 音楽停止中にC22［マルチメ
ディア］を押す。

音楽データ（AAC）の再生に戻すときは、

C21［SD-Audio］を押します。

2［はい］を選んでtを押す。

登録されているプレイリストを使って再生します。
全曲リストと、お客様がSD-Jukeboxで作成したユーザー

プレイリストを表示できます。

１つのユーザープレイリストには、最大99曲格納できま

す。

1 音楽停止中にC1［再生中プレイリ
スト表示］を押す。

再生中のプレイリストから曲を選ぶ場合は、操作

４に進みます。音楽再生中でも操作できます。

2 C1［プレイリスト一覧］を押す。
iを押しても、プレイリスト一覧が表示されます。

3 プレイリストを選んでtを押す。
プレイリストを選んでiを押すと詳細情報が表

示されます。

4 再生する曲を選んでt［再生］を押す。

プレイリストの曲を検索する
＜トラック検索＞

1 プレイリスト画面でC5［トラック
検索］を押し、検索方法を選択する。

検索をやり直すとき：C2
プレイリスト画面に戻るとき：C4 またはc
検索結果リストから曲を削除するとき：C1→

削除方法を選択（検索結果リストから削除しても、

元の音楽データは削除されません。）

［マルチメディア］参照中は操作できません。

モバイルオーディオを終了すると、検索履歴はク

リアされます。

2 再生する曲を選んでt［再生］を押す。
再生中にC1［検索結果表示］を押すと、検索結

果リストに戻ります。

平型AV出力ケーブル（別売）を使うと、モバイルオー

ディオをスピーカなどの外部機器で再生することが

できます。
映像は出力されません。

１回ごとに切り替える
＜音声出力実行／停止＞

1 FOMA端末と外部機器を平型AV出力
ケーブルで接続する。

2 音楽停止中にC61［音声出力実
行／停止］を押す。

検索結果後の再生画面では、音楽停止中に

C51を押します。

外部機器から再生されます。

自動的に切り替える＜自動出力設定＞
平型AV出力ケーブルを接続したときは、自動的に外

部機器に出力するように設定できます。

音楽再生中または音楽停止中に
C62［自動出力設定］を押し、
1［ON］を押す。

検索結果後の再生画面では、音楽再生中または音

楽停止中にC52を押し、1［ON］を押し

ます。

音楽再生中に自動出力設定を［ON］にしても、外部

機器から再生されません。再生を停止させ、再度再

生を開始すると、外部機器からの再生に切り替わ

ります。

プレイリストを利用する
＜プレイリスト一覧＞

音楽データを削除する＜トラック削除＞
1 音楽停止中にプレイリスト一覧で［全曲リスト］

を選ぶ ? t ? 曲を選ぶ ? C3
2 １件削除するときは1 ? ［はい］ ? t

複数の曲をまとめて削除するとき：2 ? 端末暗

証番号（４～８桁の数字）を入力 ? t ? 
曲を選ぶt（くり返し可）? i ? ［はい］ ? t
すべての曲を削除するとき：3 ? 端末暗証番号

（４～８桁の数字）を入力 ? t ? ［はい］ ? t

プレイリストの曲を並べ替える＜並べ替え＞
音楽停止中にプレイリスト一覧で［全曲リスト］を選
ぶ ? t ? C4 ? 移動する曲を選ぶ t 移動先を選
ぶt（くり返し可）? i

詳細情報を表示する＜情報表示＞
プレイリスト画面で曲を選ぶ ? C6

確認を終わるとき：tまたはc

関連操作のお知らせ

トラック削除／並べ替えについて
ユーザープレイリスト表示中や［マルチメディア］参照

中は操作できません。

タイトルで検索 1→タイトルを入力→t
アーティストで
検索

2→アーティスト名を入力
→t

検索履歴から検索 3→検索履歴を選択→t
最近検索した履歴が５件ま
で表示されます。

外部機器で再生する＜音声出力切替＞
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お客様が購入したCDの楽曲などを、パソコンなどを

利用してminiSDメモリーカードに保存し、FOMA端

末で再生することができます。

ここでは、データBOXのｉモーションの［マルチメ

ディア］フォルダに保存して再生する方法を説明し

ます。モバイルオーディオで再生する方法について

は、P.362の「モバイルオーディオを利用する」を参照

してください。

miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途

miniSDメモリーカードが必要となります。miniSDメ

モリーカードをお持ちでない場合は、家電量販店な

どでお買い求めいただけます。（nP.329）
miniSDメモリーカード内に保存した楽曲は、個人使用の

範囲内でのみ使用することができます。

ご利用にあたっては、著作権などの第三者の知的財産権

その他の権利を侵害しないよう十分ご配慮ください。

miniSDメモリーカード内に保存した楽曲は、パソコンな

ど他の媒体に複製または移動しないでください。

1 お客様が購入したCDの楽曲などを、
MP4形式に変換できる市販のソフトを
利用して変換し、パソコンに保存する。

ソフトウェアの使用方法など詳細については、ソ

フトウェア提供各社のホームページなどでご確認

ください。

2 miniSDメモリーカードをパソコンに
挿入し、楽曲ファイルをコピーする。

コピー方法は次のとおりです。

1. 操作１で作成したファイルの名前を

「MMFxxxx.3gp」／「MMFxxxx.mp4」に変更す

る。

ファイル名を変更する際は、パソコン上の

設定で拡張子を表示してから行ってくださ

い。

変更後のファイル名は、拡張子を除いて半

角で「MMF0001」～「MMF9999」の範囲で変

更してください。

2. miniSDメモリーカード内の

¥PRIVATE¥DOCOMO¥MMFILEフォルダにコ

ピーする。

［MMFILE］フォルダがminiSDメモリーカー

ド内にない場合は、miniSDメモリーカード

をFOMA端末に一度挿入して認識させてか

ら、再度パソコンに挿入してください。

miniSDメモリーカードのフォルダ構成につ

いては、P.332を参照してください。

3 miniSDメモリーカードの管理情報の
更新を行う。

詳しくは、P.337を参照してください。

4 待受画面でt912C7を押
し、［マルチメディア］フォルダから楽
曲を選んでｉモーション（音楽データ
含む）を再生する。

ｉモーションの再生についてはP.315、リピート

再生についてはP.316、連続再生についてはP.318

を参照してください。

［マルチメディア］フォルダ内のデータは、最大

400件まで表示されます。フォルダ内に再生でき

ないデータがある場合や、 400件以上のデータが

存在する場合には、 データが表示されないことが

あります。

パソコンで作成したｉモーショ
ン（音楽データ含む）をFOMA端
末で再生する

お知らせ

再生中に着信やアラーム動作があった場合、再生は中止

されます。

ご使用になる市販のソフトウェアなどによっては、楽曲

ファイルをFOMA端末でうまく再生できない場合があ

ります。
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その他の便利な機能

設定状況を確認する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜設定状況確認＞368

マルチアクセスについて . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜マルチアクセス＞368

マルチアシスタント（マルチタスク）について . . . . . . . . . .＜マルチアシスタント（マルチタスク）＞369

直前に使った機能やファイルを呼び出す . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜アクティブマーカー＞370

自動的に電源をONにする. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜自動電源ON＞371
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よく使う機能を手早く実行する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜ショートカットメニュー＞385

自分の名前や画像を登録する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜所有者情報登録＞386

通話中の相手の声や待受中の自分の声を録音する . . . . ＜通話中音声メモ／待受中音声メモ＞387

電卓として使う  . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜電卓＞388
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各種機能の設定状況を確認できます。
確認できる機能は次のとおりです。

音、表示、一般設定、通話・通信機能設定、セキュリティ、

ｉモード、フルブラウザ、メール・メッセージ、ｉアプリ

1 待受画面でt314を押し、端
末暗証番号（４～８桁の数字）を入力し
てtを押す。

TOPメニューから_（設

定）→［一般設定］→［確

認］→［設定状況確認］の

順に選択することもでき

ます。

入力した端末暗証番号は、

［b］で表示されます。

2 確認する機能を選ぶ。
設定状況が表示され、内

容を確認できます。wで

ページを切り替えできま

す。

tを押すと、元の画面に

戻ります。

FOMA端末では音声電話と一部のパケット通信

（ｉモードメールの受信およびパソコンをつないだ

データ通信）の複数の通信を同時にご利用いただけ

ます。これをマルチアクセスと呼びます。
マルチアクセスとは別に、音声電話などの通信中にSMS

を受信できます。

音声電話中にも他のパケット通信（ｉモードおよび

ｉモードメール送信）はご利用できます。

FOMA端末で同時に使用可能な通信機能の主な組み
合わせは、P.439の「マルチアクセスの組み合わせに
ついて」を参照してください。

音声電話の通話中にｉモードメールやSMSを受信
できます。さらに、マルチアシスタント（nP.369）
をご利用になると、音声電話をかけながら受信した
メールを見ることなどもできます。

音声電話の通話中にｉモードメールやSMSを受信
したり、テレビ電話中にSMSを受信したとき、通話
中の画面のまま受信できます。音声電話の通話中に
マルチアシスタントを使うと、通話しながらｉモー
ドメールやSMSを見ることもできます。

テレビ電話中はｉモードメールを受信できません。

ｉモードメールはｉモードセンターに保管されます。

1 音声電話の通話中にｉモードメール
やSMSを受信する。

ディスプレイに［U］、［h］または［[］が表示さ

れます。

このまま通話を続けて、通話終了後にｉモード

メールやSMSを見ることもできます。

2 通話しながらｉモードメールやSMS
を見るときは、$を押す。

マルチアシスタントの使

いかたについては、P.369

を参照してください。

通話中画面に戻るとき

は、$を押します。

3［メール］を選んでtを押し、［受信
BOX］を選んでtを押す。

4 フォルダを選んでtを押し、メールを
選んでtを押す。

通話中画面に戻るときは、$を押し、［音声電話］

を選んでtを押します。

ｉモード中に通信を継続したまま、Phone To（AV 
Phone To）機能により音声電話をかけることができ
ます。

1 サイトやインターネットホームページ
で表示されている電話番号を選んでt
を押す。

2［はい］を選んでtを押し、sまたは
t［発信］を押す。

ｉモードに接続したまま、ダイヤルされます。

テレビ電話をかけた場合は、ｉモード通信が終了

します。

3 通話が終わったら、Hを押す。
サイトやインターネットホームページの画面に戻

ります。

設定状況確認

設定状況を確認する

音 1
表示 2
一般設定 3
通話・通信機能設定 4
セキュリティ 5
ｉモード 6
フルブラウザ 7
メール・メッセージ 8
ｉアプリ 9

マルチアクセス

マルチアクセスについて

マルチアクセスの主な組み合わせ

［音］を選んだ場合

マルチアクセスでできる主な操作

通話中にｉモードメールやSMSを受信する

ｉモード中に電話をかける
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マルチアシスタント（マルチタスク）とは音声電話中

にメールを作成するなど、複数の機能を同時に使用

できる機能です。
音声電話の着信やデータ通信の着信などで、４つ以上の

機能が同時に動くこともあります。

ディスプレイ上部に、起動中の機能のマーク（マルチタス

ク表示）が表示されます。（nP.29）

音声電話中や機能の操作中に別の機能を起動するこ

とができます。
待受画面表示中、テレビ電話中、プッシュトーク通信中、

カメラ起動中、ボイスレコーダー起動中、メール送受信

中、赤外線受信中、アラーム設定中、タイマー設定中、

miniSD管理画面、各種設定画面、TOPメニュー、ズームメ

ニュー、ショートカットメニューなどは、マルチアシスタ

ントで他の機能を起動できません。

マルチアシスタントで同時に起動できる機能の組み合わ

せについて（nP.440）

1 音声電話の通話中や機能の操作中に
$を押す。

アプリアイコン選択画面

が表示されないときは、

i［切替］を何回か押し

ます。

アプリリスト選択画面が

表示されたときは、iで

切り替えるか、そこから

起動する機能を選ぶこと

もできます。

マルチアシスタントを

利用できないときは

$を押してもマルチ

アシスタントの画面は

表示されません。

2 起動する機能アイコンを選んでtを押
す。

wでカーソルを移動し
ます。

グレー表示されている機
能は起動できません。

起動する機能が一覧表示
されたときは、機能を選
んでtを押します。機能
の操作については、各機
能の説明ページを参照し
てください。

音声電話をかけるときは、sを押し、電話番号を入
力してsを押します。

アプリアイコン選択画面の機能アイコンの位置を
入れ替えるときは、機能アイコンを選んでmを押
し、移動先を選んでtを押します。元に戻すとき
は、a［リセット］を押します。

マルチアシスタントで複数の機能を起動していると

きは、表示する画面を切り替えることができます。

1 複数の機能の動作中に$を押す。

現在動作している複数の機能が、アプリアイコン
切替画面にアイコンとして表示されます。（４つ以
上の機能が動作しているときは、アプリリスト切
替画面が表示されます。）

2 表示する機能をvで選んでtを押す。
４つ以上の機能が動作しているときは、uで機能

を選んでtを押します。

表示中の機能を終了する

複数の機能が動作しているときに、
Hを押す。

表示されていた機能が終了し、別の動作中の画面
が表示されます。

機能を選んで終了する

1 複数の機能が動作しているときに$
を押す。

2 vで機能を選んでC［終了］を押す。
４つ以上の機能が動作しているときは、uで機能
を選んでCを押します。

すべての機能を終了するときは、m［全終了］を押

します。

マルチアシスタント（マルチタスク）

マルチアシスタント（マルチタ
スク）について

新しい機能を呼び出す

アプリアイコン
選択画面

アプリリスト
選択画面

［電話帳］を選んだ場合

画面を切り替える

機能を終了する

お知らせ

機能によっては確認画面が表示される場合があります。

［はい］を選んでtを押すと終了します。

１つ目の機能

アプリアイコン切替画面

２つ目の機能
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最近利用した機能、最近表示したページや画像など

は待受画面から簡単に呼び出すことができます。当

日のスケジュールやToDoリストの詳細を表示する

こともできます。

1 待受画面でpを押し、デスクトップア
イコンを選んでtを押す。

選択した機能のPIMロッ

ク中は端末暗証番号（４

～８桁の数字）の入力が

必要です。

待受画面にカレンダーを

表示しているときは

Hを押し、カレンダー

表示を解除したあと、p
を押してください。

デスクトップアイコン

履歴のないデスクトップアイコンでは、履歴は表示さ
れません。

カレンダー／日付表示エリア

デスクトップアイコンが［スケジュール表示］の場
合は常にカレンダーが表示されます。［マイピク
チャ履歴］、［ｉモーション履歴］の場合は選択し
た画像が表示されます。
それ以外の場合は、［カレンダー／日付表示］の設
定に従います。

2 履歴を選んでtを押す。
選択した履歴の機能が起動します。

選択した履歴のファイルやメールを削除または移動
した場合は、［起動できません　削除／移動されてい
る可能性があります］または［起動できません　削除
されている可能性があります］と表示され、起動でき
ません。また、カレンダー／日付表示エリアの選択画
像表示は代替画像に切り替わります。選択した履歴
のｉアプリを削除した場合は、［指定されたソフト
がありません］と表示されます。

マイピクチャ履歴、ｉモーション履歴は、本体に
データがある場合は、フォルダを移動しても表示
され、起動できます。

アクティブマーカーのデザインを変える
＜スクリーンテーマ＞

デスクトップアイコンのタイトル画像やアクション
を、統一されたイメージに変更できます。

デスクトップアイコン選択画面で
C1［スクリーンテーマ］を押し、
テーマを選ぶ。

アクティブマーカーの背景を設定する
＜背景設定＞

アクティブマーカーの背景画像を設定できます。
横240×縦320ドット以下のJPEG画像、GIF画像を利用でき
ます。（Flash画像、GIFアニメーションは利用できません。）

お買い上げ時設定（待受画面１）

デスクトップアイコン選択画面で
C2［背景設定］を押し、フォルダを
選んでtを押し、静止画を選んでi
［決定］を押す。

アクティブマーカー

直前に使った機能やファイルを
呼び出す

機　能 内　容

ｉモード
履歴

ｉモードメニューから接続したｉモードサ
イトのURLとタイトルを最新５件分記憶し
ています。履歴一覧から選択するだけで、同
じサイトにすぐに接続できます。（同じサイ
トは重複せず１件として記憶されます。）

フルブラウザ
履歴

Internet（フルブラウザ）メニューから接続し
たインターネットサイトのURLとタイトル
を最新５件分記憶しています。履歴一覧から
選択するだけで、同じサイトにすぐに接続で
きます。（同じサイトは重複せず１件として
記憶されます。）

モバイル
オーディオ
履歴

モバイルオーディオで再生したminiSDメモ
リーカード内の楽曲のタイトル最新１件とプ
レイリストを記憶しています。履歴一覧から
選択するだけですぐに再生できます。（音声の
みのｉモーション（歌手の歌声など映像のな
いｉモーション）は記憶されません。）

スケジュール
表示

当日のスケジュールまたは当日が期限の
ToDoリストのうち開始時間／期日時間が早
いものが５件まで表示されます。一覧から選
択すると、詳細画面が表示されます。

メール履歴 表示したメールを最新５件分記憶していま
す。履歴一覧から選択してメール詳細画面を
表示できます。

マイピクチャ
履歴

イメージビューアで再生した画像を最新５
件分記憶しています。履歴一覧から選択して
再生できます。（Flash画像、GIFアニメーショ
ンは記憶されません。）

ｉモーション
履歴

ビデオプレーヤで再生したｉモーションを
最新５件分記憶しています。履歴一覧から選
択して再生できます。（［移行可能コンテン
ツ］フォルダ内のｉモーション再生時は記
憶されません。）

ｉアプリ
履歴

保存されているｉアプリのうち最近起動し
たものを５件分記憶しています。履歴一覧か
ら選択して起動できます。（待受ｉアプリを
実行した場合は履歴に記憶されません。）

履歴表示画面

アイコン 機　能

E ｉモード履歴

F フルブラウザ履歴

G モバイルオーディオ履歴

H スケジュール表示

I メール履歴

J マイピクチャ履歴

K ｉモーション履歴

L ｉアプリ履歴

アクティブマーカーのデザインを変更する

テーマ：Groovy 1
テーマ：Skyscraper 2
テーマ：Sunnyday 3
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静止画を確認するときは、静止画を選んでtを押しま
す。cを押すと元の画面に戻ります。

カレンダー／日付の表示を設定する
＜カレンダー／日付表示＞

カレンダー／日付表示エリアの表示を変更できます。
デスクトップアイコンが［スケジュール表示］の場合はこ

の設定にかかわらず常にカレンダーが表示されます。

［マイピクチャ履歴］、［ｉモーション履歴］の場合は選択

した画像が表示されます。

デスクトップアイコン選択画面で
C3［カレンダー／日付表示］を押
し、表示する内容を選ぶ。

履歴を削除する＜履歴削除＞
アクティブマーカーの履歴を、機能ごとに削除また

は全削除することができます。
スケジュールは削除できません。

デスクトップアイコン選択画面で
C4［履歴削除］を押し、削除方法を
選ぶ。

デスクトップアイコンを表示するかどう
かを設定する＜表示カテゴリ設定＞

機能ごとにデスクトップアイコンを表示するかどう

かを設定できます。
お買い上げ時設定（すべて表示）

1 デスクトップアイコン選択画面で
C5［表示カテゴリ設定］を押し、端
末暗証番号（４～８桁の数字）を入力し
てtを押す。

2 表示または非表示にする項目を選んで
tを押し、C［完了］を押す。

Eは表示、Hは非表示の状態です。

tを押すと、表示と非表示を交互に切り替えるこ

とができます。

指定した時刻になったら自動的にFOMA端末の電源

を入れます。
自動電源ONを解除するまで、毎日同じ時刻に動作します。

あらかじめ、日時を設定しておいてください。（nP.47）

高精度な制御や微弱な信号を取り扱う電子機器の近く

や、航空機内、病院など使用を禁止された区域に入る場合

は、あらかじめ自動電源ONを解除してから、FOMA端末

の電源を切ってください。

お買い上げ時設定（OFF（解除））

1 待受画面でt331を押す。
TOPメニューから_（設

定）→［一般設定］→［自動

電源ON／OFF］→［自動

電源ON］の順に選択する

こともできます。

2［自動電源ON設定］を選んでtを押し、
［ON］を選んでtを押す。

3［時刻］を選んでtを押し、動作時刻（４
桁）を入力してtを押す。

時刻は24時間制で入力します。

カーソルは、vで移動できます。

4［アラーム設定］を選んでtを押し、
［ON］を選んでtを押す。

アラームを鳴らさないときは、［OFF］を選んでt
を押し、操作７へ進みます。

5［アラーム音］を選んでtを押し、フォ
ルダを選んでtを押し、アラーム音を
選んでi［決定］を押す。

アラーム音を確認するときは、アラーム音を選ん

でtを押します。停止するときはiを押します。

6［アラーム音量］を選んでtを押し、o
（上げる）／p（下げる）を押して音量
を調節し、tを押す。

7 i［完了］を押す。
アラーム設定を［ON］に設定したときは、［PIN1

コード入力がONのときにはPIN1コードが入力さ

れるまでアラームは鳴動しません］と表示されま

す。t［確認］を押すと、自動電源ON機能が設定さ

れます。

カレンダーを表示する 1

日付を表示する 2

表示しない 3

選択した機能の履
歴を全削除する

1

すべての機能の履
歴を全削除する

2→端末暗証番号（４～８桁
の数字）を入力→t

自動電源ON

自動的に電源をONにする
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指定した時刻になると
自動的に電源が入り、［自動電源ON時刻が過ぎまし

た］と表示されます。
指定した時刻に電源が入っていたときも、同様に動作し

ます。

PIN1コード入力設定（nP.155）を［ON］に設定している

ときは、PIN1コード入力画面になり、PIN1コード入力後

［自動電源ON時刻が過ぎました］と表示されます。

アラームが鳴るように設定しているときは、約15秒間ア

ラームが鳴ります。いずれかのボタンを押すと止まります。

通話中や着信時の場合は、通話終了後にアラームが鳴ります。

電源が入っていないときにアラーム設定時刻になっ

た場合、自動的に電源を入れてアラームを動作させ

ることができます。
お買い上げ時設定（OFF）

1 待受画面でt333を押し、
1［ON］を押す。

TOPメニューから_（設定）→［一般設定］→［自動

電源ON／OFF］→［アラーム連動電源ON］の順に

選択することもできます。

2 t［確認］を押す。

指定した時刻になったら自動的にFOMA端末の電源

を切ります。
自動電源OFFを解除するまで、毎日同じ時刻に動作します。

あらかじめ、日時を設定しておいてください。（nP.47）

お買い上げ時設定（OFF（解除））

1 待受画面でt332を押す。
TOPメニューから_（設定）→［一般設定］→［自動

電源ON／OFF］→［自動電源OFF］の順に選択する

こともできます。

2［自動電源OFF設定］を選んでtを押
し、［ON］を選んでt押す。

3［時刻］を選んでtを押し、動作時刻（４
桁）を入力してtを押す。

時刻は24時間制で入力します。

カーソルは、vで移動できます。

4 i［完了］を押す。
自動電源OFF機能が設定されます。

指定した時刻になると
指定した時刻に何かの操作を

していると（待受画面以外のと

き：ｉモード／メール／ア

ラーム（鳴動時）／電卓／スケ

ジュール／ToDo／タイマー／

メロディプレーヤ／データ

BOXの連続再生・スライド

ショー・全画面表示など）、確認

画面が表示されます。［はい］を選択するか、約１分間

何も操作しないでそのままにしておくと、電源は切

れます。

［いいえ］を選択すると、操作を続けることができま

す。
通話中のときは、通話を終了して通話前の画面に戻ると

確認画面が表示されます。

ソフトウェア更新中（nP.454）は、ソフトウェア更新終

了後、待受画面に戻ると確認画面が表示されます。

設定した時間が経過したときに、アラーム音でお知

らせできます。
アラーム音は約15秒間鳴ります。いずれかのボタンを押

すと止まります。

お知らせ

自動電源ONとアラーム（アラーム／スケジュールア

ラーム／ToDoアラーム）を同じ時刻に設定すると、自動

電源ONが優先します。自動電源ON通知画面でしばらく

（約15秒）お待ちいただくか、またはボタンを押して自

動電源ON通知画面を消すとアラームが動作します。

自動電源ONと自動電源OFFの時間を同時刻に設定した

場合、FOMA端末の電源が切れているときは電源が入

り、電源が入っているときは電源が切れます。ただし、電

源が入っているときは、電源が切れたあとすぐに電源が

入る場合があります。

アラーム設定を［ON］にしたときは、［PIN1コード入力が

ONのときにはPIN1コードが入力されるまでアラームは

鳴動しません］と表示されます。

アラーム設定時刻に自動で電源を入れて
アラームを鳴らす＜アラーム連動電源ON＞

お知らせ

自動電源ONとアラーム連動電源ONを同じ時刻に設定

すると、自動電源ONが優先します。

自動電源OFF

自動的に電源をOFFにする

お知らせ

自動電源OFFとアラーム（アラーム／スケジュールア

ラーム／ToDoアラーム）を同じ時刻に設定すると、自動

電源OFFにより電源が切れ、アラームは動作しません。

（ただし、同時刻内に手動で電源を入れた場合や確認画

面が表示されたときに、［いいえ］を選択した場合は、ア

ラームが動作します。）

ｉアプリ起動中は、自動電源OFFで設定した時刻になっ

ても、電源は切れません。ｉアプリを終了すると自動電

源OFF確認画面が表示され、何も操作しないでそのまま

にしておくと電源が切れます。

赤外線通信機能起動中は、自動電源OFF で設定した時

刻になっても、電源は切れません。赤外線通信が終了す

ると自動電源OFF確認画面が表示され、何も操作しない

でそのままにしておくと電源が切れます。

自動電源ONと自動電源OFFの時間を同時刻に設定した

場合、FOMA端末の電源が切れているときは電源が入

り、電源が入っているときは電源が切れます。ただし、電

源が入っているときは、電源が切れたあとすぐに電源が

入る場合があります。

タイマー

一定の時間が経過するとアラー
ムで知らせる

確認画面
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着信バイブレータ（nP.133）を設定していると、アラー

ム動作時にバイブレータも連動して動作します。

1 待受画面でt9293を押す。
TOPメニューから.（LifeKit）→［便利機能］→［タ

イマー］の順に選択することもできます。

2 時間を入力してt［開始］を押す。
左の２桁に分を、右の２

桁に秒を入力します。

１秒～99分59秒の間で

設定できます。

指定した時刻・曜日に、アラーム音や動画／ｉモー

ションでお知らせします。
あらかじめ、日時を設定しておいてください。（nP.47）

アラームは９件まで登録でき、毎日、または曜日指定の繰

り返し設定を行っている場合は、解除するまでお知らせ

します。

着信バイブレータ（nP.133）を設定していると、アラー

ム動作時にバイブレータも連動して動作します。

ここでは、アラームが動作する時刻と曜日を設定す

る手順を例に、基本的なアラームの登録方法を説明

します。
アラーム音量や音色を変えたり、メッセージや電話番号

を表示するなど、アラーム動作時の状態を設定すること

もできます。（nP.374）

お買い上げ時設定（アラーム音選択：着信音１　アラーム音

量選択：音量５　スヌーズ設定：OFF　鳴動時間：15秒）

1 待受画面でt9294を押
し、登録番号を押す。

TOPメニューから.
（LifeKit）→［便利機能］→ 

［アラーム］の順に選択す

ることもできます。

2 1［時刻入力］を押し、動作時刻（４
桁）を入力してtを押す。

時刻は24時間制で入力します。

カーソルは、vで移動できます。

3 2［繰り返し設定］を押し、くり返し
方法を選ぶ。

タイマーを
止める

t
再開するときはt［開始］を押し
ます。
i［リセット］を押すと、設定時間
が［３分］に戻ります。

タイマーを
解除する

H

お知らせ

タイマーでお知らせする音や鳴動時間を変えたり、音量

を変えることもできます。

タイマーを利用中に電話がかかってきたりメールを受

信しても、タイマーは継続します。ただし、通話中、メー

ル受信中など、タイマーが表示されていない時に設定し

た時間が経過した場合、アラーム音は鳴りません。

タイマー動作中に電源を切った場合、タイマーは終了し

ます。

待受画面からタイマーを使う＜タイマー＞
待受画面で、時間（１～99分）を入力 ? t3

アラーム

指定した時刻にアラームで知ら
せる

９分58秒
 O［09:58］

アラームを登録する

メッセージ アラーム動作時にメッセージを表示で
きます。最大全角30文字（半角60文字）
まで入力できます。

連絡先 アラーム動作時に電話番号を表示でき
ます。アラーム動作時に簡単に電話を
かけられます。（nP.375）

アラーム音選択 アラーム音を変更できます。動画／
ｉモーションも設定できます。

アラーム音量選択 アラーム音量を変えることができます。

スヌーズ設定 アラームが鳴る回数と間隔を設定でき
ます。

鳴動時間 アラーム動作時にアラームが鳴ってい
る時間を変更できます。

アラームを
１回だけ動作
させる

1
アラーム動作後、設定が自動的に
解除されます。

動作させる曜
日を指定する

2→曜日を選ぶt（くり返し可）
→C

［休日設定日を除く］にチェック
を入れたときは、休日設定・祝日
設定された日にはアラームが動
作しません。
曜日指定を解除する場合は、曜日
を選びtを押します。
すべてを選択／解除する場合は、
i［全選択］／i［全解除］を押し
ます。

アラームを毎
日動作させる

3

アラーム登録画面
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4 i［完了］を押す。

設定内容の見かた

1 アラーム設定されているときに表示
2 設定時刻

登録を終わるときはHを押します。（待受画面に

［\］表示）

3 くり返し設定の内容を表示
l：１回だけ
k：曜日指定
j：毎日

4 アラーム音が動作している時間
5 スヌーズ設定されているときに表示
6 未登録

1 アラーム音が鳴る。
アラームのオプションで

設定した、アラーム音の

種類、音量、鳴動時間など

に従って動作します。（登

録しているメッセージ、

連絡先の電話帳に登録さ

れている静止画も表示さ

れます。）

FOMA端末を閉じている

ときは、サブディスプレイに［アラーム鳴動中］と

表示されます。

着信バイブレータ（nP.133）を設定していると

きは、アラーム音と同時にバイブレータも動作し

ます。

アラーム音量をステップトーン以外に設定してい

るときは、o（上げる）／p（下げる）を押して音量

を調節できます。

お知らせ

アラームとスケジュールアラーム／ToDoアラームを同

じ時刻に設定すると、アラーム→スケジュールアラー

ム／ToDoアラームの順に動作します。

当日（時刻が過ぎている場合は翌日）、１回のみのアラーム

を簡単に設定することもできます。（クイックアラーム）

待受画面からアラームを設定する＜クイックアラーム＞

待受画面 ? 時刻（例 午後２時５分：「1405」）入力 ? 
t2

メッセージを表示する＜メッセージ＞

アラーム登録画面（nP.373）で3 ? メッセージ
を入力 ? t

連絡先を表示する＜連絡先＞

1 アラーム登録画面（nP.373）で4
2 1 ? 名前を選ぶ ? t

直接入力するとき：2 ? 電話番号を入力 ? t

アラーム音を変更する＜アラーム音選択＞

1 アラーム登録画面（nP.373）で5
2 1［メロディ］

動画／ｉモーションを設定するとき：2
設定しないとき：3

3 フォルダを選ぶ ? t ? アラーム音を選ぶ ? i
アラーム音を確認するとき：アラーム音 ? t（i
で停止）

動画／ｉモーションを確認するとき：動画／

ｉモーション ? t（aで停止）

アラーム音量を変更する＜アラーム音量選択＞

1 アラーム登録画面（nP.373）で6
2 o（上げる）／p（下げる）? t

アラーム音を鳴らさないとき：［サイレント］

5

1 234

6

アラームの回数と間隔を設定する＜スヌーズ設定＞

1 アラーム登録画面（nP.373）で7
2 1
3 間隔（２桁：02～15分）を入力 ? t ? 回数（２～

６）を入力 ? t

鳴動時間を変更する＜鳴動時間＞

アラーム登録画面（nP.373）で8 ? 鳴動時間（２
桁：02～99秒）を入力 ? t

関連操作のお知らせ

待受画面からのアラーム設定について（クイックア

ラーム）
日時は当日（時刻が過ぎている場合は翌日）、分類は［分

類なし］、メッセージは［クイックアラーム］としてスケ

ジュールに登録されます。

連絡先の表示について
ダイヤル発信制限中は、連絡先を入力できません。

電話帳のPIMロック中は、電話帳利用時に端末暗証番号

（４～８桁の数字）の入力が必要です。

アラーム音設定について
マルチメディアのPIMロック中、［メロディ］、［ｉモー

ション］を設定するときは、端末暗証番号（４～８桁の数

字）の入力が必要です。

スヌーズ間隔について
スヌーズ中に音声電話着信があった場合、通話中にス

ヌーズ設定された時刻になった場合には、通話終了後に

直ちに鳴動します。スヌーズ設定された時刻になってい

ない場合は、通話終了後にスヌーズ中となり、スヌーズ

設定された時刻になると鳴動します。

アラーム設定時刻になると
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2 止めるときは、いずれかのボタンを押す。

スヌーズを設定しているときは、H以外のボタ

ンでアラーム音を止めると、あらかじめ指定した

間隔で複数回アラームが鳴ります。Hでアラー

ム音を止めたときは、以降その時刻に対するス

ヌーズは動作しません。

アラームは、１件ごとに設定（再設定）／解除／削除で

きます。削除すると登録内容が消えますが、解除しても

登録内容は消えません。再設定を行うことで、再び同じ

内容でアラームを動作させることができます。

1 待受画面でt9294を押
し、登録番号を選んで解除する。

ズームメニューから登録する
ズームメニューからアラームを設定できます。

アラーム時刻のみを設定できます。その他の項目は以下

のように設定されます。

繰り返し設定：毎日　メッセージ：なし　連絡先：なし

アラーム音選択：前回設定したアラーム音　アラーム音量選

択：音量５　スヌーズ設定：OFF　鳴動時間：60秒

1 待受画面でtを押し、［便利機能］を選
んでtを押す。

TOPメニューやショートカットメニューが表示さ

れたときは、i［メニュー切替］を押してズームメ

ニューに切り替えます。

2［アラーム］を選んでtを押し、登録番
号を選んでtを押す。

3 動作時刻（４桁）を入力してtを押す。
時間は24時間制で入力します。

カーソルは、vで移動できます。

ズームメニューからアラームを解除／削
除／再設定する

1「 ズームメニューから登録する」の
操作１を行い、［アラーム］を選んでt
を押す。

2 解除、削除、再設定する登録番号を選ぶ。
操作方法は「アラームを解除／削除／再設定する」

の操作１を参照してください。

表示を消す H
電話をかける

（連絡先登録時）
t→電話をかける

（nP.119）

お知らせ

アラームの連絡先に設定した電話帳にピクチャーコールが

設定されていた場合、アラーム時にその画像が表示されま

す。

映像と音を含んだｉモーションをアラーム音に設定し

た場合、登録されている連絡先のピクチャーコールに関

係なくｉモーションの映像が表示されます。

音声のみのｉモーション（歌手の歌声など映像のない

ｉモーション）をアラーム音に設定した場合、登録され

ている連絡先のピクチャーコールが表示されます。ピク

チャーコールにｉモーションが登録されている場合は

通常のアラーム画面が表示されます。

連絡先に登録した電話帳に、ピクチャーコールとグルー

プピクチャーコールの両方が設定されている場合、電話

帳に登録されているピクチャーコールが優先されます。

メモ／スケジュール／ToDoのPIMロック中、設定した

時刻になってもアラームは動作しません。

赤外線通信中、データ送受信中、赤外線リモコン操作中

にアラーム／スケジュールアラーム／ToDoアラームで

設定した時刻になったときは、通信が終了し、待受画面

に戻ると動作しますが、ソフトウェア更新操作中にア

ラーム／スケジュールアラーム／ToDoアラームで設定

した時刻になったときは、ソフトウェア更新操作終了後

でも動作しない場合があります。

操作２で何も操作しないで、アラーム鳴動時間が経過

すると
アラーム音が止まり、アラーム時間が過ぎたことを、

ディスプレイの表示でお知らせします。（アラームの設

定時間が表示されます。）

通話中にアラーム時刻になったとき
通話を終了し、通話前の画面に戻るとアラームが動作し

ます。

マナーモード設定中にアラーム時刻になったとき
通常マナーモードの場合、アラーム音は鳴りませんが、

バイブレータは動作します。サイレントマナーモードの

場合、アラーム音はならず、バイブレータも動作しませ

ん。オリジナルマナーモードの場合は、アラーム音やバ

イブレータの［ON］／［OFF］の設定に従います。

通常マナーモードや、オリジナルマナーモードでバイブ

レータを［ON］にしている場合、バイブレータ設定を

［OFF］に設定していても、バイブレータは［パターン１］

で振動します。

公共モード（ドライブモード）設定中にアラーム時刻に

なったとき
アラーム音／バイブレータは鳴らず、着信ランプ（ピク

チャーライト）も点滅しません。

アラームを解除／削除／再設定する

解除する i
解除するときは［:］が表示されて
いる番号を選びます。解除すると

［:］が消えます。

設定（再設
定）する

i
再設定するときは［:］が表示され
ていない番号を選びます。設定す
ると［:］が表示され、待受画面に

［\］が表示されます。

削除する C→［はい］→t
設定されていた内容が削除され、
アラーム一覧画面に

［--------------------］が表示されます。
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予定の開始日時、終了日時、内容、連絡先（電話番号）

などを登録して管理できます。開始時刻前にアラー

ムでお知らせしたり、メッセージや電話番号、静止画

を表示することもできます。また、連絡先でスケ

ジュールを検索したり、電話帳を表示して電話をか

けたり、メールを作成することもできます。アイコン

表示のカレンダーでは、簡単な操作で分類アイコン

だけをスケジュールに登録できます。あとから内容

を追加することもできます。（nP.377）
あらかじめ、日時を設定しておいてください。（nP.47）

スケジュールは最大300件まで登録できます。

2000年１月１日～2099年12月31日まで登録できます。

カレンダーを表示できます。（nP.138）スケジュー

ル機能で登録した予定を確認することもできます。
あらかじめ、日時を設定しておいてください。（nP.47）

お買い上げ時は、カレンダーには「国民の祝日に関する法

律及び老人福祉法の一部を改正する法律（平成17年法律

第43号）」に基づいた祝日が登録されています（2006年12

月現在）。（春分の日、秋分の日の日付は前年の２月１日の

官報で発表されるため異なる場合があります。）祝日は赤

色で表示されます。

自分の休日など、新たな休日や祝日を登録し、カレンダー

に表示することもできます。

1 待受画面でt9281を押す。
TOPメニューから.

（LifeKit）→［スケジュー

ル］→［スケジュール］の

順に選択することもでき

ます。

今月のカレンダーが表示

されます。

カレンダーを消すときは

Hを押します。

指定した日付のカレンダーを表示する
＜日付指定表示＞

1 カレンダー画面でC35［日付指

定表示］を押す。

2 日付を入力してtを押す。

カレンダー表示を切り替える＜表示切替＞
カレンダーの表示をアイコン表示に切り替えても、待受画

面のカレンダー表示設定には反映されません。（設定した

スケジュールや休日は反映されます。）待受画面のカレン

ダー表示設定については、P.138を参照してください。

お買い上げ時設定（通常表示）

カレンダー画面でC31［表示切
替］を押し、表示形式を選ぶ。

予定の内容を表示すると

きは、予定を選んでtを

押します。（nP.380）

カレンダー画面の見かた

1 本日（反転表示）
2 選択している日（黒線枠で表示）
3 選択している日（緑色で表示）
4 休日設定されている日（赤色で表示）
5 登録されている予定（分類別にアイコンで表示）
6 予定が登録されている日（アンダーライン表示）

２日以上の予定が登録されている日（アンダーライン

表示）

スケジュール

スケジュールを管理する

カレンダーを表示する＜カレンダー＞

前月のカレンダーを表示する m
次月のカレンダーを表示する a

カレンダー画面

待受画面から日付を入力してカレンダーを表示する
待受画面で日付入力 ? t1

関連操作のお知らせ

日付入力と表示されるカレンダーの対応は次のとおり

です。

01～31 今月のカレンダー（１日～31日）

0101～1231 指定月日のカレンダー

（１月１日～12月31日）

20000101～20991231

指定年月日のカレンダー

（2000年１月１日～2099年12月31日）

通常表示 1

アイコン表示 2

アイコン表示 通常表示

5

2

6

4

3

1
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ここでは、予定の日時と内容、分類、連絡先を登録す

る手順を例に、基本的な予定の登録方法を説明しま

す。
開始日時と内容は必ず設定してください。

予定の開始時刻前にアラームを鳴らしたり（nP.378）、予定

をシークレット登録する（nP.379）こともできます。

1 待受画面でt9281を押

し、日を選んでi［新規］またはC1
［新規作成］を押す。

アイコン表示カレンダー

の場合は、C1を押し

ます。

2［日時］を選んでtを押す。カレンダー
で日付を選ぶときは、続けてC［切替］
を押す。

3 予定の開始日を入力するか、カレン

ダーから選んでtを押し、時間を入力
してtを押す。

時刻は24時間制で入力します。

終了日時を入力すると、操作４で［１回のみ］以外

は選択できません。

終了日時をリセットするときは、iを押します。

4 くり返し方法を選ぶ。

くり返しの回数に「00」を入力したときは、くり返

し回数が制限なしの予定が登録されます。

5［要約］を選んでtを押し、要約を入力
してtを押す。

最大全角20文字（半角40文字）まで入力できます。

6［分類］を選んでtを押し、分類アイコ
ンを選んでtを押す。
分類の種類

選択された分類名が表示されます。

分類が決定されると、次回分類を選ぶときに、前回

選択した分類が一番上に表示されます。

7［画像］を選んでtを押し、画像を選ぶ。

動画／ｉモーションを選択することはできません。

選択された静止画のタイトル名が表示されます。

設定した画像は、予定リスト画面やスケジュール

詳細画面で表示されます。

8［連絡先］を選んでtを押し、入力方法
を選んで連絡先を設定する。

連絡先を設定すると、ス

ケジュール詳細画面やア

ラーム画面に表示され、

簡単に電話をかけること

ができます。

ダイヤル発信制限中は連絡先を設定することはで

きません。

スケジュールを登録する

１回のみの予定
を登録する

1

毎日くり返す予
定を登録する

2→くり返しの回数を入力（00
～99）→t

毎週１回の予定
を登録する

3→くり返しの回数を入力（00
～99）→t

毎月１回の予定
を登録する

4→くり返しの回数を入力（00
～99）→t

毎年１回の予定
を登録する

5→くり返しの回数を入力（00
～99）→t

予定登録画面

カレンダーでの
日付選択画面

選択している日
wで日にちを選択しま
す。

アイコン 分　類 アイコン 分　類

分類なし 誕生日

プライベート 趣味

休日 デート

旅行 カラオケ

仕事 飲み会

会議 買い物

食事 習い事

ドライブ 出張

スポーツ 鑑賞

記念日 病院

静止画を設定
する

1→フォルダを選ぶ→t→静止
画を選ぶ→i

静止画を確認するときは、静止画
を選んでtを押します。戻るとき
は、cを押します。

静止画を設定
しない

2

電話帳から選
択する

1→電話番号を選ぶ→t
電話番号が登録されていない電
話帳は、連絡先として選択できま
せん。

直接入力する 2→電話番号を入力→t
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9［内容］を選んでtを押し、内容を入力
してtを押す。

最大全角100文字（半角200文字）まで入力できま

す。

10 i［完了］を押す。

予定の開始時刻前にアラームでお知らせするように

設定できます。アラーム動作時の状態を設定するこ

ともできます。
着信バイブレータ（nP.133）を設定していると、アラー

ム動作時にもバイブレータが連動して動作します。

同じ時刻に複数のスケジュールアラームを設定した場

合、設定した回数、アラームが鳴ります。

上記の設定は、予定登録画面（nP.377「スケジュールを

登録する」の操作１～４）から行います。

アラームを設定する
お買い上げ時設定（アラーム時刻：00分　鳴動時間：15秒

アラーム音選択：着信音１　アラーム音量選択：音量５）

1 スケジュールの予定登録画面
（nP.377）で、［アラーム］を選んでt
を押し、1［ON］を押す。

2 1［アラーム時刻］を押し、アラーム
を鳴らす時刻（予定開始時刻の何分前：
00～99）を入力してtを押す。

3 i［完了］を押す。
予定登録画面に戻ります。

お知らせ

赤外線通信について
FOMA端末（本体）に登録したスケジュールを赤外線通

信で送信したり、赤外線通信でスケジュールを受信でき

ます。（nP.344）

miniSDメモリーカードについて
FOMA端末（本体）に登録したスケジュールをminiSDメ

モリーカードにコピーしたり（nP.332）、miniSDメモ

リーカード内のスケジュールを表示（nP.334）できま

す。

miniSDメモリーカードに保存されているスケジュール

をFOMA端末（本体）にコピー（nP.335）できます。

スケジュールに登録した内容は、別にメモを取るか、パ

ソコンをお持ちの場合はminiSDメモリーカード
（nP.329）やデータリンクソフト（nP.443）をご利
用いただき、パソコンに転送・保管することをおすすめ

します。

アイコン表示カレンダーから分類アイコンのみを登
録する

カレンダー画面（nP.376）でC312［アイ
コン表示］ ? 日を選ぶ ? i ? 分類アイコンを選ぶ ? 
t

関連操作のお知らせ

スケジュールに登録される内容

アラームを設定する

日時 カーソル日＋操作した時間

要約 －

分類 選択したアイコンの分類

アラーム OFF

画像 －

連絡先 －

シークレット OFF

内容 ［未入力］と入力されます。

アラーム時刻 予定の開始時刻の何分前にアラームを
鳴らすか設定します。

鳴動時間 アラームが鳴っている時間を変更でき
ます。

アラーム音選択 アラーム音を変更できます。

アラーム音量選択 アラーム音量を変更できます。

アラームが鳴っている時間を変更する＜鳴動時間＞

アラーム設定画面で2 ? 鳴動時間（２桁：02～99
秒）? t

アラーム音を変更する＜アラーム音選択＞

1 アラーム設定画面で3
2 1［メロディ］

動画／ｉモーションを設定するとき：2
アラーム音を設定しないとき：3

3 フォルダを選ぶ ? t ? アラーム音を選ぶ ? i

アラーム音量を変更する＜アラーム音量選択＞

アラーム設定画面で4 ? o（上げる）／p（下げる）
? t

アラーム設定画面
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予定をシークレット登録すると、端末暗証番号

（nP.152）を入力してFOMA端末のシークレット

モードを［ON］に設定しない限り、読み出すことがで

きなくなります。他の人に見られたくない予定を守

ることができます。
シークレットモードの設定方法については、P.164を参照

してください。

シークレット登録を解除するときは、あらかじめシーク

レットモードを［ON］に設定（nP.164）してから操作し

てください。

1 スケジュールの予定登録画面
（nP.377）で、［シークレット］を選ん
でtを押し、1［ON］を押す。

設定した内容でアラームが動作します。アラームを

止めるときは、いずれかのボタンを押します。連絡先

が登録されているときは、アラームを止めると連絡

先が表示されます。（nP.374）
アラーム音量をステップトーン以外に設定しているとき

は、o（上げる）／p（下げる）を押して音量を調節できま

す。

スケジュールに画像が設定されていたり、映像を含んだ

ｉモーションをアラーム音に設定していたり、連絡先と

して登録した電話帳にピクチャーコール設定されている

場合は、その画像が次の優先順位で表示されます。

シークレット登録している予定の場合、アラームは動作

しますが、電話番号やメッセージ、登録画像は表示されま

せん。（シークレットモードを［ON］に設定（nP.164）し

ているときは、表示されます。）

メモ／スケジュール／ToDoのPIMロック中は、設定した

時刻になってもアラームは動作しません。

通常マナーモード、サイレントマナーモード設定中は、ア

ラーム音が鳴りません。オリジナルマナーモードの場合

はアラーム音の［ON］／［OFF］を設定できます。

公共モード（ドライブモード）設定中に設定した時刻に

なったときは、アラーム音／バイブレータは鳴らず、着信

ランプ（ピクチャーライト）も点滅しません。

特定の日を休日に設定したり、毎週決まった曜日を

休日に設定できます。休日は最大100件まで設定で

きます。また、自分で設定した休日をすべて解除した

り、過去の休日のみすべて（曜日指定で設定した休日

を除く）解除できます。
全解除を行うと、曜日指定で設定した休日はお買い上げ

時の設定（日曜日のみ休日）に戻ります。

1 カレンダー画面（nP.376）で休日に
設定する日（休日を解除する日）を選ん
でC41［休日設定］を押し、休日
の設定方法を選ぶ。

毎週同じ曜日を休日に設定したり、休日をすべて

解除するときは、日を選ぶ必要はありません。

設定した休日は、赤色で表示されます。

カレンダーに祝日を設定したり、初期設定に戻した

りできます。
あらかじめ登録されている国民の祝日の他に、最大20件

まで設定できます。

1 カレンダー画面（nP.376）で祝日に
設定する日を選んでC42［祝日
設定］を押す。

2 1［新規登録］を押す。
設定した祝日をすべて解除するときは、2［初期

設定に戻す］を押し、［はい］を選んでtを押します。

3 祝日の設定方法を選ぶ。

シークレット登録する

アラーム設定時刻になると

優先順位（高→低）

画像 アラーム音に設定したｉモーション→スケジュール
の画像→電話帳のピクチャーコール設定→グループ
ピクチャーコール設定→通常のアラーム画像

通常のスケジュール シークレットデータ

休日を登録する＜休日設定＞

選択した日を
休日に設定／
解除する

1
休日に設定されている日を選ん
だときは、設定が解除されます。

毎週決まった
曜日を休日に
する

2→曜日を選ぶt（くり返し可）
→C

すべてを選択／解除する場合は、
i［全選択］／i［全解除］を押し
ます。

設定した休日をまとめて解除する＜全解除＞

1 カレンダー画面（nP.376）でC41
2 4 ? ［はい］ ? t

過去の休日をすべて解除するとき：3 ? ［はい］ ? t

関連操作のお知らせ

曜日指定で設定した休日はお買い上げ時の設定（日曜日

のみ休日）に戻ります。

祝日を登録する＜祝日設定＞

「毎年○月○日」として設定する 1
「毎年○月第○○曜日」として設定する 2
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4 祝日名を入力してtを押す。
最大全角20文字（半角40文字）まで入力できます。

設定した祝日内容を変更するときは、スケジュー

ル詳細画面でC1［編集］を押します。変更する

日を入力してtを押し、操作３へ進みます。

設定した祝日は、赤色で表示されます。

登録されているスケジュールの内容を確認します。

分類別、連絡先別に表示できます。電話番号やメール

アドレスが登録されているときは、電話をかけたり

ｉモードメールを送信することもできます。スケ

ジュールをコピーすることもできます。

1 待受画面でt9281を押
し、日を選んでtを押す。

指定した日の予定がリストで３件まで表示されま

す。（予定リスト画面）

m［前日］を押すと、前の日の予定一覧が表示され

ます。

a［翌日］を押すと、次の日の予定一覧が表示され

ます。

シークレット登録した予定を確認するときは、

シークレットモードを［ON］に設定（nP.164）し

てください。

miniSDメモリーカード内の予定を確認するとき

は、カレンダー画面でC7を押します。

1 日付
2 当日に登録されている件数
3 タイムバー（スケジュールの開始時刻～終了時刻

までの目安が、30分単位で表示されます。）
4 アラームの有無
5 予定時刻
6 要約または内容※

7 分類アイコン
8 画像（マイピクチャに保存されている画像または

電話帳に登録されている画像）
※ 要約が登録されているときは、要約の先頭全角８文字分

（半角16文字分）が表示されます。

要約が登録されていないときは、内容の先頭全角８文字

分（半角16文字分）が表示されます。

2 予定を選んでtを押す。
画像が登録されていると

き、iを押すと、画像を

確認できます。

連絡先が登録されている

と、電話番号が表示され、

電話をかけることができ

ます。電話帳に登録され

ているときは名前が表示

されます。tを押すと電

話帳内容表示画面にな

り、電話をかけたりメー

ルを送信できます。（nP.119）

確認を終わるときはHを押します。

スケジュールを確認する

予定リスト画面

5

6

8

3

1

7

4

2

お知らせ

音声電話の通話中やメール作成中などに$を押すと、

スケジュールを呼び出して予定を確認できます。

（nP.369）

分類別に表示する＜分類別表示＞

待受画面でt9281 ? C33 ? 分
類を選ぶ ? t

連絡先別に表示する＜連絡先別表示＞

待受画面でt9281 ? C34 ? 連
絡先を選ぶ ? t

すべてのスケジュールを確認する
＜スケジュール全件表示＞

待受画面でt9281 ? C32
予定を確認するとき：予定を選ぶ ? t
miniSDメモリーカード内の予定を確認するとき：カレ

ンダー画面でC7

スケジュールから電話をかける
スケジュール詳細画面でt［電話］ ? t

テレビ電話をかけるとき：t ? i

スケジュールからｉモードメールを作成する
スケジュール詳細画面でt［電話］ ? アドレスを選ぶ 
? t［メール］ ? ｉモードメール作成

スケジュールをコピーする＜コピー＞

スケジュール詳細画面でC41
コピーしたスケジュールは、メール本文や電話帳など

の文字入力画面で、貼り付けたりすることができま

す。

スケジュールのPIMロックを設定する＜PIMロック＞

待受画面でt9281 ? C8 ? 端末暗証
番号（４～８桁の数字）を入力 ? t ? 1

関連操作のお知らせ

ｉモードメールの作成について
予定からｉモードメールを作成できるのは、電話帳に

メールアドレスも登録されているときのみです。

スケジュール
詳細画面
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1 待受画面でt9281を押
し、日を選んでtを押し、予定を選んで
C2［編集］を押す。

シークレット登録してい

る予定を選ぶときは、

シークレットモードを

［ON］に設定（nP.164）

してください。

2 予定を修正し、i［完了］を押して登録
方法を選ぶ。

修正方法は、登録時の操作と同様です。

（nP.377）

着信履歴、リダイヤルの連絡先を登録する
着信履歴やリダイヤルの電話番号をスケジュールの

連絡先として登録できます。

1 着信履歴（nP.64の操作１）またはリ
ダイヤル（nP.54の操作１）を選んで
Cr1［スケジュール作成］を押す。
スケジュールに登録される内容

2 スケジュールの内容を追加登録する。
（nP.377の操作２～10）
ｉモードメールの本文を登録する

受信／送信メールの本文をスケジュールの内容とし

て登録できます。
ｉモードメールに添付されたファイルは、スケジュール

の内容として登録できません。

1 受信メールを表示（nP.248の操作１
～２）してC64［スケジュール作
成］を押す。

送信メールのときは、送信メールを表示して

C74を押します。

スケジュールに登録される内容

2 スケジュールの内容を追加登録する。
（nP.377の操作２～10）
テキストメモの本文を登録する

テキストメモの本文をスケジュールの内容として登

録できます。

1 待受画面でt9292を押
し、テキストメモを選んでC13
［スケジュール作成］を押す。
スケジュールに登録される内容

2 スケジュールの内容を追加登録する。
（nP.377の操作２～10）
マイピクチャの静止画を登録する

データBOXのマイピクチャの静止画を、スケジュー

ルの静止画として登録できます。
データBOXの動画／ｉモーションは、スケジュールの内

容として登録できません。

1 静止画を選んで（nP.306の操作１～
３）C38［スケジュール画像設
定］を押す。

スケジュールを修正する＜編集＞

新しい予定として登録する 1
予定を上書き登録する 2→［はい］→t

着信履歴 リダイヤル

日時 着信日時 発信日時

要約 －

分類 分類なし

アラーム OFF

画像 －

連絡先 電話番号

シークレット OFF

内容 ［未入力］と入力されます。

受信メール 送信メール

日時 受信日時 送信日時

要約 －

分類 分類なし

アラーム OFF

画像 －

連絡先 差出人の登録され
ている電話帳の１
つ目の電話番号

（電話帳に登録さ
れていない場合、
連絡先は登録され
ません。）

宛先の登録されて
いる電話帳の１つ
目の電話番号（電
話帳に登録されて
いない場合、連絡
先は登録されませ
ん。）

シークレット OFF

内容 メールの題名と本文
（全角100文字（半角200文字）まで）

日時 ----/--/--

要約 －

分類 テキストメモに登録されている分類

アラーム OFF

画像 －

連絡先 －

シークレット OFF

内容 テキストメモに登録されている本文
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スケジュールに登録される内容

2 スケジュールの内容を追加登録する。
（nP.377の操作２～10）

予定は、次のいずれかの方法で削除できます。

1 待受画面でt9281を押し、
C32［スケジュール全件表示］を
押し、予定を選んでC3［削除］を押
す。

１件削除や選択削除で

シークレット登録してい

る予定を選ぶときは、

シークレットモードを

［ON］に設定（nP.164）

してください。

選択削除の場合は、操作２で予定を選択します。

過去全件削除の場合は、選択した予定の前日まで

の予定を削除します。

2 削除方法を選ぶ。

行動予定の期限、内容などを登録して行動予定を管

理できます。優先度を設定したり、行動予定の期限前

にアラームでお知らせすることもできます。また、行

動予定をシークレット登録すると、端末暗証番号

（nP.152）を入力してシークレットモードを［ON］

に設定しない限り、読み出すことができなくなりま

す。他の人に見られたくない行動予定を守ることが

できます。
あらかじめ、日時を設定しておいてください。（nP.47）

ToDoリストは最大100件まで登録できます。

2000年１月１日～2099年12月31日まで登録できます。

ここでは、行動予定の期限と内容、分類などを登録す

る手順を例に、基本的な行動予定の登録方法を説明

します。

1 待受画面でt9282を押
し、i［新規］またはC1［新規作成］
を押す。

TOPメニューから.
（LifeKit）→［スケジュー

ル］→［ToDoリスト］の順

に選択することもできま

す。

2［期限］を選んでtを押し、期限（時刻）
を入力してtを押す。

完了日を設定するときは、［完了日］を選んでtを

押し、完了日（時刻）を入力してtを押します。

状態を設定するときは、［状態］を選んでtを押

し、状態を選んでtを押します。

優先度を設定するときは、［優先度］を選んでtを

押し、優先度を選んでtを押します。

3［内容］を選んでtを押し、内容を入力
してtを押す。

内容は最大全角100文字（半角200文字）まで入力

できます。

行動予定リスト画面（nP.384）では、要約が登録

されているときは要約の先頭全角９文字分（半角

18文字分）が表示され、要約が登録されていない

ときには内容の先頭全角９文字分（半角18文字

分）が表示されます。

日時 静止画の保存日時

要約 －

分類 分類なし

アラーム OFF

画像 静止画のタイトル名

連絡先 －

シークレット OFF

内容 ［未入力］と入力されます。

お知らせ

カメラ撮影後のプレビュー画面でC33［スケ

ジュール］を押すと、撮影した静止画をすぐに登録でき

ます。なお、保存先をminiSDメモリーカードに設定して

いるときは、スケジュールに登録できません。保存先を

本体に設定してから撮影してください。

miniSDメモリーカード内の静止画は、直接スケジュール

に登録できません。FOMA端末（本体）にコピーしてから

登録してください。

スケジュールを削除する＜スケジュール削除＞

１件削除 予定を１件ずつ削除します。

過去全件削除 指定した日の前日までのすべての予定を削
除します。

全件削除 すべての予定を削除します。

選択削除 複数の予定をまとめて削除します。

予定を１件削
除する

1→［はい］→t

過去のすべて
の予定を削除
する

2→端末暗証番号（４～８桁の数
字）を入力→t→［はい］→t

すべての予定
を削除する

3→端末暗証番号（４～８桁の数
字）を入力→t→［はい］→t

複数の予定を
まとめて削除
する

4→予定を選ぶt（くり返し可）
→C→［はい］→t

すべてを選択／解除する場合は、
i［全選択］／i［全解除］を押し
ます。

カレンダー画面から削除する
1 カレンダー画面（nP.376）でC2
2 1［過去全件削除］

全件削除するとき：2
3 端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力 ? t ?

［はい］ ? t

ToDoリスト

ToDoリストを登録する

行動予定登録画面
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要約を入力するときはこのあと、［要約］を選んでt
を押し、要約を入力してtを押します。最大全角20

文字（半角40文字）まで入力できます。

4［分類］を選んでtを押し、分類のアイ
コンを選んでtを押す。

分類の種類については、

P.377を参照してくださ

い。

分類が決定されると、次

回分類を選ぶときに、前

回選択した分類が一番上

に表示されます。

5 i［完了］を押す。
行動予定の内容が入力されていない場合、iを押

しても完了することはできません。
設定した内容でアラームが動作します。アラームを

止めるときは、いずれかのボタンを押します。

（nP.374）

シークレット登録している行動予定の場合、アラームは

動作しますが、電話番号やメッセージ、登録画像は表示さ

れません。（シークレットモードを［ON］に設定

（nP.164）しているときは、表示されます。）

メモ／スケジュール／ToDoのPIMロック中は、設定した

時刻になってもアラームは動作しません。

通常マナーモード、サイレントマナーモード設定中は、ア

ラーム音が鳴りません。オリジナルマナーモードの場合

はアラーム音の［ON］／［OFF］を設定できます。

公共モード（ドライブモード）設定中に設定した時刻に

なったときは、アラーム音／バイブレータは鳴らず、着信

ランプ（ピクチャーライト）も点滅しません。

お知らせ

赤外線通信について
FOMA端末（本体）に登録したToDoリストを赤外線通信

で送信したり、赤外線通信でToDoリストを受信できま

す。（nP.344）

miniSDメモリーカードについて
FOMA端末（本体）に登録したToDoリストをminiSDメ

モリーカードにコピーしたり（nP.332）、miniSDメモ

リーカード内のToDoリストを表示（nP.334）できま

す。

miniSDメモリーカードに保存されているToDoリストを

FOMA端末（本体）にコピー（nP.335）できます。

ToDoリストに登録した内容は、別にメモを取るか、パ
ソコンをお持ちの場合はminiSDメモリーカード
（nP.329）やデータリンクソフト（nP.443）をご利
用いただき、パソコンに転送・保管することをおすすめ

します。

行動予定の期限前にアラームで知らせる
＜アラーム設定＞

1 行動予定登録画面（nP.382）で［アラーム］ ? t
2 1
3 1［アラーム時刻］ ? 時刻（期限の何分前）を入

力 ? t
アラームに連絡先を登録するとき：5 ? 入力方

法を選ぶ ? t ? 連絡先を選ぶ ? t
4 i

行動予定をシークレット登録する＜シークレット＞

1 行動予定登録画面（nP.382）で［シークレット］ 

? t
2 1

関連操作のお知らせ

アラーム設定について
アラーム音の変更方法などについては、スケジュールの

「アラームを設定する」（nP.378）を参照してくださ

い。

連絡先を設定するとアラーム画面に表示され、簡単に電

話をかけることができます。

ダイヤル発信制限中は連絡先を設定することはできま

せん。

シークレットについて
シークレットモードの設定方法については、P.164を参

照してください。

アラーム設定時刻になると

お知らせ

アラームの連絡先に設定した電話帳にピクチャーコー

ルが設定されていた場合、アラーム時にその画像（静止

画や動画／ ｉモーション）が表示されます。

映像と音を含んだｉモーションをアラーム音に設定し

た場合、登録されている連絡先のピクチャーコールに関

係なくｉモーションの映像が表示されます。

音声のみのｉモーション（歌手の歌声など映像のない

ｉモーション）をアラーム音に設定した場合、登録され

ている連絡先のピクチャーコールが表示されます。ピク

チャーコールにｉモーションが登録されている場合は

通常のアラーム画面が表示されます。

通常の予定 シークレットデータ
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状態や分類を指定してToDoリストを表示したり、完

了したToDoリストをチェックできます。

1 待受画面でt9282を押す。
miniSDメモリーカード内の予定を確認するとき

は、行動予定リスト画面で、C8を押します。

※ 要約が登録されているときは、要約の先頭全角９

文字分（半角18文字分）が表示されます。

要約が登録されていないときは、内容の先頭全角

９文字分（半角18文字分）が表示されます。

2 行動予定を選んでt［表示］を押す。

1 待受画面でt9282を押
し、行動予定を選んでC2［編集］を
押す。

2 行動予定を修正する。
修正方法は、登録時の操作と同様です。

（nP.382）

完了日を設定するときは、行動予定登録画面で［完

了日］を選んでtを押します。行動予定の完了日

（時刻）を入力して、tを押します。

3 修正が終わったらi［完了］を押し、登
録方法を選ぶ。

行動予定は、次のいずれかの方法で削除できます。

※ 状態別表示や分類別表示のときは、完了のみ削除、全件削

除を行うことはできません。

1 待受画面でt9282を押
し、行動予定を選んでC3［削除］を
押す。

［完了のみ削除］、［全件削

除］の場合は、削除したい

行動予定を選択する必要

はありません。

ToDoリストを確認する

内容をコピーする C2
確認を終了する H

お知らせ

音声電話の通話中やメール作成中などに$を押すと、

ToDoリストを呼び出して行動予定を確認できます。

（nP.369）

状態を切り替える＜状態切替＞

待受画面でt9282 ? 行動予定を選ぶ ? 
C5 ? 項目を選ぶ ? t

状態別／分類別に表示する＜状態別示／分類別表示＞

1 待受画面でt9282
2 C61

分類別表示をするとき：C62
3 項目を選ぶ ? t

完了したToDoリストをチェックする
待受画面でt9282 ? 行動予定を選ぶ ? 
m［E］

未チェック（［^］）に戻すとき：すでに［]］が表示され

ている行動予定を選んでm［E］

状態マーク

要約または内容※

期限

優先度マーク

アラーム

行動予定リスト画面

期限

分類

状態

内容

シークレット
登録

優先度

完了日

アラーム

要約

行動予定内容画面

ToDoリストのPIMロックを設定する＜PIMロック＞

待受画面でt9282 ? Cr1 ? 端末
暗証番号（４～８桁の数字）を入力 ? t ? 1

関連操作のお知らせ

ToDoリストのチェックについて
チェックすると、完了日時が自動的に登録されます。

ToDoリストを修正する

新しい行動予定として登
録する

1

行動予定を上書き登録す
る

2→［はい］→t

ToDoリストを削除する

１件削除 行動予定を１件ずつ削除します。

完了のみ削除 完了したすべての行動予定を削除します。

全件削除 すべての行動予定を削除します。

選択削除 複数の行動予定をまとめて削除します。
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2 削除方法を選ぶ。

よく使う機能をあらかじめショートカットに登録し

ておくと、簡単な操作でその機能を表示できます。

登録できるショートカットは、最大18件です。

FOMA端末には、あらかじめ次のショートカットが

登録されていますが、よく使う機能やｉアプリのソ

フト、ブックマークを上書き登録できます。

1 登録したい機能（mが表示されてい
る）の画面で$を１秒以上押す。

2 登録先を選んでtを押す。

3 上書き登録のときは、［はい］を選んで
tを押す。

1 待受画面でtを押し、ショートカット
アイコンを選んでtを押す。

待受画面でtを押したときに、TOPメニューや
ズームメニューが表示されたときはi［メニュー
切替］を押してショートカットメニューに切り替
えてください。待受画面でtを押すと、前回と同
じメニューが表示されます。

登録している機能が実行されます。

ショートカットメニューのページを切り替えるとき
は、m［▲ページ］／a［▼ページ］を押します。

1 ショートカットメニューを表示させた
状態で、ショートカットアイコンを選
んでC2［削除］を押す。

2 削除方法を選ぶ。

選択したショートカットが削除され、ショート
カットメニューに表示されなくなります。

ショートカットメニューのアイコンの位置を入れ替
えできます。

1 ショートカットメニューを表示させた状
態で、ショートカットアイコンを選んで
C12［アイコン移動］を押す。

2 移動先を選んでtを押す。
最初に選んだショートカットと入れ替わります。

ショートカットメニューのアイコンを変更できます。

１つのアイコンに非選択時用と選択時用の２枚の画
像を設定し、切替表示できます。

横76×縦76ドットのJPEG画像、GIF画像、GIFアニメー
ションを利用できます。
GIFアニメーションの場合は最大３シーンが切り替わり
ます。選択時用の画像は設定できません。

行動予定を１件
削除する

1→［はい］→t

完了したすべて
の行動予定を
削除する

2→端末暗証番号（４～８桁の
数字）を入力→t→［はい］→t

すべての行動予
定を削除する

3→端末暗証番号（４～８桁の
数字）を入力→t→［はい］→t

複数の行動予定
をまとめて削除
する

4→行動予定を選ぶt（くり返
し可）→C→［はい］→t

すべてを選択／解除する場合
は、i［全選択］／i［全解除］
を押します

ショートカットメニュー

よく使う機能を手早く実行する

ショートカットメニューを登録する

お知らせ

ショートカットに登録したｉアプリのソフトそのもの

や、ブックマークのURLを削除すると、ショートカット

メニューからも自動的に削除されます。

設定リセットを行うと、お買い上げ時のショートカット

に戻ります。

ショートカットメニューを実行する

ショートカットメニューから削除する

ショートカットを
１件削除する

1→［はい］→t

すべてのショート
カットを削除する

2→端末暗証番号（４～８桁
の数字）を入力→t→［はい］→
t

ショートカットメニューのアイコンを
移動する＜アイコン移動＞

ショートカットメニューのアイコンを
設定する＜アイコン画像設定＞
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1 ショートカットメニューを表示させた
状態で、ショートカットアイコンを選
んでC11［アイコン画像設定］を
押す。

2 フォルダを選んでtを押し、非選択時用
の静止画を選んでi［決定］を押す。

非選択時用のアイコンが設定されます。

静止画を確認するときは、静止画を選んでtを押し
ます。戻るときは、cを押します。

3 選択時用の静止画を選ぶ。

操作２でGIFアニメーションを選択したときは、
ショートカットメニュー画面に戻ります。

ショートカットメニューのアイコンにアクション

フォーカスを設定できます。
GIFアニメーションが設定されている場合は、最後に表示
される画像にアクションフォーカスを設定します。

お買い上げ時設定（スターダスト）

1 ショートカットメニューを表示させた
状態で、C3［アクションフォーカ
ス］を押してアクションフォーカスの
種類を選ぶ。

ショートカットメニューの背景画像を設定できます。
JPEG画像、GIF画像が利用できます。（Flash画像、GIFアニ

メーションは利用できません。）

お買い上げ時設定（メニュー背景１）

1 ショートカットメニューを表示させた
状態で、C4［背景設定］を押す。

2 フォルダを選んでtを押し、静止画を
選んでi［決定］を押す。

静止画を確認するときは、静止画を選んでtを押し

ます。戻るときは、cを押します。

ショートカットメニューをお買い上げ時の状態に戻

すことができます。

1 ショートカットメニューを表示させた
状態で、C5［メニューリセット］を
押す。

2［はい］を選んでtを押す。

お客様の所有者情報として、名前とフリガナ、自宅な

どの電話番号やメールアドレス、郵便番号、住所、誕生

日、メモ、所有者画像を登録・変更できます。

電話番号はご契約の電話番号のほかに２件、メール

アドレスは３件まで登録できます。
お買い上げ時は、取り付けたFOMAカードの電話番号の

みが表示され、メールアドレスは未登録です。取得した

ｉモードメールアドレスを追加登録してください。

登録できる項目

非選択時用と選
択時用の画像を
同じにする

［いいえ］→t

選択時用の画像
を別に設定する

［はい］→t→フォルダを選ぶ→t
→静止画を選ぶ→i

お知らせ

ショートカットアイコンに設定できない画像は表示さ

れません。

あらかじめ内蔵されているショートカットメニューの

アイコンは、GIFアニメーションです。

マイピクチャの静止画をショートカットアイコンに設

定した場合、元の静止画を削除しても、ショートカット

アイコンの設定を変更するまでショートカットメ

ニューの表示は変わりません。

ショートカットメニューのアイコンにアクション
フォーカスを設定する＜アクションフォーカス＞

グローブ 1 円が速度を変えながら回転しま
す。

ターゲット 2 大きい四角形から小さい四角
形になります。

ミスト 3 霧のような光の幕がかかります。

スターダスト 4 光がきらきら輝きます。

ウインドミル 5 ３本の棒が次々に現れ、アイコ
ンの下で回転します。

リップル 6 丸い枠が広がっていきます。

OFF 7 設定しません。

ショートカットメニューの背景を設定
する＜背景設定＞

お知らせ

背景画像に設定できない静止画は、表示されません。

マイピクチャの静止画を背景画像に設定した場合、元の

静止画を削除しても、背景画像の設定を変更するまで

ショートカットメニューの表示は変わりません。

ショートカットメニューをリセットする
＜メニューリセット＞

所有者情報登録

自分の名前や画像を登録する
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1 待受画面でt0を押し、t［詳細］を
押す。

TOPメニューから_（設定）→［一般設定］→［確

認］→［所有者情報］の順に選択することもできま

す。

2 端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力
してtを押し、C1［編集］を押す。

3 uで項目を選んでそれぞれの内容を
登録する。

登録方法は、電話帳と同様です。詳しくは、P.108～

P.111を参照してください。

１つの項目の登録が終わると、操作２の画面に戻

ります。続けて他の項目を登録できます。

名前、フリガナ、電話番号、メールアドレス、郵便番

号、住所、誕生日、メモを削除するときは、各入力画

面でcを押して削除します。所有者画像を削除す

るときは3を選びます。

4 必要な項目の登録が終わったらi［完
了］を押す。

vで各項目のアイコンを選ぶと、登録した内容が

表示されます。

所有者情報の詳細を表示できます。
所有者情報の各項目の文字情報をコピーして、他の画面

に貼り付けできます。

1 待受画面でt0を押し、t［詳細］を
押す。

2 端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力
してtを押す。

vを押すと、登録した内容を順に表示できます。

所有者情報の項目をコピーするときは、vでコ

ピーする項目を選んでC2を押します。コピー

できる項目は、名前、ご契約の電話番号、電話番号、

メールアドレス、住所、メモです。

音声電話の通話中に相手の声（通話中音声メモ）を録

音したり、待受中に自分の声（待受中音声メモ）を録

音できます。
録音した待受中音声メモを応答保留音や保留音

（nP.67）、応答メッセージ（nP.73）に設定すること

もできます。

録音時間は１件につき約15秒で、音声伝言メモの用件

（nP.71）と合わせて３件（１件あたり約15秒）まで録音

できます。

テレビ電話伝言メモは２件（１件あたり約15秒）まで録画

できます。

1 音声電話の通話中にC2［通話中音
声メモ］を押す。

録音時の注意点は、待受中に自分の声を録音する

とき（nP.388）と同様です。

15秒以内に録音を止めるときはCを押します。

（中止前までの内容は録音されています。）

アイコン 登録項目

= 名前（最大全角16文字／半角32文字）

C フリガナ（最大半角32文字）

) ご契約の電話番号（編集不可）

9 電話番号（２件、１件あたり最大26桁）

S メールアドレス（３件、１件あたり最大半角50
文字）

N 郵便番号（半角数字、最大７桁）

O 住所（最大全角50文字／半角100文字）

P 誕生日（半角数字、1900年１月１日～2099年12
月31日まで）

G メモ（最大全角100文字／半角200文字）

8 所有者画像

お知らせ

ｉモードメールアドレスは、お好みで変更することもで

きます。（nP.229）

ｉモードメールアドレスを変更しても、電話番号表示に

表示されるメールアドレスは、自動的には変更されませ

ん。メールアドレスは登録し直してください。

自分のｉモードメールアドレスを確認する
（ｉモードご契約者のみ）

待受画面でi ? 1［ｉMenu］ ? ［料金＆お申込・設
定］ ? t ? ［メール設定］ ? t ? ［アドレス確認］ ? t

所有者情報の詳細を表示する

お知らせ

赤外線通信機能を利用して、所有者情報を他のFOMA端

末などに送信することもできます。（nP.344）

ｉモードメールやSMS作成中にコピーする
1 待受画面でm4 ? ［本文］ ? t ? C82

SMSのとき：待受画面でm5 ? ［本文］ ? t ? 
C62

2 t ? 端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力 ? t 
? 項目を選ぶ ? t

所有者画像を赤外線通信で転送しないように設定する
＜画像転送設定＞

所有者情報詳細画面でC4 ? 2

通話中音声メモ／待受中音声メモ

通話中の相手の声や待受中の自
分の声を録音する

通話中に相手の声を録音する
＜通話中音声メモ＞
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1 待受画面でt9295を押
し、1［録音］を押す。

TOPメニューから.
（LifeKit）→［便利機能］

→［音声／伝言メモ］の

順に選択することもで

きます。

待受画面で1を１秒

以上押し、1を押して

も操作できます。

録音が始まります。

送話口から10cm以内で

お話しください。

すでに音声伝言メモと音声メモが３件録音されて

いて、テレビ電話伝言メモが２件録音されている

ときは、［これ以上録音できません］と表示されま

す。テレビ電話伝言メモが２件未満のときは、［音

声伝言メモがすでに３件録音されています］と表

示されます。不要な録音内容を削除してからやり

直してください。（nP.75）

録音は約15秒で自動的に終わります。

インジケータは目安です。

15秒以内に録音を止めるときは、t［停止］を押し

ます。（中止前までの内容は録音されています。）

電卓用の画面で加算、減算、乗算、除算、パーセント計

算、税計算などができます。
電卓計算例については、P.439を参照してください。

1 待受画面でt9291を押す。
TOPメニューから.（LifeKit）→［便利機能］→［電

卓］の順に選択することもできます。

待受画面で計算用の数字を入力→t4を押し

ても操作できます。

2 計算用の数字を入力する。
次のボタンを押して、入力します。

※ 先に数値を入力してから#を押すことにより、

＋／－の切り替えができます。

cを押すと、入力した数字がすべて消えます。

（数字が０のとき、cを押すと電卓が終了しま

す。）

3 演算方法を選ぶ。

加減乗除は、マルチガイドボタンで指定します。

次の演算も指定できます。

4 計算用の数字を入力してt［＝］を押
す。

電卓を終了するときは、Hを押します。待受画面

に戻ります。

待受中に自分の声を録音する
＜待受中音声メモ＞

お知らせ

通話中音声メモ、待受中音声メモの再生／削除について

は、P.74を参照してください。

音声メモが３秒以下の場合、録音されないことがありま

す。

通話中音声メモでは、自分の声は録音されません。ただ

し、回線の状態などによっては、自分の声が録音される

場合もあります。

圏外通知や番号変更案内などのガイダンスは録音でき

ません。

待受中音声メモ録音中、ボタン確認音は鳴りません。

待受中音声メモ録音中に電話がかかってくると
録音は中止されます。sを押すと電話に出ることがで

きます。（中止前までの内容は録音されています。）

録音した内容は、別にメモを取り保管してくださるよ

うお願いします。
FOMA端末の録音内容は、使用誤りや静電気・電気的ノ

イズを受けたとき、また、故障・修理・FOMA端末の変更

やその他取り扱いによって、録音内容が変化・消失して

しまう場合もあります。万が一、録音した内容が消失し

てしまうことがあっても、当社としては責任を負いかね

ますのであらかじめご了承ください。

電卓

電卓として使う

インジケータ

0～9 ０～９の数字

* 小数点

# ＋／－の切り替え※ 

q ＋
加算

r －
減算

o ×
乗算

p ÷
除算

m CM
クリア
メモリ

a RM
メモリ
呼出し

i ％
パーセント

計算

s TAX
税計算

C M+
メモリ加算

お知らせ

電卓表示中にアラーム、スケジュールアラームまたは

ToDoアラームが動作しても待受画面には戻りません。

アラーム動作終了後、電卓の画面に戻ります。おまかせ

ロックが動作した場合は、待受画面に戻ります。

メモリ計算をご利用の場合、電卓を終了しても計算結果

は保存されています。

税率を変更する
電卓画面でs（１秒以上）? 税率（01～99の数字）入
力 ? t

税額を計算する
計算結果を表示してs［TAX］（税）

税抜額を計算するとき：計算結果を表示してs
［TAX］s［TAX］（税抜）

計算内容をコピーする
計算中に*（１秒以上）
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音声電話、テレビ電話などの前回および積算の通話

時間と通話料金を確認できます。
通話時間として音声電話通話時間とテレビ電話通話時

間、64Kデータ通信時間が表示され、かけた場合とかかっ

てきた場合の両方がカウントされます。

通話料金は、かけた場合のみカウントされます。ただし、

フリーダイヤルなどの無料通話先や番号案内（104）など

に通話した場合は、［０円］もしくは［bbbbbb円］が表示

されます。

テレビ電話と音声電話を切り替えて使用した場合の料金

表示は、音声電話通話料金○○円、テレビ電話通話料金

○○円と表示されます。複数回切り替えた場合は、音声電

話、テレビ電話ごとに、それぞれが合算されて表示されま

す。

通話料金はFOMAカードに蓄積されるため、FOMAカー

ドを差し替えてご利用になる場合、蓄積されている積算

料金（2004年12月から積算開始）が表示されます。

※ 901iシリーズより前に発売されたFOMA端末では、

FOMAカードに蓄積された料金を表示することはで

きません。（FOMAカードには蓄積されています。）

表示される通話時間および通話料金は、リセットするこ

とができます。

表示される通話時間および通話料金はあくまで目安であ

り、実際の通話時間／料金とは異なる場合があります。ま

た、通話料金に消費税は含まれておりません。

1 待受画面でt47を押す。
TOPメニューから_（設

定）→［NWサービス］→

［通話時間／料金確認］の

順に選択することもでき

ます。

FOMAカード読み込み中

のときは、［FOMAカード

（UIM）読み込み中です］

と表示されます。

一度もリセットしていない場合には、リセット日

時は［----/--/--/(--)--:--］と表示されます。

積算通話料金をリセットすると、リセット日時に

リセット時の積算通話料金が記録されます。

確認を終わるときはHを押します。

前回の通話時間および積算の通話時間・通話料金の

記憶を「０」に戻すことができます。

1 待受画面でt47を押し、i［リ
セット］を押す。

2 リセットする項目を選ぶ。

［リセット日時］に、リセットした年月日が登録さ

れます。

設定した通話料金の上限を超えた通話が終了したあ

と、待受画面に戻ったときにメッセージを表示した

り、アラームで知らせるように設定できます。毎月１

日に通話料金のリセット通知を表示し、リセットする

こともできます。
お買い上げ時設定（無効）

1 待受画面でt47を押し、
C［上限通知］を押す。

2 1［料金上限通知設定］を押し、端末
暗証番号（４～８桁の数字）を入力して
tを押す。

3［料金上限通知設定］を選んでtを押
し、1［有効］を押す。

4［料金上限額設定］を選んでtを押し、上
限の料金を入力してtを押す。

10～100,000円の間、10円単位で入力できます。

お買い上げ時は０円に設定されています。

関連操作のお知らせ

税計算について
お買い上げ時は、税率は［５％］に設定されています。

税額は小数点以下切り捨てで計算されます。

例：120 s［TAX］と押すと、［５税］と表示されます。

通話時間／料金確認

通話時間／料金を表示する

通話明細を表示する

お知らせ

プッシュトーク通信中、ｉモード通信、パケット通信の

通信時間・通信料金はカウントされません。ｉモード利

用料などの確認方法については、ｉモードご契約時にお

渡しする『ご利用ガイドブック（ｉモード＜FOMA＞

編）』をご覧ください。

前回の通話時間が９時間59分59秒を超えると、０秒に

戻ってカウントします。

積算の通話時間が999時間59分59秒を超えると、０秒に

戻ってカウントします。

着信中や相手を呼び出している時間はカウントされま

せん。

電源を切ると、前回通話料金は「bbbbbb円」になりま

す。

着もじの送信料金は含まれません。

通話時間と通話料金をリセットする

積算料金を
リセットする

1→PIN2コード（４～８桁の数
字）を入力→t→［はい］→t

積算通話時間を
リセットする

2→端末暗証番号（４～８桁の
数字）を入力→t→［はい］→t

通話料金の上限を設定して知らせる
＜料金上限通知設定＞
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5［通知方法選択］を選んでtを押し、通
知方法を選ぶ。

アラームを鳴らす設定にした場合、料金上限通知

アラームの動作中に省電力モードになったとき

に、アラームが停止します。

6［自動リセット］を選んでtを押し、自
動リセットするかどうかを選ぶ。

7  i［完了］を押し、PIN2コード（４～８
桁の数字）を入力してtを押す。

よく利用する文章を登録しておき、メールやスケ

ジュール、ToDoリストを作成するときに利用できま

す。
テキストメモは、最大10件まで登録できます。また、20種類

に分類できます。

1 待受画面でt9292を押す。
TOPメニューから.

（LifeKit）→［便利機能］→

［テキストメモ］の順に選

択することもできます。

2 i［新規］またはC11［新規作成］
を押す。

登録したメモを確認する

ときは、メモを選んでt
を押します。

3［本文］を選んでtを押し、本文を入力
してtを押す。

本文は最大全角64文字（半角128文字）まで入力で

きます。

4［分類］を選んでtを押し、分類のアイ
コンを選んでtを押す。

20種類の分類設定から選択できます。分類の種類

については、P.377を参照してください。

分類が決定されると、次回分類を選ぶときに、前回

選択した分類が一番上に表示されます。

5 i［完了］を押す。

待受画面にメッ
セージを表示し、ア
ラームを鳴らす

1→アラーム音／アラーム
音量／鳴動時間を設定→i

アラーム音、アラーム音
量、鳴動時間の設定方法に
ついては、P.374を参照し
てください。動画／ｉモー
ションはアラーム音に設
定できません。

待受画面にメッ
セージを表示する

2

自動リセット
する

1
毎月１日午前０時を通過したと
き、または日時設定（nP.47）で
翌月以降に日時を変更したとき
に、待受画面に［リセット時刻経
過］が表示され、通話料金をリ
セットすることができます。

自動リセット
しない

2

お知らせ

待受画面に料金上限通知メッセージが表示されている

場合、料金上限通知を再設定すると、料金上限通知メッ

セージが削除されます。

待受画面に表示された料金上限通知メッセージを削
除する＜通知あり表示削除＞

待受画面で料金上限通知メッセージが表示中にt ? 
端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力 ? t

リセット通知画面から通話料金をリセットする
待受画面に［リセット時刻経過］表示中にt ? t ? 
PIN2コード（４～８桁の数字）を入力 ? t ? ［はい］ ? 
t

関連操作のお知らせ

通知あり表示削除について
料金上限通知メッセージを削除すると、積算通話料金を

リセットするか、料金上限通知を再設定するまで、料金

上限通知メッセージは表示されなくなります。

自動リセットについて
リセットを中断したり、リセット確認画面で［いいえ］を

選択してもリセット通知の表示は消去されます。翌月の

１日午前０時になるまでリセット通知は表示されませ

ん。

テキストメモ

メモを入力する

お知らせ

赤外線通信について
FOMA端末（本体）に保存されているテキストメモを赤

外線通信で送信したり、赤外線通信でテキストメモを受

信できます。（nP.344）

miniSDメモリーカードについて
FOMA端末（本体）に保存されているテキストメモ

をminiSDメモリーカードにコピーしたり（nP.332）、

miniSDメモリーカード内のテキストメモを表示

（nP.334）できます。

miniSDメモリーカードに保存されているテキストメモ

をFOMA端末（本体）にコピー（nP.335）できます。

テキストメモに登録した内容は、別にメモを取るか、パ

ソコンをお持ちの場合はminiSDメモリーカード
（nP.329）やデータリンクソフト（nP.443）をご利
用いただき、パソコンに転送・保管することをおすすめ

します。

テキストメモ
一覧画面
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テキストメモに登録されているメモを、メールやス

ケジュール、ToDoリストを作成するときに利用でき

ます。

1 テキストメモ一覧画面（nP.390）で、
メモを選んでt［表示］を押す。

2 メモを利用する機能を選ぶ。

1 テキストメモ一覧画面（nP.390）で、メ
モを選んでC2［編集］を押す。

2 メモを編集する。
編集方法は、登録時と同様です。（nP.390）

3 修正が終わったらi［完了］を押し、登
録方法を選ぶ。

1 テキストメモ一覧画面（nP.390）で、
メモを選んでC3［削除］を押す。

2 削除方法を選ぶ。

イヤホンマイク端子に平型スイッチ付イヤホンマイ

ク（別売）などを接続すると、スイッチを押すだけで

メモリ番号に登録した相手に音声電話をかけたり、

かかってきた音声電話やテレビ電話を受けることが

できます。
イヤホンマイクは、次の単品あるいは組み合わせでご使

用になれます。

平型スイッチ付イヤホンマイク

スイッチ付イヤホンマイク ＋ イヤホンジャック変換

アダプタ P001

ステレオイヤホンセット P001 ＋ イヤホンジャック

変換アダプタ P001

イヤホンターミナル P001 ＋ イヤホンジャック変換

アダプタ P001

（この組み合わせには、これらとは別にステレオイヤ

ホンが必要です。）

テレビ電話をかけるときはFOMA端末のボタンを操作し

てください。

イヤホンマイク端子のゴムカバーは無理に引っ張らない

でください。破損する場合があります。

メモを利用する

メール作成に
利用する

C11
メール作成画面が表示されます。

［本文］にメモの文章が入力され
ます。

スケジュール
に利用する

C12
予定登録画面が表示されます。

［内容］にメモの文章が、［分類］に
メモの分類が入力されます。

ToDoリスト
に利用する

C13
行動予定画面が表示されます。

［内容］にメモの文章が、［分類］に
メモの分類が入力されます。

お知らせ

音声電話の通話中やメール作成中などに$を押すと、

テキストメモを呼び出して起動できます。（nP.369）

登録したメモを修正する

新規登録する 1
上書き登録する 2→［はい］→t

作成日時

最終修正日時

分類

内容

メモを削除する

メモを１件削
除する

1→［はい］→t

複数のメモを
削除する

2→メモを選ぶt（くり返し可）→
C→［はい］→t

すべてのメモ
を削除する

3→端末暗証番号（４～８桁の数
字）を入力→t→［はい］→t

テキストメモのPIMロックを設定する＜PIMロック＞

待受画面でt9292 ? C7 ? 端末暗証
番号（４～８桁の数字）を入力 ? t ? 1

関連操作のお知らせ

テキストメモでPIMロック設定を行うと、スケジュー

ル、ToDo、アラームも同時にPIMロックが設定され、ア

ラームとして設定した時刻になってもアラームは動作

しません。

スイッチ付イヤホンマイク

スイッチ付イヤホンマイクの使
いかた
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平型スイッチ付イヤホンマイクのスイッチのみで音

声電話をかけるように設定できます。あらかじめ相

手の電話番号をFOMA端末（本体）電話帳に登録し、

そのメモリ番号を指定します。
FOMA端末（本体）電話帳のメモリ番号000～749から１

件のみ登録することができます。

スイッチの操作でテレビ電話をかけることはできません。

お買い上げ時設定（OFF）

1 待受画面でt62を押し、1
［ON］を押す。

TOPメニューから_（設定）→［通話・通信機能設

定］→［イヤホンマイク自動発信］の順に選択する

こともできます。

2 メモリ番号（３桁：000～749）を入力し
てtを押す。

イヤホンマイク自動発信が設定されます。

1 平型スイッチ付イヤホンマイクを接続
する。

イヤホンマイク端子に、平型スイッチ付イヤホン

マイクの接続プラグを差し込みます。

2 待受画面でスイッチを２秒以上押す。
イヤホンマイク自動発信で設定したメモリ番号に

登録されている電話番号に自動的に発信します。

イヤホンマイク自動発信で設定したメモリ番号に

電話番号が複数登録されている場合は、１件目に

登録されている電話番号に発信します。１件目に

電話番号が登録されていないときは２件目に、２

件目にも登録されていないときは３件目の電話番

号に発信します。

3 通話が終わったら、スイッチを２秒以
上押す。

電話が切れます。（FOMA端末のHを押しても、

電話を切ることができます。）

1 平型スイッチ付イヤホンマイクを接続
する。

イヤホンマイク端子に、平型スイッチ付イヤホン

マイクの接続プラグを差し込みます。

2 電話がかかってくると、着信音が鳴る。
着信音は、着信音出力切替（nP.134）で設定した

ところから流れます。

3 スイッチを２秒以上押す。
電話がつながります。（FOMA端末のsを押して

も、電話がつながります。）

FOMA端末を閉じているときにテレビ電話がか

かってきたときは、スイッチを押すと代替画像設

定（nP.89）で設定した代替画像が送信されま

す。FOMA端末を開いているときは、自分側のカメ

ラ映像が送信されます。

4 通話が終わったら、スイッチを２秒以
上押す。

電話が切れます。（FOMA端末のHを押しても、

電話を切ることができます。）

スイッチ付イヤホンマイクの動作を設
定する＜イヤホンマイク自動発信＞

スイッチを使って音声電話をかける

お知らせ

イヤホンマイク自動発信に設定したメモリ番号がシー

クレット登録されている場合は、シークレットモードを

［ON］に設定してから、スイッチ操作で電話をかけてく

ださい。

平型スイッチ付イヤホンマイクをFOMA端末に接続し

たままかばんなどに入れると、スイッチが押されて電話

がかかってしまうことがあります。使用しないときは、

外してください。

電話帳のPIMロック中は、電話をかけることができませ

ん。

スイッチのないイヤホンマイクを接続してすぐに外す

と、自動的に電話をかけてしまうおそれがありますの

で、ご注意ください。

平型スイッチ付イヤホンマイクを接続すると、ボタン確

認音は、イヤホンから聞こえます。

イヤホンからの受話音量は受話音量調節（nP.66）で

設定されている音量で聞こえます。

スイッチを使って電話を受ける

お知らせ

着信音が鳴ってから接続する場合、スイッチを押してい

ないのに、接続した瞬間に電話を受けてしまうことがあ

りますので、ご注意ください。使用しないときは、外して

ください。

スイッチを連続して押したり離したりしないでくださ

い。自動的に電話をかけたり、受けたりすることがありま

す。

平型スイッチ付イヤホンマイクのコードをFOMA端末

（本体）に巻き付けないでください。内蔵アンテナが正し

く働かないことがあります。

平型スイッチ付イヤホンマイクのコードを内蔵アンテ

ナに近づけると、ノイズが入ることがありますので、ご

注意ください。

プラグは確実に差し込んでください。差し込みが不完全

で途中で止まっていると音が聞こえない場合がありま

す。

通話中にプラグの差し込みが不完全な場合は「プー」と

いう音がしますが故障ではありません。

電源を入れた瞬間に「パチッ」という音がすることがあ

りますが故障ではありません。

お知らせ
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イヤホンマイク端子に平型スイッチ付イヤホンマイ

ク（別売）などを接続しているときに、かかってきた

音声電話やテレビ電話、プッシュトークを自動的に

受けるように設定できます。
音声電話やテレビ電話のときは、自動的に電話を受ける

までの時間（着信時間）を設定することもできます。

オート着信設定を［ON］に設定していても、平型スイッチ

付イヤホンマイクを接続していないときは、自動的に電

話を受けることはできません（プッシュトークを除く）。

お買い上げ時設定（OFF）

1 待受画面でt632を押す。
TOPメニューから_（設定）→［通話・通信機能設

定］→［着信時設定］→［オート着信設定］の順に選

択することもできます。

2 項目を選び、オート着信を設定する。

お客様が設定できる内容を、お買い上げ時の状態に

戻します。
お買い上げ時の状態については、P.422～P.427「メニュー

一覧」を参照してください。

1 待受画面でt#を押し、端末暗証番

号（４～８桁の数字）を入力してtを押
す。

TOPメニューから_（設定）→［一般設定］→［設定

リセット］の順に選択することもできます。

2［はい］を選んでtを押す。

オート着信設定

イヤホンをつないで自動で電話
を受ける

音声電話、
テレビ電話を
設定する

1→1→着信時間
（３桁：000～120秒）を入力→t

電話を受けるまでの時間を入力
せずにtを押すと、電話がか
かってくると約２秒後に自動的
に電話を受けます。（お買い上げ
時は、［２秒］に設定されていま
す。）
着信時間を［000秒］に設定する
と、着信音やバイブレータが動
作せずに電話を受けますので、
ご注意ください。

プッシュトー
クを設定する

2→1

お知らせ

電話帳指定着信拒否・許可などの機能を利用して電話を

受けないようにしている相手から電話がかかってきた

場合、自動的に電話を受けることはできません。

オート着信設定と伝言メモ応答時間設定は、同じ時間に

設定できません。

留守番電話サービスや転送でんわサービスをオート着

信設定と同時に設定しているときに、留守番電話サービ

スや転送でんわサービスの呼出時間を同じ時間に設定

した場合、留守番電話サービスや転送でんわサービスが

優先される場合があります。

オート着信設定を優先させるためには、伝言メモや留守

番電話サービス、転送でんわサービスの呼出時間よりも

オート着信設定の着信時間を短く設定してください。

オート着信設定のプッシュトーク設定とプッシュトー

ク電話帳のオート着信設定（nP.102）は連動してお

り、どちらかを［ON］にすると同時に設定されます。ま

た、マナーモード設定時はオート着信できません。

テレビ電話がかかってきたときは、代替画像設定で設定

した代替画像が相手に送信されます。そのあと、自分側

の映像をカメラ映像に切り替えることができます。

（nP.88）

設定リセット

各種機能の設定をお買い上げ時
の状態に戻す

お知らせ

設定リセットを行うと
次のものはリセット（削除・変更）されません。リセット

するときは、それぞれのページを参照してください。

ｉモードの設定のリセットについては、P.217を参照し

てください。

メールの設定のリセットについては、P.260を参照して

ください。

設定リセットを行うと、ｉチャネルテロップは表示され

なくなります。最新の情報を受信するか、チャネル一覧

を表示すると、ｉチャネルテロップが自動的に表示され

ます。

日時設定（nP.47） ToDoリスト（nP.384）

端末暗証番号（nP.152） 画面メモ（nP.210）

所有者情報（nP.386） 送受信／未送信メール
（nP.254）

電話帳指定着信許可リス
ト（nP.165）

署名の登録内容
（nP.258）

電話帳指定着信拒否リス
ト（nP.167）

ネットワークサービスの
設定（nP.396～P.406）

伝言メモなどの録音内容
（nP.74）

電話帳の登録内容
（nP.107、P.113）

データBOXのデータ
（nP.327、P.338、P.341）

miniSDメモリーカード内
のデータ（nP.336）

カメラで撮影した画像
（nP.338、P.341）

テキストメモ
（nP.391）

Bilingual（nP.149） ユーザ辞書（nP.418）

アラーム（nP.375） ダウンロード辞書
（nP.419）

スケジュール（nP.382）
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お客様が登録されたデータを削除し、各種機能の設

定内容をお買い上げ時の状態に戻します。
端末暗証番号はお買い上げ時の番号［0000］に戻ります。

FOMA端末の保護されているデータも削除されます。

データ一括削除中は、他の機能を使用できません。また、

音声電話／テレビ電話の着信やメールの受信、アラーム

などは動作しません。

データ一括削除を行うときは、電池をフル充電しておい

てください。電池残量が不十分の場合は、一括削除できな

いことがあります。

データ一括削除を行っているときは、電源を切らないで

ください。

お買い上げ時に登録されているデータBOXのメロディの

プリインストールフォルダ内のメロディ、マイピクチャ

のプリインストールフォルダ内の静止画、GIFアニメー

ション、Flash画像は削除されません。ただし、ｉアプリ、

キャラ電、ｉモーション、デコメール用画像は削除されま

す。お買い上げ時の状態については「メニュー一覧」を参

照してください。（nP.422～P.427）

※ お買い上げ時に登録されているフォルダ（｢みんなの

ＧＯＬＦ｣フォルダは除く）は削除されませんが、フォル

ダ名はお買い上げ時の名前に戻ります。

1 待受画面でt791を押す。
TOPメニューから_（設定）→［セキュリティ］→

［データ一括削除］→［ユーザデータ削除］の順に選

択することもできます。

2 端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力
してtを押し、［はい］を選んでtを押
す。

［20分程度かかる事がありますがよろしいです

か？］と表示されます。

3［はい］を選んでtを押す。
［削除後再起動しますがよろしいですか？］と表示

されます。

4［はい］を選んでtを押す。
データ削除完了後にFOMA端末が再起動します。

電話帳、スケジュール、ToDoリストにシークレット

登録したデータを、一括して削除できます。
シークレットモードを［ON］／［OFF］どちらに設定して

いても、削除できます。

1 待受画面でt792を押す。
TOPメニューから_（設定）→［セキュリティ］→

［データ一括削除］→［シークレットデータ削除］の

順に選択することもできます。

2 端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力
してtを押し、［はい］を選んでtを押
す。

ユーザデータ削除

登録データを一括して削除する

削除されるデータ 電話帳、データBOX内の静止画・動画・メ
ロディ・キャラ電、ｉアプリ、メール、
メッセージR／F、ブックマーク、画面メ
モ、ダウンロード辞書、音声メモ、テキス
トメモ、ToDoリスト、アラーム設定、着
信履歴、リダイヤル、送信メッセージ履
歴、メール送信履歴、メール受信履歴、
URL履歴、署名、ユーザ辞書、ブックリー
ダーのしおり、フォルダ※、チャット
メール、SMS（ショートメッセージ）、
ｉアプリメールのデータ、メールテンプ
レート、伝言メモ（録音した応答ガイダ
ンス含む）、バーコードリーダーで読み
取ったデータ、スケジュール（登録・変更
した祝日を含む）、マイドキュメント（本
体）のPDFデータ、トルカ、ラストURL、
電話帳通信履歴

削除されないデー
タ（お買い上げ時
の状態に戻るデー
タ）

各種設定リセット（nP.393）の対象
となる機能と次の機能は、お買い上げ
時の状態に戻ります。

待受画面設定、着信メロディ設定、
伝言メモ応答メッセージ、定型文、
学習機能、各種設定、端末暗証番号、
日時設定、TOPメニューのアイコ
ン、ショートカットメニュー、通話
時間、画面カスタマイズ設定、応答
メッセージ登録、USSD登録、所有者
情報（ご契約の電話番号以外）、メー
ルメンバー、URL入力、プレフィッ
クス設定、ｉアプリの履歴表示、
データBOXのマイピクチャ、ｉモー
ション、メロディ、マイドキュメン
トの各種動作設定、メール設定、
ｉモード設定、ｉアプリ設定

お知らせ

お買い上げ時に登録されているｉアプリ、キャラ電、

ｉモーション、デコメール用画像は、ｉMenu内のサイ

ト［SH-MODE］からダウンロードできます。ダウンロー

ドには別途パケット通信料がかかります。（nP.210、

P.213、P.224、P.271）

FOMAカードやminiSDメモリーカードに保存・登録・設

定されているデータは削除されません。

他の機能が動作中は、一括削除できません。

削除するデータが多い場合は、データ一括削除に時間が

かかる場合があります。

データ一括削除中は、表示が乱れることがありますので

FOMA端末を閉じないでください。

ユーザデータ削除を行うと、ｉチャネルテロップは表示

されなくなります。最新の情報を受信するか、チャネル

一覧を表示すると、ｉチャネルテロップが自動的に表示

されます。

ｉアプリの電子マネー「Edy」、ケータイクレジット「iD

（アイディ）」、DCMXクレジットアプリは削除されませ

ん。

シークレットデータをまとめて削除する
＜シークレットデータ削除＞
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ネットワークサービス

FOMA端末から利用できるネットワークサービス . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 396

留守番電話サービスを利用する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜留守番電話サービス＞396

キャッチホンを利用する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜キャッチホン＞398

転送でんわサービスを利用する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜転送でんわサービス＞399

迷惑電話ストップサービスを利用する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜迷惑電話ストップサービス＞401

番号通知お願いサービスを利用する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜番号通知お願いサービス＞402

デュアルネットワークサービスを利用する . . . . . . . . . . . . ＜デュアルネットワークサービス＞402

ガイダンスを日本語と英語で切り替える . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜英語ガイダンス＞403

サービスダイヤルを利用する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜サービスダイヤル＞403

通話中に電話がかかってきたときの対応方法を選ぶ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜着信動作選択＞404

通話中着信設定を開始／停止する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜通話中着信設定＞404

遠隔操作を設定する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜遠隔操作設定＞404

マルチナンバーを利用する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . ＜マルチナンバー＞405

サービスを登録して利用する . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . .＜追加サービス（USSD）＞406

※ 本書では、各ネットワークサービスの概要を、FOMA端末のメニューを使って操作する方法で説明しています。詳細は

『ご利用ガイドブック（ネットワークサービス編）』をご覧ください。
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FOMA端末では、次のようなネットワークサービス

を利用できます。

※「サービス停止」とは、留守番電話サービス、転送でんわサー

ビスなどの契約そのものを解約するものではありません。

お申し込みが必要なサービスについては、取扱説明書裏面

の「総合お問い合わせ先」までお問い合わせください。

本書では、各ネットワークサービスの概要を、FOMA端末

のメニューを使って操作する方法で説明しています。詳細

は『ご利用ガイドブック（ネットワークサービス編）』をご

覧ください。

圏外、セルフモード中、電源が入っていないときなど

に、お客様に代わって伝言メッセージをお預かりし

ます。音声電話やテレビ電話をかけてきた方には、応

答メッセージでお答えします。

STEP１ 留守番電話サービスを開始する。
STEP２ お客様のFOMA端末に音声電話／テレ

ビ電話がかかる。

STEP３ 音声電話／テレビ電話に出られないと
きは留守番電話サービスセンターに接

続される。
STEP４ 相手が用件を伝言メッセージに

録音／録画する。

STEP５ 伝言メッセージを再生する。

留守番電話サービスを開始する

1 待受画面でt413を押す。
TOPメニューから_（設定）→［NWサービス］→

［留守番電話］→［留守番電話サービス開始］の順に

選択することもできます。

2 開始方法を選ぶ。

留守番電話サービスが開始され、メッセージが表

示されます。

留守番呼出時間は、待受画面でt414を

押しても設定できます。

留守番電話サービスを停止する

待受画面でt415を押し、［は
い］を選んでtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［NWサービス］→

［留守番電話］→［留守番サービス停止］の順に選択

することもできます。

留守番電話サービスが停止され、メッセージが表

示されます。

FOMA端末から利用できるネッ
トワークサービス

サービス名称
お申し
込み

月額使
用料

ページ

留守番電話サービス 要 有料 P.396

キャッチホン 要 有料 P.398

転送でんわサービス 要 無料 P.399

迷惑電話ストップサービス 要 無料 P.401

発信者番号通知サービス 不要 無料 P.48

公共モード（ドライブモード） 不要 無料 P.68

公共モード（電源OFF） 不要 無料 P.69

番号通知お願いサービス 不要 無料 P.402

デュアルネットワークサービス 要 有料 P.402

英語ガイダンス 不要 無料 P.403

マルチナンバー 要 有料 P.405

お知らせ

ネットワークサービスは、ネットワークサービスセン

ターに接続して操作するサービスのため、圏外のときは

操作できません。（公共モードは圏外でも設定できます。）

ドコモから新しいネットワークサービスが追加提供さ

れたときには、新しいサービスをメニューに登録するこ

とができます。（nP.406）

留守番電話サービス

留守番電話サービスを利用する

お知らせ

伝言メッセージの録音時間は１件あたり最長３分、

音声電話とテレビ電話それぞれ最大20件で、最長72

時間保存されます。

留守番電話サービスを［開始］に設定しているときに電

話がかかってきた場合は、着信音が設定された呼出秒数

の間（呼出時間は変更できます：nP.396）鳴ります。そ

の間に応答すると、そのまま通話できます。その間に応

答しない場合は、自動的に留守番電話サービスセンター

に接続されます。この着信は、待受画面や着信履歴でも

お知らせします。ただし、呼出時間を［０秒］に設定した

場合は、着信履歴に記憶されません。

伝言メモを同時に設定しているとき、留守番電話サービ

スを優先させるためには、伝言メモの呼出時間よりも留

守番電話サービスの呼出時間を短く設定してください。

留守番電話サービスを［開始］に設定しているときにテ

レビ電話対応機種からテレビ電話がかかってきた場合、

設定した呼出時間が経過すると、留守番電話サービスに

接続し、メッセージ録音／録画が開始されます。また、設

定した呼出時間内に応答すると、留守番電話サービスに

接続せずに、そのまま通話できます。

留守番電話のテレビ電話対応設定について変更するに

は、「1412」へ音声電話発信をしてください。

AV32Kテレビ電話による留守番電話接続はできません。

キャラ電で留守番電話に接続された場合、DTMF操作が

行えません。機能メニューよりDTMF送信モードに切り

替えてください。（nP.80）

留守番電話サービスの基本的な流れ

留守番電話サービスを開始／停止する
＜留守番電話サービス開始／留守番電話サービ

ス停止＞

留守番電話サービスを
開始する

1→［はい］→t

呼出時間を設定してか
らサービスを開始する

2→呼出秒数（000～
120秒）を入力→t→［は
い］→t

お知らせ
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1 待受画面でt412を押し、［は
い］を選んでtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［NWサービス］→

［留守番電話］→［留守番メッセージ再生］の順に選

択することもできます。

2 音声ガイダンスの指示に従って伝言
メッセージを再生する。

音声ガイダンスに従って留守番電話サービスを設定

できます。

1 待受画面でt417を押し、［は
い］を選んでtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［NWサービス］→

［留守番電話］→［留守番サービス設定］の順に選択

することもできます。

2 音声ガイダンスの指示に従って、9
を押し、設定する。

留守番電話サービスセンターに、伝言メッセージが

入っているかどうかを問い合わせます。

1 待受画面でt411を押す。
TOPメニューから_（設定）→［NWサービス］→［留

守番電話］→［メッセージ問合せ］の順に選択するこ

ともできます。

問い合わせが完了すると、メッセージが表示されま

す。

音声電話の伝言メッセージが入っていると、待受画

面に［E留守録音あり ○件］が表示されます。

テレビ電話の伝言メッセージが入ったときは、伝言

メッセージがあることをお知らせするSMSを受信

します。

留守番電話サービスの設定を確認してから、開始、停

止、呼出時間を変更できます。

1 待受画面でt416を押す。

TOPメニューから

_（設定）→［NWサービ

ス］→［留守番電話］→［留

守番設定確認］の順に選

択することもできます。

現在の設定内容が表示さ

れます。

2 Cを押し、機能を選ぶ。

新しい伝言メッセージが届いたときに、着信音でお

知らせできます。

1 待受画面でt4181を押し、
1［ON］を押す。

TOPメニューから_（設定）→［NWサービス］→［留

守番電話］→［件数お知らせ設定］→［件数増加鳴動

設定］の順に選択することもできます。

件数増加鳴動が設定されます。

伝言メッセージが届いたことを示す［E留守録音あ

り ○件］を消去できます。

1 待受画面でt4182を押し、
［はい］を選んでtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［NWサービス］→

［留守番電話］→［件数お知らせ設定］→［表示消去］

の順に選択することもできます。

［E留守録音あり ○件］が消去されます。

待受画面に［E留守録音あり○件］が表示されてい

るときにcを１秒以上押しても消去できます。

伝言メッセージを聞く
＜留守番メッセージ再生＞

お知らせ

待受画面に［E 留守録音あり○件］が表示されている

ときにtを押すと、「留守番メッセージ再生しますか？」

が表示されます。［はい］選び、tを押すとメッセージを

再生できます。ただし、待受画面にｉアプリを設定して

いるときは、cを押すと表示が消えます。

表示される件数は、新しい伝言メッセージを再生すると

きにガイダンスで案内する件数です。保存した伝言メッ

セージの件数は含まれません。

テレビ電話の伝言メッセージの場合は、「1417」へテレ

ビ電話でかけてメッセージを再生することができます。

音声ガイダンスで留守番電話サービス
を設定する＜留守番サービス設定＞

不在案内変更 1
応答メッセージまたは名前の
アナウンスの確認・変更

2

発信者番号案内の確認・変更 3

新しい伝言メッセージがあるか確認する
＜メッセージ問合せ＞

留守番電話サービスの設定を確認して
変更する＜留守番設定確認＞

留守番電話サービス
を開始する

11→［はい］→t

呼出時間を設定して
から留守番電話サー
ビスを開始する

12→呼出秒数（000
～120秒）を入力→t→［は
い］→t

留守番電話サービス
を停止する

2→［はい］→t

呼出時間を変更する 3→呼出秒数（000～120
秒）を入力→t

伝言メッセージが増えたときに着信音が
鳴るようにする＜件数増加鳴動設定＞

伝言メッセージマークを消去する
＜表示消去＞
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圏外、セルフモード中、電源が入っていないときなど
に着信があった場合、再び電源を入れたときや圏内
になったときに着信があったことをSMSでお知ら
せするサービスです。

着信通知を開始する

1 待受画面でt4191を押す。
TOPメニューから_（設定）→［NWサービス］→

［留守番電話］→［着信通知］→［着信通知開始］の順

に選択することもできます。

2 発信者番号非通知の着信を通知するか

どうかを選ぶ。

着信通知の開始画面で［はい］を選択すると、着信通

知が開始され、メッセージが表示されます。

着信通知を停止する

待受画面でt4192を押し、
［はい］を選んでtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［NWサービス］→

［留守番電話］→［着信通知］→［着信通知停止］の順

に選択することもできます。

着信通知が停止され、メッセージが表示されます。

着信通知の設定を確認する

待受画面でt4193を押す。
TOPメニューから_（設定）→［NWサービス］→

［留守番電話］→［着信通知］→［着信通知開始設定

確認］の順に選択することもできます。

現在の設定内容が表示されます。

通話中に第三者から電話がかかってきたことを、通

話中着信音「ププ…ププ…」でお知らせします。現在

通話中の相手との通話を保留にしたまま、第三者と

通話できます。
圏外のときは、キャッチホンの設定はできません。

キャッチホンを開始する

待受画面でt421を押し、［は
い］を選んでtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［NWサービス］→

［キャッチホン］→［キャッチホンサービス開始］の

順に選択することもできます。

キャッチホンが開始され、メッセージが表示され

ます。

キャッチホンを停止する

待受画面でt422を押し、［は
い］を選んでtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［NWサービス］→

［キャッチホン］→［キャッチホンサービス停止］の

順に選択することもできます。

キャッチホンが停止され、メッセージが表示され

ます。

キャッチホンの設定を確認する

待受画面でt423を押す。
TOPメニューから_（設

定）→［NWサービス］→

［キャッチホン］→

［キャッチホンサービス

設定確認］の順に選択す

ることもできます。

現在の設定内容が表示されます。

通話中の音声電話を保留にして、かかっ
てきた音声電話に出る

1 通話中に「ププ…ププ…」という音が
聞こえたら、sを押す。

最初の方との通話は自動

的に保留になり、新しく

かかってきた音声電話を

受けることができます。

お知らせ

伝言メッセージが留守番電話センターに残っているとき、

［E留守録音あり ○件］を消去しても、伝言メッセージは

消去されません。メッセージ問い合わせを行ったり、新し

い伝言メッセージが録音されると、再び表示されます。

着信通知機能を利用する
＜着信通知開始／着信通知停止＞

発信者番号非通知の
着信を通知する

［はい］→t→［はい］→t

発信者番号非通知の
着信を通知しない

［いいえ］→t→［はい］→t

キャッチホン

キャッチホンを利用する

お知らせ

通話中のテレビ電話を保留にして、音声電話やテレビ電

話に出る、またはかけることはできません。

通話中の音声電話を保留にして、かかってきたテレビ電

話に出る、またはかけることはできません。

キャッチホンを開始／停止する
＜キャッチホンサービス開始／キャッチホン

サービス停止＞

お知らせ

キャッチホンを使用するときは、着信動作選択を［通常

着信］に設定してください。他の設定になっている場合

は、キャッチホンを［開始］に設定しても、音声電話の通

話中にかかってきた音声電話に応答できません。

キャッチホンを停止しても、通話中の音声電話を保留に

して、別の相手に音声電話をかけることはできます。

お知らせ

開始中の場合
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2 新しくかかってきた方との通話が終
わったら、sを押す。

最初の方との通話に切り替わります。

sを押すたびに通話の相手を切り替えることも

できます。

保留中の音声電話を終わらせるとき

C3［保留呼切断］を押します。

通話中の音声電話を終わらせて、かかっ
てきた音声電話に出る

1 通話中に「ププ…ププ…」という音が
聞こえたら、Hを押す。

新しくかかってきた電話の着信音が鳴ります。

2 sを押す。
新しくかかってきた電話の方と通話できます。

通話中の音声電話を保留にして、別の相
手に音声電話をかける

通話中の音声電話を保留にして、新たにお客様のほう
から別の相手に音声電話をかけることができます。

1 通話中に別の相手の電話番号をダイヤ
ルする。

電話帳、着信履歴、リダイヤルを利用してダイヤル

することもできます。

2 sを押す。

新しくかけた相手と通話

できます。

最初の方との通話は自動

的に保留されます。

保留中の相手がいると

き、sを押して通話す

る相手を切り替えること

ができます。

3 新しくかけた相手との通話が終わった
ら、Hを押す。

新しくかけた相手との通話が終了します。

sを押すと、最初の方と通話できます。

圏外、セルフモード中、電源が入っていないときなど
に、FOMA端末にかかってきた音声電話やテレビ電話
を、一般の電話機や携帯電話、テレビ電話など、あらか
じめ登録しておいた転送先に転送できます。

STEP１ 転送先の電話番号を登録する。

STEP２ 転送でんわサービスを開始する。
STEP３ お客様のFOMA端末に電話がかかる。

STEP４ 電話に出られないときはあらかじめ登
録した転送先に自動的に転送される。

転送でんわサービスを開始する

1 待受画面でt431を押す。
TOPメニューから_（設定）→［NWサービス］→

［転送でんわ］→［転送サービス開始］の順に選択す

ることもできます。

2 3［転送先電話番号入力］を押し、転
送先電話番号を入力する。

お知らせ

テレビ電話中に音声電話やテレビ電話がかかってきて

も通話中に｢ププ…ププ…｣と聞こえず、電話に出ること

もできません。テレビ電話終了後、待受画面に戻ると［着

信あり］と表示されます。

転送でんわサービス

転送でんわサービスを利用する

お知らせ

テレビ電話をかけた側には、転送中のガイダンスは流れ

ず、転送中のメッセージが画面に表示されます。

転送でんわサービスを［開始］に設定しているときに音

声電話やテレビ電話がかかってきた場合は、着信音が設

定された呼出秒数の間（呼出時間は変更できます：

nP.400）鳴ります。その間に応答すると、そのまま通

話できます。その間に応答しない場合は、あらかじめ登

録されている転送先に転送します。この着信は、待受画

面や着信履歴でもお知らせします。ただし、呼出時間を

［０秒］に設定した場合は、着信履歴に記憶されません。

転送でんわサービスを［開始］に設定しているときは、コ

レクトコール（料金着信払通話）での着信はできません。

音声電話やテレビ電話の着信中にC2（テレビ電話の

場合はC3）［着信転送］を押して手動で転送できま

す。

通話中に別の音声電話がかかってきたときは、自動的に

転送させることもできます。

留守番電話サービスを［開始］に設定すると、転送でんわ

サービスは、自動的に停止します。

圏外のときは、FOMA端末から転送でんわサービスの設

定はできません。このような場合は、プッシュ式の一般

電話、公衆電話などからネットワーク暗証番号を利用し

て転送でんわサービスの操作ができます。あらかじめ、

遠隔操作設定で遠隔操作ができるように設定しておく

必要があります。

転送でんわサービスの基本的な流れ

転送でんわサービスを開始／停止する
＜転送サービス開始／転送サービス停止＞

直接入力する 1→電話番号を入力→t
電話帳から入力する 2→名前を選ぶ→t→t
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3 2［呼出秒数設定］を押し、呼出秒数
（３桁：000～120秒）を入力してtを押
す。

4 1［転送サービス開始］を押し、［は
い］を選んでtを押す。

転送サービスが開始され、メッセージが表示され

ます。

転送でんわサービスを停止する

待受画面でt432を押し、［は
い］を選んでtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［NWサービス］→

［転送でんわ］→［転送サービス停止］の順に選択す

ることもできます。

転送サービスが停止され、メッセージが表示され

ます。

通話中にかかってきた電話を転送先へ転
送する

通話中（ｉモード待機中）に別の電話がかかってき

たときも、その電話を登録されている転送先へ転送

できます。

通話中着信音が鳴っている間にC2
［着信転送］を押す。

かかってきた電話を登録されている転送先へ転送

します。

着信音が鳴っているときに電話を転送先
へ転送する

着信音が鳴っている間にC2［着信

転送］を押す。
かかってきた電話を登録されている転送先へ転送

します。

転送ガイダンス有・無を設定する場合

待受画面で1429sを押す。
音声ガイダンスに従って設定してください。

転送でんわサービスの料金

※ 転送でんわサービスの転送先登録、サービスの開始／停

止などの操作の通話料は無料です。

1 待受画面でt433を押し、入力

方法を選んで電話番号を修正する。
TOPメニューから_（設

定）→［NWサービス］→

［転送でんわ］→［転送先

変更］の順に選択するこ

ともできます。

2 転送でんわサービスを開始するかどう
かを選ぶ。

転送先電話番号が変更されます。

留守番電話をご利用になるには、留守番電話サービス（月

額使用料：有料）のお申し込みが必要です。

1 待受画面でt434を押し、［は
い］を選んでtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［NWサービス］→

［転送でんわ］→［転送先通話中時設定］の順に選択

することもできます。

転送先通話時留守番サービスが設定され、メッ

セージが表示されます。

お知らせ

圏外、セルフモード中、電源が入っていないときなどは、
着信音は鳴らずに自動的に転送されます。

着信音が鳴っている間に応答すると、転送されずに通話
できます。

転送先を変更する＜転送先変更＞

直接入力する 1→電話番号を入力→t
電話帳から入力する 2→名前を選ぶ→t→t

転送先を変更するだけ 1
転送先を変更してから
サービスを開始する

2

転送先が通話中のとき留守番電話サー
ビスで応対する＜転送先通話中時設定＞

月
額
使
用
料
　

無
料

通
話
料

＋

発信者

転送でんわ
サービスの
ご契約者

転送先

電話をかけた方の
ご負担です。

転送でんわサービ
スご契約者のご負
担です。

■ 通話料金
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1 待受画面でt435を押す。
TOPメニューから_（設定）→［NWサービス］→

［転送でんわ］→［転送サービス設定確認］の順に選

択することもできます。

現在の設定内容が表示されます。

いたずら電話や悪質なセールス電話など、特定の相

手からの電話が着信しないように登録できます。最

大30件登録できます。

1 待受画面でt441を押し、［は
い］を選んでtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［NWサービス］→

［迷惑電話ストップ］→［迷惑電話着信拒否登録］の

順に選択することもできます。

電話番号が登録され、メッセージが表示されます。

プッシュトーク通信以外の最後に着信応答した電話

番号が迷惑電話ストップサービスに登録されます。

すでに30件登録されているときは、［限度数を超

えました。最も古い登録を削除し、迷惑電話を登録

しますが、よろしいですか？］と表示されます。［は

い］を選んでtを押すと、上書き登録されます。

1 待受画面でt442を押す。
TOPメニューから_（設定）→［NWサービス］→

［迷惑電話ストップ］→［電話番号指定拒否登録］の

順に選択することもできます。

2 選択先を選ぶ。

電話番号が登録され、メッセージが表示されます。

すでに30件登録されているときは、［限度数を超

えました。最も古い登録を削除し、迷惑電話を登録

しますが、よろしいですか？］と表示されます。［は

い］を選んでtを押すと、上書き登録されます。

1 待受画面でt443を押し、［は
い］を選んでtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［NWサービス］→

［迷惑電話ストップ］→［迷惑電話全登録削除］の順

に選択することもできます。

電話番号が削除され、メッセージが表示されます。

最後に登録した電話番号１件のみを削除
する

待受画面でt444を押し、［は
い］を選んでtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［NWサービス］→

［迷惑電話ストップ］→［迷惑電話１登録削除］の順

に選択することもできます。

最後に登録した電話番号を１件削除します。同様の

操作をくり返し行うことにより、最後に登録した順

より１件ずつ削除することができます。

電話番号が削除され、メッセージが表示されます。

1 待受画面でt445を押す。
TOPメニューから_（設定）→［NWサービス］→

［迷惑電話ストップ］→［拒否登録件数確認］の順に

選択することもできます。

現在の拒否登録件数が表示されます。

各サービス利用時の応答
次の各サービスの開始中に迷惑電話着信拒否登録し

た方から着信があった場合、次のようになります。

転送サービス設定を確認する

迷惑電話ストップサービス

迷惑電話ストップサービスを利
用する

最後に着信応答した電話番号を迷惑電
話ストップサービスに登録する
＜迷惑電話着信拒否登録＞

電話番号を選択して着信拒否登録する
＜電話番号指定拒否登録＞

着信履歴から選択する 1→電話番号を選ぶ
→t→［はい］→t

リダイヤルから選択する 2→電話番号を選ぶ
→t→［はい］→t

電話帳から選択する 3→電話番号を選ぶ
→t→［はい］→t

お知らせ

非通知着信およびプッシュトークの発着信履歴につい

ては着信拒否登録することはできません。

登録した電話番号をすべて削除する
＜迷惑電話全登録削除＞

拒否登録した電話番号の件数を確認する
＜拒否登録件数確認＞

お知らせ

迷惑電話番号を削除する方法は、すべて削除、または最

後に登録した１件の削除のいずれかです。特定の番号の

みの削除はできません。

サービス名 迷惑電話着信拒否登録した方への応答

留守番電話
サービス

着信拒否ガイダンスが流れます。メッセー
ジはお預かりしません。

転送でんわ
サービス

着信拒否ガイダンスが流れます。転送先に
は転送されません。

キャッチホン 着信拒否ガイダンスが流れます。

番号通知お願
いサービス

着信拒否ガイダンスが流れます。

お知らせ

相手が発信者番号を通知してこない電話でも拒否登録

できます。

国際電話を拒否登録できない場合があります。

この機能によって着信しなかった場合、着信履歴に記憶

されません。

迷惑電話ストップサービスで拒否登録した電話番号か

らプッシュトーク着信があった場合、相手に音声ガイダ

ンスは流れず、切断されます。
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発信者番号が通知されない電話をガイダンスの案内

により、「番号の通知のお願い」をし、自動的に電話を

切るサービスです。相手がわからないなどによるト

ラブルを防ぎ、安心できる携帯電話の活用が可能に

なります。

各サービス利用時の応答中の着信とサー
ビスとの関係

番号通知お願いサービスを［開始］に設定している場

合、次の各サービスの開始中に、発信者番号を通知し

ない着信があった場合、次のようになります。

1 待受画面でt461を押し、［は
い］を選んでtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［NWサービス］→

［番号通知お願いサービス］→［番号通知サービス

開始］の順に選択することもできます。

番号通知お願いサービスが開始され、メッセージ

が表示されます。

1 待受画面でt462を押し、［は
い］を選んでtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［NWサービス］→

［番号通知お願いサービス］→［番号通知サービス

停止］の順に選択することもできます。

番号通知お願いサービスが停止され、メッセージ

が表示されます。

1 待受画面でt463を押す。
TOPメニューから_（設定）→［NWサービス］→

［番号通知お願いサービス］→［サービス設定確認］

の順に選択することもできます。

現在の設定内容が表示されます。

FOMAでご契約されたひとつの電話番号で、movaも

ご利用いただけます。FOMAとmovaのサービスエリ

アに応じた使い分けが可能です。

デュアルネットワークサービスの切り替え
デュアルネットワークサービスの切り替えは、サー

ビスエリア内で利用不可状態のFOMA端末または

mova端末から操作することにより行います。

FOMAのネットワークに切り替えます。

1 待受画面でt521を押す。
TOPメニューから_（設定）→［その他のNWサー

ビス］→［デュアルネットワーク］→［デュアルネッ

トワーク切替］の順に選択することもできます。

ネットワーク暗証番号入力画面が表示されます。

2 ネットワーク暗証番号（４桁の数字）を
入力してtを押し、［はい］を選んでtを
押す。

入力したネットワーク暗証番号は、「b」で表示さ

れます。

ネットワーク切替が終了します。

番号通知お願いサービス

番号通知お願いサービスを利用
する

サービス名 発信者番号を通知しない方への応答

留守番電話
サービス

番号通知お願いガイダンスが流れます。
メッセージはお預かりしません。

転送でんわ
サービス

番号通知お願いガイダンスが流れます。転
送先には転送されません。

キャッチホン 番号通知お願いガイダンスが流れます。

迷惑電話
ストップ
サービス

迷惑電話着信拒否登録した電話番号から着
信すると、着信拒否ガイダンスが流れます。

番号通知お願いサービスを開始する
＜番号通知サービス開始＞

番号通知お願いサービスを停止する
＜番号通知サービス停止＞

設定内容を確認する＜サービス設定確認＞

デュアルネットワークサービス

デュアルネットワークサービス
を利用する

FOMA端末を使えるようにする

お知らせ

ネットワーク切替を行うときは、アンテナ表示でサービ
スエリアであることを確認してください。FOMA端末、
mova端末の画面の［]］は、電波状態を示しているもの
で、ネットワーク利用可能、不可能の状態を示している
ものではありません。

FOMAの
ネットワーク

FOMA端末からデュアルネット

ワーク切替を行うとFOMAのネッ

トワークに切り替わります。

mova端末からデュアルネットワーク切替

を行うとmovaサービスのネットワークに切

り替わります。

※ 一部のサービスはご利用になれません。

※ FOMAとmovaを同時にご利用いただくことはできま

せん。

同じ電話番号

FOMA端末 mova端末

movaの
ネットワーク
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1 待受画面でt522を押す。
TOPメニューから_（設定）→［その他のNWサービ

ス］→［デュアルネットワーク］→［デュアルネット

ワーク状態確認］の順に選択することもできます。

現在の設定内容が表示されます。

留守番電話サービスや転送でんわサービスなど、各

種ネットワークサービス設定時の音声ガイダンスの

言語を設定できます。また、番号通知お願いサービス

など、お客様へ電話をかけてきた方へのガイダンス

の言語を設定することもできます。
圏外のときは、英語ガイダンスの設定はできません。

発信者が本サービスを利用している場合は、発信者側の

発信時の設定が着信者側の着信時の設定より優先されま

す。

利用できるガイダンスの種類

1 待受画面でt531を押し、ガ
イダンスの種類を選ぶ。

TOPメニューから_（設

定）→［その他のNWサー

ビス］→［英語ガイダン

ス］→［ガイダンス設定］

の順に選択することもで

きます。

2 言語の種類を選ぶ。

1 待受画面でt532を押す。
TOPメニューから_（設

定）→［その他のNWサー

ビス］→［英語ガイダン

ス］→［ガイダンス設定確

認］の順に選択すること

もできます。

現在の設定内容が表示さ

れます。

FOMAカードにはあらかじめ「ドコモ故障問合せ」や

「ドコモ総合案内・受付」などの電話番号が登録され

ています。

1 待受画面でt54を押し、項目を
選び［はい］を選んでtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［その他のNWサー

ビス］→［サービスダイヤル］の順に選択すること

もできます。

設定内容を確認する
＜デュアルネットワーク状態確認＞

英語ガイダンス

ガイダンスを日本語と英語で切
り替える

メニュー
項目

ガイダンスの内容

発信時（ネット
ワークサービス
設定時に流れる
ガイダンス）

日本語 すべて日本語ガイダンスで
流れます。

英語 すべて英語ガイダンスで流
れます。

着信時（相手がか
けてきたときに
流れるガイダン
ス）

日本語 すべて日本語ガイダンスで
流れます。

日本語＋
英語

最初に日本語ガイダンスが
流れ、そのあとに英語ガイダ
ンスが流れます。

英語＋
日本語

最初に英語ガイダンスが流
れ、そのあとに日本語ガイダ
ンスが流れます。

発信時と着信時のガイダ
ンスを設定する

1

発信時のみのガイダンス
を設定する

2

着信時のみのガイダンス
を設定する

3

発信時のガイダンス 着信時のガイダンス

日本語 1 日本語 1
英語 2 日本語＋英語 2

英語＋日本語 3

設定内容を確認する＜ガイダンス設定確認＞

サービスダイヤル

サービスダイヤルを利用する

ドコモ故障
問合せ

1 故障問い合わせ先へ電話をかけ
ることができます。

ドコモ総合
案内・受付

2 総合案内・受付へ電話をかける
ことができます。

お知らせ

お客様がご使用のFOMAカードによっては、「総合お問

い合わせ先」や「故障お問い合わせ先」などが表示されな

い場合があります。

表示されない場合は、取扱説明書裏面の「総合お問い合

わせ先」や「故障お問い合わせ先」などを電話帳に登録し

ておくと便利です。
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通話中に別の音声電話がかかってきたときの動作を

設定できます。
着信動作選択を利用するには、通話中着信設定を［開始］

に設定してください。

選択できる着信動作

キャッチホンを使用するときは、［通常着信］に設定して

ください。

着信動作選択がいずれの設定の場合でも、通話中に着信

があったことを着信履歴でお知らせします。

1 待受画面でt49を押し、着信動
作を選ぶ。

TOPメニューから_（設定）→［NWサービス］→

［着信動作選択］の順に選択することもできます。

通話中着信設定を［開始］に設定すると、通話中に別

の音声電話がかかってきたときに、着信動作選択

（nP.404）に従い着信させることができます。
圏外のときは、通話中着信設定はできません。

1 待受画面でt481を押し、［は
い］を選んでtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［NWサービス］→

［通話中着信設定］→［通話中着信設定開始］の順に

選択することもできます。

通話中着信設定が開始され、メッセージが表示さ

れます。

1 待受画面でt482を押し、［は
い］を選んでtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［NWサービス］→

［通話中着信設定］→［通話中着信設定停止］の順に

選択することもできます。

通話中着信設定が停止され、メッセージが表示さ

れます。

1 待受画面でt483を押す。
TOPメニューから_（設定）→［NWサービス］→

［通話中着信設定］→［通話中着信設定確認］の順に

選択することもできます。

現在の設定内容が表示されます。

遠隔操作とは、留守番電話サービスや転送でんわ

サービスの操作を一般電話、NTT公衆電話、ドコモの

携帯電話などから行うことです。FOMAのサービス

エリア外でも操作できます。

遠隔操作を行う前に、遠隔操作設定を［開始］に設定

してください。
圏外のときは、遠隔操作設定はできません。

遠隔操作ができるように設定します。

1 待受画面でt511を押し、［は
い］を選んでtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［その他のNWサー

ビス］→［遠隔操作設定］→［遠隔操作開始］の順に

選択することもできます。

遠隔操作が開始され、メッセージが表示されます。

遠隔操作ができないように設定します。

1 待受画面でt512を押し、［は
い］を選んでtを押す。

着信動作選択

通話中に電話がかかってきたとき
の対応方法を選ぶ

留守番電話 通話中にかかってきた音声電話を留守番電話
サービスに自動で接続します。留守番電話
サービスの［開始］／［停止］に関係なく、伝言
メッセージをお預かりします。

転送でんわ 通話中にかかってきた音声電話を転送でん
わサービスに自動で接続します。転送でん
わサービスの［開始］／［停止］に関係なく、
登録してある電話番号に転送します。

着信拒否 通話中にかかってきた音声電話の着信を自
動で拒否します。

通常着信 キャッチホンが［開始］に設定されている場
合、キャッチホンの動作となります。キャッ
チホンが［停止］に設定されている場合、次
のいずれかの動作が可能です。

通話中の音声電話を終了し、かかってき
た音声電話に出ることができます。
通話中にかかってきた音声電話を手動
で留守番電話サービスや転送でんわ
サービスへ接続、または着信拒否できま
す。
留守番電話サービスや転送でんわサー
ビスが［開始］に設定されているときは、
その設定に従います。

留守番電話 1
転送でんわ 2
着信拒否 3
通常着信 4

お知らせ

テレビ電話中やテレビ電話を着信した場合、または64K

データ通信の着信をした場合は、着信動作選択どおりに

動作しません。

通話中着信設定

通話中着信設定を開始／停止する

通話中着信設定を開始する
＜通話中着信設定開始＞

通話中着信設定を停止する
＜通話中着信設定停止＞

設定内容を確認する＜通話中着信設定確認＞

遠隔操作設定

遠隔操作を設定する

遠隔操作を開始する＜遠隔操作開始＞

遠隔操作を停止する＜遠隔操作停止＞
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TOPメニューから_（設定）→［その他のNWサー

ビス］→［遠隔操作設定］→［遠隔操作停止］の順に

選択することもできます。

遠隔操作が停止され、メッセージが表示されます。

1 待受画面でt513を押す。
TOPメニューから_（設定）→［その他のNWサー

ビス］→［遠隔操作設定］→［遠隔操作設定確認］の

順に選択することもできます。

現在の設定内容が表示されます。

公衆電話などからネットワークサービス
の操作をする

公衆電話などからネットワークサービスを操作する詳し

い方法は『ご利用ガイドブック（ネットワークサービス

編）』をご覧ください。

マルチナンバーを利用すると、電話番号を追加して
「ビジネス用」、「プライベート用」など、電話番号を使
い分けることができます。

基本契約番号の他に、付加番号１と付加番号２の最大２

つの番号を追加してご利用になれます。

それぞれの番号に、名称と着信音（nP.128）を設定でき

ます。

「基本契約番号」は電話番号の削除はできません。

登録した電話番号と名称は、発信時のマルチナンバー選

択画面や着信画面で表示されます。

お買い上げ時設定（着信音：着信音１）

1 待受画面でt563を押す。
TOPメニューから_（設定）→［その他のNWサービ

ス］→［マルチナンバー］→［電話番号設定］の順に選

択することもできます。

2 登録する番号を選んでtを押す。

3 名称を入力してtを押す。
最大全角７文字（半角14文字）まで入力できます。

4 電話番号を入力してtを押す。
電話番号は26桁まで入力できます。「P」は入力でき

ません。

5 着信音を選んでtを押す。
着信音の設定について詳しくは、P.128を参照して

ください。

電話をかけるときに発信番号を選ぶ
登録した電話番号の中から発信元としたい番号を選

んで電話をかけることができます。

1 待受画面で電話番号を入力する。

2 C4を押す。

3 使用する電話番号を選択しtを押す。
電話番号設定でマルチナンバー登録を行っていない

場合は番号を選択できません。マルチナンバー登録

を行ってください。

4 sを押す。
選択した電話番号から発信します。

電話をかけるときに使用する電話番号を設定します。
すべての発信先に、設定した電話番号で電話をかける
ことができます。

1 待受画面でt561を押す。
TOPメニューから_（設定）→［その他のNWサービ

ス］→［マルチナンバー］→［通常発信番号設定］の順

に選択することもできます。

2 使用する番号を選んでtを押し、［は
い］を選んでtを押す。

設定した番号で発信するようになります。

1 待受画面でt562を押す。
TOPメニューから_（設定）→［その他のNWサービ

ス］→［マルチナンバー］→［通常発信番号設定確認］

の順に選択することもできます。

現在の設定内容が表示されます。

設定内容を確認する＜遠隔操作設定確認＞

マルチナンバー

マルチナンバーを利用する

お知らせ

リダイヤルから発信した場合、以前発信したときの電話

番号で発信します。

着信履歴から発信した場合、以前着信したときの電話番

号で発信します。

マルチナンバーを登録する＜電話番号設定＞

お知らせ

着信履歴またはリダイヤルから登録した電話番号を選

んで電話をかけるときは、相手を選びC5を押して操

作３～４を行います。

FOMAカードを抜いたり、差し替えた場合、FOMA端末

へ登録していたマルチナンバーの設定（名前・番号・着信

音など）が消去されることがあります。このようなとき

は再度登録を行ってください。

上記操作のほか、電話番号のあとに「b590#」、「b591#」、

「b592#」を入力して発信することができます。「b590#」

を入力した場合は「基本契約番号」、「b591#」を入力して

発信した場合は「付加番号１」、「b592#」を入力して発信

した場合は「付加番号２」を発信元番号として発信しま

す。その場合、サブメニューから［マルチナンバー選択］

でマルチナンバー発信元を選択しても、入力した

「b590#」、「b591#」、「b592#」の発信元情報が優先され

発信されます。

使用する発信番号を設定する
＜通常発信番号設定＞

マルチナンバーの設定内容を確認する
＜通常発信番号設定確認＞
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1 待受画面でt563を押す。
TOPメニューから_（設定）→［その他のNWサービ

ス］→［マルチナンバー］→［電話番号設定］の順に選

択することもできます。

2 番号を選んでt1［修正］を押す。
修正方法は登録時の操作と同じです。

1 待受画面でt563を押す。
TOPメニューから_（設定）→［その他のNWサービ

ス］→［マルチナンバー］→［電話番号設定］の順に選

択することもできます。

2 番号を選んでt2［削除］を押す。

3［はい］を選んでtを押す。

ドコモから新しいネットワークサービスが追加提供

されたときに、新しいネットワークサービスを最大

10件まで登録できます。
圏外のときは、追加サービスの設定はできません。

FOMA端末には、新しく追加提供されたサービスの特番

またはサービスコードを登録できます。

サービスコードが提供される場合、FOMA端末には

「USSD」として登録されます。

1 待受画面でt551を押す。
TOPメニューから_（設定）→［その他のNWサー

ビス］→［追加サービス］→［USSD登録］の順に選

択することもできます。

2 登録する番号を選んでC1［編集］を押
し、サービス名を入力してtを押す。

最大全角10文字（半角20文字）まで入力できます。

3 追加するサービスの特番またはサービ
スコードを入力してtを押す。

新しいサービスが追加されます。

1 待受画面でt551を押す。
TOPメニューから_（設定）→［その他のNWサー

ビス］→［追加サービス］→［USSD登録］の順に選

択することもできます。

2 サービスを選んでt［発信］を押す。

1 待受画面でt551を押す。
TOPメニューから_（設定）→［その他のNWサー

ビス］→［追加サービス］→［USSD登録］の順に選

択することもできます。

2 サービスを選び、削除方法を選ぶ。

サービスが削除されます。

1 待受画面でt552を押す。
TOPメニューから_（設定）→［その他のNWサー

ビス］→［追加サービス］→［応答メッセージ登録］

の順に選択することもできます。

2 受信表示を選び、編集する。
新しい受信表示名が登録または変更されます。

マルチナンバーを修正する

マルチナンバーを削除する

追加サービス（USSD）

サービスを登録して利用する

サービスを登録する＜USSD登録＞

登録したサービスを利用する

登録したサービスを削除する

サービスを１件削除する C2→［はい］→t
すべてのサービスを削除
する

C3→端末暗証番号
（４～８桁の数字）を入力
→t→［はい］→t

登録したサービスの受信表示を編集する
＜応答メッセージ登録＞

受信表示を編集する C1→受信表示名を入力
→t→特番またはサービス
コードを入力→t

受信表示名は最大全角
10文字（半角20文字）ま
で入力できます。

受信表示を１件削除
する

C2→［はい］→t

すべての受信表示を
削除する

C3→端末暗証番号（４
～８桁の数字）を入力→t
→［はい］→t
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データ通信について、詳細は添付のCD-ROM※内の「PDF版「データ通信マニュアル」（データ通信マ

ニュアル.pdf）」をご覧ください。「PDF版「データ通信マニュアル」（データ通信マニュアル.pdf）」をご覧

になるには、Adobe Reader （バージョン6.0以上を推奨）が必要です。お使いのパソコンにインストー

ルされていない場合は、アドビシステムズ株式会社のホームページから最新版をダウンロードできま

す。（別途通信料がかかります。）

詳細はアドビシステムズ株式会社のホームページをご覧ください。

この章では、Windows 98とWindows 98SEをまとめてWindows 98と表記しています。

※ 添付のCD-ROMをパソコンにセットし、［マイコンピュータ］→［FOMA_SH902iS］を選んで右クリックし、［エクスプ

ローラ］をクリックします。
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FOMA端末の通信形態は、パケット通信、64Kデータ

通信、データ転送の３つに分類されます。
FOMA端末はFAX通信をサポートしていません。

FOMA端末をmusea、sigmarionⅡ、sigmarionⅢと接

続してデータ通信を行うことができます。musea、

sigmarionⅡを使用する場合は、アップデートしてご利

用ください。

アップデートの方法などの詳細については、ドコモの

ホームページを参照してください。

FOMA端末は、Remote Wakeupには対応していません。

パケット通信
送受信したデータ量に応じて課金されます。ネット

ワークに接続中でもデータの送受信を行っていない

ときは通信料がかからないので、ネットワークに接

続したまま必要なときにデータの送受信を行うとい

う使いかたができます。ドコモのインターネット接

続サービス「mopera U」／「mopera」など、FOMAの

パケット通信に対応したアクセスポイントを利用し

て、送信最大64kbps、受信最大384kbpsの速度で

データ通信できます。（通信環境や、電波などが混み

合った状態の影響により通信速度が変化するベスト

エフォートによる提供です。）

パケット通信はFOMA端末とパソコンなどを接続し

て、各種設定を行うと利用できます。メールの文字

データの送受信など、比較的少ないデータ量を高速

でやりとりする場合に適しています。

データ量の大きいファイルの送受信を行った場合、

通信料金が高額になりますので、ご注意ください。

FOMA端末では、パソコンなどによるパケット通信

と音声電話を同時に利用できます。（nP.368）

64Kデータ通信
接続している時間に応じて課金されます。ドコモの

インターネット接続サービス「mopera U」／

「mopera」など、FOMA 64Kデータ通信に対応したア

クセスポイント、またはISDNの同期64Kアクセスポ

イントを利用します。

64Kデータ通信はFOMA端末とパソコンなどを接続

して、各種設定を行うと利用できます。データBOXコ

ンテンツのダウンロードなど、比較的データ量の多い

送受信を行う場合に適しています。

データ転送
FOMA USB接続ケーブル（別売）や赤外線を使って

データを転送、交換する、課金が発生しない通信形態

です。電話帳、送受信メール、ブックマークなどの

データを送受信できます。

FOMA端末と他のFOMA端末や携帯電話を接続する

場合は、赤外線通信を使います。パソコンなどを接続

する場合は、赤外線通信とFOMA USB接続ケーブル

を使う方法があります。

インターネットサービスプロバイダの利
用料について

インターネットをご利用の場合は、ご利用になるイ

ンターネットサービスプロバイダに対する利用料が

必要になります。この利用料は、FOMAサービスの利

用料とは別に、インターネットサービスプロバイダ

にお支払いいただきます。利用料の詳しい内容につ

いては、ご利用のインターネットサービスプロバイ

ダにお問い合わせください。

ドコモのインターネット接続サービス「mopera 

U」／「mopera」をご利用いただけます。「mopera U」

をご利用いただく場合は、お申し込みが必要（有料）

となります。「mopera」をご利用いただく場合は、お

申し込み不要、月額使用料無料です。

接続先（インターネットサービスプロバ
イダなど）の設定について

パケット通信と64Kデータ通信では接続先が異なり

ます。パケット通信を行うときは、FOMAパケット通

信対応の接続先、64Kデータ通信を行うときは

FOMA 64Kデータ通信、またはISDN同期64K対応の

接続先をご利用ください。
DoPaのアクセスポイントには接続できません。

PIAFSなどのPHS64K/32Kデータ通信のアクセスポイン

トには接続できません。

ユーザー認証について
接続先によっては、接続時にユーザー認証（IDとパス

ワード）が必要な場合があります。その場合は、通信

ソフト（ダイヤルアップネットワーク）でIDとパス

ワードを入力して接続してください。IDとパスワー

ドは接続先のインターネットサービスプロバイダま

たは接続先のネットワーク管理者から付与されま

す。詳しい内容については、インターネットサービス

プロバイダ、または接続先のネットワーク管理者に

お問い合わせください。

パケット通信および64Kデータ通信の条件
FOMA端末で通信を行うには、以下の条件が必要に

なります。
FOMA USB接続ケーブルに対応したパソコンであるこ

と

FOMAサービスエリア内であること

パケット通信の場合、アクセスポイントがFOMAのパ

ケット通信に対応していること

64Kデータ通信の場合、接続先がFOMA 64Kデータ通信、

またはISDN同期64Kに対応していること

ただし、前述の条件が整っていても、基地局が混雑し

ていたり、電波状況などにより通信ができないこと

があります。

データ通信について

FOMA端末から利用できるデータ通信
について

ご利用にあたっての留意点

お知らせ

パケット接続を行う場合は、FOMA端末と接続する機器
がJATE（財団法人電気通信端末機器審査協会）の認定品
である必要があります。

j19_dv35_7e.fm  408 ページ  ２００６年７月１０日　月曜日　午後５時２９分



409

デ 
I 

タ
通
信
の
準
備
の
流
れ

デ 
I 

タ
通
信

パソコンとFOMA端末を接続して、パケット通信お

よび64Kデータ通信を利用する場合の準備について

説明します。以下のような流れになります。

※ FOMAでインターネットをするには、ブロードバンド接

続や国際ローミングなどに対応した「mopera U」（お申し

込み必要）が便利です。使用した月だけ月額使用料がかか

るプランもございます。また、お申し込みが不要で今すぐ

インターネットに接続できる「mopera」もご利用いただ

けます。

データ通信用語集

APN（Access Point Name）
インターネットサービスプロバイダや企業
内LANを識別する文字列。ドコモのイン
ターネット接続サービスmopera Uは

「mopera.net」、moperaは「mopera.ne.jp」が
APNとなります。

cid（Context Identifier）
FOMA端末にAPNを登録するときに割り当
てる登録番号。FOMA端末では１番から10
番まで使えます。

DNS（Domain Name System）
ドメインネーム（例：nttdocomo.co.jp）を、コ
ンピュータで使うIPアドレスに変換するシ
ステムのこと。

IrDA（Infrared Data Association）
赤外線通信に関する規格を制定している組
織の名称。

IrMC（Ir Mobile Communications）
携帯電話どうしやPDA（携帯情報端末）間で
データを転送する目的で作られた規格。
IrMCに準拠した赤外線端子を持つ携帯電話
どうしやPDAとの間で、電話番号やスケ
ジュールをやりとりできます。

OBEX（Object Exchange）
データ通信の国際規格の１つ。OBEXに対応
している携帯電話、パソコン、デジタルカメ
ラ、プリンタなどの間で、データを送受信で
きます。

QoS（Quality of Service）
サービスの品質。通信時にユーザーの意図
どおりに、回線を利用するための技術。
FOMA端末では、接続するときの通信速度
などを設定できます。

W-CDMA
世界標準規格として認定された第三世代移
動通信システム（IMT-2000）の１つ。
FOMA端末は、W-CDMA規格に準拠してい
ます。

W-TCP
FOMAネットワークでパケット通信を行う
際に、TCP/IPの伝送能力を最大限に生かす
ためのTCPパラメータです。FOMA端末の
通信性能を最大限に活用するには、この通
信設定が必要です。

パソコンの管理者権限を持ったユーザー
Windows XP、2000 Professionalを使用する
ときに、OSのシステムなどすべてにアクセス
できる権限のこと。１台のパソコンに最低１
人は、パソコンの管理者権限を持つユーザー
が設定されています。通常、パソコンの管理者
権限がないユーザーは、ドライバ、ソフトなど
のインストールおよびアンインストールがで
きません。

データ通信の準備の流れ

パソコンとFOMA端末を接続する

FOMA PC設定ソフトをインストールする

かんたん設定でパケット
通信の設定をする

mopera Uまたは

mopera※

その他のプロバイダ

かんたん設定で64Kデー
タ通信の設定をする

mopera Uまたは

mopera※

その他のプロバイダ

接続する

FOMA PC設定ソフトを使わずに
通信の設定をする

パケット通信

64Kデータ通信

接続する

通信設定ファイルをインストールする
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FOMA端末をパソコンに接続してデータ通信を行う

には、添付のCD-ROMから通信設定ファイルをイン

ストールする必要があります。

添付のCD-ROMからFOMA PC設定ソフトをパソコ

ンにインストールして使うと、FOMA端末とパソコ

ンを接続して行うパケット通信や、64Kデータ通信

に必要なさまざまな設定を、簡単に行うことができ

ます。

また、FirstPass PCソフトは、FirstPass対応の

FOMA端末より取得したユーザ証明書を利用してパ

ソコンのWebブラウザからFirstPass対応サイトに

アクセスできるようにしたものです。

詳しくはCD-ROM内のFirstPassManualをご覧くだ

さい。「FirstPassManual」（PDF形式）をご覧になるに

は、Adobe Reader（バージョン6.0以上を推奨）が必

要です。お使いのパソコンにインストールされてい

ない場合は、アドビシステムズ株式会社のホーム

ページから最新版をダウンロードできます（別途通

信料がかかります）。詳しくはアドビシステムズ株式

会社のホームページを参照してください。

通信設定ファイル・FOMA PC設定ソフトは、以下の

動作環境でご利用ください。

※１ USBポート（USB仕様1.1/2.0に準拠）が必要です。

※２ OSアップグレードからの動作は保証いたしかねます。

※３ 必要メモリ・ハードディスク容量は、「FOMA PC設定

ソフト」に関する動作環境です。なお、パソコンのシス

テム構成によって異なる場合があります。

FirstPass PCソフトは、以下の動作環境でご利用く

ださい。

※ 必要メモリ・ハードディスク容量は、パソコンのシステム

構成によって異なる場合があります。

動作環境によってはご使用になれない場合があります。

また、上記の動作環境以外でのご使用による問い合わせ

および動作保証は、当社では責任を負いかねますのであ

らかじめご了承ください。

FOMA端末とパソコン以外に以下のハードウェア、

ソフトウェアを使います。
FOMA USB接続ケーブル（別売）

添付CD-ROM「FOMA SH902iS用CD-ROM」

ATコマンドとは、パソコンでFOMA端末の各機能を

設定するためのコマンド（命令）です。パソコンでコ

マンドを入力すると、その内容に従ってFOMA端末

が動作します。

ATコマンドの詳細は添付のCD－ROM内の「データ

通信マニュアル」をご覧ください。

通信設定ファイルについて

FOMA PC設定ソフト／FirstPass PCソ
フトについて

動作環境の確認

項 目 必要環境

パソコン本体※１ PC/AT互換機

OS※２ Windows 98、Windows Me、Windows 
2000 Professional、Windows XP（各日本
語版）

必要メモリ※３ Windows 98、Windows Me：32MB以上
Windows 2000 Professional：64MB以上
Windows XP：128MB以上

ハードディスク
容量※３

5MB以上の空き容量

項 目 必要環境

パソコン本体 PC/AT互換機

OS Windows 98SE、Windows Me、
Windows 2000 Professional、
Windows XP（各日本語版）

（Windows 98には対応していません。）

必要メモリ※ Windows 98SE、Windows Me、
Windows 2000 Professional：
32MB以上
Windows XP：128MB以上

ハードディスク※ 10MB以上の空き容量

ブラウザ Internet Explorer 5.5以上
Windows XPの場合はInternet 
Explorer 6.0以上

必要な機器

お知らせ

USBケーブルは専用の「FOMA USB接続ケーブル」をお

買い求めください。パソコン用のUSBケーブルはコネク

タ部の形状が異なるため使用できません。

ATコマンドについて
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FOMA端末には、電話帳やメールなど文字入力が必

要な機能がいくつかあります。

実際にお使いになる前に、文字入力のしくみを覚え

ておいてください。

文字入力変換方式について

文字入力変換方式の選択方法については、P.420を参照し

てください。

それぞれの入力方式には、文字の種類に合わせた入力

モードがあります。（nP.414、P.420）

入力できる文字の種類

全角文字の数字は、全角英数字入力モードで入力できま

す。

詳しくは、P.430～P.432を参照してください。

近似予測変換と連携予測について

お買い上げ時は、両方の変換機能が利用できるように設

定されています。個別に利用を停止することもできます。

（nP.420）

学習された変換候補をすべてリセットできます。

（nP.418）

漢字モードで、ひらがなを入力して漢字・ひらがな・

カタカナ（全角）や記号などに変換します。

1 文字入力画面でダイヤルボタンを押し
てひらがなを入力する。

押す回数で文字が変わり

ます。

ひらがなを１文字入力す

るたびに、変換候補が表

示されます。

同じボタンに割り当てら

れた文字を連続して入力

するときは、rを押して

カーソルを移動させる

か、最初の文字を入力し

たあとで、同じボタンを１秒以上押します。

（例：「あい」　1→r→11または1→

1（１秒以上）→1）

カタカナや英数字を入力するときは、aを押しま

す。押すたびに入力モード（文字の種類）が切り替

わります。

2 pで変換候補欄にカーソルを移動し、
文字を選んでtを押す。

選択をやめるときは、

cを押します。文字入

力画面にカーソルが戻

り、入力を続けることが

できます。

文字入力

文字入力について

かな方式 １つのダイヤルボタンに複数の文字が割り当
てられ、ボタンを数回押すことにより目的の
文字を入力する方式です。各ボタンの文字の
割り当てについては、P.430～P.431を参照し
てください。表示を逆戻りさせるときはs
を押します。

２タッチ
方式

ポケットベル※へ文字を送信するときのよう
に、２つの数字を組み合わせて文字を入力す
る方式です。数字の組み合わせと入力できる
文字（変換方法）については、P.432を参照して
ください。

全角文字 漢字、ひらがな、カタカナ、英大文字・英小文
字、数字、記号、絵文字

半角文字 カタカナ、英大文字・英小文字、数字、記号

近似予測
変換

ひらがなを１～５文字入力するたびに、入力
した文字で始まる変換候補が表示されます。
専用の辞書を持っており、一般的によく使わ
れる単語が登録されています。

連携予測 文字を確定すると、これまでの文字入力・変換
履歴から推測して、確定した文字に続くと思
われる文字の候補が自動的に表示されます。

お知らせ

文字入力画面のデザインは、機能により異なります。

かな方式

かな方式で文字を入力する

漢字・ひらがな・カタカナ（全角）を入力
する

次のリスト画
面を表示する

a［次ページ］→ a［次ページ］
リストの最後の候補にカーソル
があるときはa［次ページ］を１
回押します。

前のリスト画
面を表示する

m［前ページ］→ m［前ページ］
リストの最初の候補にカーソル
があるときはm［前ページ］を１
回押します。

目的の漢字に
変換されない
とき

文字入力画面にカーソルがある
ときはvで変換の対象になる文
字（反転している文字）の区切り
を変えて変換し直します。
選択候補画面にカーソルがある
ときはi［⇐文節］またはC［文
節⇒］で文字の区切りを変えま
す。
ワンタッチ変換するときはoを
押します。（nP.413）

濁点（゛）を付ける
文字を入力 ? *

半濁点（゜）を付ける
文字を入力 ? **

小文字に変換する
文字を入力 ? m［大／小］

文末にスペースを入力する
文末でr
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１文字変換について
変換によって入力した漢字を再度入力するときには、

先頭の１文字を入力するだけで漢字に変換できます。

入力したい漢字が見つからないとき
＜音訓変換＞

漢字の音読みや訓読みを入力して１文字ずつ漢字を

入力できます。

1 文字入力画面でひらがなを入力して
i［音訓］を押す。

2 漢字を選んでtを押す。

漢字変換用の文字を簡単に指定する
＜ワンタッチ変換＞

ワンタッチ変換を使うと、押したボタンに割り当て

られているすべてのひらがなの組み合わせを利用し

て、漢字変換を行うことができます。目的のひらがな

を入力するために、何度も同じボタンを押す必要が

なくなります。

例：「おはよう」と入力する場合

1 文字入力画面で1681を押
す。

ワンタッチ変換は、主に

名詞に対応しています。

濁点・半濁点付きの文字を

指定するときは、元の文字

が割り当てられているボ

タンを１回押したあと、濁

点・半濁点を入力します。

（例：「勉強」の場合

「6*02
81」と入力）

2 oを押す。
ワンタッチ変換状態のと

き、i［⇐文節］またはC
［文節⇒］で、変換の対象

となる文字の区切りを変

えることもできます。こ

のときも以降の変換はワ

ンタッチ変換となりま

す。

ワンタッチ変換では、こ

れまでによく変換した文

字列が優先してリストに表示されます。

ワンタッチ変換の変換候補が表示されているとき

にcを押すと、変換前のひらがなに戻ります。こ

の状態でpを押すと、通常変換の変換候補が表示

されます。

電話帳登録のとき、ワンタッチ変換で名前を入力

してもフリガナは自動的に入力されません。

3 文字を選んでtを押す。

※ 2001年１月から、ドコモのポケットベルは、「クイックキャスト」に名称が変わりました。

入力を取り消し、元に戻す＜UNDO機能＞

文字を入力 ? 操作（削除、切り取り）確定 ? s

文字表示サイズを変える＜文字サイズ設定＞

1 文字入力画面でC ? ［文字入力／辞書設定］ ? t 

? 2
2 1［大きい文字］／2［標準］／3［小さい文

字］

操作ガイドを表示する＜操作ガイド＞

文字入力画面でC ? ［操作ガイド一覧］ ? t

関連操作のお知らせ

濁点、半濁点について
半角カタカナの場合、*を１回押すと濁点（゛）、２回

押すと半濁点（゜）、３回押すと長音（ー）、４回押すと改

行（K）が追加されます。５回押すと再び濁点（゛）に戻り

ます。追加された文字は１文字として数えられます。

全角かなの場合、*を１回押すと濁点（゛）、２回押すと

半濁点（°）、３回押すと元の文字に戻ります。

小文字について
英字の場合は、小文字に変換され、入力モードも小文字

になります。

スペース入力について
入力モードに関係なく半角スペースが入力されます。半

角スペースは１文字として数えられます。

入力の取り消し（UNDO機能）について
sを11回以上押すと、［UNDO　これ以上元にもどせ

ません］と表示され、10回前の画面に戻ります。メール

本文入力中は１回のみ取り消しできます。

文字編集が終了すると、記憶されている操作はクリアさ

れます。

文字サイズ設定について
文字サイズ設定できない文字入力画面もあります。

［大きい文字］は24ドット、［標準］は20ドット、［小さい

文字］は16ドットです。電話帳登録時の入力画面では、

［小さい文字］は12ドットです。

メール本文入力画面でサブメニューからデコレーショ

ンを選択し、文字サイズの変更を行った場合、変更前の

文字サイズを基準に、一段階大きいドットまたは小さい

ドットに変更できます。変更可能なドットは、30／24／

20／16／12ドットです。

文字の表示（太さ）も設定できます。（nP.149）

お知らせ

漢字候補の表示順序は、辞書の学習機能によって変わり

ます。

変換できる漢字は、JIS第一水準漢字・第二水準漢字の

6355文字です。

複雑な漢字は、一部変形もしくは省いています。
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推測頭出し変換について
１文字だけ入力してワンタッチ変換を行うと、入力

した文字の行の文字（「あ」を入力した場合「あ」「い」

「う」「え」「お」）で始まる言葉が、操作した時間帯に応

じて表示されます。
表示される言葉は、あらかじめ登録されています。

表示される言葉は、5:00～10:59、11:00～16:59、17:00～

22:59、23:00～4:59の時間帯で変わります。

ワンタッチ１文字学習について
以前にワンタッチ変換を行った文字列の先頭の１文

字（「あたあさわ」と入力してワンタッチ変換で「お父

さん」を採用していた場合は「あ」）を入力してワン

タッチ変換を行うと、以前の変換結果（「お父さん」）

が表示されます。

かな方式では、入力する文字の種類に合わせて、入力

モードを切り替えます。

入力モードの種類

文字入力画面でa［文字］を押す。

a［文字］を押すたびに、［[］（全角カタカナ）→

［^］（半角カタカナ）→［X］（全角英数字）→［d］

（半角英数字）→［}］（半角数字）→［E］（区点コー

ド）→［>］（漢字・ひらがな）の順に入力モードが

切り替わります。

a［文字］を押したあとは、rを押しても同様に切

り替えできます。qを押すと、逆の方向に切り替

わります。

文字を追加する

追加したい文字の位置にカーソルを移
動し、追加する文字を入力する。
例：「接近」の前に「最」を追加する場合

追加したい位置に
カーソルを移動

カーソル位置に
追加される

文字を削除する

削除したい文字の左側にカーソルを移
動し、cを押す。

カーソル右側の文字が消えます。

文字にカーソルがあたっているときは、カーソル

位置の文字が消えます。

例：「ごろ」を削除する場合

削除したい位置に
カーソルを移動

文字が削除される

cを１秒以上押すと、カーソル位置に応じて文

字をまとめて削除できます。

カーソルの前後に文字があるときやカーソル

の後ろだけに文字があるときは、カーソル位置

の文字を含み、後ろの文字がすべて削除されま

す。

カーソルの前にだけ文字があるときは、カーソ

ル位置の前の文字がすべて削除されます。

かな方式の入力モードの種類と切り替
え方法

漢字・ひらがな 全角カタカナ 半角カタカナ

全角英数字 半角英数字 半角数字

区点コード

お知らせ

文字入力画面で［絵・記号］と表示されているときは、i
［絵・記号］を押すと、絵文字入力モードや記号入力モー

ドに切り替わります。（nP.416）

文字入力を中止するとき
文字入力を中止し１つ前の画面に戻るには、cを押し

ます。すでに文字を入力しているときは、cを押して

すべての文字を削除（nP.414）したあと、cを押し

ます。

文字の途中にカーソルがあるときは、cを１秒以上押

す操作を２回くり返し、cを押します。

a

文字を修正する

w

文字入力

w

c２回
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文字を変更する

変更したい文字を削除し、文字を入力
する。
例：「ごろ」を「近く」に変更する場合

カーソル位置に
追加される

1 a［文字］を数回押して［^］を表示す
る。

2 ダイヤルボタンを押して半角カタカナ
を入力する。

次の文字を入力するか、

pまたはrを押すと確

定されます。

ｉモードメールの本文

入力時は、tで確定され

ます。

同じボタンに割り当てられた文字を連続して入力

するときは、rを押してカーソルを移動させる

か、最初の文字を入力したあとで、同じボタンを１

秒以上押します。（例：「アイ」　1→r→

11または1→1（１秒以上）→1）

英字を入力する

1 a［文字］を数回押して［X］または［d］
を表示する。

［X］を表示したときは全角英数字、［d］を表示し

たときは半角英数字が入力できます。

mを押すと大文字と小文字が切り替わります。文

字を入力後、mを押すと、１文字ずつ変換するこ

ともできます。

大文字 小文字

2 ダイヤルボタンを押して英字を入力す
る。

次の文字を入力するか、

pまたはrを押すと確

定されます。

ｉモードメールの本文

入力時は、tで確定され

ます。

同じボタンに割り当てられた文字を連続して入力

するときは、rを押してカーソルを移動させる

か、最初の文字を入力したあとで、同じボタンを１

秒以上押します。（例：「AB」「ab」2→r→

22または2→2（１秒以上）→2）

漢字モードで英単語の固有名詞（例「はうす」など）

を入力し、変換候補から半角英字（例「House」、

「house」など）を選んで入力することもできます。

漢字モードでひらがな（例「ひとみ」）を入力し、変

換候補から半角ローマ字（例「hitomi」など）を選ん

で入力することもできます。

数字を入力する

1 a［文字］を数回押して［}］を表示す
る。

2 ダイヤルボタンを押して数字を入力す
る。

すぐに確定されます。

全角数字は、全角英数字

モード（大文字／小文

字）で、入力したい数字

のダイヤルボタンをく

り返し押すと入力できます。

例：「１」を入力するとき→1を５回押す

「２」を入力するとき→2を７回押す（大文

字の場合）／2を４回押す（小文字の場合）

漢字モードでひらがなを入力し、カナ英数字変換

候補から数字を選んで入力することもできます。

カタカナ（半角）を入力する

かなをカタカナ（全角／半角）に変換する
＜カナ英数字変換＞

ひらがなを入力 ? C［カナ英数］ ? 全角カタカナ／半
角カタカナ ? t

英数字を入力する

c
２回

変更したい位置に
カーソルを移動

文字が削除される

文字入力

かなを英字／数字に変換する＜カナ英数字変換＞

ひらがなを入力 ? C［カナ英数］ ? 英字／数字 ? t

関連操作のお知らせ

変換候補には、ボタンに割り当てられている数字や英字

が表示されます。

例：「あした」（1334）と入力してC［カナ英

数］を押すと、「アシタ（全角カタカナ）」、「ｱｼﾀ（半角カ

タカナ）」、「１３４（全角数字）」、「134（半角数字）」、「．

ＥＧ（全角英字の大文字）」、「.EG（半角英字の大文

字）」、「．ｅｇ（全角英字の小文字）」、「.eg（半角英字の

小文字）」、「１３３４（全角数字）」、「1334（半角数字）」

が表示されます。

m
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ｉモード接続中に、JANコードやQRコードを読み取っ
て文字入力画面で入力できます。（nP.203「サイトや
インターネットホームページ内の項目選択や文字入
力」）

1 サイトやインターネットホームページ
の文字入力画面でC63［バー
コードリーダー］を押す。

2 データを読み取る。
バーコードリーダーの利用方法については、P.190

を参照してください。

あらかじめ登録されている固定定型文（nP.434）

や、自分で登録した自作定型文（nP.416）、メール

アドレスなどを簡単に入力できます。

1 文字入力画面でCを押し、［定型文挿
入］を選んでtを押す。

文字入力画面でmを１秒

以上押しても、定型文挿

入画面が表示されます。

すべての定型文を表示す

るときは、iを押しま

す。定型文選択（全表示）

画面が表示されます。

2 定型文の分類を選んでtを押す。

3 定型文を選んでtを押し、定型文を確
認してtを押す。

メールアドレスなどを簡単に入力する
メールアドレスなどは半角で入力されます。

文字入力画面でaを１秒以上押し、定
型文を選んでtを押す。

1 文字入力画面でiを押して［絵文
字］／［記号］を切り替える。

2 絵文字または記号を選んでtを押す。
連続して入力できます。

絵文字を入力中

記号入力中

顔文字一覧表（nP.434）

1 文字入力画面でCを押し、［顔文字］を
選んでtを押す。

2 顔文字を選んでtを押す。
数字を押しても入力できます。

よく使う言葉を自作定型文として登録したり、あら

かじめ登録されている定型文を修正できます。
あらかじめ登録されている定型文については、P.434を参

照してください。

定型文は全角64文字（半角128文字）まで入力できます。

定型文をお買い上げ時の状態に戻すこともできます。

バーコードリーダーを利用して入力する

定型文を利用する＜定型文挿入＞

お知らせ

定型文選択（全表示）画面を表示したとき、定型文は最後

に使用されたものから、使用された順番に表示されます。

絵文字／記号を入力する

次のリスト
画面を表示
する

a［次ページ］→ a［次ページ］
リストの最後の絵文字または記号
にカーソルがあるときはa［次
ページ］を１回押します。

前のリスト
画面を表示
する

m［前ページ］→ m［前ページ］
リストの最初の絵文字または記号
にカーソルがあるときはm［前
ページ］を１回押します。

定型文挿入画面

絵文字１と絵文字２を切り替える C
元の入力モードに戻る c

全角記号と半角記号を切り替える C
元の入力モードに戻る c

お知らせ

絵文字の「読み」を入力して絵文字に変換することもで

きます。P.433「絵文字一覧」を参照してください。

入力できる記号・特殊文字については、P.432「記号・特殊

文字一覧」を参照してください。

一覧の１行目に表示される絵文字または記号は、最近使

用された10個の記号が表示されます。

２タッチ方式でも同様に操作できます。

顔文字を入力する＜顔文字＞

次のリスト
画面を表示
する

a［▼ページ］→ a［▼ページ］
リストの最後の行にカーソルがあ
るときはa［▼ページ］を１回押し
ます。

前のリスト
画面を表示
する

m［▲ページ］→ m［▲ページ］
リストの最初の行にカーソルがあ
るときはm［▲ページ］を１回押し
ます。

お知らせ

ひらがなで「かお」と入力してpを押すと、漢字の候補と

共に顔文字も表示されます。

定型文登録

定型文を修正／登録する
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1 待受画面でt323を押し、
6［自作定型文］を押す。

TOPメニューから_（設定）→［一般設定］→［文字

入力設定］→［定型文編集］の順に選択することも

できます。

登録されている定型文を修正するときは、1～

5のいずれかを押します。

2 登録する番号を選んでi［編集］を押す。

3 定型文を入力してtを押す。

定型文をお買い上げ時の状態に戻す＜リセット＞
定型文のリセットを行うと、修正／登録した定型文

を、お買い上げ時の状態に戻すことができます。

リセットできる種類は次のとおりです。

連続した文字列をコピー／切り取りして、他の場所

に貼り付けることができます。
同じ画面へも、他の文字入力画面へも貼り付けできます。

（サブメニューが表示されていない画面へは貼り付けで

きません。）

切り取りした場合、指定した文字列は元の位置から削除

されます。

他の画面へ一度に切り取り・コピーできる文字数は、最大

全角5000文字（半角10000文字）までです。

コピー／切り取りして文字を記憶できるのは１件のみで

す。新たにコピー／切り取りを行うと、前に記憶していた

文字に上書きされます。

例：テキストメモの文字をコピーまたは切り取る場合

1 文字入力画面で、コピーまたは切り取る
最初の文字にカーソルを移動する。

2 コピーまたは切り取りを選ぶ。

3 最後の文字にカーソルを移動してtを
押す。

文字列が選択され、反転表示されます。（反転表示さ

れている文字列が、コピーまたは切り取りの対象に

なります。）

rを１秒以上押すと、操作１で指定した開始位置

以降のすべての文字を選択できます。

qを１秒以上押すと、操作１で指定した開始位置

以前のすべての文字を選択できます。

例：受信メールの本文をコピーする場合

1 受信したメールを表示し、C52
［コピー］を押す。

送信メールのときは、送信メール表示画面で

C62を押します。

未送信メールのときは、メール作成画面で［本文］

を選んでtを押し、C3を押します。 操作３に

進みます。

2 コピーする項目を選ぶ。

3 コピーする最初の文字にカーソルを移
動してt［開始］を押す。

4 コピーする最後の文字にカーソルを移
動してt［コピー］を押す。

１件リセット 指定した定型文を１件ずつリセットします。

フォルダ内
リセット

指定した分類内の定型文をすべてリセット
します。

全件リセット すべての定型文をリセットします。

１件リセット／フォルダ内リセットを行う
＜１件リセット／フォルダ内リセット＞

1 待受画面でt323 ? 分類を選ぶ ? t ? 
定型文を選ぶ ? C

編集していない定型文のフォルダにはサブメ

ニューが表示されません。

2 1［１件リセット］
フォルダ内の定型文をすべてリセットするとき：

2
3 ［はい］ ? t

すべての定型文をリセットする＜全件リセット＞

1 待受画面でt323 ? C
2 ［はい］ ? t

文字コピー

文字の切り取り・コピーと貼り付け

文字をコピーする／切り取る

コピーする C1→t
切り取る #（１秒以上）

メニューで操作するときは、C2
を押し、t押します。

メールの本文などをコピーする

アドレスを
コピーする

1
アドレスがコピーされ、操作が終
了します。

題名をコ
ピーする

2

本文をコ
ピーする

3

dv35_j.book  417 ページ  ２００６年５月１６日　火曜日　午後６時５８分



418

文
字
入
力

区
点
コ 
I 

ド
入
力

例：新規送信メールの本文に文字を貼り付ける場合

1 貼り付け先の文字入力画面を表示し、
貼り付ける位置にカーソルを移動して
*を１秒以上押す。

メニューで操作するときは、C5を押し、貼り

付ける位置にカーソルを移動してtを押します。

記憶されている文字列が、カーソルの位置に挿入

されます。

４桁の区点コードを利用して漢字やひらがな、カタ

カナ、記号、英数字などを入力できます。
区点コードとは、漢字などの文字ひとつひとつに付与さ

れている固有の番号です。

区点コードおよび区点でコード入力できる文字について

は、P.435～P.438「区点コード一覧」を参照してください。

1 文字入力画面でa［文字］を数回押して
［E］を表示する。

2 ４桁の区点コードを入力する。
４桁目を押すと、コード入力した文字が表示され

ます。

区点コードを押し間違えたときは、４桁目を押す

前にcを押すと、数字が消えます。正しい数字を

入力し直してください。

よく使う単語に見出し語（全角ひらがな最大８文字）

を付けて、最大100語まで登録できます。登録した単

語は、見出し語を入力して漢字変換すると、変換候補

に表示され、簡単に入力できます。
同じ見出し語は５件まで登録できます。

1 待受画面でt321を押す。
TOPメニューから_（設定）→［一般設定］→［文字

入力設定］→［ユーザ辞書］の順に選択することも

できます。

ユーザ辞書一覧画面が表示されます。

単語と見出し語のリストを切り替えるときは、i
を押します。

2［新規登録］を選んでtを押す。

3 単語を入力してtを押す。
最大全角15文字まで入力できます。

改行は入力できません。

4 見出し語を入力してtを押す。
ひらがなで入力します。（最大８文字）

1 待受画面でt321を押し、単
語を選んでtを押す。

2 単語を修正してtを押す。

3 見出し語を修正してtを押し、登録方
法を選ぶ。

修正しないときは、そのままtを押して登録方法

を選びます。

1 待受画面でt321を押し、単
語を選んでC1［削除］を押す。

2［はい］を選んでtを押す。

近似予測変換や連携予測機能などで学習された変換

候補を、すべてリセットできます。
絵文字や記号の変換候補もリセットされます。

1 待受画面でt324を押し、端
末暗証番号（４～８桁の数字）を入力し
てtを押す。

TOPメニューから_（設定）→［一般設定］→［文字

入力設定］→［変換学習クリア］の順に選択するこ

ともできます。

2［はい］を選んでtを押す。

文字を貼り付ける

お知らせ

電話帳の「フリガナ」入力欄など、半角文字のみ入力でき

る部分に貼り付けした場合、記憶されている文字列内の

半角文字のみ入力されます。また、貼り付け先に応じて入

力可能な文字数分のみ貼り付けされます。

コピー／切り取りした文字列は、新たにコピー／切り取

りするか、電源を切るまで記憶しています。

区点コード入力

区点コードで入力する

単語登録（ユーザ辞書）

よく使う単語を登録する

単語を新規登録する

登録した単語を修正する

新規登録する 1
同じ見出し語がすでに５件登
録されている場合は、新規登録
できません。

上書き登録する 2

登録した単語を削除する

変換学習クリア

学習された変換候補をリセット
する
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FOMA端末には、サイトやインターネットホーム

ページから日本語変換用の辞書をダウンロードし

て、最大10件まで登録できます。このうち５件の辞

書を、漢字変換用の辞書として使用できます。専門用

語などの辞書をダウンロードして使用すると、その

辞書に登録されている用語が変換候補に表示される

ようになります。
ユーザ辞書をダウンロード辞書に変換できます。

辞書のダウンロード方法については、P.212を参照してく

ださい。

お買い上げ時設定（辞書登録なし）

1 待受画面でt322を押す。
TOPメニューから_（設定）→［一般設定］→［文字

入力設定］→［ダウンロード辞書］の順に選択する

こともできます。

登録されている辞書が表示されます。現在使用中

の辞書には、［P］が表示されます。

2 辞書を選び、使用辞書を設定または解
除する。

1 待受画面でt322を押し、辞
書を選んでt［表示］を押す。

単語の詳細情報を表示するときは、t［詳細］を押

します。

確認を終了するときは、cを押します。

見出し語の一覧を確認するときは、i［切替］を押

します。iを押すたびに、「単語の一覧」→「見出し

語の一覧」の順に切り替わります。

登録されている辞書を１件ずつ、またはすべての辞書

をまとめて削除できます。

1 待受画面でt322を押し、辞
書を選んでC5［削除］を押す。

2 削除方法を選ぶ。

単語登録したユーザ辞書を、ダウンロード辞書に変

換できます。

1 待受画面でt321を押し、
C2［ダウンロード辞書変換］を押
す。

2 保存先を選んでtを押す。
登録されている辞書に上書きするときは、［はい］

を選んでtを押します。

使用辞書登録確認画面が表示されたときは、［は

い］を選んでtを押すと使用辞書に設定されま

す。すでに５件使用辞書に設定されているときは

表示されません。

ダウンロード辞書

ダウンロードした辞書を使用する

使用辞書を設定／解除する

使用辞書を設
定／解除する

C1
すでに５件使用を設定されて
いるときは、［使用辞書登録は
最大５つまでです］と表示さ
れます。現在使用中の辞書を
解除してから、やり直してく
ださい。
すでに設定されている使用辞
書を選んだときは、解除され
ます。

辞書の情報を確
認する

C4
辞書の情報（タイトル、作者、
バージョン、ダウンロード日時
など）が表示されます。cま
たはi［戻る］を押すと、元の
画面に戻ります。

お知らせ

文字入力画面でCを押し、［文字入力／辞書設定］を選択

して35［ダウンロード辞書切替］を押しても、設

定／解除の操作ができます。

辞書の内容を確認する

辞書を削除する

辞書を１件削除する 1→［はい］→t
すべての辞書を削除する 2→［はい］→t

お知らせ

ダウンロードしたときに挿入していたFOMAカードと

は別のFOMAカードが挿入されている場合、そのダウン

ロード辞書の横にFOMAカード動作制限マークが表示

されます。その場合、辞書の内容を確認することはでき

ませんが、削除することはできます。

ユーザ辞書をダウンロード辞書に変換
する＜ダウンロード辞書変換＞

お知らせ

ユーザ辞書をダウンロード辞書に変換するとユーザ辞

書は削除されます。

ダウンロード辞書変換した辞書のタイトルを編集する
＜タイトル編集＞

待受画面でt322 ? 辞書を選ぶ ? C3 ? 
タイトルを編集 ? t

ダウンロード辞書変換した辞書の内容を編集する
＜編集＞

1 待受画面でt322 ? 辞書を選ぶ ? 
C6

2 単語を選ぶ ? t
新規登録するとき：1

3 単語を編集 ? t ? 見出し語を編集 ? t ? C
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近似予測変換および連携予測を使用するかどうかを

設定できます。（nP.412）
お買い上げ時設定（近似予測変換辞書：ON（使用する）、連携

予測辞書：ON（使用する））

1 文字入力画面でCを押し、［文字入力／
辞書設定］を選んでtを押し、32
［近似予測変換辞書］を押す。

連携予測辞書を選ぶときは、Cを押し、［文字入

力／辞書設定］を選んでtを押し、33を押

します。

2 1［ON］を押す。

英語、姓名、地名、固有名詞、顔文字については、変換

候補として表示されるときの優先順位を高くするこ

とができます。
お買い上げ時設定（高い）

1 文字入力画面でCを押し、［文字入力／
辞書設定］を選んでtを押し、31
［優先候補設定］を押す。

2 項目を選んでtを押す。
Eは高い、Hは低い設定の状態です。

3 i［完了］を押す。

文字入力時に心情を表す形容詞（うれしい）などを確

定したとき、確定した文字に続くと思われる変換候

補に、顔文字・絵文字を表示するかどうかを設定でき

ます。
お買い上げ時設定（ON）

1 文字入力画面でCを押し、［文字入力／
辞書設定］を選んでtを押し、34
［顔文字連携］を押す。

2 1［ON］を押す。

ボタン２つでひらがなが入力できる、２タッチ方式

に切り替えできます。２タッチでの文字指定に慣れ

た方におすすめです。

1 文字入力画面でCを押し、［文字入力／
辞書設定］を選んでtを押し、12
［２タッチ方式］を押す。

２タッチ方式は、通常の入力方式［かな方式］にす

るまで継続します。

２タッチ方式でも、かな方式と同様に定型文挿入

を利用できます。

２タッチ方式では、カナ英数字変換はできません。

かな方式に戻すときは、文字入力画面でCを押

し、［文字入力／辞書設定］を選んでtを押し、

11を押します。

1 文字入力画面でa［文字］を押す。
aを押すたびに、6（半角大文字）→E（区点コー

ド）→5（全角大文字）に切り替わります。

２タッチ方式で、２桁の数字を押し、１文字ずつ指定

します。

1 文字入力画面で２桁の数字を入力する。
例：22 O［き］

文字の割り当てについては、P.432を参照してくだ

さい。

近似予測変換辞書／連携予測辞書

使用する変換方法を選ぶ

変換候補の優先度を設定する
＜優先候補設定＞

顔文字を変換候補に表示する
＜顔文字連携＞

２タッチ方式

２タッチ方式で文字を入力する

２タッチ方式に設定する＜変換方式＞

入力モードを切り替える

お知らせ

大文字モード／小文字モードの切り替えは、全角モー

ド／半角モードの状態で行うことができます。

また、文字を入力後m［大／小］を押すと、１文字ずつ変

換することもできます。（nP.415）

文字入力画面でa［文字］を押したあと、rを押しても同

様に切り替えできます。qを押すと、逆の方向に切り替

わります。

文字を入力する
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音

お買い上げ時欄に［☆］が付いているものは、設定リセット（nP.393）でお買い上げ時の状態に戻る項目です。

表示

メニュー一覧

設定メニュー

機能メニュー ボタン操作 お買い上げ時 ページ

U音量選択

着信音量選択 t111
音声電話着信音・テレビ電話着信
音・公衆電話着信音・非通知設定着
信音・通知不可能着信音：音量５☆

P.130

メール着信音量選択 t112
メール着信音・メッセージR着信
音・メッセージF着信音・SMS着信
音：音量５☆

P.131

チャットメール着信音量選択 t113 音量５☆ P.131

プッシュトーク着信音量選択 t114 音量５☆ P.131

各種設定音量選択 t115
ボタン確認音・オープン音・クロー
ズ音・充電開始音・充電完了音・タ
イマー音：音量５☆

P.131

V音選択

着信音選択 t121

音声電話着信音：着信音１／テレ
ビ電話着信音・公衆電話着信音・非
通知設定着信音・通知不可能着信
音：音声電話着信音に従う☆

P.128

メール着信音選択 t122

メール着信音：着信音２／メッ
セージR着信音・メッセージF着信
音・SMS着信音：メール着信音に従
う☆

P.129

チャットメール着信音選択 t123 着信音２☆ P.129

プッシュトーク着信音選択 t124 着信音１☆ P.129

各種設定音選択 t125
オープン音：OP（標準音）／クロー
ズ音：CL（標準音）／シャッター音：
標準音／タイマー音：TI（標準音）☆

P.130
P.188

Wバイブレータ設定
着信バイブレータ t131 OFF☆ P.133

メール着信バイブレータ t132 OFF☆ P.133

Xマナーモード設定

通常マナーモード t1411 － P.135

サイレントマナーモード t1412 － P.135

オリジナルマナーモード t1413

伝言メモ・バイブレータ・マイク感
度アップ：ON／アラーム音・ボタン
確認音・電池残量警告音・マナー再
生：OFF／着信音・メール着信音：サ
イレント☆

P.136

Y着信音出力切替 － t15 イヤホン＋スピーカ☆ P.134

Z着信鳴動時間設定
メール t161 ON／３秒☆ P.134

プッシュトーク t162 ON／30秒☆ P.134

[呼出動作開始時間設定 － t17 OFF☆ P.168

\保留・応答保留音
応答保留音 t181 応答保留音１☆ P.67

保留音 t182 保留メロディ１☆ P.67

]ステレオ効果設定 － t19 ステレオ／3DサウンドON☆ P.132

機能メニュー ボタン操作 お買い上げ時 ページ

Uメイン画面設定

待受画面設定 t211 待受画面６☆ P.137

待受時計表示設定 t212 時計表示：ON(大)／時計グラフィック
設定：待受時計1／表示位置：下☆

P.139

カレンダー表示設定 t213 OFF☆ P.138

Vサブ画面設定
相手表示設定 t221 ON☆ P.141

時計表示設定 t222 待受時計（大）☆ P.141

W文字表示設定 － t23 太字☆ P.149

Xテーマカラー設定 － t24 Groovy☆ P.145
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お買い上げ時欄に［☆］が付いているものは、設定リセット（nP.393）でお買い上げ時の状態に戻る項目です。

※１ お買い上げ時は、通常（明るさ自動）に設定されています。

一般設定

お買い上げ時欄に［☆］が付いているものは、設定リセット（nP.393）でお買い上げ時の状態に戻る項目です。
※２ お買い上げ時に登録されている定型文については、P.434を参照してください。
※３ 2006年１月１日 00：00

Y画面カスタマイズ設定

発着信画面設定 t251

ピクチャーコール設定：ON／電話発信
画面：電話発信１／音声電話着信画面・
公衆電話着信画面・非通知設定着信画
面・通知不可能着信画面：電話着信１／
テレビ電話着信画面：電話着信２☆

P.139

メール送受信画面設定 t252 メール送信画面設定：メール送信１／
メール受信画面設定：メール受信１☆

P.140

サブメニュー画像設定 t253 上画像：メニュー枠１（上）／
下画像：メニュー枠１（下）☆

P.144

お知らせウィンドウアニメ t254 お知らせアニメ１☆ P.144

マーク表示設定 t255 電波マーク：電界強度１／電池マーク：
電池残量１／小時計マーク：時計表示１☆

P.145

Z着信ランプ設定

着信ランプ色設定 t261 音声電話・テレビ電話：グリーン／
プッシュトーク：イエロー☆

P.148

メール着信ランプ色設定 t262 ブルー☆ P.148

着信ランプ動作設定 t263 メロディ非連動☆ P.149

メール着信ランプ動作設定 t264 メロディ非連動☆ P.149

[省電力設定※１

通常（明るさ自動） t271 － P.141

通常（明るさ固定） t272 － P.141

節約モード t273 － P.141

ユーザ設定 t274

照明時間設定：15秒（充電時・ｉモード
時：通常時と同じ／テレビ電話時：常
にON）／画面表示時間設定：２分／
明るさ調整：自動／ボタン照明設定：
点灯☆

P.142

\視野切替設定
マナーモード連動設定 t281 OFF☆ P.150

視野切替画面設定 t282 幾何学パターン（濃）☆ P.150

機能メニュー ボタン操作 お買い上げ時 ページ

U確認

所有者情報 t311 － P.386

メモリ確認 t312 － P.341

電池残量確認 t313 － P.44

設定状況確認 t314 － P.368

V文字入力設定

ユーザ辞書 t321 － P.418

ダウンロード辞書 t322 － P.419

定型文編集 t323 ※２ P.416

変換学習クリア t324 － P.418

W自動電源ON／OFF

自動電源ON t331 OFF☆ P.371

自動電源OFF t332 OFF☆ P.372

アラーム連動電源ON t333 OFF☆ P.372

X日時設定 － t34 ※３ P.47

YBilingual － t35 日本語 P.149

ZUSBモード設定 － t36 通信モード☆ P.336

[スキャン機能

パターンデータ更新 t371 － P.460

自動更新設定 t372 － P.461

スキャン機能設定 t373 有効☆ P.460

バージョン表示 t374 － P.462

\ソフトウェア更新 － t38 － P.454

]設定リセット － t39 － P.393

機能メニュー ボタン操作 お買い上げ時 ページ
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NWサービス

お買い上げ時欄に［☆］が付いているものは、設定リセット（nP.393）でお買い上げ時の状態に戻る項目です。

その他のNWサービス

機能メニュー ボタン操作 お買い上げ時 ページ

U留守番電話

メッセージ問合せ t411 － P.397

留守番メッセージ再生 t412 － P.397

留守番電話サービス開始 t413 － P.396

留守番呼出時間設定 t414 － P.396

留守番サービス停止 t415 － P.396

留守番設定確認 t416 － P.397

留守番サービス設定 t417 － P.397

件数お知らせ設定 t418 件数増加鳴動設定：ON☆ P.397

着信通知 t419 － P.398

Vキャッチホン

キャッチホンサービス開始 t421 － P.398

キャッチホンサービス停止 t422 － P.398

キャッチホンサービス設定確認 t423 － P.398

W転送でんわ

転送サービス開始 t431 － P.399

転送サービス停止 t432 － P.400

転送先変更 t433 － P.400

転送先通話中時設定 t434 － P.400

転送サービス設定確認 t435 － P.401

X迷惑電話ストップ

迷惑電話着信拒否登録 t441 － P.401

電話番号指定拒否登録 t442 － P.401

迷惑電話全登録削除 t443 － P.401

迷惑電話１登録削除 t444 － P.401

拒否登録件数確認 t445 － P.401

Y発信者番号通知
設定確認 t451 非通知設定 P.48

発信者番号通知設定 t452 － P.48

Z番号通知お願いサービス

番号通知サービス開始 t461 － P.402

番号通知サービス停止 t462 － P.402

サービス設定確認 t463 － P.402

[通話時間／料金確認 － t47 － P.389

\通話中着信設定

通話中着信設定開始 t481 － P.404

通話中着信設定停止 t482 － P.404

通話中着信設定確認 t483 － P.404

]着信動作選択

留守番電話 t491 － P.404

転送でんわ t492 － P.404

着信拒否 t493 － P.404

通常着信 t494 － P.404

機能メニュー ボタン操作 お買い上げ時 ページ

U遠隔操作設定

遠隔操作開始 t511 － P.404

遠隔操作停止 t512 － P.404

遠隔操作設定確認 t513 － P.405

Vデュアルネットワーク
デュアルネットワーク切替 t521 － P.402

デュアルネットワーク状態確認 t522 － P.403

W英語ガイダンス
ガイダンス設定 t531 － P.403

ガイダンス設定確認 t532 － P.403

Xサービスダイヤル
ドコモ故障問合せ t541 － P.403

ドコモ総合案内・受付 t542 － P.403

Y追加サービス
USSD登録 t551 － P.406

応答メッセージ登録 t552 － P.406
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お買い上げ時欄に［☆］が付いているものは、設定リセット（nP.393）でお買い上げ時の状態に戻る項目です。

通話・通信機能設定

お買い上げ時欄に［☆］が付いているものは、設定リセット（nP.393）でお買い上げ時の状態に戻る項目です。

※４ 代替画像設定：ブンブン（Dimo）（［ブンブン（Dimo）］を削除したあとで、設定リセット（nP.393）を行った場合は

［テレビ電話代替］）、応答保留画像設定：テレビ電話代替、保留画像設定：テレビ電話代替

セキュリティ

Zマルチナンバー

通常発信番号設定 t561 － P.405

通常発信番号設定確認 t562 － P.405

電話番号設定 t563 － P.405

[着もじ
メッセージ作成 t571 － P.52

メッセージ表示設定 t572 番号通知ありのみ☆ P.53

機能メニュー ボタン操作 お買い上げ時 ページ

U通話中設定

ノイズキャンセラ t611 ON☆ P.60

再接続機能 t612 アラームあり（高音）☆ P.60

通話品質アラーム t613 アラームあり（高音）☆ P.133

Vイヤホンマイク自動発信 － t62 OFF☆ P.392

W着信時設定

エニーキーアンサー t631 ON☆ P.63

オート着信設定 t632 電話/テレビ電話・プッシュトーク：
OFF☆

P.393

Xテレビ電話設定

音声自動再発信 t641 OFF☆ P.93

送信画像設定 t642 ※４☆ P.89

テレビ電話画面設定 t643 相手大・自分小☆ P.91

子画面表示位置 t644 左上☆ P.92

送信画質設定 t645 標準☆ P.90

テレビ電話切替機能通知 t646 開始 P.93

テレビ電話ハンズフリー設定 t647 ON☆ P.90

パケット通信中着信設定 t648 テレビ電話優先☆ P.94

Y伝言メモ設定

伝言メモ設定 t651 OFF☆ P.71

伝言応答時間 t652 ８秒☆ P.73

応答メッセージ t653 応答メッセージ１☆ P.73

テレビ電話時応答画像 t654 テレビ電話代替☆ P.85

Zプッシュトーク設定
番号通知設定 t661 非通知☆ P.104

PT通信中着信設定 t662 着信拒否☆ P.104

[クローズ動作設定
電話／テレビ電話 t671 終話☆ P.63

プッシュトーク t672 スピーカ通話☆ P.63

\セルフモード － t68 OFF☆ P.160

]その他の設定

プレフィックス設定 t691 １件目：009130-010☆ P.58

サブアドレス設定 t692 ON☆ P.59

国際ダイヤル設定 t693 自動付加設定：自動付加／国際電話
設定：WORLD CALL 009130-010☆

P.59

機能メニュー ボタン操作 お買い上げ時 ページ

Uシークレットモード － t71 OFF☆ P.164

VFOMAカード（UIM）設定

PIN1コード入力設定 t721 OFF P.155

PIN1コード変更 t722 0000 P.156

PIN2コード変更 t723 0000 P.156

W着信拒否／許可設定

電話帳指定着信許可 t731 OFF☆ P.165

電話帳指定着信拒否 t732 OFF☆ P.167

電話帳登録外 t733 許可☆ P.169

非通知設定 t734 許可☆ P.168

公衆電話 t735 許可☆ P.168

通知不可能 t736 許可☆ P.168

機能メニュー ボタン操作 お買い上げ時 ページ
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426 ＊ miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。（nP.329）
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お買い上げ時欄に［☆］が付いているものは、設定リセット（nP.393）でお買い上げ時の状態に戻る項目です。

その他の設定

X発着信履歴表示
着信履歴表示 t741 ON☆ P.163

リダイヤル表示 t742 ON☆ P.163

Yメール履歴表示
メール送信履歴表示 t751 ON☆ P.163

メール受信履歴表示 t752 ON☆ P.163

Zロック設定

オールロック t761 － P.158

ダイヤル発信制限 t762 OFF☆ P.161

PIMロック t763 OFF☆ P.160

ＩＣカードロック t764 OFF☆ P.296

まとめて簡単ロック設定 t765 OFF☆ P.162

[端末暗証番号変更 － t77 0000 P.153

\顔認証設定 － t78 OFF☆ P.154

]データ一括削除
ユーザデータ削除 t791 － P.394

シークレットデータ削除 t792 － P.394

機能メニュー ボタン操作 お買い上げ時 ページ

初期設定 － t8 － P.46

電話番号表示 － t0 ご契約の電話番号 P.48

データBOX
機能メニュー ボタン操作 お買い上げ時 ページ

Uマイピクチャ － t911 － P.306

V7モーション － t912 － P.315

Wメロディ － t913 － P.327

Xキャラ電 － t914 － P.323

Yマイドキュメント － t915 － P.346

Zプリント指定（DPOF） － t916 － P.359

LifeKit

機能メニュー ボタン操作 お買い上げ時 ページ

Uバーコードリーダー － t921 － P.190

V赤外線受信 － t922 － P.344

Wトルカ － t923 － P.293

XＩＣカード一覧 － t924 － P.290

YminiSD管理

miniSDデータ参照 t9251 － P.334

バックアップ／復元 t9252 － P.333

インポート t9253 － P.337

管理情報の更新 t9254 － P.337

フォーマット t9255 － P.335

USBモード設定 t9256 通信モード☆ P.336

Z文字読み取り － t926 － P.192

[電話帳お預かりサービス

お預かりセンターに接続 t9271 － P.125

電話帳通信履歴表示 t9272 － P.126

電話帳内画像送信 t9273 OFF☆ P.126

\スケジュール
スケジュール t9281 － P.376

ToDoリスト t9282 － P.382

機能メニュー ボタン操作 お買い上げ時 ページ
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お買い上げ時欄に［☆］が付いているものは、設定リセット（nP.393）でお買い上げ時の状態に戻る項目です。

]便利機能

電卓 t9291 税率５％☆ P.388

テキストメモ t9292 － P.390

タイマー t9293 － P.372

アラーム t9294 － P.373

音声／伝言メモ t9295 － P.388

メディアツール

機能メニュー ボタン操作 お買い上げ時 ページ

Uモバイルオーディオ － t931 － P.362

Vボイスレコーダー － t932 － P.345

Wブックリーダー － t933 － P.354

Xドキュメントビューア － t934 － P.351

YPDF対応ビューア － t935 － P.346

機能メニュー ボタン操作 お買い上げ時 ページ
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待受画面

プリインストールフレーム

※ 各フレームには、QCIF、QVGA、CIF、VGAのサイズがあります。

デコメールテンプレート

お買い上げ時に登録されているデータ

待受画面１ 待受画面２ 待受画面３ 待受画面４ 待受画面５ 待受画面６

待受画面７ 待受画面８ 待受画面９ 待受画面10

フレーム１ フレーム２ フレーム３ フレーム４ フレーム５ フレーム６

フレーム７ フレーム８ フレーム９

元気？ Dance Congratulations Message あいさつ Hello！

Good afternoon お誕生日 Birthday 待ち合わせ お誘い ドカーン！

CHU！ 夜景 ブンブン　カフェ※ ブンブン　おひるね※ ブンブン　フラワー※ ※ BVIG
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デコメールピクチャ

※ BVIG

Room（上） Room（下） 元気？（上） 元気？（下） Happy！（上）

Happy！（下） あそぼ（上） あそぼ（下） Good afternoon（上） Good afternoon（下）

おめでとう（上） おめでとう（下） Free way（上） Free way（下） Dragon（上）

Dragon（下） 和（上） 和（下） 夜空（上） 夜空（下）

おこる なく 超ハッピー 悩む ショック さみしい 暑い ばいばい

ファイト オヤスミ Good! Hello! おめでとう 寒い ごめんね バンザイ

スキ キライ ありがとう チュッ お腹すいた 真っ青 感動 ちゃぶ台返し

オッケー！ ＮＧ！ Happy Birthday I love you! 疲れた～

さくら ハート チェック ライン　星空※ ライン　お誕生日

ライン　サッカー※ ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ AM PM コロン スラッシュ 太陽 月 バイク

自転車 バス タクシー 車 電車 救急車 パトカー やった！

大泣き 駄目だ… がーん１ ドキドキ GJ! プンプン イライラ 消火

クマったなぁ～ 猫をかぶる カエルが帰る ピチピチ ありがとう ひよこちゃん 歌うかえる にこにこ

えーんえーん びっくり 悲しい※ ラブラブ※ ムンクの叫び※ おどろき※ おひるね※ 花火※

海水浴※ もじもじ えーんえーん プンプン ZZZ.. チラっ 照れっ びっくり！
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文字入力は、ダイヤルボタンで行います。１つのボタンには、次の表のように複数の文字が割り当てられ
ています。

ボタンを押す回数によって表示される文字が切り替わります。

例：全角カタカナモードで1を３回押すと1［ア］が表示O1［イ］が表示O1［ウ］が表示（表示を逆戻

りさせるときはsを押します。）

※１ 文字確定後に押すと［K］（改行）されます。［K］は半角で表示されますが、全角１文字分として数えられます。他の
文字と同様に削除や修正できます。メール本文入力時、スケジュール、ToDoリスト、テキストメモの内容入力時
などに有効です。

※２ カーソルの前後に文字があるときや、カーソルの後ろだけに文字があるときは、カーソル位置の文字を含み、後
ろの文字がすべて削除されます。

※３ 同じ行の文字を続けて入力したい場合に、１秒以上押すと入力することができます。
濁点の付いたひらがなやカタカナは、一部を省略しているものがあります。

ダイヤルボタンの文字割り当て一覧（かな方式）

全角文字の割り当て

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

*

#

o

p

q

r

a

a

m

m

c

c

t

s

0 9
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※１［K］（改行）されます。［K］は半角で表示されますが、全角１文字分として数えられます。他の文字と同様に削除や

修正できます。メール本文入力時、スケジュール、ToDoリスト、テキストメモの内容入力時などに有効です。

※２ カーソルの前後に文字があるときや、カーソルの後ろだけに文字があるときは、カーソル位置の文字を含み、後

ろの文字がすべて削除されます。

※３ 半角英数入力限定時（メールアドレス、URL入力時）は、「、」、「。」、「・」を入力することはできません。

※４ 同じ行の文字を続けて入力したい場合に、１秒以上押すと入力することができます。

※５ 0を１秒以上押した場合は、「+」が入力されます。

文字の数え方
全角１文字は、半角２文字分として数えられます。

半角文字では、濁点・半濁点も１文字分として数えられます。

半角文字の割り当て

*

#

p

q

r

a

a

m

m

c

c

t

s

o

0 9

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0
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全角文字 半角文字

※ 8O0を押すと、大文字モードと小文字モードが切り替わります。  部分は、切り替えた文字モードにより大

文字または小文字で入力できます。

全角小文字モードで0O4を押すと「、」、0O5を押すと「。」が入力できます。

半角小文字モードで0O4を押すと「 , 」、0O5を押すと「 . 」が入力できます。

半角大文字モードで［f］、［d］は半角２文字分となります。

文字入力画面でiを押すと［記号］と［絵文字］を切り替えて入力できます。

記号入力時にCを押すと、［半角］、［全角］が切り替わり、絵文字入力時にCを押すと、［絵文字２］、［絵文
字１］が切り替わります。

全角記号・特殊文字 半角記号

ダイヤルボタンの文字割り当て一覧（２タッチ方式）

お知らせ

空欄はスペースを示します。

 部分は、文字入力後、mを押すたびに、大文字⇔小文字と切り替わります。（「ゎ」（小文字）は全角小文字モードで

のみ入力できます。）

記号・特殊文字一覧

全角大文字モード 半角大文字モード

特殊記号

※ 特殊文字は、ｉモードメール対応

機以外の携帯電話やパソコンな

どに送信した場合、正しく表示さ

れないことがあります。
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読みを入力して絵文字に変換できます。

絵文字１

本絵文字を送信した場合、相手の機種によっては正しく表示されないことがあります。また、ｉモード端末以外の携

帯電話やパソコンなどに送信した場合、正しく表示されないことがあります。

SMSでは［e］、［d］、［f］以外はスペースになります。

「見出し（ヨミ）」を入力すると、変換候補の絵文字の後ろに［絵１］と表示されますが、その候補を選択しても［絵１］

という文字は採用されません。

絵文字２

絵文字一覧
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本絵文字を送信した場合、相手の機種によっては正しく表示されないことがあります。また、ｉモード端末以外の携

帯電話やパソコンなどに送信した場合、正しく表示されないことがあります。

サイトによっては正しく表示されない絵文字もあります。

「見出し（ヨミ）」を入力すると、変換候補の絵文字の後ろに［絵２］と表示されますが、その候補を選択しても［絵２］

という文字は採用されません。

「かお」と入力して変換すると顔文字の候補が表示され、そこから顔文字を入力することもできます。

お買い上げ時は、自作定型文は登録されていません。

顔文字一覧

定型文一覧

dv35_j.book  434 ページ  ２００６年５月１６日　火曜日　午後６時５８分



お知らせ

区点コード一覧で該当する文字がない区点コードを入力すると、何も入力されないか、またはスペースが入力され
ます。

区点コード一覧の表示は、実際の表示と見えかたが異なるものがあります。

４桁の区点コードを利用して漢字やひらがな、カタカナ、記号、英数字などを入力できます。
区点コードとは、漢字などの文字ひとつひとつに付けられている固有の番号です。

区点コードでの入力のしかたについては、P.418「区点コードで入力する」を参照してください。

区点
1～3桁目

区点4桁目
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

区点
1～3桁目

区点4桁目
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

区点
1～3桁目

区点4桁目
0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
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187
188
189
190
191
192
193
194
195
196
197
198
199
200
201
202
203
204
205
206
207

207
208
209
210
211
212
213
214
215
216
217
218
219
220
221
222
223
224
225
226

226
227
228
229
230
231
232

232
233
234
235
236
237
238
239
240

010
011
012
013
014
015
016
017
018
019
020
021
022
023
024

026
027
028
029

031
032
033
034
035
036
037
038
039
040
041
042
043
044
045
046
047
048

050
051
052
053
054
055
056
057
058

060
061
062
063
064
065

070
071
072

073
074
075
076
077
078

080
081
082
083

130
131
132
133
134
135
136
137
138
139

160
161
162
163
164

164
165
166
167
168
169
170

170
171
172
173

173
174
175
176
177
178

178
179
180
181
182

182
183
184
185
186

(スペース) 、 。 ， ．・ ： ； ？
！ ゛ ゜ ´ ｀ ¨ ＾ ‾ ＿ ヽ
ヾ ゝ ゞ 〃 仝 々 〆 〇 ー ―
‐ ／ ＼ ～ ‖ ｜ … ‥‘ ’

“ ”（ ）〔 〕［ ］｛ ｝
〈 〉《 》「 」『 』【 】
＋ － ± × ÷ ＝ ≠ ＜ ＞ ≦
≧ ∞ ∴ ♀ ° ′ ″ ℃ ￥
＄ c £ ％ ＃ ＆ b ＠ § ☆
★ ○ ● ◎ ◇

◆ □ ■ △ ▲ ▽ ▼ ※ 〒
→ ← ↑ ↓ 〓

∈ ∋ ⊆ ⊇
⊂ ⊃ ∪ ∩

∧ ∨ ¬ ⇒ ⇔ ∀ ∃

∠ ⊥ ⌒ ∂ ∇ ≡ ≒ ≪ ≫ √
∽ ∝ ∵ ∫ ∬

Å ‰ ♯ ♭ ♪ † ‡ ¶
◯

0 1 2 3
4 5 6 7 8 9

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ
Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ
Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ Ｖ Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ
ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ ｏ
ｐ ｑ ｒ ｓ ｔ ｕ ｖ ｗ ｘ ｙ
ｚ

ぁ あ ぃ い ぅ う ぇ え ぉ
お か が き ぎ く ぐ け げ こ
ご さ ざ し じ す ず せ ぜ そ
ぞ た だ ち ぢ っ つ づ て で
と ど な に ぬ ね の は ば ぱ
ひ び ぴ ふ ぶ ぷ へ べ ぺ ほ
ぼ ぽ ま み む め も ゃ や ゅ
ゆ ょ よ ら り る れ ろ ゎ わ
ゐ ゑ を ん

ァ ア ィ イ ゥ ウ ェ エ ォ
オ カ ガ キ ギ ク グ ケ ゲ コ
ゴ サ ザ シ ジ ス ズ セ ゼ ソ
ゾ タ ダ チ ヂ ッ ツ ヅ テ デ
ト ド ナ ニ ヌ ネ ノ ハ バ パ
ヒ ビ ピ フ ブ プ ヘ ベ ペ ホ
ボ ポ マ ミ ム メ モ ャ ヤ ュ
ユ ョ ヨ ラ リ ル レ ロ ヮ ワ
ヰ ヱ ヲ ン ヴ ヵ ヶ
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亜 唖 娃 阿 哀 愛 挨 姶 逢
葵 茜 穐 悪 握 渥 旭 葦 芦 鯵
梓 圧 斡 扱 宛 姐 虻 飴 絢 綾
鮎 或 粟 袷 安 庵 按 暗 案 闇
鞍 杏

以 伊 位 依 偉 囲 夷 委
威 尉 惟 意 慰 易 椅 為 畏 異
移 維 緯 胃 萎 衣 謂 違 遺 医
井 亥 域 育 郁 磯 一 壱 溢 逸
稲 茨 芋 鰯 允 印 咽 員 因 姻
引 飲 淫 胤 蔭

院 陰 隠 韻 吋

右 宇 烏 羽
迂 雨 卯 鵜 窺 丑 碓 臼 渦 嘘
唄 欝 蔚 鰻 姥 厩 浦 瓜 閏 噂
云 運 雲

荏 餌 叡 営 嬰 影 映
曳 栄 永 泳 洩 瑛 盈 穎 頴 英
衛 詠 鋭 液 疫 益 駅 悦 謁 越
閲 榎 厭 円 園 堰 奄 宴 延 怨
掩 援 沿 演 炎 焔 煙 燕 猿 縁
艶 苑 薗 遠 鉛 鴛 塩

於 汚 甥
凹 央 奥 往 応

押 旺 横 欧 殴 王 翁 襖 鴬
鴎 黄 岡 沖 荻 億 屋 憶 臆 桶
牡 乙 俺 卸 恩 温 穏 音

下 化
仮 何 伽 価 佳 加 可 嘉 夏 嫁
家 寡 科 暇 果 架 歌 河 火 珂
禍 禾 稼 箇 花 苛 茄 荷 華 菓
蝦 課 嘩 貨 迦 過 霞 蚊 俄 峨

我 牙 画 臥 芽 蛾 賀 雅 餓 駕
介 会 解 回 塊 壊 廻 快 怪 悔
恢 懐 戒 拐 改

魁 晦 械 海 灰 界 皆 絵 芥
蟹 開 階 貝 凱 劾 外 咳 害 崖
慨 概 涯 碍 蓋 街 該 鎧 骸 浬
馨 蛙 垣 柿 蛎 鈎 劃 嚇 各 廓
拡 撹 格 核 殻 獲 確 穫 覚 角
赫 較 郭 閣 隔 革 学 岳 楽 額
顎 掛 笠 樫 橿 梶 鰍 潟 割 喝
恰 括 活 渇 滑 葛 褐 轄 且 鰹
叶 椛 樺 鞄 株 兜 竃 蒲 釜 鎌
噛 鴨 栢 茅 萱

粥 刈 苅 瓦 乾 侃 冠 寒 刊
勘 勧 巻 喚 堪 姦 完 官 寛 干
幹 患 感 慣 憾 換 敢 柑 桓 棺
款 歓 汗 漢 澗 潅 環 甘 監 看
竿 管 簡 緩 缶 翰 肝 艦 莞 観
諌 貫 還 鑑 間 閑 関 陥 韓 館
舘 丸 含 岸 巌 玩 癌 眼 岩 翫
贋 雁 頑 顔 願

企 伎 危 喜 器
基 奇 嬉 寄 岐 希 幾 忌 揮 机
旗 既 期 棋 棄

機 帰 毅 気 汽 畿 祈 季 稀
紀 徽 規 記 貴 起 軌 輝 飢 騎
鬼 亀 偽 儀 妓 宜 戯 技 擬 欺
犠 疑 祇 義 蟻 誼 議 掬 菊 鞠
吉 吃 喫 桔 橘 詰 砧 杵 黍 却
客 脚 虐 逆 丘 久 仇 休 及 吸
宮 弓 急 救 朽 求 汲 泣 灸 球
究 窮 笈 級 糾 給 旧 牛 去 居
巨 拒 拠 挙 渠 虚 許 距 鋸 漁
禦 魚 亨 享 京

供 侠 僑 兇 競 共 凶 協 匡
卿 叫 喬 境 峡 強 彊 怯 恐 恭
挟 教 橋 況 狂 狭 矯 胸 脅 興
蕎 郷 鏡 響 饗 驚 仰 凝 尭 暁
業 局 曲 極 玉 桐 粁 僅 勤 均
巾 錦 斤 欣 欽 琴 禁 禽 筋 緊
芹 菌 衿 襟 謹 近 金 吟 銀

九
倶 句 区 狗 玖 矩 苦 躯 駆 駈
駒 具 愚 虞 喰 空 偶 寓 遇 隅
串 櫛 釧 屑 屈

掘 窟 沓 靴 轡 窪 熊 隈 粂
栗 繰 桑 鍬 勲 君 薫 訓 群 軍
郡

卦 袈 祁 係 傾 刑 兄 啓 圭
珪 型 契 形 径 恵 慶 慧 憩 掲
携 敬 景 桂 渓 畦 稽 系 経 継
繋 罫 茎 荊 蛍 計 詣 警 軽 頚
鶏 芸 迎 鯨 劇 戟 撃 激 隙 桁
傑 欠 決 潔 穴 結 血 訣 月 件
倹 倦 健 兼 券 剣 喧 圏 堅 嫌
建 憲 懸 拳 捲

検 権 牽 犬 献 研 硯 絹 県
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肩 見 謙 賢 軒 遣 鍵 険 顕 験
鹸 元 原 厳 幻 弦 減 源 玄 現
絃 舷 言 諺 限

乎 個 古 呼 固
姑 孤 己 庫 弧 戸 故 枯 湖 狐
糊 袴 股 胡 菰 虎 誇 跨 鈷 雇
顧 鼓 五 互 伍 午 呉 吾 娯 後
御 悟 梧 檎 瑚 碁 語 誤 護 醐
乞 鯉 交 佼 侯 候 倖 光 公 功
効 勾 厚 口 向

后 喉 坑 垢 好 孔 孝 宏 工
巧 巷 幸 広 庚 康 弘 恒 慌 抗
拘 控 攻 昂 晃 更 杭 校 梗 構
江 洪 浩 港 溝 甲 皇 硬 稿 糠
紅 紘 絞 綱 耕 考 肯 肱 腔 膏
航 荒 行 衡 講 貢 購 郊 酵 鉱
砿 鋼 閤 降 項 香 高 鴻 剛 劫
号 合 壕 拷 濠 豪 轟 麹 克 刻
告 国 穀 酷 鵠 黒 獄 漉 腰 甑
忽 惚 骨 狛 込

此 頃 今 困 坤 墾 婚 恨 懇
昏 昆 根 梱 混 痕 紺 艮 魂

些
佐 叉 唆 嵯 左 差 査 沙 瑳 砂
詐 鎖 裟 坐 座 挫 債 催 再 最
哉 塞 妻 宰 彩 才 採 栽 歳 済
災 采 犀 砕 砦 祭 斎 細 菜 裁
載 際 剤 在 材 罪 財 冴 坂 阪
堺 榊 肴 咲 崎 埼 碕 鷺 作 削
咋 搾 昨 朔 柵 窄 策 索 錯 桜
鮭 笹 匙 冊 刷

察 拶 撮 擦 札 殺 薩 雑 皐
鯖 捌 錆 鮫 皿 晒 三 傘 参 山
惨 撒 散 桟 燦 珊 産 算 纂 蚕
讃 賛 酸 餐 斬 暫 残

仕 仔 伺
使 刺 司 史 嗣 四 士 始 姉 姿
子 屍 市 師 志 思 指 支 孜 斯
施 旨 枝 止 死 氏 獅 祉 私 糸
紙 紫 肢 脂 至 視 詞 詩 試 誌
諮 資 賜 雌 飼 歯 事 似 侍 児
字 寺 慈 持 時

次 滋 治 爾 璽 痔 磁 示 而
耳 自 蒔 辞 汐 鹿 式 識 鴫 竺
軸 宍 雫 七 叱 執 失 嫉 室 悉
湿 漆 疾 質 実 蔀 篠 偲 柴 芝
屡 蕊 縞 舎 写 射 捨 赦 斜 煮
社 紗 者 謝 車 遮 蛇 邪 借 勺
尺 杓 灼 爵 酌 釈 錫 若 寂 弱
惹 主 取 守 手 朱 殊 狩 珠 種
腫 趣 酒 首 儒 受 呪 寿 授 樹
綬 需 囚 収 周

宗 就 州 修 愁 拾 洲 秀 秋
終 繍 習 臭 舟 蒐 衆 襲 讐 蹴
輯 週 酋 酬 集 醜 什 住 充 十
従 戎 柔 汁 渋 獣 縦 重 銃 叔
夙 宿 淑 祝 縮 粛 塾 熟 出 術
述 俊 峻 春 瞬 竣 舜 駿 准 循
旬 楯 殉 淳 準 潤 盾 純 巡 遵
醇 順 処 初 所 暑 曙 渚 庶 緒
署 書 薯 藷 諸 助 叙 女 序 徐
恕 鋤 除 傷 償

勝 匠 升 召 哨 商 唱 嘗 奨
妾 娼 宵 将 小 少 尚 庄 床 廠
彰 承 抄 招 掌 捷 昇 昌 昭 晶
松 梢 樟 樵 沼 消 渉 湘 焼 焦
照 症 省 硝 礁 祥 称 章 笑 粧
紹 肖 菖 蒋 蕉 衝 裳 訟 証 詔
詳 象 賞 醤 鉦 鍾 鐘 障 鞘 上
丈 丞 乗 冗 剰 城 場 壌 嬢 常
情 擾 条 杖 浄 状 畳 穣 蒸 譲

醸 錠 嘱 埴 飾
拭 植 殖 燭 織 職 色 触 食

蝕 辱 尻 伸 信 侵 唇 娠 寝 審
心 慎 振 新 晋 森 榛 浸 深 申
疹 真 神 秦 紳 臣 芯 薪 親 診
身 辛 進 針 震 人 仁 刃 塵 壬
尋 甚 尽 腎 訊 迅 陣 靭

笥 諏
須 酢 図 厨 逗 吹 垂 帥 推 水
炊 睡 粋 翠 衰 遂 酔 錐 錘 随
瑞 髄 崇 嵩 数 枢 趨 雛 据 杉
椙 菅 頗 雀 裾

澄 摺 寸

世 瀬 畝 是 凄 制
勢 姓 征 性 成 政 整 星 晴 棲
栖 正 清 牲 生 盛 精 聖 声 製
西 誠 誓 請 逝 醒 青 静 斉 税
脆 隻 席 惜 戚 斥 昔 析 石 積
籍 績 脊 責 赤 跡 蹟 碩 切 拙
接 摂 折 設 窃 節 説 雪 絶 舌
蝉 仙 先 千 占 宣 専 尖 川 戦
扇 撰 栓 栴 泉 浅 洗 染 潜 煎
煽 旋 穿 箭 線

繊 羨 腺 舛 船 薦 詮 賎 践
選 遷 銭 銑 閃 鮮 前 善 漸 然
全 禅 繕 膳 糎

噌 塑 岨 措 曾
曽 楚 狙 疏 疎 礎 祖 租 粗 素
組 蘇 訴 阻 遡 鼠 僧 創 双 叢
倉 喪 壮 奏 爽 宋 層 匝 惣 想
捜 掃 挿 掻 操 早 曹 巣 槍 槽
漕 燥 争 痩 相 窓 糟 総 綜 聡
草 荘 葬 蒼 藻 装 走 送 遭 鎗
霜 騒 像 増 憎

臓 蔵 贈 造 促 側 則 即 息
捉 束 測 足 速 俗 属 賊 族 続
卒 袖 其 揃 存 孫 尊 損 村 遜

他 多 太 汰 詑 唾 堕 妥 惰 打
柁 舵 楕 陀 駄 騨 体 堆 対 耐
岱 帯 待 怠 態 戴 替 泰 滞 胎
腿 苔 袋 貸 退 逮 隊 黛 鯛 代
台 大 第 醍 題 鷹 滝 瀧 卓 啄
宅 托 択 拓 沢 濯 琢 託 鐸 濁
諾 茸 凧 蛸 只

叩 但 達 辰 奪 脱 巽 竪 辿
棚 谷 狸 鱈 樽 誰 丹 単 嘆 坦
担 探 旦 歎 淡 湛 炭 短 端 箪
綻 耽 胆 蛋 誕 鍛 団 壇 弾 断
暖 檀 段 男 談

値 知 地 弛 恥
智 池 痴 稚 置 致 蜘 遅 馳 築
畜 竹 筑 蓄 逐 秩 窒 茶 嫡 着
中 仲 宙 忠 抽 昼 柱 注 虫 衷
註 酎 鋳 駐 樗 瀦 猪 苧 著 貯
丁 兆 凋 喋 寵

帖 帳 庁 弔 張 彫 徴 懲 挑
暢 朝 潮 牒 町 眺 聴 脹 腸 蝶
調 諜 超 跳 銚 長 頂 鳥 勅 捗
直 朕 沈 珍 賃 鎮 陳

津 墜 椎
槌 追 鎚 痛 通 塚 栂 掴 槻 佃
漬 柘 辻 蔦 綴 鍔 椿 潰 坪 壷
嬬 紬 爪 吊 釣 鶴

亭 低 停 偵
剃 貞 呈 堤 定 帝 底 庭 廷 弟
悌 抵 挺 提 梯 汀 碇 禎 程 締
艇 訂 諦 蹄 逓

邸 鄭 釘 鼎 泥 摘 擢 敵 滴
的 笛 適 鏑 溺 哲 徹 撤 轍 迭
鉄 典 填 天 展 店 添 纏 甜 貼
転 顛 点 伝 殿 澱 田 電

兎 吐
堵 塗 妬 屠 徒 斗 杜 渡 登 菟
賭 途 都 鍍 砥 砺 努 度 土 奴
怒 倒 党 冬 凍 刀 唐 塔 塘 套
宕 島 嶋 悼 投 搭 東 桃 梼 棟
盗 淘 湯 涛 灯 燈 当 痘 祷 等
答 筒 糖 統 到

董 蕩 藤 討 謄 豆 踏 逃 透
鐙 陶 頭 騰 闘 働 動 同 堂 導
憧 撞 洞 瞳 童 胴 萄 道 銅 峠
鴇 匿 得 徳 涜 特 督 禿 篤 毒
独 読 栃 橡 凸 突 椴 届 鳶 苫
寅 酉 瀞 噸 屯 惇 敦 沌 豚 遁
頓 呑 曇 鈍

奈 那 内 乍 凪 薙
謎 灘 捺 鍋 楢 馴 縄 畷 南 楠
軟 難 汝

二 尼 弐 迩 匂 賑 肉
虹 廿 日 乳 入

如 尿 韮 任 妊 忍 認

濡 禰
祢 寧 葱 猫 熱 年 念 捻 撚 燃
粘 乃 廼 之 埜 嚢 悩 濃 納 能
脳 膿 農 覗 蚤

巴 把 播 覇 杷
波 派 琶 破 婆 罵 芭 馬 俳 廃
拝 排 敗 杯 盃 牌 背 肺 輩 配
倍 培 媒 梅 楳 煤 狽 買 売 賠
陪 這 蝿 秤 矧 萩 伯 剥 博 拍
柏 泊 白 箔 粕 舶 薄 迫 曝 漠
爆 縛 莫 駁 麦

函 箱 硲 箸 肇 筈 櫨 幡 肌
畑 畠 八 鉢 溌 発 醗 髪 伐 罰
抜 筏 閥 鳩 噺 塙 蛤 隼 伴 判
半 反 叛 帆 搬 斑 板 氾 汎 版
犯 班 畔 繁 般 藩 販 範 釆 煩
頒 飯 挽 晩 番 盤 磐 蕃 蛮

匪
卑 否 妃 庇 彼 悲 扉 批 披 斐
比 泌 疲 皮 碑 秘 緋 罷 肥 被
誹 費 避 非 飛 樋 簸 備 尾 微
枇 毘 琵 眉 美

鼻 柊 稗 匹 疋 髭 彦 膝 菱
肘 弼 必 畢 筆 逼 桧 姫 媛 紐
百 謬 俵 彪 標 氷 漂 瓢 票 表
評 豹 廟 描 病 秒 苗 錨 鋲 蒜
蛭 鰭 品 彬 斌 浜 瀕 貧 賓 頻
敏 瓶

不 付 埠 夫 婦 富 冨 布
府 怖 扶 敷 斧 普 浮 父 符 腐
膚 芙 譜 負 賦 赴 阜 附 侮 撫
武 舞 葡 蕪 部 封 楓 風 葺 蕗
伏 副 復 幅 服

福 腹 複 覆 淵 弗 払 沸 仏
物 鮒 分 吻 噴 墳 憤 扮 焚 奮
粉 糞 紛 雰 文 聞

丙 併 兵 塀
幣 平 弊 柄 並 蔽 閉 陛 米 頁
僻 壁 癖 碧 別 瞥 蔑 箆 偏 変
片 篇 編 辺 返 遍 便 勉 娩 弁
鞭

こ
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保 舗 鋪 圃 捕 歩 甫 補 輔
穂 募 墓 慕 戊 暮 母 簿 菩 倣
俸 包 呆 報 奉 宝 峰 峯 崩 庖
抱 捧 放 方 朋

法 泡 烹 砲 縫 胞 芳 萌 蓬
蜂 褒 訪 豊 邦 鋒 飽 鳳 鵬 乏
亡 傍 剖 坊 妨 帽 忘 忙 房 暴
望 某 棒 冒 紡 肪 膨 謀 貌 貿
鉾 防 吠 頬 北 僕 卜 墨 撲 朴
牧 睦 穆 釦 勃 没 殆 堀 幌 奔
本 翻 凡 盆

摩 磨 魔 麻 埋 妹
昧 枚 毎 哩 槙 幕 膜 枕 鮪 柾
鱒 桝 亦 俣 又 抹 末 沫 迄 侭
繭 麿 万 慢 満

漫 蔓

味 未 魅 巳 箕 岬 密
蜜 湊 蓑 稔 脈 妙 粍 民 眠

務
夢 無 牟 矛 霧 鵡 椋 婿 娘

冥
名 命 明 盟 迷 銘 鳴 姪 牝 滅
免 棉 綿 緬 面 麺

摸 模 茂 妄
孟 毛 猛 盲 網 耗 蒙 儲 木 黙
目 杢 勿 餅 尤 戻 籾 貰 問 悶
紋 門 匁

也 冶 夜 爺 耶 野 弥
矢 厄 役 約 薬 訳 躍 靖 柳 薮
鑓

愉 愈 油 癒
諭 輸 唯 佑 優 勇 友 宥 幽

悠 憂 揖 有 柚 湧 涌 猶 猷 由
祐 裕 誘 遊 邑 郵 雄 融 夕

予
余 与 誉 輿 預 傭 幼 妖 容 庸
揚 揺 擁 曜 楊 様 洋 溶 熔 用
窯 羊 耀 葉 蓉 要 謡 踊 遥 陽
養 慾 抑 欲 沃 浴 翌 翼 淀

羅
螺 裸 来 莱 頼 雷 洛 絡 落 酪
乱 卵 嵐 欄 濫 藍 蘭 覧

利 吏
履 李 梨 理 璃

痢 裏 裡 里 離 陸 律 率 立
葎 掠 略 劉 流 溜 琉 留 硫 粒
隆 竜 龍 侶 慮 旅 虜 了 亮 僚
両 凌 寮 料 梁 涼 猟 療 瞭 稜
糧 良 諒 遼 量 陵 領 力 緑 倫
厘 林 淋 燐 琳 臨 輪 隣 鱗 麟

瑠 塁 涙 累 類 令 伶 例 冷 励
嶺 怜 玲 礼 苓 鈴 隷 零 霊 麗
齢 暦 歴 列 劣 烈 裂 廉 恋 憐
漣 煉 簾 練 聯

蓮 連 錬

呂 魯 櫓 炉 賂 路
露 労 婁 廊 弄 朗 楼 榔 浪 漏
牢 狼 篭 老 聾 蝋 郎 六 麓 禄
肋 録 論

倭 和 話 歪 賄 脇 惑

枠 鷲 亙 亘 鰐 詫 藁 蕨 椀 湾
碗 腕

弌 丐 丕 个 丱 丶 丼 丿 乂
乖 乘 亂 亅 豫 亊 舒 弍 于 亞
亟 亠 亢 亰 亳 亶 从 仍 仄 仆
仂 仗 仞 仭 仟 价 伉 佚 估 佛
佝 佗 佇 佶 侈 侏 侘 佻 佩 佰
侑 佯 來 侖 儘 俔 俟 俎 俘 俛
俑 俚 俐 俤 俥 倚 倨 倔 倪 倥
倅 伜 俶 倡 倩 倬 俾 俯 們 倆
偃 假 會 偕 偐 偈 做 偖 偬 偸
傀 傚 傅 傴 傲

僉 僊 傳 僂 僖 僞 僥 僭 僣
僮 價 僵 儉 儁 儂 儖 儕 儔 儚
儡 儺 儷 儼 儻 儿 兀 兒 兌 兔
兢 竸 兩 兪 兮 冀 冂 囘 册 冉
冏 冑 冓 冕 冖 冤 冦 冢 冩 冪
冫 决 冱 冲 冰 况 冽 凅 凉 凛
几 處 凩 凭 凰 凵 凾 刄 刋 刔
刎 刧 刪 刮 刳 刹 剏 剄 剋 剌
剞 剔 剪 剴 剩 剳 剿 剽 劍 劔
劒 剱 劈 劑 辨

辧 劬 劭 劼 劵 勁 勍 勗 勞
勣 勦 飭 勠 勳 勵 勸 勹 匆 匈
甸 匍 匐 匏 匕 匚 匣 匯 匱 匳
匸 區 卆 卅 丗 卉 卍 凖 卞 卩
卮 夘 卻 卷 厂 厖 厠 厦 厥 厮
厰 厶 參 簒 雙 叟 曼 燮 叮 叨
叭 叺 吁 吽 呀 听 吭 吼 吮 吶
吩 吝 呎 咏 呵 咎 呟 呱 呷 呰
咒 呻 咀 呶 咄 咐 咆 哇 咢 咸
咥 咬 哄 哈 咨

咫 哂 咤 咾 咼 哘 哥 哦 唏
唔 哽 哮 哭 哺 哢 唹 啀 啣 啌
售 啜 啅 啖 啗 唸 唳 啝 喙 喀
咯 喊 喟 啻 啾 喘 喞 單 啼 喃
喩 喇 喨 嗚 嗅 嗟 嗄 嗜 嗤 嗔
嘔 嗷 嘖 嗾 嗽 嘛 嗹 噎 噐 營
嘴 嘶 嘲 嘸 噫 噤 嘯 噬 噪 嚆
嚀 嚊 嚠 嚔 嚏 嚥 嚮 嚶 嚴 囂
嚼 囁 囃 囀 囈 囎 囑 囓 囗 囮
囹 圀 囿 圄 圉

圈 國 圍 圓 團 圖 嗇 圜 圦
圷 圸 坎 圻 址 坏 坩 埀 垈 坡
坿 垉 垓 垠 垳 垤 垪 垰 埃 埆
埔 埒 埓 堊 埖 埣 堋 堙 堝 塲
堡 塢 塋 塰 毀 塒 堽 塹 墅 墹
墟 墫 墺 壞 墻 墸 墮 壅 壓 壑
壗 壙 壘 壥 壜 壤 壟 壯 壺 壹
壻 壼 壽 夂 夊 夐 夛 梦 夥 夬
夭 夲 夸 夾 竒 奕 奐 奎 奚 奘
奢 奠 奧 奬 奩

奸 妁 妝 佞 侫 妣 妲 姆 姨
姜 妍 姙 姚 娥 娟 娑 娜 娉 娚
婀 婬 婉 娵 娶 婢 婪 媚 媼 媾
嫋 嫂 媽 嫣 嫗 嫦 嫩 嫖 嫺 嫻
嬌 嬋 嬖 嬲 嫐 嬪 嬶 嬾 孃 孅
孀 孑 孕 孚 孛 孥 孩 孰 孳 孵
學 斈 孺 宀 它 宦 宸 寃 寇 寉
寔 寐 寤 實 寢 寞 寥 寫 寰 寶
寳 尅 將 專 對 尓 尠 尢 尨 尸
尹 屁 屆 屎 屓

屐 屏 孱 屬 屮 乢 屶 屹 岌
岑 岔 妛 岫 岻 岶 岼 岷 峅 岾
峇 峙 峩 峽 峺 峭 嶌 峪 崋 崕
崗 嵜 崟 崛 崑 崔 崢 崚 崙 崘
嵌 嵒 嵎 嵋 嵬 嵳 嵶 嶇 嶄 嶂
嶢 嶝 嶬 嶮 嶽 嶐 嶷 嶼 巉 巍
巓 巒 巖 巛 巫 已 巵 帋 帚 帙
帑 帛 帶 帷 幄 幃 幀 幎 幗 幔

幟 幢 幤 幇 幵 并 幺 麼 广 庠
廁 廂 廈 廐 廏

廖 廣 廝 廚 廛 廢 廡 廨 廩
廬 廱 廳 廰 廴 廸 廾 弃 弉 彝
彜 弋 弑 弖 弩 弭 弸 彁 彈 彌
彎 弯 彑 彖 彗 彙 彡 彭 彳 彷
徃 徂 彿 徊 很 徑 徇 從 徙 徘
徠 徨 徭 徼 忖 忻 忤 忸 忱 忝
悳 忿 怡 恠 怙 怐 怩 怎 怱 怛
怕 怫 怦 怏 怺 恚 恁 恪 恷 恟
恊 恆 恍 恣 恃 恤 恂 恬 恫 恙
悁 悍 惧 悃 悚

悄 悛 悖 悗 悒 悧 悋 惡 悸
惠 惓 悴 忰 悽 惆 悵 惘 慍 愕
愆 惶 惷 愀 惴 惺 愃 愡 惻 惱
愍 愎 慇 愾 愨 愧 慊 愿 愼 愬
愴 愽 慂 慄 慳 慷 慘 慙 慚 慫
慴 慯 慥 慱 慟 慝 慓 慵 憙 憖
憇 憬 憔 憚 憊 憑 憫 憮 懌 懊
應 懷 懈 懃 懆 憺 懋 罹 懍 懦
懣 懶 懺 懴 懿 懽 懼 懾 戀 戈
戉 戍 戌 戔 戛

戞 戡 截 戮 戰 戲 戳 扁 扎
扞 扣 扛 扠 扨 扼 抂 抉 找 抒
抓 抖 拔 抃 抔 拗 拑 抻 拏 拿
拆 擔 拈 拜 拌 拊 拂 拇 抛 拉
挌 拮 拱 挧 挂 挈 拯 拵 捐 挾
捍 搜 捏 掖 掎 掀 掫 捶 掣 掏
掉 掟 掵 捫 捩 掾 揩 揀 揆 揣
揉 插 揶 揄 搖 搴 搆 搓 搦 搶
攝 搗 搨 搏 摧 摯 摶 摎 攪 撕
撓 撥 撩 撈 撼

據 擒 擅 擇 撻 擘 擂 擱 擧
舉 擠 擡 抬 擣 擯 攬 擶 擴 擲
擺 攀 擽 攘 攜 攅 攤 攣 攫 攴
攵 攷 收 攸 畋 效 敖 敕 敍 敘
敞 敝 敲 數 斂 斃 變 斛 斟 斫
斷 旃 旆 旁 旄 旌 旒 旛 旙 无
旡 旱 杲 昊 昃 旻 杳 昵 昶 昴
昜 晏 晄 晉 晁 晞 晝 晤 晧 晨
晟 晢 晰 暃 暈 暎 暉 暄 暘 暝
曁 暹 曉 暾 暼

曄 暸 曖 曚 曠 昿 曦 曩 曰
曵 曷 朏 朖 朞 朦 朧 霸 朮 朿
朶 杁 朸 朷 杆 杞 杠 杙 杣 杤
枉 杰 枩 杼 杪 枌 枋 枦 枡 枅
枷 柯 枴 柬 枳 柩 枸 柤 柞 柝
柢 柮 枹 柎 柆 柧 檜 栞 框 栩
桀 桍 栲 桎 梳 栫 桙 档 桷 桿
梟 梏 梭 梔 條 梛 梃 檮 梹 桴
梵 梠 梺 椏 梍 桾 椁 棊 椈 棘
椢 椦 棡 椌 棍

棔 棧 棕 椶 椒 椄 棗 棣 椥
棹 棠 棯 椨 椪 椚 椣 椡 棆 楹
楷 楜 楸 楫 楔 楾 楮 椹 楴 椽
楙 椰 楡 楞 楝 榁 楪 榲 榮 槐
榿 槁 槓 榾 槎 寨 槊 槝 榻 槃
榧 樮 榑 榠 榜 榕 榴 槞 槨 樂
樛 槿 權 槹 槲 槧 樅 榱 樞 槭
樔 槫 樊 樒 櫁 樣 樓 橄 樌 橲
樶 橸 橇 橢 橙 橦 橈 樸 樢 檐
檍 檠 檄 檢 檣

檗 蘗 檻 櫃 櫂 檸 檳 檬 櫞
櫑 櫟 檪 櫚 櫪 櫻 欅 蘖 櫺 欒
欖 鬱 欟 欸 欷 盜 欹 飮 歇 歃
歉 歐 歙 歔 歛 歟 歡 歸 歹 歿
殀 殄 殃 殍 殘 殕 殞 殤 殪 殫
殯 殲 殱 殳 殷 殼 毆 毋 毓 毟
毬 毫 毳 毯 麾 氈 氓 气 氛 氤
氣 汞 汕 汢 汪 沂 沍 沚 沁 沛
汾 汨 汳 沒 沐 泄 泱 泓 沽 泗
泅 泝 沮 沱 沾

沺 泛 泯 泙 泪 洟 衍 洶 洫
洽 洸 洙 洵 洳 洒 洌 浣 涓 浤
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計算例

メモリに「０」以外の数値が入ると、［M］が表示されます。

マルチアクセスで同時に使用可能な通信機能の主な組み合わせは次のとおりです。

電卓計算例

お知らせ

メモリ計算ではm［CM］を押して、メモリ内容を消去してから始めてください。

［E］が表示されたとき
計算の結果、［E］が表示されると、それ以降の計算ができません。c［C・CE］を押してください。
①除数が０の計算をしたとき（例：５［÷］０［＝］）
②メモリの数値の整数部が12桁を超えたとき（例：［CM］999999999999［M＋］１［M＋］）
③計算結果の整数部が12桁以上になったとき（例：1000000000［÷］0.01［％］）

税計算は小数点以下は省略されます。
例：120［TAX］と押すと、［５税］と表示されます。

マルチアクセスの組み合わせについて

音声電話 テレビ電話 ｉモ
ード
接続

ｉモード
メール SMS

データ通信
（パケット）

データ通信
（64Ｋ）

プッシュ
トーク

プッシュ
トークプラス

発信 着信 発信 着信 送信 受信 送信 受信 発信 着信 発信 着信 発信 着信 ネットワーク
接続

音声電話中 △※１ △※１ × △※２ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ×※５ × ×※５ ×

テレビ電話中 × ×※５ × ×※５ × × × × ○ × × × ×※５ × × ×

ｉモード中 ○ ○ △※７ △※３ × ○ ○ ○ ○ × × × ×※５ △※４ △※８ ×

ｉアプリ通信中 △※４ △※４ △※４ △※３ × △※４ ○ △※４ ○ × × × ×※５ △※４ △※８ ×

実行する
通信

現在の
通信状態

dv35_j.book  439 ページ  ２００６年５月１６日　火曜日　午後６時５８分



440 ＊ miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。（nP.329）
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○：現在の通信状態を継続したまま、実行する通信を処理できます。

×：現在の通信状態を継続します。（実行する通信を処理することはできません。）

△：条件により処理できます。

※１ キャッチホンをご契約の場合は、処理できます。（nP.398）

※２ キャッチホンをご契約の場合は、音声電話を継続するか、音声電話を切断してテレビ電話を受けるかを選択でき

ます。

※３ テレビ電話を着信するか、パケット通信を継続するかを選択できます。（nP.94）

※４ ｉモード、ｉアプリからの通信は切断され、実行する通信を処理できます。

※５ 着信履歴には記憶されます。

※６［PT通信中着信設定］が［着信拒否］（お買い上げ時）の場合、現在の通信状態を継続します。音声電話着信を処理す

るためには、［PT通信中着信設定］を［着信拒否］以外に変更してください。（nP.104）また、着信があった状態

で、音声電話に応答するとプッシュトークは切断されます。音声電話を拒否した場合は、プッシュトークは切断

されません。

※７ ｉモード接続を切断してからテレビ電話発信を行います。

※８［ｉモード通信中着信設定］が［プッシュトーク着信優先］（お買い上げ時）の場合、ｉモード、 ｉアプリからの通

信は切断され、実行する通信を処理できます。（nP.216）

マルチアシスタント（マルチタスク）で同時に使用可能な機能の主な組み合わせは次のとおりです。

データ通信中
（パケット） ○ ○ × ×※５ × × × × ○ × × × ×※５ × × ×

データ通信中
（64K） × ×※５ × ×※５ × × × × ○ × × × ×※５ × × ×

プッシュ
トーク通信中 × △※６ × ×※５ × × × × ○ × × × ×※５ × ×※５ ×

プッシュトーク
プラス（ネット
ワーク接続中）

○ ○ × ×※５ × × × × ○ × × × ×※５ ○ ○ ×

マルチアシスタント（マルチタスク）の組み合わせについて
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ｉアプリ ○ ○ × × × × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

PDF対応ビューア ○ ○ × ○ × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

モバイルオーディオ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

電話帳・
プッシュトーク電話帳

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

テキストメモ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

電卓 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○

キャラ電プレーヤ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

スケジュール ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○

データBOX ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

音声電話 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ×

ブックリーダー・
ドキュメントビューア

○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

トルカ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

ｉモード ○ ○ × × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

フルブラウザ・
ｉチャネル

○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

メール・メール作成 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

データ通信（パケット） × ○ × × × × × × ○ × × × × × ○ ×

音声電話 テレビ電話 ｉモ
ード
接続

ｉモード
メール SMS データ通信

（パケット）
データ通信
（64Ｋ）

プッシュ
トーク

プッシュ
トークプラス

発信 着信 発信 着信 送信 受信 送信 受信 発信 着信 発信 着信 発信 着信 ネットワーク
接続

実行する
通信

現在の
通信状態

呼び出し可能な機能

現在の操作中機能
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○：呼び出し可能な機能です。

×：呼び出し不可能な機能です。

表中の「現在の操作中機能」以外の機能を利用している場合は、マルチアシスタントを使用できないことがあります。

アプリケーションの状態によってはこの表に従わない場合もあります。

ｉアプリからFOMA端末の機能を利用している場合は、マルチタスクを使用できません。

メモリの不足している場合など、この表の組み合わせでもマルチタスクを使用できない場合があります。

ドキュメントビューアはｉモード／フルブラウザ／インターネットで検索と同時に使用できないことがあります。

「ダイヤル入力」はマルチアシスタント画面でsを押して呼び出します。また、「音声電話発信」「テレビ電話発信」

「プッシュトーク発信」は「ダイヤル入力」から起動します。

モバイルオーディオ起動と他の機能からのminiSDメモリーカード使用は、同時に行うことはできません。

サービス

FOMA端末から利用できるサービス
利用できるサービス 電話番号

コレクトコール（料金着信払通話） （局番なし）106

一般電話の電話番号案内およびドコモとご契約の携帯電話の番号案内（有料）

（電話番号の案内を希望されないお客様については、ご案内できません。）

（局番なし）104

電報の発信（有料） 午前８時～午後10時 （局番なし）115

時報サービス（有料） （局番なし）117

天気予報（有料） 知りたい地域の市外局番＋177

警察への緊急通報 （局番なし）110

消防・救急への緊急通報 （局番なし）119

海上で事件・事故が起きたときの緊急通報 （局番なし）118

災害用伝言ダイヤル（有料） （局番なし）171

お知らせ

コレクトコール（106）をご利用の際には、通話を受けた方に、通話料と１回の通話ごとの取扱手数料90円（税込

94.5円）がかかります。（2006年12月現在）

番号案内（104）をご利用の際には、案内料100円（税込105円）に加えて通話料がかかります。目や上肢などの不自

由な方には、無料でご案内をしております。詳しくは、一般電話から116番（NTT営業窓口）までお問い合わせくだ

さい。（2006年12月現在）

FOMA端末から110番・119番・118番通報の際は、発信場所が特定できませんので、携帯電話からかけていること

と、警察・消防機関側から確認などの電話をする場合があるため、電話番号を伝え、明確に現在地を伝えてください。

また、通報は途中で通話が切れないように移動せず通報し、通報後はすぐに電源を切らず、10分程度は着信のでき

る状態にしておいてください。

おかけになった地域により、管轄の消防署・警察署に接続されない場合があります。接続されない場合はお近くの

公衆電話または一般電話からおかけください。

一般電話の「転送電話」をご利用のお客様で転送先を携帯電話に指定した場合、一般電話／携帯電話の設定によっ

て携帯電話が通話中、圏外、セルフモード中、電源が入っていないときなどでも発信者には呼出音が聞こえること

があります。

116番（NTT営業窓口）、ダイヤルQ2、伝言ダイヤル、クレジット通話などのサービスはご利用になれませんので、ご

注意ください。

（一般電話または公衆電話から、FOMA端末へおかけになる際の自動クレジット通話はご利用になれます。）
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442 ＊ miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。（nP.329）
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FOMA端末にさまざまな別売りのオプション機器を組み合わせることで、パーソナルからビジネスま

でさらに幅広い用途に対応できます。

なお、地域によってはお取り扱いしていない商品もあります。詳しくは、ドコモショップなど窓口へお問
い合わせください。

また、オプションの詳細については、各機器の取扱説明書などをご覧ください。

※１ スイッチ付イヤホンマイク、ステレオイヤホンセット、イヤホンターミナルは、イヤホンジャック変換アダプタ

を接続しないとご利用になれません。

※２ FOMA SH902iSをUSB接続／充電するためには、FOMA車載ハンズフリー接続ケーブル01が必要です。

※３ 車内ホルダ01をご利用になるときは、サイドボタンのボタン操作無効設定をしてご利用ください。

対応する外部機器を利用してminiSDメモリーカードに保存した動画を、FOMA端末で再生できます※。

miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。miniSDメ
モリーカードをお持ちでない場合は、家電量販店などでお買い求めいただけます。（nP.329）

対応機器などについては、http://k-tai.sharp.co.jp/products/d/sh902is/をご覧ください。または下記に

お問い合わせください。
外部機器で作成したｉモーション（音楽データを含む）をFOMA端末で再生する。（nP.366）

※ 保存した動画や外部機器の形式によっては、再生できない場合があります。

ダイヤルの番号をよくご確認のうえ、お間違いのないようにおかけください。

パソコンで動画を再生するには、アップルコンピュータ（株）のQuickTime Player（無料）ver.6.4以上

（またはver.6.3+3GPP）が必要です。
QuickTime Playerは、以下のホームページよりダウンロードできます。

http://www.apple.com/jp/quicktime/download/
ダウンロードするには、インターネットと接続した環境のパソコンが必要です。また、ダウンロードにあたっては別

途通信料がかかります。

動作環境、ダウンロード方法、操作方法などについては、アップルコンピュータ（株）のホームページをご覧くださ

い。

オプション・関連機器のご紹介

FOMA ACアダプタ01

電池パック SH08

卓上ホルダ SH08

リアカバー SH09

FOMA DCアダプタ01

平型スイッチ付イヤホンマイク P01／P02

イヤホンジャック変換アダプタ P001

スイッチ付イヤホンマイク P001※１／P002※１

ステレオイヤホンセット P001※１

イヤホンターミナル P001※１

骨伝導レシーバマイク 01

FOMA室内用補助アンテナ

FOMA USB接続ケーブル

平型ステレオイヤホンセット P01

平型AV出力ケーブル P01

FOMA海外兼用ACアダプタ01

車載ハンズフリーキット01※２

FOMA車載ハンズフリー接続ケーブル01

車内ホルダ01※３

FOMA乾電池アダプタ 01

キャリングケースS 01

外部機器との連携

動画再生ソフトのご紹介
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「SHシリーズデータリンクソフト」を使って、静止画、動画、電話帳、メール、ブックマーク、スケジュール

などのデータを、FOMA端末と接続したパソコンとの間で転送できます。また、miniSDメモリーカード

とパソコンとの間でもデータを転送できます。

miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。miniSDメ

モリーカードをお持ちでない場合は、家電量販店などでお買い求めいただけます。（nP.329）

データリンクソフトは、http://k-tai.sharp.co.jp/support/からダウンロードできます。

ダウンロードするには、インターネットに接続した環境のパソコンが必要です。

ダウンロード時には別途通信料がかかります。

パソコンと接続してデータリンクソフトを利用するには「FOMA USB接続ケーブル（別売）」が必要です。赤外線通信

では使用できません。

ダウンロードした情報は、著作権法により、データリンクソフトを利用してもFOMA端末外へ転送することはでき

ません。また、FOMA端末外への出力が禁止されているデータも転送することができません。

対応OS
Microsoft Windows 98 Second Edition/Windows Me/Windows 2000 Professional/

Windows XP Home Edition/Windows XP Professional（いずれも日本語版）

※上記OSが動作するPC/AT互換機

データリンクソフトのご使用にあたって
著作権について

本ソフトウェアはフリーウェアとして無料配布を行っておりますが、著作権はシャープ株式会社に帰属します。

＜免責事項＞について

シャープ株式会社は、本ソフトウェアの不稼動、稼動不良を含む法律上の瑕疵担保責任、その他の保証責任を負わな

いものとします。また、シャープ株式会社は、本ソフトウェアの商品性、またはお客様の特定の目的に対する適合性

について、いかなる保証も行わないこととします。

データリンクソフトに関する技術的なお問い合わせ先

ダイヤルの番号をよくご確認のうえ、お間違いのないようにおかけください。

まず初めに、ソフトウェアを更新する必要があるかをチェックしていただき、必要な場合にはソフト

ウェア更新をしてください。（ソフトウェア更新nP.454）

データリンクソフトのご紹介

故障かな？と思ったら、まずチェック

症 状 説 明 ページ

動作しない FOMA端末の電源が「切」になっていませんか？

電池切れになっていませんか？

電池パックが正しく取り付けられていますか？

P.45

P.44

P.39

電源が入らない Hを２秒以上押していますか？

電池切れになっていませんか？

警告音が鳴ったあと、電源が入らない場合は、しばらく充電してください。

電池パックが正しく取り付けられていますか？

P.45

P.44

P.39

ダウンロード方法、転送可能データ、動作環境、操作方法、制限事項などの詳細については、上記ホー

ムページ、またはデータリンクソフトのヘルプをご覧ください。
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電源が切れる FOMAカードのIC部が汚れていませんか？

電池パックの接続端子面やFOMA端末の電池パックとの接続端子（充電端

子）が汚れていませんか？

P.37

P.39

充電ができない 電池パックが正しく取り付けられていますか？

充電端子は汚れていませんか？

端子部を綿棒などで清掃してください。

ACアダプタのコネクタがFOMA端末の外部接続端子や卓上ホルダの接続

端子にしっかりと差し込まれていますか？

卓上ホルダにFOMA端末が正しくセットされていますか？

P.39

－

P.42

P.43

P.43

充電しても、すぐに使えな

くなる

卓上ホルダにFOMA端末が正しくセットされていますか？

電池の寿命がきていませんか？

充電端子は汚れていませんか？

端子部を綿棒などで清掃してください。

FOMA端末の扱いかたによって電池の持ち時間は変化します。

P.43

P.41

－

P.41

ボタン操作ができない FOMA端末の電源が「切」になっていませんか？

オールロックやボタン操作無効が設定されていませんか？

P.45

P.158

P.163

［A］が表示されて電話が

かけられない

サービスエリア外か電波の弱い場所にいませんか？ P.28

［g］が表示されて電話がか

けられない

セルフモードが設定されていませんか？ P.160

電話帳ダイヤルで電話がか

けられない

電話帳のPIMロックが設定されていませんか？

オールロックが設定されていませんか？

P.160

P.158

ダイヤルボタンで電話がか

けられない

ダイヤル発信制限が設定されていませんか？

オールロックが設定されていませんか？

P.161

P.158

通話がとぎれたり、切れる 電波の届きにくい場所にいませんか？

電池切れになっていませんか？

P.28

P.44

通話中、相手の声が大きす

ぎる、ひずんで聞こえる

受話音量が大きくなっていませんか？ P.66

宛先登録時、［メール送信履

歴］、［メール受信履歴］が選

択できない

メール送信履歴表示、メール受信履歴表示が［OFF］に設定されていません

か？

P.163

メールを受信したとき設定

した着信音が鳴らない

メール受信表示設定を［操作優先］に設定していませんか？ P.260

ダイヤルしても話中音

（ツーツー…）が出る

「090」、「080」や「070」、または市外局番を忘れていませんか？

［A］が表示されていませんか？

相手が携帯電話の場合、相手の電波状況が悪いと電話がかからないことが

あります。

P.50

P.28

－

通話中に「プチッ」と音が入

る

電波が弱くなって別のエリアに切り替わるときに発生することがあります。 －

［サービス未契約です］と表

示される

ｉモードをご利用になるにはお申し込みが必要です。

ｉモードを途中から契約された場合は、FOMA端末の電源を一度切ってか

ら、再度電源を入れ直してください。

－

－

着信音が鳴らない 着信音量が［サイレント］に設定されていませんか？

電池切れになっていませんか？

FOMA端末の電源が「切」になっていませんか？

通話中ではありませんか？

保留のままになっていませんか？

呼出動作開始時間設定を設定していませんか？

電話帳指定着信許可を設定していませんか？

電話帳指定着信拒否を設定していませんか？

非通知着信拒否を設定していませんか？

電話帳登録外着信拒否を設定していませんか？

留守番電話サービスを使用し、呼出時間を［０秒］に設定していませんか？

公共モード（ドライブモード）に設定していませんか？

マナーモードに設定していませんか？

P.130

P.44

P.45

P.50

P.50

P.84

P.168

P.165

P.167

P.167

P.169

P.396

P.68

P.135

症 状 説 明 ページ
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日付の順序が逆に表示され

る

Bilingualで［English］に設定していませんか？ P.149

［しばらくお待ちください］

が表示されて消えない

音声回線／パケット通信設備が故障、または音声回線ネットワーク／

パケット通信ネットワークが非常に混み合っていますので、しばらくたっ

てからおかけ直しください。

－

電話の発着信、メールの送

受信、ｉモードの機能が使

えない

電池切れになっていませんか？

［A］が表示されていませんか？

セルフモードが［ON］に設定されていませんか？

P.44

P.28

P.160

文字が入力できない 文字数の制限をオーバーしていませんか？ －

メールを受信したとき設定

した着信音以外の着信音が

鳴る

電話帳に指定メール着信音を設定した相手からのメールを受信したとき

は、指定メール着信音が鳴ります。

電話帳のグループにメール着信音を設定した相手からのメールを受信

したときは、そのグループのメール着信音が鳴ります。

指定メール着信音とグループメール着信音の両方を設定した相手からの

メールを受信したときは、指定メール着信音が鳴ります。

複数のメールを受信した場合、最後に受信したメールアドレスに設定した

指定メール着信音が鳴ります。

相手のメールアドレスが「携帯電話番号@docomo.ne.jp」のときは、電話帳

のメールアドレスには電話番号のみを登録し、指定メール着信音を設定し

てください。

メール送信元のメールアドレスを電話帳に正しく登録し、指定メール着信

音を設定していますか？

SMSを受信したときは、電話帳に設定した指定メール着信音が有効となり

ます。

電話番号が正しく登録されていますか？

P.110

P.116

P.110

－

P.110

P.110

－

P.108

画面表示が消えた FOMA端末の電源が「切」になっていませんか？

電池切れになっていませんか？

省電力モードが起動していませんか？

自動電源OFFを設定していませんか？

P.45

P.44

P.143

P.372

ドコモホームページや

ｉMenuの［お知らせ］にソ

フトウェア更新が必要との

案内がある

ソフトウェアの更新が必要です。

ソフトウェアを更新してください。

P.454

ＩＣカード（FeliCa機能）が

使えない

ＩＣカードロック、おまかせロックが設定されていませんか？

電池切れになっていませんか？

P.291

P.44

正面やサイドから見たとき

に、黒い画像や模様などの

画像が映り込んで見える

視野切替が［ON］になっていませんか？xを押すと視野切替を解除できま

す。

P.150

ディスプレイの表示が暗い

場合やボタンのバックライ

トが点灯しないことがある

省電力設定の明るさ調整を［自動］に設定していませんか？周りの明るさに

よってディスプレイの照明やボタンのバックライトの照明を調整していま

す。

P.144

調光センサー機能がうまく

働かない

調光センサー部分にシールなどの遮蔽物を貼っていませんか？ P.24

カメラ使用中に音が聞こえ

たり、振動が伝わる

メインカメラはリニアモーターによりレンズを動かすため、レンズ移動時

に音が聞こえたり、振動が伝わります。

P.177

P.180

P.184

P.187

積算通話料金が増えない FOMAカードの積算通話料金の上限値（約1677万円）に達していると増え

ません。リセットすることにより、０円に戻ります。

P.389

症 状 説 明 ページ
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メッセージと共に、３桁の数字が表示される場合があります。一部の数字は、端末で表示させているドコモ独自の

コードとなります。

こんな表示が出たら

表 示 説 明 ページ

［FOMAカード（UIM）が異な

るためご利用できません］

FOMAカード動作制限機能により保護されている画面メモ、メッセージ

R／Fを選んで実行しようとしたときに表示されます。

P.38

［FOMAカード（UIM）を挿入

してください］

FOMAカードが正しく差し込まれているかご確認ください。 P.37

［端末暗証番号を入力して

ください］
PIMロック中に、禁止されている操作をしようとしたときに表示されます。

正しい端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力すると、PIMロックが一時解除

され、操作できます。

P.160

［PIN1コードがロックされ

ています］

PIN1コードがロックされているときに、電源を入れると表示されます。

しばらくするとPINロック解除コードを入力する画面が表示されますので、
正しいPINロック解除コードを入力してロックを解除してください。

P.157

［PINロック解除コードが

ロックされています］
PINロック解除コードがロックされているときに、電源を入れたり

FOMAカードに関係した操作をしようとしたときに表示されます。

ドコモショップ窓口までお問い合わせください。

P.157

［メモリの空きがありませ

ん］
すでにFOMA端末（本体）の電話帳に電話番号またはメールアドレスが750

件登録されているときに、電話番号またはメールアドレスを登録しようと

した場合に表示されます。

P.106

［このカードは認識できま

せん］
本端末で使用できないFOMAカードが差し込まれている可能性があるとき

に表示されます。

FOMAカードが正しく差し込まれていないか、破損している可能性がある

ときに表示されます。

FOMAカードが正しく差し込まれているかご確認ください。

－

P.37

［シークレットデータが登

録されています］
シークレットモードでないときに、シークレットデータをツータッチダイ

ヤルで発信しようとしたときに表示されます。

P.124

［セルフモード設定中です］ セルフモード設定中に、禁止されている操作をしようとしたときに表示さ

れます。

P.160

［操作できませんでした］ サービスエリア外や電波が届かないところで、ネットワークサービスの操
作をしようとしたときに表示されます。

［]］が表示されるところまで移動してネットワークサービスの操作をし

てください。

P.396

［ただ今、使用できません］ サービスエリア外や電波が届かないところで、テレビ電話発信しようとし

たときに表示されます。

P.79

［ダイヤル発信制限設定中

です］
ダイヤル発信制限中に、禁止されている操作をしようとしたときに表示さ

れます。

P.161

［端末暗証番号が違います］

［４～８桁で入力してくだ
さい］

端末暗証番号（４～８桁の数字）の入力が必要な機能で、端末暗証番号を間

違えたときに表示されます。

正しい端末暗証番号を入力してください。
端末暗証番号を万が一お忘れになったときは、FOMA端末およびご契約さ
れたご本人であるかどうかが確認できるもの（運転免許証など）をドコモ

ショップ窓口までご持参いただく必要があります。

P.152

［データベースが破損しま

した　復旧を行います］
端末のデータベースにエラーがありますので、復旧処理を行います。 －

［認証できませんでした］ エラーが続く場合は、顔認証画像の登録を再度行ってください。 P.154

［認証できませんでした　
エラーが続く場合は顔認証
用画像登録を再度行ってく

ださい］

暗い場所や光の当たり方が一定でない場所で認証を行っている場合があり
ます。環境を変えて認証を行ってください。

P.154

［ネットワーク暗証番号が

誤ってます］
ネットワーク暗証番号の入力が必要な機能で、ネットワーク暗証番号を間
違えたときに表示されます。

正しいネットワーク暗証番号を入力してください。
ネットワーク暗証番号を万が一お忘れになったときは、FOMA端末および
ご契約されたご本人であるかどうかが確認できるもの（運転免許証など）を

ドコモショップ窓口までご持参いただく必要があります。

P.152
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ｉモード関連
ｉモード関連のエラーメッセージ中の（　）で囲まれた数字は、ｉモードセンターから送信されるもので、エラーの

内容を区別するためのコードです。

［メモリ番号：×××は書換

えできません］

シークレットモードでないときに、シークレットデータのメモリ番号と同

じ番号に電話帳を登録しようとしたときに表示されます。
電話帳指定着信許可または電話帳指定着信拒否を設定中に、リスト登録し
ている電話帳のメモリ番号と同じ番号に電話帳を登録しようとしたときに

表示されます。

P.124

P.164

～

P.167

［しばらくお待ちください］ 音声回線／パケット通信設備が故障、または音声回線ネットワーク／パケッ

ト通信ネットワークが非常に混み合っていますので、しばらくたってからお
かけ直しください。ダイヤルボタンを押すとメッセージが消えます。

110番、119番、118番には電話をかけることができます。ただし、状況によ
りつながらない場合があります。

－

－

［しばらくお待ちください

（パケット）］

パケット通信設備が故障、またはパケット通信ネットワークが非常に混み

合っていますので、しばらくたってから、再度操作してください。

－

［外部機器接続中のため使

用できません］

外部機器接続中のため、ｉモードを終了する以外のｉモードの操作はでき

ません。

P.442

［画像に誤りがあり正しく
動作しません］

Flash画像に誤りがあります。 －

［同時に通話できる人数４

人を超えています］

５人以上のメンバーがグループに登録されている場合に表示されます。登

録メンバーは４人以下に設定してください。

P.100

［録音処理に失敗しました］ 400件を超えて録音しようとしたときに表示され、ボイスレコーダーが終
了します。余分なデータを削除して録音し直してください。

P.345

［おまかせロック中です］ おまかせロックが設定されているときに表示されます。 P.159

表 示 説 明 ページ

［FOMAカード（UIM）が異な

るためご利用できません］

FOMAカード動作制限機能により保護されている画面メモ、メッセージ

R／Fを選んで実行しようとしたときに表示されます。

ＩＣカード一覧からｉアプリを起動しようとした場合に表示されます。

ソフト一覧からｉアプリを起動しようとした場合に表示されます。

P.38

－

－

［FOMAカード（UIM）が異なる

ため指定されたソフトが起動

できませんでした］

サイトやインターネットホームページ、ｉモードメールから、ｉアプリを

指定して起動しようとした場合に表示されます。

P.38

［SMSがいっぱいです　こ

れ以上コピーできません］

FOMA端末（本体）またはFOMAカード内のSMSが最大件数まで保存され

ていてコピーできなかったときに表示されます。

P.267

［ｉアプリTo設定されてい

ません］

サイトやインターネットホームページ、メッセージR／Fやｉモードメー

ルからソフトを起動しようとしたときに、指定したソフトが連携許可されて

いないため、起動できません。

P.279

［ｉアプリの通信回数が多く

なっています。通信を継続し

ますか？］

ｉアプリご利用時の通信回数が一定時間内に著しく多い場合に表示されます。

通信を行ってｉアプリを継続するときは［はい］を選択します。通信を行わ

ずにｉアプリを継続するときは［いいえ］を選択します。ｉアプリを終了す

るときは［終了］を選択します。

P.273

－

［ｉアプリ利用を継続し、通

信を行いますか？］

［ｉアプリの通信回数が多くなっています。通信を継続しますか？］と表示

されたときに［いいえ］を選択してｉアプリを継続している場合、再度ｉア

プリが通信を行おうとしたときに表示されます。

通信を行ってｉアプリを継続するときは［はい］を選択します。通信を行わ

ずにｉアプリを継続するときは［いいえ］を選択します。ｉアプリを終了す

るときは［終了］を選択します。

P.273

－

［ｉモーション再生サイズを

超えています］

標準タイプのｉモーションを取得するときに、ｉモーションのサイズが

500Kバイトを超えているため取得ができない場合に表示されます。

P.223

［ｉモーション再生サイズを

超えました］

標準タイプのｉモーションを取得するときに、ｉモーションのサイズが

500Kバイトを超えているため取得が完了しなかった場合に表示されます。

P.223

［ｉモーション最大サイズを

超えています］

ストリーミングタイプのｉモーションを取得するときに、ｉモーションの

サイズが２Mバイトを超えているため取得ができない場合に表示されます。

P.223

［ｉモーション最大サイズを

超えました］

ストリーミングタイプのｉモーションを取得するときに、ｉモーションの

サイズが２Mバイトを超えているため取得が完了しなかった場合に表示さ

れます。

P.223

表 示 説 明 ページ
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［サービス未契約です］ ｉモードをご契約されておりません。ｉモードをご利用になるにはお申し

込みが必要です。

ｉモードを途中から契約された場合は、FOMA端末の電源を一度切ってか

ら再度電源を入れ直してください。

P.196

－

［SSL通信が切断されまし

た］

SSL通信に対応したサイトやインターネットホームページに接続できなかっ

たときに表示されます。再び接続し直してください。

P.201

［SSL通信が無効です］ SSL通信の認証中にエラーが発生してSSL通信が切断されたときに表示さ

れます。

P.201

［SSL通信が無効に設定さ

れています］

証明書設定で無効に設定した証明書を受信したときに表示されます。

証明書の内容を確認し、証明書を有効に設定してから再び接続し直してく

ださい。

P.220

［URLが長すぎて登録でき

ません］

URLが登録可能文字数を超えるため、ブックマークへ登録できません。 P.207

［応答がありませんでした

（408）］

サイトやインターネットホームページからの応答がなく、通信が中断され

ました。もう一度接続をお試しください。

P.204

［外部機器接続中のため使用

できません］

外部機器接続中のため、ｉモードを終了する以外のｉモードの操作はでき

ません。

P.442

［接続できませんでした］ テレビ電話発信時に番号通知お願いサービスを設定しているため、接続が

できません。発信者番号を［通知する］に設定してかけ直してください。

P.402

［携帯電話／FOMAカード

（UIM）の製造番号を送信し

ます］

サイトやインターネットホームページを閲覧中に表示されることがありま

す。［はい］を選んでt［決定］を押すと、「携帯電話／FOMAカード（UIM）の

製造番号」が送信されます。送信せずに元の画面に戻るには、［いいえ］を選

んでt［決定］を押すか、cを押します。

送信される「携帯電話／FOMAカード（UIM）の製造番号」は、IP（情報サービ

ス提供者）がお客様を識別し、お客様にカスタマイズした情報を提供した

り、IP（情報サービス提供者）の提供するコンテンツが、お客様の携帯電話で

使用できるかどうかを判定するために用いられます。

送信するお客様の「携帯電話／FOMAカード（UIM）の製造番号」は、イン

ターネットを経由してIP（情報サービス提供者）に送信されるため、場合に

よっては第三者に知得されることがあります。なお、この操作によりご使用

の電話番号、お客様の住所や年齢、性別がIP（情報サービス提供者）などに通

知されることはありません。

P.200

－

－

［圏外です］ サービスエリア外や電波が届かないところで、ｉモードのサービスを利

用しようとしたときに表示されます。

［]］が表示されるところまで移動してｉモードのサービスをご利用ください。

－

［このｉモーションを再生

するためにはｉモーション

タイプ設定を変更してくだ

さい　変更しますか？］

ｉモーションタイプ設定を［標準タイプ］に設定しているときに、ストリー

ミングタイプのｉモーションを取得しようとしたときに表示されます。

P.225

［このサイトとのSSL通信

は無効です］

書換えられたSSL証明書を受信したときに表示されます。このサイトやイ

ンターネットホームページとはSSL通信できません。

P.201

［このサイトの安全性が確

認できません。接続します

か？］

サポート外のSSL証明書を受信したときに表示されます。

接続するときは、［はい］を選んでt［決定］を押します。接続しないときに

は、［いいえ］を選んでt［決定］を押します。

P.201

［このサイトは安全でない

可能性があります。接続し

ますか？］

期限切れまたは有効期間前のSSLサーバー証明書を受信したときに表示さ

れます。

接続するときは、［はい］を選んでt［選択］を押します。接続しないときに

は、［いいえ］を選んでt［決定］を押します。

P.201

［この接続先の安全性が確

認できません。接続します

か？］

端末内のSSLルート証明書が期限切れの場合に表示されます。

接続するときは、［はい］を選んでt［選択］を押します。接続しないときに

は、［いいえ］を選んでt［決定］を押します。

「日時設定」を行ってください。

P.201

［この接続先は安全でない

可能性があります。接続し

ますか？］

正しくない情報をもったSSLサーバー証明書を受信したときに表示されます。

接続するときは、［はい］を選んでt［選択］を押します。接続しないときには、

［いいえ］を選んでt［決定］を押します。

P.201

表 示 説 明 ページ
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［このデータは再生できな

い可能性があります。取得

しますか？］

MP4（Mobile MP4）形式以外のｉモーションを取得したときに表示されま

す。

P.318

［これ以上保護できません］ メッセージR／F／メール／送信済みメールで保護できる最大件数を超え

ています。保護を解除してください。

P.254

［最大サイズを超えたので中

断しました］

サイトやインターネットホームページで受信したデータが１ページの最大

サイズを超えたため、受信を中断し、ダウンロードしたところまでのデータ

を表示します。

メロディやダウンロード辞書をダウンロード中に最大サイズを超えた場合

に表示されます。

P.206

－

［サイトが移動しました

（301）］

サイトやインターネットホームページが移動したため、URLが変更されてい

ます。

古いURLをブックマークに登録している場合は、新しいURLに更新されます。

P.207

［サイトに接続できません

でした（403）］

何らかの原因でサイトやインターネットホームページに接続できませんで

した。もう一度接続をお試しください。

P.204

［削除される添付ファイル

があります］

転送または引用返信するｉモードメールに、ｉモードメールへの添付や

FOMA端末外への出力が禁止されているファイルが添付されています。

t［決定］を押すと、ファイルが削除された状態でｉモードメール編集画面が表示

されます。

P.241

［指定サイトがみつかりま

せん（404）］

サイトやインターネットホームページが見つかりませんでした。サイトや

インターネットホームページが存在しない可能性があります。

－

［指定サイトに表示データ

がありません（204）］

接続したサイトやインターネットホームページに表示するデータがない場

合に表示されます。

－

［指定されたソフトがあり

ません］

ｉモードメール、赤外線通信機能からのｉアプリ起動時に、該当するソフ

トがない場合に表示されます。

P.279

［指定されたソフトが起動

できませんでした］

サイトやインターネットホームページ、メッセージR／Fやｉモードメー

ル、赤外線通信機能からソフトを起動しようとした場合、指定したソフトが

起動できなかったときに表示されます。

P.280

［指定したサイトへは接続

できませんでした（504）］

何らかの原因でサイトやインターネットホームページに接続できませんで

した。もう一度接続をお試しください。

P.204

［セキュリティエラーのた

め終了しました］

ｉアプリが不正な動作をしようとしました。

ソフトが許可されている機能以外の動作をしようとする場合に表示されま

す。セキュリティエラーによりソフトが終了した場合、エラー履歴が保存さ

れます。

P.281

P.281

［接続が中断されました］ 電波が弱いため、ｉモードが中断されました。

電波の強い場所に移動してからｉモードのサービスをご利用ください。

電波が強く［]］マークが表示されているのにこのメッセージが表示され

る場合には、接続したサイトやインターネットホームページが非常に混み

あっています。しばらくたってから接続してください。

P.28

－

［接続できません］ 接続先の設定が正しくないときに表示されます。

ｉモード設定の［接続先選択］で接続先を正しく設定し直してください。

何らかの原因でｉモードに接続できませんでした。もう一度接続をお試し

ください。

P.215

P.204

［設定時間内に接続できま

せんでした］

［接続待ち時間設定］で設定した接続待ち時間となったため、サイトやイン

ターネットホームページへの接続、ｉモードメールの送信などが中断され

ました。しばらくたってからサイトやインターネットホームページへの接

続やｉモードメール送信などを行ってください。

P.215

［送信できませんでした］ ｉモードメールやSMSを正常に送信できなかった場合に表示されますの

で、電波の強いところでもう一度メールを送信し直してください。［宛先を

確認してください］が併せて表示されるときは、宛先の修正を行ってから送

信してください。

［7モードセンターが混みあっています］が併せて表示されるときは、しば

らくたってから送信し直してください。また、［送信先のメールがいっぱい

です］が併せて表示されるときは、送信先でメールを受け取ることができな

いためメールを送信できません。

－

［そのソフトは最新です］ ｉアプリが更新されていないためバージョンアップされません。 P.281

表 示 説 明 ページ
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PDF対応ビューア／ドキュメントビューア関連

［ソフトに誤りがあります］ ｉアプリのデータが不正のためダウンロードやバージョンアップができま

せん。

－

［ソフトに誤りがあるため

ダウンロードできません］

ｉアプリのデータが不正のためダウンロードやバージョンアップができま

せん。

－

［対応機種ではありません］ ダウンロードしようとしたｉアプリがFOMA端末に対応していないため、

ダウンロードできません。

－

［ダウンロード中止しまし

た］

ダウンロード中に、ダウンロード中止操作を行ったときに表示されます。 P.211

P.271

［ダウンロードできません

でした］

［コンテンツ不正のためダ

ウンロードできません］

ダウンロードするデータがない場合や、データが正しくない場合に表示さ

れます。ダウンロードすることはできません。

正しくない、または未対応の形式であるためダウンロードできません。

P.211

－

［ただいま利用制限中の為

しばらくしてからご利用下

さい］

ｉモードパケット定額サービスをご利用の場合に限り、一定時間内に著し

く大量なデータ通信があったときに表示されます。一定時間接続できなく

なることがありますので、しばらくたってからｉモードをご利用ください。

P.408

［重複するアドレスがあり

ます］

ｉモードメール作成時、同じメールアドレスを宛先や同報として複数設定

することはできません。重複するアドレスを削除して送信してください。

P.234

（赤外線通信中に）

［中断されました］

［接続相手が見つかりませ

ん　続けますか？］

［認証に失敗しました　続

けますか？］

赤外線通信を中止する操作をしたときに表示されます。

通信相手が認識できなかったときに表示されます。［はい］を選んでtを押

すと、もう一度やり直すことができます。

赤外線通信が正確に行えなかったときに表示されます。［はい］を選んでt
を押すと、もう一度やり直すことができます。

P.343

P.343

P.343

［入力データまたはURLが

長すぎます］

テキストボックスなどで入力した文字やURLなどの文字数が多すぎて送信

できません。

文字数を減らしてから送信し直してください。

－

［入力データをご確認くだ

さい（205）］

サイトやインターネットホームページで入力を行い送信したあとに、サー

バーがこの内容をリセットしたいときに表示されます。

画面上の入力した文字や設定が消去されます。（直前に送信した内容はすで

に送信されています。）

－

［認証タイプに未対応です

（401）］

認証できないときに表示されます。

元のページに戻ります。

－

［認証を中止しました］ 認証画面で［キャンセル］を選択したとき、またはcを押したときに表示

されます。

－

［パスワードをご確認くだ

さい（401）］

認証画面で認証できないときに表示されます。 －

［添付可能サイズを超えるた

め添付できません］

サイズを超えているため添付できません。本文を削除するかファイルを添

付せずに送信してください。

P.240

［無効なデータを受信しま

した（301）］

［無効なデータを受信しま

した（302）］

受信したデータにエラーがあるため表示できません。受信したデータは破棄

されます。

－

［未送信BOXがいっぱいの

ため起動できません］

未送信メールの空きエリアがないために新規メールを作成できません。未

送信メールを送信または削除してから作成し直してください。

P.233

P.254

［メモリ不足です］ メモリが不足したため、ソフトを実行できません。

メモリが不足したため処理を中断し、ｉモードを終了します。

－

－

表 示 説 明 ページ

［メモリが不足しているた

め情報の更新ができません

でした］

メモリが不足しデータの更新ができない場合に表示されます。 －

［メモリが不足しているため

上書きできませんでした］

メモリが不足しデータの上書きができない場合に表示されます。 －

表 示 説 明 ページ
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データBOX関連

マルチアシスタント（マルチタスク）関連

［正しく表示出来ません］ ファイルサイズが大きく、ドキュメントビューアでファイルが表示できな

いときに表示されます。

ファイル内に、ドキュメントビューアがサポートしていない機能があると

きに表示されます。

メモリ不足などにより、ドキュメントビューアの起動に失敗したときに表

示されます。

ドキュメントビューア起動時、タイムアウトが発生し、起動に失敗したとき

に表示されます。解析に多くの時間がかかるファイルのときに発生します。

ファイルの詳細情報を表示しようとしたとき、情報取得に失敗したときに

表示されます。

P.351

P.351

－

－

P.354

［実行できませんでした］ ドキュメントビューアとしての表示はされますが、さらにルーペや指定位置

拡大などの機能を実行するにはメモリが不足しているときに表示されます。

P.352

［エラー発生　ドキュメン

トビューアを終了します］

ドキュメントビューアが起動され、次ページなどの読み込み時、解析に失敗

したときに表示されます。ファイルの途中に壊れた情報が入っているとき

などに発生します。

－

表 示 説 明 ページ

［一部コピーできませんでし

た］

miniSDメモリーカード内に、FOMA SH902iS以外の端末やパソコンで作成

したファイルやフォルダが存在する場合に表示されることがあります。

P.331

［リンク設定データがあるた

め一部削除できませんでし

た］

フォルダの全件削除時に、待受画面や着信音などの各種機能に設定されて

いるため削除されないデータがあった場合に表示されます。

xxxSHARP/xxxSH_UF/PRLxxxなどのフォルダ内にフォルダが存在する

場合に表示されます。パソコンなどで該当フォルダを削除するか、

miniSDメモリーカードをフォーマットしてください。

P.339

P.335

［このデータは再生できま

せん　削除しますか？］

日時設定がリセットされたあとに、ｉモーションを再生しようとしたとき

に表示されます。

－

［再生可能回数が終了しま

した　削除しますか？］

再生可能回数が終了したｉモーションを再生しようとしたときに表示され

ます。

P.224

［再生可能期限が切れまし

た　削除しますか？］

再生期間または再生期限が終了したｉモーションを再生しようとしたとき

に表示されます。

P.224

［再生可能日前です　再生

できません］

再生期間が設定されているｉモーションを、再生可能期間前に再生しよう

としたときに表示されます。

P.224

［ただいまカメラを利用で

きません］

高温下にて保管されていた場合や、長時間連続で使用して、カメラ周辺部の

温度が高くなった場合に表示されます。しばらくたってからカメラをご利

用ください。

カメラの撮影画面が表示されているときに着信が発生すると、機能制限に

より表示されることがあります。この場合、着信終了後あるいは通話終了後

に再度カメラを起動すれば使用できます。

－

－

［電池残量が足りません］ 電池残量が不足しています。カメラモードを起動できません。充電してから

お使いください。

P.41

［O表示］ メモリの空き容量が1.2Mバイト未満になったときに表示されます。

データBOX内のデータやｉアプリを整理し、空き容量を確保してください。

－

－

［P表示］ メモリの空き容量が100Kバイト未満になったときに表示されます。

データBOX内のデータやｉアプリを整理し、空き容量を確保してください。

－

－

［未対応画像です　画像編

集できません］

画像データが正しくないため編集ができません。 －

［メモリが少なくなってい

ます　不要な画像を削除し

てください］

本体の空きメモリが少なくなっているため、現在の設定のままで撮影した

画像を保存するには、すでに保存されている別のファイルを削除して空き

エリアを増やす必要があります。

－

表　示 説　明 ページ

［電池がありません　保存
していないデータは失われ
ます　動作中の機能は終了
します］

電源が切れる約80秒前に表示されます。充電してください。 P.44

表 示 説 明 ページ
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［既に起動中です　実行中
の機能を終了し新規起動し
ますか？］

すでに起動している機能を選択したときに表示されます。すでに起動中の
機能を終了させて新規に起動するか、起動中の画面に切り替えるかを選択
できます。

－

［これ以上起動できません］
［これ以上起動できません
MULTIボタンを押して機能
を終了させてください］

起動できる最大数の機能が起動しています。使っていない機能を終了させ
てから再度操作してください。

－

［同時に利用できない機能を
使用中です　起動できませ
ん　MULTIボタンを押して
機能を終了させてください］

同時使用ができない機能を起動しています。使用中の機能を終了させてか
ら再度操作してください。

－

表　示 説　明 ページ

［電池不足です　フル充電
してください］

ソフトウェアの更新時、電池残量が［#］、［$］のときに表示されます。
［"］になるように充電してください。

P.454

［通信に失敗しました］ ソフトウェアの更新ができなかった場合に表示されます。再度ソフトウェ
ア更新を実施してください。

P.454

［SSL通信を切断しました］ ソフトウェアの更新時、FOMA端末の日付（年月日）が正しく設定されてい
ないときに表示されます。FOMA端末の日時設定を行ってください。

P.454

［SSL通信が無効に設定さ
れています］

ソフトウェアの更新時、SSL証明書が有効に設定されていないときに表示
されます。［証明書設定］で証明書１～11のすべてを有効にしてください。

P.454

［他機能実行中のため起動
できませんでした］

他の機能が実行されているため、予約時刻にソフトウェア更新を実行でき
ませんでした。即時更新を行うか、別の日時を予約し直してください。

P.454

［ただいまメインカメラを
利用できません］

高温下にて保管されていた場合や、長時間連続でご使用して、FOMA端末の温度が
高くなった場合に表示されます。しばらくたってからカメラをご利用ください。
電池残量が少ないときに、テレビ電話でメインカメラを使用した場合に表
示されます。充電してからご利用ください。

－

－

［メモリ不足のためピク
チャーコール画像を受信で
きませんでした］

お預かりセンターとFOMA端末（本体）電話帳の更新時、FOMA端末（本体）
の空きメモリが少ないため画像が保存できなかったときに表示されます。

－

［プッシュトークグループ
に一部受信できませんでし
た］

お預かりセンターとFOMA端末（本体）電話帳の更新時、お預かりセンター
からのデータのプッシュトークグループが19件を超えている、または同じ
電話番号がすでに登録されているため登録できなかったときに表示されま
す。

－

［無効なデータが含まれて
います　一部送信できませ
んでした］

お預かりセンターとFOMA端末（本体）電話帳の更新時やメールの選択保存
時に、FOMAカード動作制限が設定された画像を削除して送信したときに
表示されます。

－

［ＩＣカード内のデータが
いっぱいのためダウンロー
ドできません　いずれかの
ソフトを削除しますか？］

おサイフケータイ対応ｉアプリをダウンロードする際、ＩＣカード内デー
タの容量が足りない場合に表示されます。［はい］を選んでt［決定］を押す
と、すでに登録しているおサイフケータイ対応ｉアプリの一覧と、ＩＣカー
ド内の容量（バイト数）が表示されますので、不足エリアサイズを確認した
あと、削除するサービスを選択し、ｉアプリを起動して削除してください。
ただし、おサイフケータイ対応iアプリによっては［はい］を選んでt［決定］
を押した後に、おサイフケータイ対応ｉアプリの一覧のみが表示されるこ
とがあります。この場合は、一覧からｉアプリを選択して削除してくださ
い。

－

[ファイルの内容が正しく
ないため表示できません]

miniSDメモリーカードの管理情報ファイルが正しくありません。miniSDメ
モリーカードの空き容量が無く、管理情報が正しく更新されなかった可能
性がありますので、不要なファイルを削除してminiSDメモリーカードの空
き容量を作り、「管理情報の更新」を行ってください。

P.337

［メモリ不足です。Internet
(フルブラウザ)メニューに
戻ります］

フルブラウザでインターネットホームページを表示中にメモリが不足した
ときに表示されます。この場合は、［確認］を選択してください。開いていた
すべてのウィンドウが終了します。

P.300

表　示 説　明 ページ

j21_dv35_7e.fm  452 ページ  ２００６年７月１０日　月曜日　午後５時３３分
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FOMA端末をお買い上げいただくと、保証書が付いていますので、必ずお受け取りください。記載内容
および『販売店名・お買い上げ日』などの記載事項をお確かめのうえ、大切に保管してください。
必要事項が記載されていない場合は、すぐにお買い上げいただいた販売店へお申し付けください。
無償保証期間は、お買い上げ日より１年間です。

この製品は付属品を含め、改良のため予告なく製品の全部または一部を変更することがありますので、あらかじめ

ご了承ください。

FOMA端末の故障・修理やその他お取り扱いによって電話帳などに登録された内容が変化・消失する場合がありま

す。万が一に備え、電話帳などの内容はメモなどに控えをお取りくださるようお願いします。また、FOMA端末の修

理などを行った場合、ｉモード・ｉアプリにてダウンロードした情報は、一部を除き著作権法により修理済みの

FOMA端末などに移行を行っておりません。

※ 本FOMA端末は、電話帳などのデータをminiSDメモリーカードに保存していただくことができます。

※ 本FOMA端末は、ｉモーション、ｉアプリの利用するデータをminiSDメモリーカードに保存していただくことがで

きます。

※ 本FOMA端末は、電話帳お預かりサービス（お申し込みが必要な有料サービス）をご利用いただくことにより、電話

帳などのデータをお預かりセンターに保存していただくことができます。

※ パソコン（Windows 98 Second Edition、Windows Me、Windows 2000 Professional、Windows XP Home Edition、

Windows XP Professional）をお持ちの場合は、専用のデータリンクソフト（nP.443）とFOMA　USB接続ケーブ

ル（別売）をご利用いただくことにより、電話帳などに登録された内容をパソコンに転送・保管していただくことが

できます。

調子が悪いときは
修理を依頼される前に、この取扱説明書の「故障かな？と思ったら、まずチェック」をご覧になってお調
べください。
それでも調子が良くないときは、取扱説明書裏面・故障お問い合わせ先にご連絡のうえ、ご相談くださ
い。

保証期間内は
保証書の規定に基づき無償で修理を行います。

故障修理を実施の際は、必ず保証書をお持ちください。保証期間内であっても保証書の提示がないもの、お客様のお

取り扱い不良による故障・損傷などは有償修理となります。

ドコモの指定以外の機器および消耗品の使用に起因する故障は、保証期間内であっても有償修理となります。

■以下の場合は修理できないことがあります。
水濡れシールが反応している場合、試験の結果、水濡れ・結露・汗などによる腐食が発見された場合、および内部の基

板が破損・変形している場合は修理できないことがありますので、あらかじめご了承願います。なお、修理を実施で

きる場合でも保証対象外になりますので有償修理となります。

保証期間が過ぎた場合は
ご要望により有償修理いたします。

部品の保有期間は
FOMA端末の補修用性能部品（機能を維持するために必要な部品）の最低保有期間は、製品の製造打ち

切り後６年間を基本としております。ただし、故障箇所によっては修理部品の不足などにより修理がで
きない場合もございますので、あらかじめご了承ください。また、保有期間が経過したあとも、故障箇所

によっては修理可能なことがありますので、取扱説明書裏面・故障お問い合わせ先へお問い合わせくだ

さい。

保証とアフターサービス

保証について

アフターサービスについて

※お問い合わせの結果、修理が必要な場合
ドコモ指定の故障取扱窓口にご持参いただきます。ただし、故障取扱窓口の営業時間内の受付となります。また、ご来

店時には必ず保証書をご持参ください。

j21_dv35_7e.fm  453 ページ  ２００６年８月２５日　金曜日　午前８時３０分
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お願い
FOMA端末および付属品の改造はおやめください。

火災・けが・故障の原因となります。

FOMA端末・FOMAカードは、電波の混信やネットワークの故障を防ぐため、法律により技術基準が定められてお

り、技術基準を満たさないFOMA端末・FOMAカードは使用できません。

改造（部品の交換・改造・塗装など）が施されたFOMA端末の故障修理は、改造部分を元の状態（ドコモ純正品状態）に

戻していただいた場合のみ、故障修理のお取り扱いをさせていただきます。ただし、改造の内容によっては、故障修

理をお断りする場合があります。

改造が原因による故障・損傷の場合は、保証期間内であっても有償修理となります。

FOMA端末に貼付されている銘板シールは、剥がさないでください。
銘板シールには、技術基準を満たす証明書の役割があり、銘板シールが故意に剥がされたり、貼り替えられた場合な

ど、銘板シールの内容が確認できないときは、技術基準適合の判断ができないため、故障修理をお受けできない場合

がありますので、ご注意願います。

各種機能の設定や積算通話時間などの情報は、FOMA端末の故障・修理やその他お取り扱いによってク

リア（リセット）される場合があります。
お手数をおかけしますが、この場合は再び、設定を行ってくださるようお願いします。

FOMA端末の下記の箇所に、磁気を発生する部品を使用しています。キャッシュカードなど、磁気の影

響を受けやすいものを近づけますとカードが使えなくなることがありますので、ご注意ください。
使用箇所：スピーカ、受話口部

FOMA端末が濡れたり湿気を帯びてしまった場合は、すぐに電源を切って電池パックを外し、お早めに

故障取扱窓口へご来店ください。ただし、FOMA端末の状態によって修理できないことがあります。

メモリダイヤル（電話帳機能）およびダウンロード情報などについて
お客様ご自身でFOMA端末などに登録された情報内容は、別にメモを取るなどして保管してくださるようお願いい

たします。情報内容の変化、消失に関し、当社は何らの義務を負わないものとし、一切の責任を負いかねます。

FOMA端末を機種変更や故障修理する際に、お客様が作成されたデータまたは外部から取り込まれたデータあるい

はダウンロードされたデータなどが変化・消失などする場合があります。これらについて当社は一切の責任を負いま

せん。また、当社の都合によりお客様のFOMA端末を代替品と交換することにより修理に代えさせていただく場合が

ありますが、その際にはこれらのデータなどは一部を除き交換後の製品に移し替えることはできません。本FOMA端

末はｉモード公式サイトからダウンロードした画像・着信メロディを故障修理時に限り移し替えいたします。（一部

移し替えできないコンテンツもあります。また、故障の程度によっては移し替えができない場合があります。）

FOMA端末のソフトウェアを更新する必要があるかどうかチェックし、必要な場合にはパケット通信※

を使ってソフトウェアの一部をダウンロードし、ソフトウェアを更新する機能です。
※ ソフトウェア更新を行う場合のパケット通信料は無料となります。

ソフトウェア更新が必要な場合は、ドコモホームページおよびｉMenuの「お知らせ」にてご案内させていただきます。

更新方法には「即時更新」と「予約更新」の２種類があります。

即時更新：更新したいときすぐ更新を行います。

予約更新：更新したい日時を予約すると、予約した日時に自動的にソフトウェアが更新されます。

ｉモード設定の接続先選択をユーザ接続先に設定している場合もソフトウェア更新を行うことができます。

ソフトウェア更新を行う際は、電池をフル充電しておいてください。

以下の場合はソフトウェアを更新できません。

日付・時刻を設定していないとき 電池残量アイコンが［#］または［$］になっているとき

通話中・圏外にいるとき セルフモード中 外部機器と接続中

オールロック中 PIMロック中 おまかせロック中

PIN1コードON／OFF設定を［ON］に設定中にソフトウェア更新を実行すると、ソフトウェア書換え終了後の自動再

起動時に、PIN1コード入力画面が表示されます。正しいPIN1コードを入力しないと、電話の発信、着信、各種通信機能

の操作ができません。

ソフトウェア更新（ダウンロード、書換え）には時間がかかることがあります。

ソフトウェア更新中は、電話の発信、着信、各種通信機能および、その他機能を利用することはできません。（ダウン

ロード中は音声電話の着信は可能です。）

ソフトウェア更新

ソフトウェアを更新する

技術基準適合認証品

j21_dv35_7e.fm  454 ページ  ２００６年１１月８日　水曜日　午後４時３５分
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ソフトウェア更新中に送信されてきた、ｉモードメールやメッセージR／Fはｉモードセンターに、SMSはSMSセン

ターに保管されます。

ｉモードセンターにｉモードメールやメッセージR／Fが保管されると［W］／［G］／［I］が表示されますが、ソフ

トウェア更新の再起動時に消えます。また、メール選択受信を［ON］に設定している場合、ソフトウェア更新中に

メールが届くと、ソフトウェア更新後にメールがあることを通知する画面が表示されないことがあります。ｉモー

ドセンターには保管されています。

ソフトウェアの更新の際には、サーバー（当社のサイト）へSSL通信を行います。SSL証明書を有効にしておく必要が

あります。（お買い上げ時は［有効］に設定されています。nP.220）

ソフトウェア更新は、電波が強く、アンテナマークが３本表示されている状態で、移動せずに実行することをおすす

めします。

ソフトウェアダウンロード中に電波状態が悪くなったり、ダウンロードが中止された場合は、再度電波状態のよ

い場所でソフトウェア更新を行ってください。

すでにソフトウェア更新済みの場合は、ソフトウェア更新のチェックを行った際に［更新は必要ありません　この

ままご利用ください］と表示されます。

ソフトウェア更新の際、お客様の携帯電話端末固有の情報（機種や製造番号など）が、自動的にサーバー（当社が管理

するソフトウェア更新用サーバー）に送信されます。当社は送信された情報を、ソフトウェア更新以外の目的には利

用いたしません。

ソフトウェア更新中は絶対に電池パックを外さないでください。更新に失敗することがあります。

ソフトウェア更新は、携帯電話に登録された電話帳、カメラ画像、ダウンロードデータなどのデータを残したまま行

うことができますが、お客様の携帯電話の状態（故障・破損・水濡れなど）によってはデータの保護ができない場合が

ありますので、あらかじめご了承願います。必要なデータは、更新前にバックアップ（nP.333、P.443）を取ること

をおすすめします。（ダウンロードデータなどバックアップが取れないデータがありますので、あらかじめご了承願

います。）

ソフトウェア更新に失敗した場合、［書換え失敗しました］と表示され、一切の操作ができなくなります。その場合に

は、大変お手数ですがドコモ指定の故障取扱窓口までお越しいただきますようお願い申し上げます。

ソフトウェア更新を起動する

1 待受画面でt38を押す。
TOPメニューで_（設定）→［一般設定］→［ソフトウェア更新］の順に選択することも

できます。

初期設定でもソフトウェア更新確認画面が表示され、ソフトウェア更新を起動でき

ます。（nP.46）

2 端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力してtを押す。
顔認証設定を［ON］に設定していても、端末暗証番号入力画面が表示されます。

入力した端末暗証番号は、［b］で表示されます。お買い上げ時は、［0000］に設定され

ています。

ソフトウェア更新注意事項画面で電池残量が不足しているときは、2［キャンセ

ル］を押します。十分充電してからやり直してください。

dv35_j.book  455 ページ  ２００６年５月１６日　火曜日　午後６時５８分
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3 1［OK］を押す。

4 ［OK］を選んでtを押す。

5［OK］を選んでtを押す。

ソフトウェア更新の際、お客様の携帯電話端末固有の情報（機種や製造番号など）が、自動的にサーバー（当

社が管理するソフトウェア更新用サーバー）に送信されます。当社は送信された情報を、ソフトウェア更新

以外の目的には利用いたしません。

ソフトウェア更新の必要がないときは、［更新は必要ありません　このままご利用ください］と表示されま

す。tを押して、そのままご利用ください。

更新が必要な場合には［更新が必要です］と表示されます。このとき、［今すぐ更新］するか［予約］するかを選

択することができます。

送信を中止するときは、Hを押します。

dv35_j.book  456 ページ  ２００６年５月１６日　火曜日　午後６時５８分
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すぐにソフトウェアを更新する＜即時更新＞

1 ソフトウェア更新を起動（nP.455の操作１～５）し、1［今すぐ更新］
を押す。

ソフトウェアのダウンロードが開始されます。以降は、メニューなどを選択しなくても、自動的にソフト

ウェア更新が実行されます。

更新しないときは、3［更新しない］を押します。

Hを押すと操作を終了するかどうかの問い合わせ画面が表示されます。ダウンロード中に終了した場合、

それまでダウンロードされたデータは削除されます。（ソフト書換え中は操作できません。）

約５秒経過
または
t［確認］

予約更新のときは［SSL通信を開始します
（認証中）］と表示されたあとで表示されます。

（注１）（注１）

自動的に
電源が切
れたあと、
すぐに電
源が入り
ます。

約５秒経過
または
t［確認］

約５秒後に自動的
に電源が切れたあ
と、すぐに電源が入
ります。

（注１）すべてのボタン操作が無効となります。更新を中止することもできません。

（注１）（注１）

（注２）［更新完了チェック中］と表示されたあと、すぐに次の画面が表示されます。

（注２）
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ダウンロードに時間がかかる場合やサーバーが混みあっている場合には、ソフトウェア更新を行う日時

をあらかじめ設定しておくことができます。

［通信中］と表示されたあと、［サーバーが混みあっています］と表示されたときは、

1［予約］を押します。以降の操作については、P.458「日時を予約してソフトウェア

を更新する＜予約更新＞」の操作２～４を参照してください。予約しないときは2
［更新しない］を押します。操作を終了するかどうかの問い合わせ画面が表示されま

す。操作を終了するときは、［はい］を選んでtを押します。

2 t［確認］を押す。

お知らせ

操作１～２を行っているときに［書換え準備中　しばらくお待ちください］、［ソフトウェア更新］、［ソフトウェア更

新 書換え中］、［書換え完了しました　再起動します］と表示されているときは、圏外と同じ状態になり着信できま

せん。これ以外の画面が表示されているときは着信できます。通話を終了すると通話する前の画面に戻ります。

操作１～２を行っているときに送信されてきたｉモードメールやメッセージR／Fはｉモードセンターに、SMSは

SMSセンターに保管されます。

ソフトウェア更新終了後、待受画面に［ソフトウェア更新完了］または［ソフトウェア更新説明あり］と表示された

ら、tを押してください。正常に完了しなかった場合は、端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力すると、その旨の

メッセージが表示されます。tを押して、更新をし直してください。

日時を予約してソフトウェアを更新する＜予約更新＞

1 P.455の操作１～５を行い、2［予約］を押す。
予約候補選択画面が表示されます。

日時は、サーバーの時刻に合わせて表示されます。

操作を中止するときは、操作１～４でHを押し、［はい］を選んでtを押します。

2 希望日時を選んでtを押す。
確認画面が表示されます。

［その他の日時］を選んだときは、サーバーと通信したあと、ご希望の日、時間帯を選ぶことができます。まず

希望日を選んでtを押し、次に希望時間帯を選んでtを押します。

時間帯を選択する画面には、各時間帯の予約空き状況が［○：空あり］、［△：空わずか］のように表示されま

す。希望する時間帯を１つ選んでtを押すと、再びサーバーと通信して予約時刻の候補が表示されます。ご

希望の予約候補を選んでtを押します。

3［はい］を選んでtを押す。
希望日時が予約されます。

4 t［確認］を押す。
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予約した日時になると
予約した日時に待受画面が表示されていると左の画面が表示され、自動的にソフ
トウェア更新を開始します。予約した日時に電源が入っていないときは、ソフト

ウェアは更新されません。
以降は「すぐにソフトウェアを更新する＜即時更新＞」の操作１と同じ動作にな

ります。

約５秒経過するかt［確認］を押すと、自動的にソフトウェア更新が開始されま
す。

ソフトウェア更新の予約日時には電波の十分届くところで待受画面を表示させておいてください。また、予約した

日時に電池残量アイコンが［#］または［$］になっていると、ソフトウェアは更新されません。

予約した日時に待受画面以外の状態、メール送信中、ｉモード中、ｉアプリ起動中、メニュー表示中、外部機器接続

中、セルフモード中、オールロック中、PIMロック中、おまかせロック中など操作を行っていた場合は、予約した日時

を過ぎて待受画面に戻ってもソフトウェアは更新されません。メール受信中の場合は、メール受信終了後にソフト

ウェアが更新されます。

予約した日時と同じ時刻にアラームなどが設定されていた場合は（自動マナーモード解除は除く）、アラームなどを

優先し、ソフトウェアは更新されません。

ソフトウェア更新の予約日時になったときFOMA端末の電源が切れている場合や、予約起動後すぐにFOMA端末の

電源を切った場合は、予約は無効となります。

予約した日時に通話中（着信中および発信中を含む）の場合、約10分以内に待受画面に戻るとソフトウェア更新が起

動されます。それ以上経過して待受画面に戻ってもソフトウェアは更新されません。

予約が完了したあとに「データ一括削除（ユーザデータ削除）」（nP.394）を行うと、予約は取り消されます。再度ソ

フトウェア更新の予約を行ってください。

お知らせ

操作中に電話がかかってきた場合は電話を受けることができます。通話を終了すると通話する前の画面に戻りま

す。送信されてきたｉモードメールやメッセージR／Fはｉモードセンターに、SMSはSMSセンターに保管されま

す。

予約した日時を確認・変更・取り消す

1 待受画面でt38を押し、端末暗証番号（４～８桁の数字）を入力し
てtを押す。

画面に予約されている日時が表示されます。

お知らせ

操作中に電話がかかってきた場合は電話を受けることができます。通話を終了すると通話する前の画面に戻りま

す。送信されてきたｉモードメールやメッセージR／Fはｉモードセンターに、SMSはSMSセンターに保管されま

す。

予約を確認したとき 1
予約を変更する 2→［OK］→tを選択すると、希望日選択画面が表示され

ます。

以降の操作については、「日時を予約してソフトウェアを

更新する」（nP.458の操作１～４）を参照してください。

予約を取り消す 3→［はい］→t→［OK］→t→［予約を取消しました］と表

示されたら、t
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サイトからのダウンロードやｉモードメールなど、外部からFOMA端末に取得したデータやプログラ

ムについて、データを検知して、障害を引き起こす可能性を含むデータの削除やアプリケーションの起

動を中止します。
チェックのためにパターンデータを使います。パターンデータは新たな問題が発見された場合に随時バージョン

アップされますので、パターンデータを更新してください。

スキャン機能は、ホームページの閲覧やメール受信などの際に携帯電話に何らかの障害を引き起こすデータの侵入

から一定の防衛手段を提供する機能です。各障害に対応したパターンデータが携帯電話にダウンロードされていな

い場合、または各障害に対応したパターンデータが存在しない場合、本機能にて障害などの発生を防ぐことができ

ませんのであらかじめご了承ください。

パターンデータは携帯電話の機種ごとにデータの内容が異なります。そのため当社の都合により端末発売開始後３

年を経過した機種向けパターンデータの配信は、停止することがありますのであらかじめご了承ください。

スキャン機能設定を［有効］に設定すると、データやプログラムを実行する際、自動的にチェックします。

スキャン機能

障害を引き起こすデータからFOMA端末を守る
まずはじめに、パターンデータの更新を行い、パターンデータを最新にしてください。

スキャン機能を設定する＜スキャン機能設定＞
お買い上げ時

有効

1 待受画面でt373を押す。
TOPメニューから_（設定）→［一般設定］→［スキャン機能］→［スキャン機能設定］の

順に選択することもできます。

2 1［有効］を押し、［はい］を選んでtを押す。
スキャン機能を設定すると、障害を引き起こすデータを検出した場合に５段階の警告レベルで表示されま

す。（nP.462）

パターンデータを更新する＜パターンデータ更新＞

1 待受画面でt371を押す。
TOPメニューから_（設定）→［一般設定］→［スキャン機能］→［パターンデータ更新］

の順に選択することもできます。

2 ［はい］を選んでtを押す。
携帯電話情報を送信しないときは、［いいえ］を選んでtを押します。

3［はい］を選んでtを押す。
ダウンロードが開始されます。

ダウンロードを中止するときは、i［中止］またはHを押し、［はい］を選んでtを押します。

パターンデータ更新の必要がないときは、［パターンデータは最新です］と表示されます。tを押して、その

ままご利用ください。

4 パターンデータ更新が完了したらtを押す。
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自動更新設定を［有効］に設定すると、パターンデータがバージョンアップされたときに、自動的に更新
されます。

自動更新が成功した場合、待受画面に自動更新を行った旨のメッセージが表示されます。また、FOMA端
末の状態によっては自動更新が行われないことがあります。その場合は、パターンデータのバージョン

アップがあった旨のメッセージが表示されます。

スキャンされた問題要素の表示について

お知らせ

パターンデータ更新の際、お客様の携帯電話端末固有の情報（機種や製造番号など）が自動的にサーバー（当社が管

理するスキャン機能用サーバー）に送信されます。当社は送信された情報をスキャン機能以外の目的には利用いた

しません。

FOMA端末の日付（年月日）を正しく設定しておいてください。

電波の状態により、ダウンロードが中断される場合があります。

パターンデータを自動的に更新するように設定する＜自動更新設定＞

1 待受画面でt372を押し、［有効］を選んでtを押す。
TOPメニューから_（設定）→［一般設定］→［スキャン機能］→［自動更新設定］の順に

選択することもできます。

2 ［はい］を選んでtを押す。

3［はい］を選んでtを押す。

4 t［確認］を押す。

お知らせ

自動更新設定の有効／無効の情報はネットワークで保持しています。そのため、設定の際、FOMA端末では常に［有

効］が選択された状態になっています。

自動更新設定の際、お客様の携帯電話端末固有の情報（機種や製造番号など）が自動的にサーバー（当社が管理する

スキャン機能用サーバー）に送信されます。当社は送信された情報をスキャン機能以外の目的には利用いたしませ

ん。

電波の状態により、自動更新設定が中断される場合があります。

スキャン結果の表示について

スキャンを実行すると、問題要素名のレベルの大きい順にスキャン結果の画面が表示され

ます。

問題要素を検出した場合、最大５個まで問題要素名が表示されます。６個以上検出した場合

は、５個目の問題要素名の下に［などの問題があります］と表示されます。また、同じ問題要

素を複数検出した場合は、１個のみ表示されます。
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スキャン結果の表示について

警告レベル０ 警告レベル１ 警告レベル２ 警告レベル３ 警告レベル４

表示／起動／発信で

きます。以前に問題が

あったが、現在は問題

が起こらない場合に

表示されます。t［確

認］を押すと表示／起

動／発信できます。

t［確認］を押すと［動

作を中止しますか？］

と表示され、［いいえ］

を選んでtを押すと

表示／起動／発信で

きます。

［はい］を選んでtを

押すと終了します。

表示／起動／発信で

きません。t［確認］を

押すと終了します。

表示／起動／発信で

きません。t［確認］を

押すと［データを削除

しますか？］と表示さ

れ、［はい］を選択する

と削除されます。

［いいえ］を選んでt
を押すとデータを削除

しないで終了します。

表示／起動／発信で

きません。［データを

削除します］と表示さ

れ、t［確認］を押すと

削除されます。

パターンデータのバージョンを確認する＜バージョン表示＞

1 待受画面でt374を押す。
TOPメニューから_（設定）→［一般設定］→［スキャン機能］→［バージョン表示］の順

に選択することもできます。
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※１ 連続待受時間とは、FOMA SH902iSを折りたたみ、電波を正常に受信できる状態で移動したときの目安です。な

お、電池の充電状態、機能設定状況、気温などの使用環境、利用場所の電波状態（電波が届かないか、弱い場合）な

どにより、通話・待受時間は半分程度になることがあります。ｉモード通信を行うと通話（通信）・待受時間は短く

なります。また、通話やｉモード通信をしなくても、ｉモードメールを作成したり、ダウンロードしたｉアプリ、

ｉアプリ待受画面を起動させると通話（通信）・待受時間は短くなります。

※２ 連続通話時間とは、電波を正常に送受信できる状態で通話に使用できる時間の目安です。

※３ データ通信やマルチアクセス実行時およびカメラ起動時も、前述の通話時間や待受時間より短くなります。

※４ FOMA SH902iSを折りたたみ、電波を正常に受信できる静止状態での平均的な利用時間です。

※５ FOMA SH902iSを折りたたみ、電波を正常に受信できるエリア内で「静止」、「移動」と「圏外」を組み合わせた状態

での平均的な利用時間です。

※６ CCD（charge coupled device：電荷結合素子）およびCMOS（complementary metal-oxide semiconductor：相補型

金属酸化膜半導体）とは、銀塩カメラのフィルムに当たる部分を構成する撮像素子です。

miniSDメモリーカードに保存できる静止画撮影枚数、動画撮影時間、音声録音時間の目安は次のとおり

です。
miniSDメモリーカードをご利用になるには、別途miniSDメモリーカードが必要となります。miniSDメ

モリーカードをお持ちでない場合は、家電量販店などでお買い求めいただけます。（nP.329）
保存できる枚数や時間は、撮影環境や被写体などの条件により少なくなることがあります。

静止画撮影枚数（32Mバイト）

主な仕様

品名 FOMA SH902iS

サイズ（H x W x D） 106（H）×49（W）×23（D）mm（折りたたみ時）

質量 約135ｇ（電池パック装着時）

液晶部

方式 メイン：視野切替機能付きモバイルASV液晶／サブ：有機EL 

サイズ メイン：2.4inch／サブ：0.8inch

画素数 メイン：縦320×横240ドット／サブ：縦39×横96ドット

連続待受時間※１※３ 静止時 約500時間※４

移動時 約400時間※５

連続通話時間※２※３ 音声電話 約140分
テレビ電話 約90分

最大出力 0.25W

電池パック種別 専用リチウムイオン蓄電池

電源電圧 3.7V

電池容量 830mAh

ACアダプタでの充電時間 約110分

DCアダプタでの充電時間 約110分

撮像素子

種類 メインカメラ／CCD※６、サブカメラ／CMOS※６

サイズ
メインカメラ CCD総画素数　約340万画素※６

サブカメラ CMOS総画素数　約12万画素※６

カメラ部

有効画素数
メインカメラ 320万画素
サブカメラ 11万画素

記録画素数
メインカメラ 320万画素
サブカメラ 10万画素

ズーム（デジタル）
メインカメラ 最大約40倍
サブカメラ 最大約４倍

主な仕様（データBOX）

ECONOMY NORMAL SUPER FINE

アイコン：76×76 ー 約1800枚 ー

sQCIF：128×96 約1800枚 約900枚 約900枚

QCIF：176×144 約1800枚 約900枚 約600枚

待受：240×320 約900枚 約750枚 約300枚

CIF：352×288 約900枚 約600枚 約300枚

VGA：480×640 約600枚 約450枚 約300枚
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静止画撮影枚数（16Mバイト）

動画撮影時間（32Mバイト）

動画撮影時間（16Mバイト）

1.2M：960×1280 約300枚 約150枚 約90枚

UXGA：1200×1600 約150枚 約90枚 約55枚

３M：1536×2048 約90枚 約55枚 約35枚

ECONOMY NORMAL SUPER FINE

アイコン：76×76 ー 約860枚 ー

sQCIF：128×96 約860枚 約430枚 約430枚

QCIF：176×144 約860枚 約430枚 約280枚

待受：240×320 約430枚 約360枚 約140枚

CIF：352×288 約430枚 約280枚 約140枚

VGA：480×640 約280枚 約210枚 約140枚

1.2M：960×1280 約140枚 約70枚 約40枚

UXGA：1200×1600 約70枚 約40枚 約25枚

３M：1536×2048 約40枚 約25枚 約15枚

ECONOMY NORMAL FINE SUPER FINE

sQCIF：128×96

メール用（短）
映像＋音声 約90秒 約61秒 約30秒 ー

映像のみ 約124秒 約75秒 約36秒 ー

メール用（長）
映像＋音声 約152秒 約103秒 約51秒 ー

映像のみ 約210秒 約127秒 約61秒 ー

制限なし
映像＋音声 約156分 約106分 約52分 ー

映像のみ 約214分 約130分 約62分 ー

QCIF：176×144

メール用（短）
映像＋音声 約77秒 約45秒 約16秒 約11秒

映像のみ 約102秒 約52秒 約18秒 約11秒

メール用（長）
映像＋音声 約131秒 約77秒 約28秒 約19秒

映像のみ 約172秒 約89秒 約30秒 約20秒

制限なし
映像＋音声 約130分 約79分 約28分 約19分

映像のみ 約176分 約91分 約31分 約20分

hQVGA：240×176

メール用（短）
映像＋音声 ー ー ー ー

映像のみ ー ー ー ー

メール用（長）
映像＋音声 ー ー ー ー

映像のみ ー ー ー ー

制限なし
映像＋音声 ー 約31分 約15分 約10分

映像のみ ー 約34分 約16分 約10分

QVGA：320×240

メール用（短）
映像＋音声 ー ー ー ー

映像のみ ー ー ー ー

メール用（長）
映像＋音声 ー ー ー ー

映像のみ ー ー ー ー

制限なし
映像＋音声 ー ー ー 約10分

映像のみ ー ー ー 約10分

ECONOMY NORMAL FINE SUPER FINE

sQCIF：128×96

メール用（短）
映像＋音声 約90秒 約61秒 約30秒 ー

映像のみ 約124秒 約75秒 約36秒 ー

メール用（長）
映像＋音声 約152秒 約103秒 約51秒 ー

映像のみ 約210秒 約127秒 約61秒 ー

制限なし
映像＋音声 約72分 約49分 約24分 ー

映像のみ 約101分 約61分 約29分 ー

ECONOMY NORMAL SUPER FINE
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音声録音時間（ボイスレコーダー）
32Mバイトの場合、最長約５時間です。（16Mバイトの場合、約２時間20分です。）

QCIF：176×144

メール用（短）
映像＋音声 約77秒 約45秒 約16秒 約11秒

映像のみ 約102秒 約52秒 約18秒 約11秒

メール用（長）
映像＋音声 約131秒 約77秒 約28秒 約19秒

映像のみ 約172秒 約89秒 約30秒 約20秒

制限なし
映像＋音声 約61分 約37分 約13分 約9分

映像のみ 約83分 約43分 約14分 約9分

hQVGA：240×176

メール用（短）
映像＋音声 ー ー ー ー

映像のみ ー ー ー ー

メール用（長）
映像＋音声 ー ー ー ー

映像のみ ー ー ー ー

制限なし
映像＋音声 ー 約14分 約7分 約4.75分

映像のみ ー 約16分 約7分 約4.9分

QVGA：320×240

メール用（短）
映像＋音声 ー ー ー ー

映像のみ ー ー ー ー

メール用（長）
映像＋音声 ー ー ー ー

映像のみ ー ー ー ー

制限なし
映像＋音声 ー ー ー 約4.75分

映像のみ ー ー ー 約4.9分

ECONOMY NORMAL FINE SUPER FINE
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この機種FOMA SH902iSの携帯電話機は、国が定めた電波の人体吸収に関する技術基準に適合していま

す。

この技術基準は、人体頭部のそばで使用する携帯電話機などの無線機器から送出される電波が人間の健
康に影響を及ぼさないよう、科学的根拠に基づいて定められたものであり、人体側頭部に吸収される電

波の平均エネルギー量を表す比吸収率（SAR：Specific Absorption Rate）について、これが２W/kg※の
許容値を超えないこととしています。この許容値は、使用者の年齢や身体の大きさに関係なく十分な安

全率を含んでおり、世界保健機関（WHO）と協力関係にある国際非電離放射線防護委員会（ICNIRP）が示

した国際的なガイドラインと同じものとなっています。
すべての機種の携帯電話機は、発売開始前に、電波法に基づき国の技術基準に適合していることの確認

を受ける必要があります。この携帯電話機FOMA SH902iSのSARの値は0.329W/kgです。この値は、財
団法人テレコムエンジニアリングセンターによって取得されたものであり、国が定めた方法に従い、携

帯電話機の送信電力を最大にして測定された最大の値です。個々の製品によってSARに多少の差異が

生じることもありますが、いずれも許容値を満足しています。また、携帯電話機は、携帯電話基地局との
通信に必要な最低限の送信電力になるよう設計されているため、実際に通話している状態では、通常

SARはより小さい値となります。
SARについて、さらに詳しい情報をお知りになりたい方は、下記のホームページを参照してください。

本製品および付属品は、日本輸出管理規制（「外国為替及び外国貿易法」およびその関連法令）の適用を受け
る場合があります。

また、米国再輸出規制（Export　Administration　Regulation）の適用を受けます。
本製品および付属品を輸出および再輸出する場合は、お客様の責任および費用負担において必要となる手

続きをお取りください。詳しい手続きについては、経済産業省または米国商務省へお問い合せください。

携帯電話機の比吸収率（SAR）について

総務省のホームページ http://www.tele.soumu.go.jp/j/ele/index.htm

社団法人電波産業会のホームページ http://www.arib-emf.org/index.html

ドコモのホームページ http://www.nttdocomo.co.jp/product/

シャープ株式会社のホームページ http://www.sharp.co.jp/products/menu/phone/cellular/

sar/index.html

※技術基準については、電波法関連省令（無線設備規則第14条の２）で規定されています。

日本輸出管理規制／米国再輸出管理規制について
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明るさ調整 . . . . . . . . . . . . . . 144

アクティブマーカー . . . . . . 370
カレンダー／日付表示

 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 371
スクリーンテーマ. . . . . . 370
背景設定. . . . . . . . . . . . . . 370
表示カテゴリ設定. . . . . . 371
履歴削除. . . . . . . . . . . . . . 371

アフターサービス . . . . . . . . 453

アラーム . . . . . . . . . . . . . . . . 373
スケジュールアラーム

 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 378
スヌーズ. . . . . . . . . . . . . . 374
ToDoアラーム. . . . . . . . . 383

アラーム解除／削除／再設定
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 375

アラーム登録 . . . . . . . . . . . . 373

アラーム連動電源ON  . . . . . 372

暗証番号 . . . . . . . . . . . . . . . . 152

暗証番号変更 . . . . . . . . . . . . 153

あんしん設定 . . . . . . . . . . . . 151

安全上のご注意 . . . . . . . . . . . 12

アンテナ . . . . . . . . . . . . . . . . . 24

イメージビューア . . . . . . . . 306

イヤホンマイク
イヤホンマイク自動発信

 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 392
オート着信設定. . . . . . . . 393
電話を受ける. . . . . . . . . . 392
電話をかける. . . . . . . . . . 392

イルミネーション
（着信ランプ色設定）. . . . 148

インターネットホームページ
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 206

インポート . . . . . . . . . . . . . . 337

英語ガイダンス . . . . . . . . . . 403
ガイダンス設定確認. . . . 403

英字入力 . . . . . . . . . . . . . . . . 415

映像出力 . . . . . . . . . . . . . . . . 360

映像編集 . . . . . . . . . . . . . . . . 320
アフレコ編集. . . . . . . . . . 322
映像カッター. . . . . . . . . . 320
映像編集画面. . . . . . . . . . 320
エフェクト挿入. . . . . . . . 322
サイズ変換. . . . . . . . . . . . 322
静止画キャプチャ. . . . . . 321
テロップ表示. . . . . . . . . . 320
テロップ編集. . . . . . . . . . 321

エニーキーアンサー . . . . . . . 63

絵文字
絵文字一覧 . . . . . . . . . . . . 433

遠隔操作設定  . . . . . . . . . . . . 404
開始 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 404
設定確認 . . . . . . . . . . . . . . 405
停止 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 404

応答保留
音声電話 . . . . . . . . . . . . . . . 66
テレビ電話 . . . . . . . . . . . . . 84

応答保留音  . . . . . . . . . . . . . . . 67

オート着信設定  . . . . . . . . . . 393

オーバーラップ  . . . . . . . . . . 178

オールロック  . . . . . . . . . . . . 158
解除 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 158

おサイフケータイ . . . . . . . . 290
FeliCa. . . . . . . . . . . . . . . . . 290
ｉモード FeliCa . . . . . . . . 290
ＩＣカードロック . . . . . . 296

お知らせウィンドウアニメ
. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 144

オプション・関連機器 . . . . . 442

おまかせロック  . . . . . . . . . . 159
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音声電話切替  . . . . . . . . . . . . . 82

音声メモ
通話中音声メモ . . . . . . . . 387
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音量選択
受話音量 . . . . . . . . . . .66, 131
着信音量 . . . . . . . . . . . . . . 130

か

顔認証. . . . . . . . . . . . . . . . . . . 153
顔認証設定 . . . . . . . . . . . . 154

顔文字
顔文字一覧 . . . . . . . . . . . . 434
入力 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 416

各種設定音／音量選択
オープン音 . . . . . . . .130, 132
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タイマー音 . . . . . . . .130, 132
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画質 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 182
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こだわりモード . . . . . . . . 183
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記号・特殊文字
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入力 . . . . . . . . . . . . . . . . . . 416
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キャッシュ . . . . . . . . . . . . . . 204
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本書に綴じ込みされているクイックマニュアルは切り取り線で切り取り、下記のように折ってご使用く

ださい。なお、クイックマニュアルは２枚合せてご携帯ください。

折りたたみ方

この印刷物はリサイクルに配慮して製本されています。不要となった際、回収・リサイクルに出しましょ

う。

クイックマニュアル

クイックマニュアルの使いかた

ご注意

切り離しの際、けがなどをしないように十分にご注意ください。

（完成図）
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＜切り取り線＞

FOMA SH902iS

総合お問い合わせ先〈DoCoMo インフォメーションセンター〉
ドコモの携帯電話、PHSからの場合

r（局番なしの）151（無料）
※ 一般電話などからはご利用できません。
一般電話などからの場合

s 0120-800-000
※ 携帯電話、PHSからもご利用になれます。

ダイヤルの番号をよくご確認のうえ、お間違いのないよう
におかけください。

ドコモの携帯電話、PHSからの場合

r（局番なしの）113（無料）
※ 一般電話などからはご利用できません。
一般電話などからの場合

s 0120-800-000
※ 携帯電話、PHSからもご利用になれます。

ダイヤルの番号をよくご確認のうえ、お間違いのないよう
におかけください。
なお、詳しくはFOMA端末などに添付の「全国サービスス
テーション一覧」でご確認ください。

1 待受画面でa１秒以上 ? 1［本体新規］／2
［FOMAカード（UIM）新規］

2 名前 ? t ? ［9］／［S］※ ? t ? 電話番号 ? t ? 電
話種別 ? t ? ［S］／［T］※ ? t ? メールアドレス ? 
t ? メールアドレス種別 ? t
※FOMAカードの場合

3 i［完了］ ? メモリ番号（FOMAカードのときは省略）

4 プッシュトーク電話帳登録を選択する（FOMAカード

のときは省略）

※ FOMAカードのときは登録できません。

1 待受画面でa ? 名前 ? C31 ? 項目 ? t ? 編集

1 待受画面でa
検索方法を切り替えるとき：C1 ? 検索方法 ? t

2 名前 ? t
3 sまたはt

1 文字入力画面でa
aを押すごとに、[（全角カタカナ）→ （̂半角カタカナ）→X

（全角英数字）→d（半角英数字）→}（半角数字）→E（区点
コード）→>（漢字・ひらがな）の順に切り替わります。

1 全角英数字モード／半角英数字モードでm
小文字入力モードに切り替わります。
文字入力後の小文字変換：m

1 文字入力後にo

1 文字入力画面でi［絵・記号］
絵文字モードと記号モードが交互に切り替わります。

クイックマニュアル

お申し込み・お問い合わせ

調子が悪いときは

電話帳登録

登録できる項目

アイコン 項　目 補　足

［=］

名前 全角16文字（半角32文
字）以内　FOMAカード
のときは全角10文字（半
角21文字）以内

［C］
フリガナ 自動的に入力（半角カナ32文

字以内　FOMAカードのと
きは全角カナ12文字以内）

［Q］
グループ 20種類　FOMAカード

のときは11種類

［9］、［S］
電話番号 ３件まで　FOMAカー

ドのときは１件
［9］、［y］、［A］、
［3］、［T］、［Y］、［Z］

電話種別※ ７種類

［S］、［T］
メールアド
レス

３件まで　FOMAカー
ドのときは１件

［S］、［7］、
［B］、［U］

メールアド
レス種別※

４種類

［N］ 郵便番号※ 半角７文字

［O］
住所※ 全角50文字（半角100文

字）以内
［P］ 誕生日※ 半角数字のみ

［G］
メモ※ 全角100文字（半角200

文字）以内

［;］
シークレット
登録※

電話帳に表示しない

［F］
シークレット
コード※

４桁の数字

［<］
指定着信音
選択※ －

［V］
指定メール
着信音選択※ －

［q］
指定着信
ランプ設定※ －

［:］
指定メール着
信ランプ設定※ －

［8］
ピクチャー
コール設定※

１件

［1］ キャラ電設定※ －

アイコン 項　目 補　足 電話帳編集

電話帳を呼び出して電話をかける

文字入力

入力モードを切り替える

小文字を入力する

ワンタッチ変換する

絵文字・記号を入力する

1 カーソルを合わせてc
すべての文字を削除するとき：c１秒以上

1 文字入力画面でm１秒以上
2 定型文の分類 ? t
3 定型文 ? t ? t

1 文字入力画面でC ? ［顔文字］ ? t ? 顔文字 ? t

例）「今日のテニス３時t」

1 文字入力画面で2２回 ? p ? ［今日］ ? t

2 p ? ［の］ ? t
3 453 ? o ? ［テニス］ ? t

4 a５回 ? 3

5 a２回 ? 3２回 ? * ? p ? ［時］ ? t

6 i［絵・記号］ ? p ? ［t］ ? t

1 待受画面でC
2 t

フォーカスロックをかけるとき：s ? t
3 t［保存］

1 静止画撮影画面でC12
2 t［録画］ ?（録画）

フォーカスロックをかけるとき：撮影中にs
3 t［停止］
4 1［保存］

1 待受画面でt911 ? フォルダ ? t ? 静止画 
? t

1 待受画面でt912 ? フォルダ ? t ? 動画 ? 
t

1 待受画面でt932 ? t［録音］ ?（録音）? t
［停止］ ? 1［保存］

1 待受画面で、電話番号を入力 ? i

1 テレビ電話着信 ? s

1 C33 ? フォルダ ? t ? キャラ電 ? i

1 待受画面でt933 ? フォルダ ? t ? 電子書

籍／電子辞書 ? t
行を移動するとき：u（横書き）／v（縦書き）
次／前のページを表示するとき：a［▼ページ］／m［▲ページ］

文字を削除する

定型文を利用する

顔文字を入力する

文字入力例

ダイヤルボタンでひらが
なを入力します。押す回数
で文字が変わります。
ひらがなを１文字入力す
るたびに、変換する候補が
表示され、選択できます。
mで小文字変換されます。
同じボタンに割り当てられ
た文字を連続して入力する
ときは、rを押してカーソ
ルを移動させるか、最初の文
字を入力したあとで、同じボ
タンを１秒以上押します。

oでワンタッチ変換され
ます。

a５回で半角数字モード
になります。

*で濁点が付きます。

カメラ－静止画撮影

カメラ－動画撮影

静止画を表示する

動画を表示する

ボイスレコーダーで録音する

テレビ電話

テレビ電話をかける

テレビ電話を受ける

テレビ電話中にキャラ電を代替画像として送る

ブックリーダー

電子辞書や電子書籍を表示する

–1– –2– –3–

–5– –6– –7––4–
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＜切り取り線＞

1 待受画面でt935 ? フォルダ ? t ? PDF

データ ? t
画面をスクロールするとき：w
ページ全体を表示するとき：t
表示画面を切り出すとき：Cr1［画面切り出し］ ? 

［はい］ ? t

1 待受画面でm１秒以上 

? ［宛先］ ? t
2 2 ? 宛先 ? t

電話帳から選択すると
き：1 ? 相手 ? t
メール送信／メール受信履
歴から選択するとき：
3／4 ? 相手 ? t ? 
t
メールメンバーから選択する
とき：5 ? メンバー ? t

3 ［題名］ ? t ? 題名 ? t 

? ［本文］ ? t ? 本文 ? 
t

4 i［送信］

1 本文入力画面でC1
2 デコレーション選択 ? i［文字入力］ ? 文字を入力 

3 Cr7［プレビュー］ ? t
4 t ? i［送信］

1 待受画面でt911
動画／ｉモーションを送るとき：t912
メロディを送るとき：t913

2 フォルダ ? t ? ファイル

3 m［メール］
「待受：240×320」より大きいJPEG画像のとき：
m［メール］ ? ファイルサイズ ? t

1 待受画面でm5
2 ［宛先］ ? t ? 2 ? 宛先 ? t ? ［本文］ ? t ? 本文 

? t
3 i［送信］

1 待受画面でm7
SMSのとき：m8

1 メールが届くと自動的

に受信する

2 ［メール］ ? t ? フォル

ダ ? t ? メール ? t

1 待受画面でt
2 TOPメニューからアイコン ? t
3 機能 ? t

1 待受画面でt ? i

1 待受画面でt ? 機能番号

PDFデータを表示する

ｉモードメール作成・送信

デコメールを送る

画像／メロディを送る

SMS（ショートメッセージ）作成・送信

ｉモード問い合わせ

メール自動受信

メニュー一覧

TOPメニューから選ぶ

TOPメニュー／ショートカットメニュー／ズームメニューの切替

機能番号で呼び出す

音

機能メニュー 機能番号
音量選択 着信音量選択 111

メール着信音量選択 112
チャットメール着信音
量選択

113

プッシュトーク着信音
量選択

114

各種設定音量選択 115
音選択 着信音選択 121

メール着信音選択 122
チャットメール着信音選択 123
プッシュトーク着信音選択 124
各種設定音選択 125

バイブレー
タ設定

着信バイブレータ 131
メール着信バイブレータ 132

マナーモー
ド設定

通常マナーモード 1411
サイレントマナーモード 1412
オリジナルマナーモード 1413

着信音出力切替 15
着信鳴動時
間設定

メール 161
プッシュトーク 162

呼出動作開始時間設定 17
保留・応答
保留音

応答保留音 181
保留音 182

ステレオ効果設定 19

表示

機能メニュー 機能番号

メイン画面
設定

待受画面設定 211
待受時計表示設定 212
カレンダー表示設定 213

サブ画面
設定

相手表示設定 221
時計表示設定 222

文字表示設定 23
テーマカラー設定 24
画面カスタ
マイズ設定

発着信画面設定 251
メール送受信画面設定 252
サブメニュー画像設定 253
お知らせウィンドウアニメ 254
マーク表示設定 255

着信ランプ
設定

着信ランプ色設定 261
メール着信ランプ色設定 262
着信ランプ動作設定 263
メール着信ランプ動作設定 264

省電力設定 通常（明るさ自動） 271
通常（明るさ固定） 272
節約モード 273
ユーザ設定 274

視野切替
設定

マナーモード連動設定 281
視野切替画面設定 282

一般設定

機能メニュー 機能番号

確認 所有者情報 311
メモリ確認 312
電池残量確認 313
設定状況確認 314

文字入力
設定

ユーザ辞書 321
ダウンロード辞書 322
定型文編集 323
変換学習クリア 324

自動電源
ON／OFF

自動電源ON 331
自動電源OFF 332
アラーム連動電源ON 333

日時設定 34
Bilingual 35
USBモード設定 36
スキャン
機能

パターンデータ更新 371
自動更新設定 372
スキャン機能設定 373
バージョン表示 374

ソフトウェア更新 38
設定リセット 39

NWサービス
機能メニュー 機能番号

留守番電話 メッセージ問合せ 411
留守番メッセージ再生 412
留守番電話サービス開始 413
留守番呼出時間設定 414
留守番サービス停止 415
留守番設定確認 416
留守番サービス設定 417
件数お知らせ設定 418
着信通知 419

キャッチ
ホン

キャッチホンサービス
開始

421

キャッチホンサービス
停止

422

キャッチホンサービス
設定確認

423

転送でんわ 転送サービス開始 431
転送サービス停止 432
転送先変更 433
転送先通話中時設定 434
転送サービス
設定確認

435

迷惑電話
ストップ

迷惑電話着信拒否登録 441
電話番号指定拒否登録 442
迷惑電話全登録削除 443
迷惑電話１登録削除 444
拒否登録件数確認 445

発信者番号
通知

設定確認 451
発信者番号通知設定 452

番号通知お願
いサービス

番号通知サービス開始 461
番号通知サービス停止 462
サービス設定確認 463

通話時間／料金確認 47
通話中着信
設定

通話中着信設定開始 481
通話中着信設定停止 482
通話中着信設定確認 483

着信動作
選択

留守番電話 491
転送でんわ 492
着信拒否 493
通常着信 494

機能メニュー 機能番号
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その他のNWサービス
機能メニュー 機能番号

遠隔操作
設定

遠隔操作開始 511
遠隔操作停止 512
遠隔操作設定確認 513

デュアルネッ
トワーク

デュアルネットワーク
切替

521

デュアルネットワーク
状態確認

522

英語ガイダ
ンス

ガイダンス設定 531
ガイダンス設定確認 532

サービス
ダイヤル

ドコモ故障問合せ 541
ドコモ総合案内・受付 542

追加
サービス

USSD登録 551
応答メッセージ登録 552

マルチナン
バー

通常発信番号設定 561
通常発信番号設定確認 562
電話番号設定 563

着もじ メッセージ作成 571
メッセージ表示設定 572

通話・通信機能設定

機能メニュー 機能番号
通話中設定 ノイズキャンセラ 611

再接続機能 612
通話品質アラーム 613

イヤホンマイク自動発信 62
着信時設定 エニーキーアンサー 631

オート着信設定 632
テレビ電話
設定

音声自動再発信 641
送信画像設定 642
テレビ電話画面設定 643
子画面表示位置 644
送信画質設定 645
テレビ電話切替機能通知 646
テレビ電話ハンズフリー設定 647
パケット通信中着信設定　 648

伝言メモ
設定

伝言メモ設定 651
伝言応答時間 652
応答メッセージ 653
テレビ電話時応答画像 654

プッシュ
トーク設定

番号通知設定 661
PT通信中着信設定 662

クローズ
動作設定

電話／テレビ電話 671
プッシュトーク 672

セルフモード 68
その他の
設定

プレフィックス設定 691  
サブアドレス設定 692
国際ダイヤル設定 693

機能メニュー 機能番号 セキュリティ

機能メニュー 機能番号
シークレットモード 71
FOMAカー
ド（UIM）設
定

PIN1コード入力設定 721
PIN1コード変更 722
PIN2コード変更 723

着信拒否／
許可設定

電話帳指定着信許可 731
電話帳指定着信拒否 732
電話帳登録外 733
非通知設定 734
公衆電話 735
通知不可能 736

発着信履歴
表示

着信履歴表示 741
リダイヤル表示 742

メール履歴
表示

メール送信履歴表示 751
メール受信履歴表示 752

ロック設定 オールロック 761
ダイヤル発信制限 762
PIMロック 763
ＩＣカードロック 764
まとめて簡単ロック設定 765

端末暗証番号変更 77
顔認証設定 78
データ
一括削除

ユーザデータ削除 791
シークレットデータ削除 792

その他の設定

機能メニュー 機能番号
初期設定 8
電話番号表示 0

データBOX

機能メニュー 機能番号
マイピクチャ 911
7モーション 912
メロディ 913
キャラ電 914
マイドキュメント 915
プリント指定（DPOF） 916

LifeKit

機能メニュー 機能番号
バーコードリーダー 921
赤外線受信 922
トルカ 923
ＩＣカード一覧 924
miniSD管理 miniSDデータ参照 9251

バックアップ／復元 9252
インポート 9253
管理情報の更新 9254

※ 確認画面が表示されたときは、［はい］を選んでtを押して
ください。

お申し込みが必要なオプション（月額使用料：有料）サービスです。
STEP１ 留守番電話サービスを開始する。
STEP２ お客様のFOMA端末に音声電話／テレビ電話がかかる。
STEP３ 音声電話／テレビ電話に出られないときは留守番電話

サービスセンターに接続される。
STEP４ 相手が用件を伝言メッセージに録音／録画する。
STEP５ 伝言メッセージを再生する。

お申し込みが必要なオプション（月額使用料：有料）サービスで
す。

miniSD管理 フォーマット 9255
USBモード設定 9256

文字読み取り 926
電話帳お預
かりサービ
ス

お預かりセンターに接続 9271
電話帳通信履歴表示 9272
電話帳内画像送信 9273

スケジュー
ル

スケジュール 9281
ToDoリスト 9282

便利機能 電卓 9291
テキストメモ 9292
タイマー 9293
アラーム 9294
音声／伝言メモ 9295

メディアツール

機能メニュー 機能番号
モバイルオーディオ 931
ボイスレコーダー 932
ブックリーダー 933
ドキュメントビューア 934
PDF対応ビューア 935

その他の機能

マナーモード　設定／解除 #１秒以上

機能メニュー 機能番号 公共モード（ドライブモード）　
設定／解除

*１秒以上

まとめて簡単ロック　設定／解除 t１秒以上
リダイヤルの表示 r
着信履歴の表示 q
ｉチャネル情報表示 o
アクティブマーカー p
ｉモードメニューの表示 i
ｉアプリ画面の表示 i１秒以上
伝言メモ／音声メモの機能 1１秒以上
メールメニューの表示 m
電話帳の表示 a
カメラ（静止画モード）起動 C
カメラ（動画モード）起動 静止画撮影画面で

C12
データBOX画面の表示 C１秒以上
サポートブック（内蔵） 待受画面で$
マルチアシスタント（マルチタ
スク）の起動

アプリ実行中に$

ショートカットメニューの登録［m］が表示されている
画面で$１秒以上

ピクチャーライト点灯 静止画撮影画面で
C41
動画撮影画面で
C31

ネットワークサービス

留守番電話サービス

留守番電話サービ
スの開始

待受画面でt4131

呼出時間を設定して
からサービスを開始

待受画面でt4132 
? 呼出秒数を入力 ? t

留守番電話サービ
スの停止

待受画面でt415

留守番メッセージ
の再生

待受画面でt412

音声ガイダンスで留守
番電話サービスを設定

待受画面でt417

新しい伝言メッ
セージの確認

待受画面でt411

留守番電話サービスの設
定を確認してから変更

待受画面でt416 ? C 
? 各設定

伝言メッセージ増加
時に着信音を鳴らす

待受画面でt4181 
? 1［ON］

伝言メッセージ
マークの消去

待受画面でt4182

着信通知の開始 待受画面でt4191
着信通知の停止 待受画面でt4192
着信通知開始設定確認 待受画面でt4193

キャッチホン

キャッチホンサービスの開始 待受画面でt421
キャッチホンサービスの停止 待受画面でt422
キャッチホンサービス
設定確認

待受画面でt423

通話中の音声電話を保
留にして、かかってき
た音声電話に出る

通話中に「ププ…ププ…」 ? 
s ? 通話 ? s ? 通話

通話中の音声電話を終
わらせて、かかってき
た音声電話に出る

通話中に「ププ…ププ…」 ? 
H ? s ? 通話

通話中の音声電話を保
留にして、別の相手に
音声電話をかける

通話中にダイヤル ? s ? 通
話 ? H ? s ? 通話
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お申し込みが必要なオプション（月額使用料：無料）サービスで
す。
STEP１ 転送先の電話番号を登録する。
STEP２ 転送でんわサービスを開始する。
STEP３ お客様のFOMA端末に電話がかかる。
STEP４ 電話に出られないときはあらかじめ登録した転送先

に自動的に転送される。

お申し込みが必要なオプション（月額使用料：無料）サービスです。

お申し込みなしでご利用いただけます（月額使用料：無料）。

お申し込みが必要なオプション（月額使用料：有料）サービスで
す。

転送でんわサービス

転送でんわサービスの
開始

待受画面でt431
31 ? 転送先電話番号の
入力 ? t ? 2 ? 呼出秒数を
入力 ? t ? 1

転送でんわサービスの
停止

待受画面でt432

転送先の変更 待受画面でt433
1 ? 転送先電話番号の修正 
? t ? 1

転送先が通話中のとき
留守番電話サービスで
応対

待受画面でt434

転送サービス設定確認 待受画面でt435
着信中／通話中にか
かってきた電話を転送
先へ転送

着信中／通話中にC2

迷惑電話ストップサービス

最後に着信応答した電
話番号を迷惑電話ス
トップサービスに登録

待受画面でt441

電話番号を選択して着
信拒否登録

待受画面でt442

登録した電話番号をす
べて削除

待受画面でt443

最後に登録した電話番
号１件のみを削除

待受画面でt444

拒否登録した電話番号
の件数を確認

待受画面でt445

番号通知お願いサービス

番号通知お願いサービ
スの開始

待受画面でt461

番号通知お願いサービ
スの停止

待受画面でt462

デュアルネットワークサービスを利用する

FOMA端末を使えるよ
うにする

待受画面でt521 ? 
ネットワーク暗証番号（４桁の
数字）を入力 ? t

設定内容確認 待受画面でt522

FOMAからご利用できるサービス

利用できるサービス 電話番号

コレクトコール（料金着信払通話） （局番なし）106
一般電話の番号案内およびドコモと
ご契約の携帯電話の番号案内（有料）

（電話番号の案内を希望されないお客
様については、ご案内できません。）

（局番なし）104

電報の発信（有料：電報料）午前８時～
午後10時

（局番なし）115

時報サービス（有料） （局番なし）117
天気予報（有料） 知りたい地域の

市外局番＋177
警察への緊急通報 （局番なし）110

消防・救急への緊急通報 （局番なし）119

海上で事件・事故が起きたときの緊急
通報

（局番なし）118

災害用伝言ダイヤル（有料） （局番なし）171

マーク一覧

メインディスプレイ上部

o

abce dfi gh

321 4 5 6 7 8 9

j k l m

qrst n

p

1 ] ：電波状態表示
2 7=AAB ：ｉモード／フルブラウザ表示
3 o ：SSL表示
4 GNIQ：ｉアプリ表示
5 m ：ショートカットメニュー表示
6 RSTUVWKX：制限表示
7 （̂グレー）̂ （ピンク）：

miniSDメモリーカード表示
8 "#$%／{：電池残量／充電中表示
9 時計表示
a Y ：ＩＣカードロック表示
b \ ：アラーム／スケジュールアラーム／ToDo

アラーム表示

c ] ：伝言メモ表示
D～P ：伝言メモ

d s ：イヤホンマイク接続表示
e _ ：公共モード（ドライブモード）表示
f [ ：サイレント表示
g b ：バイブレータ表示
h Z ：マナーモード表示
i x ：USBモード表示
j FOMAカードエラー表示

R ：FOMAカードが挿入されていない、または
FOMAカードに異常がある

B ：FOMAカード以外のカード挿入中
k g ：セルフモード表示
l a ：プッシュトーク表示
m Jt（緑色）t（赤色）u：

赤外線通信／外部機器通信中表示
n M（赤色）M（緑色）：ハンズフリー表示
o メモリ警告表示

O（黄色）：メモリの空きが1.2Mバイト未満
P（赤色）：メモリの空きが100Kバイト未満

p P ：視野切替表示
q トルカ表示

D（黄色）：未読トルカあり

r  ｉモードメール／SMS受信表示
U（青色）h ：未読メールあり
U（赤色）H ：受信メールがいっぱい
W ：センターにメールを保管中
X ：センターに保管中のメールがいっ

ぱい
[（赤文字）[（青文字）： SMS状態表示

s メッセージRアイコン、メッセージFアイコン表示
A／B ：未読メッセージR／Fあり
L／M ：受信メッセージR／Fがいっぱい
G／I ：センターにメッセージR／Fを保管中
S／T ：センターに保管中のメッセージR／

Fがいっぱい
t マルチタスク表示

※ 表示されるマークの詳しい説明は、取扱説明書の
P.28～P.30を参照してください。

サブディスプレイ

a 6k

j1 h e

9

t 87 ＜紛失時等の緊急連絡先＞

おまかせロックの設定/解除

s 0120-524-360

24時間受付

＜連絡先： ＞

＜連絡先： ＞

＜連絡先： ＞

※ ダイヤル番号をよくご確認の上、お間違いのな
いようにおかけください。

おまかせロック

その他緊急連絡先
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マナーもいっしょに携帯しましょう
FOMA端末を使用する場合は、周囲の方の迷惑にならないように注意しましょう。

■使用禁止の場所にいる場合
携帯電話を使用してはいけない場所があります。以下の場所では、必ずFOMA端末の電源を
切ってください。
★航空機内 ★病院内
※医用電気機器を使用している方がいるのは病棟内だけではありません。ロビーや待合室などでも、

必ず電源を切ってください。

■運転中の場合
運転中のFOMA端末のご使用は、安全な走行の妨げとなり危険です。
※車を安全なところに停車させてからご使用になるか、公共モード（ドライブモード）をご利用ください。

■満員電車の中など、植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器を装着した
方が近くにいる可能性がある場合
植込み型心臓ペースメーカおよび植込み型除細動器に悪影響を与えるおそれがあります。

■劇場・映画館・美術館など公共の場所にいる場合
静かにすべき公共の場所でFOMA端末を使用すると、周囲の方への迷惑になります。

■レストランやホテルのロビーなどの静かな場所でFOMA端末を使用する場合は、声
の大きさなどに気を付けましょう。

■街の中では、通行の妨げにならない場所で使用しましょう。

こんな場合は必ず電源を切りましょう

使用する場所や声・着信音の大きさに注意しましょう

プライバシーに配慮しましょう

t カメラ付き携帯電話を利用して撮影や画像送信を行う際は、プライバシーなどにご配慮ください。

かかってきた電話に応答しない設定や、FOMA端末から鳴る音を消す設定など、便利な機能がありま
す。

●マナーモード（nP.135）／オリジナルマナーモード（nP.136）
ボタン確認音・着信音などFOMA端末から鳴る音を消し、伝言メモが機能します（マナーモー
ド）。マナーモード設定時に、自動的に設定される機能（伝言メモ、バイブレータ、マイク感度
アップ、着信音、メール着信音、ボタン確認音、電池残量警告音、マナー再生）のON（設定）／
OFF（解除）を設定することもできます（オリジナルマナーモード）。

●公共モード（ドライブモード）（nP.68）
電話をかけてきた相手の方に、運転中のため電話に出られないことをお知らせするガイダン
スを流し、電話を切ります。電話がかかってきても着信音が鳴らないので、安全に運転できま
す。

●着信バイブレータ（nP.133）
電話がかかってきたことを、振動で知らせます。

●伝言メモ（nP.71）
電話に出られない場合に、電話をかけてきた相手の方の用件を録音します。

※その他にも、留守番電話サービス（nP.396）、転送でんわサービス（nP.399）などのオプション
サービスが利用できます。

こんな機能が公共のマナーを守ります
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◎公共の場所で携帯電話をご利用の際は、周囲の方への心くばりを忘れずに。

古紙配合率100％再生紙を使用しています。 大豆油インキを使用しています。

環境保全のため、不要になった電池はNTT DoCoMo 
または代理店、リサイクル協力店などにお持ちください。

� ドコモの携帯電話、PHSからの場合

� 一般電話などからの場合

※ 携帯電話、PHSからもご利用になれます。

� ダイヤルの番号をよくご確認のうえ、お間違いのないように 
おかけください。

総合お問い合わせ先
〈DoCoMo インフォメーションセンター〉

故障お問い合わせ先

（局番なしの） 151（無料）

0120-800-000

※ 一般電話などからはご利用できません。

� ドコモの携帯電話、PHSからの場合

�  一般電話などからの場合

※ 携帯電話、PHSからもご利用になれます。

� ダイヤルの番号をよくご確認のうえ、お間違いのないように 
おかけください。

� なお、詳しくはFOMA端末などに添付の「全国サービス 
ステーション一覧」でご確認ください。

（局番なしの） 113（無料）

0120-800-000

※ 一般電話などからはご利用できません。

※ ｉ モードからご利用になる場合、「ネットワーク暗証番号」が必要となります。
※ ｉ モードからご利用いただく場合のパケット通信料は無料です。海外からのアクセスの場合は有料となります。 
※ パソコンからご利用になる場合、「DoCoMo ID／パスワード」が必要となります。
※ 「ネットワーク暗証番号」および「DoCoMo ID／パスワード」をお持ちでない方・お忘れの方は下記総合お問い合わせ先にご
相談ください。

※ ご契約内容によってはご利用いただけない場合があります。
※ システムメンテナンスなどにより、ご利用になれない場合があります。

「ドコモeサイト」では住所変更、料金プラン変更などの各種お手続き、資料請求を承っております。

TINSJA188AFZH
07A 66.5 DS SM484　
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 ｉモードから ｉMenu　  料金&お申込・設定　 ドコモeサイト   パケット通信料無料　 

 パソコンから  My DoCoMo（http://www.mydocomo.com/）　 各種手続き（ドコモeサイト）
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データ通信マニュアルについて

本マニュアルでは、FOMA SH902iSでデータ通信をする際に必要な事項についての説明をはじめ、CD-

ROM内の「SH902iS通信設定ファイル（ドライバ）」「FOMA PC設定ソフト」のインストール方法などを

説明しています。

Windows XPの操作について

本マニュアルでは、Windows XP Service Pack 2 に対応した内容となっております。お使いの環境に

よっては操作手順や画面が一部異なる場合があります。

’06.5（1版）
TINSJA232AFZZ
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データ通信マニュアル dv35.fm

FOMA端末の通信形態は、パケット通信、64Kデータ

通信、データ転送の３つに分類されます。
FOMA端末はFAX通信をサポートしていません。

FOMA端末をmusea、sigmarionⅡ、sigmarionⅢと接

続してデータ通信を行うことができます。musea、

sigmarionⅡを使用する場合は、アップデートしてご利

用ください。

アップデートの方法などの詳細については、ドコモの

ホームページを参照してください。

FOMA端末は、Remote Wakeupには対応していません。

パケット通信
送受信したデータ量に応じて課金されます。ネット

ワークに接続中でもデータの送受信を行っていない

ときは通信料がかからないので、ネットワークに接

続したまま必要なときにデータの送受信を行うとい

う使いかたができます。ドコモのインターネット接

続サービス「mopera U」／「mopera」など、FOMAの

パケット通信に対応したアクセスポイントを利用し

て、送信最大64kbps、受信最大384kbpsの速度で

データ通信できます。（通信環境や、電波などが混み

合った状態の影響により通信速度が変化するベスト

エフォートによる提供です。）

パケット通信はFOMA端末とパソコンなどを接続し

て、各種設定を行うと利用できます。メールの文字

データの送受信など、比較的少ないデータ量を高速

でやりとりする場合に適しています。

データ量の大きいファイルの送受信を行った場合、

通信料金が高額になりますので、ご注意ください。

FOMA端末では、パソコンなどによるパケット通信

と音声電話を同時に利用できます。

64Kデータ通信
接続している時間に応じて課金されます。ドコモの

インターネット接続サービス「mopera U」／

「mopera」など、FOMA 64Kデータ通信に対応したア

クセスポイント、またはISDNの同期64Kアクセスポ

イントを利用します。

64Kデータ通信はFOMA端末とパソコンなどを接続

して、各種設定を行うと利用できます。データBOXコ

ンテンツのダウンロードなど、比較的データ量の多い

送受信を行う場合に適しています。

データ転送
FOMA USB接続ケーブル（別売）や赤外線を使って

データを転送、交換する、課金が発生しない通信形態

です。電話帳、送受信メール、ブックマークなどの

データを送受信できます。

FOMA端末と他のFOMA端末や携帯電話を接続する

場合は、赤外線通信を使います。パソコンなどを接続

する場合は、赤外線通信とFOMA USB接続ケーブル

を使う方法があります。

インターネットサービスプロバイダの利
用料について

インターネットをご利用の場合は、ご利用になるイ

ンターネットサービスプロバイダに対する利用料が

必要になります。この 利用料は、FOMAサービスの

利用料とは別に、インターネットサービスプロバイ

ダにお支払いいただきます。利用料の詳しい内容に

ついては、ご利用のインターネットサービスプロバ

イダにお問い合わせください。

ドコモのインターネット接続サービス「mopera 

U」／「mopera」をご利用いただけます。「mopera U」

をご利用いただく場合は、お申し込みが必要（有料）

となります。「mopera」をご利用いただく場合は、お

申し込み不要、月額使用料無料です。

接続先（インターネットサービスプロバ
イダなど）の設定について

パケット通信と64Kデータ通信では接続先が異なり

ます。パケット通信を行うときは、FOMAパケット通

信対応の接続先、64Kデータ通信を行うときは

FOMA 64Kデータ通信、またはISDN同期64K対応の

接続先をご利用ください。
DoPaのアクセスポイントには接続できません。

PIAFSなどのPHS64K/32Kデータ通信のアクセスポイン

トには接続できません。

ユーザー認証について
接続先によっては、接続時にユーザー認証（IDとパス

ワード）が必要な場合があります。その場合は、通信

ソフト（ダイヤルアップネットワーク）でIDとパス

ワードを入力して接続してください。IDとパスワー

ドは接続先のインターネットサービスプロバイダま

たは接続先のネットワーク管理者から付与されま

す。詳しい内容については、インターネットサービス

プロバイダ、または接続先のネットワーク管理者に

お問い合わせください。

パケット通信および64Kデータ通信の条件
FOMA端末で通信を行うには、以下の条件が必要に

なります。
FOMA USB接続ケーブルに対応したパソコンであるこ

と

FOMAサービスエリア内であること

パケット通信の場合、アクセスポイントがFOMAのパ

ケット通信に対応していること

64Kデータ通信の場合、接続先がFOMA 64Kデータ通信、

またはISDN同期64Kに対応していること

ただし、前述の条件が整っていても、基地局が混雑し

ていたり、電波状況などにより通信ができないこと

があります。

データ通信について

FOMA端末から利用できるデータ通信
について

ご利用にあたっての留意点

お知らせ

パケット接続を行う場合は、FOMA端末と接続する機器
がJATE（財団法人電気通信端末機器審査協会）の認定品
である必要があります。
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パソコンとFOMA端末を接続して、パケット通信お

よび64Kデータ通信を利用する場合の準備について

説明します。以下のような流れになります。

※ FOMAでインターネットをするには、ブロードバンド接

続や国際ローミング等に対応した「mopera U」（お申し込

み必要）が便利です。使用した月だけ月額使用料がかかる

プランもございます。また、お申し込みが不要で今すぐイ

ンターネットに接続できる「mopera」もご利用いただけ

ます。

データ通信用語集

APN（Access Point Name）
インターネットサービスプロバイダや企業
内LANを識別する文字列。ドコモのイン
ターネット接続サービスmopera Uは

「mopera.net」、moperaは「mopera.ne.jp」が
APNとなります。

cid（Context Identifier）
FOMA端末にAPNを登録するときに割り当
てる登録番号。FOMA端末では１番から10
番まで使えます。

DNS（Domain Name System）
ドメインネーム（例：nttdocomo.co.jp）を、コ
ンピュータで使うIPアドレスに変換するシ
ステムのこと。

IrDA（Infrared Data Association）
赤外線通信に関する規格を制定している組
織の名称。

IrMC（Ir Mobile Communications）
携帯電話どうしやPDA（携帯情報端末）間で
データを転送する目的で作られた規格。
IrMCに準拠した赤外線端子を持つ携帯電話
どうしやPDAとの間で、電話番号やスケ
ジュールをやりとりできます。

OBEX（Object Exchange）
データ通信の国際規格の１つ。OBEXに対応
している携帯電話、パソコン、デジタルカメ
ラ、プリンタなどの間で、データを送受信で
きます。

QoS（Quality of Service）
サービスの品質。通信時にユーザーの意図
どおりに、回線を利用するための技術。
FOMA端末では、接続するときの通信速度
などを設定できます。（nP.31、P.37）

W-CDMA
世界標準規格として認定された第三世代移
動通信システム（IMT-2000）の１つ。
FOMA端末は、W-CDMA規格に準拠してい
ます。

W-TCP
FOMAネットワークでパケット通信を行う
際に、TCP/IPの伝送能力を最大限に生かす
ためのTCPパラメータです。FOMA端末の
通信性能を最大限に活用するには、この通
信設定が必要です。

パソコンの管理者権限を持ったユーザー
Windows XP、2000 Professionalを使用する
ときに、OSのシステムなどすべてにアクセス
できる権限のこと。１台のパソコンに最低１
人は、パソコンの管理者権限を持つユーザー
が設定されています。通常、パソコンの管理者
権限がないユーザーは、ドライバ、ソフトなど
のインストールおよびアンインストールがで
きません。

データ通信の準備の流れ

パソコンとFOMA端末を接続する（nP.3）

通信設定ファイルをインストールする（nP.4）

Windows 
XPを

お使いの
とき

Windows 
2000 

Professional
をお使い
のとき

Windows 
Meを

お使いの
とき

Windows 
98を

お使いの
とき

インストー
ルする

P.4 P.5 P.5 P.6

インストー
ル後の

確認をする
P.6 P.6 P.6 P.6

FOMA PC設定ソフトを
インストールする（nP.8）

かんたん設定でパケット
通信の設定をする

mopera Uまたは

mopera※（nP.11）

その他のプロバイダ

（nP.12）

かんたん設定で64Kデー
タ通信の設定をする

mopera Uまたは

mopera※（nP.13）

その他のプロバイダ

（nP.14）

接続する（nP.15）

FOMA PC設定ソフトを使わずに通
信の設定をする

パケット通信（nP.17）

64Kデータ通信

（nP.17）

接続する（nP.25）
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FOMA端末をパソコンに接続してデータ通信を行うに

は、添付のCD-ROMから通信設定ファイルをインストー

ルする必要があります。（nP.4～P.7）

添付のCD-ROMからFOMA PC設定ソフトをパソコン

にインストールして使うと、FOMA端末とパソコンを

接続して行うパケット通信や、64Kデータ通信に必要

なさまざまな設定を、簡単に行うことができます。

（nP.8）

また、FirstPass PCソフトは、FirstPass対応の

FOMA端末より取得したユーザ証明書を利用してパ

ソコンのWebブラウザからFirstPass対応サイトにア

クセスできるようにしたものです。

詳しくはCD-ROM内のFirstPassManualをご覧くださ

い。「FirstPassManual」（PDF形式）をご覧になるには、

Adobe Reader（バージョン6.0以上を推奨）が必要です。

お使いのパソコンにインストールされていない場合は、

アドビシステムズ株式会社のホームページから最新版

をダウンロードできます（別途通信料がかかります）。詳

しくはアドビシステムズ株式会社のホームページを参

照してください。

通信設定ファイル・FOMA PC設定ソフトは、以下の

動作環境でご利用ください。

※１ USBポート（USB仕様1.1/2.0に準拠）が必要です。

※２ OSアップグレードからの動作は保証いたしかねます。

※３ 必要メモリ・ハードディスク容量は、「FOMA PC設定

ソフト」に関する動作環境です。なお、パソコンのシス

テム構成によって異なる場合があります。

FirstPass PCソフトは、以下の動作環境でご利用く

ださい。

※ 必要メモリ・ハードディスク容量は、パソコンのシステム

構成によって異なる場合があります。

動作環境によってはご使用になれない場合があります。

また、上記の動作環境以外でのご使用による問い合わせ

および動作保証は、当社では責任を負いかねますのであ

らかじめご了承ください。

パソコンとFOMA端末は、電源が入っている状態で

接続してください。通信設定ファイルがインストー

ルされている場合には、FOMA端末の画面に［ ］

が表示されます。

1 FOMA USB接続ケーブル（別売）の
FOMA端末側コネクタをFOMA端末
の外部接続端子に差し込む。（①）

2 FOMA USB接続ケーブルのパソコン
側コネクタをパソコンのUSBコネク
タに差し込む。（②）

はじめてパソコンに接続する場合は、FOMA USB

接続ケーブルが差し込まれたことを自動的に認識

し、ウィザード画面が表示されます。（nP.4）

通信設定ファイルについて

お知らせ

インストールに失敗してP.7の操作３の各画面で［FOMA 

SH902iS］のデバイス名が表示されていない場合は、通信

設定ファイルをアンインストールし（nP.7）、もう一度

インストールしてください。

何らかの原因により、パソコンがFOMA端末を認識でき

なくなった場合は、通信設定ファイルをアンインストー

ルし（nP.7）、もう一度インストールしてください。

自動検索の設定などで、誤って異なるOSのドライバを

インストールすると、正しく動作しません。通信設定

ファイルをアンインストールし（nP.7 ）、もう一度イ

ンストールしてください。

FOMA PC設定ソフト／FirstPass PCソ
フトについて

動作環境の確認

項 目 必要環境

パソコン本体※１ PC/AT互換機

OS※２ Windows 98、Windows Me、Windows 
2000 Professional、Windows XP（各日本
語版）

必要メモリ※３ Windows 98、Windows Me：32MB以上
Windows 2000 Professional：64MB以上
Windows XP：128MB以上

ハードディスク
容量※３

5MB以上の空き容量

項 目 必要環境

パソコン本体 PC/AT互換機

OS Windows 98SE、Windows Me、
Windows 2000 Professional、
Windows XP（各日本語版）

（Windows 98には対応していません。）

必要メモリ※ Windows 98SE、Windows Me、
Windows 2000 Professional：
32MB以上
Windows XP：128MB以上

ハードディスク※ 10MB以上の空き容量

ブラウザ Internet Explorer 5.5以上
Windows XPの場合はInternet 
Explorer 6.0以上

パソコンとFOMA端末を接続する

FOMA USB接続ケーブルで接続する

矢印面を上にする

外部接続端子カバーを
開ける

FOMA USB
接続ケーブル

①
②
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Windows XPにインストールする
パソコンの管理者権限を持ったユーザーでインス

トールしてください。

1 添付のCD-ROMをパソコンにセット
する。

ランチャ画面（nP.9）が表示された場合は、画面

を終了してください。（閉じてください。）この画面

はCD-ROMをパソコンにセットすると自動的に表

示されますが、お使いのパソコンの設定によって

は表示されないことがあります。

2 FOMA端末をパソコンに接続する。
ウィザードの開始画面が表示されます。

3［いいえ、今回は接続しません］を選ん
で［次へ］をクリックする。

お使いのパソコンにより、この画面が表示されな

い場合があります。

4［一覧または特定の場所からインス
トールする（詳細）］を選んで［次へ］を
クリックする。

検索場所の指定画面が表示されます。

5 検索するフォルダを指定する。

S［次の場所で最適のドライバを検索する］を選ぶ。

T［次の場所を含める］を選んで［参照］をクリックす

る。

次のディレクトリを指定します。

＜CD-ROMドライブ名＞:¥USBDRV

U［次へ］をクリックする。

インストールが開始されます。インストールが終了

すると検索ウィザードの完了画面が表示されます。

6［新しいハードウェアの検索ウィザー
ドの完了］が表示されたら、［完了］をク
リックする。

インストールが終了し、次のドライバの検索画面

が表示されます。

7 引き続き他のドライバをインストール
する。

以降、操作３～６をくり返し行い、以下のドライバ

を順にインストールします。

①モデムドライバ ②OBEXポートドライバ

③コマンドポートドライバ

すべてのドライバのインストールが完了すると、

タスクバーのインジケータから［新しいハード

ウェアがインストールされ、使用準備ができまし

た］というポップアップメッセージが数秒間表示

されます。

インストールされるデバイスの種類とデバイス名

を確認してください。（nP.6）

お知らせ

FOMA端末を卓上ホルダで充電しながら接続すること

もできます。

データ通信中にFOMA USB接続ケーブルを外さないで

ください。データの送受信ができないだけでなく、デー

タが失われることがあります。

通信設定ファイルをインストー
ルする

通信設定ファイル（ドライバ）をインス
トールする

取り外しかた
S FOMA USB接続ケーブルのFOMA端末側のリリー

スボタンを押した状態（①）で、FOMA端末からコネ

クタを水平に引き抜く（②）。無理に引っ張ると故障

の原因となります。

T パソコンからFOMA USB接続ケーブルのコネク

タを抜く。

リリースボタン

リリースボタン
①

②
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Windows 2000 Professionalにインス
トールする

パソコンの管理者権限を持ったユーザーでインス
トールしてください。

1 添付のCD-ROMをパソコンにセット
する。

ランチャ画面（nP.9）が表示された場合は、画面

を終了してください。（閉じてください。）この画面

はCD-ROMをパソコンにセットすると自動的に表

示されますが、お使いのパソコンの設定によって

は表示されないことがあります。

2 FOMA端末をパソコンに接続し、［次
へ］をクリックする。

検索方法の選択画面が表示されます。

3［デバイスに最適なドライバを検索す
る（推奨）］を選んで［次へ］をクリック
する。

検索場所の指定画面が表示されます。

4［場所を指定］を選んで［次へ］をクリッ
クする。

コピー元の指定画面が表示されます。

5 コピー元を指定して［OK］をクリック
する。

検索終了画面が表示されます。

コピー元には次のディレクトリを指定します。

＜CD-ROMドライブ名＞:¥USBDRV

［参照］をクリックした場合は、上記ディレクトリ

からいずれかのファイルを選んで［開く］をクリッ

クします。

6［ドライバファイルの検索　ハード
ウェアデバイスのドライバファイル検
索が終了しました。］が表示されたら、
［次へ］をクリックする。

インストールが開始されます。インストールが終了

すると検索ウィザードの完了画面が表示されます。

表示されるフォルダ名は、お使いのパソコンに

よって異なります。

7［完了］をクリックする。
インストールが終了し、次のドライバの検索画面

が表示されます。

8 引き続き他のドライバをインストール
する。

以降、［次へ］をクリックし、操作３～７をくり返し

行い、以下のドライバを順にインストールします。

①モデムドライバ ②OBEXポートドライバ

③コマンドポートドライバ

インストールされるデバイスの種類とデバイス名

を確認してください。（nP.6）

Windows Meにインストールする

1 添付のCD-ROMをパソコンにセット
する。

ランチャ画面（nP.9）が表示された場合は、画面

を終了してください。（閉じてください。）この画面

はCD-ROMをパソコンにセットすると自動的に表

示されますが、お使いのパソコンの設定によって

は表示されないことがあります。

2 FOMA端末をパソコンに接続し、［ド
ライバの場所を指定する（詳しい知識
のある方向け）］を選んで［次へ］をク
リックする。

検索場所の指定画面が表示されます。

3 検索するフォルダを指定する。

S［使用中のデバイスに最適なドライバを検索する

（推奨）］を選ぶ。

T［検索場所の指定］を選んで［参照］をクリックす

る。

次のディレクトリを指定します。

＜CD-ROMドライブ名＞:¥USBDRV

U［次へ］をクリックする。

インストール準備完了画面が表示されます。
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4［新しいハードウェアの検索ウィザー
ドの開始］が表示されたら、［次へ］をク
リックする。

インストールが開始されます。インストールが終了

するとウィザードの完了画面が表示されます。

表示されるフォルダ名はお使いのパソコンによっ

て異なります。

5［完了］をクリックする。
インストールが終了し、次のドライバの検索画面

が表示されます。

6 引き続き他のドライバをインストール
する。

以降、［次へ］をクリックし、操作３～５をくり返し

行い、以下のドライバを順にインストールします。

①モデムドライバ ②OBEXポートドライバ

③コマンドポートドライバ

インストールされるデバイスの種類とデバイス名

を確認してください。

Windows 98にインストールする

1 添付のCD-ROMをパソコンにセット
する。

ランチャ画面（nP.9）が表示された場合は、画面

を終了してください。（閉じてください。）この画面

はCD-ROMをパソコンにセットすると自動的に表

示されますが、お使いのパソコンの設定によって

は表示されないことがあります。

2 FOMA端末をパソコンに接続し、［次
へ］をクリックする。

検索方法の選択画面が表示されます。

3［使用中のデバイスに最適なドライバを
検索する（推奨）］を選んで［次へ］をク
リックする。

検索場所の指定画面が表示されます。

4 検索するフォルダを指定する。
S［検索場所の指定］を選んで［参照］をクリックする。

次のディレクトリを指定します。

＜CD-ROMドライブ名＞:¥USBDRV

T［次へ］をクリックする。

インストールを確認する画面が表示されます。

5［更新されたドライバ（推奨）］を選んで
［次へ］をクリックする。

インストール準備完了画面が表示されます。

6［次のデバイス用のドライバファイル
を検索します。］が表示されたら、［次
へ］をクリックする。

インストールが開始されます。

表示されるフォルダ名はお使いのパソコンによっ

て異なります。

7［新しいハードウェアデバイスに必要
なソフトウェアがインストールされま
した。］が表示されたら、［完了］をク
リックする。

インストールが終了し、次のドライバの検索画面

が表示されます。

8［次の新しいドライバを検索していま
す：］が表示されたら［次へ］をクリック
し、引き続き他のドライバをインス
トールする。

以降、［次へ］をクリックし、操作３～７（操作５を

除く）をくり返し行い、以下のドライバを順にイン

ストールします。

①モデムドライバ ②OBEXポートドライバ

③コマンドポートドライバ

インストールされるデバイスの種類とデバイス名

を確認してください。

FOMA端末がパソコンに正しく認識されていない場

合、設定および通信はできません。

＜例＞ Windows XPで確認するとき

1［スタート］メニュー→［コントロール
パネル］をクリックし、［システム］アイ
コンをダブルクリックする。

システムのプロパティ画面が表示されます。

Windows 2000 Professional、Me、98の場合

［スタート］メニュー→［設定］→［コントロールパ

ネル］の順に選んで［システム］アイコンをダブル

クリックします。

2［ハードウェア］タブをクリックし、［デ
バイスマネージャ］をクリックする。

デバイスマネージャ画面が表示されます。

インストールした通信設定ファイル（ド
ライバ）を確認する
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Windows 2000 Professionalの場合

［ハードウェア］タブをクリックし、［デバイスマ

ネージャ］をクリックします。

デバイスマネージャ画面が表示されます。

Windows Me、98の場合

［デバイスマネージャ］タブをクリックします。

デバイスマネージャ画面が表示されます。

3 各デバイスをクリックしてインストー
ルされたデバイス名を確認する。

［ポート（COMとLPT）］または［ポート（COM／

LPT）］、［ユニバーサルシリアルバスコントローラ］ま

たは［USB（Universal Serial Bus）コントローラ］、［モ

デム］の箇所に、インストールしたデバイス名がすべ

て表示されていることを確認します。

通信設定ファイルをインストールすると、以下の

ドライバがインストールされます。

※「COMx」の「x」は数値です。お使いのパソコンに

よって異なります。

通信設定ファイルのアンインストール手順を説明し

ます。OSによって画面表示などが異なります。
Windows XP、2000 Professionalで通信設定ファイルのア

ンインストールを行う場合は、必ずパソコンの管理者権限

を持ったユーザーで行ってください。それ以外のユーザー

が行うとエラーになります。

パソコンの管理者権限の設定操作については、各パソコン

メーカ、マイクロソフトにお問い合わせください。

添付のCD-ROMからアンインストールする
＜例＞ Windows XPでアンインストールするとき

1 添付のCD-ROMをパソコンにセット
する。

ランチャ画面（nP.9）が表示された場合は、画面

を終了してください。（閉じてください。）この画面

はCD-ROMをパソコンにセットすると自動的に表

示されますが、お使いのパソコンの設定によって

は表示されないことがあります。

2［スタート］メニュー→［ファイル名を
指定して実行］をクリックする。

［ファイル名を指定して実行］画面が表示されます。

3［＜CD-ROMドライブ名＞：
¥USBDRV¥SH902ISU.EXE］と入力
し、［OK］をクリックする。

Windows Me、98の場合

Windows XPの場合

Windows 2000 Professionalの場合

認識されるとこのように表示されます。

デバイスの種類 デバイス名

ポート（COM/LPT） FOMA SH902iS 
Command Port（COMx）
FOMA SH902iS OBEX 
Port（COMx）

モデム FOMA SH902iS

USB（Universal Serial 
Bus）コントローラ

FOMA SH902iS

インストールに失敗したとき、または操作３の画面
に［FOMA SH902iS］が表示されていないとき

アンインストールしてから再度インストールしてくださ

い。アンインストールの操作については「通信設定ファイ

ル（ドライバ）をアンインストールする」を参照してくだ

さい。

通信設定ファイル（ドライバ）をアンイ
ンストールする
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4［お使いのパソコンからFOMA SH902iSが
使用しているファイルをアンインストー
ルいたします］が表示されたら、［実行］を
クリックする。

通信設定ファイルのアンインストールが開始されます。

5［アンインストールが完了しました。］が
表示されたら、［完了］をクリックする。

通信設定ファイルのアンインストールが終了します。

Windows 98の場合

［今すぐ再起動しますか？］が表示されたら、［はい］を
クリックして、パソコンを再起動してください。

コントロールパネルからアンインストールする
＜例＞ Windows XPでアンインストールするとき

1［スタート］メニュー→［コントロールパ
ネル］をクリックし、［プログラムの追加
と削除］アイコンをクリックする。

［プログラムの追加と削除］画面が表示されます。

Windows 2000、Me、98の場合

［スタート］メニュー→［設定］→［コントロールパ
ネル］の順に選んで、［アプリケーションの追加と
削除］アイコンをダブルクリックします。

2［FOMA SH902iS USB］を選択して、
［変更と削除］をクリックする。

3 削除するプログラム名を確認して、［実
行］をクリックする。

通信設定ファイルのアンインストールが開始されます。

4［完了］をクリックする。

FOMA端末をパソコンに接続してパケット通信や

64Kデータ通信を行うには、通信に関するさまざま

な設定が必要です。FOMA PC設定ソフトを使うと、

簡単な操作で以下の設定ができます。

かんたん設定
メニューに従って操作することで、「FOMAデータ通

信用ダイヤルアップの作成」や「W-TCPの設定」など

を簡単に行います。

W-TCPの設定
［FOMAパケット通信］を利用する前に、パソコン内
の通信設定を最適化します。
通信性能を最大限に活用するには、［W-TCP設定］によ
る通信設定の最適化が必要です。

接続先（APN）の設定
パケット通信を行う際に必要な接続先（APN）の設定
を行います。
FOMAパケット通信の接続先には、64Kデータ通信
と異なり通常の電話番号は使用しません。あらかじ
め接続先ごとに、FOMA端末にAPN（Access Point 
Name）と呼ばれる接続先名を登録し、その登録番号

（cid）を接続先電話番号欄に指定して接続します。お
買い上げ時、cidの１番にはmoperaに接続するため
のAPN「mopera.ne.jp」が、cidの３番にはmopera Uに
接続するためのAPN「mopera.net」が登録されていま
すが、その他のプロバイダや企業内LANに接続する
場合はAPN設定が必要になります。
cid［Context Identifier］…

FOMA端末内に登録するパケット通信での接続

先（APN）を管理する番号のこと。FOMA端末に

APN登録をするときに設定します。

FOMA PC設定ソフトのインストールか
らインターネット接続までの流れ

FOMA PC設定ソフトの動作環境をご確認ください。
（nP.3）
STEP１ FOMA PC設定ソフトをインストールする

お使いのパソコンに、本機種より前に発売
されたFOMA端末に添付のW-TCP環境設
定ソフト（以後、旧［W-TCP設定ソフト］）、
およびFOMAデータ通信設定ソフト（以後、
旧［FOMAデータ通信設定ソフト］）、FOMA 
PC設定ソフトをインストールされている
場合は、あらかじめそれらのソフトをアン
インストールしてください。
FOMA PC設定ソフトは、データ通信対応の
すべてのFOMA端末で利用できます。

STEP２ 設定前の準備
設定を行う前に以下のことを確認してく
ださい。

FOMA端末とパソコンの接続（nP.3）

FOMA端末がパソコンに認識されているか

（nP.6）

STEP３ かんたん設定で通信の設定を行う
mopera Uまたはmoperaを利用したパケット通信

（nP.11）

その他のプロバイダを利用したパケット通信

（nP.12）

mopera Uまたはmoperaを利用した64Kデータ

通信（nP.13）

その他のプロバイダを利用した64Kデータ通信

（nP.14）

その他の設定は、P.17以降を参照してくだ
さい。

STEP４ 接続する（nP.15）
インターネットに接続します。

お知らせ

Windows Meの場合、通信設定ファイルをアンインス
トールしたあと、すぐにインストールし直してデータ通
信を行うと、パソコンなどの環境によっては正しく通信
できないことがあります。その場合は、FOMA USB接続
ケーブルを一度抜き差ししてからデータ通信を行って
ください。

FOMA PC設定ソフトによる通
信の設定

FOMA PC設定ソフトについて

お知らせ

FOMA PC設定ソフトを使わずに、パケット通信や64K

データ通信を設定することもできます。（nP.17）
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Windows XP、2000 ProfessionalでFOMA PC設定ソフト／

FirstPass PCソフトのインストールを行う場合は、必ずパ

ソコンの管理者権限を持ったユーザーで行ってください。

それ以外のユーザーが行うとエラーになります。

パソコンの管理者権限の設定操作については、各パソコン

メーカ、マイクロソフトにお問い合わせください。

インストールを始める前に、稼動中の他のプログラムが

ないことをご確認ください。ご使用中のプログラムがあ

る場合は、FOMA PC設定ソフトの［キャンセル］をクリッ

クし、使用中のプログラムを保存終了させたあと、インス

トールを再開してください。

＜例＞ Windows XPにインストールするとき
Windows XP以外をご使用のときは、画面の表示が異な

ります。

1 添付のCD-ROMをパソコンにセット
する。

2［FOMA PC設定ソフトのインストー
ル］をクリックする。

何らかの理由によりランチャ画面が表示されない

場合は、Windowsの［スタート］メニューで［ファイ

ル名を指定して実行］をクリックし、

［＜CD-ROMドライブ名＞：

¥FOMA_PCSET¥SETUP.EXE］と指定して［OK］を

クリックします。

FirstPass PCソフトをインストールする場合

ランチャ画面で［FirstPass PCソフトのインス

トール］をクリックします。

CD-ROM内のFirstPassPCSoftフォルダ内の

［FirstPassManual］の手順に従ってインストール

してください。

3［次へ］をクリックする。
旧［W-TCP設定ソフト］および旧［FOMAデータ通信

設定ソフト］がインストールされているという画面

や、すでに［FOMA PC設定ソフト］がインストール

されているという画面が表示された場合は、P.10を

参照してください。

4 内容を確認のうえ、契約内容に同意す
る場合は［はい］をクリックする。

FOMA PC設定ソフトの使用許諾契約書です。［いいえ］

をクリックすると、インストールは中止されます。

5［タスクトレイに常駐する］がEであるこ
とを確認し、［次へ］をクリックする。

セットアップ後、タスクトレイにW-TCP設定が常

駐します。（nP.15）

これは、W-TCP通信の最適化の設定・解除を操作

する機能で、常駐をおすすめします。

インストール後に常駐の設定は変更できます。

6 インストール先を確認し、［次へ］をク
リックする。

変更する場合は［参照］をクリックし、任意のイン

ストール先を指定して［次へ］をクリックしてくだ

さい。

7 プログラムフォルダのフォルダ名を確
認し、［次へ］をクリックする。

変更する場合はフォルダ名を入力して［次へ］をク

リックしてください。

お知らせ

FOMA端末がCOM20より大きい番号として認識されて

いる場合は、接続先（APN）設定の際、接続先（APN）の情

報の取得・書き込みができません。その場合は、ハイパー

ターミナルを使って、接続先（APN）の設定をしてくださ

い。（nP.17）

FOMA PC設定ソフト／FirstPass PCソ
フトをインストールする
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8［Installshield Wizardの完了］の画面
で［完了］をクリックする。

FOMA PC設定ソフトが起動します。

このまま各種設定を始められます。（nP.11）

FOMA PC設定ソフト インストール時の注意
旧「W-TCP設定ソフト」、旧「FOMAデータ
通信設定ソフト」または「FOMA PC設定ソ
フト」がインストールされている場合

旧「W-TCP設定ソフト」、旧「FOMAデータ通信設定

ソフト」または「FOMA PC設定ソフト」がインス

トールされている場合、警告画面が表示されます。

［OK］をクリックし、［アプリケーション（プログラ

ム）の追加と削除］より、これらのソフトをアンイン

ストールしてから、「FOMA PC設定ソフト」をイン

ストールしてください。

インストール途中で［キャンセル］をク
リックした場合

セットアップ途中で［キャンセル］や［いいえ］をク

リックし、インストールを中断した場合、セットアッ

プの中止画面が表示されます。インストールを継続

する場合は［いいえ］を、意図的に中止する場合は、

［はい］をクリックしてください。

アンインストールを実行する前に
FOMA PC設定ソフトをアンインストールする前に、FOMA

用に変更された通信設定を元に戻す必要があります。
Windows XP、2000 ProfessionalでFOMA PC設定ソフト／

FirstPass PCソフトのアンインストールを行う場合は、必

ずパソコンの管理者権限を持ったユーザーで行ってくだ

さい。それ以外のユーザーが行うとエラーになります。

パソコンの管理者権限の設定操作については、各パソコン

メーカ、マイクロソフトにお問い合わせください。

1 タスクトレイの［ ］を右クリックし、
［終了］をクリックする。

2 起動中のプログラムを終了させる。

FOMA PC設定ソフトやW-TCP設定ソフトが起動

中にアンインストールを実行しようとすると、上

のような画面が表示されます。アンインストール

プログラムを中断し、それぞれのプログラムを終

了させてください。

アンインストールする
＜例＞ Windows XPでアンインストールするとき

1［スタート］メニュー→［コントロールパ
ネル］をクリックし、［プログラムの追加
と削除］アイコンをクリックする。

プログラムの追加と削除画面が表示されます。

Windows 2000 Professional、Me、98の場合

［スタート］メニュー→［設定］→［コントロールパ

ネル］の順に選んで［アプリケーションの追加と削

除］アイコンをダブルクリックします。

アプリケーションの追加と削除画面が表示されます。

2［NTT DoCoMo FOMA PC設定ソフ
ト］を選んで［変更と削除］をクリック
する。

FirstPass PCソフトをアンインストールする場合

［FirstPass PCソフト］を選んで［変更と削除］をク

リックします。

Windows Me、98SEの場合

［追加と削除］をクリックします。

Windows 2000 Professionalの場合

［変更と削除］をクリックします。

3 削除するプログラム名を確認し、［は
い］をクリックする。

FOMA PC設定ソフトのアンインストールが開始

されます。

4［OK］をクリックする。
FOMA PC設定ソフトのアンインストールが終了します。

W-TCP最適化の解除

W-TCPが最適化されている場合は次の画面が表

示されます。

最適化の解除をする場合は、［はい］をクリックし

てください。

W-TCP最適化の解除は、再起動後に行われます。

FOMA PC設定ソフト／FirstPass PCソ
フトをアンインストールする

右クリック

クリック

［NTT DoCoMo FOMA PC設定ソフト］を選ぶ

ここをクリック
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この設定ソフトでは、表示される設問に対する選択・

入力を進めていくと、簡単にFOMA用ダイヤルアッ

プを作成できます。
設定を行う前にFOMA端末とパソコンが正しく接続され

ていることを確認してください。（nP.3）

1 プログラムを起動する。

［スタート］メニュー→［プログラム］（Windows 

XPの場合は、［すべてのプログラム］）→［FOMA 

PC設定ソフト］の順に選びます。

FOMA PC設定ソフトを起動すると上の画面が表

示されます。

タスクトレイからW-TCP設定を操作する場合

タスクトレイの［ ］をクリックし、W-TCP設定

を起動してください。（nP.15）

かんたん設定からパケット通信を選択す
る場合（mopera Uまたはmoperaを利用）

最大384kbpsの高速パケット通信※の設定を行いま

す。プロバイダは、ドコモのインターネット接続サー

ビスmopera Uまたはmoperaを利用します。
※【高速パケット通信】送受信したデータ量に応じて課金さ

れます。接続時間を気にせずデータ通信ができます。送信

最大64kbps、受信最大384kbps（一部機種を除く）の高速

パケット通信が可能です。通信環境や電波などが混み

合った状態の影響により通信速度が変化するベストエ

フォートによる提供です。パケット通信を利用して画像

を含むサイトやインターネットホームページの閲覧、

データのダウンロードなどのデータの多い通信を行う

と、通信料が高額になりますので、ご注意ください。

1 FOMA PC設定ソフトを起動し、［かん
たん設定］をクリックする。

2［パケット通信］を選んで［次へ］をク
リックする。

3［「mopera U」への接続］または
［「mopera」への接続］を選んで［次へ］
をクリックする。

mopera Uはお申し込みが必要な有料サービスで

す。mopera Uを選択すると、ご契約の確認メッ

セージが表示されます。

mopera Uまたはmopera以外のプロバイダをご利

用の場合（nP.12）

4［FOMA端末設定取得］の画面で［OK］
をクリックする。

パソコンに接続されたFOMA端末から接続先

（APN）設定を取得します。

しばらくお待ちください。

5 接続名を入力して［次へ］をクリックす
る。

［接続名］欄に任意の接続名を入力します。

次の記号（半角文字）は入力できません。

¥ / : ＊ ? ! < > ¦ ”

6［次へ］をクリックする。
mopera Uまたはmoperaをご利用の場合は、［ユー

ザー名］と［パスワード］については空欄でも接続

できます。

各種設定前の準備

各種設定の方法
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ご使用のOSがWindows XP、2000 Professionalの

場合は、使用可能なユーザーを選びます。

Windows XP、2000 Professionalの場合

Windows Me、98の場合

7［最適化を行う］がEであることを確認
し、［次へ］をクリックする。

パケット通信に必要なW-TCP設定を最適化しま

す。すでに最適化されている場合には、この画面は

表示されません。

8 設定情報を確認し、［完了］をクリック
する。

設定した内容が一覧画面で表示されます。設定内容

に誤りがないことを確認してください。

［デスクトップにダイヤルアップのショートカッ

トを作成する］がEのとき、ショートカットが自

動的に作成されます。

設定内容を変更する場合は［戻る］をクリックして

ください。

9［完了］の画面で［OK］をクリックす
る。

設定変更を有効にするためには、パソコンを再起動

する必要があります。再起動をする旨の画面が表示

された場合は、［はい］を選びます。

通信を行うには（nP.15）

かんたん設定からパケット通信を選択す
る場合（その他のプロバイダを利用）

最大384kbpsの高速パケット通信※の設定を行いま

す。
※ 高速パケット通信について（nP.11）

1 P.11の操作１～４を行う。
操作３の接続先は［その他］を選びます。

2 接続名を入力して［接続先（APN）設
定］をクリックする。

［接続名］欄に任意の接続名を入力します。

次の記号（半角文字）は入力できません。

¥ / : ＊ ? ! < > ¦ ”

お買い上げ時、［接続先（APN）の選択］には、

moperaに接続するための接続先（APN）、

［mopera.ne.jp］が設定されています。

［発信者番号通知を行う］をEにすると、通信実行

時に発信者番号を通知します。

高度な設定（TCP/IPの設定）

［詳細情報の設定］をクリックするとIPアドレス・

ネームサーバーの設定画面が表示されます。ご加入

のプロバイダや、社内LANなどのダイヤルアップ

情報として入力が必要な場合は、入力指示情報を元

に、各種アドレスを登録してください。

3 接続先（APN）を設定する。
お買い上げ時、cidの１番にはmoperaに接続する

ためのAPN「mopera.ne.jp」、cidの３番にはmopera 

Uに接続するためのAPN「mopera.net」が登録され

ています。

S［追加］をクリックする。

接続先（APN）の追加画面が表示されます。

T［接続先（APN）］にご利用のプロバイダの

FOMAパケット網に対応した接続先名（APN）

を正しく入力して［OK］をクリックする。

接続先（APN）設定画面に戻ります。

［接続先（APN）］には半角文字で、英数字、ハイフ

ン（-）、ピリオド（.）のみ入力できます。

※cidは10まで登録可能です。

4［接続先（APN）設定］の画面で［OK］を
クリックする。

操作２の画面に戻ります。［接続先（APN）の選択］

には、操作３で設定した接続先（APN）が表示され

ます。

5［接続先（APN）の選択］で接続先名
（APN）を確認し、［次へ］をクリックす
る。
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6 ユーザー名・パスワードを設定し、［次
へ］をクリックする。

ユーザー名・パスワードの設定は、プロバイダから

提供された各種情報を、大文字、小文字などに注意

し、正確に入力してください。

ご使用のOSがWindows XP、2000 Professionalの

場合は、使用可能なユーザーを選びます。

Windows XP、2000 Professionalの場合

Windows Me、98の場合

7［最適化を行う］がEであることを確認
し、［次へ］をクリックする。

パケット通信に必要なW-TCP設定を最適化しま

す。すでに最適化されている場合には、この画面は

表示されません。

8 設定情報を確認し、［完了］をクリック
する。

設定した内容が一覧画面で表示されます。設定内容

に誤りがないことを確認してください。

［デスクトップにダイヤルアップのショートカッ

トを作成する］がEのとき、ショートカットが自

動的に作成されます。

設定内容を変更する場合は［戻る］をクリックして

ください。

9［完了］の画面で［OK］をクリックす
る。

設定変更を有効にするためには、パソコンを再起動

する必要があります。再起動をする旨の画面が表示

された場合は［はい］を選びます。

通信を行うには（nP.15）

かんたん設定から64Kデータ通信を選択
する場合（mopera Uまたはmoperaを利
用）

64Kデータ通信※の設定を行います。プロバイダは、

ドコモのインターネット接続サービスmopera Uま

たはmoperaを利用します。
※【64Kデータ通信】接続していた時間に応じて課金されま

す。64kbpsの安定した通信速度によって快適なインター

ネットアクセスを実現できます。

1 P.11の操作１～４を行う。
操作２の接続方法は［64Kデータ通信］を選びま

す。

2 接続名の入力とモデムを選んで［次へ］
をクリックする。

［接続名］欄に任意の接続名を入力します。

次の記号（半角文字）は入力できません。

¥ / : ＊ ? ! < > ¦ ”

［モデムの選択］が［FOMA SH902iS］に設定され

ていることを確認してください。

3［次へ］をクリックする。
mopera Uまたはmoperaをご利用の場合は、［ユー

ザー名］と［パスワード］については空欄でも接続

できます。

ご使用のOSがWindows XP、2000 Professionalの

場合は、使用可能なユーザーを選びます。

Windows XP、2000 Professionalの場合
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Windows Me、98の場合

4 設定情報を確認し、［完了］をクリック
する。

設定した内容が一覧画面で表示されます。設定内容

に誤りがないことを確認してください。

［デスクトップにダイヤルアップのショートカッ

トを作成する］がEのとき、ショートカットが自

動的に作成されます。

設定内容を変更する場合は［戻る］をクリックして

ください。

5［完了］の画面で［OK］をクリックす
る。

通信を行うには（nP.15）

かんたん設定から64Kデータ通信を選択
する場合（その他のプロバイダを利用）

64Kデータ通信※の設定を行います。
※【64Kデータ通信】接続していた時間に応じて課金されま

す。64kbpsの安定した通信速度によって快適なインター

ネットアクセスを実現できます。

1 P.11の操作１～４を行う。
操作２の接続方法は［64Kデータ通信］、操作３の

接続先は［その他］を選びます。

2 各項目を設定し、［次へ］をクリックす
る。

ISDN同期64Kアクセスポイントを持つプロバイダ

に接続する場合は、ダイヤルアップ作成時に以下

の項目をそれぞれ登録します。

接続名：任意

モデムの選択：FOMA SH902iS

電話番号：

プロバイダ情報を元に正しく入力してください。

入力できる文字は次のとおりです。

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 A B C D P T W a b c d p t w 

! @ $ - . ( ) + ＊ # , &および半角スペース

［発信者番号通知を行う］をEにすると、通信実行

時に発信者番号を通知します。

高度な設定（TCP/IPの設定）

［詳細情報の設定］をクリックするとIPアドレス・

ネームサーバー設定画面が表示されます。ご加入の

プロバイダや、社内LANなどのダイヤルアップ情

報として入力が必要な場合は、入力指示情報を元

に、各種アドレスを登録してください。

3 ユーザー名・パスワードを設定し、［次
へ］をクリックする。

ユーザー名・パスワードの設定は、プロバイダから

提供された各種情報を、大文字、小文字などに注意

し、正確に入力してください。

ご使用のOSがWindows XP、2000 Professionalの

場合は、使用可能なユーザーを選びます。

Windows XP、2000 Professionalの場合

Windows Me、98の場合

4 設定情報を確認し、［完了］をクリック
する。

設定した内容が一覧画面で表示されます。設定内容

に誤りがないことを確認してください。

［デスクトップにダイヤルアップのショートカッ

トを作成する］がEのとき、ショートカットが自

動的に作成されます。

設定内容を変更する場合は［戻る］をクリックして

ください。

5［完了］の画面で［OK］をクリックす
る。
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1 デスクトップの接続アイコンをダブル
クリックする。

接続画面が表示されます。

接続アイコン名には、設定を

行ったときに作成した接続名

が表示されます。

2 接続を実行する。

Windows XPの画面です。他のOSをご使用のとき

は、画面の表示が異なります。

mopera Uまたはmoperaを選んだ場合は［ユー

ザー名］と［パスワード］については空欄でも接続

できます。

P.14の操作３で［ユーザー名］と［パスワード］を入

力した場合は、その情報が入力されています。

その他のプロバイダやダイヤルアップ接続の場合

は、［ユーザー名］と［パスワード］を入力して［ダイ

ヤル］をクリックします。

ユーザー名とパスワードを保存する項目をEに

すると、次回からは入力の必要がなくなります。

切断のしかた
インターネットブラウザを終了しただけでは切断さ

れない場合があります。確実に切断するには、次の操

作をしてください。

タスクトレイの［ ］をダブルクリッ
クし、［切断］をクリックする。

接続が切断されます。

W-TCPの役割
W-TCP設定ソフトはFOMAネットワークでパケッ

ト通信を行う際に、TCP/IPの伝送能力を最適化する

ためのTCPパラメータ設定ツールです。FOMA端末

の通信性能を最大限に活用するには、このソフト

ウェアによる通信設定が必要です。

最適化の設定と解除

Windows XPの場合
Windows XPの場合は、ダイヤルアップごとの最適

化設定が可能です。

1 FOMA PC設定ソフトを起動し、［W-
TCP設定］をクリックする。

タスクトレイからW-TCP設定を操作する場合

タスクトレイの［ ］をクリックし、W-TCP設定

を起動してください。

2 次の操作を行う。
システム設定が最適化されていない場合

次の画面が表示されます。

［最適化を行う］をクリックすると、W-TCP設定

（ダイヤルアップ）画面が表示されます。

最適化するダイヤルアップを選んで［実行］をク

リックすると、システム設定、ダイヤルアップ設定

それぞれの最適化が実行されます。

システム設定は、画面表示に従ってパソコンを再

起動したあと、最適化が有効になります。

設定した通信を実行する

お知らせ

デスクトップに接続アイコンがないとき
（Windows XP）
［スタート］メニュー→［すべてのプログラム］→［アクセ
サリ］→［通信］→［ネットワーク接続］をクリックする。

（Windows 2000 Professional）
［スタート］メニュー→［プログラム］→［アクセサリ］→
［通信］→［ネットワークとダイヤルアップ接続］をク
リックする。

（Windows Me、98）
［スタート］メニュー→［プログラム］→［アクセサリ］→
［通信］→［ダイヤルアップネットワーク］をクリックす
る。

FOMA端末には、パケット通信を実行すると発信中の画
面、64Kデータ通信を実行すると呼出中の画面がそれぞ
れ表示されます。

パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速度とは
異なる場合があります。

アイコンはOS
によって異な
ります。

W-TCP設定
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システム設定が最適化されている場合

次の画面が表示されます。

内容を変更する場合は設定を行ってください。

変更した内容はパソコンを再起動したあと、有効

になります。

最適化を解除する場合

W-TCP設定（ダイヤルアップ）画面で［システム設

定］をクリックします。

次の画面が表示されます。

［最適化を解除する］をクリックし、画面表示に

従ってパソコンを再起動したあと、最適化が解除

されます。

Windows 2000 Professional、Me、98の
場合

1「Windows XPの場合」の操作１を行う。

2 次の操作を行う。
システム設定が最適化されていない場合

次の画面が表示されます。

［最適化を行う］をクリックし、現在開いているす

べてのプログラムを終了させ、最適化設定を有効

にするために、再起動を実行してください。

システム設定が最適化されている場合

次の画面が表示されます。

FOMA端末以外での通信などの理由から設定を解

除する場合は、［最適化を解除する］をクリックし

てください。再起動を確認する画面が表示されま

す。現在開いているすべてのプログラムを終了し、

最適化解除を有効にするために、再起動を実行し

てください。

FOMA端末からの接続先（APN）情報の
読み込み

［接続先（APN）設定］

をクリックし、

FOMA端末設定取得画

面で［OK］をクリック

すると、接続され

たFOMA端末に自動

的にアクセスし、登録

されている接続先（APN）情報を読み込みます。

（FOMA端末が接続されていない場合は起動しませ

ん。）また、設定情報はツールバーから［ファイル］→

［FOMA端末から設定を取得］を順に選んでも読み込

むことができます。

接続先（APN）の追加・編集・削除
接続先（APN）を追加する場合

接続先（APN）設定画面で、［追加］をクリックします。

登録済みの接続先（APN）を編集または
修正する場合

接続先（APN）設定画面で、対象の接続先（APN）を一

覧から選んで［編集］をクリックします。

登録済みの接続先（APN）を削除するに
は

接続先（APN）設定画面で、対象の接続先（APN）を一

覧から選んで［削除］をクリックします。
番号（cid）の１と３に登録されている接続先（APN）は削

除できません。（番号（cid）の３を選択して、「削除」をク

リックしても、実際には削除されず、「mopera.net」に戻り

ます。）

ファイルへの保存
FOMA端末に登録された接続先（APN）設定のバッ

クアップや編集中の接続先（APN）設定を保存したい

場合は、ツールバーの［ファイル］からの操作で、接続

先（APN）設定の保存ができます。

接続先（APN）の設定
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ファイルからの読み込み
保存された接続先（APN）設定を再編集したり、

FOMA端末に書き込みたい場合には、ツールバーの

［ファイル］からの操作で、パソコンに保存されてい

る接続先（APN）設定を読み込むことができます。

FOMA端末への接続先（APN）情報の書
き込み

接続先（APN）設定画面で、［FOMA端末へ設定を書

き込む］をクリックすると、表示されている接続先

（APN）設定をFOMA端末に書き込むことができま

す。

ダイヤルアップ作成機能
接続先（APN）設定画面で追加・編集された接続先

（APN）を選んで［ダイヤルアップ作成］をクリックし

ます。FOMA端末への書き込み確認画面が表示され

ますので、［はい］をクリックしてください。接続先

（APN）への書き込み終了後、パケット通信用ダイヤ

ルアップの作成画面が表示されます。

任意の接続名を入力して［アカウント・パスワードの

設定］をクリックします。（mopera Uまたはmoperaを

ご利用の場合は、空欄でも接続できます。）

［ユーザー名］と［パスワード］を入力して（Windows 

XP、2000 Professionalの場合は使用可能ユーザーを

選んで）［OK］をクリックしてください。

ご利用のプロバイダより、IPおよびDNS情報の設定

が指示されている場合、パケット通信用ダイヤル

アップの作成画面で［詳細情報の設定］をクリック

し、必要な情報を登録後、［OK］をクリックしてくだ

さい。

設定を入力後、［FOMA端末へ設定を書き込む］をク

リックして、上書きを確認してから、書き込みを実行

してください。

FOMA PC設定ソフトを使わずに、パケット通信／

64Kデータ通信を設定する方法について説明します。

設定を行うためには、ATコマンドを入力するための

通信ソフトが必要です。ここではWindows標準添付

の「ハイパーターミナル」を使って説明します。
ATコマンドで設定する操作は、以下のような流れになり

ます。

64Kデータ通信の場合、接続先（APN）の設定はありませ

ん。

パケット通信を行う場合の接続先（APN）を設定しま

す。最大10件まで登録できます。接続先は１～10の

cid（nP.18）という番号で管理されます。お買い上

げ時、cidの１番にはmoperaに接続するためのAPN

「mopera.ne.jp」、cidの３番にはmopera Uに接続する

ためのAPN「mopera.net」が設定されていますので、

cid2、４～10に接続先（APN）を登録してください。
登録したcidはダイヤルアップ接続設定での接続番号と

なります。

mopera Uまたはmopera以外の接続先（APN）については、

インターネットサービスプロバイダまたはネットワーク

管理者にお問い合わせください。

＜例＞ Windows XPの場合

1 FOMA端末をパソコンに接続する。

2［スタート］メニュー→［すべてのプロ
グラム］→［アクセサリ］→［通信］→［ハ
イパーターミナル］の順に選ぶ。

ハイパーターミナルが起動します。

Windows 2000 Professional、Meの場合

［スタート］メニュー→［プログラム］→［アクセサ

リ］→［通信］→［ハイパーターミナル］の順に選び

ます。

FOMA PC設定ソフトを使わな
い通信の設定

パケット通信と64Kデータ通信の設定手順

お知らせ

パケット通信／64Kデータ通信の設定をする前に通信

設定ファイルをインストールしてください。（nP.4）

ATコマンドとは、モデム制御用のコマンドです。

FOMA端末はATコマンドに準拠し、さらに拡張コマンド

の一部や独自のATコマンドをサポートしています。

ドコモのインターネット接続サービスmopera Uまたは

moperaをご利用になる場合、お買い上げ時に設定され

ているため、接続先（APN）の設定は不要です。

発信者番号通知の設定は必要に応じて設定してくださ

い。（mopera Uまたはmoperaをご利用の場合、［通知］に

設定する必要があります。）お買い上げ時は、［設定なし］

に設定されています。

その他の設定は必要に応じて設定してください。お買い

上げ時のままでも利用できます。

接続先（APN）の設定

ATコマンドをサポートする通信ソフトを起動する
（操作２～５）

ダイヤルアップ
ネットワークを
設定する

（nP.19）

通信ソフトを終了する（nP.18の操作７）

接続先（APN）の
設定をする

（nP.18の
操作６～７）

発信者番号通知／
非通知を設定する

（nP.18）
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Windows 98の場合

［スタート］メニュー→［プログラム］→［アクセサ

リ］→［通信］→［ハイパーターミナル］→

［hypertrm.exe］の順に選びます。

3［名前］に接続先名など任意の名前を入
力して［OK］をクリックする。

電話番号の詳細設定画面が表示されます。

4［接続方法］から［FOMA SH902iS］を
選んで［電話番号］に実在しない電話番
号（［０］など）を仮入力して、［OK］をク
リックする。

市外局番には、Windowsに設定されている値［03］

などが表示されますが、接続先（APN）の設定とは

関係ありませんので、任意の値を設定してくださ

い。

5 接続画面が表示されたら、［キャンセ
ル］をクリックする。

6 接続先（APN）を入力してoを押す。

「AT+CGDCONT=<cid>, "PPP","APN"」の形式で入

力します。（nP.31）

<cid> : ２、４～10までのうち任意の番号を入力

します。

"PPP" : そのまま"PPP"と入力します。

"APN" : 接続先（APN）の名称を" "で囲んで入力し

ます。

［OK］と表示されると、APNの設定は完了です。

現在の接続先（APN）設定を確認したい場合は

「AT+CGDCONT?o」と入力すると、接続先

（APN）設定が一覧画面で表示されます。

ATコマンドを入力しても画面に何も表示さ

れない場合

ATE1o
詳しくは、P.33を参照してください。

ATコマンドで接続先（APN）設定をリセット

する場合

AT+CGDCONT=o： すべてのcidをリセット

します

AT+CGDCONT=<cid>o：特定のcidのみリセット

します

リセットした場合、<cid>=１は「mopera.ne.jp」（初期

値）、<cid>=3は「mopera.net」（初期値）に戻り、

<cid>=２、４～10の設定は未登録になります。

ATコマンドで接続先（APN）設定を確認する

場合

AT+CGDCONT?o
詳しくは、P.31を参照してください。

7［OK］が表示されていることを確認し、
［ファイル］メニューから［ハイパー
ターミナルの終了］を選ぶ。

ハイパーターミナルが終了します。

［セッション×××を保存しますか？］と表示され
ますが、保存する必要はありません。

発信者番号はお客様の大切な情報です。通知する際

には十分にご注意ください。

1 P.17の操作１～５を行う。

発信者番号の通知／非通知を設定する
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2 パケット通信時の発信者番号の通知
（186）／非通知（184）を設定する。

「AT*DGPIR=<n>」の形式で入力します。

（nP.30）

AT*DGPIR=1o：

パケット通信確立時、接続先（APN）に「184」を

付けて接続します。

AT*DGPIR=2o：

パケット通信確立時、接続先（APN）に「186」を

付けて接続します。

3［OK］が表示されたことを確認する。

ダイヤルアップネットワークでの通知／
非通知設定について

ダイヤルアップネットワークの設定でも、接続先の

番号に「186」（通知）／「184」（非通知）を付けること

ができます。

*DGPIRコマンド、ダイヤルアップネットワークの設

定の両方で「186」（通知）／「184」（非通知）の設定を

行った場合は、次のようになります。

「186」（通知）／「184」（非通知）を［設定なし］（初期値）に戻

すには、「AT*DGPIR=0」と入力してください。

ドコモのインターネット接続サービスmopera Uまたは

moperaをご利用になる場合は、発信者番号を［通知］に設

定する必要があります。

接続先およびTCP/IPプロトコルを設定します。設定

内容の詳細については、インターネットサービスプ

ロバイダやネットワーク管理者にお問い合わせくだ

さい。

接続先について
パケット通信では、あらかじめ接続先（APN）設定を

しておきます。接続先（APN）設定で１～10の管理番

号（cid）に接続先（APN）を登録しておけば、その管理

番号を指定してパケット通信ができます。接続先

（APN）設定とはパソコンでパケット通信用の電話帳

を登録するようなもので、通常の電話帳と比較する

と次のようになります。

たとえば、moperaの接続先（APN）、「mopera.ne.jp」を

cid1に登録している場合、「*99***1#」という接続

先番号を指定すると、moperaに接続できます。他の

cidに登録した場合も同様です。

*99***1#： cid1に登録した接続先（APN）に接続

します。*99#でも接続できます。

*99***2#： cid2に登録した接続先（APN）に接続

します。

*99***10#： cid10に登録した接続先（APN）に接

続します。

お買い上げ時、cid1にはmoperaに接続するための

APN「mopera.ne.jp」が、cid3にはmopera Uに接続す

るためのAPN「mopera.net」が登録されています。

moperaまたはmopera Uの接続先（APN）以外のイン

ターネットサービスプロバイダや企業LANに接続す

る場合は、cid2、4～10に接続先（APN）を登録してく

ださい。（nP.18）

64Kデータ通信では、接続先にはインターネット

サービスプロバイダやネットワーク管理者から指定

されたアクセスポイントの電話番号を入力します。
設定内容の詳細については、インターネットサービスプロ

バイダやネットワーク管理者にお問い合わせください。

64Kデータ通信をご利用の場合のアクセスポイントの電

話番号は、mopera Uをご利用の場合「*8701」、moperaを

ご利用の場合「*9601」です。

パケット通信をご利用の場合の接続先番号は、mopera U

をご利用の場合「*99***3#」、moperaをご利用の場合

「*99***1#」です。（お買い上げ時）

ダイヤルアップネッ
トワークの設定

（<cid>=1の場合）

*DGPIRコマンド
による通知／非通

知設定

発信者番号の
通知／非通知

*99***1# 設定なし
（初期値）

通知

非通知 非通知

通知 通知

184*99***1# 設定なし
（初期値）

非通知
（ダイヤルアップ
ネットワークの

「184」が優先され
る）

非通知

通知

186*99***1# 設定なし
（初期値）

通知
（ダイヤルアップ
ネットワークの

「186」が優先され
る）

非通知

通知

ダイヤルアップネットワークを設定する

電話帳の登録 パケット通信の設定

登録番号（メモリ番号） １～10の管理番号（cid）

相手の名前 接続先の名前（接続先
（APN））

相手の電話番号 *99***<cid>#

～
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Windows XPでダイヤルアップネット
ワークの設定をする

Windows XPでは「ネットワークの接続ウィザード」

を使用して、接続先（APN）とTCP/IPプロトコルの両

方を設定します。

＜例＞ <cid>=3を使いドコモのインターネット接続

サービスmopera Uへ接続する場合（mopera 

Uをご利用いただく場合は、お申し込みが必

要（有料）となります。）

1［スタート］メニュー→［すべてのプロ
グラム］→［アクセサリ］→［通信］→
［ネットワーク接続］をクリックする。

ネットワーク接続画面が表示されます。

2［ネットワークタスク］の［新しい接続
を作成する］をクリックする。

新しい接続ウィザード画面が表示されます。

3［次へ］をクリックする。
ネットワーク接続の種類を選ぶ画面が表示されま

す。

4［インターネットに接続する］を選んで
［次へ］をクリックする。

準備画面が表示されます。

5［接続を手動でセットアップする］を選
んで［次へ］をクリックする。

インターネット接続画面が表示されます。

6［ダイヤルアップモデムを使用して接
続する］を選んで［次へ］をクリックす
る。

デバイスの選択画面が表示されます。

7［モデム－FOMA SH902iS（COMx）］
を選んで［次へ］をクリックする。

「x」には数字が入ります。

接続名画面が表示されます。

［FOMA SH902iS］以外のモデムがインストール

されていない場合、この画面は表示されません。

8［ISP名］に任意の接続名を入力して
［次へ］をクリックする。

ダイヤルする電話番号画面が表示されます。

［ISP名］とは、インターネットサービスプロバイダ

の名称です。

9［電話番号］に接続先の番号を入力して
［次へ］をクリックする。

インターネットアカウント情報画面が表示されま

す。

ここでは<cid>=3（mopera U）への接続のため、

「*99***3#」を入力します。

10 各項目を画面例のように設定し、［次
へ］をクリックする。

新しい接続ウィザードの完了画面が表示されます。

mopera Uまたはmoperaをご利用の場合は、［ユー

ザー名］と［パスワード］については空欄でも接続

できます。

mopera Uまたはmopera以外のプロバイダに接続

する場合の［ユーザー名］と［パスワード］は、プロ

バイダご使用のユーザー名とパスワードを入力し

てください。

11［新しい接続ウィザードの完了］が表示
されたら、［完了］をクリックする。

新しく作成した接続ウィザードが表示されます。

12 設定内容を確認し、［キャンセル］をク
リックする。

ここではすぐに接続せずに、設定の確認のみを行

います。

13 作成した接続先アイコンを選んで
［ファイル］メニューの［プロパティ］を
選ぶ。

接続先のプロパティ画面が表示されます。
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14［全般］タブの各項目の設定を確認する。

パソコンに２台以上のモデムが接続されている場

合は、［接続の方法］の［FOMA SH902iS］がEに

なっているか確認します。Hの場合は、Eにしま

す。また、［FOMA SH902iS］以外のモデムのEを

Hにします。

［ダイヤル情報を使う］がHになっていることを

確認します。Eの場合は、Hにします。

15［ネットワーク］タブをクリックし、各
項目の設定を確認し、［設定］をクリッ
クする。

［呼び出すダイヤルアップサーバーの種類］は

［PPP:Windows95/98/NT4/2000, Internet］に設定

します。

［この接続は次の項目を使用します］の欄は、［イン

ターネットプロトコル（TCP/IP）］のみをEにしま

す。［QoSパケットスケジューラ］は設定変更でき

ませんので、そのままにしておいてください。

PPP設定画面が表示されます。

ISPなどに接続する場合のTCP/IP設定は、ISPまた

はネットワーク管理者に確認してください。

16 すべての項目をHにし、［OK］をクリッ
クする。

接続先のプロパティ画面に戻ります。

17［プロパティ］の画面で［OK］をクリッ
クする。

接続先とTCP/IPプロトコルが設定されます。

ダイヤルアップ接続するにはP.25を参照してくだ

さい。

Windows 2000 Professionalでダイヤ
ルアップネットワークの設定をする

Windows 2000 Professionalでは「ネットワークの

接続ウィザード」を使用して、接続先とTCP/IPプロ

トコルの両方を設定します。

＜例＞ <cid>=3を使いドコモのインターネット接続

サービスmopera Uへ接続する場合（mopera 

Uをご利用いただく場合は、お申し込みが必

要（有料）となります。）

1［スタート］メニュー→［プログラム］→
［アクセサリ］→［通信］→［ネットワー
クとダイヤルアップ接続］をクリック
する。

ネットワークとダイヤルアップ接続画面が表示さ

れます。

2［新しい接続の作成］アイコンをダブル
クリックする。

所在地情報画面が表示されます。

この画面は［新しい接続の作成］をはじめてダブル

クリックしたときに表示されます。

２回目以降の場合は、操作５へ進みます。

3［市外局番］を入力して［OK］をクリッ
クする。

電話とモデムのオプション画面が表示されます。

4［OK］をクリックする。
ネットワークの接続ウィザード画面が表示されま

す。

5［次へ］をクリックする。
ネットワーク接続の種類を選択する画面が表示さ

れます。

6［インターネットにダイヤルアップ接
続する］を選んで［次へ］をクリックす
る。

ウィザードの開始画面が表示されます。

7［インターネット接続を手動で設定す
るか、またはローカルエリアネット
ワーク（LAN）を使って接続します］を
選んで［次へ］をクリックする。

インターネットの選択画面が表示されます。

8［電話回線とモデムを使ってインター
ネットに接続します］を選んで［次へ］
をクリックする。

モデムの選択画面が表示されます。
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9［インターネットへの接続に使うモデ
ムを選択する］が［FOMA SH902iS］に
設定されていることを確認し、［次へ］
をクリックする。

インターネットアカウントの接続情報画面が表示

されます。

［FOMA SH902iS］に設定されていない場合は、

［FOMA SH902iS］に設定してください。

［FOMA SH902iS］以外のモデムがインストール

されていない場合、この画面は表示されません。

10［電話番号］に接続先の番号を入力して
［詳細設定］をクリックする。

詳細設定プロパティの接続画面が表示されます。

［市外局番とダイヤル情報を使う］がHに

なっていることを確認します。Eの場合はHにし

ます。

11［接続］タブの各項目を画面例のように
設定する。

12［アドレス］タブをクリックし、各項目
を画面例のように設定する。

ISPなどに接続する場合のTCP/IP設定は、ISPまた

はネットワーク管理者に確認してください。

13［OK］をクリックする。
インターネットアカウントの接続情報画面に戻り

ます。

14［次へ］をクリックする。
インターネットアカウントのログイン情報画面が

表示されます。

15 各項目の設定を確認し、［次へ］をクリッ
クする。

コンピュータの設定画面が表示されます。

mopera Uまたはmoperaをご利用の場合は、［ユー

ザー名］と［パスワード］については空欄でも接続

できます。

mopera Uまたはmopera以外のプロバイダに接続

する場合の［ユーザー名］と［パスワード］は、プロ

バイダご使用のユーザー名とパスワードを入力し

てください。

16［接続名］に任意の接続名を入力して
［次へ］をクリックする。

e-mailアカウントの設定画面が表示されます。

17［いいえ］を選んで［次へ］をクリックす
る。

インターネット接続ウィザードの終了画面が表示

されます。

18［今すぐインターネットに接続するに
はここを選んで［完了］をクリックして
ください］をHにし、［完了］をクリック
する。

ネットワークとダイヤルアップ接続画面に戻り

ます。

19 作成した接続先アイコンを選んで
［ファイル］メニューの［プロパティ］を
選ぶ。

接続先のプロパティ画面が表示されます。
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20［全般］タブの各項目の設定を確認する。

パソコンに２台以上のモデムが接続されている場

合は、［接続の方法］の［FOMA SH902iS］がEに

なっているか確認します。Hの場合は、Eにしま

す。また、［FOMA SH902iS］以外のモデムのEをH
にします。

［ダイヤル情報を使う］がHになっていることを

確認します。Eの場合はHにします。

21［ネットワーク］タブをクリックし、各
項目の設定を確認する。

［呼び出すダイヤルアップサーバーの種類］は

［PPP:Windows95/98/NT4/2000, Internet］に設定

します。

コンポーネントは［インターネットプロトコル

（TCP/IP）］のみをEにします。

22［設定］をクリックする。
PPPの設定画面が表示されます。

23 すべての項目をHにし、［OK］をクリッ
クする。

接続先のプロパティ画面に戻ります。

24［OK］をクリックする。
接続先とTCP/IPプロトコルが設定されます。

ダイヤルアップ接続するにはP.25を参照してくだ

さい。

Windows Meでダイヤルアップネット
ワークの設定をする

＜例＞ <cid>=3を使いドコモのインターネット接続

サービスmopera Uへ接続する場合（mopera 

Uをご利用いただく場合は、お申し込みが必

要（有料）となります。）

1［スタート］メニュー→［プログラム］→
［アクセサリ］→［通信］→［ダイヤル
アップネットワーク］をクリックする。

はじめて操作したときは、「ダイヤルアップネット

ワークへようこそ」画面が表示されます。

２回目以降は「ダイヤルアップネットワークへよ

うこそ」画面は表示されません。操作３へ進みま

す。

2［次へ］をクリックする。
ダイヤルアップネットワーク画面が表示されます。

3［新しい接続］をダブルクリックする。
接続名を入力する画面が表示されます。

4［接続名］に任意の接続名を入力して
［次へ］をクリックする。

接続先電話番号の指定画面が表示されます。

［モデムの選択］が［FOMA SH902iS］に指定され

ていることを確認してください。設定されていな

い場合は、［FOMA SH902iS］に設定してくださ

い。

5 接続先の番号を入力して［次へ］をク
リックする。

ダイヤルアップネットワーク接続の完了画面が表

示されます。

［市外局番］欄には何も入力しません。
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6 接続先名を確認し、［完了］をクリック
する。

接続先が設定されます。

7 作成した接続先アイコンを選んで
［ファイル］メニューの［プロパティ］を
選ぶ。

接続先の詳細設定画面が表示されます。

8［全般］タブの各項目の設定を確認する。

［市外局番とダイヤルのプロパティを使う］がH
になっているか確認します。Eの場合はHにしま

す。

［接続方法］が［FOMA SH902iS］に設定されている

ことを確認してください。設定されていない場合

は、［FOMA SH902iS］に設定してください。

9［ネットワーク］タブをクリックし、各
項目の設定を確認する。

［ダイヤルアップサーバーの種類］は［PPP : イン

ターネット、Windows 2000/NT、Windows Me］に

設定します。

［使用できるネットワークプロトコル］は［TCP/

IP］のみをEします。

ISPなどに接続する場合のTCP/IP設定は、ISPまた

はネットワーク管理者に確認してください。

10［セキュリティ］タブをクリックし、各項
目の設定を確認後、［OK］をクリックす
る。

TCP/IPが設定されます。

mopera Uまたはmoperaをご利用の場合は、［ユー

ザー名］と［パスワード］については空欄でも接続

できます。

mopera Uまたはmopera以外のプロバイダに接続

する場合の［ユーザー名］と［パスワード］は、プロ

バイダご使用のユーザー名とパスワードを入力し

てください。

ダイヤルアップ接続するにはP.25を参照してくだ

さい。

Windows 98でダイヤルアップネット
ワークの設定をする

＜例＞ <cid>=3を使いドコモのインターネット接続

サービスmopera Uへ接続する場合（mopera 

Uをご利用いただく場合は、お申し込みが必

要（有料）となります。）

1［スタート］メニュー→［プログラム］→
［アクセサリ］→［通信］→［ダイヤル
アップネットワーク］をクリックする。

はじめて操作したときは、「ダイヤルアップネット

ワークへようこそ」画面が表示されます。

２回目以降は「ダイヤルアップネットワークへよ

うこそ」画面は表示されません。操作３へ進みま

す。

2［次へ］をクリックする。
ダイヤルアップネットワーク画面が表示されます。
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3［接続名］に任意の接続名を入力して
［次へ］をクリックする。

接続先電話番号の指定画面が表示されます。

［モデムの選択］が［FOMA SH902iS］に設定され

ていることを確認してください。設定されていな

い場合は、［FOMA SH902iS］に設定してくださ

い。

4 接続先の番号を入力して［次へ］をク
リックする。

ダイヤルアップネットワーク接続の完了画面が表

示されます。

［市外局番］欄には何も入力しません。

5 接続先名を確認し、［完了］をクリック
する。

接続先が設定されます。

6 作成した接続先アイコンを選んで
［ファイル］メニューの［プロパティ］を
選ぶ。

接続先の全般設定画面が表示されます。

7［全般］タブの各項目の設定を確認する。

［市外局番とダイヤルのプロパティを使う］がH
になっているか確認します。Eの場合はHにしま

す。

［接続の方法］が［FOMA SH902iS］に設定されてい

ることを確認してください。設定されていない場合

は、［FOMA SH902iS］に設定してください。

8［サーバーの種類］タブをクリックし、
各項目の設定を確認する。

［ダイヤルアップサーバーの種類］は［PPP:イン

ターネット、Windows NT Server、Windows 98］

に設定します。

［使用できるネットワークプロトコル］は［TCP/

IP］のみをEにします。

ISPなどに接続する場合のTCP/IP設定は、ISPまた

はネットワーク管理者に確認してください。

9［OK］をクリックする。
TCP/IPが設定されます。

＜例＞ Windows XPでダイヤルアップ接続する場合

1 FOMA端末をパソコンに接続する。

2［スタート］メニュー→［すべてのプロ
グラム］→［アクセサリ］→［通信］→
［ネットワーク接続］をクリックする。

ダイヤルアップネットワーク画面が表示されます。

ダイヤルアップ接続する
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3 接続先のアイコンをダブルクリック
する。

接続画面が表示されます。

接続先のアイコンを選んで［ファイル］メニューの

［接続］を選ぶと、接続画面が表示されます。

4 各項目を確認し、［ダイヤル］をクリッ
クする。

接続先へ接続されます。

［ダイヤル］には「ダイヤルアップネットワークを

設定する」（nP.19）で設定した電話番号が表示

されます。

接続先がmopera Uまたはmoperaの場合、［ユー

ザー名］と［パスワード］については空欄でも接続

できます。

切断するには
インターネットブラウザを終了しただけでは切断さ

れない場合があります。確実に切断するには、次の操

作をしてください。

タスクトレイの［ ］をダブルクリッ
クし、［切断］をクリックする。

接続が切断されます。

FOMA端末は、データ通信用のプロトコルとして、OBEX

を持っています。本データ通信（OBEXによるデータの送

受信）を使ってパソコンとの間で電話帳、電話番号表示の

所有者情報、スケジュール、ToDoリスト、送信メール

（SMS含む）、受信メール（SMS含む）、未送信メール（SMS

含む）、テキストメモ、メロディ、マイピクチャ、ｉモー

ション、マイドキュメント、ブックマークのデータを送受

信できます。また、FOMA SH902iSには赤外線通信機能が

搭載されています。赤外線通信機能を搭載した他の

FOMA端末やパソコンなどと電話帳や受信メールなどの

データを送信したり、受信したりできます。また、

miniSDメモリーカード経由でもデータを転送できます。

FOMA端末では、次の３通りのデータ送信が可能です。

パソコンからFOMA端末にデータを１件ずつ送信す

る（１件書き込み）

パソコンからFOMA端末にデータを一括して送信す

る（全件書き込み）

FOMA端末からパソコンにデータを一括して送信す

る（全件読み出し）

データの送受信中は圏外となり、音声電話やテレビ電話、

ｉモードやｉモードメール、パケット通信などはできま

せん。

データの送受信終了後、しばらく［A］と表示される場合

があります。

データの送受信（OBEX）につい
て

FOMA端末内のデータをパソコンと送
受信する

お知らせ

FOMA端末とパソコンが正しく接続されているか十分

に確認してください。正しく接続されていない場合、

データの送受信ができないだけでなく、データが失われ

ることがあります。

FOMA端末の電池をフル充電して、電池残量が十分残っ

ていることを確認してください。電池残量がほとんど

残っていない状態や電池切れの状態では、データの送受

信ができないだけでなく、データが失われることがあり

ます。FOMA端末を卓上ホルダで充電しながら操作する

ことをおすすめします。

パソコンの電源についても確認してください。データの

送受信ができないだけでなく、データが失われることが

あります。

待受画面の状態でデータ通信を行ってください。待受画

面に動画／ｉモーションを設定している場合は、動画／

ｉモーションの再生を停止してからデータ通信を行っ

てください。

通信中（音声通話やテレビ電話、データ通信）にデータの

送受信はできません。また、データの送受信中には他の

通信もできません。ただし、データの送受信開始直後な

どは着信を受ける場合があります。その場合、データの

送受信が中止されます。

FOMAカード内の電話帳は送信できません。

赤外線通信時、メールへの添付やFOMA端末外への出力

が禁止されているメロディ、静止画、ｉモーションや

PDFデータはパソコンに送信できません。ただし、内蔵

のカメラで撮影した静止画や動画は、ファイル制限が

［あり］に設定されていても送信されます。
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データの送受信（OBEX）に必要な機器
データの送受信を行うには、OBEXに準拠したデータ転送

用のソフトをインターネットからダウンロードし、パソ

コンにインストールする必要があります。データ転送用

のソフトの動作環境、インストール方法については、デー

タ転送用のソフトの取扱説明書を参照してください。ま

た、あらかじめFOMA SH902iS通信設定ファイルのイン

ストール（nP.4～P.6）が必要です。

FOMA端末とパソコンの接続には、FOMA USB接続ケー

ブルが必要です。

パソコンからFOMA端末へデータを１件ずつ送信しま

す。

FOMA端末からパソコンへ１件ずつ送信することはでき

ません。

データ送信の操作方法は、データ転送用のソフトによっ

て異なります。詳しくは、データ転送用のソフトの取扱説

明書を参照してください。

1 パソコンからデータ転送用のソフトを
使ってデータ送信（１件書き込み）の操
作を行う。

データ送信のしかたについては、データ転送用のソ

フトの取扱説明書を参照してください。

パソコンとFOMA端末の間で一括書き込みと一括読み出

しができます。

「全件書き込み」あるいは「全件読み出し」の操作では、

データ転送用のソフトとFOMA端末の両方で認証パス

ワードを入力する必要があります。

データ送信の操作方法は、データ転送用のソフトによっ

て異なります。詳しくは、データ転送用のソフトの取扱説

明書を参照してください。

1 パソコンからデータ転送用のソフトを
使ってデータ送信（全件転送）の操作を
行う。

データ送信のしかたについては、データ転送用のソ

フトの取扱説明書を参照してください。

パソコン側でも認証パスワードの入力が必要です。

認証パスワードは４桁の数字を入力してください。

2 FOMA端末で、端末暗証番号（４～８
桁の数字）と認証パスワード（４桁の
数字）を入力する。

3 データ送信を開始する。

ｉアプリの起動指定が貼り付けられているメールは、貼

り付けられているデータを削除して送信されます。

10001バイト以上500Kバイト以下のJPEG画像を添付

したメールの添付データは削除して送信されます。

オールロック、またはセルフモードが設定されている場

合、電話帳などのデータの送受信はできません。PIM

ロックが設定されている場合、ロックされている機能の

データの受信はできません。

ダイヤル発信制限が設定されている場合、電話帳のデー

タは送受信できません。

データの大きさによっては、送受信に時間がかかる場合

があります。また、データの大きさによってはFOMA端

末で受信できない場合があります。

電話帳のデータを受信する場合、１件受信のときは、メ

モリ番号［010］から、全件受信のときは、メモリ番号の

情報に従って登録します。

電話帳を全件受信すると、電話番号表示に登録されてい

る所有者情報（１件目の電話番号を除く）も上書きされ

ます。

電話帳はメモリ番号順に送信されます。

全件送信を行うと電話番号表示の所有者情報は電話帳

と一緒に送信されます。

1.2Mバイトを超えるPDFは送信できません。

お知らせ

FOMA端末のデータの送受信（OBEX）機能は、IrMC1.1に

準拠しています。ただし、相手機器がIrMC1.1に準拠して

いてもアプリケーションによっては送受信できない

データがあります。

データを１件送信する
（１件書き込み）

お知らせ お知らせ

電話帳のデータを１件ずつ受信するとき（パソコンから

FOMA端末（本体）へ送信するとき）は電話帳のメモリ番

号［010］～［749］の空いているメモリ番号の中で最も若

いメモリ番号に登録されます。［010］～［749］がすべて

登録されているときは、［000］～［009］の空いているメ

モリ番号の中で最も若いメモリ番号に登録されます。

電話帳のデータを受信した場合、すでに名前や電話番号

またはメールアドレスが750件登録されているときや

750件を超えるときは、登録できないことを通知する

メッセージが表示されます。

データを全件送信する（全件書き込み／
全件読み出し）

お知らせ

パソコンからFOMA端末への全件書き込みを行うと

FOMA端末のデータはすべて書換えられます。元の

FOMA端末のデータは消去されますので、ご注意くださ

い。シークレット登録した電話帳、スケジュール、保護さ

れたメールを含みます。

パソコンからFOMA端末への全件書き込みの途中で送

信エラーが起こると、送信中のFOMA端末のすべての

データが消去されることがあります。全件書き込みの前

にケーブルの接続、FOMA端末の電池残量、パソコンの

電源の状態を確認してください。FOMA端末を卓上ホル

ダで充電しながら操作することをおすすめします。

相手の機器によっては、通信状況（バー表示）が表示され

ないことがあります。
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ATコマンドとは、パソコンでFOMA端末の各機能を

設定するためのコマンド（命令）です。パソコンでコ

マンドを入力すると、その内容に従ってFOMA端末

が動作します。

ATコマンドの入力形式
ATコマンドは、コマンドの先頭に必ずATを付けて

入力します。必ず半角英数字で入力してください。以

下に入力例を示します。

ATコマンドはコマンドに続くパラメータ（数字や記

号）を含めて、必ず１行で入力します。１行とは最初

の文字からoを押した直前までの文字のことで、160

文字（AT含む）まで入力できます。

ATコマンドの入力モード
ATコマンドでFOMA端末を操作するには、パソコン

をターミナルモードにしてください。ターミナル

モードにすると、キーボードから入力された文字が

そのまま通信ポートに送られ、FOMA端末を操作で

きます。

オフラインモード

FOMA端末が待受の状態です。通常ATコマンドでFOMA

端末を操作する場合は、この状態で操作を行います。

オンラインデータモード

FOMA端末が通信中の状態です。この状態のときにATコ

マンドを入力すると、送られてきた文字をそのまま通信

先に送信して、通信先のモデムを誤動作させることがあ

ります。通信中はATコマンドを入力しないでください。

オンラインコマンドモード

FOMA端末が通信中の状態でも、特別な操作をすると、

ATコマンドでFOMA端末を操作できる状態になります。

その場合、通信先との接続を維持したままATコマンドを

実行し、終了すると再び通信を続けられます。

オンラインデータモードとオンラインコ
マンドモードを切り替える

FOMA端末をオンラインデータモードからオンライ

ンコマンドモードに切り替えるには、以下の方法が

あります。
+++コマンドまたはS2レジスタに設定したコードを入

力します。

AT&D1に設定されているときに、RS-232C※のER信号を

OFFにします。

また、オンラインコマンドモードからオンラインデー

タモードに切り替えるには、ATOoと入力します。
※ USBインターフェースにより、RS-232Cの信号線がエ

ミュレートされていますので、通信アプリケーションに

よるRS-232Cの信号線制御が有効になります。

ATコマンド一覧

ATコマンドについて

ATD*99***1#o

リターンマーク：Enterキーを押します。コマ
ンドの区切りになります。

パラメータ：コマンドの内容です。

コマンド：コマンド名です。

お知らせ

ターミナルモードとは、パソコンを１台の通信端末

（ターミナル）のように動作させるモードです。キーボー

ドから入力した文字が通信ポートに接続されている機

器や回線に送られます。
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［M］：FOMA SH902iS Modem Portで使用できるATコマンドです。

ATコマンド一覧

ATコマンド 概 要 パラメータ／説明 コマンド実行例

AT

―

本コマンドの後に本一覧表のコマンドを付加す
ることでFOMA端末のモデム機能を制御するこ
とができます。
※ATのみ入力した場合でもOKが応答されます。

ATo
OK

AT%V FOMA端末のバージョンを表示し
ます。※２

―

AT%Vo
Ver1.00

OK

AT&C<n> DTEへの回路CD（DCD）信号の動作
条件を設定します。※１

n=0：回路CDを常にON
n=1：回路CD信号は回線接続状態に従って変化

（お買い上げ時）
&C1に設定する場合は、接続完了時のCONNECTを
送出する直前にCD信号を「ON」にします。回路が切
断され、“NO CARRIER”を送出する直前にCD信号
を「OFF」にします。

AT&C1o
OK

AT&D<n> オンラインデータモードのときに、
DTEから受け取る回路ER（DTR）信
号が「ON」から「OFF」に変わったと
きの動作を設定します。※１

n=0：状態を無視（常にONとみなす）
n=1：ONからOFFに変わるとオンラインコマン

ドモード状態になる
n=2：ONからOFFに変わると回線を切断しオフ

ラインモード状態になる（お買い上げ時）

AT&D1o
OK

AT&E<n> 接続時の速度表示仕様を選択しま
す。※１

n=0：無線区間通信速度を表示
n=1：DTEシリアル通信速度を表示（お買い上げ

時）

AT&E0o
OK

AT&F<n> FOMA端末のATコマンド設定値を
お買い上げ時の状態にリセットし
ます。通信中に本コマンドを入力し
た場合は、回線を切断してからリ
セットします。※２

n=0のみ指定可能（省略可） AT&Fo
OK

AT&S<n> DTEへ出力するデータセットレ
ディ（DR）信号の制御のしかたを設
定します。※１

n=0：常時ON（お買い上げ時）
n=1：回線接続時にDR信号ON

AT&S0o
OK

AT&W<n> 現在の設定値をFOMA端末に記憶
します。※２、※５

n=0のみ指定可能（省略可） AT&Wo
OK

AT*DANTE アンテナ本数をTEに表示します。※２ 本コマンドにより応答されるリザルトは以下の
書式とします。
*DANTE:<m>

<m>
0 ：FOMA端末にて圏外と表示される状態
1 ：FOMA端末にてアンテナ本数０本もしくは

１本の状態
2 ：FOMA端末にてアンテナ本数２本の状態
3 ：FOMA端末にてアンテナ本数３本の状態

AT*DANTEo
*DANTE:3

OK

AT*DGANSM=<n> パケット着信呼に対する着信拒
否／許可設定のモードを設定しま
す。本コマンドの設定は、設定コマ
ンド入力後のパケット通信着信呼
のみ有効です。※２

n=0：着信拒否設定および着信許可設定を
［OFF］に設定（お買い上げ時）

n=1：着信拒否設定を［ON］に設定
n=2：着信許可設定を［ON］に設定

AT*DGANSM=0o
OK
AT*DGANSM?o
*DGANSM:0

OK

AT*DGAPL=<n>
[,<cid>]

パケット着信呼に対して着信を許
可する接続先（APN）を設定します。
APN設定は「+CGDCONT」で定義さ
れた<cid>パラメータを使用します。
※２

<n>パラメータによって着信許可リストへの追
加および削除を指定し、<cid>パラメータを省略
した場合は、<cid>のすべてをリストに追加

（<n>=0）あるいは削除（<n>=1）します。本コマンド
で追加（削除）しようとする<cid>が

「+CGDCONT」コマンドで定義されていない場
合でも、リストへ追加（削除）できます。
n=0：リストへ追加（<cid>で定義されたAPNを

着信許可リストに追加します。）
n=1 ：リストから削除（<cid>で定義されたAPNを

着信許可リストから削除します。）

AT*DGAPL=0,1o
OK
AT*DGAPL?o
*DGAPL:1

OK

[M]

[M]

[M]

[M]

[M]

[M]

[M]

[M]

[M]

[M]

[M]
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AT*DGARL=<n>
[,<cid>]

パケット着信呼に対して着信を拒
否する接続先（APN）を設定します。
APN設定は「+CGDCONT」で定義さ
れた<cid>パラメータを使用します。
※２

<n>パラメータによって着信拒否リストへの追
加および削除を指定し、<cid>パラメータを省略
した場合は、<cid>のすべてをリストに追加

（<n>=0）あるいは削除（<n>=1）します。本コマンド
で追加（削除）しようとする<cid>が

「+CGDCONT」コマンドで定義されていない場
合でも、リストへ追加（削除）できます。
n=0：リストへ追加（<cid>で定義されたAPNを

着信拒否リストに追加します。）
n=1 ：リストから削除（<cid>で定義されたAPNを

着信拒否リストより削除します。）

AT*DGARL=0,1o
OK
AT*DGARL?o
*DGARL:1

OK

AT*DRPW MTFから通知される受信電力値を
表示します。※２

本コマンドにより応答されるリザルトは以下の
書式とします。
*DRPW:<m>

m：0～75（受信電力の値）

AT*DRPWo
*DRPW:0

OK

AT*DGPIR=<n> 本コマンドの設定は、発信時に有効
です。ダイヤルアップネットワーク
の設定でも、接続先の番号に186（通
知）／184（非通知）を付けることが
できます。※２

n=0：パケット通信確立時、接続先（APN）にその
まま接続（お買い上げ時）

n=1：パケット通信確立時、接続先（APN）に184
を付けて接続

n=2：パケット通信確立時、接続先（APN）に186
を付けて接続

本コマンドとダイヤルアップネットワークの両
方で186（通知）／184（非通知）を設定した場合に
ついては、P.19の表を参照してください。

AT*DGPIR=0o
OK
AT*DGPIR?o
*DGPIR:0

OK

+++ FOMA端末のモードをオンライン
データモードからオンラインコマ
ンドモードへ移行します。
エスケープガード区間は、１秒の固
定値です。※２

―

（通信中）
+++（表示は見え
ない）
OK

AT+CACM=[<pa
sswd>]

UIMに記録される累積課金値をリ
セットします。※２

本コマンドで、パスワードが一致した場合は、
UIMに記録される累積課金値をリセットします。

<passwd> : SIM PIN2
※ ストリングパラメータであり、入力時は "で

囲みます。

AT+CACM="0123"
o
OK

AT+CAOC=[<mo
de>]

現在の課金値の問い合わせを行い
ます。※２

<mode>
0：現在の呼の課金を問い合わせる

本コマンドにより応答されるリザルトは以下の
書式とします。
+CAOC:"<ccm>"

AT+CAOCo
+CAOC:"00001E"

OK

AT+CBC バッテリー状態の問い合わせを行
います。※２

本コマンドにより応答されるリザルトは以下の
書式とします。
+CBC:<bcs>,<bcl>

<bcs>
0：バッテリーによりFOMA端末が動作している

状態
1：充電中
2：バッテリー未接続状態
3：減電中

<bcl>
0～100(バッテリー残量)

AT+CBCo
+CBC:0,80

OK

AT+CBST=[<spe
ed>[,<name>[,<ce
>]]]

発信時のベアラサービスの設定を行
います。AT+FCLASS=<n>コマンド
(nP.33)が0の時のみ有効です。※1

<speed> 
116：64Kデータ通信（お買い上げ時）

<name> 
1：固定値
<ce>
0：固定値

AT+CBST=116,1,0
o
OK

AT+CEER 直前の通信の切断理由を表示しま
す。※２

「切断理由一覧」を参照。（nP.36） AT+CEERo
+CEER:36

OK

ATコマンド 概 要 パラメータ／説明 コマンド実行例

[M]

[M]

[M]

[M]

[M]

[M]

[M]

[M]

[M]
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AT+CGDCONT パケット発信時の接続先（APN）を設定
します。※２

「ATコマンドの補足説明」を参照。
（nP.36）

「ATコマンドの補
足説明」を参照。

（nP.36）

AT+CGEQMIN パケット通信確立時にネットワー
ク側から通知されるQoS（サービス
品質）を許容するかどうかの判定基
準値を登録します。※２

「ATコマンドの補足説明」を参照。
（nP.36）

「ATコマンドの補
足説明」を参照。

（nP.36）

AT+CGEQREQ パケット通信時の発信時にネット
ワークへ要求するQoS（サービス品
質）を設定します。※２

「ATコマンドの補足説明」を参照。
（nP.37）

「ATコマンドの補
足説明」を参照。

（nP.37）

AT+CGMR FOMA端末のバージョンを表示し
ます。※２

―

AT+CGMRo
12345678901234
56

OK

AT+CGREG=<n> ネットワーク登録状態を通知するか
どうかを設定します。通知されてい
る内容は圏内／圏外です。※１

<n>
0 ：設定しない（お買い上げ時）
1 ：設定する

AT+CGREG=1に設定すると、“+CGREG:<stat>”
の形式で通知されます。<stat>パラメータは、
0,1,4,5をサポートします。

<stat>
0 ：圏外
1 ：圏内（home）
4 ：不明
5 ：圏内（visitor）

AT+CGREG=1o
OK

（通知ありに設定）
AT+CGREG?o
+CGREG:1,0

OK
（圏外を意味してい
る）
+CGREG:1

（圏外から圏内に移
動した場合）

AT+CGSN FOMA端末の製造番号を表示しま
す。※２

―

AT+CGSNo
123456789012345

OK

AT+CLIP=<n> 64Kデータ通信の着信時に、相手の
発信番号をパソコンに表示できま
す。※１

<n>
0 ：リザルトを出さない（お買い上げ時）
1 ：リザルトを出す

「AT+CLIP?」のとき、+CLIP:<n>,<m>を表示し
ます。

<m>
0 ：発信時に相手に番号を通知しないNW設定
1 ：発信時に相手に番号を通知するNW設定
2 ：不明

AT+CLIP=0o
OK

AT+CLIP?o
+CLIP:0,1

OK

AT+CLIR=<n> 64Kデータ通信の発信時に、電話番
号を相手側に通知するかどうかを
設定します。※２

<n>
0 ：サービスご契約の設定どおり
1 ：通知しない
2 ：通知する（お買い上げ時）
AT+CLIR?のとき、
+CLIR：<n>,<m>を表示します。
<ｍ>
0 ：CLIRは起動していない（常時通知）
1 ：CLIRは常時起動している（常時非通知）
2 ：不明
3 ：CLIRテンポラリ・モード（非通知デフォル

ト）
4 ：CLIRテンポラリ・モード（通知デフォルト）

AT+CLIR=0o
OK

AT+CLIR?o
+CLIR:2,3

OK

AT+CMEE=<n> FOMA端末のエラーレポートの有
無を設定します。※１

エラーを“ERROR”のみで表示するか、理由を文字
あるいは数値でレポートするかを設定します。
<n>
0 ：リザルトコードを使用せずに“ERROR”を表

示（お買い上げ時）
1 ：リザルトコードを使用し、数字で理由を表示
2 ：リザルトコードを使用し、文字で理由を表示

「n=1」または「n=2」でエラーレポート表示に設定
した場合、エラーレポートは以下のように表示
されます。
+CME ERROR:xxxx（xxxxには数字または文字
が表示されます。「エラーレポート一覧」
nP.36）

AT+CMEE=0o
OK
AT+CNUMo
ERROR
AT+CMEE=1o
OK
AT+CNUMo
+CME ERROR:10

ATコマンド 概 要 パラメータ／説明 コマンド実行例

[M]

[M]

[M]

[M]

[M]

[M]
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[M]

[M]
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AT+CNUM FOMA端末の自局番号を表示しま
す。※２

number：電話番号
type ：129もしくは145

129 ： 国際アクセスコード+を含まない
145 ：国際アクセスコード+を含む

AT+CNUMo
+CNUM:,"+8190
12345678",145

OK

AT+CPAS FOMA端末のアクティビティー状
態問い合わせを行います。※２

本コマンドにより応答されるリザルトは以下の
書式とします。
+CPAS:<pas>

<pas>
0：ATコマンド送受信可能
1：ATコマンド送受信不可能(+CPAS:１のリザル

トを送出しない）
2：不明
3：ATコマンド送受信可能かつ着信中
4：ATコマンド送受信可能かつ通信中

AT+CPASo
+CPAS:0

OK

AT+CPIN=<pin>[,
<newpin>]

UIMに関するパスワード(PIN1,PIN2)
の入力を行います。※２

<pin>
PIN1入力待ち状態ではPIN1を入力（<pin>パラ
メータのみ入力）
PIN2入力待ち状態ではPIN2を入力（<pin>パラ
メータのみ入力）
PUK1入力待ち状態ではPUK1を入力
PUK2入力待ち状態ではPUK2を入力
※ストリングパラメータであり、入力時は" "で囲

みます

<newpin>
PUK1入力待ち状態では新しいPIN1を入力
PUK2入力待ち状態では新しいPIN2を入力
※ストリングパラメータであり、入力時は" "で囲

みます

AT+CPIN?o
+CPIN:SIM PIN1

OK
(PIN1入力待ち状態
を表している)
AT+CPIN="1234"
o
OK

AT+CPIN?o
+CPIN:SIM PUK1

OK
(PUK1入力待ち状
態を表している)
AT+CPIN="123456
78","1234"o
OK

AT+CR=<mode> 回線接続時に“CONNECT”のリザル
トコードが表示される前に、パケッ
ト通信／64Kデータ通信を表示する
かどうかを設定します。※１

パケット通信のときは、“GPRS”と表
示され64Kデータ通信のときは

“SYNC”と表示されます。

<mode>
0 ：回線接続時に表示しない

（お買い上げ時）
1 ：回線接続時に表示する

AT+CR=1o
OK
ATD*99***1#
+CR:GPRS

CONNECT

AT+CRC=<n> 着信時に拡張リザルトコードを使用
するかどうかを設定します。※１

n=0：拡張リザルトコードを使用しない（お買い
上げ時）

n=1：拡張リザルトコードを使用する

AT+CRC=0o
OK

AT+CREG=<n> ネットワークの圏内／圏外情報を表
示するかどうかを設定します。※１

AT+CREG=1に設定すると、“+CREG：<stat>”の
形式で通知されます。<stat>パラメータは0,1,4,5
をサポートします。
<n>
0 ：通知なし（お買い上げ時）
1 ：通知あり
<stat>
0 ：圏外
1 ：圏内（home）
4 ：不明
5 ：圏内（visitor）

AT+CREG=1o
OK

（通知ありに設定）
AT+CREG?o
+CREG:1,0

OK
（圏外を意味してい
る）
+CREG:1

（圏外から圏内に移
動した場合）

AT+CUSD=[<n>[,
<str>[,<dcs>]]]

付加サービスなどに関し、網側の設
定を変更します。※１

<n>
0 ：中間リザルトを応答せず、OKを応答する

（お買い上げ時）
1 ：中間リザルトを応答する
<str>
サービスコード
※ 詳しくは『ネットワークサービス操作ガイド』

をご覧ください。
<dcs>
0 ：固定値

AT+CUSD=0,"xxx
xxx"o
OK

ATコマンド 概 要 パラメータ／説明 コマンド実行例
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AT+FCLASS=<n
>

モード設定を行います。※１ <n>
0：データ（固定値）

AT+FCLASS=0o
OK

AT+GCAP FOMA端末の能力リストを表示し
ます。※２

―

AT+GCAPo
+GCAP:+CGSM,+
FCLASS,+W

OK

AT+GMI FOMA端末のメーカの名前が半角
英数字で表示されます。※２

―

AT+GMIo
SHARP

OK

AT+GMM FOMA端末の製品名の略称（FOMA 
SH902iS）がアルファベットおよび数
字で表示されます。※２ ―

AT+GMMo
FOMA SH902iS

OK

AT+GMR FOMA端末のバージョンを表示し
ます。※２

―

AT+GMRo
Ver1.00

OK

AT+IFC=<n,m> パソコンとFOMA端末間のローカル
フロー制御方式を設定します。※１

DCE by DTE（<n>）
0 ：フロー制御を行わない
1 ：XON/XOFFフロー制御を行う
2 ：RS/CS（RTS/CTS）フロー制御を行う

（お買い上げ時）
DTE by DCE（<m>）
0 ：フロー制御を行わない
1 ：XON/XOFFフロー制御を行う
2 ：RS/CS（RTS/CTS）フロー制御を行う

（お買い上げ時）

AT+IFC=2,2o
OK

AT+WS46=<n> 発信時に使用する無線ネットワーク
を設定します。着信に影響を与える
ものではありません。※１

n=22：FOMAネットワーク（固定値） AT+WS46=22o
OK

A/ 直前に実行したコマンドを再実行
するときに使用します。※２ ―

A/
OK

ATA パケット着信および64Kデータ通信
の着信時に入力すると、着信処理を
行います。※２

パケット着信中には、「ATA184o」（発信者番号
通知なし着信動作）および「ATA186o」（発信者
番号通知あり着信動作）を入力できます。

RING
ATAo
CONNECT

ATD 発信処理を行います。※２、※３ パケット通信ATD*99***<cid>#o
ATD*99#を入力した場合：
<cid>=1（お買い上げ時）を用います。（<cid>の入
力を省略した場合は、<cid>=1になります。）
ATD184*99***<cid>#で始まる書式を入力
した場合：
指定した<cid>に規定した接続先（APN）に対
して“184”が付加されます。（発信者番号通知
ありの“186”でも同様の操作ができます。）
64K データ通信 ATD［パラメータ］、［電話番
号］o

ATD*99***1#o
CONNECT

ATE<n> パソコンから送信された本コマン
ドに対して、FOMA端末がエコー
を返すかどうかを設定します。※１

n=0：エコーバックなし
n=1：エコーバックあり（お買い上げ時）
通常はn=1で使用します。パソコンにエコー機能
がある場合、n=0に設定してください。

ATE1o
OK

ATH パケット通信および64Kデータ通信
時に入力すると、回線を切断しま
す。※２

―

（通信中）
+++（表示は見え
ない）
OK
ATHo
NO CARRIER

ATコマンド 概 要 パラメータ／説明 コマンド実行例

[M]

[M]

[M]

[M]

[M]

[M]

[M]

[M]

[M]

[M]

相手側の電話番号に、0～9、*、#、+、A、a、B、
b、C、c、D、d、‐（ハイフン）、スペース、T、t、P、
p、!、W、w、@、,（カンマ）以外を設定した場合
は、発信できません。　　の文字は入力可能
ですが、ダイヤル時には認識されません。

[M]

[M]
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ATI<n> 確認コードを表示します。※２ n=0 ：NTT DoCoMo
n=1 ：製品名の略称を表示（FOMA SH902iS）
n=2 ：製品のバージョンを“VerX.XX”などの形式

で表示
n=3 ：ACMP信号の各要素を表示
n=4 ：FOMA端末の有する通信機能の詳細を表示

ATI0o
NTT DoCoMo

OK

ATO 通信中にオンラインコマンドモー
ドからオンラインデータモードに
戻ります。※２

―
ATOo
CONNECT

ATQ<n> リザルトコードを表示するかどう
かを設定します。※１

n=0：リザルトコードを表示する
（お買い上げ時）

n=1：リザルトコードを表示しない

ATQ0o
OK

ATV<n> リザルトコードの表示方法を設定
します。※１

すべてのリザルトコードを数字表記あるいは英
文字表記で表示します。
n=0：リザルトコードを数字表記で表示
n=1：リザルトコードを英文字表記で表示

（お買い上げ時）

ATV1o
OK

ATX<n> 接続のCONNECT表示に速度表示の
有無を設定します。また、ビジー
トーン、ダイヤルトーンの検出を行
います。※１

ビジートーン検出：
接続先が通話中のとき、BUSY応答を送出しま
す。

ダイヤルトーン検出：
FOMA端末に接続されているかどうかを判定
します。

速度表示：
接続時のCONNECT表示に速度を表示するか
どうかを設定します。

n=0：ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン検
出なし、速度表示なし

n=1：ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン検
出なし、速度表示あり

n=2：ビジートーン検出なし、ダイヤルトーン検
出あり、速度表示あり

n=3：ビジートーン検出あり、ダイヤルトーン検
出なし、速度表示あり

n=4：ビジートーン検出あり、ダイヤルトーン検
出あり、速度表示あり（お買い上げ時）

ATX1o
OK

ATZ<n> FOMA端末のATコマンド設定値を
リセットします。※２、※４

FOMA端末のATコマンド設定値を不揮発メモ
リの内容にリセットします。通信中に本コマン
ドを入力した場合は、回線を切断してからリ
セットします。
n=0のみ指定可能（省略可）

（オンライン時）
ATZo
NO CARRIER

（オフライン時）
ATZo
OK

ATS0=<n> FOMA端末が自動着信するまでの呼
び出し回数を設定します。※１

n=0：自動着信しない（お買い上げ時）
n=1～255 ： 指定したリング数で自動着信する

ATS0=0o
OK

ATS2=<n> エスケープキャラクタの設定を行
います。

n=0～127（お買い上げ時n=43）
n=127に設定するとエスケープは無効になります。

ATS2=43o
OK
ATS2?o
043

OK

ATS3=<n> 復帰（CR）キャラクタの設定を行い
ます。

ATコマンド文字列の最後を認識するキャラク
タを定義します。エコーバックされたコマンド
文字列とリザルトコードの最後に付きます。設
定値は変更できません。（お買い上げ時n=13）

ATS3=13o
OK
ATS3?o
013

OK

ATS4=<n> 改行（LF）キャラクタの設定を行い
ます。

英文でリザルトコードを表示する場合、CRキャ
ラクタの後ろに付きます。設定値は変更できま
せん。（お買い上げ時n=10）

ATS4=10o
OK
ATS4?o
010

OK

ATS5=<n> バックスペース（BS）キャラクタの
設定を行います。

ATコマンド入力中にこのキャラクタを検出す
ると、入力バッファの最後のキャラクタを削除
します。設定値は変更できません。（お買い上げ
時n=8）

ATS5=８o
OK
ATS5?o
008

OK

ATコマンド 概 要 パラメータ／説明 コマンド実行例
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※１ AT&WコマンドでFOMA端末に記憶されます。

※２ AT&WコマンドでFOMA端末に記憶されません。

AT&F、ATZコマンドによるリセットも行われません。

※３ ATDNoやATDLoでリダイヤル発信ができます。

※４ AT&Wコマンドを使用する前にATZコマンドを実行

すると、最後に記憶した状態に戻り、それまでの変更

内容は消去されます。

※５ AT&WコマンドでFOMA端末に記憶された設定値は、

電源を切ると不揮発データとしてFOMA端末に格納

されます。

ATS6=<n> ダイヤルするまでのポーズ時間
（秒）を設定します。

本コマンドによりレジスタは設定されますが、
動作しません。
n：2～10（お買い上げ時n=５）

ATS6=10o
OK

ATS8=<n> カンマダイヤルするまでのポーズ
時間（秒）を設定します。

本コマンドによりレジスタは設定されますが、
ポーズ時間（３秒）に影響しません。
n=0：ポーズしない
n：1～255（お買い上げ時n=3）

ATS8=3o
OK

ATS10=<n> 自動切断の遅延時間（秒）を設定し
ます。（１/10秒）※１

本コマンドによりレジスタは設定されますが、
動作しません。
n：1～255（お買い上げ時n=1）

ATS10=1o
OK

ATS30=<n> データの送受信をこの時間以上行
わないと切断します。

本コマンドの設定は、64Kデータ通信時のみ有効
です。<n>は分単位で設定します。
n：0～255（お買い上げ時n=0）
n=0は不活動タイマオフ

ATS30=3o
OK

ATS103=<n> 着サブアドレスを付けて発信する
場合の区切りを設定します。

本コマンドの設定は、64Kデータ通信時のみ有効
です。
n=0：*アスタリスク
n=1：/スラッシュ

（お買い上げ時）
n=2：¥マーク

あるいはバックスラッシュ

ATS103=0o
OK

ATS104=<n> 発サブアドレスを付けて発信する
場合の区切りを設定します。

本コマンドの設定は、64Kデータ通信時のみ有効
です。
n=0：#シャープ
n=1：%パーセント（お買い上げ時）
n=2：&アンド

ATS104=0o
OK

AT¥S 現在の設定されている各コマンド
とSレジスタの内容を表示します。
※２

―

AT¥So
E1 Q0 V1 X4 
&C1 &D2 &S0 &E1 
¥V0
S000=000
S002=043
S003=013
S004=010
S005=008
S006=005
S007=060
S008=003
S010=001
S030=000
S103=001
S104=001

OK

AT¥V<n> 接続時の応答コード仕様を選択し
ます。※１

本コマンドは、ATX<n>コマンド（nP.34）が
n=0以外のときのみ有効です。
n=0：拡張リザルトコードを使用しない

（お買い上げ時）
n=1：拡張リザルトコードを使用する

AT¥V1o
OK

ATコマンド 概 要 パラメータ／説明 コマンド実行例
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パケット通信

64Kデータ通信

コマンド名：+CGDCONT=［パラメータ］
概要
パケット発信時の接続先（APN）の設定を行います。

AT&WコマンドでFOMA端末に記憶されません。

AT&F、ATZコマンドによるリセットも行われません。

書式
+CGDCONT=[<cid>[,"PPP"[,"<APN>"]]]o

パラメータ説明
<cid>* ：１～10

<APN>* ：任意

<cid>は、FOMA端末内に登録するパケット通信での

接続先（APN）を管理する番号です。FOMA端末では

1～10を登録できます。お買い上げ時、<cid>=1には

「mopera.ne.jp」が、<cid>=3には「mopera.net」が初期

値として登録されていますので、cidは2もしくは4～

10に設定します。<APN>は接続先を示す接続ごとの

任意の文字列です。

実行例
「abc」という接続先（APN）名を登録する場合のコマ

ンド（<cid>=2の場合）

AT+CGDCONT=2,"PPP","abc"o
OK

パラメータを省略した場合の動作
AT+CGDCONT=

すべての<cid>の設定をクリアします。ただし、

<cid>=1および3の設定はお買い上げ時の状態に再設

定されます。

AT+CGDCONT=<cid>

指定された<cid>の設定をクリアします。ただし、

<cid>=1および3の設定はお買い上げ時の状態に再設

定されます。

AT+CGDCONT=?

設定可能な値のリスト値を表示します。

AT+CGDCONT?

現在の設定値を表示します。

コマンド名：+CGEQMIN=［パラメータ］
概要
PPPパケット通信確立時にネットワーク側から通知

されるQoS（サービス品質）を許容するかどうかの判

定基準値を登録します。

設定パターンは、以下のコマンド実行例に記載され

ている４パターンが設定できます。

AT&WコマンドでFOMA端末に記憶されません。

AT&F、ATZコマンドによるリセットも行われません。

書式
AT+CGEQMIN=[<cid> [,, <Maximum bitrate UL> [, 

<Maximum bitrate DL>]]]o

パラメータ説明
<cid>* ：１～10

<Maximum bitrate UL>*：なし（初期値）または64

<Maximum bitrate DL>*：なし（初期値）または384

<cid>は、FOMA端末内に登録するパケット通信での

接続先（APN）を管理する番号です。FOMA端末では

１～10を登録できます。お買い上げ時、<cid>=１には

「mopera.ne.jp」が、<cid>=3には「mopera.net」が初期

値として登録されていますので、cidは2もしくは4～

10に設定します。［Maximum bitrate UL］および

［Maximum bitrate DL］では、FOMA端末と基地局間

の上りおよび下りの最低通信速度（kbps）を設定し

ます。［なし（お買い上げ時）］に設定した場合は、すべ

ての速度を許容しますが、「64」および「384」を設定

した場合、これらの速度以下の接続は許容されない

ため、パケット通信が接続されない場合があります

ので、ご注意ください。

実行例
以下の４パターンのみ設定できます。（１）の設定が

各cidに初期値として設定されています。

（１） 上り／下りすべての速度を許容する場合のコ

マンド（<cid>=2の場合）

AT+CGEQMIN=2o
OK

切断理由一覧

値 理 由

27 接続先（APN）が存在しないか、もしくは正しくあり
ません。

30 ネットワークによって切断されました。

33 パケット通信の契約がされていません。

36 正常に切断されました。

値 理 由

1 指定した番号は存在しません。

16 正常に切断されました。

17 相手側が通信中のため、通信ができません。

18 発信しましたが、指定時間内に応答がありませんで
した。

19 相手側が呼び出し中のため通信ができません。

21 相手側が着信を拒否しました。

63 ネットワークのサービスおよびオプションが有効
ではありません。

65 提供されていない伝達能力を指定しました。

88 端末属性の異なる端末に発信したか、もしくは着信
を受けました。

エラーレポート一覧

数字表示 文字表示 理 由

10 SIM not 
inserted

FOMAカードがセットされ
ていません。

15 SIM wrong ドコモ以外のSIM（FOMA
カードに相当するＩＣカー
ド）が挿入されています。

16 incorrect 
password

パスワードが間違っています。

100 unknown 不明なエラーです。

ATコマンドの補足説明
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（２） 上り64kbps／下り384kbpsの速度のみ許容す

る場合のコマンド（<cid>=3の場合）

AT+CGEQMIN=3,,64,384o
OK

（３） 上り64kbps／下りすべての速度を許容する

場合のコマンド（<cid>=4の場合）

AT+CGEQMIN=4,,64o
OK

（４） 上りすべての速度／下り384kbps速度のみ許

容する場合のコマンド（<cid>=5の場合）

AT+CGEQMIN=5,,,384o
OK

パラメータを省略した場合の動作
AT+CGEQMIN=

すべての<cid>の設定をクリアします。

AT+CGEQMIN=<cid>

指定された<cid>をお買い上げ時の状態に戻します。

AT+CGEQMIN=?

設定可能な値のリストを表示します。

AT+CGEQMIN?

現在の設定を表示します。

コマンド名：+CGEQREQ=［パラメータ］
概要
PPPパケット通信時の発信時にネットワークへ要求

するQoS（サービス品質）を設定します。

設定は以下のコマンド実行例に記載されている１パ

ターンのみで初期値としても設定されています。

AT&WコマンドでFOMA端末に記憶されません。

AT&F、ATZコマンドによるリセットも行われません。

書式
AT+CGEQREQ=[<cid>]o

パラメータ説明
各cidにはその内容がお買い上げ時に設定されてい

ます。

<cid>*：１～10

<cid>は、FOMA端末内に登録するパケット通信での

接続先（APN）を管理する番号です。FOMA端末では

１～10を登録できます。お買い上げ時、<cid>=1には

「mopera.ne.jp」が、<cid>=3には「mopera.net」が初期

値として登録されていますので、cidは2もしくは4～

10に設定します。

上り64kbps／下り384kbpsの速度で接続を要求す

る場合のコマンド

実行例
<cid>=3の場合

AT+CGEQREQ=3o
OK

パラメータを省略した場合の動作
AT+CGEQREQ=

すべての<cid>をお買い上げ時の状態に戻します。

AT+CGEQREQ=<cid>

指定された<cid>をお買い上げ時の状態に戻します。

AT+CGEQREQ=?

設定可能な値のリスト値を表示します。

AT+CGEQREQ?

現在の設定を表示します。

リザルトコード

拡張リザルトコード

リザルトコード

数字表示 文字表示 意 味

0 OK 正常に実行しました。

1 CONNECT 相手側と接続しました。

2 RING 着信を検出しました。

3 NO CARRIER 回線が切断されました。

4 ERROR コマンドを受け付けること
ができません。

6 NO DIALTONE ダイヤルトーンの検出がで
きません。

7 BUSY 話中音の検出中です。

8 NO ANSWER 接続完了タイムアウトしま
した。

100 RESTRICTION ネットワークが規制中です。

101 DELAYED リダイヤル発信規制中です。

数字表示 文字表示 意 味

5 CONNECT 
1200

FOMA端末－PC間速度
1200bpsで接続しました。

10 CONNECT 
2400

FOMA端末－PC間速度
2400bpsで接続しました。

11 CONNECT 
4800

FOMA端末－PC間速度
4800bpsで接続しました。

13 CONNECT 
7200

FOMA端末－PC間速度
7200bpsで接続しました。

12 CONNECT 
9600

FOMA端末－PC間速度
9600bpsで接続しました。

16 CONNECT 
19200

FOMA端末－PC間速度
19200bpsで接続しました。

17 CONNECT 
38400

FOMA端末－PC間速度
38400bpsで接続しました。

18 CONNECT 
57600

FOMA端末－PC間速度
57600bpsで接続しました。

19 CONNECT 
115200

FOMA端末－PC間速度
115200bpsで接続しました。

20 CONNECT 
230400

FOMA端末－PC間速度
230400bpsで接続しました。

21 CONNECT 
460800

FOMA端末－PC間速度
460800bpsで接続しました。

お知らせ

リザルトコードは、ATV<n>コマンド（nP.34）がn=1に

設定されている場合は英文字表記（初期値）、n=0に設定さ

れている場合は数字表記で表示されます。
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リザルトコード表示例
ATX0が設定されている場合

AT¥V<n>コマンド（nP.35）の設定にかかわらず、接

続完了の際にCONNECTのみの表示となります。

文字表示例： ATD*99***1#
CONNECT

数字表示例： ATD*99***1#
1

ATX1が設定されている場合

ATX1、AT¥V0が設定されている場合（初期値）
接続完了のときに、CONNECT＜FOMA端末－PC間

の速度＞の書式で表示します。

文字表示例： ATD*99***1#
CONNECT 460800

数字表示例： ATD*99***1#
1 21

ATX1、AT¥V1が設定されている場合※

接続完了のときに、以下の書式で表示します。

CONNECT＜FOMA端末－PC間の速度＞PACKET＜

接続先（APN）＞／＜上り方向（FOMA端末→無線基

地局間）の最高速度＞／＜下り方向（FOMA端末←無

線基地局間）の最高速度＞

文字表示例： ATD*99***1#
CONNECT 460800 PACKET 
mopera.ne.jp/64/384

（mopera.ne.jpに、上り最大
64kbps、下り最大384kbpsで接
続したことを表します。）

数字表示例： ATD*99***1#
1 21 5

※ ATX1、AT¥V1を同時に設定した場合、ダイヤルアップ接

続が正しく行えない場合があります。AT¥V0のみでのご

利用をおすすめします。

従来のRS-232Cで接続するモデムとの互換性を保つた

め、通信速度は表示します。ただし、FOMA端末－PC間

はFOMA USB接続ケーブルで接続されているため、実

際の接続速度と異なります。

［RESTRICTION］（数字：100）が表示された場合は、通信

ネットワークが混雑しています。しばらくしてから接続

し直してください。

通信プロトコルリザルトコード

数字表示 文字表示 意 味

1 PPPoverUD 64Kデータ通信で接続

5 PACKET パケット通信で接続

お知らせ
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SDオーディオ簡易操作ガイド
’07.1 (2版)

　TINSJA234AFZA
07A 66.5 DS SM⑩

お問い合わせ先

シャープ　データ通信サポートセンター

電話 D 03－5396－2351
受付時間：平日10：00～12：00／13：00～17：00

（土・日・祝日および所定の休日を除く）

ナショナル・パナソニック お客様ご相談センター

一般電話から s 0120－878
パ ナ は

－365
３ ６ ５ 日

携帯電話・PHSから D 06－6907－1187
FAX s 0120－878－236
受付時間：9：00～20：00

（年中無休）
ダイヤルの番号をよくご確認のうえ、お間違いのないようにおかけください。

フリーダイヤルサービス名称およびフリーダイヤルロゴマークはＮＴＴコミュニケーションズ株式会社の商標です。
Microsoft Windowsは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。

「FOMA」および「FOMA」ロゴは、NTTドコモの登録商標です。
miniSDは、SDアソシエーションの商標です。

FOMA SH902iSでの音楽再生について SD-Jukeboxについて

※ 簡易操作ガイドですので、併せてFOMA SH902iSおよびSD-Jukeboxの取扱説明書をご覧ください。

FOMA SH902iS本体をminiSDリーダーライターとして使用する場合

パソコンでminiSDメモリーカードに直接書き込む場合（パソコンにSDメモリーカードスロット（著作
権保護機能対応）がついている場合）はminiSDメモリーカードアダプタ（別売）が必要です。

市販のSDメモリーカードリーダーライターを接続する場合はminiSDメモリーカードアダプタ（別売）
が必要です。（著作権保護機能対応のSDメモリーカードリーダーライターでのみ動作します。）

1 miniSDメモリーカードに音楽を書き込むのに必要なものを用意しましょう

FOMA SH902iS本体

SD-Jukebox（FOMA SH902iS用CD-ROM）

miniSDメモリーカード※（別売）

パソコン OS： Windows XPまたはWindows 2000

（各日本語版）

お客様が書き込みをしたい音楽CD

FOMA USB接続ケーブル（別売）

※ ご利用可能なminiSDメモリーカードは、以下のホームページをご覧ください。
ｉモード ［ｉＭenu］→［メニュー／検索］→［ケータイ電話メーカー］→［SH-ＭODE］
パソコンなど http://k-tai.sharp.co.jp/products/d/sh902is/

〈例〉Windows XPにインストールするとき

2 SD-Jukeboxをインストールしましょう

1 添付のCD-ROMをパソコンにセットする。 「ランチャ」画面が表示されない場合

2「ランチャ」画面が表示されたら［SD-Jukebox Ver.5.0
LEのインストール］をクリックする。

1 Windowsのスタートメニューで［ファイル名を指定
して実行］をクリックする。

2「＜CD-ROMドライブ名＞: ¥SD-JukeboxV5
¥Setup.exe」と入力し、［OK］をクリックする。

インストーラが起動した後は、画面に従って操作してください。
「ユーザの情報」画面ではCD-ROMに添付されているシールのシリアル番号を入力してください。
インストール完了後は画面に従ってパソコンを再起動してください。

FOMA SH902iSをセットアップしましょう（リーダーライターとして使用する）
1 待受画面でt362を押

す。
TOPメニューから_（設定）→［一
般設定］→［USBモード設定］→

［miniSDモード］の順に選択するこ
ともできます。

2
3
4

［はい］を選んでtを押す。

FOMA SH902iSにminiSD メモリーカードを取り付
け、FOMA USB接続ケーブルでパソコンと接続する。
デスクトップのSD-Jukeboxアイコン
をダブルクリックする。

SD-Jukebox画面の説明

デバイス選択リスト

SD-Jukeboxの取

扱説明書を閲覧

できます。

SDメモリーカードの使用容量・

空き容量が確認できます。

チェックマークをつけると、

録音した曲を同時にSDメモ

リーカードに書き込みます。
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4 FOMA SH902iSで音楽を再生しましょう

3 miniSDメモリーカードに音楽データを書き込みましょう

1 待受画面でt931を押す。 2 t［再生］を押す。
TOPメニューから?（メディアツー
ル）→［モバイルオーディオ］の順
に選択することもできます。
モバイルオーディオ画面が表示さ
れます。

音楽が再生されます。
マナーモードを設定しているときは［マナーモード中です
　音楽を再生しますか？］と表示されます。［はい］を選
んでtを押します。
前回再生した曲の終了した時点から再生されます。
聴きたい曲を選択するときはサブメニューからプレイリ
ストを表示します。

曲番号

再生経過時間／
再生時間
イコライザ設定

（音質）

タイトル

アーティスト名

再生状態
音量

サラウンド設定 再生設定

i［操作パネル］を押すと操作パネルが表示されます。

操作パネルからwで動作を選んでtを押すか、ダイヤルボタン（1～9）を押して操作することもできます。操

作パネルの並びは、ダイヤルボタンの並びに対応しています。

再生中のボタン操作

FOMA端末を開いているとき FOMA端末を閉じているとき

停止する t［停止］ x
音量を調節する p（下げる）またはo（上げる）

ボタンを押し続けると、連続して調節できます。
+（下げる）または:（上げる）

前の曲に戻す／頭出しをする q
再生経過時間が２秒以内の場合は、前の曲に戻ります。
２秒以上の場合は、頭出しになります。
ボタンを押し続けると、連続して巻き戻しできます。

（［マルチメディア］参照中は曲をまたいでの巻き戻しは
できません。）

:（１秒以上）
再生経過時間が２秒以内の場合
は、前の曲に戻ります。２秒以上
の場合は、頭出しになります。

曲を送る r
ボタンを押し続けると、早送りになります。

+（１秒以上）

モバイルオーディオを終了する cまたはH x（１秒以上）

再生／停止 1 曲を送る 6
音量を下げる 2 イコライザ設定（音質） 7
音量を上げる 3 再生設定 8
プレイリストを表示する 4 モバイルオーディオの終了 9
前の曲に戻す／頭出しをする 5 操作パネル

1 パソコンに音楽CDをセットする。 3 曲名が表示されたら録音したい曲にチェックをつける。 5 「start」をクリックする。 7 FOMA SH902iSからFOMA USB接続ケーブルを取り
外す。

パソコンへの書き込みとminiSD メモリーカードへの書き
込みが開始されます。

2 デバイス選択リストからCDをクリックする。 4 「SDカードに自動チェックアウトする」にチェックをする。 6 デバイス選択リストから「SD」をクリックする。

以下の場合の詳細についてはヘルプ画面からSD-

Jukeboxの取扱説明書をご覧ください。

SDメモリーカードスロット搭載のパソコンを利用する場合
市販のSDメモリーカードリーダーライターを接続する場合
その他、SDメモリーカードスロット搭載ミニコンポやコンビ
ニのキオスク端末などを利用する場合

miniSD メモリーカードに書き込みされた曲名が表示され
ます。
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